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鳳　　例

◆　外国語を日本語に音訳するのは、言語構造と音韻の違いから困難を伴う。本論は地名

や人名の固有名詞を片仮名で表記するのに、平成三年六月二十八日の内閣告示第二号

「外来語の表記」や新聞雑誌の慣用に必ずしも従わず、独自の方式に基いている。

※　欧米語の固有名詞が日本語のローマ字綴りの発音に影響されて転託した結果、その片

仮名表記は長音符を乱用しがちである。本論の音訳は原音にない長音を排し、また、

弱母音のアがエに、二重母音が長音化する傾向も改めた。さらに欧米語の表記で、母

音＋Rで終わる人名も語尾を長音化せず、片仮名のルで表した。［例　トーマス・エ

ドワード・ローレンス→トマス・エドワド・ロランス（英国のアラブ研究者、軍人）、

アドルフ・ヒトラー→ア一ドルフ・ヒトラル（ドイツ第三帝国総統）、ゴルダ・メイ

ヤー（ゴルダ・メイアル）イスラエル首相］

※　アラビア語の片仮名表記については、英語の音訳に準拠した。欧米語の場合とは逆に、

長音符の欠落が目立っので、くどいようでも音引きの符号を入れた。［例、イスラム

→イスラーム、イスマイリア→イスマーイーリア］

※　アラビア語のアと工の音は、しばしば容易に変換する。したがって、二通りの表記が

可能で、必ずしも統一しなかった。［例、フセイン＝フサイン、ファイサル→フェイ

サル、ネギブ＝ナギブ］

※　アラビア語の定冠詞のアル（あるいはエル）と被修飾語の間は、記号の＝で結んだ。

［例、エル＝アリシュ（シナイ半島の町）］定冠詞は次に来る特定の昔と結合して、

促音となる場合がある。［例、ヌーリー・エル＝サーイード→ヌーリー・エッ＝サー

イード（イラークの首相）、アル＝ラー→アッ＝ラー（イスラーム教の唯一神）］

記号の＝は初出だけに用い、二度目から省略される場合もある。［例、アル＝イスカ

ンデーリヤ→イスカンデーリヤ（エジプトの大都市、海港）］

※　仏語で貴族の姓を示すde、ヘブライ語やアラビア語で「～の息子」の意味のベンや

イブンも、記号の＝で結んだ。［ド＝レセップス（仏外交官、スエズ運河の掘削者、
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ベン＝グリオン（政治的シオン主義指導者、イスラエル初代首相）、イブン＝サウー

ド（サウディ・アラビア国王］

※　固有名詞が二つ以上の単語から成る場合でも、一つのまとまった意味を持つならば、

単語の問に記号の・を入れずに、一語で表記した。［例、テル・アヴィヴ→テラヴィ

ヴ（「春の丘」の意、イスラエルの都会）、アブド・アル＝ラー→アブグッラー（人

名で「神の僕」の意、トランスヨルダン首長）、ニュー・ヨーク→ニューヨーク（新

ヨーク、米国の都会）］

※　日本で一般的に用いられる国名の片仮名表記は、ほとんどが英語の転託したものであ

る。本論でも原語によらず、英語の発音に準じた。［例、ポルスカ→ポウランド、エ

ースタルライヒうオーストリア。ただし、ドイチュラントはジャーマ二でなく、ドイ

ツと蓑記した］アラビア語の国名も英語に準じた。［例、ミスル→エジプト、サウー

ド家アラビア王国→サウディ・アラビア］　英語の発音のラシャとクーキは、それぞ

れ転誰のロシアとトルコの表記を採用した。

※　都市名は必ずしも英語の発音に従わず、原音に基いた場合もある。［例、モスクワ→

マスクヴァ、ベルリン→ベルリーン、ヴィエンナ→ヴィーン］

米国や英国の場合でも、英語の原音になるべく近付けるよう努めた。［例、ロンドン

→ラングン、ワシントン→ウオシングタン］

中東地域の都市名は、アラビア語に従った。［例、カイロ→アル＝カーヒラ、ダマス

カスー→ディマシュク、アンマン→アマーン］

※　聖書ゆかりの地名と人名は、日本聖書協会刊行の旧約、新約聖書の各版を参考にしな

がら、筆者の判断で取捨選択した。［例、パレスチナ、ガリラヤ湖、ヨルダン川、エ

リコ、エルサレム、シオン、シナィ、エジプト、アブラハム、イサク、モーセ、ゴリ

アテ、ペリシテ人、イエス］

※　国名の短縮表記は、漢字、あるいは漢字と片仮名の組み合わせを用いた。アメリカ合

衆国→米国、大ブリテンならびに北アイルランド連合王国→英国、フランス→仏、オ

ーストリア→填、ロシア→露、トルコ→土。ソヴィエト社会主義共和国連邦→ソ連
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※　以下、人名、国名、地名について、新聞雑誌の慣用表記との対比を列挙する。括弧の

中が、従来の慣用的表記である。（順不同）

【人名】

アーサ・ジェイムズ・パルフア（アーサー・ジェイムズ・パルフォア）、ドワイト・デイヴィ

ド・アイザンハウア（ドワイト・デーヴィッド・アイゼンハワー）、ハーバト・ヘンリ。ア

スクウィス（ハーバート・ヘンリー・アスキス）、クレマント・リチャド・アトリ（クレメ

ント・リチャード・アトリー）、ネヴィル・チェンバリン（ネすィル・チェンバレン）、ロ

バト・アンタ二・イードン（ロバート・アンソニー・イーデン）、モウシャ・ダーヤーン

（モッシェ・ダヤン）、ジョン・フオスタ・グリス（ジョン・フォスター・ダレス）

【国名】

アルジアリア（アルジェリア）、アージャンティーナ（アルゼンチン）、イクリ（イタリア）、

イーシオウピア（エチオピア）、パルー（ペルー）、ヘイティ（ハイチ）、ライビアリア（リ

ベリア）、ユーガンダ（ウガンダ）、エスタウニア（エストニア）、グワクマーラ（グアテ

マラ）、ノーウェイ（ノルウェー）、ホランド（オランダ）、マロコウ（モロッコ）、パルゲ

アリア（ブルガリア）、パーマ（ビルマ）、ベルジャム（ベルギー）、スウィードン（スエ

ーデン）、リースエイニア（リトアニア）、ルーメイニア（ルーマニア）、レバナン（レバ

ノン）、ポーチュガル（ポルトガル）、チェカスロウヴァーキア（チェコスロバキア）、ユーゴ

ウスラーヴィア（ユーゴスラビア）、ユルグアイ（ウルグアイ）

【地域、都市名】

アナトウリア半島（アナトリア半島）、アイビアリア半島（イベリア半島）、エイドン（ア

デン）、クリート島（クレタ島）、サイプラス島（キプロス島）、テアラーン（テヘラン）、

ブキュレシュティ（ブカレスト）、ビューダペスト（ブダペスト）、ボールカン半島（バル

カン半島）、マンチスタ（マンチェスター）、モールタ島（マルタ島）、

◆　数字の表記は、次の基準を定めた。

＊序数詞、世紀、概数、熟語には、漢数字を用いる。

［例、第一次世界大戦、第二次中東戦争、第三帝国、十九世紀、十万人の難民、一

つ、二日間、三日、六日戦争］

（巾



＊端数の付いた統計数字、国際連合安全保障理事会の決議番号、年月日、標高、百分

比には、算用数字を用いる。

［例、1939年のパレスチナの総人口1，422，955のうち、アラブ人の数は　977，498人、

ユダヤ教徒の数は445，457人。安全保障理事会決議242号。1948年5月14日のイス

ラエル独立宣言、海抜2，81根元のヘルモン山、地中海の海面下39根元の死海、ユ

ダヤ側の所有地はパレスチナ全土の　6，5㌫。国際連合総会の聖地分割案は、英委

任統治領・パレスチナの面積の　57㌫をユダヤ国家に割り当てた。］

◆　年号は西暦（グレゴリウス暦）で記し、特に断らない限り、ユダヤ暦やイスラーム暦

を用いない。

◆　註は各部の終わりにまとめ、参考文献を次の通り記載した。〔著者、あるいは編者の

名前、本の題名‥剋選（発行地、出版社、刊行年）、参照貢〕　同一の書物が同じ部

で註に取り上げられる場合、前掲書と記した。ただし、部が更まれば、再び上記の例

に倣っている。

＃　＃　＃　＃　＃
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パレスチナの分割とイスラエルの拡大

1947年11月の国際連合決議で
ユダヤ国家に割り当てられた
領域

1948年の第一次中東戦争で

イスラエルが獲得した領域

1967年の第三次中東戦争で
イスラエルが占領し、現在も
保持している領域

1973年の第四次中東戦争後、

イスラエルが返還した地域
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アラブ世界の統合と分裂
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本論の1948年に建国のユダヤ国家・イスラエルは、当初、中立外交

目　　的　を指向しながら、冷戦の深化と共に西側陣営に加わり、米国

とソ連の両超大国の角逐の狭間で軍事力を増強した末に、1967年から1970年に

かけて、エジプトを筆頭とするアラブ諸国とパレスチナ人の抵抗運動を制圧し

た。本論の目的は、脆弱なイスラエルが米国との緊密な関係を利用しつつ、中

東地域1に軍事的覇権を確立するまでの過程を検証することである。

ユダヤ国家の軍事的優勢は、中東地域からソ連の影響力を大幅に減殺する。

アラブ・イスラエル対決は、本来、地域紛争でありながら、冷戦構造に組み込

まれたために、当事者間の自主的解決を困難に陥れた。イスラエルの軍事的覇

権の確立こそ米国の世界戦略に適い、ウオシングタンが中東地域に米国主導の

平和（パックス・アメリカーナ）を課すのに、必須の要件となったのである¢

＊　　＊　　＊　　＊　　＊

中東紛争　現代の中東紛争は、聖書ゆかりの地パレスチナのアラブ

の　軌　跡　原住民が近隣アラブ諸国の、欧州から聖地に移住のユダ

ヤ教徒が欧米列強の、それぞれ物心両面の支援を受けて、同一の土地の支配権

を争ったことに起因する。それは二つの民族主義一一西欧の植民地主義から解

放を求めるアラブ民族主義と、欧州キリスト教社会の差別と迫害から逃れてシ

オンの地（パレスチナ）に国家創建を求めるユダヤ民族主義一一の相克に他な

らないG

ユダヤ建国運動の政治的シオン主義は、十九世紀も終わり近い頃、当時の欧

州における反セム主義（反ユダヤ主義）の風潮の中から生まれた。当初、この

運動は少数の信奉者を得たに過ぎなかったが、第一次世界大戦中の1917年に英

国政府の後援を受け、大戦後に国際連盟から認証されて、1924年、英委任統治

領・パレスチナの創設によって、ひとまず目的を達成する。

この時、欧米列強主導の国際連盟は、アラブ住民がパレスチナ人口の圧倒的

多数を占めている実情を無視して、欧州からユダヤ教徒の組織的移住を認めた＄

それ以来、世界三大宗教（ユダヤ、キリスト、イスラーム教）の聖地は、長い

歳月にわたって紛糾の場と化す。

第二次世界大戦後、国際連盟は解散し、新しい組織の国際連合2　に引き継が

れた。この世界平和維持機構は、パレスチナ問題について、前車の轍を踏む。

1947年11月29日、国際連合総会はアラブ側の猛反対を多数決で押し切り、聖地

の分割とユダヤ国家の創建を決定した。この日から現地のパレスチナでは、ア

ラブとユダヤの住民の問で、流血の衝突事件が続発する。

それから的半年後の1948年5月15日、英国は委任統治体制に終止符を打った¢

イスラエルが独立宣言を発すると、アラブ諸国の正規軍はパレスチナに侵攻し、

一1－



武力で新生ユダヤ国家の打倒を図る。この第一次中東戦争で、イスラエルはア

ラブ側の軍事介入を撃退したばかりか、国際連合の決議で割り当てられた領域

よりも広い土地を支配下に収めた。この時、多数のパレスチナ・アラブ人が戦

火を逃れて、近隣諸国に流入する。この難民の大量発生は中東地域の将来に禍

根を残し、そめ後のアラブ・イスラエル対決の原因となった。

アラブ諸国の戦争目的は、まずイスラエルを中東地域の政治地図から抹殺す

ることだった。しかし、軍事的敗北の現実の前に、難民の帰還や民族自決の権

利擁護に力点を変更する。この大目的は　〈パレスチナの大義〉　と呼ばれ、アラ

ブ諸国の軍事行動と外交活動の基本原理となった。

当時、この地域紛争は一定の冷却期間を置いて、交戦諸国の問で自主的解決

に至ると期待された。だが、アラブ側は敗戦の屈辱を忘れず、講和条約の締結

どころか、イスラエルを国家として承認しなかった。イスラエルも支配下の領

域内にアラブ難民の帰還を認めず、強硬な対決姿勢を維持する。やがて米国と

ソ連の冷戦が中東地域で激化するにつれて、アラブとイスラエルの対決は東西

両陣営の対立の構図に組み込まれる。

走召二大国の　1945年、第二次世界大戦が終結すると、世界地図は米国

思惑一致　とソ連の二超大国の勢力圏にほぼ塗り分けられた。日本

とドイツの枢軸陣営は無条件降伏によって完全に崩壊したが、その一方で米英

ソの連合国陣営も分裂した。昨日までの味方が今日の敵となり、米国とソ連は

冷戦の下で睨み合いながら、超大国同士の直接対決を回避した。

イスラエルの創建は、冷戦の初期段階3　で、米ソ両超大国の思惑が図らずも

一致した所産である。ウォシングタンの民主党政権は大統領選挙でユダヤ教徒

の支持票を確保するために、マスクヴァは中東地域における英国の軍事的、外

交的影響力に揺さぶりをかけるために、それぞれ異なる動機から国際連合でパ

レスチナの分割とイスラエルの独立に賛同した。

実際、米ソ両国の態度決定は一貫した政策から導き出されたのではなく、長

期的見通しのない権道に過ぎなかった。ホワイトハウスはユダヤ圧力団体の執

拗な要求に屈して、石油資源の確保のためアラブに気兼ねする国務省の強い反

対を押し切り、クレムリンは政治的シオン主義を敵視する従来の方針に反して、

ユダヤ建国運動の反英的、かっ社会主義的性格を過大に評価したのである。

1948年の第一次中東戦争でイスラエルは米ソ両国の支持を背景に戦い、アラ

ブ諸国の軍勢を撃ち破る。国際連合の禁輸措置にもかかわらず、新生ユダヤ国

家は米国製の余剰武器を密輸入し、さらにソ連の衛星国になったばかりのチェ

カスロウヴァーキアから旧独軍の航空機や重火器を公然と調達して、独立戦争

に勝利を収めた。
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建国後しばらくの問、イスラエルは東西両陣営のいずれにも属さず、新生国

家の将来像を模索する。米国もソ連も相次いでイスラエルを承認し、1949年に

はアラブ諸国の反覆を承知の上で、両国ともユダヤ国家の国連加盟に賛成票を

投ずる。両超大国の便宜的協調は中東紛争の原因を造り出し、アラブ・イスラ

エル対立を一層激化させる契機となった。

新生ユダヤ国家は周辺アラブ諸国の敵意に囲まれ、第一次中東戦争で獲得し

た領域を防衛しながら、戦後の国造りの事業を成し遂げるために、物心両面で

米国の援助を必要とした。イスラエルは社会の指導部にソ連・東欧圏出身の元

革命家や社会主義者を擁しながら、複数政党の議会制度を採用し、米国流の価

値観を尊重した。1950年6月25日、東北アジアの冷戦が朝鮮戦争となって熱戦

に転ずると、イスラエルは国際連合で米国支持の態度を表明する。

ソ連はイスラエルの建国に手を貸しながらも、その後は実質的援助を与えな

かった。やがてクレムリンは反ユダヤ的姿勢を強化し、イスラエルの反撥を買

う。さらにソ連は東欧の衛星国と共に反シオン主義態度を募らせ、イスラエル

を敵視するに至った。4

米ソ両国の1950年代の前半、中東地域も世界各地の紛争地帯と

代理と　して　同様に、二つの超大国の角逐の場となる。第二次世

界大戦後、この地域から英仏両国の勢力が退潮し、西アジアから北アフリカに

至る広大な地域は、軍事的にも外交的にも、真空状態に陥った。しかし、この

地域の国際水路や石油資源の確保は、西側陣営に不可欠である。米国は西欧列

強の凋落に代わって積極的役割を担い、中東地域からソ連の影響力の排除を意

図した。1947年、米国大統領のハリ・トルーマンはソ連の〈封じ込め〉を画策

し、議会から権限と予算を獲得する。

冷戦体制の下で、米ソ両国は勢力圏の維持に腐心する。現状の変更は超大国

同士の直接対決を招き、新たな世界大戦を引き起こしかねない。そこで米国も

ソ連も勢力圏内に相手側からの浸透を排除するために、特定の国を代理5　とし

て利用し、敵対陣営内部の撹乱を図る。

1953年、米国の政権は民主党から共和党に移り、それまでの親イスラエル外

交路線を修正する。軍人出身のドワイト・デイヴィド・アイザンハウア大統領

の登場に、ソ連は警戒を強めた。実際、新大統領は強硬な反共主義者で中東地

域を重視し、トルーマンの〈封じ込め〉政策から一段と進んだ〈巻き返し〉政

策の採用で、ソ連の影響力を排除しようと努める。

共和党政権の中東政策は、表向きアラブとイスラエルのいずれにも偏ること

なく、双方に等距離を置いた。だが、実際には前者に傾き、対ソ防衛の戦列に

アラブ諸国の組織化を意図する。ところが、アラブの盟主国・エジプトは西側
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陣営の代理の役割を拒否し、他のアラブ諸国に呼びかけて、この構想に強い異

論を唱えた。しかし、米英両国はエジプトの反対を無視して、1955年、イラー

クを抱き込んで、ソ連包囲網のバグダード条約機構を樹立させる。

イスラエル　第一次中東戦争でアラブ側は敗北を喫し、イスラエ

の草屋復作戦　ルの領域拡大を許した。それでもエジプトは旧英国

委任統治領・パレスチナから地中海の沿岸部のガザ地帯を、トランスヨルダン

はヨルダン川の西岸一帯を占領してユダヤ国家に渡さず、それぞれの施政下に

置いた。

停戦の成立後、最前線は事実上の国境として、アラブ農民や遊牧民の生活圏

を分断する。後に残した土地、家屋、財産が気懸かりで、難民はしばしば故郷

に潜入を図り、イスラエル軍の銃弾を浴びた。血気に逸る若者は軍事境界線を

越え、敵地に潜入して復讐の機会を窺う。イスラエルは境界線の侵犯に強い姿

勢で臨み、たびたび報復作戦を繰り返す。

エジプトはガザ地帯の難民に武器を与え、対イスラエル武装活動を支援した。

そこでユダヤ国家は報復攻撃の矛先をアラブ村落や難民収苓所だけでなく、背

後のエジプト軍基地にも向ける。1955年2月28日、イスラエル国防軍の部隊はガ

ザ地帯のエジプト軍駐屯地を急襲し、戦死と負傷者を合わせて百人近い大損害

を与えた。

このガザ事件で、エジプトはイスラエルの軍事的脅威を改めて痛感する。ア

ラブ陣営随一の大国でありながら、エジプトは第一次中東戦争で軍事力をほと

んど消耗し尽くしていた。そこで、アラブの盟主国が軍備増強のために西側陣

営に武器供与を求めたところ、イスラエルに対する配慮から素気なく拒否され

る。五年前の1950年5月25日、西側陣営の米英仏三国は共同宣言を発し、休戦

境界線の変更をもたらしかねない軍事力の増強に歯止めをかけて、中東地域に

武器の禁輸を決めたからである。

この三国宣言はパレスチナの平和と安定をめざすようでも、実際にはユダヤ

国家の軍事征服を追記し、アラブ対イスラエルの力関係を後者に有利なまま固

定化すると同時に、中東地域にソ連の介入を排除するよう意図した。

そこで、エジプトはクレムリンに急接近し、チェカスロウヴァーキア経由で

ソ連製の兵器を入手する。イスラーム世界の反共国家はユダヤ国家に対抗する

ために、無神論の共産主義国家と連携した。ソ連は中東地域の中心部に楔を打

ち込み、アラブの盟主国を代理に仕立てあげる。

一方、イスラエルはエジプトの軍備拡張を脅威と受け止め、フランスから近

代兵器を購入した。これで三国宣言の武器禁輸は、事実上、骨抜きされる。し

かし、米国は財政的援助を与え続けたものの、武器の供与を控えた。
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超大国の1956年10月30日、イスラエルは対ゲリラ報復攻撃に擬装

‘協調体籍河　して、エジプトのシナイ半島に侵攻し、英仏両国の軍事

冒険の露払いを務める。この第二次中東戦争で、西欧の二大強国はスエズ運河

の奪回とエジプト政権の打倒を図った。この国際水路は西側の対エジプト借款

取り消しの報復に、三カ月前に国有化されたばかりだった。イスラエル軍は英

仏軍の攻撃に先立って尖兵の役割を果し、予防戦争を仕掛けたのである。

またもやウォシングタンとマスクヴァは別々の動機から共同歩調を取り、前

回とは逆にイスラエルを抑えこんで、中東地域の戦火を消し止める。米国は大

統領選挙を目前に控え、世界大戦の可能性を危惧して、早期停戦に向けて盟邦

の英仏両国に外交的、経済的圧力をかけた。ソ連は中東地域にようやく得た友

好国の敗北を座視できず、ラングン、パリ、テラヴィヴに核攻撃をほのめかす。

そればかりか、クレムリンは中東地域に米ソ二カ国で共同出兵するようホワイ

トハウスに提案した。

戦後、この奇妙な米ソ協調体制は、長続きせずに終わる。停戦後、アイザン

ハウア大統領はイスラエルに強い外交的圧力を加え、占領地からの全面撤退を

実現させた。三国宣言に謳われた通り、軍事境界線の現状維持をイスラエルに

順守させたのである。

その一方で、1957年1月、米国の共和党政権は新外交政策を提唱し、中東地

域からソ連の影響排除を画策した。このアイザンハウア・ドクトリンは　〈国際

共産主義の脅威〉を強調して、中東の地域紛争を冷戦構造の中に組み入れる。6

その結果、米ソ超大国問の対立が継続する限り、中東紛争の自主的解決は困難

となった。6

冷　戦　の1961年、米国では民主党が政権に復帰し、冷戦は新局面

熟しヽ戦場　を迎える。新大統領のジャン・フイツジェラルド・ケニ

ディはユダヤ教徒の支持で辛うじて当選したが、中東政策では新方針を打ち出

さず、共和党の前任者の等距離外交を踏襲した。実際、ケニディは米ソ直接対

決の危険をはらんだキューバ危機に忙殺され、中東地域に対して副次的関心し

か払わなかった。

だが、この民主党の大統領はアラブ対イスラエルの抗争をめぐって、米国の

態度を決定的に変更する。1962年、ホワイトハウスは長年の武器禁輸措置を解

除し、イスラエルに〈防御用兵器〉　として地対空誘導弾のホークを供与した。

翌年、ケニディが暗殺されると、大統領に地位はリンダン・ペインズ・ジャン

スンに引き継がれる。ホワイトハウスの新しい主人は親イスラエルの姿勢を明

らかにし、アラブ陣営の軍備増強に対して均衡を図るとの理由から、積極的に

〈攻撃的兵器〉の戦闘爆撃機と戦車を供与した。
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1967年春、シリアとイスラエルの国境付近の地と空で両国軍の衝突が発生し、

中東地域の軍事的緊張を一挙に高めた。それまでアラブ陣営は内部抗争で足並

みを乱していたが、ここで大同団結してユダヤ国家に矛先を向ける。イスラエ

ルはエジプト、シリア、ヨルダンの三国に包囲され、建国以来、最大の危機に

直面した。たが、ユダヤ国家は十二分に軍備を固めて、先制の奇襲攻撃で劣勢

を一挙に挽回する。この第三次中東戦争で、イスラエルは僅か六日間の戦闘で、

ガザ地帯とヨルダン川の西岸を征服したばかりか、エジプトとシリアの固有領

土のシナイ半島とゴラン高原をそれぞれ占領した。

ソ連はアラブ陣営の敗北を悟ると、国際連合の安全保障理事会で妥協に応じ、

停戦決議に賛同した。また、同理事会が戦後処理に関して第242号決議を採択

した際にも、クレムリンは柔軟に対応し、文言をめぐって譲歩した。

だが、停戦決議の成立後も、スエズ運河地帯では、砲爆撃の轟音は絶えるこ

とがなかった。エジプトは敗戦で失った兵器をソ連からすぐに補充し、占領の

恒久化を防ぐために、イスラエル軍に撹乱攻撃を加えたのである。

当時、ジャンスンは東南アジア地域でヴィエトナム戦争の泥沼に足を取られ

ながらも、中東地域でソ連の影響力を減殺するために、イスラエルに最新鋭の

ファントム戦闘爆撃機を供与する。1969年、エジプトとイスラエル問の軍事衝

突一一いわゆる消耗戦争が激化するにつれて、中東地域は冷戦の熱い戦場とな

り、米ソ製兵器の実験場と化した。この戦後の戦争で、米国製兵器の高性能が

実証され、エジプトは前線の正規軍だけでなく、銃後の非戦闘員にも、多数の

犠牲者を出す。

1969年、共和党は政権に復帰する。新大統領のリチャド・ミルハウス・ニク

スンはジャンスンのイスラエル寄り姿勢を修正し、中東紛争の当事者の双方に

〈公正〉　に対処する方針で臨んだ。就任の三カ月後、ニクスンは冷戦の相手と

交渉を始め、さらには英仏両国の参加を求めて、消耗戦争の終結を図る。だが、

この時には両超大国の協調が成らず、それ以後、米国はソ連を排除して単独で

和平工作に乗り出す。

ニクスン政権の中東外交は、米国とイスラエルの問に緊張をもたらした。国

務長官のウィリアム・ラジャズが米国独白の和平案を双方に提示し、占領地か

らイスラエル軍の撤退を呼びかけたからである。さらにニクスン大統領は公正

の原則から、ファントム機の追加引き渡しを一時停止するほどだったが、イス

ラエルの猛反覆で、間もなく戦闘爆撃機や他の装備の供与を再開しなければな

らなかった。

しかし、ニクスンとラジャズは、イスラエル、エジプト、それにヨルダンの

三国首脳を説得し、1970年8月、消耗戦争に終止符を打たせる。ホワイトハウ
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スの意図は、この敵対行動の停止がアラブ陣営の内部でソ連の影響力を低下さ

せ、かわって米国の地位を向上させることだった。

武装闘争　米国主導の中東和平の実現に、パレスチナ人の抵抗組織

の　激　イヒ　は強く反対を唱え、対イスラエル武装活動をやめようと

しなかった。和平の成立で、パレスチナ難民の窮状が忘れられるのを恐れたか

らである。武装集団はヨルダン国内に根拠地を築き、第三次中東戦争の停戦後

も、イスラエルにゲリラ闘争を挑んでいた。米国が消耗戦争の直接の当事者で

ないヨルダンを和平交渉に引き入れたのは、パレスチナ難民の武装闘争を禁止

させるためである。

建国以来、イスラエルは難民の武装活動に報復攻撃を加え続けたが、必ずし

も抑止効果を挙げなかった。難民の第一世代は敗戦の屈辱と苦難の日々を忘れ

ず、第二世代は難民収容所の厳しい生活から復讐の念に駆り立てられる。1964

年、エジプトは難民の組織化を図り、アラブ諸国首脳会議の承認を取り付けて、

パレスチナ解放機構（英文略称・PLO）を発足させた。その設立の意図は戦

闘的名称とは裏腹に、難民の武装活動を統制下に置くことだった。エジプトは

ガザ事件と第二次中東戦争の手痛い教訓を忘れなかったからである。

1960年代の半ば、幾っもの武装集団がエジプトに頼らずシリアの庇護を求め

て、PLOとは別個に対イスラエル抵抗運動を始める。この遊撃隊はシリアか

らソ連製の火器やロケット弾を入手し、ユダヤ国家に執拗な攻撃を繰り返した。

イスラエルはブイダイーン（アラビア語でゲリラの意）活動の激化を深刻に受

け止め、その出撃地点と疑われたヨルダン領のアラブ村落に報復攻撃を加える

一方、国際連合の安全保障理事会に提訴する。

第三次中東戦争の後、パレスチナ人の武装集団は難民収苓所を要塞化し、イ

スラエル占領地で破壊活動を強化した。1969年2月、強硬派の武装集団の連合

体が、PLO執行部の実権を掌握する。ブイダイーンはヨルダン国内に軍事拠

点を築き、対イスラエル武装活動を一段と強化した。いまや難民の武装集団は

対イスラエル闘争の前面に立ち、ユダヤ国家にとってアラブ諸国の正規軍より

も脅威となる。

1970年8月、消耗戦争の停戦が成立した後、武装集団は西側の民間旅客機を

次々に乗っ取り、和平反対の意思を表明した。さらに、フイダイーンは地方郡

市に人民政府の樹立を宣言する。ついにヨルダン軍は武装集団の討伐に乗り出

し、国内各地の難民収容所に攻撃を加えた。このアラブの同士討ちはヨルダン

の内戦と呼ばれたが、実際には国際化の危険性をはらんでいた。

この小国はアラブ陣営の一員として反イスラエルの旗印を掲げながらも、親

西側の立場を守っていた。ここがブイダイーンに奪われ、アラブ陣営で最強硬
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派のシリアと結ぶ事態に至れば、ユダヤ国家は危殆に瀕するだろう。イスラエ

ルは軍事介入の構えを固め、国民に動員令を布告した。米国も第六艦隊を東地

中海に派遣し、イスラエル支援の準備を進める。米国は冷戦下の国際秩序の変

更を座視できず、親米国のヨルダンの王制がシリア支援のフイダイーンとの戦

闘で崩壊するめを危慣したからである。

この情勢の中でヨルダンはブイダイーン勢力を迅速に武力で制圧し、残存勢

力を国外に追放した。アラブ陣営内部の兄弟殺しの戦闘で、イスラエルは労せ

ずして漁夫の利を得る。1967～70年の動乱で、イスラエルはソ連の代理のエジ

プトとパレスチナ人の抵抗運動に痛烈な打撃を加え、中東地域に軍事的覇権を

確立した。クレムリンはアラブ陣営の敗北と内部抗争で、この地域への影響力

を大幅に喪失した。いまやイスラエルは事実上の軍事同盟国として、米国の代

理の域を脱し、中東地域にアメリカ主導の平和を課す。

紛争要因　パレスチナが戦乱の地となったのは、第一次世界大戦中

の重層一性　に、英国が敵国のオスマン・トルコ帝国の領土をめぐっ

て、アラブとユダヤの双方に相矛盾する約束を与えたからである。ラングンは

アラブ側に聖地を含む西アジア一円の独立を保証し、ユダヤ建国運動のシオン

主義団体にはパレスチナに準国家（ナショナル・ホウム）の設立を承認した。

この二重取引は、中東地域の将来に禍根を残す。

だが、今日のアラブ・イスラエル対決を解明するには、英国の外交的背信行

為に先立って、紛争要因の歴史的重層性も探らねばならない。政治的シオン主

義運動は、欧州キリスト教社会の反セム主義的土壌から生成した。ユダヤ教徒

は差別と迫害の体験から、パレスチナ（シオンの地）に対して強い憧憬の念を

育む。旧約聖書の時代の苦難の歴史一一強制連行や離散の故事は、このユダヤ

建国運動に投影され、聖書の記述一一神の約束の地はイスラエル独立宣言の中

で、ユダヤの民の本来的権利として強調された。一方、アラブ側は七世紀のイ

スラーム教の成立とアラブ世界の形成以後、千二百年にわたるパレスチナ定住

の歴史から、聖地の正統な住民としての権利を主張する。

本論はまず苗代から現代に至るまで、中東地域の歴史を総合的に概観し、次

に政治的シオン主義が第一次世界大戦中に英国に利用された末に、戦後に国際

連盟に認証された経過をたどる。そして、第二次世界大戦中にナチ・ドイツの

犯したユダヤ教徒虐殺の大罪の購いとして、国際連合がパレスチナのアラブ住

民の犠牲において、シオン主義国家の誕生を認知するに至った経緯を探り、同

時に米国の演じた役割を考察する。最後に、中東地域の相次ぐ戦乱を通じ、冷

戦体制の下で小国イスラエルが軍事強国として台頭し、この地域に覇権を確立

するまでの外交・軍事戦略を分析して、中東紛争の深層を解明する。
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＜緒言の註と参考文献＞

1この用語は、英語のHiddle Eastあるいは址ideast、仏語のHoyen Orientの直訳

で、西欧中心の視点に立脚している。日本の研究者には、この地域が東洋と西洋の問に介

在することから、新しい呼称の「中洋」を提言する人々もいる。〔松本垂治監修、板垣雄

三編、『中東ハンドブック』（東京：講談社、1979年）、5頁〕本論では、中洋を採用せ

ず、中東を踏襲した。

1902年、米国の海軍史家Alfred ThayerⅡahanは、ベルシア湾を中心にアラビア半島

とインド亜大陸との問の地域を〈中東〉　と名付けた。この新造語はやがて新聞で用いられ鴇

後に英国政府も採用して、広く使用されるようになった。〔Bernard Lewis，Theliddle
East and the West （New York：‡arper Torchbooks，1966年）、9頁〕

中東の範囲は、論者によってさまざまである。英国の外交史家によれば、東地中海から

インドの北西辺境州（現在のパーキスターンの一部）に至る地域が「便宜的に」中東と呼

ばれている。〔E．軋　Carr，International Relations Between the Two World Yars，

1919－1939（London：Hacmillan，1959年）、232貢〕

本論は中東の範囲を狭く限定し、エジプト以東のアラブ世界を指すよう定める。従って、

非アラブのイラン、トルコは除外される。アフガニスタンやパーキスターンが含められな

いことは、言うまでもない。

21945年春、五十カ国の代表がサンフランシコに参集し、4月25日から7月26日までの

期間を起草作業に費やした末、国際連合憲章を採択した。1945年10月24日、二十九カ国の

批准を得て、この世界平和維持機構は正式に発足する。〔Geoffrey Bruun，The Yorldin
the Twentieth Century（Boston：D． C．Ⅱeath and Company，1957年）、545～546貢〕

原加盟国の中で、アラブ諸国はエジプト、イラーク、レバナン、サウディ・アラビアに

過ぎなかった。

この世界機構は、もともと第二次世界大戦中に日独の枢軸陣営に対して〈団結した国家

集団〉に由来し、その名称の訳語の〈国際連合〉（略称・国連）は正確とは言い難い。し

かし、本論の表記は、慣用に従った。

3　狭義の中東の周辺（イラン、トルコ）と外延（ギリシャ）の国々で、米国とソ連の

対立はすでに激化していた。

イランは第二次世界大戦中に中立を宣言したが、実際には親独的だった。このため連合

国陣営のソ連と英国によって国土を占領され、多数の米国人の軍事要員を国内に受け入れ

ねばならなかった。連合国側はイラン経由でソ連に米国製の軍需物資を送りこみ、その交

通路の確保すると同時に、ドイツ人諜報員の排除を意図したからである。1942年1月、イ

ラン、ソ連、英国の三国は協定を締結し、大戦の終結から半年以内に連合国の軍隊が撤兵

するよう定めた。

ところが、大戦中の合意に反して、ソ連は戦後もイランから撤兵しないばかりか、北部

のアジイルバイジャン州に親ソ自治政権を樹立した。そこでイランは国際連合の安全保障

理事会に提訴したが、問題の解決に至らなかった。結局、ソ連は協定の取り決めより二カ
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月以上も遅い1946年5月に、イランから軍隊を引き揚げる。クレムリンの態度変更は、米

国と英国の西側陣営が強い態度を示したからである。

トルコは第二次世界大戦中にソ連から対独宣戦を迫られたが、参戦せずに最後まで中立

を維持した。ドイツの降伏後、クレムリンは一部のトルコ領土の割譲、黒海からエーゲ海

に抜けるバスパラスとダアダネルズの二つの海峡にソ連の軍事基地設置などを要求して、

露土間の緊張が高まった。第二次世界大戦後、ギリシャではソ連支援のゲリラ活動が活発

化したが、英国は大戦で疲弊して軍事介入できなかった。そこで1947年3月、米国はトル

コとギリシャ救援のため、経済的・軍事的目的の財政援助を確約した。この措置は、米国

がソ連の脅威を認識し、それに固い決意で対処した最初の大きな一歩である。その結果、

トルコはソ連の圧力をはねのけて、戦略的に重要な海峡と領土を確保できた。また、ギリ

シャ政府と軍は左翼ゲリラの討伐に成功し、ボールカン半島の国々と同じ運命を免れた。

〔George Lenczowski，The耳iddleEastin World Affairs（Ithca：Cornell University

Press，1980）、134～137貢、178貢～184頁、794貢～795貢〕

41953年の新春早々、ソ連共産党中央委員会機関紙『プラヴダ』は、九人の医師団が

クレムリンの要人暗殺を謀って裁判に付されたと伝え、反シオン主義の宣伝に大々的に乗

り出す。被告のうち六人までがユダヤ教徒であると、この報道はことさら強調した。同じ

頃、チェカスロウヴァーキアでは、ユダヤ教徒の共産党書記長ルードルフ・スランスキの

裁判が進行中で、反セム主義の風潮を盛り上げる。その結果、イスラエルとソ連は、外交

的に対立を深めた。〔Georg von Eauch，A：istory of Soviet Russia（London：Thames＆

Ⅱudson，1957年）、426貢〕

5　この〈代理（国）〉　と超大国とは、宗主国と保護国のように支配と従属の関係で結

ばれているのではないので、時には不協和音を生じる。両者の社会経済体制の違いにもか

かわらず、超大国は世界戦略の大目的のために、代理国は自国の安全保障のために、相互

に軍事と外交面で提携した。エジプトは軍事面で全面的にソ連に依存しながらも、内政面

で共産党を弾圧し、イスラエルは米国から援助の恩恵に浴しながら、ホワイトハウスの中

東政策に親アラブ的要素を見出すと、強く抵抗した。冷戦体制の下で、代理国は超大国に

対して自己の利用価値を高く吊り上げ、より多くの武器と資金を引き出す。

6　アイザンハウア・ドクトリンの主要な欠点は、この中東外交政策が冷戦をめぐって

米国流の思い込みばかりに偏り、アラブ諸国の懸念や希求に殆ど関心を払わなかったこと

である。すでにソ連から相当な援助を受けている国にとっても、共産主義の脅威よりイス

ラエルの脅威の方がはるかに大きかった。〔Tareq Y．Ismael， International Eelations

of the Contemporary Hiddle East：A Studyin World Politics（Syracuse：Syracuse

University Press，1986），145頁〕

7　ヨルダンの内戦の最中、クレムリンがホワイトハウスに覚書を送り、超大国の不介

入を呼びかけたのに対し、ニクスン大統領はイスラエルに必要ならば軍事行動を起こすよ

う示唆した。イスラエルが動員令の布告で強硬姿勢を示すと、シリアは軟化して内戦に介

入しなかった。戦後、米国がイスラエルに多額の軍事援助を与えたのは、ユダヤ国家の軍

事的能力を高めて、アラブ側にイスラエルの課す条件で中東紛争解決を強制するためであ

り、その意図は明白であった。〔Alan R．Tailor，The Superpowers and the　Ⅱiddle East

（Syracuse：Syracuse University Press，1991），83～84貢〕
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第一部

中東紛争の史的背景



二　二三二羊二手：三二三三

本来的、　歴史　西暦1948年5月14日（ユダヤ暦5708年イーヤア

的権弄りの主張　月　5日）、政治的シオン主義運動の指導部は地

中海に臨むパレスチナ第一の都会テラヴィヴに暫定国民評議会を招集し、臨時

政府首相のディヴィド・ベン＝グリオンが独立宣言を朗読した。

……英国の委任統治の終了するこの日、われわれはユダヤの民の本来

的、歴史的権利、ならびに国際連合の総会決議に基いて、パレスチナに

ユヤ国家の建設を宣言し、イスラエル国と称する。1

新生国家は建国の根拠を国連加盟国の多数の意志にだけでなく、遥かな昔に

さかのぼる　〈権利〉　に求めた。シオン主義者の主張によれば、パレスチナにお

ける故国再興は『旧約聖書』に記された神の約束の実現であり、約二千年前に

起きた国家滅亡、民族離散の悲劇の原状回復に他ならない。アラブ側はユダヤ

側の一方的主張に基く　〈権利〉を認めず、イスラエルの打倒めざして武力に訴

えた。それ以来、中東地域は長年にわたって、度重なる戦乱に見舞われる。

アラブ諸国とイスラエルの軍事対決が大規模な戦争に発展するごとに、国際

社会は仲裁に乗り出して、戦火の消し止めに躍起となった。しかし、停戦の成

立は和平の実現を意味しない。双方の軍勢は軍事境界線をはさんで睨み合い、

しばしば砲火を交えた。パレスチナ・アラブ人のゲリラ活動はイスラエル側か

報復攻撃を招き、無事の民に流血と破壊の惨禍をもたらす。積年の憎悪と敵意

は相互不信を暮らせ、戦争から戦争への悪循環を繰り返した。

ユダヤ教の聖典『旧約聖書』は、まず天地創造から説き起こし、中東地域の

神話、伝承、歴史、律法、詩歌などを集大成している。その「創世記」による

と、神はユダヤ人の先祖アブラム（後にアブラハムと改名）と永遠の契約を結

び、カナン（パレスチナ）の地を子々孫々に至るまで永久の所有地として与え

ると約束した。2

聖書ゆかりの地は、かってユダヤ3（ヘブライ、あるいはイスラエル）人の

支配下にあった。その先祖は唯一絶対神のヤハウェを崇拝する漂泊の民で、遥

かな遠い昔、パレスチナに侵入して先住民を武力で征服し、聖郡エルサレムに

建立した神殿を信仰の拠り所と定める。しかし、その繁栄の時期は長続きしな

かった。苗代のユダヤ国家は何度も異国の軍勢に揉潤され、幾多の苦難を経験
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した末に、約二千年前、地中海世界の超大国・ローマに服属する。異教徒の権

力者に対する数度の武装抵抗は、いっも失敗に終わった。

西暦135年、叛乱がローマの武力で徹底的に鎮圧されると、ユダヤ人は唯一

絶対神の信仰と独白の宗教的儀式や習慣に固執する限り、もはやパレスチナに

住めなくなった。ヤハウェの信徒は故国を捨てて、西アジア、北アフリカ、ヨ

ーロッパの異郷に散り散りとなる。離散の民は行く先々の居留地に小さな宗教

共同体を形成し、唯一神の崇拝を護持すると共に、パレスチナに強い望郷の念

を抱き続けた。とりわけ聖都のシオン山4　は忘れがたい地名として、流浪の民

の信仰心に刻みこまれる。

この宗教共同体は移住先によって、さまざまな運命をたどった。欧州に渡っ

た者の子孫は、受け入れ地で白眼視される。唯一絶対神の信徒は堅固な信仰の

ために現地の社会になじもうとせず、いっまでも異質の存在だったからである。

中世以降、離散の民の末裔に対する偏見は増幅され、欧州の各地で差別と迫害

が繰り返された。

十九世紀の終わり近く、欧州のユダヤ教徒の一部は政治的シオン主義を提唱

し、聖地に故国の復興を夢想する。その指導部はキリスト教社会で虐待された

同胞をパレスチナに移民として送り込み、ユダヤ問題の解決を図ろうとした。

第一次世界大戦中、英国はドイツ、オーストリア、トルコを敵に回した戦争に

勝ち抜くため、この祖国再興運動を利用し、将来に禍根を残す。

ノヾレスチナ　紛糾の地は東地中海に面して南北に細長く伸び、日

の　　地　　勢　本列島に置き換えても、四国ぐらいの面積に過ぎな

い。だが、その狭い領域にもかかわらず、風土は場所によって驚くほど異なっ

ている。神の約束の地は聖書で「乳と蜜の流れる地」と形苓されているが、実

際は大半が乾いた不毛の荒野である。雨の多い北部の山地でも、年間降水量は

七百ミリ㍍程度で、南部の砂漠では百ミ亮討こも充たない。乾燥地だけに一日の温

度差が大きく、昼間は強い日差しと熱風で焦げるように暑くとも、夜間は反対

にぐんと冷え込む。

パレスチナの内陸部には世界最大の地溝帯が北から南に走り、際立った地勢

の変化を示している。北辺の盆地ではガリラヤ湖が紺碧の水を湛え、その湖面

は地中海より　20㍍完も低い。湖畔の町テベリアから見やれば、ヘルモン山が肇

える。この高峰は海抜2，81娼完、聖書にしばしば言及され、シリアの西南のは

ずれに位置して、半年間も白雪の冠を戴いている。

その雪解け水はゴラン高原の斜面を駆け下り、オアシスの涌泉からの流れを

合わせてヨルダン川となり、ひとまずガリラヤ湖にそそぎこむ。これは中東地

域に珍しい淡水湖で、魚類の棲息を可能にしている。『新約聖書』の記述によ
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ると、イエスはここで捕れた二匹の魚で数千人の聴衆を満腹させるなど、さま

ざまな奇跡を具現しながら、湖畔で福音を説いた。

ガリラヤの水は天然の貯水地から流れ出し、再びヨルダン川となって大地の

裂け目を南へ向かう。この流れはナイルのように水量豊かな大河ではないが、

カナンの地を貫流する生命線である。上流部の両岸には薮が生い茂り、緑に事

欠かない。しかし、下流部の谷底平野は植生のまばらな半砂漠となる。沿岸の

耕作地はヨルダン川から引いた潅漑用水で潤い、作物が青々と育っている。

ヨルダン川の流れは曲がりくねっているため、総延長が直線距離の約三倍に

も達し、最後に海面下394㍍の死海にそそぎこむ。これは大陥没地形の底にで

きた塩の湖で、名前の通り水中に生物の影をとどめない。周辺部にはほとんど

雨が降らず、真冬でも汗ばむほどの日差しである。ヨルダン川の淡水は出口の

ない湖で蒸発し、ついに濃厚な塩水となった。この内陸の海に身を浸せば、沈

むことなく浮いてしまう。死海の西岸の山地には、ユダの荒野が、南部にはネ

ゲヴ砂漠がひろがる。

建国手中話　力ナン（パレスチナ）は、苗代文明の発祥地一一ナイル

の　背　景　河流域のエジプトと、チグリス河、ユーフラテス河に潤

されたメソポタミアの中間に位置し、〈肥沃な三日月地帯〉の一角を占めてい

た。イスラエルの建国神話はエジプトとメソポタミアを背景に展開し、カナン

の地で総仕上げを迎える。

『旧約聖書』の「創世記」によると、アブラムはユーフラテス河の下流にある

カルデア地方のウルの出身で、父の代に上流のハランに移住した。その後、ユ

ダヤの民の祖は神の指示に従い、全財産を携えて家族と牧者と共にカナンにた

どり着く。

伝承はなお続く。アブラムの子孫は〈神の約束の地〉に安住できず、異郷で

苦難に耐えねばならない。飢餓がカナンを襲ったため、孫のヤコブ（後にイス

ラエルと改名）は一族を率いてナイル河の三角洲に移住し、エジプトの王のも

とに寄留した。当初、異国の民は厚遇される。しかし、その勢力が四百年の問

に増大すると、昔のことを知らぬ王は国内の異邦人に警戒心を抱き、重い奴隷

的労役を課した。その苦しみの声を耳にして、神は古い契約を思い出す。預言

者モーセは神の命令を受けて、専制君主（ファラオ、あるいはパロ）の圧迫か

ら同胞を解放した。

『旧約聖書』の「出エジプト記」によると、イスラエルの民はエジプト王の

軍勢の追撃から逃れて、シナイ半島へ集団脱出に成功する。モーセは荒野の真

只中の高い山に登り、神から十戒と数々の律法を授けられた。この時からアプ

ラハムの子孫は、唯一絶対神ヤハウェに選ばれた民となる。その部族宗教はユ
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ダヤ教に発展をとげ、独白の選民意識を培った。

モーセは同胞を率いて遠いカナンの地に向かうが、乳と蜜の流れる地にたど

りつくまで、四十年間もシナイ半島の砂漠をさまよわねばならなかった。イス

ラエルの民は目的地めざして地中海沿いの最短路を取らず、内陸を大きく迂回

してヨルダン川の東岸から　〈神の約束の地〉　に入る。ここでは先住民のカナン

人が各地に城郭都市を築き、独白の文明の花を咲かせていた。

現代のヨルダン王国の首都アマーンから南へ約百男、マダバの町は死海の東

岸の台地に位置し、古い歴史を秘めている。町から北西の方角に平坦な野を進

むと、間もなく小高い丘が見える。これが聖書に出てくるネボ山で、その頂上

に立てば、眼下の雄大な景観に思わず息を呑む。

標高約八百㍍の高原は、ここから世界最大の地溝帯一一地中海の水面よりも

四百㍍も低いヨルダン渓谷へ一挙になだれ落ちる。千二百㍍下の谷底平野では

ヨルダン川の流れが一筋の緑の帯となって、乾いた大地を蛇のようにうねりな

がら死海に達する。その向こうの山並みは、荒々しい岩肌をむきだしている。

山麓の灰褐色の野面で、ひときわ目立っ緑地は、エリコのオアシスである。

この肥沃な田園が、〈乳と蜜の流れる地〉　だった。しかし、『旧約聖書』の

「申命記」によれば、モーセは神の約束の地を目前にしながら、ついにカナン

に足を踏み入れることなく、ネボ山で百二十歳の生涯を終えた。イスラエルの

民は指導者を失ったが、モーセの従者ヨシュアが後継者になり、ヨルダン川を

東から西へ渡ってエリコの町を攻略する。

廃　　墟　　の　『旧約聖書』の「ヨシュア記」は、このオアシス都

難民1【更苓所　市の征服をめぐって血生臭い物語を伝えている。カ

ナン人の郡は、六日の問、寄せ手に包囲された。七人の祭司が雄羊の角笛を吹

き鳴らし、神の契約の箱を肩に担いで町の周囲を回る。この神聖な箱の中には、

モーセの十戒を刻んだ石板が納められていた。ヨシュアの厳命に従って、兵士

たちは固い沈黙を守る。七日目、攻撃側がエリコの城壁を七度めぐった後、一

斉に角笛を吹き鳴らし、大声を上げると、堅固な石垣は崩れ落ちた。

イスラエルの民は城内に突入し、手当たり次第に剣をふるった。町の住民は

老若男女を問わず、偵察の兵士をかくまった遊女とその一族以外は、一人残ら

ず虐殺される。牛、羊、駐馬の家畜も、皆殺しの憂き目に遭った。西暦紀元前

十三世紀も末頃のことである。

今日のエリコは旧約時代と変わらぬ縁豊かな町で、周辺にオレンジやバナナ

の農園がひろがる。ここはヨルダン川から離れているが、背後の山地に降る僅

かな雨が近くの渇れ川の伏流水となって土地を潤すからである。オアシスの迂

住民が耕す農地は、まさに乳と蜜の流れる楽園のように、砂漠の遊牧民の目に
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映ったことであろう。町外れの小高い盛り土は、考古学者が発掘した跡である。

その頂上から深い穴の底をのぞくと、石積みの遺構が見える。

遥かな昔をしのびながら周囲を見回せば、たちまち現実に引き戻される。遺

跡のすぐ近くに、難民収容所が無人の廃墟と化している。泥壁の粗末な小屋が

数百戸もひしめいているのに、人っ子一人いない。半ば崩れかかった家々は不

気味なまでに静まりかえり、破れた窓、壊れた扉がぽっかりと空いて、遠目に

黒く見える。1948年、パレスチナの分割と戦争は多数のアラブ住民を先祖伝来

の地から追い出した。難民は帰郷の日を待ちわびながら、この仮の宿で二十年

近い歳月を過ごす。

だが、望郷の夢は、叶えられなかった。それどころか、1967年の第三次中東

戦争で、難民は再び流浪の旅に出なければならない。この戦いでイスラエル軍

は迅速に進撃して要衝エリコを陥れ、三千三百年前、ヨシュアの軍勢が攻めて

きた方角に収容所の住民を追い立てた。わずかな身の回りの品を手や背に、二

十世紀の離散の民はヨルダン川を渡って東岸に逃れる。

エリコの征服後、ヨシュアは次々に他の城郭都市を襲い、カナンに占領地を

拡大した。だが、アブラハムの末裔が〈神の約束の地〉に支配権を固めるまで、

それから二百年以上の歳月を要した。当時、ペリシテ人が地中海の沿岸地方に

勢力を扶植し、しばしば内陸部の奥深くまで攻め込んだからである。この尚武

の民はギリシャとトルコの問の多鳥海の島々から渡来した海洋民族で、鉄製の

強力な武器を使用した。パレスチナの地名の語源は、ペリシテ人の国（フイリ

スティア）に由来する。5

ダヴィ　デーソ　ロモ　ン　長い歳月が過ぎ去るうちに、いっし

父　子　の　　統　　治　か時代は神話と伝承から歴史に移り

行く。イエス・キリスト生誕の約千年前、英雄ダヴィデがカナン南部の王とな

り、さらに北部も併わせて強大な連合国家を樹立した。その軍事力はペリシテ

人の脅威を封じ込め、四方八方に領土を拡大する。ダヴィデは先住民のエブス

人からシオンの要害を奪い、そこに新都エルサレムを建設した。

次の王ソロモンは戦争よりも商業に努力を払い、平和的手段で大いに国を富

ませる。父王が軍事力で築き上げた帝国は面積こそ広大ではなかったが、エジ

プト、メソポタミア、小アジアの中間に位置し、当時の重要な通商路を抑えて

いた。各地の物産は括蛇や騒馬の背に積まれて領内を通過し、砂漠を越えて遠

い目的地まで運ばれる。この地理上の恵まれた条件を活用して、ソロモンは隊

商に通行税を課し、あるいは自ら近隣諸国との貿易に乗り出した。

ソロモンは莫大な通商利益を惜し気もなく注ぎこみ、父王の郡に唯一絶対神

ヤハウェの壮麗な神殿を造営する。その至聖所には、神の姿を刻んだ彫像では
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なく、契約の箱が安置された。イスラエルの民の宗教は、モーセによって偶像

崇拝を固く禁じていたからである。唯一絶対神はエリコ攻略の際の奇蹟と同様

に、この神聖な箱に降臨すると信じられた。この神殿の建立で、ダヴィデの街

は、文字通り聖都となる。

ダヴィデとソロモン父子の統治期間は合わせて八十年にも及び、神に選ばれ

た民の最盛期一一そして、采たるべき黄金時代の先触れ一一として末永く記憶

される。だが、その栄華の絶頂期に、早くも衰退の影がしのびよっていた。ソ

ロモンの死後、連合王国は南北に分裂する。それから約二百年後の西暦前721

年、北のイスラエル王国はメソポタミアの大国アッシリアに攻められて滅亡し、

歴史から消え去った。南のユダ王国はもう少し長く生き延びたが、新興バビロ

ニアの攻撃で、西暦前586年、最後の日を迎える。

ノヾビロ　ン　大河のほとりの二つの文明圏一一エジプトとメソポタミ

の　虜　囚　アの苗代帝国が興亡の歴史を繰り返す問、カナンの地は

時には相対する勢力の緩衝地帯に、時には決戦場となった。前六世紀の初頭、

ユダ王国はバビロニアの支配下にあったが、エジプトにそそのかされて叛旗を

翻す。ダヴィデの郡はネブカドネザル王の遠征軍に占領され、ソロモンの建立

した神殿の宝物を奪われた。さらに王族、祭司、官僚などの支配層を始め、人

口のほとんどが、遠く千六百男も離れたバビロンへ強制連行される。6

征服者は先王の弟をユダの王位に据えた。新王は十年近く従順だったが、ま

たもやエジプトに教唆されて叛旗を翻す。バビロニアの大軍はエルサレムを包

囲し、エジプトの援軍を撃退した。約二年に及ぶ龍城戦の末、聖郡の命脈は尽

きた。西暦前586年、バビロニアの軍勢はヤハウェの神殿を徹底的に破壊して、

生き残った者のほとんどをメソポタミアへ連れ去る。7イスラエルの滅亡から

数えて百三十余年、ユダも同じ運命をたどった。

このような悲劇と試練を経験して、シオンの地一一エルサレムは、ユダの民

にとって、魂の故郷となった。『旧約聖書』の「詩篇」（137）は、バビロンの虜

囚が故国をしのんで詠んだ望郷の歌を収めている。

われら、バビロンの河のほとりに座り、

シオンの想い出に涙流しぬ。

おお、エルサレムよ

もし、汝を忘るることあらば

わが右の手を萎えさせよ。
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強制移住から数十年の歳月が過ぎる問に、古代世界の情勢に大きな変化が生

じた。前六世紀の半ば、ベルシアが急速に興隆してバビロニアを打倒し、メソ

ポタミアの全域を併呑したばかりか、やがてエジプトまで支配下に収める。新

帝国のクロス王の施政は寛大で、被征服民の宗教を尊重した。囚われのユダヤ

人は自由の身となり、五十年ぶりに故国の土を踏む。しかし、帰国より残留を

選んだ者の数も少なくなかった。間もなくエルサレムでは、神殿の再建工事が

始まる。

多子申教徒　次にカナン一一パレスチナの命運は、ギリシャ人の手中

の　支　配　握られた。前四世紀、マケドニアの若い征服王アレクサ

ンドロスは欧州の東南端から兵を進め、東方の巨人・ベルシアを撃ち破った。

その軍勢はエジプト遠征に向かう途中、エルサレムを占領する。西暦前323年も

大王がまだ三十歳台も前半の若さで病没すると、広大な領土は武将たちに分割

された。エジプトと東地中海の沿岸部はプトレマイオス家に、メソポタミア、

シリア、その他の東方領はセレウコス家に、それぞれ統治される。当初、パレ

スチナは前者に服属したが、ほどなく二つのギリシャ系勢力の争奪の的となっ

た。長年の軍事対決の末に、前三世紀の初頭から、神の約束の地は後者に支配

される。アレクサンドロスの後継者たちは占領地にギリシャ文化を導入し、同

時に異教の神々の偶像をもたらす。多神教徒の権力者は支配下の住民の信仰を

無視して、ヤハウェの神殿にギリシャ神話の最高神ゼウスのために祭壇を築き、

ユダヤ人の忌み嫌う豚を犠牲に捧げた。この冒涜行為は民心の離反を招き、つ

いに大規模な叛乱を招く。

西暦前167年、セレウコス王朝のユダヤ教弾圧策は、大多数の住民を敵に回

した。この抵抗活動は宗教的感情から始まったが、外国勢力の圧政に対する民

族的反抗に他ならない。古くからヤハウェ信仰の大祭司を務めるハスモン家が

武装闘争を指揮し、各地で多神教徒の軍隊に勝利を収めた。西暦前164年、エ

ルサレムの神殿は異教徒の汚れから浄められて、再び唯一絶対神の宮居となる。

実に北王国の滅亡から五百数十年、南王国の瓦解から四百数十年ぶりに、イス

ラエルの民は異民族の政治的、宗教的支配から脱した。

だが、祭政一致の神権国家は長続きせず、約百年で崩壊する。ハスモン家の

治世は内紛で動揺し、地中海世界の覇者・ローマの干渉を招いた。共和制ロー

マの将軍ポンペイウスはすでに弱体化したシリアを征服していたが、西暦前63

年、エルサレムに入城してハスモン家の統治に終止符を打つ。ユダヤ教の重要

な祭日のヨム・キプール（大腰罪の冒）に、ヤハウェの神殿はローマ軍に攻略

され、内部に立て寵もる多数の信徒が虐殺された。この時からイスラエルの建

国に至る約二千年の問、ユダヤ人は亡国の民となった。

－17－



ローマ人もギリシャ人と同様に多神教徒で、支配下の一神教徒の宗教心を理

解しなかった。ポンペイウスは神殿の至聖所に足を踏み入れ、ヤハウェの信徒

の神経を逆撫でする。新しい権力者は唯一神の神殿に異教の神々の偶像を祭り、

さらにローマ帝政の施行後には皇帝を神として崇拝するよう強要した。このた

め、西暦66～73年と132～135年に大叛乱が繰り返されるが、いずれもローマの強

力な武力で手荒く鎮圧されてしまう。ユダヤの民の信仰の中心となる神殿は、

またもや打ち壊された。

皇帝ハドリアヌスは不穏な響きのあるユダヤの地名を廃してシリア・パレス

チナと改称したばかりか、エルサレムをローマの植民郡市として再建する。ヤ

ハウェの信徒は聖都に立ち入りを厳禁され、もはや神殿に参詣することもでき

なくなった。異民族の強権政治の下で、ある者は唯一神の信仰を捨てて支配者

の多神教に改宗し、ある者は新興宗教のキリスト教に引き寄せられる。ユダヤ

人は独得の選民意識、篤い信仰、特定の宗教的習慣を保持する限り、神の約束

の地から逃散するしかなかった。

エルサ　レム　概横の苗木が四方八方に枝を拡げ、その無数の小さ

の嘆きの壁　な窯は強い日差しを浴びて銀白色に輝く。轍横山の

頂上に立っと、深い谷の向こう側にエルサレムの旧市街が一望の内に見おろさ

れる。ダヴィデの都は海抜八百㍍の高地にあり、三方を谷間で囲まれた城塞都

市だった。現在も周囲に堅固な城壁をめぐらせているが、これはオスマン・ト

ルコ帝国の支配時代に修復、あるいは建設されたものである。

市街地の左手に目をやれば、城壁の外側に教会の尖塔がそびえ立つ。その辺

りがシオンの丘8である。この地名は先住民の築いた要害に由来するが、ダヴィ

デによる征服と建都後にも神聖な町の別称として受け継がれ、さらに亡国のユ

ダヤ人の故国を意味するに至った。『旧約聖書』の「詩篇」（48－－2）は、次の

通り、この地を称えてやまない。

シオンの山は北の端高く、麗しの極み、

全土の喜び、大いなる王の郡。

西暦70年、将軍ティツス（後に皇帝）指揮下のローマ軍団はユダヤ叛徒を討

伐するため槽橿山に集結し、総攻撃の前に山頂から城内の布陣を見渡した。異

教徒の軍勢は聖都に乱入すると、ヤハウェの神殿を徹底的に破壊する。唯一絶

対神の宮居は、それから二度と再建されなかった。9ェルサレムの陥落から千

九百年の星霜を経た今日、その面影は〈嘆きの壁〉　に僅かにに見出される。こ

れは高さ約二十㍍の石垣で、神殿跡地の西端に現存する。ただし、上部の石組
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みは、ずっと時代が下がって、オスマン・トルコの支配した時期に、に新しく

積み重ねられたものである。

キリ　ス　ト　エルサレムの旧市街や概横山の周辺には、キリスト教の

教の聖蹟　聖賃が少なくない。ゆかりの場所には、それぞれ壮麗な

教会が建っている。『新約聖書』の記述によると、イエスは弟子たちと最後の

晩餐を済ませた後、この山のふもとの園で夜もすがら祈った。翌日、彼は弟子

ユダの裏切りで捕えられ、後にローマ人の総督ビラトの前に引き出される。当

時、ユダヤ教の祭司や律法学者は偽善ぶりをイエスに批判され、悩み多い庶民

に神の国の到来を説く彼の言動に我慢ならず、この異端者を亡き者にしようと

たくらむ。

ビラトはイエスの無実を信じたが、口々に死刑を叫ぶ群衆の圧力に屈した。

神の子は同胞の要求で十字架にかけられ、刑場で息絶えた。ローマ軍団が神殿

を打ち壊す四十年ほど前の出来事である。クリスチャン世界に根強い反ユダヤ

感情の根源は、この故事にさかのぼる。欧州がキリスト教化されたのは、ずっ

と後世のことであるが、離散の民は子々孫々に至るまでイエス殺しの下手人の

汚名をかぶせられ、果ては悪魔の手先とさえ罵られた。

刑死の悲劇にもかかわらず、イエスの教えは使徒たちの活動でパレスチナか

らローマ帝国の各地に広く伝えられた。神の子の説いた福音は旧来のユダヤ教

から分離した新しい宗教の礎となり、多数の信徒を異邦人の問に獲得する。そ

の教えが神の普遍的な愛を説き、唯一絶対至高の存在を特定の選民の守護者と

しなかったからである。しかし、新興宗教のキリスト教はローマの為政者に何

度も弾圧され、多数の殉教者を出した。

やがて迫害の歴史に、大きな転換期が到来する。西暦313年、コンスタンチ

メス大帝はキリスト教を公認した。母后へリナは巡礼としてパレスチナを訪れ、

イエスの処刑場跡と伝えられる場所に聖墳墓教会を寄進する。西暦391年、キ

リスト教はローマ帝国の国教と定められ、エルサレムを始めとしてパレスチナ

の各地に、数々の教会や修道院が建てられた。こうしてシオンの地一一ダヴィ

デの都は、キリスト教の聖地ともなる。
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主了エラー一二童二三±

1988年11月12日、パレスチナ解放機構（PLO）は最高決定機関のパレスチ

ナ国民評議会をアルジアリアの首都アルジェで開催し、最終日の15日、満場一

致で独立宣言を採択した。

パレスチナ国民評議会は、神の名において、パレスチナ人民の名において、

我々のパレスチナの領土にパレスチナ国の樹立を宣言し、その首都をエルサ

レムに置く。10

この独立宣言は、PLOが従来の武力闘争路線を放棄し、国際連合の諸決議

に基いて、中東和平の実現をめざすものとして、全世界の注目を集める。しか

し、新国家の版図はイスラエルの統治下、あるいは占領下にあって、PLOの

実効支配が及んでいなかった。

当のイスラエルは宿敵の独立宣言に強く反撥し、新生国家と亡命政府を全く

無視した。米国とソ連の両超大国、それに欧米諸国はPLOの軟化に好意的反

応を示したが、国家として承認を与えなかった。だが、先進工業諸国の思惑を

よそに、パレスチナ国は独立宣言の発表から半月で、アジア・アフリカ諸国を

主体に五十カ国以上から認知された。

金色をこ輝　轍横山の展望台から、エルサレムを見渡す。パレスチナ

く　大円蓋　国の首都と定められた聖郡は、すでに二十一年前の1967

年6月、第三次中東戦争の直後にイスラエルに併合されている。『新約聖書』

の記述によると、神の子・イエスは十字架にかけられた三日後に復活し、この

山頂から白雲に包まれて昇天した。今から二千年前には、ここからヤハウェの

神殿がよく見えたはずだ。しかし、壮麗な石造建築物は、イエスの預言通りに、

跡形もなくなってしまった。現在、谷越しにエルサレムの旧市街を見やれば、

城壁の向こうに巨大な丸屋根が金色に輝いている。これイスラーム教の礼拝堂

〈ウマルのモスク〉で、ユダヤ人がパレスチナから離散した約六百年後、ヤハ

ウェの宮居の跡地に建てられた。

この建造物は黄金張りの半球状の屋根に彩色紋様の外壁で、別名を　〈岩の円

天井〉　という。その名の通り、大きな円蓋が神聖な岩をすっぽりと覆っている。

イスラーム教の開祖ムハンマドは天馬の背にまたがり、ここから天界を訪れた

と伝えられる。
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かってヤハウェの神殿の至聖所は同じ岩の上にあり、そこに契約の箱が安置

されていた。さらに『旧約聖書』の「創世記」の昔にさかのぼれば、アブラハ

ムが神の命ずるまま最愛の子イサクを犠牲に捧げようとしたモリヤ山は、同じ

場所と信じられている。このようにイスラーム教の霊場は、ユダヤ教の聖地と

重なり合う。

唯一手中　預言者ムハンマドはアラビア半島の商業郡市メッカの出身で、

の啓示　隊商貿易に従事した。しかし、中年期に達してから世俗の生

業に飽き足らず、砂漠の洞窟にこもって冥想にふけり、ついに唯一絶対神アッ

＝ラーの啓示を受ける。七世紀の初頭、日本では聖徳太子の時代である。超越

者の言糞はムハンマドの口を通じてアラビア語で発せられ、後にイスーラム教

の聖典『クルアーン（コーラン）』にまとめられた。

新しい宗教は芋嵩の創造神アッ＝ラーに対する絶対的帰依を唱え、同時に既

存の一神教の聖典、『旧約聖書』と『新約聖書』の内容を認めている。つまり、

ユダヤ、キリストの両教徒は〈経典の民〉　として、イスラーム教徒と同じ起源

の神話と伝承を共有する。ムハンマドはアブラハム、モーセ、イエスなどに続

き、最後の預言者としてアラビアの地に出現した。もっとも、ヤハウェの選民

も、神の子の信徒も、この教義を斥けている。

預言者ムハンマドは神の啓示を同胞に説いたが、故郷の人々に受け入れられ

なかった。彼の生まれたハーシム家は、メッカの支配層のクライシュ部族に属

しながら、父の代にすっかり零落し、住民の信仰を左右するほどの強い影響力

を持っていない。しかも、未来の教祖は生後僅か二カ月で父を、さらに六歳で

母を失ったため、親戚の家で育てられる。親も財産もない若者は早くから奉公

に出て、生活の苦労を肌身で知った。だが、勤め先の商家で女主人に熱心な働

きぶりを認められ、やがて十五歳も年上の彼女と結婚する。その時、花婿はま

だ二十五歳の青年だった。

回心までの長い年月、ムハンマドは勤勉な商人であり、また誠実な夫だった。

家長が神の言葉を伝え始めると、真先に妻のハジージャが信者となる。初期の

入信者は血縁に連なる者か、それとも使用人に限られていた。メッカの支配層

は彼の布教活動を軽視したが、間もなく新しい宗教の危険性を悟る。

この商業都市は隊商貿易の中継地として繁栄していたが、同時に土俗信仰の

門前町で、アラビア全土から巡礼者を引き寄せる。町外れの聖地カーバの神殿

には、神像が数多く安置されていた。

ところが、イスラーム教徒は「アッ＝ラーの他に神はない」と断言し、偶像

崇拝を根本から否定する。クライシュ部族の有力者はムハンマドと彼の信奉者

を敵視し、強い圧迫を加えた。
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手中殿の偶像　西暦622年、唯一絶対神の信者たちは、住み慣れた

を　　毎支　　壊　メッカを立ち去り、約五百男も離れたヤスリブに移

る。この集団移住はヒジュラ（聖遷）と呼ばれ、イスラーム暦の紀元となった。

新天地は砂漠の中のオアシスで、土俗信仰のアラビア人のほかに、ユダヤ教徒

の諸部族が住み着き、主として農業を営んでいた。この地は、間もなく預言者

の町（アル＝メディーナ）と称されるようになった。

商人のムハンマドは故郷を捨ててから新興宗教の教祖にとどまらず、軍事指

導者として武器を取って不信心者と戦う。アッ＝ラーの信徒たちはいっまでも

移住先の隣人の好意に頼らず、自力で生き抜くために、メッカへ向かう隊商を

襲撃し、積み荷を略奪した。

当時のアラビア社会は部族を単位として、血縁の強い絆で結ばれていた。オ

アシスに定住の商人や農民を除けば、人口の大半が遊牧民で、家畜の群れと共

に不毛の砂漠を移動し、一所不在の日々を過ごす。漂泊の民は尚武の気風を尊

び、自由の精神を重んじたが、厳しい風土のため常に飢餓の脅威にさらされた。

荒野に生える僅かな草は、気まぐれな降雨によって成育が左右される。遊牧民

は食糧難に直面すると、他の部族を襲って家畜を奪い、辛うじて生き延びた。

ムハンマドは砂漠の提に従い、非常手段を用いて危機を乗り切る。神を信じぬ

者に剣を取ることは、聖戦（ジハード）として正当化された。

メッカとメディーナの武力抗争が、近隣の遊牧民を巻き込んで長びくにつれ

て、両者の力関係は次第に後者に有利となる。砂漠の民は勝ちそうな側に味方

して、戦利品の分け前にあずかるのを得策と考えた。やがてメッカの有力者の

中にも将来を見越してイスラーム教に改宗し、ムハンマドの陣営に参加する者

さえ現れる。ヒジュラから八年の歳月が過ぎた630年、アッ＝ラーの使徒はみ

ずから大軍を率いて故郷の町に入城し、カーバ神殿の神像破壊を命令した。そ

れ以来、偶像崇拝の中心地は、唯一絶対神の聖地となる。

メッカの征服後、ムハンマドはアラビア半島の全土に揺るぎない威信を確立

した。土俗信仰の遊牧部族はイスラーム教に改宗し、聖俗界の最高権威者に臣

従を誓うか、あるいは同盟関係を結ぶ。ユダヤ、キリスト両教徒は、それぞれ

の信仰護持の代償に責物を納める。預言者ムハンマドは神の言糞の直接的伝達

者として、また卓越した軍事、政治指導者として尊崇を一身に集めた。彼の権

威の下で、広大なアラビアの砂漠は、歴史上初めて政治的に統一される。砂漠

の民は唯一絶対神と預言者の命令に従い、もはや互いに武力で争うことはなく

なった。11

ヒジュラ暦11年（西暦632年）、アッ＝ラーの使徒が波乱に満ちた生涯の幕を

閉じると、揺藍期の神権国家はたちまち瓦解の危機に直面する。カリスマ的指
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導者の死後、多くの部族はメディーナとの関係を清算しようと試みた。砂漠の

遊牧民はムハンマドの個人的声望に服従していただけで、いまや行動の自由を

得た。さらに叛徒の中には、預言者を自称する者さえ出てくる。

しかし、ムハンマドの側近たちは後継者にアブ一・バクルを選出して、ハリ

ーファ・ラスール・アッ＝ラー（神の使徒の代理）の地位に据えた。12新指導

者は初期の入信者の一人で、娘のアーイシャを予言者に嫁がせていたので、ム

ハンマドの義父に当たる。彼の指揮下、イスラームの軍勢は背教者の叛乱を粉

砕し、再びアラビアの統一を取り戻す。

二大帝国　アブ一・バクルはムハンマドより三歳も年長だったので、

を　撃　電支　その治世は僅か二年で終わった。だが、この間にイスラ

ーム国家は外に向かって拡大の準備を整え、二代目ハリーファのウマル・イブ

ン＝アル＝ハッターブの時代に近隣の諸地域へ大規模な征服戦争に乗り出す。

彼はかって預言者に敵対したメッカのクライシュ部族の出身で、後にイスラー

ム教に改宗し、やはり娘をムハンマドに嫁がせていた。だから、新しい代理は

神の使徒よりずっと年少でありながら、その義父という特別な関係にある。初

期の神権王国の支配層は強固な姻戚関係の網の目に組み込まれ、預言者との血

縁の絆を何よりも重視した。13

ムハンマドは存命中から北方の二つの大帝国一一ベルシアとビザンティアム

の動向に注目し、しばしば周辺地帯に出兵して武力衝突を繰り返す。アラビア

全土がイスラーム教で統一と平和を達成して以来、遊牧部族の好戦的エネルギ

ーは吐け口をどこかに見出さねばならない。国土のほとんどが不毛の荒野だけ

に、新興の宗教国家は内部抗争の停止で急速に増加する人口を養えなかった。

両帝国の領土は〈肥沃な三日月地帯〉　にひろがり、豊かな郡市と農村を抱えて

いる。ここを襲撃すれば、莫大な戦利品が得られよう。

当時のベルシア帝国はササン王朝の統治下にあり、イラン高原からメソポタ

ミアに領土を拡大し、一時はエジプトまで支配下に収めた。ビザンティアム帝

国は南ヨーロッパ、西アジア、北アフリカにまたがり、地中海を取り囲んでい

た。395年、ローマ帝国が東西に分立してから、西の本家は百年と経たぬうち

に滅亡したが、東のローマはキリスト教を公認した大帝ゆかりの港町コンスタ

ンチノウプル（ビザンティアム）に郡を置き、それから千年以上の長い歳月に

わたって存続する。

七世紀の前半、アラビア半島から砂漠の戦士がイスラームの旗を高く掲げて

攻撃を仕掛けてきた時、両帝国は長年に及ぶ戦争の結果、互いに国力をすっか

り消耗していた。唯一絶対神の軍勢は異教の大国を同時に敵に回しながら、予

想外の大勝利を収める。ウマルの治世の二年目にビザンティアム軍をシリアで
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破り、やがてパレスチナと聖郡エルサレムを占領した。14翌637年、ベルシア

領のメソポタミアを攻略し、チグリス河畔の帝都クテシフォンを陥れる。引き

続いて642年、エジプトに進撃してコンスタンチノウプルの支配からナイル河

の三角洲を奪う。エジプトとシリアの喪失で、ビザンティアム帝国は大幅に版

図を削減された。

アラブ世界　アラビア遊牧民の進撃は、とどまる所を知らない。

の　　成　　立　ムハンマドの死から約百年の問に、東はイラン高原

を経てインド亜大陸の西端のインダス河畔に、北は中央アジアの草原に奥深く、

西は地中海の南岸の北アフリカを席巻して大西洋の浜辺へ、さらに海を渡って

アイビアリア半島を征服し、一時はゴール（現在のフランス）まで攻め込む。

新しい支配者は、アラビア語とイスラーム教を占領地にもたらした。

この軍事的成功には、さまざまな理由が挙げられよう。まず、軽装備の遊牧

戦士は馬と騒蛇を巧みに東りこなし、砂漠を迅速に移動して奇襲攻撃を仕掛け、

重装備の敵を用兵面で圧倒する。15　また、先進文明圏の郡市は略奪の対象とし

て、将兵の戦意をかきたてた。さらに、物質的な動機だけではなく、イスラー

ムの戦士はアッ＝ラーのために死地に赴く。その教義によれば、異教徒との戦

いに倒れた者は、殉教者として必ず天国に迎え入れられるからである。

しかし、ビザンティアム、ベルシア両帝国で、現地住民の問に経済的、社会

的、宗教的不満がみなぎっていなければ、これほど容易に勝利は得られなかっ

たことであろう。実際、イスラーム教徒の遠征軍は各地で、圧政からの解放者

とし歓迎された。16　しかも、遠来の征服者は占領地の住民に新しい宗教を強制

しなかった。だが、アッ＝ラーの信徒には税金免除の特典があると知って、住

民は続々と改宗する。ユダヤ、キリスト両教徒者は特別税を支払いさえすれば、

一神教の系譜に連なる　〈経典の民〉　として保護された。この措置は、やがてベ

ルシアのゾロウアスク教徒にも適用される。

砂漠の戦士が樹立したイスラーム国家は後進性から脱却するために、両帝国

の遺産一一ギリシャ・ローマ、ベルシア文明を吸収・消化し、急速に独白の文

化を発展させた。『クルアーン』のアラビア語は神の言妻としてだけではなく、

軍事支配者の言語として、占領地に普及する。当初、征服者は純血の維持を試

みたが、やがて先住民との問に混血が進んだ。こうしてアラビア海から大西洋

に至る広大な地域に、共通の言語、宗教、文化を基盤とするアラブ世界が形成

された。

イスラーム教が成立する過程で、ムハンマドとユダヤ教徒との関係は、決し

て良好でなかった。メディーナに以前から在住するヤハウェの信徒は、彼をア

ブラハムやモーセと同じ預言者と絶対に認めなかったからである。それどころ
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か、メッカが大軍を派遣してメディーナを包囲した際、ユダヤ教徒の部族は機

会を窺って背後から攻める構えを見せた。故郷の町と戦うのと並行して、アッ

＝ラーの使徒はヤハウェの信徒と対決する。ある時には武力で屈服させた部族

を追放し、別の機会には降伏した六百人の男を処刑して、その家族の女子供を

奴隷に売った。17

だが、アラブの長征で広大な地域がイスラーム化された後、ユダヤ教徒は二

級市民の地位に甘んずるなら、旧来の信仰と風習を保証され、少数派の宗教共

同体を維持できた。時代の流れと共にヘブライ語は宗教儀式だけの用語となり、

日常の会話には隣人と同じアラビア語が用いられる。欧州に移住した離散の民

の末裔が、キリスト教徒の社会で差別と迫害にさらされたのとは大きく異なり、

アラブ世界の各地ではイスラーム、ユダヤの両教徒は長い歳月にわたって共存

を続けた。18
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三　一了エラーニラ三二圭‾＝

内吉日抗争　アラブの軍勢が征服戦争で版図を拡大している一方で、

の　激　イヒ　イスラーム国家は深刻な内部分裂に直面する。644年、

第二代ハリーファのウマルが私怨のため暗殺された後、神権体制の支配層は後

継者にウスマーン・イブン＝アップァンを選出した。この人物は預言者に敵対

したメッカのクライシュ部族の名門ウマイヤ家の出身で、早い時期に改宗して

ムハンマドの娘と結婚した（ただし、先立たれる）。この人事はメッカの旧支

配層からは拍手喝采で、メディーナの熱心な信徒からは憤激の嵐で迎えられた。

新しいハリーファはイスラーム帝国の要職に多数のクライシュ派を登用し、内

部抗争の種を蒔く。

ウスマーンは批判勢力に白眼視されながら十年以上も最高権威者の座にとど

まったが、656年、自宅で祈りの最中、待遇の不満から強訴にきた兵士たちの

襲撃で聖典を血に染めて死亡した。この事件を契機に、叛乱兵士やメディーナ

の反対派信徒はムハンマドの従兄弟で女婿のアリーを担ぎ、祭政一致国家の首

長に推挙する。彼は預言者の愛娘ファーティマの夫として、以前から岳父の代

理者の地位を望んでいたが、ようやく年来の野望を果たす。だが、この継承劇

はイスラーム教徒の問に深い亀裂をもたらし、シーア派とスンナ派の対立とし

て、現代にも屋を引いている。

アリーはムハンマドの未亡人アーイシャに第四代ハリーファ就任を強く反対

され、彼女の同調者の武力反抗に遭遇したが、どうにか内乱の鎮圧に成功する。

しかし、シリア大守のムアーウィヤはアリーをウスマーン殺害の扇動者と疑っ

て、その権威を認めないばかりか、仇討ちの戦いを挑んだ。大守白身、ウマイ

ヤ家の出身で、故人の従兄弟に当たり、あの縁故びいきの人事で任命されたか

らである。アリーはメソポタミアに政権の足場を固め、657年春、ムアーウィ

ヤの軍勢とユーフラテス河畔で衝突する。この権力闘争の内戦で、アリーは戦

局を有利に運びながら、決定的勝利を収められなかった。

戦闘は奇計から中断されて、中途半端に終わる。ムアーウィヤ陣営は『クル

アーン』の数章を槍の穂先に結び付けて敵陣に投げ入れ、口々に「勝敗を神に

決めさせよ」と叫んだ。アリーは神の使徒の代理として、信仰の擁護者だけに、

アッ＝ラーの調停に応ずるはかない。思いがけぬ停戦はアリー陣営に不満を生

じ、一部の強硬派は戦場から立ち去った。双方は仲裁役を出して、和平交渉を

一任する。その談合は長引いた末に、アリー側に不利な結論を出した。ハリー
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ファは神の調停を受け入れられず、自ら誓約を破る羽目に追い込まれる。ムア

」ウィヤ陣営はアリーの権威を否定して、事実上の独立政権を築く。

ウ　マ　イ　ヤ　結局のところ、第四代ハリーファは帝国の全域に及

王朝の成立　ぶ正統権力の確立に失敗し、661年、かっての味方

で、いまや強力な敵対者に転じた強硬派に暗殺されてしまう。アリーの子ハサ

ンは巨額の金銭と引き換えに、父の地位の継承権を放棄した。既に前年、ムア

ーウィヤはエルサレムで支持者から臣従の誓いを受けていたが、この取り引き

で正式にハーリファに就任し、シリアのディマシュクを首都にウマイヤ王朝を

樹立した。

発展期のアラブ帝国は最高権力の継承をめぐって大揺れに揺れたが、やがて

内戦のため一時停止していた対外膨張を再開する。すでに東方のベルシア帝国

は、651年、最後の王が逃亡先で裏切りのため殺され、名実ともに滅亡してい

た。もう一つの強敵のビザンティアム帝国も670年までに北アフリカの領土を

全部喪失した。

アラブ帝国はウマイヤ家の統治下、目覚ましい勢いで領土の拡張を続けたが、

またもや内部抗争の危機に直面する。680年、ムアーウィヤの死を機会に、反

対勢力はアリーの子フセインを正統なハリーファとして擁立した。批判派の目

には、ウマイヤ家は政治権力の横領者に過ぎず、信仰の擁護者とは映らなかっ

た。やはりハーシム家の血筋を引く者こそ、イスラーム帝国の支配者にふさわ

しい。フセインは預言者ムハンマドの孫であり、ハリーファの資格を十分に備

えている。だが、挙兵は失敗に終わり、フセインは無惨な最後を遂げる。

この時は権力奪取に成功しなかったものの、抵抗運動の火は消えずに絶えず

くすぶり続ける。数十年後、ファーティマとは別の母から生まれたアリーの子

孫は、イスラム世界の最高権力の継承権を預言者ムハンマドの叔父アッパース

の子孫に譲った。両勢力は提携してアラブ人移住者の多いベルシア東部のホラ

ーサーン地方を根拠地に、ディマシュクのハリーファに叛旗を翻す。

アラブ帝国の支配者が血みどろの権力闘争に明け暮れる問、実際に戦闘の最

先鋒となったのはベルシア人の兵士だった。すでにアラビア砂漠出身の戦士は

占領地で貴族層を形成し、生活様式も遊牧から定住に変化する。その結果、新

たにイスラーム教に改宗した非アラブ人が、領土拡張の征服戦争や政権奪取の

内戦に主導的役割を果たすようになった。彼らは帰依した宗教の平等原則に反

する差別待遇一一給与や戦利品の分配一一に不満を抱いていただけに、内戦の

際に一方に加担して発言権を高める。アッパース勢力の蜂起は、血統の正統性

を根拠にした権力奪取運動にとどまらず、同時に多数の異民族から成るアラブ

帝国の矛盾を露呈するに至った。
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ア　ッノヾ－ス　反ウマイヤ革命の火の手はまずイラン高原に上がり、

∃三朝の成立　たちまちメソポタミアへ燃えひろがる。アッパース

勢力はベルシア人の有能な武将アブ一・ムスリムに率いられ、750年、決定的

勝利を収め、ついにウマイヤ王朝を打倒した。さらに、仇敵の残党をシリアと

エジプトから二掃した後、762年、アッパース政権はチグリス河畔に新都市の

バグダードを建設し、ディマシュクから遷都する。新しい帝都は地中海とベル

シア湾とを結ぶ交通の要衝に位置し、東西貿易の中心地として急速な発展をと

げた。メソポタミアの肥沃な平原は、農業用水路の整備で生産力を飛躍的に高

め、イスラーム帝国の経済的基盤を固める。

アッパース王朝のハリーファはもはや〈神の使徒の代理〉　にとどまらず、現

世における神の直接的代行者として、絶大な権威をふるった。その栄華は『千

一夜物語』からも推察できよう。だが、この神権国家は支配層がアラブ人でも、

宮廷や軍隊の要職はベルシア人の手に握られる。イスラーム世界の拡大過程で、

アラブ人は軍事的勝利者として占領地の住民に臨んだが、その社会では一握り

の少数派に過ぎず、何よりも異民族を統治する経験に事欠いた。そこで旧来の

官僚機構を温存し、征服地の行政を現地出身の役人に任せる。アラブ帝国が預

言者ムハンマドの血統に連なる権力者の下で再編された後、宰相、大守、イス

ラーム法学者、宮廷詩人に多数のベルシア人が登用された。

イスラーム＝アラブ帝国はすでに拡大の極に達し、アッパース時代には新た

な軍事的膨張をほとんど停止する。歴代のハリーファは各地で続発の叛乱鎮圧

に忙殺され、大規模な征服戦争を仕掛ける余裕がなかった。アッパース王朝自

体は約五百年もの長期にわたって存続するが、バグダードの宮廷が栄華を極め

たのは、最初の百年にも満たない。やがて中央の統制が緩むにつれて、大守や

武将は派遣先の任地に半独立政権を樹立する。

広大な帝国の各地に割拠する諸勢力に対して、ハリーファは名ばかりの宗主

梅を保持するだけだった。帝都バグダード自体、ベルシア人の軍事政権に支配

される。しかし、ハリーファは政治的実権を喪失しても、預言者ムハンマドの

血筋を引くことから、宗教的権威を保持できた。

十世紀の初頭、北アフリカ中央部の有力な地方政権はチュ一二ジアの本拠地

から東進してエジプトを征服し、ナイル河畔に新都アル＝カーヒラ（勝利者の

町）を建設する。19新王朝の統治者は第四代ハリーファのアリーと、その妻で

預言者の娘のファーティマの子孫と称し、新たにハリーファを名乗ってアッパ

ース家と正統性を争った。

また同じ頃、スペインにもバグダードの権威に挑戦する者が現れる。かつて

ウマイヤ王朝が滅亡した際、一族の生き残りはイスララーム世界の西端アイビ
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アリア半島にに逃れ、コルドバを都に後ウマイヤ王朝を樹立する。ここでもエ

ジプトの例にならい、ハリーファと称した。

トル＝コ人　かってアラブ世界が驚異の拡張を続けた時、歴代のハリ

の　台　亘貢　－ファは軍事力の源泉をアラビア砂漠の精強な戦士に求

めた。だが、時代の流れに連れて、アラブ遊牧民は定住と混血の末に弱体化し、

代わって傭兵隊がイスラーム帝国の支柱となる。とりわけ中央アジア出身のト

ルコ人は勇敢な兵士として、ベルシア人に代わってバグダードの権力者に重用

された。

この草原の騎馬民族の戦士は、もともと捕虜や奴隷の身分で、イスラーム教

に改宗させられた末に、規律厳格な軍事教練を受ける。トルコ人は主君に忠勤

を励み、やがて軍隊だけでなく宮廷でも頭角を現す。アラブ人の権力者にとっ

て、異民族出身の軍人や官僚は、同族よりも信頼できた。そのうちに奴隷出身

のトルコ人が帝国を内部から乗っ取り、ついにはハリーファの地位を左右する

ほどになった。

このような動きとは別に、トルコ人は大規模な民族移動を始め、イスラーム

＝アラブ帝国に大波となって押し寄せる。十世紀、草原の遊牧民はまず現在の

アフガニスターンに移住すると、持ち前の武力で異郷に地歩を固めた。やがて

有力なセルチュク（セルジューク）家はトルコ系諸部族を組合し、西方に向け

て進撃を開始する。1055年、バグダードに入城して帝都のベルシア人政権を打

倒し、アッパース家の宗教的権威を回復した。その功労者はハリーファの妹と

結婚し、世俗の最高権力者スルターンの称号を与えられる。

やがてセルジューク帝国の軍隊は西アジアのほとんど全域を席巻し、エジプ

トのファーティマ王朝と対決する。パレスチナは両勢力の接点となり、聖都エ

ルサレムは争奪の的となった。だが、第三代スルターンのマリク・シャーの死

後、トルコ人の築き上げた領土は分解し、群雄割拠の混乱に陥る。

十字軍　西アジアのあちこちに、十字軍時代の城塞がいまも残ってい

の来茎室　いる。クラック・デ・シェヴァリエ城はシリアの西部、レバ

ノンとの国境に近い山頂にあり、数多い廃墟の中でも原型をよくとどめている。

軍馬のいななき、鯨波の声も、遠い昔の物語となった。歳月の経過に連れて、

無人の城基はすっかり荒廃し、ただ無気味に静まり返る。

西欧のキリスト教国はカトリック教皇ウルバメス二世の呼び掛けに応じて、

十一世紀の末から聖地に侵略を繰り返し、西アジアにエルサレム・ラテン王国

など幾っかの小国家を樹立した。しかし、異質文明の飛び地は現地社会と融合

することなく、二百年後にイスラームの地から一掃される。だが、異教徒の騎

士と兵卒は、中東地域に消しがたい記憶を残した。今日でもアラブ人はイスラ
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エルの建国を十字軍の再来にたとえ、シオン主義国家も長期的観点から見れば、

十字軍国家と同様の運命をたどるに違いない】－と主張する。

十一世紀も終わり近く、エルサレムの支配権はバグダードからカーヒラに移

る。同じ頃、キリスト教徒の大部隊はビザンティアム帝国領を通過し、アナト

ウリア、シリア経由でパレスナをめざした。西暦1099年（ヒジュラ暦492年）、十

字軍は六週間の包囲の末に聖郡を陥れ、イスラーム、ユダヤ教徒を問わず、住

民を虐殺する。遠来の軍勢はイエスの処刑跡地に建立された聖墳墓教会を異教

徒の手から奪還し、ひとまず戦争目的を達成した。遠征軍の一部は本国へ引き

揚げたが、大半は占領地に残留してパレスチナの植民地化を図る。

なぜキリスト教の軍勢は、異郷で軍事的成功を容易に収め得たのか。当時の

西アジア情勢はセルジューク帝国の瓦解で、すっかり政治的混乱に陥っていた。

各地のイスラーム教徒の領主は互いに抗争を繰り返し、同信者と戦うためには

異教徒と手を結ぶことさえ辞さない。バグダードのハリーファはもとより無力

で、何の対抗策も取れなかった。カーヒラのハリーファは遠征軍の進撃に鈍感

で、エルサレムを攻撃されてから、ようやく真の脅威を悟る。20

イスラーム　イスラーム世界は聖都の喪失から五十年近く過ぎて

世界の反撃　から、やっとキリスト教徒の侵略者に対して反撃に

出る。セルジューク武将イマーグッディーン・ゼンギーはメソポタミアの一地

方の大守だったが、動乱に乗じて支配地をシリアに拡大した。1144年、このト

ルコ人の武弁は反攻の口火を切り、十字軍の主要拠点のエデッサを奪う。

ところが、ゼンギーが間もなく身内の奴隷に暗殺されたので、異教徒に対す

る聖戦の事業は息子のヌーラッディーン・マフムードに引き継がれた。その後、

キリスト教徒とイスラーム教徒の軍勢はたびたび戦うが、真の立役者は部下の

サラーハツディーン（西欧では謝って、サラディンと呼ばれる）で、その勇名

と騎士道精神を敵陣営からも称えられるほどだった。

彼はチグリス河上流のクルディスクン高原の出身で、親子二代にわたってト

ルコ人の武将に仕えた末に、一介の傭兵からスルターンにまで立身出世をとげ

る。当時、エジプトのファーティマ王朝は内紛に明け暮れ、エルサレム王国の

十字軍とヌーラッディーンの軍隊の軍事介入を招く。サラーハツディーンは主

君の命を受けてたびたびシリアから出陣し、やがてエジプトの全権を手中に収

める。ヌーラッディーンの死後、このクルド人の武将は旧主の還したシリアと

メソポタミアを支配し、アッパース家のハリーファの宗教的権威の下に独立政

権を樹立した。これは父の名前にちなんでアイユーブ王朝と呼ばれ、イスラー

ム教徒の義務一一異教徒に対する聖戦を続行する。

1187年、この伝説的英雄はエルサレムをキリスト教徒から奪回し、さらにパ
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レスチナの大半をイスラーム世界に取り戻した。西欧諸国は増援部隊を派遣し、

足掛け五年に及ぶ戦闘で聖郡の奪還をめざす。その企ては失敗に終わり、港町

アッコーの占領で満足せねばならなかった。それから約百年の問、十字軍は地

中海沿いの細長い土地にLがみいたが、最後に全面撤収に追い込まれる。

モンゴル　十三世紀の中萱、新たな脅威がイスラーム世界に襲いか

軍を撃退　かり、アッパース家のハリーファ制は名実ともに滅亡し

た。1258年、モンゴルの軍勢はバグダードを占領し、市街を徹底的に破壊した

ばかりか、約百万の住民を虐殺する。半世紀前、この草原の騎馬民族は英雄テ

ムチン（チンギス・ハーン）の下で中央アジアに遊牧帝国を樹立し、孫のフレ

ーグの代にベルシアからメソポタミアへ攻め込んできた。

モンゴルの軍勢は西進してシリアを支配下に収めると、さらにエジプトをめ

ざす。それを撃退したのは、同じ中央アジアから来た遊牧戦士一一トルコ人の

将兵だった。その先祖はチンギス・ハーンの台頭で故地を追われ、西アジアに

たどりつく。モンゴルの脅威が高まった時、カーヒラの権力はサラーハッディ

ーンの後継者からトルコ人傭兵のマムルークに移っていた。

これはアラビア語で〈所有された者〉を意味し、奴隷身分の職業軍人である。

アイユーブ王朝の権力者はアッパース王朝と同様に、軍事力を外人部隊に頼っ

た。やがて武将たちは宮廷内の陰謀に参画し、ついには政治権力を乗っ取る。

非常時に際してマムルークの将兵は奮戦し、1259年、パレスチナの戦場でモン

ゴルの遠征軍を決定的に撃ち破った。

マムルーク王朝のスルターンは、武将たちの問の派閥抗争で決まる。文武両

面で最も秀でた者が権力闘争に勝ち抜き、王冠を手に入れた。その一人はモン

ゴルに滅ぼされたばかりのアッパース家から生き残りの王子をカーヒラへ呼び

寄せ、新ハリーファに担ぎ上げる。こうして自らの地位を権威づげ、同時にサ

ラーハツディーンの子孫の王位継承要求を封じた。

その後、モンゴル勢力は東へ退き、ベルシアとメソポタミアにまたがるイル

＝ハーン国を樹立する。マムルーク勢力はシリアに領土を拡大し、強敵と小競

り合いを繰り返した。しばらくの問、中東地域はトルコとモンゴルの両勢力に

二分されたが、またもや中央アジアから新たな侵略にさらされる。十四世紀の

後半、北方の草原の覇者ティムールはベルシアとメソポタミアに進出して、す

でに滅亡していたイル＝ハーン王朝の後継諸国を踏みにじった。

この軍事的天才はサマルカンドを都にイスラーム化したモンゴル諸勢力を組

合し、チンギス・ハーンの大帝国の再建を夢想する。その軍勢はインドとロシ

アに遠征後、西アジアの各地を荒らし回り、破壊と虐殺の限りを尽くす。十五

世紀の初頭にはシリアを占領して、マムルーク王朝の支配を脅かした。
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主節プ∵マノ幸三三‡了了　ニノーモノヱチナ

ビザンティ　アム　この激動の時期、アナトウリア半島にトル

帝　国　の　滅　亡　コ系の新興勢力が台頭し、やがて中東地域

の覇者となったばかりか、アジア、ヨーロッパ、アフリカの三大陸に版図を押

しひろげる。かってセルジューク帝国が分解した際、その残存勢力は小アジア

の一角に生き延びた。十三世紀の末頃、ある部族は有力な首領オスマン（ウス

マーン）に率いられて急速に実力を蓄え、ビザンティアム帝国を蚕食する。

それから約百年の問に、オスマン・トルコの軍勢はダアダネルズ海峡でマー

マラ海を渡り、東欧のボールカン半島に兵を進めた。一方、アジア側のアナト

ウリア半島に領土の拡大を図ると、折りから最盛期を迎えたティムールの帝国

と衝突を引き起こす。十五世紀の初頭、アンカラ（現代のトルコ共和国の首都）

付近の決戦でオスマン側は大敗を喫し、陣頭指揮のスルターンまで捕虜となっ

た。1405年、ティムールが中国遠征の準備中に急死したため、間もなく草原の

大帝国は後継者争いの内戦で分裂する。思いがけぬ事態を迎えて、オスマン政

権は息を吹き返し、やがて陣容を立て直す。

1453年、第七代スルターンのメフメト（ムハンマド）二世は大軍を動員し、

宿敵のビザンティアムに最後の戦いを挑む。東のローマ帝国はオスマン・トル

コとの度重なる戦争で大半の領土を喪失し、東欧の南端で周囲を敵地に囲まれ

た小さな飛び地になっていた。コンスタンティノウプルは二カ月間の包囲の末

に陥落し、イスタンブールと改称されてオスマン帝国の郡となる。21七世紀に

アラブ人が新しい宗教と共に台頭して以来、このクリスチャン超大国はやむこ

となくイスラーム教徒の軍勢と戦い続けてきたが、この敗北でついに千年の歴

史を閉じた。

聖地の　十六世紀に入ると、オスマン帝国は西アジアのイスラーム世

保護者　界に鋒先を転じ、東と南へ支配地を拡大した。まず1514年、

モンゴルとトルコの支配から脱したばかりのサファーウィード王朝のベルシア

からチグリス、ユーフラテス両河の上流地方を奪い、クルディスクンの高地と

メソポタミアの平原へ進出する。続いて1516年にはシリアへ出兵し、アレポウ

北方の戦場でエジプトのマムルーク王朝の軍勢を撃ち破った。

かつてエジプトの奴隷軍団は勇名を轟かせたが、もはや新時代に対応できな

かった。オスマン・トルコの軍勢は新式の火砲を装備し、昔ながらの戦法のマ
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ムルーク騎兵を容易に撃退する。それまでの三百年の問に、エジプトは将兵の

供給源をトルコ人からクルド人へ、そして黒海の東岸地方出身のサーカシア人

に変えた。その軍事力はスルターン位をめぐる権力闘争に利用され、往年の活

力を失う。オスマン側も戦力を外人部隊に依存することは同じだったが、人的

資源を主として東欧諸国に求め、キリスト教徒の家庭から若者を徴募して、改

宗と軍事訓練でイスラーム軍の精鋭に仕立て上げた。

オスマン帝国のセリーム一世はみずから出陣し、シリアとエジプトの戦場で

陣頭指揮を執る。シリアを喪失し、最後の楯のパレスチナも奪われて、エジプ

トの命脈は尽きた。1517年早々、カーヒラの落城後、マムルーク最後のスルタ

ーンは処刑された。飾り物のハリーファはイスタンブールへ連れ去られ、命だ

けは助かったものの、由緒ある　〈神の使徒の代理〉の肩書を剥奪される。

オスマン帝国のセリーム一世は戦場の勝利者にとどまらず、信仰の護持者と

しての権威を獲得した。アラビア半島から使者がナイル河畔の〈勝利者の町〉

を訪れ、そこに滞在中のスルターンに〈聖地メッカとメディーナの保護者〉の

称号と城門の鍵を献呈したからである。聖郡エルサレムも同様に、セリームー

世の保護と監督の下に置かれた。

トルコ人の帝国はエジプトの征服だけに満足せず、さらに領土拡張を続ける。

次のスルターンのシュレイマーン一世の時代に、北アフリカのリビア、チュ一

二ジア、アルジアリアを支配下に収めた。その結果、オスマン帝国の版図は西

端のマロコウを除いて、ほぼアラブ世界と重なり合う。一方、キリスト教世界

に対する攻勢をゆるめず、ハンガリを征服した後、オーストリアの都ヴィーン

の城壁に迫る勢いだった。

ユダヤ教　オスマン帝国が東欧に領土を拡大したのと並行して、イ

徒の追放　スラーム圏はキリスト教勢力の巻き返しで西欧の支配地

を縮小する。八世紀にアイビアリア半島がアラブ世界に組み込まれて以来、イ

スラーム文化はコルドバを中心に花開いた。寛容な宗教政策の下で、ユダヤ教

徒はイスラーム君主の宮廷に宰相や財務官として仕え、あるいは医師、哲学者、

詩人として名声を得た者も少なくない。22

しかし、スペインのカトリック教徒はイスラーム勢力に宗教戦争を挑み、宿

敵を次第にアイビアリア半島の南部へ追い詰め、ついに国土回復の事業を成し

遂げる。1492年、イスラーム政権の最後の拠点グラナダが長期間の包囲の末に

降伏すると、非キリスト教徒の住民は、大半が対岸のマロコウに逃れた。後に

残った者には、やがて異端審問の恐るべき運命が待ち受ける。

カトリック教徒の力で統一されたアイビアリア半島に、ユダヤ教徒追放の嵐

が吹きすさぶ。1492年にはスペイン、四年後にはポーチュガルから、ヤハウェ

‥3：トー



の信徒はまたもや離散せねばならなかった。多くの者がオスマン帝国に避難場

所を見出し、とりわけアナトウリア、ボールカン両半島に移住する。また、北

アフリカ各地の港町に落ち着く者も少なからずいた。トルコ人の権力者は宗教

上の難民に偏見を持たず、むしろ領土内にユダヤ教徒の商人や医師の定住を奨

励するほどだらた。

スペイン、ポーチュガル系ユダヤ教徒は、セファーディムと呼ばれる。古代

ヘブライ語でアイビアリア半島の国をセファーラードと称したからである。や

がて、この呼び名はカトリック教徒の権力者に追い立られた者に限らず、広く

西アジア、北アフリカに在住の東方系ユダヤ教徒を指すようになる。23

聖地のユ　かってヤハウェの信徒の武装抵抗がローマ軍団に容赦な

ダヤ人口　く鎮圧されて以来、パレスチナのユダヤ人口は離散と改

宗のため激減した。しかし、穏健派はローマ当局の庇護を得て、ガリラヤ湖畔

の郡市テベリアを中心に宗教共同体を維持する。七世紀にパレスチナがアラブ

世界に編入されて以来、聖地のユダヤ教徒は、イスラーム教徒の権力者によっ

て、宗教上の少数派として保護された。

オスマン帝国がパレスチナを統治下に置いてから、聖地のユダヤ教徒の数は

セファーディムの受け入れで増加した。さらに十九世紀の中萱になると、欧州

から新たな移住者の群れが、シオンの地にたどりつく。新参者はアシュキナジ

ムと呼ばれ、主としてロシア、ポウランドの出身だった。同じユダヤ教徒であっ

ても、セファーディムとアシュキナジムは、髪、肌、瞳の色が異なり、言窯も

通じなかった。

エルサレムの旧市街を取り囲む城壁は、オスマン・トルコのシュレイマーン

大帝の時代に増改修され、今日もなお偉容を誇る。東面の壁の直下、さらには

谷を隔てた轍憤山の斜面に、ユダヤ教徒の墓地がひろがる。離散の民の願いは、

神の約束の地に戻り、そこで生涯を終えて聖都に葬られることだった。救世主

の出現を待ち受け、最後の審判の日に復活するよう望んだからである。

1825年、皇帝ニコライ二世が即位してから、ロシア帝国内のユダヤ教徒はさ

まざまな圧迫を受けた。ロシア化、キリスト教徒化の強制を嫌って、ごく一握

りの幸運な者はシオンの地へ逃れる。有効期限一年の旅券を持って巡礼として

聖地に赴き、そのまま帰国せずに居着いてしまう。その人数は多くなかったが、

着実に増えた。

ロシアから来たアシュキナジムは信仰心の篤い正統派教徒で、老齢者の割合

が非常に高く、もっぱら祈りとタルムド（ユダヤ教の律法と伝承）の学習に余

生を捧げた。彼らはエルサレムで生計の手段を持たず、本国に残した家族から

わずかな仕送りを得て、極茸の生活を過ごす。あまりの窮乏ぶりを見かねて、
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西欧在住の富裕な同信者が救援基金を募り、なんとか暮らして行くだけの援助

を与えた。

だが、聖郡のアシュキナジムがいっまでも外部の慈善資金に頼ってばかりい

るのは、ヤハウェの信徒の立場からも決して好ましいことではない。そこで欧

州の博愛事業家たちはユダヤ教徒の自力更生をめざし、パレスチナで小規模工

業や農園の経営に乗り出す。富裕な実業家のモンテフイオールはエルサレムに

風車小屋の製粉工場を建て、国際金融資本家として高名なロスチャイルドやヒ

ルシュは豊富な資金でアラブ人の地主から荒れ地を買収し、開拓農場にユダヤ

教徒を入植させた。

十九世紀も半ばに差しかかると、聖郡のユダヤ人口は住民の過半数を超す。

1837年に北部のガリラヤ地方を襲った大地震のため、多数のセファーディムが

住む家を失ってエルサレムに移住し、これにアシュキナジムが加わったからで

ある。だが、1860年の推計でパレスチナ全体のユダヤ教徒は二万四千人程度

に過ぎず、四十四万人のアラブ人口とは比べ物にならなかった。

ところが、1880年代に入ると、様相は一変した。帝政ロシアで反セム主義の

暴動が続発し、多数のユダヤ難民を国外に追い立てる。その大半が米国と中・

西欧に移住したが、少数の者はシオンの地に逃れた。新しいアシュキナジムの

人口増大は、アラブ社会の伝統的基盤を揺さぶる。反ユダヤの時代風潮はドイ

ツやフランスにもひろがり、欧州在住の離散の民の末裔を苦境に陥れた。ここ

に政治的シオン主義が勃興し、パレスチナにユダヤ国家の樹立をめざす。だが、

当の聖地でヤハウェの信徒は昔ながらの生活と信仰を守り、神の約束の地に現

世の国家を創建する運動とは全く無縁だった。
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く第－吾巧の註と参考文南犬＞

1　この引用箇所は、イスラエル独立四十周年を祝う『エルサレム・ポスト』紙の付録

〔TheJerusalen Postiagazine，1988年4月20日付〕に掲載された英訳と、中東関係の資料

集〔Yalter Laqueur and Barry Rubin（Eds．），TheIsraeトArab Reader：A Docunentary

‡istory of the Ⅱiddle East Conflict，Revised and updated edition（Earnondsworth：

Penguin Books，1984年）〕とを参考にして日本語に訳出した。

2　『旧約聖書』の「創世記」第十三章の記述によると、神はユダヤ人の始祖の族長と

契約を結び、エジプトの河からメソポタミアの大河ユーフラテスまでの土地を子孫に与え

ると語った。また同第十七章によると、この族長が九十九歳の時、全能の神は再び契約を

結んで、彼に名前をアブラムからアブラハムに変えるよう指示した。そして、カナンの全

土を永久の所有地として与えると告げた。イスラエル独立宣言の主張する「本来的、歴史

的権利」とは、この神話に由来する。

3　アジアも西端の地域に出没した遊牧民は、オアシスの定住民からハビル、あるいは

アピルと呼ばれた。これがヘブライの語源と信じられている。イスラエルとはアブラハム

の孫のヤコブの異名で、彼と共にパレスチナからエジプトへ移住した部族を指す。とりわ

けモーセの指揮下、ナイル河畔からシナイ半島に逃れて以来、この呼称が用いられる。ユ

ダヤとはヤコブの子のユダの子孫のことであるが、ダヴィデとソロモン父子の築いた帝国

が南北に分裂した後、南朝のユダ王国の住民を、後にはローマ帝国支配下の住民を意味す

るようになった。これらの呼称は厳密には使い分けられず、しばしば混用されている。さ

らにユダヤという言葉自体が、宗教的、文化的、人種的にも、多岐にわたる意味合いを帯

びるようになった。lHichael Grant，The Eistory of Ancient Israel（New York：

Charles Scibner’s sons，1984年）、29～30貢、283～284貢〕

本論では、ローマの不寛容な宗教政策のために、パレスチナから離散するまでのヤハウェ

の信徒をユダヤ人、その後はユダヤ教徒と表記する。彼らは西アジア、北アフリカ、ヨー

ロッパの各地に移住した後も、宗教的同一性を維持したが、現地人と混血した結果、人種

的にも、言語的にも、さらには文化的にも、多様化したからである。

4　ヘブライ語ではツイヨーン、ギリシャ語ではセオーン、ラテン語ではシオーン、古

代英語ではシオンと発音され、現代英語ではザイオンに転託した。本論では聖書の邦訳表

記に従い、シオンを用いる。もともとシオンとは丘を意味し、先住民が砦を築いた小高い

土地だった。ダヴィデがここを征服し、ソロモンが神殿を建設して以来、シオンはエルサ

レムの別称、あるいは古代ユダヤ国家の支配領域を指すようになった。

5　十九世紀、英国の文人たちが英語の単語のPhilistineを芸術や文学に縁遠い無教

養な俗物の意味に使って以来、この語は原義から逸脱して、西欧諸国の反アラブ感情を醸

成するのに責献した。〔John K．Cooley， GreenⅡarch，Black September：The Story of

the Palestinian Arabs（London：Frank Cass，1973年）、16頁〕

6　強制連行は、これが初めてではない。西暦紀元前721年、北王国のイスラエルがアッ

シリア帝国に放れた際、27，290人（多分、この数字は婦女子を含んでいない）の住民が連れ
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去られ、代わりに帝国各地から移住者がやって来た。〔iichael Grant，前掲書、121貢〕

7　バビロニアはアッシリアと異なり、住民の入れ換えで征服地の性格を変えようとは

しなかった。約一万五千人の強制連行対象者は、行政官、聖職者、学者と、彼らの家族で、

ユダ王国の精華ともいうべき階層だった。移住者たちは遠いメソポタミア南部の流刑地で

主として農業に従事し、強い望郷の念に囚われる。だが、その篤農ぶりは高く評価され、

モーセ時代のエジプトのように重い労役を課せられなかった。彼らは信仰を護持でき、後

世のユダヤ教の発展に寄与した。〔Chaim Raphael，The Road from Babylon：The Story

of Sephardi and OrientalJews（London Weidenfeld and NicoIsons，1985年）、25貢〕

1948年のイスラエル建国まで、メソポタミア（イラーク）にはアラブ世界でも屈指のユ

ダヤ共同体が存在し、繁栄を誇っていた。だが、同信者の独立宣言により、強制連行者の

子孫たちは住み慣れた土地から放逐された。

8　エルサレムの旧市街を取り巻く城壁には、出入り口の城門が幾つもある。その一つ

のシオン門にちなんで、付近はシオンの丘（あるいは山）と呼ばれている。本来、この地

名は城門の周辺だけでなく、聖都全体を指す。なお、ダヴィデの墓、イエスの最後の晩餐

の部屋と伝えられる旧跡が、シオン門の近くに現存する。

9　ヘロデ王はローマの権力の下で従属国の王となり、イエスの誕生後、多数の幼児の

殺害を命じて、歴史に悪名を残した。だが、彼の治世下、エルサレムは大規模な土木事業

で面目を一新する。ヤハウェの神殿は増改築され、その境内も拡張された。〔Eerbert G．

iay（Ed．），0Ⅹford Bible Atlas，Third Edition，reVised byJohn Day（0Ⅹford‥　0Ⅹford

University Press，1984年）、97貢〕

10　独立宣言の正文はアラビア語で書かれているが、本論ではパレスチナ解放機構の総

代表部（在東京）提供の英訳に基いて、日本語に訳した。

11この政治的統一こそイスラーム体制の最初の成果であり、唯一神と預言者に対する

忠誠を部族や家族の絆よりも優先させるようになった。〔Halise Ruthven，Islamin the

塑虹担（Earnondsworth：Penguin Books，1984年）、89頁〕

12　このアラビア語をローマ字に転記すれば、馳alifaとなり、片仮名でカリーファと

表記できる。英語のCaliphとは、この転託したものである。本論では喉の奥で発音する

khaを片仮名のハで表し、ハリーファと表記する。

13　『旧約聖書』の「創世記」の時代から、中東地域の社会では一夫多妻制度が存在し

た。イスラーム教の聖典『クルアーン』も、平等な待遇を条件に妻の数を四人まで認めて

いる。最初の妻のハジージャの存命中、ムハンマドは彼女以外の女性に心を動かすことは

なかったが、その死後は多数の妻妾を得た。多くの場合は政略結婚で、遊牧部族との軍事

同盟を確認する証だった。しかし、異教徒との戦いで戦死した信徒の家族の生活を保障す

るため、寡婦を妻の一人に加えた例も何度かあった。〔Arthur Goldschmidt，Jr．，む旦些－

ciseIistory of theⅡiddle East，Second edition，reVised and updated（Boulder：

Yestview Press，1983年）、34貢〕

14　アラブの征服者は聖都を破壊したり、住民を強制連行したりすることはなかった。

ェルサレムがイスラーム戦士の遠征軍に包囲されると、防御側は現地の指揮官を降伏談判

の相手とせず、ハリーファのウマルとの直接交渉を求めた。神の使徒の代理はアラビア半

島のメディーナからシリア経由でエルサレムを訪れ、交渉でムハンマドゆかりの聖都を開
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城させた。〔Fred HcGraw Donner，The Early Islamic Conquests（Princeton：Princeton

University Press，1981年）、151～152貢〕

15　イスラームの軍勢は歩兵（剣士と射手）と槍騎兵で編成され、騒乾が兵員と物資を

輸送した。当時、騎兵は戦術的に重要な役割を果したが、乾燥地帯のアラビア半島で馬の

供給は乏しかった。そこで歩兵が戦闘の先鋒となり、ビザンティアムやベルシアの軍勢に

勝利を収める。射手は楯で身を守り、重装騎兵の攻撃に対抗した。〔Fred HcGrawI）onner，

前掲書、222～223貢〕

16　それまでキリスト教徒の支配下にあった地域では、為政者の経済的、宗教的圧迫で、

住民の不満が高まっていた。とりわけアイビアリア半島のユダヤ教徒はイスラーム教徒の

戦士を解放軍として歓迎した。〔Peter Xansfield，The Arabs（Earmondsworth：Penguin

Books，1981年）、43貢〕

17　その数はもっと多く、八百人に達したともいう。この血の惨劇は西側の中東史家に

厳しく非難されたが、千三百年前の出来事を現代の感覚で判断することはできない。歴史

を振り返れば、女子供も容赦しない“皆殺し”の戦争こそ敵の戦意をくじき、その後の一層

の流血を避けるのに役立っと信じて、虐殺を正当視する民族もいた。〔Alfred Guillaume，

王旦主旦些（EarmOndsworth：Penguin Books，1981年）、48貢〕

純粋に政治的観点に立てば、捕虜の大量処刑は極めて賢明な措置で、将来の禍根を断つ

最良の解決策だったことは否定できない。このユダヤ教徒の部族は、メディーナに絶えず

脅威を与えており、もし捕虜を釈放すれば、反イスラームの温床を強化するだけだった。

〔Haxime Rodinson，鮎hammed，Translated from the French by Anne Carter（鮎rnonds－

WOrth：Penguin Books，1973年）、214頁〕

この事件が一つの要因となって、イスラーム教の聖典『クルアーン』はユダヤ教徒に対

して厳しい語句を用いている。だが、ムハンマドの対ユダヤ政策が、今日のアラブ・イス

ラエル紛争の主要原因であるとは断定できない。〔Arthur Goldschmidt，前掲書、35頁〕

18　イスラーム教徒の権力者は一般にユダヤ教徒を寛大に扱ったが、時代や場所によっ

ては、キリスト教国ほどではなくとも、差別と圧迫を加えた。イスラエルの駐日大使は、

東京発行の英字新聞に掲載された独立記念日の記事広告で、ユダヤの民は過去千三百年の

問、アラブの地で迫害されたと述べている。〔Yaacov Cohen，“Israel耳arks38thAmni－

versary ofIndependence”，TheJapan Times，1986年5月14日付〕

19　アル＝カーヒラの発音が転誰して、フランス語ではル・ケールに、英語では冠詞を

省略してカイアラウになった。片仮名表記のカイロは、英語の綴りを日本語のローマ字の

読み方にならって書写したものである。

20　ファーティマ王朝は使者を十字軍の陣屋に派遣し、共通の敵セルジュークに共同で

対抗しようと持ちかけ、シリアの分割を提案したほどだった。〔P．軋Iolt，Ann K．S．

Lambton and Bernard Lewis（Eds．），The CambridgeIIistory ofIsla恥　VolumelA‥　The

CentralIslamic Lands from Pre－Islamic TimeS tO the First World War（Cambridge：

Cambridge University Press，1980年）、196貢〕

21この勝利で、メフメト（ムハンマド）二世は征服王の異名を捧げられ、イスラーム

世界で勢威並ぶ者のない支配者となった。彼は百分白身をキリスト教文明圏を含めた世界

帝国の相続者と見徹したばかりか、その権力の絶対性を信じた。このスルターンは約三十
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年に及ぶ治世を通じて、すべての点でイスタンブールを世界の中心たらしめようと尽力し、

オスマン帝国の明瞭な特色を打ち出した。また、彼は統治権の起源をイスラーム教に求め

た。〔Carl Brockelmann（Ed．），Ⅱistory of theIslamic Peoples，Translated byJoel

Carmichael andⅡoshe Perlmann（London：Routledge＆Eegn Paul，1982年）、296貢〕

22　イスラーム文化は各地からコルドバに最良の知識人を引き寄せ、天文学、占星術、

薬学に関する書物、さらに哲学書がアラビア語から翻訳された。しかし、文学作品は除外

された。〔Joseph Schacht and C．E．Bosvorth（Eds。）， The Legacy ofIslam，Second

edition（0Ⅹford：0Ⅹford University Press，1979年）、380～381頁〕

23　セファーディムは支配者や隣人と話す時には、トルコ語やアラビア語を使い、仲間

内ではスペイン語にヘブライ語の混交したラディノ語を用いた。1840年代になっても、パ

レスチナのユダヤ人口のかなりの部分が、このスペイン古語の方言を日常的に話した。し

かし、三百年の問に、この言葉はアラビア語とトルコ語から多数の単語を取り入れる。新

参のアシュキナジムは、高地ドイツ語にヘブライ語の混じったイード語を話す。その先祖

が中世の迫害でドイツから追放されて、東方へ移住したからである。〔Arnold Blu皿berg，

Zion Before Zionism，1838－1880（Syracuse：Syracuse University Press，1985年）、27

貢、109貢〕
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第二部

政治的シオン主義の生成



三　差別±二三書二三千童

反セムヨ三　パレスチナにイスラエルの建国を実現した政治的シオン

義の猛威　主義は、十九世紀の最後の約二十年間に欧州大陸で荒れ

狂った反セム主義の逆説的所産である。ユダヤ嫌いの時代風潮は、後進国のロ

シアにとどまらず、先進国のフランス、ドイツにも広くはびこった。

この反セム主義、すなわちユダヤ排斥運動は、ロシア皇帝の強権支配下、ま

だ因襲の根強い東欧で、無知蒙昧の賓民階層が日頃の欲求不満を社会的弱者に

向けて発散させる形を取っただけでなく、時代遅れの呪縛からとうに脱したは

ずの開明的な中・西欧でも、大学教授や著述家の知識人までが反ユダヤ思想の

論陣を張り、大衆を扇動したために、欧州全土で椙猿を極めた。1

『旧約聖書』の「創世記」は、メソポタミアの大洪水説話を伝えている。そ

の記述によると、義人ノアは神の指示に忠実に従い、箱舟に一族と動物を乗せ

て生き延びた。長子のセムの子孫は時代と共に増加し、ヘブライ（ユダヤ）、フェ

ニキア、アラーム、アッシリア、アラブ人になったという。十八世紀のドイツ

歴史学者は苗代の中東地域に共通する言語に、聖書ゆかりの人物の名前を借り

てセム語と名付けた。

ところが、西アジア諸民族の先祖の名は、のちにヤハウェの信徒だけに堅く

結び付けられる。中世以来、反ユダヤ感情は欧州のキリスト教社会の底流となっ

ていたが、この時期に偏狭な排外思想となってセムの末裔に迫害を加えた。と

りわけロシア帝国の版図内で、暴徒はしばしばユダヤ居住区を襲撃する。無抵

抗の住民は多数の死傷者を出しながら、この打ち壊しにじっと耐えるしかない。

古い時代から宗教的少数派の被差別民は武器を取り上げられ、暴動に刃向かう

ことはできなかった。

1896年2月、オーストリア・ハンガリ二重帝国の首都ヴィーンで、ユダヤ教

徒の新聞記者テーオードール・ヘルツルは『ユダヤ国家一一ユダヤ問題の現代

的解決試論』と題した小冊子を世に問い、約二千年前にローマの攻撃で滅亡し

た故国の再興を提唱した。この警醒の書の刊行と共に、政治的シオン主義の歴

史が始まる。2

ヘルツルは預言的な題名の著作を通じて、大胆な論旨を展開した。反ユダヤ

感情は人心に深く根差し、簡単に消え去るものではない。ヤハウェの信徒が迫

害の及ばぬ土地に欧州から集団移住し、国際法で保障された主権国家を創設す

るならば、積年の〈ユダヤ問題〉　は解決されよう一一と。
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ヘルツルは同胞の信仰心に培われた望郷の念を宗教の枠内にとどめず、祖国

復興運動に駆り立てる。彼の主張は単なる夢想ではなく、国際政治の場でユダ

ヤ国家の実現をもくろんだ。この理論と運動は政治的シオン主義と呼ばれ、当

初は少数の信奉者しか獲得できなかったが、1917年秋、欧州の戦乱に乗じて英

国の認知を取り付けた。さらに第二次世界大戦中のナチ・ドイツによる組織的

大虐殺にもめげず、この悲運をむしろ逆手に取って、1掴8年5月、ついに建国

の大目的を達成する。あの小冊子の出版から数えて、五十二年と三カ月の歳月

が流れていた。

反ユダヤ主　欧州における反ユダヤ主義の根源を探れば、古い時

義　の　軌跡　代にまでさかのぼる。二世紀の前半、反ローマの武

力闘争が鎮圧された後、ヤハウェの信徒はパレスチナから逃れて、ボールカン

からアイビアリア半島に至る南欧の各地に広範囲に住み着いた。離散から約百

年後、ユダヤ教徒もローマ帝国内の他民族と同様に市民権を認められる。だが、

キリスト教の公認、さらに国教化に伴い、せっかく獲得できた権利は制限され

てしまう。その独特の選民意識、偶像崇拝の厳格な否定が、権力者の不興と民

衆の反感を買ったからである。3

その後、十世紀までの問に、離散の民の居留地は数を増し、中・西欧の全域

に広く散在するようになった。しかし、カトリック教会の権威と支配が確立す

るにつれて、ヤハウェの信徒の立場は微妙となる。クリスチャン社会の真只中

で、少数派の宗教共同体は神の子を十字架の上でで礫の極刑に処した者の子孫

として、遠い祖先の行為を糾弾された。

唯一絶対神の信徒は憎悪と侮蔑の視線にさらされながら、過密状態の特定居

住区（ゲットウ）で肩を寄せあって暮らし、ユダヤ教会望（シナゴダ）を信仰

と伝統保持の拠り所とした。

長い歳月の問に、非差別者の共同体でも、現地人との混血が進行する。青い

瞳、茶褐色の髪、白い肌一一もはや容貌と肉体の特徴から、セムの末裔をケル

ト人やゲルマン人の子孫と区別できなくなった。ユダヤ教徒に特有の鷲鼻とは、

根拠のない俗説に過ぎない。

離散の民に対する迫害は、十字軍の遠征で本格化する。この時代の宗教的熱

狂は、聖地への軍事的冒険で増幅された。キリスト教徒の軍勢は手近な所に敵

の姿を接し求め、パレスチナへ向かう途上、まず欧州在住のユダヤ教徒を血祭

りに上げる。この蛮行を阻止するため、大司教など高位の聖職者が各地で尽力

したが、多くの場合、無駄な努力に終わった。

さらに唯一絶対神の信徒は、数々の差別と偏見に耐えねばならない。例えば、

遠目にもすぐに見分けのつく衣服の着用を強要された。またユダヤ教の儀式の
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ためにクリスチャンの子供の生き血を抜く一一という奇怪な噂のために、理不

尽な圧迫を加えられた。4

再こダ離散　十一世紀から十五世紀にかけて、欧州在住のユダヤ教徒

の　途　古こ　は、迫害の末に各地から追放された。手初めにドイツの

一部の地方から1012年に、イングランドからは1290年に、フランスからは1306

年に、離散の民の末裔は追い立てられて、またもや散り散りになる。

十四世紀の中葉、黒死病（ペスト）が欧州一円に流行すると、ヤハウェの信

徒は苛酷な運命にさらされた。この死に至る病の脅威にユダヤ教徒も等しく襲

われれたが、周囲のキリスト教徒は伝染病の原因を社会の異端分子に求め、毒

が井戸に投げ込まれたと疑う。このため少数派の宗教共同体を標的に、流血の

打ち壊し騒動が相次いだ。

この嵐の時代にドイツでは約三百五十もの特定居住区が襲撃され、多数のユ

ダヤ教徒は東方の辺地に避難する。欧州の外れの後進地域で、領主の中には宗

教的難民の群れを歓迎する者もいた。5　その集団移住が辺境に西方の先進文化

をもたらし、同時に商業活動を刺激したからである。当時のリスーエイニアは

東欧に広い領土を擁し、離散の民を喜んで受け入れた。しかし、この国はポウ

ランドの台頭で弱体化し、ついには併呑されてしまう。

そのポウランドもやがて新興のロシアに圧迫され、戦争のたびに領地を縮小

した。結局は隣接のロシア、プロシア、オーストリアの強国に国土を分割され

た末に滅亡する。その結果、スラヴ世界にユダヤ共同体の飛び地が取り残され、

ドイツ文化圏はかって追い出したユダヤ人口を再び抱え込んだ。

啓蒙思想　パレスチナからヤハウェの信徒が欧州に渡って以来、そ

の　影　響　の子孫は移住先でさまざまな職業に従事した。例えば、

イクリでは織工や縫製工、それに芸人、ドイツでは奴隷売買業、スペインでは

オリヴや葡萄栽培の農奴に。だが、中世以降、その活動の場は制約を受ける。

ユダヤ教徒は土地所有を禁じられ、公職の道を閉ざされ、同業組合から締め出

されて、仲買人、小商人、行商人などになるしかなかった。

しかし、時代が下がるにつれて、被圧迫民の社会的、経済的地位に、大きな

変化が生じる。一部の者は少数派の立場を逆用し、キリスト教徒に禁じられた

分野の金融業に参入して財を築く。小は零細な商人や賓しい農民を相手に、大

は貴族や王侯を顧客に、高利貸しは大いに繁盛した。だが、その活動は一方で

世間の偏見を増幅し、借金の返済に苦しむ者から恨みを買う。6

そのうちに金融業の成功者の中には、宮廷に出入りを許され、王室財政の切

り盛りを任せられたばかりか、貴族の末席に連なる者さえ現れた。欧州の王侯

が互いに戦争を繰り返すたびに、ユダヤ教徒の大銀行家は公債の形で戦費の調
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達を引き受ける。とりわけフランクフルトのロートシルト（ロスチャイルド）

家は時流に巧みに乗って事業を拡大し、分家がラングン、パリ、ヴィーンで活

躍する国際的な金融資本に発展を遂げた。

長い歳月の辛酸の果てに、ユダヤ教徒は経済的実力を蓄えると、社会的地位

の向上を求める。折りLも欧州は理性の時代を迎え、啓蒙思想がひろまった。

この新思潮の前に、キリスト教は現世の規範力を弱め、宗教的寛容が社会に受

容されるに至った。さらにフランス大革命は自由・平等・博愛を合い言糞に旧

来の観念を打ち砕き、その結果、ユダヤ教徒に対する差別撤廃の機運を促す。

一世の風雲児ナポレオン・ボナパルトは欧州諸国に兵を進め、革命の理念をも

たらすと同時に、各地でユダヤ教徒の特定居住区を解放した。7

同イヒと　しかし、離散の民の末裔が長年の束縛から自由となり、市民

孤立と　として同等の扱いを受けるようになるまで、さらに数世代を

要した。十九世紀の前半、ナポレオンの没落後、欧州では反動勢力が巻き返す。

ユダヤ教徒がようやく獲得した権利は、かなり取り消されてしまった。しかし、

その一方で、工業化の進展に伴う社会構造の変動は、法制上の改革よりも人々

の意識を変える。新興都市の生活は伝統的価値体系を断ち切り、偏狭な思考や

宗教感情から人心を解き放った。

その結果、中・西欧諸国では、差別と偏見が次第に薄らいだ。何よりもユダ

ヤ教徒自身が大きく変わり、その国の社会と文化に同化する。もはやヤハウェ

の信徒は外見から区別できず、言語も服装も同じとなった。キリスト教徒との

通始も珍しくなく、伝統的信仰を捨てて、クリスチャンに改宗する者の数も増

加する。

十九世紀の半ば、中・西欧諸国ではユダヤ教徒の解放が一段と進み、参政権、

居住地や職業選択の自由などで、キリスト教徒と同等の権利を保証されるよう

になった。大学がヤハウェの信徒の子弟にも門戸を開くと、多くの家庭では進

学費用を惜しまなかった。新時代の到来と共に、それまで機会を奪われていた

高等教育に将来の希望を託したからである。

その結果、ユダヤ教徒は小さな人口比率にもかかわらず、大学教授、医師、

弁護士などの知的専門職で大きな割合を占め、さらに芸術や文学の分野でも傑

出した人物を輩出する。また実業界で成功を収め、財産を築いた者も少なくな

い。このほか知識の商人一一書籍販売や出版業を始め、新しい職業のジャーナ

リズムに身を投じた者もいる。軍人、官僚、政治家にも、ユダヤ教徒の進出は

目覚ましかった。8

このように英独仏の先進諸国で、離散の民の末裔は閉鎖的な特定居住区から

抜け出し、幅広い中産階級を形成する。しかし、東欧の専制帝国ロシアでは、
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事情は全く異なっていた。ここのユダヤ教徒は西部地方の指定居留地9　に押し

込められ、賓困のどん底に沈む。その大多数は厳格な正統派教徒で、昔ながら

の律法を厳守し、周囲のクリスチャン社会に同化することなく、敵意の真只中

で孤立していた。そして、積年の圧迫に対する心理的逃避からも、シオンの地

に限りない憧憬の念を抱き続ける。

続発する　1880年代の初頭、ロシア帝国の各地で、反セム主義の暴

大　暴　動　動がしばしば荒れ狂った。皇帝アレクサンドル二世がユ

ダヤ教徒の革命家に暗殺されると、信仰を共にする同胞は血の代償を支払わね

ばならない。それまでもヤハウェの信徒に対する暴力沙汰は珍しくなかったが、

この時から官憲は被害者を流血の惨事から保護するどころか、むしろ暴徒の行

動を黙認し、時には公然と破壊と略奪を教唆する。

非業の死を遂げる二十年前、アレクサンドル二世は農奴を解放して歴史に名

を残した。その四半世紀を超える統治において、彼は〈進歩的皇帝〉の異名に

ふさわしく、臣民の中の異分子にも寛大な要勢を示し、差別を制度化した諸法

令の見直しに尽力する。そこで、帝政ロシアも中・西欧諸国なみの市民的権利

をユダヤ教徒に認めるのではないかと、過大な期待感さえ生じた。一方、その

農奴解放は不徹底な改革に終わり、地主と農民の対立をかえって激化させて、

人民主義者（ナロードニキ）の運動を高揚させる。その活動家の中には、ユダ

ヤ教徒の青年男女も少なからず含まれていた。10

皇帝アレクサンドル三世は即位すると、すぐに亡父の復讐に乗り出す。一片

の布告によって、数十万人のユダヤ教徒が住み慣れた土地から追放された。そ

れ以来、権力者は当時の社会にみなぎる革命的風潮の安全弁として、離散の民

の末裔に対する偏見を巧みに利用する。大衆は容易に扇動されて、無抵抗の羊

に襲いかかった。彼らは真の敵を見極めることなく、苦しい生活の不満の吐け

口を見出すために、宗教的少数派の社会的弱者に乱暴狼籍を働き、住居と家財

道具を打ち壊した。

この嵐の時代、極右団体が音頭を取って、暴徒の熱狂をかきたてる。しかも、

流血の暴動に参加する者は、無学で委しい大衆にとどまらない。大学生や知識

層までも、積極的に迫害を支援する。人民主義者でさえ反ユダヤ感情を煽るの

に一役買った。社会の〈寄生虫〉　に対する蜂起が、究極的には革命運動に転化

して、帝室、貴族、地主、資本家に矛先を向ける一一と信じて。

大迫害の嵐は、1884年にひとまず過ぎ去った。その後も各地で散発的暴動が

繰り返されたが、1902年から五年以上にわたり、またもや嵐は指定居留地の全

域で吹きすさぶ。この受難の時代、ヤハウェの信徒は暴力に無抵抗で、ただ耐

えるしかなかった。しかし、その数は多くはないとはいえ、ユダヤ教徒出身の
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青年は革命運動に参加し、キリスト教徒出身の社会主義者、無政府主義者と連

携する。彼らは信じた。ラマナフ王朝打倒の革命が成功した暁には、反セム主

義は自然に消滅するに違いない一一と。

だが、大多数の被差別民にとって、国外移住が迫害から逃れる唯一の方策だっ

た。難民の群れは手近な中・西欧諸国へ、さらには大西洋の彼方の新世界へ渡

る。少数の集団が奔流から脇へそれて、オスマン・トルコ帝国の支配下のシオ

ンの地をめざした。反ユダヤ暴動が荒れ考王う前年の1880年から第一次世界大戦

の始まる1914年までの間に、ロシア帝国の版図から二百万人以上のユダヤ教徒

が米国に、二十万人が英国に、六万人がパレスチナに移住した一一と見積もら

れている。11
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ミ　ニプア三菱≡芸二三子≡

購罪の羊　政治的シオン主義の唱道者・ヘルツルは1860年、オース

と　　し　て　トリア・ハンガリー帝国のビューダダペストで生まれた。

父親は衣料関係の商売を営み、家庭内に宗教的買囲気を幾分とどめていたもの

の、生活様式はハープスプルク王朝支配下の社会にすっかり同化していた。12

息子はヴィーンで法律を学び、法曹協会の一員となるが、法律家よりも文筆家

の道を進む。彼はベルリーンの新聞に寄稿してジャーナリストとして認められ、

やがてヴィーンの有力紙『新自由新聞』に勤務した。

半世紀後、ユダヤ国家の父と仰がれる人物は、文化的にも言語的にもドイツ

圏の知的環境で育ち、その出自をほとんど意識していなかった。ロシアからユ

ダヤ教徒の窮状が伝えられても、職業意識を鋭敏に働かせることはない。その

頃のヘルツルは随筆や旅行記で一定の評価を得ていたが、内心では劇作家とし

て文名を高めようと野心満々だった。

ところが、1891年、パリ駐在の特派員に任命されると、思いがけず人生の転

機に遭遇する。当時のヘルツルは三十台の初めで、欧州大陸の政治と文化の中

心地で充実した日々を過ごした。この任地で彼は職業活動を通じ、否応なしに

自己の属する少数派共同体の立場に目覚める。

その頃、反セム主義の傾向はユダヤ教徒の解放の最も進んだはずのフランス

でも、政界疑獄の追及とからんで勢いを得、さらに大革命以来の共和派と王党

派の対立を煽り立てる。とりわけ1984年に起きたドレフユス事件は、あの小冊

子の執筆動機となった。それ以来、ヘルツルは劇作家志望の夢を捨てて、みず

から始めたユダヤ国家の再興運動に挺身する。

フランス陸軍大尉アルプレド・ドレフエスは、ユダヤ教徒ながら職業軍人と

して出世街道を歩み、参謀本部に勤務していた。ところが、軍事機密を仮想敵

国のドイツに漏洩した容疑から、軍法会議で終身禁固の判決を受けて、大西洋

の孤島に島流しとなる。このスパイ事件はでっちあげで、自然主義作家のエミ

ル・ゾラを始め、共和派の知識人や政治家が救援運動に乗り出し、無実の罪を

かぶせられた将校の釈放を迫った。しかし、この事件は図らずも啓蒙思想の本

家本元で、反セム主義が根強くはびこっている事実を露呈する。大革命からす

でに百年以上も経過し、フランスは欧州で最もユダヤ教徒に対する偏見と差別

の少ない国のはずだった。その人口は八万程度で比較的少なく、カトリック主

流の社会によく同化して、共和国の市民になりきっていた。13
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ヘルツルはパリの街頭で反ユダヤの示威行進に集まった大群衆を眺め、自分

白身の存立基盤の危機を悟る。過去数十年間、欧州の各地で実現したユダヤ教

徒の解放は、全くの幻想に過ぎなかった。この新聞記者は冷厳な事実から、直

ちに明確な（そして、独善的な）結論を引き出す。ユダヤ教徒がクリスチャン

社会に同化しても、決して問題の根本的解決にならない一一と。彼はヴィーン

に帰任後、やがて中東の歴史を変える小冊子の執筆に没頭する。

実際、十九世紀末の欧州で離散の民は購罪の羊となり、あらゆる社会的、経

済的矛盾がユダヤ教徒の陰謀のせいにされた。教会は敬神の念が薄れたことに、

資本家は労働運動が激化したことに、労働者は搾取がひどくなったことに、商

店主は商売が振るわぬことに、職人は仕事が奪われたことに、それぞれ共通の

元凶を見出す。反セム主義は社会の上層から下層まで広範な支持を得て、欧州

の東西を問わず至る所で荒れ狂った。改宗でクリチャンとなった者でさえ、い

つまでも格印は消えず、疑いの眼で見られる。

同イヒを　「この小冊子で著者が展開した所論は、非常に古いものであ

否　　貢巨　る。それはユダヤ国家の再興に他ならない」14

ヘルツルは精魂こめて書き上げた著作の序文で、このように述べている。彼

の所論に従えば、ユダヤ問題は宗教や社会問題の域を超えて、民族問題として

把握されねばならない。これは世界的な規模の政治問題となってこそ、初めて

解決され得る。すなわち、世界の文明国が国際会議で議論して、この難問は解

答を見出すことができよう一一と。

当時の欧州では大国の統治の下で坤吟していた諸民族の問で、民族主義の機

運が高まっていた。ポウランド人、エスタウニア人、チェク人、サービア人な

ど、さまざまな少数民族が、帝国の支配民族の首棚を脱し、自らの言語、文化、

主権、領土を求める。この時代の風潮に影響されて、ヘルツルもユダヤ教徒を

キリスト教社会の宗教的少数派と見徹さず、帝国の圧政から解放を求める披圧

迫民族と同様に考える。「われわれは一つの民族－一国民である」と、彼は断

言してはばからない。15

そこでヘルツルは具体的な計画を提言した。まず地球上のどこかにユダヤ教

徒の安住の地を取得し、列国から主権の承認を取り付ける。新しい約束の地は

パレスチナに限らず、アージャンティーナでもよい。欧州で迫害された民は新

天地めざして直ちに出発する訳ではなく、数十年の歳月をかけて漸進的かつ継

続的に移住する。まず貧窮のどん底で苦しむ者が、真先に移住して土地を耕す。

多少ましな階層－一高等教育の門戸開放で社会に大量に送り出された小知識層

一一が、その後に続くだろう。ただし、この移住は完全に自由意志に基き、厭

な者は欧州に残留すればよい一一と。
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ヘルツルの所論は反響を呼び起こし、ユダヤ教徒の問で論議の的となった。

その所説が反セム主義者に絶好の口実を与え、長い苦難の歳月の末に、営々と

築き上げた同胞の社会的基盤を根底から掘り崩しかねないからである。

彼は離散の民の末裔の苦境を述べているが、他のユダヤ論客のように反セム

主義そのものを論駁しなかった。むしろ人心に深く根差した反ユダヤ感情を前

提とした上で、差別と迫害から免れる緊急避難策として、新しい〈出エジプト〉

を提議する。ヘルツルはジャーナリストらしい行動力で、自分の理想を実行に

移そうと粉骨砕身した。そのためには、私財を注ぎ込み、家族を犠牲にし、挙

句の果てには命まで縮める。

国際会議　ヘルツルは警醒の書を出版する前に、二人のユダヤ慈善

を　開　催　事業家一一モーリツ・フォン＝ヒルシュとエドモン・ド

＝ロツチルド一一に会って協力を求めた。前者はロシアから脱出した同胞に救

いの手を差し延べ、みずからユダヤ植民協会を設立して、南米のアージャンティ

ーナに開設の農園に送り込む。後者はドイツのロートシルト家の分家の当主で

フランスに住み、パレスチナで農園を経営して東欧から移住のユダヤ農民に働

き場所を提供する。だが、二人の億万長者はいずれも歓迎せざる客を冷たくあ

しらい、その言に耳を傾けようとはしなかった。16

両者の態度が示す通り、概して富裕なユダヤ教徒ほど政治的シオン主義に警

戒心を抱く。ヘルツルの主張は、同化を正面から否定している。このような提

言は、同じ信仰の同胞の平穏な生活に波紋を投げかけ、ユダヤ教徒はキリスト

教国家にとって獅子身中の虫という非難の裏付けとなる。

一方、ヘルツルも金満家の同胞を見限り、自力で運動体の結成に踏み切った。

熱情溢れる青年層から支持を取り付ければ、いかなる障害も乗り越えられよう

一一と。それ以来、彼は国際的団体の設立に奔走し、欧州の各地に支部の網を

張りめぐらす。

ヘルツルの言動は、年来の友人知己からも批判された。しかし、彼はさまざ

ま反対や妨害を押し切り、1897年8月29日、約二百人の代表をスイスのバーザ

ルに集め、第一回世界シオン主義会議を開催した。あの小冊子の刊行から、わ

ずか一年半後のことである。ヘルツルは世紀末の預言者として、大会の基調演

説で熱弁をふるう。「ここに参集する者は、ユダヤ民族が難を避ける建物の礎

石を置いた」と。

この会議は一握りの陰謀者が官憲の目をかすめて開く地下の秘密集会ではな

く、全世界に向けて公然と運動の方向を宣言した。政治的シオン主義の目的は、

ユダヤの民のために国際法で保証された故地をパレスチナに創設することであ

る一一と。ヘルツルはもはや一介のジャーナリストにとどまらず、あたかも末
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采の国家元首のように振る舞い、この小さな国際機構を率いて目標貫徹に猪突

猛進する。

政治的シオン主義の唱道者は新聞記者時代に培った人脈を利用し、持ち前の

雄弁と強固な意志力で理論を実践に移そうとした。彼は書き上げたたばかりの

台本を手に、国際政治の舞台で自作自涜する。主役はヘルツル白身で、相手は

大国の皇帝、国王である。彼は政府を代表する貴族出身の外交官でもなく、単

なる民間団体の代表者に過ぎなかったが、列国の宮廷を巡って個人外交を展開

した。だが、事態は脚本のようにうまく運ばなかった。

聖地古こ移住　手初めにヘルツルはイスタンブールに赴き、トルコ

を　認　め　ず　皇帝に拝謁を願い出て、パレスチナに移住の許可を

得ようと試みる。当時、オスマン帝国の政府は〈壮麗の門〉　と呼ばれていたが、

突然の申し出に扉を堅く閉ざすだけだった。

そこで彼は目標をベルリーンに転じ、再興ユダヤ国家がトルコの宗主権の下

でドイツの保護国となるよう望んだ。彼自身は同化ユダヤ教徒としてヘブライ

語を知らず、ドイツ語を母国語として話すだけに、プロシアのホーアンツオラ

ルン家に期待と親近感を抱く。この王朝の下でドイツは国家統一を達成し、急

速に世界の強国にのしあがった。そして欧州大陸の新興国として、トルコと友

好関係を樹立する。17

1898年秋、皇帝ヴィルヘルム二世がエルサレムを訪問した機会に、ヘルツル

は後を追って聖都に向かう。現地のユダヤ教徒はトルコ官憲を恐れて、シオン

主義運動の立役者を敬遠した。

しかも接見は失望に終わる。皇帝は何の言質も与えず、ただ一層の調査が必

要と答えただけだった。イスタンブール駐在のドイツ大使、ベルリーンの外務

省高官も、トルコ側の反対を見越して、ヘルツルの唐突な申し入れに乗り気で

なかった。18

最初の目論見は、実を結ばなかった。だが、ヘルツルはあきらめずに個人外

交を続行する。彼はあちこちに賄賂をばらまいた末に、1901年6月、ようやく

イスタンブールでオスマン帝国の皇帝アブダルハミード二世に会見できた。先

祖のスルターンはかってヴィーンを包囲し、強大な軍事力で欧州のキリスト教

世界を脅かしたが、その子孫は旧敵からの巨額の借金で、ほとんど破産状態に

陥っていた。そこで海の物とも山の物とも知れぬユダヤ団体の代表に会い、外

債の肩代わりという奇特な申し出を聞いてみる。

ヘルツルは世界中の富裕なユダヤ資産家から出資を得て、老大国の近代化に

責献できると大風呂敷をひろげた。かわりにトルコ側は聖地移住に許可を与え、

各種の開発事業を認可する。この提案に皇帝は直接答えず、イスラーム世界に
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おける聖俗の最高権力者にふさわしい威厳をもって、帝国の領土内に〈経典の

民〉が避難してくれば、将来にわたって保護すると述べた。

念願の会見が実現した後、ヘルツルはトルコ当局者と具体的な交渉を始める。

だが、その要求はユダヤ側で三千万英ポンドを調達し、対外負債の返済に充当

するという法外なものだった。彼は同胞の金融資本家と決裂しただけに、これ

ほどの巨費を工面できる当ては全くない。しかも見返り条件とは、パレスチナ

以外のトルコ各地にユダヤ教徒を分散して受け入れるというもので、シオン主

義運動の望む大量集団移住ではなかった。これではユダヤ国家の再興どころか、

ユダヤ教徒の移民はイスラーム帝国の臣民とならねばならない。

その後、二度もヘルツルはイスタンブールに呼ばれ、話し合いを続行する。

だが、トルコ側は並行して欧州の銀行団と交渉を進めていた。ヘルツルの提案

は駆け引き材料としてに利用されるだけで、皇帝はどんなに金に因っても聖地

を〈売り渡す〉　ことまでしなかった。結局、ヘルツルはトルコ・ユダヤ共同拓

殖協会の免許状を入手できず、パレスチナに集団移住の構想を断念するしかな

かった。19

人国籍河I唄　ヘルツルはドイツ、トルコとの交渉に失敗し、今度は英

の代償古こ　国に目を転ずる。ユダヤ教徒の安住の地は、欧州の‘強国

の庇護下に置かれなければならない。大国の後押しがあってこそ、頑迷なトル

コもユダヤ移民をパレスチナに受け入れるだろう。1900年、世界シオン主義会

議は初めて欧州大陸を離れて、第四回大会を英京のラングンで開いた。この世

界最大の植民地帝国なら、移住問題に理解を示すだろう。

それまで英国は非クリスチャンの少数派に対して相対的に寛答で、ユダヤ教

徒も社会環境によく同化していた。ところが、過去十数年にわたって東欧から

ユダヤ難民が流入を続け、ランダンの室民街に住み着く。その存在は低賃金労

働者の供給源となり、社会的摩擦を引き起こすに至った。当時の首相アーサ・

ジェイムズ・パルプアはユダヤ移民の締め出しを真剣に検討し、そのために審

議会を設置した。英国のシオン主義者は政府に働きかけ、ヘルツルを公聴会の

席に参考人として招くのに成功する。

この審議会の一員に、英国ロスチャイルド家の当主ナサニヤル・マイアがい

た。彼はシオン主義に反対で、パレスチナに集団移住の計画など頑から斥け、

ヘルツルの出席に消極的態度を示す。このユダヤ銀行家は信じた。ドレフ’エス

事件で揺れたフランスとは違い、ドゥヴァ海峡のこちら側には反セム主義など

存在しない一一と。政治的シオン主義の代表が公聴会で持論を展開すれば、ユ

ダヤ教徒は英国社会に同化できぬ異分子であることを立証し、入国制限の港律

制定につながる一一と、彼は心配したからである。

－51－



しかし、この機会を逃さずにヘルツルはロスチャイルド一族に会い、熱心に

自説を吹き込む。彼はかってパリの分家にシオン主義の理想を説くのに失敗し

てから、この億万長者の一族に悪感情を抱く。だが、英国政府の支持を得るに

しても、この有名な国際金融資本の了解なしには何もできない。ヘルツルはロ

スチャイルドの好まぬパレスチナ案を引っ込めて、代わりにサイプラス島とシ

ナイ半島の抱き合わせ案を作成し、英国政府に持ち込んだ。

植民地省と外務省はヘルツルに好意的態度を示し、この代案を真剣に検討す

る。外国人取り締まり法の制定で東欧のユダヤ難民を締め出すためにも、どこ

かに受け皿を用意しなければ、英国内の世論が承知しない。二十世紀に入って

から、ロシアのラマナフ王朝はますます末期的症状に陥り、新たなユダヤ教徒

の迫害が始まった。

だが、東地中海の孤島に離散の民の末裔を送り込めば、英領になって日が浅

い島の戦略的価値を危うくするだろう。住民はキリスト教徒のギリシャ人とイ

スラーム教徒のトルコ人で、ここにユダヤ教徒が割り込めば、三つ巴の紛争は

避けられまい。

ナイル河の　英国政府はユダヤ教徒の入植地として、シナイ半島

分水計画　のエル＝アリシュに賛意を表した。ここはガザの西

南約八十男の海辺の町で、渇れ川の河口に位置する。『旧約聖書』の記述によ

ると、神は「エジプトの河から大河のユーフラテスまで」の地をアブラハムの

子々孫々に与えると約束した。エジプトの河とはナイルの流れではなく、この

砂漠の水無し川だという。

シナイ半島はパレスチナに隣接し、モーセがイスラエルの民を率いて四十年

もさまよった荒野である。トルコの反対で聖地へ移住できないからには、ここ

は次善の候補地となろう。ただし、シナイ入植計画はラングンの一存では決ま

らず、カーヒラの承認を取り付けねばならない。

1517年、マムルーク王朝が滅亡して以来、エジプトはオスマン帝国領となっ

た。しかし、十九世紀の前半、アルバニア出身のトルコ武将メフメト（ムハン

マド）・アリーが四十年以上もナイル河の三角洲に覇を唱えると、エジプトの

歴代の大守はイスタンブールの束縛から脱し、事実上の独立を獲得した。だが、

近代エジプトの創始者の子孫はトルコの宗主と同様に外国から借金を重ね、返

済不能の状態に陥り、欧州諸国の干渉を受ける羽目となった。1882年、英駐屯

軍は内乱に軍事介入して、とうとう全土を占領する。それ以来、エジプトの真

の支配者は、英国人となった。20

今度もヘルツルの意図は挫折した。砂漠の乾燥地を開墾するためには、ナイ

ル河から潅漑用水を引かねばならない。エジプト政府は専門家の調査報告に基
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き、この分水案を却下した。その計算によれば、入植計画が成功するには、当

初の見積もりより約五倍の水を必要としたからである。

そこで1903年、英国政府はシナイ半島に代わって、アフリカ中東部のユーガ

ンダを持ち出した。新たな候補地は内陸の高地に位置し、高温多湿の海岸地方

に比べれば、気候風土はまずまずで、欧州人の入植地に適している。政治的シ

オン主義運動は発足から六年目を迎えながら、ヘルツルの努力にもかかわらず、

一片の土地も確保できなかった。歳月が空しく過ぎ去る問に、東欧のユダヤ教

徒の窮状は、絶望的に悪化している。さしあたり、緊急の避難場所は、この奥

地以外にあるまい。

分裂の危　英国政府の意向がバーザルで開催の第六回世界シオン主

機古こ直面　義会議に伝えられると、賛否両論の嵐を巻き起こした。

ある者は手放しで喜ぶ。ついに大国が故国回復運動を承認し、援助の手を差し

延べた一一と。ある者は逆に憤激の意を表明する。ユーガンダは絶対にシオン

の地とはなり得ない一一と。東アフリカの代替案をめぐって議論が沸騰し、大

会は大荒れに荒れた。執行部はユーガンダ入植計画の賛否を問わず、現地に調

査団の派遣を求める決議で、事態の収拾を図る。大会は賛成二百九十五、反対

百七十八、棄権百で原案を採択し、どうにか分裂を回避できた。21

この大会で政治的シオン主義は歴史的転換点にさしかかり、同時に深刻な内

部矛盾を露呈する。六年前に同じバーザルで第一回大会を開催して以来、この

運動体には基本路線をめぐって、二つの潮流一一ドイツ、フランスなどの中・

西欧派とロシア、ルーメイニアなどの東欧派一一が対立した。両者の立場の相

違は、それぞれの地域でユダヤ教徒の置かれた社会的環境の差に由来する。

反セム主義は時代の風潮として欧州全域にひろがったが、東と西では様相を

巽にしていた。西側社会では離散の民の末裔に対する偏見や蔑視が相変わらず

残っていても、ユダヤ教徒はそれぞれの国民として市民的権利を享受する。仮

に政治的シオン主義運動の夢が現実となっても、同化ユダヤ教徒が現在の生活

と社会的地位をなげうって、自然環境の厳しいパレスチナへ移住するかどうか、

極めて疑問視された。22

極言すれば、中・西欧派にとって、ユダヤ国家を再興する場所は、迫害のな

い地ならどこでもよい。実際、シオン主義運動の聖典となった小冊子で、ヘル

ツルは移住先として必ずしもパレスチナだけにこだわらないで、候補地として

南米のアージャンティーナを挙げている。だが、第一回大会で採択された宣言

は、東欧派の強い要望を反映して、パレスチナにユダヤ教徒の故国創設をうた

いあげた。

実際、迫害が激しければ激しいほど、反射的にシオンの地へ憧憬の念は強ま
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る。東欧からヘルツルの運動に参加した者は、多くが社会主義者であり、ある

いは革命家であった。その急進性は指定居留地における積年の抑圧と窮乏から、

そして厳格なユダヤ教正統派の宗教的風土から生まれた。国外脱出は迫害から

逃れる唯一の解決策であり、移住者が安住の地を求めるなら、それはシオンの

地・パレスチナでなければならない一一と。

ヘル、二ノル　ヘルツルが政治的シオン主義の福音を説いた時、中・西

の　　　　死　欧で概して冷たくあしらわれたのと対照的に、東欧では

救世主のように迎えられる。彼自身は貴族趣味の自由主義者であり、当時の欧

州にひろまった社会主義的傾向とは無縁で、性急な革命よりも漸進的改革をめ

ざした。だが、彼の雄弁と行動力は社会主義者の問からも信奉者を引き付け、

絶望的窮状にあえぐ多数の被抑圧民に一接の希望を与える。

しかし、ユダヤ国家再興運動がようやく軌道に乗ると、このカリスマ的人物

も東欧派の批判を免れない。ヘルツルはユーガンダ問題で、出席者から面と向

かって裏切り者と罵られる。もともと世界シオン主義会議はさまざまな傾向の

分子の集まりで、決して一枚岩の組織ではなかった。東欧派は幾つもの派閥に

分かれ、舞台裏の工作を繰りひろげる。大会の終了後、ロシア出身の一部の代

表は帰国してから分派的行動を起こし、政治的シオン主義運動の開祖に事実上

の退陣勧告を突き付けるほどだった。

1904年7月　3日、ヘルツルはまだ四十四歳の若さで、心臓発作のため急死し

た。健康状態の悪化にもかかわらず、その早過ぎる死の数カ月前、彼は最後の

力を振り絞ってローマに出かけ、イクリ国王エマニュエレ三世と教皇ピオ十世

に会う。

だが、最後の個人外交は何の実も結ばなかった。国王はかつて聖地巡礼に出

かけただけに、ある程度まで現地事情を知っていたが、訪問客の議論を真剣に

取り合おうとしはなかった。カトリックの首長はシオン主義運動に共感を示さ

ず、相変わらず教会の頑なな態度を示す。

八年前、ヘルツルは徒手空拳で国家再興運動を始め、その目標実現のため文

字通り東奔西走する。現代のモーセは虐げられた同胞を反セム主義の時代風潮

から救い出そうとしたが、約束の地を確保できぬまま世を去った。しかし、彼

の最大の功績は、欧州各国の元首、政府高官、政治家に、ユダヤ教徒の窮状と

希求を幾らかでも認識させたことである。

ヘルツルの身命を投げうった努力にもかかわらず、政治的シオン主義運動は

英独仏などの先進諸国で、同信者の問にごく少数の支持者しか獲得できなかっ

た。とりわけ同化の進んだ英国では、この運動の同調者のほとんどが東方から

流入した難民だった。
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一方、支持基盤の固い東欧では、情勢が急速に悪化する。ヘルツルの死と符

節を合わせるかのように、ロシアで迫害が再燃した。

文　明　の　ヘルツルはユダヤ国家の再興を論ずるに際して、パレス

前口肖基地　チナ住民の反応をほとんど考慮に入れなかった。政治的

シオン主義の痙唱された時代は、欧州の帝国主義列強がアフリカを分割した時

期に一致する。このユダヤ民族主義者も時代の子として、白人が強大な軍事力

を背景として、アジア、アフリカ、ラテン・アメリカに植民地を獲得するのに、

何の疑問も抱かなかった。彼は例の小冊子『ユダヤ国家論』の中で、次の通り

率直に述べている。

…皇帝陛下がパレスチナを下賜されるなら、われわれはお返しにト

ルコの全財政の立て直しを引き受けできよう。アジアに対するヨーロ

ッパの防壁の一角を、われわれはパレスチナに築き上げねばならない。

これこそ野蛮に対抗する文明の前哨基地である。われわれは（ユダヤ

国家再興の暁には）中立国としてとどまり、欧州全体と友誼を保たね、

ばならない。われわれの存在を、欧州が保証せねばならぬからであるよ

1880年代のロシアの大迫害後、ヘルツルの所論より十数年も先立って、少数

の先駆者がトルコ政府の許可を得てパレスチナに移住し、沼地や荒野の開墾に

励んでいた。この集団は農業の経験を全く持たなかったが、ユダヤ教徒も　〈生

産的労働〉　に従事できると固く信じて、額に拝しながら慣れぬ農作業にいそし

む。ある者は病に倒れて聖地の土に帰り、ある者は絶望のあまりアメリカに渡

るか、あるいはロシアへ戻った。しかし、少数の開拓農民は困難を乗り切って、

神の約束の地に再び根をおろす。

ヘルツルは政治的シオン主義の聖典の中で、この種の移民を〈浸透〉　と呼び、

誤った原則に基くと斥けた。現地住民は移住者の増加に脅威を感じ、トルコ政

府に移民の流入停止を働きかけるだろう。だから、ユダヤ教徒が一定の土地に

主権を獲得できなければ、移住は徒労に終わるだろう。そこで特定地域の支配

者と取り引きして、その地を欧州の大国の保護領とするなら、見返りに負債の

肩代わりや道路の建設など巨大な利益を提供できよう。ユダヤ国家の創設は近

隣諸国にも好都合である。（現在は荒れるに任せた）土地が耕作されるように

なれば、計り知れぬほどの規模で周辺部の価値を高めよう一一と。

彼は利に聡いユダヤ商人の家に生まれただけに、勘定尽くでシオンを論ずる。

だが、現地の反覆について、その見通しは誤っていなかった。すでに1891年、

エルサレム在住のアラブ人有力者たちは異教徒の急増に不安を感じ、五百人の
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署名を集めてイスタンブールの壮麗の門にロシア移民の禁止を陳情する。1893

年と1901年、トルコ政府は入国制限令を布告した。もっとも、綱紀の緩んだオ

スマン帝国の統治下、禁令は汚職役人の買収で容易に骨抜きできた。

ヘルツルの死の翌年の1905年、世界シオン主義会議は第七回大会を前回と同

じバーザルで開き、ユーガンダ入植案を最終的に葬り去る。ユダヤ国家再興運

動は〈アフリカのシオン〉をめぐる対立から大揺れに揺れたが、やはりヘルツ

ルあってこその組織だった。卓越した指導者を失って、会議は将来への展望を

欠く。政治的シオン主義が息を吹き返すには、十年後の欧州大動乱を待たねば

ならなかった。
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民族的故　一枚の紙片が中東地域の歴史を変え、数世代にわたって

地の樹立　ユダヤ、アラブ双方の命運に重大な影響を及ぼす。第一

次世界大戦もたけなわの1917年11月2日、英国のロイド＝ジョージ内閣は国策

として政治的シオン主義に肩入れするよう閣議で了解し、バルブア外相の名で

次の書簡を在英ユダヤ社会の大御所ロスチャイルド卿宛てに送った。

…陛下の政府はユダヤの民のために民族的故地をパレスチナに樹立

するのに賛同し、この目的実現を促進するために最善の努力を払うも

のとする。しかしながら、次の点は明確に了解されなければならない。

すなわち、パレスチナに現存する非ユダヤ共同体の公民的、宗教的諸

利を侵害し、あるいは他のいかなる国においても、ユダヤ教徒が享受

している諸権利ならびに政治的地位を侵害する恐れのあることは一切

してはならない。23

ヘルツルの死から数えて十数年、ここに政治的シオン主義運動は欧州の大国

から認知された。この対ユダヤ政策はパルプア宣言として知られ、やがて聖地

を騒乱の淵に投げ込む。当時のパレスチナはオスマン帝国の領土で、英国の主

権の及ぶ土地ではなかった。もちろん、住民は事前の相談を受けることなく、

遠い外国の首都でなされた政治的決定について知る由もない。ただ英国の遠征

軍がエルサレムをめざして進撃中だったので、支配者の交替は現地住民の問で

予感された。

1914年8月、オーストリア皇太子フランツ・フェルディナンドの暗殺事件が

発火点となり、戦火はたちまち欧州全域に燃えひろがった。同年10月末、トル

コも独嘆の同盟国陣営に加わり、英仏露の連合国に宣戦を布告する。その結果、

中東のパレスチナも、欧州大戦の戦場の一部となった。トルコの駐屯軍がシナ

イ半島の砂漠を越えてスエズ運河に迫ると、エジプトに駐屯の英軍は欧亜の連

絡水路のスエズ運河を守るため、必死になって反撃した。24

欧州の大動乱は、ユダヤ国家再興運動にも深刻な影響を及ぼす。大戦の勃発

当時、世界シオン主義会議は本拠をベルリーンに置き、細々ながら活動を続け

ていた。その執行部の顔触れは、三人がロシア人、二人がドイツ人、一人がオ

ーストリア人（ロシアから帰化したばかりだった）で、敵対陣営に二分された。
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政治的シオン主義は分裂回避のために中立を標傍したが、事実上、活動停止の

状態に追い込まれる。

しかし、傘下の組織は参戦諸国を襲った熱狂的愛国主義の虜となって、それ

ぞれの政府を支持した。その傾向はとりわけ独壊両国で著しく、同化ユダヤ教

徒がいかに　〈祖国〉　に忠誠を誓っているか、兵役志願の具体的行動で証明する。

ヤハウェの信徒は信じた。この戦争に勝てば、ロシア皇帝の専制支配下で苦し

む東欧の同胞を解放できるだろう。そのためにも英仏露の連合国を撃ち破らな

ければならない一一と。

実際、戦争の開始と共に、新たな迫害がロシア帝国で始まる。軍部と官憲は

ユダヤ住民の内通を恐れて、敵国に隣接の指定居留地から数十万人を強制的に

立ち退かせた。唯一絶対神の信徒が内心ひそかにロシアの敗北をを待望しても、

決して不思議ではない。連合国側の勝利は反セム主義的圧政を恒久化し、離散

の民の末裔をいっまでも隷従的地位にとどめ置きかねない一一と、憂慮された

からである。

大戦初期の状況下では、政治的シオン主義運動は中立の原則をよそに、一般

にドイツ支持に傾く。トルコ政府は東欧からパレスチナに入植したユダヤ開拓

農民をロシアのスパイと疑い、国外追放さえ真剣に考慮する。だが、その出身

地の大半が独軍の占領下に入ると、聖地のユダヤ移民はすべて敵の回し者とば

かりは極め付けられなくなった。独壊陣営のシオン主義者はパレスチナ在住の

同胞を保護するためにも、イスタンブールを味方に取り込んだベルリーンの権

力者と手を結んだ。

ヴァィ、＿ソマ　ン　しかし、英国内の活動家は同盟国陣営の同志と

の　政界工作　は異なり、連合国側の究極的勝利を信ずる。そ

の代表的人物がハイム・ヴァイツマンで、精力的に政界工作を推進した結果、

ついにバルブア宣言を獲得した。

未来のイスラエル初代大統領はロシア出身の化学者で、ユダヤ教徒に高等教

育の機会をほとんど奪った差別的制度のため、ドイツとスイスに留学する。彼

は学業を終えた後、生まれ故郷に帰らなかった。英国に移住してマンチスタ大

学で研究生活を送り、爆薬の原料製造工程の改善に実績を挙げ、軍需産業に大

いに責献した。彼は若い頃から政治的シオン主義運動に加わり、例のユーガン

ダ入植案をめぐる論争で、ヘルツルに抵抗した一人だった。

パルプアとヴァイツマンの出会いは、〈アフリカのシオン〉にからむ思惑か

ら始まる。この政治家は反セム主義の批判者を自任していたが、首相在任中に

は不本意ながら東欧系ユダヤ難民の入国を締め出す法律の制定に尽力せねばな

らなかった。
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1906年、パルフアは首相を辞任して総選挙に臨み、選挙運動の忙しい日程を

割いて、このシオン主義活動家の学者と会い、ユーガンダ案に反対した理由を

たずねる。この機会を逃さず、ヴァイツマンはパルプアに政治的シオン主義の

教義を吹き込み、移住先としてパレスチナ以外の土地は論外と説明した。25将

来、この個人的関係は、大いに役立っ。

ヴァイツマンの政界工作は、ベルリーンの本部で決定した中立原則から明ら

かに逸脱していた。しかし、彼は執行部の一員でなかったので、この方針を無

視して個人的活動に打ち込む。手初めにマンチスタ大学の人脈を利用して政界

有力者に近づき、パレスチナの戦略的重要性を熱心に説いて回った。

彼は政治家を相手にひたむきに語る。欧州大戦が連合国側の勝利に終わればも

当然、オスマン帝国は解体されよう。トルコ領の中東地域は英本国と植民地イ

ンドとの問に横たわり、大英帝国の生命線を押さえている。その一角に親英ユ

ダヤ国家が設立されれば、スエズ運河の防壁となるだろう一一と。

この政治的シオン主義の使徒は話術に巧みで、柏手が信心深いクリスチャン

ならば、話題を政治と軍事の問題から宗教に転じた。千八百年前、ローマの圧

政のためパレスチナから散り散りになったイスラエルの民の末裔が、異郷で筆

舌に尽くせぬ辛酸を嘗めた末に、いま祖先の地へ戻ろうとしている。それには

英国の後押しが是非とも必要だ一一と。

彼の説得工作の対象になった政界有力者は十九世紀の教育を受け、幼い頃か

ら聖書の物語に親しんでいたので、ヴァイツマンの熱弁に一も二もなく感動す

る。ヘルツルが欧州各国の皇帝や国王から支援を得るために東奔西走したよう

に、ヴァイツマンは英国各界の要人の理解を求めて、実に二千人と面談した。

その努力が効を奏して、国際シオン主義運動は政治家の間だけでなく、外務省

や植民地省の高官の間にも支持者を次第に獲得した。

閣議をこ覚　ヴァイツマンはアスクウィス内閣のデイヴィド・ロイド

書を提出　＝ジョージ蔵相に会員を求める。だが、この自由党の実

力者大臣は多忙を極め、代わりに地方自治相でユダヤ教徒のハーバト・サミュ

アルに会うよう勧めた。せっかくの紹介だったが、ヴァイツマンは藍回しの面

会にあまり乗り気でなかった。英国のユダヤ共同体の有力指導者はロスチャイ

ルドに代表される通り、一般に政治的シオン主義に好意茹招いていなかったか

らである。

渋々ながらの会談は、予想外の結果を産む。ヴァイツマンはサミュアルから

最大の好意で迎えられたばかりか、もっと大きな要求を出すよう逆に激励され

た。このユダヤ教徒の政治家はシオン主義運動の要望事項一一大戦の勝利後、

パレスチナを英国の保護領とする一一を自ら長文の覚書にまとめ、閣議に提出
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する。だが、問題がトルコ領の分割にかかわるだけに、戦時下の盟邦フランス

との外交関係を顧慮して、この提案はすぐに受け入れられなかった。

実際、閣内でサミュアルの支持者はロイド＝ジョージだけで、首相のハーバ

ト・ヘンリ・アスクウィスほ何の関心も示さなかった。政治的シオン主義の目

標は白日夢に過ぎず、大英帝国に不必要なばかりか、むしろ好ましくない重荷

を背負わせると判断したからである。有力閣僚のエドウィン・モンクギューは

ユダヤ教徒だったが、強硬な反対意見の持ち主で、シオン主義者はドイツ帝国

主義の手先に他ならず、利敵行為者と決めつけるほどだった。

1916年の暮れ、アスクウィスはアイルランドの騒乱事件や戦争指導態勢をめ

ぐる閣内対立から辞任し、ロイド＝ジョージが首班となる。この政権交替は閣

内の雰囲気を一新し、やがて事態をヴァイツマンに有利に運んだ。親シオン主

義者のサミュアルは閣外に去ったが、口うるさいモンクギューも閣僚から外さ

れた。パルプアは海軍大臣から横すべりして、新内閣で外務を担当する。　折

りLも中東の戦線で、軍事情勢は新たな展開を示す。アスクウィスの退陣と符

節を合わせるように、英軍はシナイ半島を占領し、翌年春の攻勢でパレスチナ

西南端のガザ地帯に兵を進める。しかし、ガザの町そのものの攻略には失敗し

て、しばらく進撃を停止せねばならなかった。

1917年5月、ロイド＝ジョージ内閣は大英帝国の安全保障を長期的視野から

考慮するなら、トルコ領のメソポタミアとパレスチナ、ドイツ領の東アフリカ

を保有せねばならぬとの見解に達した。聖地が帝国防衛に不可欠の一環として

取り上げられて、英国のシオン主義者は活気づき、宣伝工作を強化する。

宣言の葦　いまや流れは変わった。政治的シオン主義は英国の政官

案を作成　界に深い影響を及ぼし、外交政策を左右する。パレスチ

ナは大英帝国の安全保障に必要なばかりか、連合国側の勝利の前提条件ともい

うべき意味合いを帯びるに至った。ヴァイツマンは警告を発する。英国が早く

公式に態度を明らかにしなければ、ドイツのシオン主義者が先手を打って、ト

ルコからパレスチナを獲得するだろう。このような事態に至れば、ロシアとア

メリカ在住のユダヤ教徒に大きな心理的打撃を与え、戦局に不利に響くかも知

れない一一と。

実際、ロシアは相次ぐ軍事的敗北と国内の不穏な情勢で、戦争から脱落する

一歩手前だった。パレスチナが英国を筆頭とする連合国側の手中に確保される

なら、ロシア国内のシオン主義者は勇気づけられて、対独単独講和の動きを封

ずることができよう。一方、アメリカ合衆国は1917年4月、ようやく英仏露の

陣営に加わった。しかし、米国のユダヤ教徒は東欧系が多いだけに、あの大迫

害の記憶はまだ薄らいでいない。
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米国の参戦は帝政ロシアに挺入れすることになり、ユダヤ系米国市民の問で

不評を買う。大統領のウドロウ・ウィルスンが戦時公債の引き受けを要請した

時、ユダヤ銀行家の反応は消極的だった。だが、英仏の連合国は欧州の西部戦

線で死力を尽くしているだけに、大西洋の向こう岸からの援軍到来で大いに励

まされる。そめ上、アメリカのユダヤ教徒の積極的協力が得られるならば、心

強い限りに違いない。

十九世紀の末以降、離散の民の末裔は新大陸に根を下ろして、金融、実業、

言論の分野に大勢力を築き上げている。大戦の勃発以来、この国でも政治的シ

オン主義運動の支持者が急増した。米国内の支持を視界に入れて、在英のシオ

ン主義者は政治工作を進める。もし、英国政府がパレスチナに関して何らかの

言質を与えれば、米国内の世論に好影響を及ぼし、ひいてはアメリカの国力を

勝利に向けて動員できるだろう一一と。26

パルプアはアスクウィス内閣の海相時代にヴァイツマンと会い、因縁の個人

的関係を復活した。当時、このシオン主義活動家の化学者は海軍省の技術顧問

を務めていたので、海軍大臣は官僚組織の中で上司に当たる。1917年7月、す

でに外相に転じたパルプアはパレスチナに関する公式政策の表明を準備し、政

治的シオン主義運動側の望むような宣言草案の提示を求めた。ヴァイツマンの

政界工作はついに実を結ぶ。

難航の閣　ロスチャイルド家はかつてヘルツルに冷淡だったが、時

議　決　貢巨　流の変化を敏感に悟って宗旨がえし、英国シオン主義連

合の会長の座に収まっていた。最初の原案はロスチャイルドの名でロイド＝ジョ

ージ内閣に提出され、「パレスチナをユダヤの民の民族的故地として承認する

原則」27を盛り込む。首相と外相の支持を得て、この草案は問題なく閣議で了

承されるはずだった。

ところが、折りも折り、ユダヤ教徒でありながら、熱烈な反シオン主義者の

モンクギューが、内閣改造で閣僚に返り咲く。彼の猛烈な反対で、議論はまと

まらなかった。枢密院議長として閣内で第二の地位を占めるジョージ・ナサニヤ

ル・カーズンも、この宣言案に大きな疑問を投げかける。不毛の地のパレスチ

ナは、大規模なユダヤ移民を吸収できるか？　現地のアラブ人をどうするつも

りか？カーズンはかつてインド総督を務めただけに、植民地経営の観点から

民族主義的反撥を憂慮した。

パルプアは閣内の慎重論に反撃して、最後の切り札を持ち出す。ドイツ政府

は国内のシオン主義者の歓心を買うのに、いま全力を尽くしている。その試み

が成功すれば、全世界のユダヤ教徒の大多数は敵陣営に味方するだろう。とり

わけアメリカのユダヤ系市民は、心情的にドイツに傾いている一一と。
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閣議は何度も決定を延ばした末に、1917年10月31日、バルブア宣言の文案を

承認した。それは11月　2日の日付で、ロスチャイルドに伝達される。しかし、

その内容は原案とはかなり異なった。民族的故地とパレスチナの関係は、慎重

な言い回しで和らげられた。その樹立について英国は最大限の努力を惜しまぬ

が、文面上は何の具体的な義務を負わない。しかも、人口の九割に及ぶ現地の

アラブ住民を　〈非ユダヤ〉　という奇妙な表現で片付けながらも、その権利を侵

害してはならぬと釘を刺す。

バーザルで開催された世界シオン主義会議の第一回大会から数えて丁度二十

年、ユダヤ国家再興運動は欧州の大国から承認され、ここに新時代を迎える。

しかし、パルプア宣言のいう　〈民族的故地〉　は、そのまま主権国家を意味する

訳ではない。ヘルツルの夢が実現するまでには、さらに三十年の歳月を要する。

その間、パレスチナは争乱の地と化し、乳と蜜の代わりに血と涙が流れた。
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＜第二善巧の註と参考文献＞

1この時期の反セム主義の性格について、論者によって見解が分かれている。欧州の

キリスト教社会におけるユダヤ嫌いの風潮は、イエスを礫刑に処した責任を問う宗教的感

情、社会の少数派に対する警戒心から生じた人種差別的偏見に基いていたが、十九世紀の

末には経済的理由が大きくなった。〔G．P。 Gooch，A Eistory of Our Time，1885－1914

（0Ⅹford‥0Ⅹford University Press，Reprinted by HaruZen，Tokyo，1960年）、170貢〕

それまで蔑視された被差別民が経済的実力を付け、特に一部の者が巨万の富を積んだた

め、社会の貧しい多数派から羨望と反感を買ったからである。

反セム主義の盛衰と景気の変動には、一連の相関関係を見出すことができよう。経済危

機の時代、反ユダヤ主義は勢いを得る。興隆期の資本主義体制が社会の旧秩序を揺さぶる

と、自由競争の脱落者は張本人を手近な所に求めた。一部のユダヤ商人や金融業者が買い

占めや投機に走り、不利益をこうむった階層に憎しみと恨みを植え付ける。だが、世間全

般にみなぎる反ユダヤの気風は、経済的理由からだけでは説明できず、根底に人種主義的

衝動を秘めている。

とりわけドイツでは、ユダヤ嫌いの風潮が宗教的反セム主義から人種的反セム主義に転

換した。〔Walter Laqueur，AIistory of Zionism（New York‥Schocken Books，1976年）、

29貢〕

後に、これはユダヤ〈劣等民族〉の抹殺を意図する人種差別主義に発展し、ヒトラル支

配下の欧州各地で猛威を振るう。

2　ヘルツルの著作について、本稿では次の資料集の英文抄訳を参考にした。［恥1ter

Laqueur and Barry Rubin（Eds．）， TheIsrael－Arab Reader： AI）ocumentaryⅡistory

of theⅡiddle East Conflict，Revised and updated（Earnonds甘Orth：Penguin Books，

1985年）、6～11貞］引用はすべて同書から訳した。

3　212年、カラカラ帝はユダヤ教徒にもローマ市民権を付与したが、417年にはコンス

タンティメス帝、423年にはテオドシウス帝によって、その権利を縮小された。さらに六

世紀には、ユステイニアヌス帝も同様の措置を取っている。〔Hernann Kinder and Werner

Eilgemann，The Penguin Atlas 旦至 WorldIistory：Vol。Ⅰ（EarmOndsworth：Penguin

Books，1979年）、155貢〕

4　ユダヤ教徒は過ぎ越しの祭日（エジプトのパロ〔ファラオ〕がイスラエルの民の集

団出国を認めぬため、ヤハウェはすべての家の長男を殺した。ただし、唯一神は信徒の住

む家の前を通り過ぎた一一との故事にちなむ）に酵母を入れぬパンを焼く。中世以来、ユ

ダヤ教徒は過ぎ越しの儀式にキリスト教徒の子供を殺し、その血をパンに混ぜている一一

と、根拠のない非難を浴びた。

1144年、この儀式殺人の最初の犠牲者になったと伝えられる少年は、ローマ・カトリッ

ク教会によって、聖人かっ殉教者として正式に認定されて、今日もなお等崇を集めている。

〔Peter Calvocoressi and Guy Wint，！！廷旦1旦旦r‥ Causes and Courses

Yorld Yar（Harmondsworth：Penguin Books，1974年）、236貢〕
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5　ガリチア地方の領主はユダヤ教徒の移住者に土地所有を許し、十四世紀の半ばに一

定の自治を認めた。〔Xartin Gilbert，JewishⅡistory Atlas，Third edition（London：

Weidenfeld and NicoIson，1985年）、33貢〕

6　金融の支配力や大銀行に対する非難攻撃は、勃興期の資本主義社会で特に目立つ存

在のユダヤ教徒に容易に矛先を転じた。同時に、地方の零細な金貸し業も蜃罪の羊に仕立

てられて、借金返済に苦しむ農民や地主の憎悪を一身に集めた。〔JameSJoll，堅旦型

墜些e1870：AnInternational Eistory（Ear皿Ondsworth：Penguin Books，1983年）、

106頁〕

7　フランス軍は占領地にナポレオン法典を布告し、ユダヤ教徒にも法の前の平等の原

則を適用した。

ヴェネチアでは1797年に、マインツでは1798年に、ローマでは1810年に、フランクフル

トでは1811年に、それぞれユダヤ教徒の特定居住区（ゲットウ）が解放されたが、1815年

のナポレオンの失脚後、旧態に復した。〔五artin Gilbert，前掲書、58貢］

81850年から1860年にかけて、ドイツ、オーストリア、イクリ、それにスカンディ

ネイヴィア諸国で、ユダヤ教徒は完全な市民的平等を獲得した。英国では1858年に最初の

ユダヤ系下院議員が選出され、1870年に最初のユダヤ学生が大学に進学した。

ドイツで高等教育の門戸が開放されたことにより、ユダヤ教徒の子弟は百人のうち二十

六人が大学進学課程のギムナジウムで学んだ。しかし、キリス教徒の子弟は百人のうち僅

か三人に過ぎなかった。その結果、第一次世界大戦前のプロシアで、弁護士は四人に一人、

医師は六人に一人をユダヤ教徒が占めた。［腎alter Laqueur，前掲書、26貢〕

9　十八世紀、ロシア帝国がポウランドを併合して国境を西へ押し拡げると、領土内に

三百万のユダヤ人口を擁することになった。女帝エカチェリーナ二世は黒海からバルト海

に至る地域を指定居留地と定め、そこにユダヤ教徒を囲いこむ。この領域は歴代の皇帝の

気まぐれな方針次第で、拡大あるいは縮小した。1880年代にはロシア全土の五百二十万の

ユダヤ教徒のうち、四百八十万が指定居留地に住んでいた。〔A血OS Elon，

Foundersand Sons（Ⅱarmondsworth：Penguin Books，1984年）、50～52頁〕

TheIsraelis：

10　十九世紀の中葉、ロシアの知識層の青年男女は社会改革の理想に燃え、とくに農民

に絶対的信頼を置いて、「人民の中へ」を合い言葉に革命運動に献身した。だが、農民が

知識階級に本能的な不信の念を抱き、皇帝に変わらぬ忠誠心を寄せていたので、人民主義

者の運動は失敗に終わった。しかし、農奴は解放された後、期待したような自作農になり

得ず、農村プロレタリアート化したので、革命宣伝の絶好の標的となった。

その後、革命運動は政治的テロリズムをめぐって分裂し、強硬派が〈人民の意志〉　と称

する団体を結成した。皇帝は過去十五年にわたって命を狙われていたが、この過激派のた

めに爆死した。〔Georg von Eauch，A Eistory of Soviet Russia（London：Thanes and

丑udson，1957年）、5～7頁〕

このテロリスト集団は人民の耐え忍んでいる苦難の原因を離散の民の末商に求め、ロシ

アの大衆に〈腐敗堕落のユダヤ教徒〉に対する蜂起を呼びかけた。〔Amos Elon，前掲書、

70頁〕

11この数字は、次の資料集による。〔某artin Gilbert， TheJews of Russia：Their

Eistoryin Xaps and Photographs，Third edition（Jerusalen：Steimatzky and the
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JeruSalem Post，1979年）、27貢〕

オーストリア統治下のガリチア地方は、帝政ロシアの支配下にあるよりは、ましな状

況だったが、ここからも多数のユダヤ教徒がアメリカに移住した。

121860年以降、オーストリア皇帝はユダヤ教徒の有力者に恩恵を施すことにより、絶

対専制主義から立憲主義への転換を示そうと試みて、ユダヤ教徒の富豪（銀行家、鉄道事

業家、株式投資家など）を次々と貴族に叙した。〔甘illiamO．HcCaggJr．，AEistoryof

EapsburgJews，1670－1918（Bloomington andIndianapolis：Indiana University Press，

1992年）、153貢〕ヘルツルが生まれたのは、まさにユダヤ教徒の富裕層が王権に取り込ま
れた時期だった。

1860年代、ヴィーン在住のユダヤ教徒はハープスプルク王朝支配下の社会に同化し、彼

らの成功は間近と思われた。ところが、1873年の株式市場の大暴落はキリスト教徒の国民

に対するユダヤ教徒の裏切りと見倣され、やがて反セム主義が猛威を振るう要因となった。

〔甘illian O．HcCaggJr‥　前掲書、156頁〕

13　当時の反セム主義の論者は、ドレフエスの宗教だけなく、出身地を問題にした。彼

は普仏戦争でプロシアに併合されたアルザス地方の生まれだったので、本来的に親ドイツ

の裏切り者だ一一と。ドレフエスの支持者たちは、彼の高い同化の程度を評価した。彼自

身はユダヤ教徒の子弟として誕生しながら、私生活の信仰を軍人としての公的立場から切

り離し、敵対者たちから指弾されたのとは反対に、ヤハウェの信徒に対して一定の距離を

置いていた。彼の獄中書簡はユダヤの民について全く言及せず、事件の原因を宗教に求め

なかった一一と。〔Francesぬ1ino＆David Sorken（Eds．），From East and腎est：Jews

in a Changing Europe，1750R1780（Cambridge：Basil Blackwell，1991年）、58～60貢〕

14　例えば、ナポレオン占領下のドイツに生まれた初期社会主義者のXoses Eessは、

1862年に刊行した著書『ローマとエルサレム』の中で、パレスチナにユダヤ国家の再興を

夢想し、社会主義の原動こ基く共和国の樹立を論じた。〔Shlomo Avineri，Xoses Eess：

Prophet of Conmunisn and Zionism （New York：New York University Press，1985年）、

228～230貢〕

二十年後、ロシア生まれの医師Leo Pinskerはドイツ語の小冊子『自力解放論』をベ

ルリーンの書店から出版し、医者らしい発想から反セム主義を不治の病と診断して、その

対症療法としてユダヤ国家の再興を提唱した。〔腎alter Laqueur，前掲書、70～75貢〕

ヘルツルは先駆者たちの著作を読まなかったが、独白の思索の末に十九世紀末の社会・

経済的環境から同じ結論を引き出す。

15　ガリチア生まれのNaclman Krochmalはナポレオン戦争による社会変動を目の当た

りにし、それまでの差別と偏見から解放されたユダヤ教徒の第一世代に属する。彼はヘー

ゲル哲学の影響を受けて、ユダヤ〈民族精神〉を想定した。死後の1851年に出版された著

書で、この哲学者はヤハウェの信徒を世界史に貞献した諸民族の一つと位置づける。そこ

で、彼はユダヤ教徒の歴史を単なる宗教共同体のそれではなく、ある特定の〈民族〉の歴

史と見徹した。またドイツ生まれのユダヤ教徒の歴史家Eeinrich Graetzは、十九世紀

の民族主義の高揚期に育ち、ヘーゲル哲学とランケ史学に影響された。彼もユダヤの民を

信仰集団と考えず、一つの民族、一つの国民と主張する。〔ShlomO Avineri，！皇阜Ⅱaking

廷 Xodern Zionism：TheIntellecttlal Origins of theJewis塾塑旦堕（Nev York：Basic
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Books，1981年）、14～35貢〕

16　バイアルン生まれの銀行家ヒルシュは主としてフランスとベルジアムに住み、フラ

ンス名のモーリス・ド＝ヒルシュとして知られている。彼はトルコ領内の鉄道建設事業に

投資し、巨財を積んだ。しかし、息子を若くして失ったのを契機に、反セム主義のために

困窮した同胞の救済事業に物心両面で貢献する。1895年6月、パリでヒルシュはヘルツル

に会い、後者が長広舌をふるったので言葉をはさんだところ、ヘルツルは憤然として席を

蹴った。ヒルシュは手紙で後日の再会を約束したが、二人が二度と会うことはない。この

ユダヤ銀行家は間もなく急死したからである。〔Theodore Nornan，麺
‡istory Of theJewish Colonization Association

Outstretched Arm：

（London：Eoutledge＆Eegan Paul，

1985年）、9～14頁、57～58貢〕

また、ヘルツルはフランスのロートシルト（ロスチャイルド）家のエドモンに面会した

が、この会見も決裂に終わる。ヘルツルは知人苑ての手紙で「あの一家はユダヤにとって

民族的災厄だ」と酷評した。〔Yalter Laqueur，前掲書、102貢〕

171890年代の後半、ドイツ帝国は拡張主義的傾向を強化して欧州の列強に警戒される

一方、同時に投資や通商面でオスマン帝国に深く食い込んだ。〔肋rian Eent（Ed），The

Great Po甘er and the End Of the Ottoman Empire（London：George Allen＆Unwin，1984

年）、111～112貢〕

18　ヴィルヘルム二世はパレスチナでヘルツルと二度も接見した。聖地訪問のドイツ皇

帝は最初の引見で、政治的シオン主義の運動に好意的反応を示したが、二度目には消極的

態度に転じる。ヘルツルの構想がスルターンの不興を買っている旨、随行のトルコ高官が

明らかにしたからである。〔Alan Palmer，The Decline and Fall of the Ottoman Empire

（London：John麗urray，1992年）、193貢〕

19　ヘルツルが提示した勅許状の草案には、ユダヤ側に現地住民を立ち退かせる権利が

あると定めていた。〔The ABC of the Palestine Proble恥　PartI，1896－1949（Beirut：

The Arab Wonen’sInforⅢation Committee），5貢〕

201867年、イスタンブールはカーヒラの権力者イスマーイール・パシャに新称号のヒ

ディーヴ（都督）を与えた。彼が無計画に外国から借金を重ねたので、その額は十年後に

千万ポンドに達する。英仏両国は放漫財政を立て直すために、国際機関を設立して収入と

支出を監督することになった。これは必然的にエジプトの内政に外国の干渉を招く。都督

は対抗措置を取ろうとして失敗し、宗主国のトルコから解任された。エジプトの民族主義

者は外国勢力とトルコ系支配層に強く反撥して、ついに英国の駐留軍と衝突する。〔P．軋

‡01t，Ann K．S．Lanbton and Bernard Lewis（Eds），

VolumelA，

The CambridgeⅡistory ofIsla恥

The CentralIslamic Land from Pre－Islamic Times to the First World

旦墜（London‥Cambridge University Press，1980年）、387～388頁〕占領下のエジプト

で最高位の英国官吏は、トルコの宗主権を尊重して、大使ではなく総領事だった。

21閉会式の挨拶でヘルツルは片手を高く挙げ、ヘブライ語でバビロンの虜囚の望郷歌

を朗唱する。「おお、エルサレムよ。もし、汝を忘るることあらば、わが右の手を萎えさ

せよ」と。それまでの大会でも、ヘルツルは演説にユダヤ教の祈祷の語句を織り込むこと

があったが、同化ユダヤ教徒の彼はヘブライ語をよく知らないので、引用句をあらかじめ

ローマ字に音訳しておいた。〔G．軋 Jansen，Zionism，Israel

－66－

and Asian Nationalism



（Beirut：TheInstitute for Palestine Studies，1971年）、28貢〕

22　英国のイスラエル・ザングウィルらはパレスチナに固執せず、世界シオン主義会議

から脱退して別組織を結成した。この分派は移住候補地の西アフリカのアンゴウラを実地

調査し、そのほか北アフリカのリビア、米大陸のメクシコウ、アメリカ、カナダ、大洋州

のオーストラリアの可能性を検討した。だが、具体的には何の実も結ばず、1925年、組織

自体が解散してしまう。〔Yalter Laqueur、前掲書、414貢〕

23　引用箇所は、前掲のYalter Laqueur著，A Eistory of Zionismの312貢と313頁の

問に挿入されたパルプアの署名入り原本の写真版による。この原文では〈民族的故地〉を

“a national hone”と表記して普通名詞として扱っている。だが、この箇所が他の英語文

献に引用されるうちに、しばしば“a National甘ome”と大文字で誤記され、あたかも準国

家のように記されている。

241914年8月、トルコはドイツと秘密条約を締結し、同盟国陣営に味方した。だが、

大戦初期の軍事情勢から即時参戦をためらう。ベルリーンはイスタンブールに巡洋艦隊を

派遣し、それをトルコ海軍に編入した。ドイツ人の提督は艦隊を黒海に出撃させて沿岸諸

都市に艦砲射撃を浴びせ、トルコを対露開戦に踏み切らせた。

1915年2月、パレスチナに駐屯のトルコ軍はスエズ運河に接近し、小兵力の決死隊が砂

嵐に乗じて水路を渡る。だが、英国軍の反撃で全員が戦死するか、それとも捕虜になった。

トルコ軍の主力部隊は運河に停泊中の英仏軍艦に砲撃され、全面退却を余儀なくされた。

〔Cyril Falls，The Great War‥1914－1918（New York‥Capricorn Books，1959年）、95貢、

160～161貢〕

251900年と1906年の下院選挙に際し、英国シオン主義連合会は候補者たちに書簡を送

り、その運動に共感を表明する見返りとして、選挙戦の助力を申し出た。だが、第一次世

界大戦の始まる1914年まで、シオン主義者の投票は選挙結果を左右するほどの力量を欠い

た。パルプアはヴァイツマンらの運動が英国のユダヤ社会のごく一部を代表するに過ぎな

いことを知りながら、1906年の選挙で苦戦していたので、その支持を当て込んだに違いな

い。折りLもパルプアが遊説に訪れたマンチスタの隣の選挙区では、未来の植民地相で、

親シオン主義の論客ウィンスタン・チャーチルが、東アフリカのユダヤ自治植民地構想に

賛意を表明していた。 〔Jehuda Reinharz，Chaim腎eizmann： The Xaking of a Zionist

麺堅担r（0Xford：0ⅩfordUniversity Press，1985年）、273貢〕

26　後にユダヤ教徒として初の米最高裁判所判事となるLouis Brandeisは、大戦の始

まった年に米国シオン主義会議の会長に就任し、この運動を政治的勢力に仕立て上げる。

彼の活動のおかげで、「シオン主義者たることは、突如として尊敬に値するようになった」。

彼がウィルスン大統領の親密な相談相手だった点を、ラングンのシオン主義運動家は英国

政府との交渉に利用した。〔腎alterLaqueur，前掲書、159～160貢、179～180貢〕

27　英語の原文は、“the principle of recognizing Palestine些王垣National E0me

of theJewish People”で、バルブア宣言の“the establish皿entin Palestine旦些¶

tional bome 旦墜theJewishpeople”（下線＝筆者）と比較すれば、前置詞や冠詞の僅か

な違いや大文字と小文字の使い分けで、意味に大差を生ずる。
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第三郡

東アラブ統治機構の解体と再編



忍　医苗隠避抱た約束

アラブの叛　ヴァイツマンがラングンでパレスチナの重要性を説

舌Lを教唆　いて回っていた頃、カーヒラ駐在の英高等弁務官へ

ンリ・マクマホンはイスラーム教の聖郡メッカの大守（シェリーフ）フセイン◎

イブン＝アリーと何度も密書を交わす。連合国対同盟国の戦争で、アラブ世界

で最高の名門が英国に味方し、宗主国のトルコを背後から攻めるよう、この英

高官は公然と教唆した。

フセインは裏切りの見返りとして、東アラブ独立構想の支持を英国に要求し

た。その新国家の領域はオスマン帝国支配下の西アジアを網羅し、現荏のシリ

ア、レバナン、イラーク、ヨルダン、サウディ・アラビア、ベルシア湾岸諸国

にイエマン、それにイスラエルを含んでいた。

1915年10月24日付の書簡で、マクマホンは本国政府の意向を伝え、「メッカ

の大守によって要求された領域内のすべての地域において、英国はアラブの独

立を承認し、かつ支持する用意がある」と、叛乱の代償を具体的に示す。ただ

し、これには留保条件が付き、「ダマースカス、ホウムス、ハーマ一、アレポ

ウの西方に位置するシリアの一部は、純粋にアラブとは言い難いので要求地域

から除外する」と付け加えている。1

マクマホン書簡の留保に対して、フセインは明確な返答をしなかった。これ

ら四つの郡市の西側にある地域はパレスチナの北方に位置し、現在のレバノン

と一部で重なり合う。

英帝国の保護国・エジプトに駐在の高等弁務官と聖郡メッカの大守との往復

親書の中で、パレスチナの地名は直接に言及されていない。だが、東アラブの

独立が実現した暁には、当然のことながら新国家の領域内に聖地も含まれると、

フセインは疑う余地なく信じた。

この取り引きについて、ヴァイツマンは英当局から何も聞かされなかった。

一方、フセインは政治的シオン主義者の工作を知らない。二年後のバルブア宣

言で、英国政府はパレスチナについて、アラブとユダヤの双方に相矛盾する約

束を与えたことになる。将来、この二重取り引きは取り返しのつかぬ紛争を引

き起こす。しかも全く同じ時期、英外務省は露仏両国と秘密交渉を進め、トル

コ領東アラブの分割を画策していた。

1915年から翌年にかけて、英国の中東専門家マーク・サイクスとフランスの

外交官で前ベイルート領事のシャルル・ジョルジュ・ピコは会談を重ね、西ア
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ジアの地図を塗り変える。英仏両国の外相は分割案を確認し合い、その内容を

盟邦のロシアに伝達した。この大国間の秘密合意は、交渉役にちなんでサイク

ス・ピコ協定と呼ばれる。

密約の骨子は、トルコの散北後、英国がメソポタミア南部からシナイ半島に

かけて、フランスがシリアとメソポタミア北部にアナトウリア半島の一部を、

それぞれ直接・間接の支配下に収め、エルサレムと周辺の聖地をロシアの希望

通り国際管理下に置く一一というものだった。

遊牧戦＝との　フセインはイスラーム教の開祖ハンマドの生まれた

武装蜂走萱　ハーシム家の当主で、預言者から数えて三十七代目

の子孫である。1908年、トルコ政府から故郷メッカの守護役の地位に任ぜられ

たが、それまでの十五年間もイスタンブールで四人の息子たちと一緒に人質同

然の日々を過ごす。聖地に帰ってからも、その生活は必ずしも安穏ではない。

現地のトルコ官憲は新任の大守を警戒の眼で眺め、たちまち摩擦を引き起こし

たからである。

約四百年前の1517年、エジプトのマムルーク王朝がオスマン・トルコに攻め

らて滅亡すると、メッカとメディーナの支配階級は直ちにカーヒラに使者を送

り、新しい権力者に恭順の意を表した。それ以来、イスラーム教の聖地は、ト

ルコ人のスルターンの統治下に置かれる。だが、長年の異民族支配に人心はすっ

かり倦んで、東アラブの各地に抵抗の芽が萌し始めた。

欧州の大動乱が始まる前、フセインは次男のアブグッラーを密使としてカー

ヒラへ派遣し、英国の意向をひそかに打診した。将来、メッカがイスタンブー

ルと事を構えるような事態に至った場合、ラングンの支援を当て込めるか、ど

うか一一と。

エジプトの事実上の支配者で、総領事のホレイショウ・ハーバト・キッチナ

はアラブの特使に会ったものの、否定的な回答を与えるにとどまった。大戦前

の英国はオスマン・トルコの現状維持を得策と考え、老大国の基盤を揺るがせ

たくなかったからである。

しかし、第一次世界大戦の勃発後、オスマン帝国がドイツとオーストリアの

同盟国陣営に加わったので、英国政府は伝統的な外交政策を転換した。そこで

ラングンはパリと語らって〈欧州の病人〉　の息の根を止め、トルコの広大な領

土の分割を画策する。

この戦争に勝ち抜くためには、ラングンは手段を選ばない。イスラーム世界

の遊牧戦士だろうが、クリスチャン社会の被差別民だろうが、どんな勢力でも

利用しよう一一と。こうして一度は立ち消えになったフセインの申し入れを、

英当局者は真剣に再検討した。
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大戦の開始後、英国は三十数年も軍事占領中のエジプトを正式に保護国とし、

オスマン帝国の宗主権を奪い取る。カーヒラの実権者の職名は、総領事から高

等弁務官（英帝国内の大使）に変更された。キッチナほ本国に呼び戻されて戦

争大臣に就任し、後任にマクマホンが着任する。英当局はアブグッラーの打診

を再考し、敵陣営の内側に楔を打ち込もうとたくらむ。秘密の伝書使がトルコ

の官憲に気づかれぬよう、カーヒラとメッカの問を往復した。

フセイ　ン　イスタンブールはメッカに圧力をかけ、英仏露の連合国

の　選　択　に対して聖戦（ジハード）を布告するよう求めた。異教

徒討伐の宣言はイスラーム教の聖地から発せられてこそ、大きな効果が期待で

きる。英軍にはインドから、仏軍にはアルジアリアやマロコウから、多数のイ

スラーム教徒の兵士が徴募されている。帝政ロシアも前世紀の半ばに中央アジ

アを征服してから、大きなイスラーム人口を抱えこんだ。聖戦の呼びかけがク

リスチャン陣営のイスラーム教徒にどんな波紋をひろげるか、連合国側の政府

と軍部は固唾を呑む。

十九世紀の末、オスマン皇帝のアブダルハミード二世は、有名無実化してい

たハリーファの地位を強化し、その称号を誇示した。2トルコの参戦は図らず

も、イスラーム教徒の忠誠を試す機会となる。実際、イスラーム教徒のインド

人兵士はスエズ運河の防衛のためにエジプトに派遣されたが、信仰上の最高権

威に刃向かうことを拒否して、二箇大隊が集団脱走したほどである。英国政府

と軍部は事態を深刻に受け止めた。

メッカの大守は、困難な選択に直面する。勝者は独壌土の同盟国か、それと

も英仏露の連合国か？世界大戦の帰趨は、まだ見通しが苓易につかなかった。

仮に前者が勝った場合、老帝国は戦争協力の代償に何を与えるだろうか。念願

のアラブの独立まで認めることはあるまい。もしクリスチャン国家に内通して、

イスラーム世界の最高権威ハリーファに弓を引いた場合、どうなるか。連合国

側が勝てば、十分な報奨を期待できよう。しかし、逆の結果になれば、裏切り

者に容赦ない報復の手が下されるだろう。

フセインはトルコ政府に面従腹背の姿勢で対応し、聖戦布告の圧力を巧みに

かわす。神が異教徒を滅ぼし、ハリーファに大勝利をもたらされんことを。し

かし、早まった行動はアラビア半島の聖地に英軍の攻撃を誘い、アラブ住民を

反トルコ陣営に追いやりかねない一一と。ハーシム家の当主は逃げ口上を並べ

立て、時を稼いだ。

その間、メッカの大守は有利な条件を引き出すためにカーヒラの高等弁務官

と交渉を続け、同時にディマシュクなど各地のアラブ民族主義者と極秘裏に接

触する。ところが、ハーシム家の内部では、意見が二つに分かれた。次男のア
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ブグッラーはかつて特使としてカーヒラを訪れただけに、自然に英国支持に傾

き、三男のファイサルは軽挙妄動を慎しんで従来通りトルコに忠誠を誓うよう、

父のフセインに進言する。

ト　ル　コ　石こ　十九世紀の末期から、秘密結社の　〈青年オスマン運

叛旗を番封す　動〉が帝国の内部改革をめざして、地下活動を続け

た。この組織は後に　〈青年トルコ覚〉　の名で知られ、1908年の革命で政治の実

権を握る。皇帝（スルターン）は国家元首と宗教的権威の地位を維持したもの

の、もはや名目的君主に過ぎない。

当初、アラブ人は改革を歓迎するが、間もなく大きな期待は深い失望に変わ

る。新体制は内外の危機を乗り切りるため独裁的傾向に陥り、多民族国家の中

でトルコ人の優位を押し付けたからである。3

この時期、アラブ人の問に幾っもの民族主義団体が生まれ、独立実現に向け

て若者の熱情をかきたてる。穏健派はイスタンブールの宗主権の下でオスマン

帝国内のアラブ全域に統一王国を樹立し、オーストリア・ハンガリ帝国のよう

なトルコ・アラブ二重君主政体の実現を想定した。一方、急進派の　〈青年アラ

ブ協会〉　はアラブの完全独立を主張し、会員の数をディマシュクやベイルート

で急速にふやした。

参戦後、トルコの実力者ジェマル・パシャはシリア総督兼駐屯軍総司令官と

してディマシュクに乗り込み、戦争遂行のため物資の徴発や人員の強制徴募な

どの強権措置で住民を締め上げる。公安当局はアラブ民族主義者を監視して、

反トルコの陰謀を摘発した。1915年8月と翌年1月に、合計三十三人がディマ

シュクとベイルートで公開処刑された。だが、総督の強硬策はむしろ逆効果で、

慎重派のファイサルさえも反トルコ感情に駆られる。4

1916年6月10日、決断の末にフセインは叛乱に踏み切り、みずから陣頭指揮

に立ってトルコ駐屯軍の兵営を襲撃した。その手兵は僅かな数の遊牧部族の戦

士で、武器弾薬も不十分だった。しかもメッカの大守は決起の前にカーヒラの

高等弁務官とひとまず合意に達したものの、取り引き条件の細部まで詰めてい

ない。しかし、トルコ側がすでにフセインの二心を見抜いていたので、対決は

遅かれ早かれ不可避の形勢となっていた。

当時の軍事情勢は、連合国側に不利に展開する。ほんの二カ月前、メソポタ

ミアの戦線で、英印軍はバグダードに向けて進撃したところ、チグリス河畔で

包囲されて大数を喫した。それだけに反トルコの決起は、フセインの大きな賭

けである。ハーシム家はイスラーム世界の由緒ある家柄でありながら、ハリー

ファを裏切ってキリスト教徒の陣営に寝返った。その行動は東アラブの全域に

反響を巻き起こし、宗教的、心理的影響は極めて大きい。
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勝者の　武装蜂起の四カ月後、英国の使節団がカーヒラからメッカを

t貝u　　古こ　訪れ、軍事援助と共同作戦についてフセインと協議する。大

戦の開始後、英国はエジプトの首都に特務機関の〈アラブ局〉を設置し、軍人、

外交官、学者を集め、トルコ領の西アジアで諜報活動や謀略工作に従事させた。

まだ三十歳前の若い考古学者のトマス・エドワド・ロランスは陸軍大尉の資格

で使節団に加わり、ハーシム家の知遇を得る。この人物はアラビア語に堪能で、

アラブの民族衣装をまとい、フセインの四人の息子たちの中でも、特にファイ

サルと親交を深めた。5

英国から軍資金と装備を支給されて、ファイサルは遊牧民から徴募した戦士

で〈アラブ解放軍〉を編成し、自ら指揮を執る。その主要任務はトルコ軍の後

方を撹乱し、補給路を切断することだった。

1900年から八年の歳月をかけて、イスラーム教徒の聖地巡礼の便宜を計るた

め、鉄道がディマシュクからメディーナまで砂漠を縦断して敷設される。その

建設には世界各地の信者たちが浄財を寄付し、費用の約三分の一を賄った。だ

が、この近代的輸送手段は巡礼だけでなく、兵員と軍需物資の大量輸送を可能

にする。

同盟国側はアラビア半島南部のイエマンに混成部隊の派遣し、半島先端の英

植民地エイドンを脅かそうとした。この港町は欧亜を結ぶ航路にあり、石炭や

水の重要な補給地である。イエマンの首長はイスタンブールに臣従を誓い、領

内にトルコ軍の駐留を認めていた。ここに増援兵力を送り込めば、ドイツ領の

東アフリカ駐屯軍と呼応して、紅海の出入り口を封鎖することも夢ではない。

派遣部隊はメディーナまで巡礼用の鉄道を利用し、大幅に行軍の日程を短縮で

きる。そこで遊牧民の戦士は砂漠の真只中で列車を襲撃し、戦略的に重要な鉄

道を切断した。

アラブのゲリラ部隊は砂漠を駆け巡り、随所で奇襲攻撃を仕掛け、トルコ軍

の士気を低下させる。また水の乏しい荒野を横断して、1917年6月、アカバ湾

の最奥部にある港町を攻略した。英軍はエジプトからパレスチナに進撃するに

際して、アカバ駐屯のトルコ軍に側面を膏やかされていたが、その心配はもう

なくなった。6

英軍はガザ攻略の失敗でパレスチナ侵攻作戦に一頓挫を来たしたが、司令官

の更迭で陣零を建て直す。将軍エドマンド・アレンどの率いる英遠征軍はエジ

プトからパレスチナに攻め込み、1917年12月　9日、エルサレムに入城した。第

一次十字軍から数えて八百十八年ぶりに、聖郡はキリスト教徒の軍勢に占領さ

れる。バルブア宣言が出されてから、ほぼ一カ月後のことである。

トルコ軍の抵抗は、まだ一年近く続く。ファイサルの軍勢は各地の遊牧部族
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の参加を得て、大兵力に膨れあがった。これに英仏軍の分遣隊が付随して、ゲ

リラ作戦を支援する。1918年10月1日、アラブ解放軍は二年あまり砂漠で戦い

続けた末に、シリアの古都ディマシュクを陥れた。一番乗りは大英帝国のオー

ストラリア軍の騎兵隊のはずだったが、ロランスが画策してファイサルに入城

式の栄誉を譲らせる。

アラブの軍勢は敗走するトルコ軍を追って、′さらに進撃を続けた。ホウムス、

ハーマ一、アレポウ一一マクマホン書簡に出てくる都市が次々に攻略されたと

ころで、オスマン帝国は連合国に屈服し、1918年10月30日、休戦協定に調印す

る。その十二日後の11月11日、ドイツも連合国の軍門に下った。こうして第一

次世界大戦は終結する。フセインの目算は外れることなく、アラブを勝者の側

に置くことができた。

英国の　マクマホンが書簡の中で述べた通り、「英国と強固で永続す

背　　信　る同盟を結べば、その成果は直ちにアラブの国土からトルコ

人の追放、長年にわたって抑圧を続けたトルコの支配からアラブ人の解放とし

て現れる」はずだった。しかし、ハーシム家の当主は英国の権謀術数のために、

すでに戦争中から何度も苦汁を嘗なめる。

まず、メッカの大守はイスタンブールの権威に叛旗を翻した五カ月後に、彼

の許に馳せ参じた砂漠の部族に推戴されて、〈アラブ諸国の王〉　と称した。だ

が、味方の連合国側は、この称号を断じて認めない。フランスは東アラブに領

土的野心を抱いているだけに、英国がハーシム家にばかり肩入れするのを嫌っ

たからである。結局、フセインはメッカとメディーナ周辺のヒジャーズ地方の

王としてのみ、英仏両国から承認された。

さらにフセインは聖地の守護役として、ハリーファの地位を取り戻そうとす

る。〈神の使徒の代理〉の称号は、中央アジアから移住したトルコ人のスルタ

ーンよりも、イスラーム教の宗祖ムハンマドの血統に連なる者にこそふさわし

い。だが、彼の野望は大国の意向で封じられた。戦後処理の取り引き材料を考

慮すれば、英仏両国は簡単に同意できない。

1917年、フセインが英仏間の密約に薄々ながら感づいた様子なので、英国政

府はこともあろうにサイクスを派遣し、ヒジャーズ王の疑惑を解こうとした。

この秘密協定の起草者は東地中海の沿岸地方を狙うフランスの野心に関して詳

しく論じたが、密約の存在については口をぬぐった。フセインはマクマホン書

簡の留保条項を取り上げ、この地方が「純粋にアラブとは言い難い」との見解

に反論する。

バルブア宣言が出されて間もなく、ロシアにポルシェヴィキ革命が起きた。

ニコライ・リェニインの労農政府は帝国主義戦争から離脱し、ブレストリトウ
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スクで単独講和を締結する。新政権は帝政時代の秘密条約を暴露し、サイクス・

ピコ協定を白日の下に曝す。イスタンブールはヒジャーズの叛逆者に写しを送

り、邪悪な異教徒の真の意図を知らせた。

フセインが英国に説明を求めると、当局者は返答に窮し、ただ弁解するしか

ない。この協定は過去の一時期における暫定取り決めに過ぎず、アラブの叛乱

とロシアの革命で、いまや新しい局面が生まれた一一と。しかし、マクマホン

もアレンども、ハーシム家の弱みを握っていた。いまさらフセインがトルコに

帰順できないからには、最後まで連合国に味方して戦うしかない。ハーシム家

は砂漠の遊牧部族の忠誠心をつなぎとめる軍資金も武器弾薬も、すべてを英国

に依存していたからである。

東アラブ　戦争は終わった。しかし、フセインが胸中に措いた壮大

の　分苦り　な構想、すなわち東アラブの統一と独立は、画餅に帰す。

英仏の大国は〈肥沃な三日月地帯〉を両国の問で好きなように切り取り、アラ

ブの願望など眼中にない。しかもフセインの権威はアラビア半島の全域に及ば

ず、ヒジャーズ地方だけに限定された。広大な半島ではサウード家が勢力を増

大し、ハーシム家とは別に英国と友誼を結んでいたからである。7

しかも英国は東アラブの独立を承認すると約束しながら、バルブア宣言でユ

ダヤの民の民族的故地の建設地としてパレスチナに特別の地位を保証した。こ

れを知らされた時、フセインは疑惑を深める。将来はアラブの地の一角がユダ

ヤ国家になるのではあるまいか一一と。カーヒラのアラブ局から特使が説明の

ために急派され、真の意図を隠して相手を丸め込むのに懸命となった。ユダヤ

移民は欧州から資本と技術をもたらし、長年にわたるトルコの支配で疲弊した

地域の開発に役立っ一一と。

1919年、ファイサルはパリ近郊のヴェルサイユで開催の平和会議に出席し、

ロランスに補佐されて父王の名代を務める。8　フランスはトルコ領の戦後処理

にからんでアラブ代表の参加に反対したが、英国の強力な後押しで渋々ながら

ファイサルの出席を認めた。

しかし、大国の策謀が渦巻くヴェルサイユ宮殿で、アラブの独立を求める声

はかき消されてしまう。英仏両国はアラブの希望など一顧だにせず、舞台裏の

折衝でサイクス・ピコ協定を手直しする。

大戦の最中にロシアが戦線離脱したからには、問題は英仏二カ国の問で解決

できる。カーヒラ駐在の高等弁務官がフセインに与えた戦時中の約束など、も

はや両国の眼中になかった。フランスはトルコの旧領からシリアとレバナンを

せしめ、英国はメソポタミア（イラーク）の全域とパレスチナを取る。この取

り引きで英国は燃料革命の到来に備えて、石油の涌く地域を手中に収めた。
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ロランスなどの親アラブ派は、フランスの分け前が大き過ぎると、秘密協定

の改訂に憤慨した。英遠征軍とファイサルの軍勢がトルコ軍の駆逐に血を流す

一方で、仏軍は何の貢献もしていない。だが、両国間に多少の不協和音があっ

ても、フランスは英国にとって欧州大陸で掛け替えのない盟邦であり、講和会

議でドイツを抑えこむためにも絶対に必要な味方である。その配慮が優先すれ

ば、対アラブの誓約は簡単に反古にされた。

フラ　ンスの　ファイサルがヴェルサイユの平和会議に出席してい

武力　才二子使　る留守に、東アラブの各地では民族主義運動が盛ん

になった。〈青年アラブ協会〉　はくアラブ独立覚〉を結成し、解放の機運を一

層高める。〈全シリア評議会〉がディマシュクに招集され、シリアとイラクの

独立承諾、サイクス・ピコ協定とパルプア宣言の廃棄を要求した。

だが、英国の強い圧力に屈し、ファイサルはフランスと妥協を余儀なくされ

る。英軍は地中海の沿岸部から撤兵し、代わって仏軍がベイルートに上陸した。

アラブ民族主義者は欧州の大国の行動に激高し、反仏感情を煽り立てる。1920

年3月、全シリア評議会が再びディマシュクで開かれ、パレスチナとレバナン

を含めた大シリアの独立を決議し、ファイサルを国王に推戴した。同じ日、シ

リアの古郡に滞夜中のメソポタミアの民族主義者はイラークの独立を宣言し、

アブグッラーを国王に担ぐ。

英仏両国は思いがけぬ事態の進展に驚き、全シリア評議会の独立決議を否認

すると共に、すぐに対抗措置を取る。1920年5月、国際連盟の最高理事会がイ

クリの保養地サンレモで開催され、英仏伊の主要戦勝国に日本も加わって、改

訂された密約に基く東アラブの分割を承諾した。その結果、シリアとレバナン

はフランスの、イラークとパレスチナは英国の、それぞれ〈委任統治〉　の下に

置かれる。

フランスは戦勝国問の取り決めによる分け前の確保のため、新生シリアに対

して武力を行使した。ベイルート駐屯の仏軍総司令官は、即位後まだ三カ月の

ファイサルに最後通牒を突き付け、委任統治の無条件受諾を要求する。新国王

は強力な大国の威嚇に属し、強硬論を吐く支持者の説得に努めた。しかし、フ

ランス軍部隊はディマシュクめざして進撃し、1920年6月25日、ウマイヤ王朝

の古都を陥れる。

ファイサルの軍隊は勇敢に抵抗したが、第一次世界大戦で実用化された新兵

器一一飛行機と戦車一一にとうてい太刀打ちできない。しかも仏軍の主力は植

民地兵で、北アフリカのアラブ地域出身のイスラーム教徒が少なくなかった。

この事実はシリア・アラブ人の心に苦い屈辱感と根強い反仏感情を植え付ける。

ここに短命のシリア王国は滅亡し、傷心の廃王ファイサルは英国に亡命した
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国際法　欧州の大動乱はアジア、アフリカにも波及して、旧来の国際

で承認　秩序を崩壊させた。中東地域のアラブ人は四百年に及ぶトル

コ人の支配から解放されたが、すぐに欧州の二大国の支配下に置かれる。ハー

シム家はもとより、アラブ民族主義者の問には、英国に二重にだまされたとい

う不信感ばかり残った。だが、政治的シオン主義運動は世界を根底から揺さぶっ

た帝国主義戦争を奇貨として、戦後の西アジアに足場を固める。

マクマホンは高等弁務官として、パルプアは外相として、それぞれ英国政府

を代表して交渉役を務めた。だが、外交的取り引きの結末は、相手によって大

きく違ってくる。アラブ人に対する誓約があっさりと反古にされたのとは対照

的に、ユダヤ教徒にに対するそれは誠実に履行され、戦後の新しい国際秩序の

中に組み込まれる。英国がパレスチナを委任統治下に置いたのも、パルプア宣

言で約束した「ユダヤの民のための民族的故地の樹立」を実現するために他な

らない。

1920年1月10日、国際連盟が正式に発足する。9　連盟規約の第二十二条は委

任統治の新しい概念を導入し、英仏の戦勝国が新設の国際機構に代わって、ド

イツ、トルコの敗戦国の旧領の住民で「まだ自立段階に至らぬ民族」の後見役

を務めるよう定めた。もはや時代の流れは過去の植民地獲得競争の再現を許さ

ず、このような偽善的装いを凝らさなければならない。

英国は連盟規約にうたわれた「文明の神聖な委託」を公式に担うことになっ

た。国際連盟の理事会は、1922年7月24日、パレスチナの委任統治に関する文

書を採択する。その前文の中では、バルブア宣言の文言がそっくり繰り返され

た。英国の対ユダヤ政策はすでに米国などから個別の了承を取り付けていたが、

これで国際社会の認証も得た。

第一回世界シオン主義会議の開催から四半世紀の歳月を経て、ユダヤ国家再

興運動はついに目的の第一段階を達成した。この大会の決議は開催地にちなん

でバーザル宣言と呼ばれ、冒頭に「シオン主義の目的は国際法で保証されたユ

ダヤ教徒の故地をパレスチナに創設することである」10と述べている。ここに

ヘルツルの夢は、ひとまず実現した。

それから二十五年後、新しい世界機構の国際連合は、パレスチナの分割とユ

ダヤ国家の独立を決議する。それに至るまでの歳月、聖地は紛糾と流血に明け

暮れた。ユダヤの民が宗教上の祖先の地に帰参することは、アラブ人が先祖伝

来の地から離散する事態を生む。しかも国際連合の決議はヘルツルの想定した

ユダヤ問題を解決することなく、かえって新たな紛争を引き起こす。
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二　十ラノヱ＿二言亨●ノニ≡≡

反仏妻氏抗1920年7月、フランス軍が新生シリアを攻め、首都のディ

の　継　続　マシュクを占領すると、ファイサルは南部の町デラに逃

れた。解放戦争の英雄は手痛い敗北を喫したが、ここで陣容を立て直し、武力

闘争の継続を試みる。仏軍司令官は最後通牒を突き付け、シリア国王を憫喝し

た。兵を引かなければ、空から町を攻撃する一一と。

砂漠の戦士がいかに勇敢でも、欧州の戦場で実用化された最新鋭兵器の航空

機に刃向かえない。この軍事的脅迫の前にファイサルは屈服し、英国支配下の

エルサレム経由でラングンに亡命した。

欧州列強の背信と軍事力によって、東アラブ独立の悲願は挫折する。遊牧部

族の軍勢は一敗地に塗れて、追撃の手の及ばぬ奥地にまで落ち延びた。しかし、

族長たちは徹底抗戦を叫んで、ファイサルの父一一一一メッカの大守で、いまやヒ

ジャーズ王の称号を持っフセイン一一一一に助力を求める。

アラブ側は近代的装備を欠いたが、砂漠の真只中で文明の利器を利用できた。

聖地巡礼用の鉄道が大戦前に開通し、ディマシュクとメディーナを結んでいる。

その線路沿いに電信線が架設され、アラビア半島の終着駅まで延びていた。と

ある停車場で部族の有力者たちは談合し、衆議一決、フセイン苑てに電報を打

つ。ハーシム家の王子を派遣し、反仏闘争の指揮を執ってほしい一一一一と。

その後の武力衝突で、アラブの軍勢はまたも優勢な仏軍に蹴散らされた。敗

残の戦士はさらに南下し、ヨルダン川や死海の東岸の荒野に逃れる。この地は

広義のパレスチナの一角で、英国の委任統治下に入るはずだったが、まだ実効

支配の及ばぬ真空地帯だった。ある族長は死海の南東のオアシス町マアン一一一一

かつてトルコ軍とファイサルの解放軍が激突した戦場一一一一にたどり着くと、そ

この停車場から電報を打ち、重ねてヒジャーズ国王の助太刀を要請する。

仇討ち　この時、次男のアブグッラーが遊牧民の軍勢の要望に応えて、

古こ出陣　僅かな手兵を率いて巡礼用の列車で出発した。彼はファイサ

ルのすぐ上の兄で、砂漠の王国で外務大臣の要職にあったが、父王の許しを得

て出陣する。1920年11月、ハーシム家の王子はマアンに到着後、対仏武装蜂起

を呼びかけ、やがてディマシュクに攻めのぼって弟ファイサルの仇を討つと宣

言した。

この時代がかった行動は大きな反響を呼び起こし、多数の東アラブ独立運動

家がフランス支配下のシリアから砂漠の中の町に逃れて来た。思いがけぬ事態
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を迎えて、ディマシュク駐留の仏軍司令官はパレスチナの英軍政当局に抗議し、

アブグッラーの追放を要求する。だが、当時のマアンはヒジャーズ王国の北端

に位置し、フセインの主権下にあった。ラングンはパリの強硬な申し入れに当

惑したが、むやみに手出しできない。

砂漠の各地で再起を図るアラブ独立派の問に、誇大な幻想が生じた。アブグッ

ラーは英国の後押しを得て、新鋭兵器で武装の大軍を擁している一一一一と。とこ

ろが、その軍勢はたかだか五百人に過ぎず、小火器を持つだけだった。英国政

府から強い圧力を一身に受け、ラングンに滞在中のファイサルは、しきりに兄

と父に自重を求める。シリアの廃王は亡命先で交渉を進め、アラブ側の年来の

主張を少しでも実現するよう尽力していたからである。フセインも三男の忠言

に従い、軍事行動の中止を次男に指示した。

実際のところ、アブグッラ弓ま必要な軍資金にも事欠き、近代装備の仏軍と

正面切って戦うのは無理だった。そこで四カ月もマアンで形勢を観望した末に、

1921年3月初め、アマーンの町へ列車で向かう。

この砂漠の中の古い郡市はプトレマイオス王朝の支配時代にフィラデルフィ

アと呼ばれ、地図の上では英国の委任統治領の一角にあるが、エルサレムの政

庁の権威がまだ確立されていない。遠来の王子はここに到着すると、遊牧民の

族長や定住民から熱狂的歓迎を受ける。仏軍はアブグッラーの軍勢の進撃を阻

止するため、鉄道線路を取り外した。

≡ヨルダンJH　英国政府はアブグッラーの出陣で沸騰点に達した東

の　東　と　西　アラブ情勢の鎮静化を図り、フランスのように武力

に訴えることなく、政治的解決を画策する。植民地相のウィンスタン・チャー

チルは自ら現地視察の旅に出て、中東各地から高等弁務官、アラブ問題専門家

をカーヒラで開催の会議に招集した。その結果、英国の委任統治領の将来図が、

次の通り描き出された。

まずメソポタミアにイラーク王国を建国し、その元首にシリアから放逐され

たファイサルを据える。11こうして対トルコ戦争の功労者に誠意を示せば、多

少なりとも過去の背信行為を償い、さらに戦略的に重要な産油地を確保できよ

う。問題はパレスチナで、バルブア宣言で約束した通り、地中海の沿岸部をシ

オン主義者の移住先として保留し、内陸部を切り離してアブグッラーに任せる。

ヨルダン川と死海が、分割される両地域の天然の境界となるだろう。

1921年3月末、アブグッラーとチャーチルはエルサレムで四度も会い、反ト

ルコの武装蜂起に関与したロランスも同席して、交渉を重ねた末に合意に達し

た。地中海側から見たヨルダン川の向こう岸（トランスヨルダン）に新国家を

創設し、アブグッラーが君主に就任する一一と。12
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このため国際連盟のパレスチナ委任統治に関する協約は特に一ヵ条を設けて、

この地を対象地域から除外する。本来、パレスチナとはヨルダン川の両岸にま

たがる地名だったが、この時から川の西岸に狭く限定されるようになった。い

かにも辺境を思わせる呼称は、そのまま新しい国名となる。アブグッラーが兵

を進めたアマ⊥ンは、新国家の首都となった。

砂　漠　の　トランスヨルダンは砂漠にでっちあげられた人工国家で、

人コ二国家　英国に財政、軍事、外交のすべてを握られる。アブグッ

ラーの称号は　〈首長〉で、父フセインや弟ファイサルの　〈国王〉　に比べて、一

段と低く格付けされた。住民の大半が遊牧民で、近代国家と呼ぶには程遠い。

各地の部族はかってアブグッラーを対仏闘争の盟主と仰いだが、やがて英国に

任ぜられた首長の権威に武力でしばしば挑戦する。

世界大戦の終結から二年余、フセインの東アラブ独立構想から大きく後退し

たとはいえ、英国の委任統治の大枠の中でハーシム家は二つの王冠を得た。し

かし、本家のヒジャーズ国王は大国の背信を決して忘れず、英国がどんなに迫っ

ても、戦後の西アジアの国際新秩序を認めようとはしなかった。13　その頑固さ

のゆえに、やがて老フセインは代償を支払わねばならない。

1920年代の半ば、アラビア半島ではサウード家が英国の支持の下で急速に勢

力を伸張し、ハーシム家と覇権を争った末に、とうとうイスラーム教の聖郡メッ

カとメディーナを攻略する。英国と条約を締結しておけば、ヒジャーズ王国は

領土の保全を保証されたはずだった。フセインは競争相手の一族に本拠地から

武力で追われて、預言者ムハンマドの血統に連なる者として最大の恥辱を嘗め

る。彼は王位を長子のアリーに譲り、再び故郷の土を踏むことなく、やがて亡

命先で生涯を終えた。14
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二　≡≡ニ≡二≡空≒

歴史的関係1922年7月24日、国際連盟は英国をパレスチナの妻

を　　承　　認　任統治国に正式に選任した。それから二十五年間に

わたって、ラングンは連盟規約の謳いあげたく文明の神聖な信託〉の美名の下

に問題の地を支配する。しかし、聖地はすでに二年前から、実質的に英国の統

治下に置かれていた。1920年4月のサンレモ会議はトルコから奪った西アジア

の旧領を分割し、欧州の大国に委ねたからである。大戦中から戦後にかけての

軍政期間を含めれば、英国のパレスチナ支配は実に三十年も続く。

この委任統治に関する合意文書は二十八ヵ条から成り、まず前文でユダヤの

民とパレスチナとの〈歴史的関係〉を承認している。さらに第四条は特定のユ

ダヤ組織を〈公共団体〉　として認知し、現地の英政庁に協力させることにした。

これは〈ユダヤ機構〉　と呼ばれ、後に事実上の政府に発展して、イスラエルの

基盤を造る。また第六条はユダヤ教徒の移住に便宜を図り、公有地や荒野の開

拓を奨励した。

この委任統治の協約がシオン主義者のユダヤ教徒に対する配慮に充ちている

のに比べ、人口の九割を占める現地のイスラーム、キリスト教徒については、

一度もアラブの名で言及せず、単に「非ユダヤ共同体」とか「住民の他の階層」

と呼ぶにす過ぎない。委任統治の目的自体が、初めから多数のアラブ住民など

眼中になかったからである。

第一次世界大戦の最中、ラングンの政策決定者は目先の利害に惑わされ、バ

ルブア宣言で将来に災厄の種を蒔いた。英国の委任統治時代、アラブ人の武力

抵抗とユダヤ過激派のテロリズムで、この神と国際連盟の〈約束の地〉　は騒乱

と流血の場と化す。英国政府は自ら原因を創り出した紛争に手を焼き、最後に

は委任統治国としての責任を投げ出した。その後のパレスチナの命運は、アラ

ブ対ユダヤの力関係に委ねられる。

最初の1917年12月　9日、エルサレムが英遠征軍の手に落ちると、総

衝　　突　司令官のアレンビ将軍は戒厳令を布告する。その一カ月ほど

前、ラングンでバルブア宣言が公表され、欧州各地に広く知れ渡った。15　しか

し、当のパレスチナでは、この対ユダヤ政策は堅く秘密にされた。聖都の住民

は十字軍以来のクリスチャン軍勢を歓迎したが、新しい支配者から見れば、相

変わらず敵国の臣民に他ならなかった。しかも、戦争はまだまだ続く。現地の

住民感情を逆撫でする事態を避けるのは、占領軍として賢明な措置に違いない。
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エルサレムの陥落当時、アレンビは英国の戦争目的を美辞麗句で飾りたてる。

それは長年にわたるトルコの圧政からの解放であり、人民の自由な意志に由来

する民族政府の樹立だった。戦争の末期、トルコ官憲の手の及ばぬカーヒラで

結成された　くシリア統一党〉　の質問に答え、英仏両国は明確に戦後の独立を保

証した。ところが、その間い約束は、一向に実現しそうにもない。大戦の終結

からすでに一年余、東アラブでは連合国の占領に対する不満が募る一方だった。

アラブの民族主義運動家たちがしびれを切らせてファイサルを君主に担ぎ出し、

1920年3月　8日にシリア王国の建国を宣言すると、戦時中の味方は新国家の承

認を拒否する。

折りも折り、軍政司令官のルイス・ボースはアラブ人の有力者を集め、バル

ブア宣言とサンレモ会議の内容を公表した。つまり、パレスチナはユダヤ移住

者の受け皿となり、独立アラブ国家の一部となるどころか、新しい形態の植民

地、つまり委任統治領になる一一と。この発表は電撃のように聖地を走り抜け、

反シオン主義の暴動を引き起こす。この衝突で五人のユダヤ教徒が殺され、二

百人以上が重軽傷を負った。この流血の惨事は、それから果てしなく繰り返さ

れる騒乱の序曲に過ぎない。

日の目を見ぬ　第一次世界大戦後の東アラブで、アメリカ合衆

幸臣　　　誓　　　書　国に寄せる期待感は絶大だった。大統領のウド

ロウ・ウィルスンの提唱した十四項目の講和条件の中で、とりわけ秘密外交の

廃止、民族自決権の承認は、広範な共感を呼ぶ。欧州大動乱の終わった翌年の

1919年5月、西アジアのオスマン帝国領の戦後処理をめぐって、米国政府はヘ

ンリ・キングとチャールズ・クレインの二人を現地に派遣し、アラブ側の意向

を汲み取ろうとした。16

トルコの支配から脱したばかりのアラブ人が、大国間の秘密協定によらずに

将来を自ら決めてこそ、ウィルスンの理想は実現できよう。しかし、東アラブ

の現状から即時独立が無理なら、さしあたって先進国の委任統治を受け入れる

しかない。その場合、住民の大多数の意志として、どの戦勝国に当面の運命を

託したいのだろうか一一。現地で民意の動向を探るのが、二人のアメリカ人に

課せられた任務だった。この調査団は六週間にわたって、シリアの各地で聴聞

会を開いたり、陳情を受けたりする。

この時、全シリア評議会の代表者はキング・クレイン調査団に覚書を送り、

シリアを民主的立憲君主制の完全独立国とするよう求め、ファイサルを国王に

推戴した。さらに、この覚書は委任統治について定めた国際連盟規約の第二十

二条に強く抗議する。この条項が敗戦国の旧領を発展段階に応じて分類し、委

任統治の適用を独断的に決めたからである。連盟規約の文言によると、東アラ
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ブは独立国として存在する段階に達したとひとまず認められながらも、自立で

きる時の到来まで「委任統治国による行政上の助言と助力」に従うことになっ

ていた。

アラブ独立運動家たちは英仏両大国の真意を見抜いて、偽善的な委任統治に

強く反撥する。一だが、戦後の国際情勢に柔軟に対応して、この制度が完全独立

を損わない経済的、技術的援助に限定されると解釈した。そして、二十年以内

の期限付きで、米国からの援助受け入れを表明する。さらに米国がアラブの要

望に応えられぬ場合、次善の策として完全独立と国土統一の条件付きで英国を

指名した。その一方、フランスの野望を厳しい言葉で撥ねつける。

さらに覚書は政治的シオン主義の国家再興運動、それに伴うユダヤ教徒の移

住に明確な反対を表明した。パレスチナとは歴史的にシリア南部の総称17で、

その分離を認めることはできない。ウィルスン大統領が提唱した秘密条約を排

する高邁な原則に基き、全シリア評議会はアラブ国土の分割を決めた条約、シ

オン主義の樹立を目指す約束に断固として抗議し、これらの協定や合意の廃棄

を要求する一一と。

1919年8月、キング・クレイン調査団は、報告書をまとめあげた。その内零

は現地の世論をよく汲み上げ、現夜から見ても驚くほどの洞察力に富んでいる。

それはシリアの統一維持、ファイサルの元首就任を勧告した後、ユダヤ教徒の

無制限移民に歯止めをかけるよう提唱した。シオン主義運動の移住計画が行き

着くところ、パレスチナは紛れもないユダヤ国家になり、〈民族的故地の樹立〉

が、バルブア宣言のいうように「パレスチナに現存する非ユダヤ共同体の公民

的、宗教的諸権利を犯してはならない」どころか、その重大な侵害を必ず伴う

と見通したからである。18

もし二人の勧告が米国の外交政策に反映されたならば、中東の現代史はかな

り異なった経過をたどったに違いない。しかし、この報告書はついに日の目を

見ることはなかった。米上院は合衆国の国際連盟加盟を阻み、理想家肌の大統

領に大打撃を与える。キングとクレインの勧告はウィルスンに無用となり、も

はや顧みられることもなかった。三年後、この調査報告書が公刊された時には、

シリアはとうにフランスの支配下に組み入れられ、パレスチナはユダヤ移民問

題で大揺れにに揺れていた。

ま　た　も　や　1920年7月、パレスチナの軍政は民政に移管され、

暴動カヾ発生　初代の高等弁務官にハーバト・サミュアルが任命さ

れた。このユダヤ教徒の政治家はアスクウィス内閣の閣僚時代に聖地の将来に

関する覚書を同僚に配布し、シオン主義運動の主張を代弁した人物である。そ

の年の4月に開催されたサンレモ会議の決定を受けて、英国は国際連盟から正
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式に委任統治国として選任される前に、民族的故地の実現に向けて地ならしを

始めた。この人事が植民地官僚や職業軍人でなく極め付けのシオン主義同調者

を起用したことは、英国政府の意図を雄弁に物語る。19

サミュアルは本国政府とシオン主義運動の代表者と協議し、当時のパレスチ

ナの受け入れ態勢を考慮して、1920年8月、ユダヤ移民の年間枠を一万六千五

百人と定めた。この時から新しい支配者の庇護を得て、戦乱で疲弊した東欧か

ら離散の民の末裔がハイプァやヤップオ港にぞくぞくと上陸する。地元のアラ

ブ人は移住者の到来を不安な面持ちで迎えた。

1921年4月、またもや反シオン主義の暴動が発生した。ユダヤ移民の一時収

苓施設や開拓農園が、真先に襲撃の対象となる。その頃、多数の密入国者が割

り当て枠を無視してパレスチナへ入りこみ、アラブ人の怒りを買った。彼らは

ロシアやルーメイニアからの移住者で、黒海の港から乗船してレバノンのベイ

ルート港に到着する。そして、フランスの官憲の黙認の下に陸路を南へ取り、

苓易に英国の委任統治領にもぐりこんだ。この事態を見過ごせず、アラブ側は

バルブア宣言の廃棄を叫び、不法移民の増大に抗議の同盟罷業を決行する。不

穏な空気がパレスチナ全土にみなぎり、暴力沙汰となって爆発した。

この流血の騒乱で、双方ともに多大の損害を出す。ユダヤ側は四十七人が殺

され、百四十六人が重軽傷を負った。アラブ側の死者は四十八人、負傷者は七

十三人。大半が英駐留軍と警察の発砲による犠牲者だった。高等弁務官のサミュ

アルは事態収拾のためアラブ人の有力者を招集し、ユダヤ移民の一時停止を発

表せねばならないほどだった。この措置はユダヤ側に衝撃を与える。現地の英

当局が常に無条件でシオン主義運動に味方するとは限らぬことを、この事件は

早くも例証したからである。

実際、人口の九割を占める非ユダヤ共同体の協力なしでは、委任統治の将来

は覚束つかない。サミュアルはアラブ側を懐柔するために、折りから空位になっ

たエルサレムのマフティ（イスラーム教の法学者兼指導者）に熱烈な民族主義

活動家を起用し、後に新設の　〈最高ムスリム評議会〉　の会長に任命する。この

人物は聖郡の名門アル＝フセイニ家の若い当主アミーンで、ファイサルの盟友

でもあり、反シオン主義暴動の黒幕と冒されていた。彼の強烈な個性と行動力

は、やがてパレスチナに大波瀾を呼び起こす。
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二　ノナノ≡蓑≒宣工芸室重吉

微妙な角等　民政開始後すぐに二年続きの暴動に直面して、英国政府

釈の変更　は聖地の現実をようやく思い知った。1922年6月、植民

地相のチャーチルは現地の高等弁務官のサミュアルと協議して当面のパレスチ

ナ政策を発表し、「パルプア宣言に定められた条件は、パレスチナ全体がユダ

ヤの民族的故地に転換されることを意図するものではない。このような故地が

パレスチナに建設されるよう期待しているのである」と断言した。20

この長文の白書は戦時下の対ユダヤ約束を改めて確認しているものの、そこ

には微妙な解釈の変更が読み取れる。戦争に勝ち抜くための権道とはいえ、と

んだ重荷を背負いこんだことに、ラングンの政策決定者はやっと気付いた。

チャーチルは「イングランドがイングリッシュであるように、パレスチナは

ユダヤとなる」と述べたヴァイツマンの発言をわざわざ引用し、このような期

待を実行不可能と決め付けたばかりか、英国政府の方針として論外と斥けた。

そして、アラブ側が憂慮するような住民、言語、文化の消滅や従属化はあり得

ないと強調して、前述の通り確言する。

戦時中、マクマホンがフセインに独立を約束した誓約について、チャーチル

は詭弁を弄して苦しい言い訳をしなければならない。オスマン帝国の統治下、

パレスチナはシリア南部の総称で、一つの行政単位にまとまっていなかった。

ヨルダン川の東岸の内陸部はディマシュク州の一部で、地中海の沿岸部はベイ

ルート州に属する。州はいくつかの県に分かれ、聖郡エルサレムとその周辺部

は帝国直轄領として、特別の扱いを受けた。

マクマホン書簡はフセインの要求した地域から、ディマシュクなどの三都市

の西方に位置するシリアの地中海沿岸部を「純粋なアラブと言えない」との理

由で除外している。この地域はベイルート州の北部に合致する。そこでチャー

チルは無理な拡大解釈を試み、同じベイルート州の南部まで、さらには、その

南側に位置するエルサレムまでをマクマホンの留保した地域に組み込んでしま

う。この強引な措置は、シオン主義運動に民族的故地を確保するためで、その

代償にアラブ側はトランスヨルダンを与えられたではないか一一これが植民地

相の本音だった。
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新社会の廷　英国の委任統治下、多数のユダヤ教徒がパレスチナ

設をめざす　へ組織的に移住を始める。その出身地は、やはりロ

シアが多かった。1917年2月に起きた革命で帝政が覆されても、かって信じら

れたように、ユダヤ問題は解決されるものではない。多くの革命家、その同調

者は期待を裏切られ、アレクサンドル・キリェンスキイの臨時政府、そしてポ

ルシェヴィキ政権に失望する。少なからぬ数のユダヤ教徒の社会主義者が〈労

働者の祖国〉を見捨ててシオンの地に向かい、無神論のマルクス主義者までが

〈神の約束の地〉　に渡った。

ヘルツルがスイスのバーザルで第一回世界大会を開催した時、政治的シオン

主義は社会主義とは全く無縁だった。しかし、大会が回を重ねるにつれて、頭

数の多いロシアからの代議員は国内の時代風潮を反映して、社会主義の色彩を

濃厚に帯びてくる。ヘルツルの夢想が英国の庇護を得て民族的故地の形で実現

すると、1920年、早くもパレスチナ・ユダヤ労働総同盟（ヒスタドルート）が

シオンの地に結成された。折りから英政界では労働党が台頭し、1924年には政

権を担当するに至っただけに、パレスチナにおけるシオン主義者の新動向はラ

ングンで好感をもって迎えられる。

政治的シオン主義運動は何よりも組織力に長じ、在パレスチナのユダヤ移民

の秘密投票で自前の議会を選出した。これは年に一度の大会を開くだけなので、

日常業務を常設の国民評議会に委ねる。この評議会は対英翼賛機関に認定され

たユダヤ機構と表裏一体をなし、事実上の政府として機能した。この　〈影の政

庁〉　は英国の委任統治の枠内で、教育、衛生、社会福祉などの分野で広範な自

治権を行使したばかりか、秘密の自衛団（ハーガナー）に若者を徴集して軍事

訓練を施す。この地下の武装組織はやがてアラブ人と英国官憲と戦い、後にイ

スラエル国防軍の基礎となる。

バルブア宣言の約束が着々と実行に移されるのと並行し、ヴァイツマンは世

界シオン主義会議の会長として各国のユダヤ社会の代表と交渉し、非シオン主

義のユダヤ諸団体にも幅広く協力を求めて、パレスチナの対英協力機関へ参加

してもらう。これでユダヤ機構の地位は国際的に一段と強化され、委任統治国

や国際連盟と対等の立場で交渉するに至った。21

ユダヤ移　西暦135年、ユダヤの民が最後の反ローマ蜂起に失敗し

民の変遷　てパレスチナから離散して以来、その子孫はいっの日に

かシオンの地へ戻ることを祈念した。この望郷の想いはクリスチャン社会の差

別と迫害で増幅され、宗教的イデオロギーとなって欧州荏住のユダヤ教徒の間

に継承される。「では来年、エルサレムで」と、ユダヤ暦の年末に挨拶の言葉

が交わされた。
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交通の不便な音、パレスチナはあまりにも遠い。ヤハウェの信徒たちは熱烈

な憧憶の念にもかかわらず、実際にダヴィデの都を訪れる者はほとんどなかっ

た。十九世紀に入って蒸汽船と汽車の時代が到来してから、巡礼はずっと容易

になった。ロシアのユダヤ教徒は聖地の旅から帰らずに、そのままパレスチナ

に居着く者も出てくる。

1880年代の大迫害を契機に、ロシアからパレスチナへ移民の第一波が押し寄

せた。彼らは宗教的シオン主義者で、憧れのシオンの地にたどり着くと、荒野

の開墾に従事した。過酷な農作業に耐え、額に汗しながら　〈生産的労働〉　の喜

びを味わう。やがて大半の者はフランスのロツチルド家の保護下に入り、北ア

フリカのアルジアリアやチュ一二ジアと同じ形態の植民地式農業を営む。

十九世紀の終わり近く、ヘルツルの始めた国家再興運動は、シオン主義の宗

教的イデオロギーを民族主義的、政治的イデオロギーに変換する。さらに二十

世紀の初頭、日露戦争と革命に伴うロシア国内の混乱は、またもや迫害を巻き

起こす。この時、移民の第二波がパレスチナへ押し寄せた。

その大半は未婚の若い青年男女で、さまざまな困難に直面しながら、シオン

の地に理想項の樹立を夢想する。彼らはヤハウェ信仰を維持したものの、厳格

な正統派教徒と異なり、宗教より社会問題に関心を向けた。ある集団は搾取な

き社会の実現をめざし、別の集団は私有財産制否定の農業共同生活体（キブツ）

を築く。22

1920年代に入って、移民の第三波がパレスチナへ押し寄せた。それまでの移

民がトルコ政府の許可を得て小規模だったのとは異なり、今回は受け入れ地で

津波のように感じられる。しかも大国の支持と援助を得ているだけに、アラブ

人は欧州の軍事的、文化的侵略と受け止める。二年続きの暴動は、地元の反撥

と不安の瑞的な表現だった。23

第一次世界大戦後のヴェルサイユ体制は、欧州地図を大幅に塗り替えた。か

ってロシア、プロシア、オーストリアに分割されたポウランドが、独立国とし

てよみがえる。しかし、ユダヤ教徒はカトリック勢力の強い再興国家で、相変

わらず少数派信仰集団の悲哀をかこつ。1924年からユダヤ移民の第四波がパレ

スチナへ押し寄せ、その大半はポウランドの中産階級の出身だった。

この頃になると、移住者の性格が大きく変わり、第三波までの農業指向、社

会主義的色彩は薄らいだ。ポウランド系移民は都市に好んで定住し、小工場や

商店を経営する。テラヴィヴの町は、二十世紀の初頭、第二波の移民によって

アラブの港町ヤップオ近くの砂丘に建設された。第四波の移民がここに集中し

て住み着いたので、地中海岸の新開地は欧州風の大都会に発展する。

第一次世界大戦後の十年間に、十万人以上の東欧系ユダヤ教徒がシオンの地
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に移住する。しかし、チャーチル白書が述べた通り、パレスチナ全体はすぐに

ユダヤ化されなかった。かなりの人数が憧れの地にたどり着いたものの、その

厳しい風土になじめず、思わしい働き口もないまま、米国へ再移住したからで

ある。とはいえ、外来の影響は大きな社会的・経済的変動をもたらし、アラブ

人の伝統的生活を根底から揺り動かす。24

最初の二年続きの暴動を除いて、1920年代は意外にもに平穏に過ぎ去ろうと

した。もちろん、アラブ側は抵抗をすっかり諦めた訳ではない。1925年、パル

プアがパレスチナを訪れると、同盟罷業の手荒い歓迎を受けた。この相対的に

安定した時代は、次の危機をはらんでいた。1929年8月、またもや大暴動が火

の手を上げ、英官憲の肝を冷やす。英国政府はアラブ人の民心の動向を見誤り、

その前年に駐留部隊の大半を本国に引き揚げていた。
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二三　二地三二二号三三

聖地揺るカヾ　暴動は些末なことから始まり、パレスチナ全土に荒

す大暴　動　れ狂う。1928年、ユダヤ教徒は長年の宗教的慣習と

英当局の禁令を無視して、エルサレムの嘆きの壁の前の広場を衝立で仕切り、

男女の礼拝者を分離した。遥かな昔、将軍ティツス指揮下のローマ軍団は聖都

に龍城のユダヤ叛徒を討伐し、抵抗拠点のヤハウェ神殿を徹底的に打ち壊す。

それから千八百年の風霜を経て、この石壁だけが唯一神の宮居の跡をしのば

せる。その後、広大な跡地にはイスラーム教の壮麗な礼拝萱が建ち、異教徒の

立ち入りを禁じた。ユダヤ教徒は神域の外の広場に集まり、聖なる石壁に祈り

を捧げる。この衝立をめぐる紛争が、暴動の発火点となった。

アミーン・アル＝フセイ二は英委任統治当局から要職のマフティに任命され

ながら、対英協力者に転向しなかった。むしろ、その特権的立場を利用して民

族主義運動に挺身し、この事件を絶好の宣伝材料として取り上げる。ユダヤ側

の意図は侵犯の既成事実を積み重ねて、行く行くは神域を乗っ取り、そしてイ

スラーム礼拝堂を取り壊し、ヤハウェの神殿を再建する魂胆だ一一と。

この扇動は第三者の耳に荒唐無稽に響いても、ユダヤ移民の増加に不安を感

じたアラブ民衆の問に深く浸透する。翌1929年8月、両者の対立は流血の衝突

に発展した。この大暴動でユダヤ側は百三十三人の死者と三百三十九人の負傷

者を出し、アラブ側は百十六人の死者と二百三十二人の負傷者を出す。

一見したところ平穏な情勢が、なぜ急転して最悪の事態を招いたのか。流血

の事件は積もり積もった不満と不安の直接的表現に他ならず、英委任統治体制

の下で内向した敵意を発散させた。この時期、反シオン主義運動の矛先は、ま

ず何よりも土地買収に向けられる。いかにチャーチルが心配無用と保証しても、

アラブ側はパレスチナ全土のユダヤ化を危惧した。

土地の貫　十九世紀の終わり近く、宗教的シオン主義者が聖地へ入

しヽあさ　り　植して以来、欧州から移住のユダヤ教徒はパレスチナで

土地を買いあさる。現地のオスマン当局は許可を得た農業移民に対し、開墾用

地として国有地を払い下げた。二十世紀に入って、政治的シオン主義運動は土

地買収基金を設け、積極的に土地買収に乗り出す。外国人が相場よりも高く買

い取るので、負債に苦しむアラブ人の小地主は耕作地を手放した。

英国の委任統治が始まると、ユダヤ側の土地買収はますます盛んになる。こ

の時期、大地主は広大な土地を売り渡し、濡れ手に粟の巨利をつかんだ。彼ら
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の多くはディマシュク、ベイルート、カーヒラ在住の不在地主で、無価値の荒

れ地まで高値で売れるのを喜んだ。アラブ社会は俄か景気に浮かれ、伝統的価

値観を揺さぶられる。25一部の者はますます富み、大多数の者は物価上昇で窮

乏感を味わう。

シオン主義運動の土地買収がいかに合法的でも、パレスチナの社会的緊張を

尖鋭化せずにはおれない。土地の所有権移転により、室しい小作人は耕作地を

取り上げられて、生計手段を奪われた。一昔前までユダヤ農園は低賃金ながら

アラブ人の農業労働者を雇ったが、買収された農地では労働力をユダヤ移民だ

けに依存し、アラブ人を排除する。遊牧民は家畜を自由に放し飼いしていた土

地に、突然、ある日から立ち入りを禁じられる。そこがユダヤ側に買い取られ

たからである。26

土地の買いあさりはアラブ人の敵意をかきたて、反シオン主義暴動の底流と

なった。事態の鎮静化後、英国政府は現地に調査団を派遣し、原因究明に当た

らせる。その報告書は紛争の真因をユダヤ移民の急増に求め、アラブ側の憂慮

を的確に指摘した。27マフティのフセイ二に率いられた代表団はラングンに出

掛けて首相や植民地相と会見し、ユダヤ側の土地買収禁止、移民停止などの要

求を突き付けた。

ヴァイツマンは報告書の分析と結論に不安を抱き、成立したばかりの第二次

労働党政権に働きかける。首相のラムジ・マクドナルドはシオン主義支持を表

明し、再調査を約した。そこで英国政府は別の調査団を送り、土地問題に焦点

を絞って、改めて現地事情をさぐらせる。その報告書も同じ結論を導き出した。

ユダヤ教徒の移住がアラブ人を土地から追い立て、もはやパレスチナに移民を

吸収できる余地はない一一と。28

新白書　これら二つの報告書を踏まえて、1930年10月、植民地相のパ

を発表　スフィールド卿は新しい白書を発表した。フェビアン協会派

の漸進的社会主義者、また経済学者、社会学者として高名なシドニ・ウェッブ

は貴族に叙せられ、労働党政権に入閣してから大英帝国の海外領を統括する立

場にあった。あのチャーチル白書からすでに十年を経過し、植民地省も現地の

委任統治当局も、パレスチナの情勢を的確に認識するに至った。

この白書はアラブ側の不満の根源をよく理解し、ユダヤ移民の無制限流入と

土地買収に歯止めをかける。具体的には、将来の五年間に合計七万五千人の受

け入れを認め、その後は移民を停止する一一と。パスフィールドの新方針はバ

ルブア宣言を実質的に変更し、パレスチナ委任統治の根幹に触れるものだった。

英国の急速な政策転換に、シオン主義者は怒り心頭に発した。ヴァイツマンは

白書に対する抗議の意思表示として、ユダヤ機構の会長を辞任する。
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シオン主義者は大々的な反対運動を盛り上げ、マクドナルド政権に揺さぶり

をかける。その前年、この対英協力機関は組織を拡大して、世界各地の非シオ

ン主義ユダヤ団体まで内部に取り込んだ。このため白書撤回運動は国際的な拡

がりを見せ、大西洋の対岸にも飛び火して、しばらく英米関係を冷去口させる。

労働党はもともと親シオン主義的傾向を持っているので、内部からも白書に批

判の声が高まった。

マクドナルドは内外の圧力に屈し、パスフィールド白書を実質的に骨抜きし

てしまう。1931年2月18日、英国首相は誤解を解くためと称して、ヴァイツマ

ン苑てに長文の書簡を送り、弁解に終始した。英国は委任統治の責務を忠実に

履行する。移民の制限は現地の経済的吸収能力によるもので、他意はない。白

書はユダヤ側の土地取得をこれ以上禁止するものでなく、英国政府は移民の停

止や禁止を指示したこともなければ、想定したこともない一一と。

シオン主義運動側の強い政治的圧力で、英国政府は公式に表明した立場から

あっさりと後退しまう。今度はアラブ側がいきりたっ番で、マクドナルド首相

の詫び状を〈暗黒の書簡〉　と名付ける。その年の暮れ、マフティのフセイ二は

エルサレムでイスラーム会議を開催し、二十二カ国から代表を集めて反シオン

主義の気勢をあげた。いまやパレスチナ問題は、イスラーム世界全体の関心事

となる。しかし、国際的支援態勢は、ユダヤ側がはるかに優っていた。

実際、英国のパレスチナ政策は振り子のように揺れ動く。当初の親シオン主

義的色彩は時の流れと共に次第に薄れ、代わってアラブ側の主張に理解を増す。

委任統治の当局者は暴動から教訓を得、現地の情勢を知るに連れて、ユダヤ側

に一方的に肩入れするのをやめた。しかし、本国政府の首尾一貫せぬ方針は、

かえって双方から不信感を招く。

激土曽　す　る　その頃、ドイツの政治情勢は国内のユダヤ社会に恐

ユダヤ移民　慌を巻き起こし、パレスチナにまで深刻な影響を及

ぼす。19331月、国家社会主義ドイツ労働党（ナチ党）のア一ドルフ・ヒトラ

ルは政権を獲得し、やがて全権を掌握すると、国策として反セム主義を推進し

た。29　それまでユダヤ移民の大多数はロシア、ポウランド、ルーメイニアなど

の東欧から来たが、この時から中欧のドイツ出身者が目立って増加する。同時

に全体の人数も、飛躍的に跳ね上がった。

1930年、ドイツ系ユダヤ教徒のパレスチナ移住者数は、たかだか三百五十人

に過ぎなかった。それが1933年には七千六百人に、1934年には九千八百人に急

増する。1935年には少し減って八千六百人となったが、1936年には再び増え七

八千七百人を数えた。ユダヤ移民の総数も、1930年代には著しく伸びる。1930

と1931の両年は大恐慌の後遺症で、四千人台にとどまったが、1932年には一万
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人の大台に迫り、1933年には三万人、1934年には四万二千人、1935年には六万

九千九百人に達し、1936年には二万九千七百人にまで反落した。30

パレスチナ高等弁務官を始め、現地の英政庁当局者は悲鳴を上げた。一年に

二万人以上の移民は、現地の経済的吸収能力をはるかに上回る一一と。ユダヤ

移民の急増は∴必然的に土地の需要を拡大する。アラブ小作農民は、それまで

誹やしていた欄から追い立てられた。さらにユダヤ優先の雇用策は、アラブ労

働者の失業率を押し上げる。

一度は忘れかけた悪夢が、現実味を帯びてよみがえった。この勢いで欧州か

らユダヤ移住者が増加を続ければ、アラブ住民は遠からず少数派に転落し、政

治的にも、経済的にも強大な外国人の支配下に組みこまれてしまうだろう。実

際、パレスチナのユダヤ人口は1919年には僅か五万五千人、1929年には十六万

人に過ぎなかったのに、1939年には四十四五千人を超え、総人口の三割を占め

るに至った。

この時期、奇妙なことにヒトラルの第三帝国はシオン主義運動に協力を惜し

まず、ドイツ系ユダヤ教徒のパレスチナ移住に便宜を図る。ナチ政権は国内か

ら速やかにユダヤ住民を追い出すために、まとまった受け入れ先を必要とした。

一方、シオン主義者側は数の劣勢を補うため、可能な限り多数の同信者をパレ

スチナに集めようとした。両者は不倶戴天の敵同士でありながら、利害関係の

一致から協定を結ぶ。31

これにより、ドイツのユダヤ教徒は出国に際して、資本や物資の持ち出しを

認められた。ヒトラルがナチ政権を樹立した1933年から第二次世界大戦の始ま

る1939年までの足掛け七年間に、総額一億マルク以上の資本がドイツから聖地

へ合法的に移される。これはパレスチナの工業化に役立ったばかりか、アラブ

側に対するユダヤ側の優越的立場を確保した。
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二　ノ了ノアテナ二三号二≡宴

半年間の　アラブ側がパスフィールド白書を歓迎したのも束の間の

同盟罷業　出来事、ユダヤ側は政治力を発揮して巻き返しに成功し

た。1930年代の半ば、パレスチナのアラブ社会には、英国の委任統治に対する

不満が渦を巻く。東アラブ一帯の旧トルコ領を見渡せば、イラークもトランス

ヨルダンも名目的とはいえ、独立、あるいは半独立の地位を獲得した。フラン

スの支配下のシリア、レバノンでさえ、一定の自治を認められている。それに

比べると、パレスチナのアラブ住民は政治的意思を全く表現できない。しかも

ユダヤ人口の増加は、暗雲のように重苦しくのしかかってくる。

1935年11月、パレスチナのアラブ諸政党は統一要求を作成し、議会の開設、

土地売買の禁止、ユダヤ移民の停止を高等弁務官に要望した。英政庁はアラブ

側の不満を宥めるため、他の要求はさておいて議会の設置に応ずる。委任統治

の初期、初代高等弁務官のサミュアルは選挙を実施しようとしたが、アラブ側

の忌避で実現しなかった。それから十数年、変化の風が吹き始める。

英政庁は代表民主制の実現に向けて動き出す。ところが、議席の配分案がア

ラブに十四、ユダヤに八となっているので、今度はユダヤ側に拒否される。ユ

ダヤ側は当時の人口比率よりも大きい議席数を割り当てられても、決して満足

しなかった。ドイツからの移住者が急増している折りに、代表権を劣勢のまま

固定されたくなかったからである。パレスチナの二つの社会は一つの土地で融

和することなく、ますます対立を深める。

1936年4月、反シオン主義の諸団体は〈アラブ高等委員会〉を結成し、マフ

ティのフセイこの指導の下で長期間の同盟罷業を決行する。その頃、ユダヤ移

民は奔流のようにパレスチナへ流れ込み、同時に武器の密輸入の噂が拡まった。

各地で起きた小競り合いの末に、港町のヤップオと隣接のテラヴィヴで流血の

大衝突が発生する。アラブ側はユダヤ移民の停止実現まで同盟罷業の継続を呼

号し、さらに税金の不払い運動を始めた。32

情勢が険悪化する真最中、英国政府は向こう六カ月間に四千五百人のユダヤ

移民を受け入れると発表し、火に油を注ぐ。同じ冒、ラングンは対パレスチナ

政策の変更をほのめかし、騒乱の原因追究に調査団の派遣を決めたが、とうて

い出発できる情勢ではなかった。

この同盟罷業は秋まで半年間も続き、近隣アラブ諸国の仲裁でようやく解除

される。33　しかし、英政庁が移民の停止に応じなかったので、その目的は達成
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されなかった。治安の回復までに、ユダヤ側は八十人、アラブ側には百四十五

人、英国には三十八人の犠牲者を出す。

深ま　る一　パレスチナに法と秩序がよみがえった1936年11月、やっ

方の対立　と調査団が現地に到着した。団長のピール卿はかつてイ

ンド相を務め、植民地行政にくわしい。しかし、病身だったので、報告書の取

りまとめは前駐独大使のホレイス・ランボルドの手に委ねられる。この外交官

は国家社会主義の台頭と反セム主義の猛威をベルリーンで目撃していた。ピー

ル調査団は現地に二カ月間滞在し、六十六回にわたってアラブとユダヤの双方

の関係者に問題点を質した。

当初、アラブ側は調査を受け入れず、事情聴取に応じなかった。ヴァイツマ

ンも英国流の調査団方式を好まなかった。これまでの経験から、植民地省が調

査報告書を楯に取って、移民の停止や土地買収の制限を押し付けると警戒した

からである。だが、英労働党の親シオン主義議員たちはユダヤ側を説得し、調

査に協力を勧告する。英国政府も調査期間中に移民の停止はないと、ヴァイツ

マンに保証した。

ユダヤ側はピール調査団に提出した覚書や公聴会で述べた意見で、予想以上

に協調的姿勢を示す。ヴァイツマンは対等の原則を主張した。流血の衝突にも

かかわらず、ユダヤとアラブの妥協は不可能でない。パレスチナの二つの社会

の人口に大小の差はあっても、一方が他方を支配することがあってはならない。

もし議会が開設されるなら、この原則が適用されるべきだ一一と。対英協力機

関の現地責任者で、十数年後にイスラエルの初代首相となるベン＝グリオンは、

次の公式見解を強調した。シオン主義の目的はパレスチナをユダヤ国家にする

ことではない一一と。

ピール調査団の帰国直前、アラブ側は戦術を転換し、フセイ二が公聴会に参

考人として出席する。バルブア宣言はアラブの立場を寝苦し、シオン主義者に

肥沃な土地の奪取を許したばかりか、パレスチナの独立を阻害している。チダ

ヤ側の究極の目的はイスラーム教の聖域に侵入し、そこにヤハウェの神殿を再

建することだ。英国は直ちにユダヤ移民を停止し、土地の買収を禁止すべきだ

一一と。彼は従来の主張を繰り返し、バルブア宣言の破棄、委任統治の失効を

要求した。

ユダヤ側はアラブ側の意見陳述に対し、公聴会で反論する。英国は国際連盟

のパレスチナ委任統治協約の条項に連反し、吸収能力の限度までユダヤ移民を

受け入れていない。フセイこの主張する即時独立は、ユダヤ社会をアラブの支

配下に置き、それを危険な状態に追いやる。英国はアラブの暴力行為を鎮圧し、

民族的故地の建設にもっと力を貸すべきだ一一と。
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分苦りこそ唯　双方の主張は平行線をたどるだけで、全く相容れな

」．一一の角等決芸臣　かった。ピール調査団は「アジア的性格のアラブ」

と「ヨーロッパ的性格のユダヤ」の共存を不可能と判断し、1937年7月に公刊

した報告書でパレスチナの分割を提議した。英国は委任統治をやめ、係争の地

をアラブ地域とユダヤ国家に分ける。ただし、聖郡エルサレムとイエス生誕の

地ベツレヘムは、引き続いて英国の統治下にとどまる一一と。

この分割試案では、ユダヤ国家の領域は地中海の沿岸部の北半分とガリラヤ

湖の周辺部で、パレスチナ全土の約二割を占める。ここが独立国家になれば、

たとえ面積は広大でなくとも、ヒトラル独裁下のドイツから多数のユダヤ難民

を収容できよう。もはや移民の受け入れに、英政庁の許可を必要としない。一

方、アラブ側はパレスチナの大部分を得て、先祖伝来の地を乗っ取られる心配

はもはや無用となる。しかも念願の独立を獲得するからには、土地の一部をユ

ダヤ側に譲ることぐらい我慢してもよいではないか……。

この報告書は率直に過去の失敗を認め、分割こそ唯一の解決策と断じた。し

かし、ピール調査団の結論は自画自賛するように「計り知れないほどの平和の

恩恵」をもたらすどころか、アラブとユダヤの双方から反撥を買う。

アラブ側はたちどころに拒否した。この提案が民族政府の樹立一一独立と引

き換えに、不可分の国土を分割するからである。一方、ユダヤ側は戸惑いを見

せた。この勧告があっさりとユダヤ国家を認めたからである。それまで英国政

府はパレスチナに〈国家〉でなく　〈故地〉を樹立すると称した。シオン主義運

動の指導部も真の意図を隠して、ベン＝グリオンが公聴会で力説した通り、ユ

ダヤ　〈国家〉　という表現を意図的に避けていた。

実現不可　パレスチナ分割試案はシオン主義運動に大きな波紋を投

青巨の結論　じ、三十三年前のユーガンダ論議を想起させる。ある者

は手放しで喜んだ。悲願の故国再興が近付いた一一と。だが、別の者はピール

報告書の内容を吟味し、たちまち怒り狂った。シオンなきユダヤ国家に絶対反

対一一と。報告書発表の翌月、世界シオン主義会議はチューリヒで第二十回大

会を開き、会場には賛否両論が渦を巻く。

もともとシオン主義運動の右派は、委任統治の領域に大きな不満を抱いてい

た。英国がハーシム家のアブグッラーを懐柔するため、ヨルダン川の東岸を切

り離したからである。国際連盟がユダヤ側のパレスチナに対する歴史的関係を

認めるからには、英委任統治下の領域は旧約聖書に基いてトランスヨルダンを

含めねばならない。この〈エレツ・イスラエル〉（字義は「イスラエルの地」

で、大イスラエルの意）の要求は極めて根強く、政治的シオン主義運動に分裂

をもたらす。34
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ヴァイツマンは大会で批判の矢面に立たされた。過去二十年以上、この功労

者はシオン主義運動の成否を英国の善意に賭けてきたので、ピール調査団報告

書の内容に多少の問題があっても、パレスチナ分割試案に賛成の意向を固める。

その面積が狭いにせよ、独立ユダヤ国家はドイツ第三帝国の迫害から逃れた同

胞の避難所となり得る。最新農業技術の導入で荒れ地の開墾を進めれば、二百

万人の吸収は可能となるだろう。ピール提案を非難するのは簡単だが、これに

代わる名案があるだろうか一一と。

大会は紛糾した末に、三百対百五十八の表決で、ヴァイツマン指導の執行部

に対英交渉権を付与した。大会決議自体はピール報告書の分割試案を受諾せず、

ユダヤ国家の樹立に関する条件を詰めるよう定めただけである。大会の決定を

受けて、ユダヤ機構が会議を開くと、出席の非シオン主義者たちはパレスチナ

の分割について疑念を呈した。1929年にユダヤ機構の組織が拡大されて以来、

彼らは対英協力機関に加わったが、ユダヤ国家の構想そのものには賛成できな

かったからである。

1938年秋、英国政府は分割案の細部を詰めるためと称して、別の調査団を現

地に派遣した。だが、その頃のパレスチナは大騒乱の真只中にあり、ピール報

告書の提案について実現不可能の結論を出す。そこでラングンは改めて声明を

出し、分割と独立の抱き合わせによる問題解決が不首尾に終わったことを公式

に認め、委任統治の継続を表明せねばならなかった。こうしてパレスチナの分

割案は、アラブとユダヤの賛同を得られぬまま、当の英国政府さえ諦める。

血みどろ　チューリヒで世界シオン主義会議が分割案の是非を論じ

の戦場古こ　ていた頃、シリアのブルダンで汎アラブ会議が約四百人

の代表を集めて開催され、満場一致でピール調査団の提案を拒否した。大会決

議は、強硬な文言でちりばめられた。パレスチナはアラブの地であり、それを

守り抜くのはアラブ国家の神聖な責務である。聖地の分割でユダヤ国家が出現

すれば、それはアラブ世界に敵対する外国勢力の基地となろう一一と。

パレスチナの情勢は、前年秋の同盟罷業解除後、しばらく小康を得ていたが、

ピール調査団の報告書が論議を呼んでから、急速に悪化する。1937年10月、英

国人官吏の暗殺事件を契機に、英政庁はアラブ高等委員会を非合法化し、さら

にフセイ二をマフティの地位から解任した。

フセイ二は英官憲の手の及ばぬ嘆きの壁の奥の神域に逃げ込み、ついでレバ

ノンへ脱出に成功する。そこから仏当局の黙認の下で、反英、反シオン主義闘

争を指揮した。高等委員会の主要幹部は逮捕され、．流刑囚としてインド洋のセ

イシェル諸島に送られる。しかし、アラブ側の抵抗運動は英国の強硬策でも終

わらなかった。それから一年半にわたって、聖地は血みどろの戦場と化す。
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すでに二年前、ゲリラ戦は始まっていた。この闘争は従来の突発的暴動と異

なり、パレスチナから武力で外国勢カー一美官憲とシオン主義者一一の排除を

めざす。民族主義者のイッジディン・アル＝カーシムは人里離れた岩山の洞窟

に根拠地を構え、同志に軍事訓練を施した。彼の組織は単なる武装集団にとど

まらず、対外宣伝機関まで設ける。1935年秋、このゲリラ部隊はユダヤ武装勢

力と衝突し、増援の英国軍とも戦った。だが、激しい銃撃戦の末に壊滅し、カ

ーシム自身も戦死を遂げる。35

莫大な妻女　当時の悪い道路事情では、警察や軍の装甲車は村落へ苔

の犠牲者　易に入りこめない。アラブの戦士は交通不便で近付き難

い丘陵地に立てこもって、折りを見てユダヤ開拓農園を襲撃し、英軍や警察の

哨所を攻撃する。道路に地富を埋設し、障害物を築く。列車の脱線や送油管の

切断の破壊工作を行う。さらにシリアやイラークから義勇兵が馳せ参じ、解放

闘争の戦列に加わった。

英軍も反撃に出る。地上部隊がゲリラを包囲して追い詰め、飛行機が空から

爆弾を投下する。ある村落が武装集団の巣窟と疑われると、家屋は片端から爆

破される。住民の一部が戦士をかくまったり、食糧を与えたりすると、治安当

局は村全体の連帯責任を問い、法外な金額の罰金を科す。さらに外出禁止令を

出して、農民の野良仕事を妨害し、武器所有禁止令を布告して、違反者に死刑

の極刑を課した。

対英武装闘争は次第に内向化し、たびたび同胞まで血祭りに上げる。英官憲

の協力者と疑われると、誘い出されて人民裁判にかけられる。不運な者は即決

処刑され、幸運な者は拷問で半死半生の目に遭ってから釈放された。英政庁は

アラブ穏健派の育成で事態収拾を図ろうとして、名門のフセイニ家と対抗関係

にあるナシャシビ家を交渉相手に取り立てる。だが、前のマフティはすぐに刺

客を送り、裏切り者を暗殺した。

いまやアラブ人同士が血を流し合う。英政庁に勤務の職員、ユダヤ側に土地

を売った地主、ゲリラに献金を渋った資産家、それぞれに容赦ない運命が待ち

受ける。フセイ二は亡命先のディマシュクから反英、反シオン主義闘争を指揮

したが、現地のゲリラ活動は相互の連係を欠いた。指導者間の個人的反目、主

導権争いの派閥抗争から、ついには武装集団同士の衝突さえ起きる。

1939年に入ると、アラブの抵抗も次第に力尽きた。この武力闘争は莫大な犠

牲を伴い、アラブ側に約五千人の死傷者を出す。この時、パレスチナの情勢に

大きな変化が生じた。英国政府は対独戦争を不可避と判断し、アラブ諸国の支

持をつなぎとめるために、ユダヤ側への一方的肩入れをやめ、政策転換を断行

した。それは新しい白書で員体的に明確化される。
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三二　三三アラブ三≡／∴告 囲

欧タ、卜l戦争1930年代の後半、ラングンはベルリーンの脅威を日増し

の　危　機　に感じ、戦争の危機に備え始める。イラークの石油を確

保し、スエズ運河の航行を維持するには、是が非でもアラブ世界の支持と協力

を取りつけねばならない。パレスチナ問題の解決は、英帝国の安全保障のため

緊急事となった。

第三帝国の宣伝機関は英軍の強硬手段に大々的な非難を浴びせ、アラブの民

心を引き寄せようと試みる。36亡命中のフセイ二はとうに英国を見限り、ドイ

ツ、イクリの枢軸国に接近した。ある時期まで反セム主義のドイツは国内から

ユダヤ教徒を追い出すため、シオン主義者と奇妙な利害の一致を見た。だが、

ナチ・ドイツはユダヤ国家の出現を座視できない。それが英国の後ろ楯を得て、

反ヒトラル運動の砦となるのを恐れたからである。

英外務省は植民地省よりも、広い見地から中東政策の再検討を迫られた。ア

ラブ諸国に駐在の外交官から、警報がぞくぞくと届く。パレスチナの分割を強

行すれば、大衆運動に火を着けるどころか、親英的な国王や首長の離反さえ招

きかねない一一と。イラーク、トランスヨルダン、サウディ・アラビア、エジ

プトなど、場所は異なっても、現地の情勢分析は一致する。

パレスチナ問題をめぐって、外務省と植民地省とは対立を深めた。しかし、

政府としてはピール調査団の報告書をすでに承認している。そこで前者は後者

の反対を押し切り、分割実施の技術的細目を詰める名目で、別の調査団の派遣

を提案した。首相のネヴィル・チェインバリンは閣内の対立に断を下し、外務

省の肩を持っ。ヒトラルはすでにオーストリアを支配下に収め、次にチェカス

ロウヴァーキアのズデータン地方を狙った。もし中東にも触手を伸ばしたら、

反英勢力に大きな励ましとなるだろう。

1938年5月の内閣改造で、自治領相のマルカム・マクドナルドが植民地柏に

横すべりした。この人事異動はユダヤ側から歓呼の声で迎えられ、まだ三十歳

代後半の若い閣僚に過大な期待が寄せられる。37八年前、彼はオックスフォー

ドの学生時代の指導教官から依頼されて、シオン主義者を父の首相に引き合わ

せ、パスフィールド白書を骨抜きするのに一役買った。

マクドナルドはヴァイツマンと個人的親交を深め、かねてからシオン主義運

動に好意を持っていた。しかし、就任早々、閣僚として重大な任務を悟る。こ

の危機の時代には何よりもまず大英帝国の利益を優先させねばならない一一と。

－98－



間もなく新任の植民地相は私情を殺してまで、何度も苦しい決断に迫られた。

ヒトラルに迫害されたユダヤ教徒だけに特別に配慮して、アラブ世界を失って

ほならないからである。

当時、戦争の暗雲が欧州の空に低く垂れこめる。ズデータン危機はチェイン

バリンの宥和政策で、ひとまず回避された。老首相は自らドイツへ飛び、ヒト

ラルと会談して束の間の平和を得る。だが、この独裁者の領土的野望はとどま

るところを知らず、オーストリア、チェカスロウヴァーキアの次にはポウラン

ドの併呑をめざす。遅かれ早かれ、英独の軍事的対決は避けられまい。

円卓会議　中東情勢について、英国軍部も外務省と同じ認識を抱い

を　開　催　た。もし対独戦争が始まれば、アラブ世界の油田、運河、

軍港、飛行場は戦略的見地から絶対に確保せねばならない。ピール調査団の勧

告通りユダヤ国家の建国が強行されれば、アラブ諸国の決定的離反を招くだろ

う。そのような事態に至らぬために、パレスチナの分割を取りやめ、戦乱を終

わらせることが、何よりもの急務である一一と。

外務省の画策した新しい調査団は、1938年11月、パレスチナの分割について

実行不可能の結論を出した。これでユダヤ国家の創設は棚上げされ、当分の問、

アラブ世界を英国の陣営につなぎとめられよう。ついで英国政府は善後策を講

ずるために、ユダヤとアラブの代表をラングンに招いて、円卓会議を開くこと

にした。

これには付帯条件が付いた。会議に出席の代表団の顔触れについて、英国は

拒否権を留保する。これでマクドナルドはフセイこの参加を封じた。前のマフ

ティが公然と出席すれば、英国の屈服と解釈されるからである。もう一つ、こ

の三者会議がパレスチナの将来について合意に至らぬ場合、英国としては独自

の方針を定めて実行に移す。土地買収、移民の割り当て枠一一いずれの問題も

ユダヤとアラブの立場が尖鋭に対立し、まず妥協はむずかしい。初めから英国

政府は会議の結末を見越し、あらかじめ釘を刺す。

1939年2月、英京で円卓会議が開かれたものの、アラブ側はユダヤ側と同席

するのを拒んだ。このため英国は双方と別々に交渉を進めばならない。会議は

実りないまま、3月に決裂してしまう。

対独戦に際して英国がアラブ諸国を味方に引き留める一一少なくとも好意的

中立を取り付けるために、マクドナルドはひそかに舞台裏でアラブ代表団に接

触し、ユダヤ移民の受け入れの許苓限度を打診した。その結果、今後五年間に

七万五千人ならば反対されないとの感触を得る。この秘密工作は閣内の親シオ

ン主義者からユダヤ側に筒抜けとなった。ヴァイツマンは大いに怒って、マク

ドナルドに裏切り者との悪罵を浴びせ掛ける。38
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新白書1939年5月17日、マクドナルドは新しいパレスチナ政策を発

を発表　表した。ラングンの円卓会議が物別れに終わったからには、

英国政府は留保条件の通り、独自の方針を一方的に宣言したのである。

この長文の覚書はピール報告書の主要な柱一一パレスチナの分割、ユダヤ国

家の独立一一を斥け、アラブ側の主張を大幅に取り入れた。新白書は、政体、

移民、土地の三部に分かれ、第一次世界大戦後の対パレスチナ政策の総決算を

意図する。39

まず将来の政体について。白書は十年以内にアラブでもユダヤでもない単一

〈パレスチナ国家〉の独立を想定する。双方の社会とも、それぞれの本質的権

利を保障されつつ、国政に参与する。独立に至る経過期間中、英国は委任統治

国としての責任を負うが、政庁の主要役職にはアラブとユダヤの人口比に応じ

て人材を登用する。彼らは高等弁務官の監督と英国人顧問の助力の下に職責を

果たし、高等弁務官の諮問会議一一ゆくゆくはパレスチナ国家の内閣一一に出

席する。

次に移民について。ユダヤ教徒の将来の比率がパレスチナ全体の人口のほぼ

三分の一になるよう、今後五年間に経済的吸収能力に基いて七万五千人を受け

入れる。それ以上の移民は、アラブの同意なしには認められない。不法移民の

取り締まりに努力を払うが、国外に追放できぬ密入国者の人数は、年間の割り

当て枠から差し引く。

最後に土地について。アラブとユダヤ問の売買は、ある地域では禁止し、別

の地域では制限する。この白書の発表の日から高等弁務官は所有権移転の禁止、

あるいは制限に関して総括的権限を付与され、独立達成に至る経過期間、この

権限を保持する。

シオン主義者は怒り狂った。ユダヤ機構は抗議声明を発表し、激烈な言葉を

並べ立てる。パレスチナの権力は、アラブ側に引き渡された。いっまでもユダ

ヤ側は少数派の地位に甘んじねばならず、さらに多数派のアラブの意のままに

なってしまう。この政策変更は英国の信義違反、アラブのテロリズムへの屈服

に他ならない。英国はこともあろうに、ユダヤの歴史で最も暗黒の時期に、迫

害された民から最後の希望を奪い、母国へ帰る道を閉ざした一一と。

この声明は強調する。これまでユダヤ側はアラブ側の暴力に対して報復する

ことなく自制に努めてきたが、決してテロリズムに屈したことはないし、将来

も屈することはないだろう。だが、ユダヤ開拓者は今日から移民、民族的故地、

自由を守るため、先駆者が見捨てられた故国の再興に尽くしたのと同様の力を

発揮するだろう一一と。40間もなく英政庁はアラブの武力抵抗に代わって、ユ

ダヤ過激派の実力行使に手を焼く。

－100－



アラブ側も白書の受け入れを拒否した。英国の対パレスチナ新政策が相当な

譲歩を示しながらも、アラブ国家としての即時独立、ユダヤ移民の全面禁止な

ど、年来の要求を盛り込んでいないからである。円卓会議に出席のアラブ代表

団の中には、白書の内容に満足する者もいた。しかし、うっかり妥協的態度を

見せれば、どんな批判にさらされることか。強硬論の陰に、穏健派の意見は隠

れてしまう。

再こ下‾世界1939年9月1日、ナチ・ドイツはポウランドに対して竃

大動舌Lもこ　撃戦を仕掛けた。二日後の9月3日、英国は第三帝国に宣

戦を布告する。またもや欧州大陸は大動乱に突入した。マクドナルド白書の狙

いは、見事に的中する。ヒトラル・ドイツの緒戦の勝利が目覚ましかったにも

かかわらず、英国はアラブ世界を味方の陣営につなぎとめ、中東各地の戦略的

要衝を維持できた。

英国の政策が親アラブに急転回したため、世界シオン主義運動の指導部、パ

レスチナ在住のユダヤ住民は大打撃を受けたが、大戦中はひとまずヒトラル打

倒の戦争努力に協力する他なかった。多数のユダヤ青年が内心に複雑な気持ち

を抱きながらも、英軍の志願兵として軍務に服す。パレスチナは巨大な兵端基

地と化し、軍需産業が興隆した。ナチ・ドイツから聖地に持ち込まれた資本は、

反独戦争に有効な使途を見出す。

マクドナルドはパレスチナの現実を認識し、バルブア宣言以来の過ちの積み

重ねを、ある程度まで、この新政策で是正しようと試みた。だが、それは最大

の同盟国・アメリカと外交的摩擦を引き起こす。大戦中から戦後にかけて、シ

オン主義運動はユダヤ人口の多い合衆国に支持基盤を固め、国内政治とからめ

て米国の外交政策に圧力を掛けた。

マクドナルド白書は十年後にパレスチナの独立を想定したが、発表から七年

後に破棄されてしまう。英国政府はシオン主義過激分子の武装抵抗に悩まされ、

聖地のユダヤ社会の敵意と非協力の前に屈し、二十五年に及ぶ委任統治の放棄

に追い込まれた。その結果、パレスチナは分割され、ユダヤ国家のイスラエル

が神の約束の地に出現する。ここにユダヤ移民が無制限に流入し、相次ぐ戦乱

でアラブ側は土地を奪われた。

パルプア宣言から三十年後、かってヴァイツマンが預言した通り（そして、

チャーチルが否定したのとは正反対に）、イングランドがイングリッシュであ

るように、パレスチナはユダヤの地となった。アラブ側の懸念は決して妃憂で

はなかったが、ことさらに英国の為政者から無視されたのである。
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＜第三部の註と参考文南犬＞

1マクマホン書簡は英国政府の白書の中で部分的に引用されるにとどまったが、十二

年後の1937年になって、ようやく全文がラングン発行の『タイムズ』紙に公表された。引

用箇所は、次の資料集による。〔Yalter Laqueur and Barry

Israel Reader：AI）OcumentaryIIistory of theliddle East

Rubin（Eds．），The Arab－

Conflict，Revised and

updated（Ⅱarnondsworth：Penguin Books，1984年）、15～17頁〕

2　十六世紀、エジプトのマムルーク王朝が滅亡した際、カーヒラのハリーファはイス

タンブールに連行されて肩書を奪われる。その後、この地位は有名無実化し、地方の領主

が勝手に名乗ることさえあった。やがてオスマン帝国の歴代スルターンは単なる軍事征服

者でないことを示すもにも、この称号を併用するに至った。十八世紀、ロシアが対トルコ

戦争に勝利を収めて、黒海の沿岸地方を独立させた（後に併合する）際の平和条約で、スル

ターンは他国の主権下のイスラーム教徒にも、宗教上の権威を保持できると認められた。

〔P．X．Eolt，Ann E．S．La血bton and Bernard Lewis（Eds．），The CambridgeⅦistory of

Islam，VolunelA：The CentralIslamic Lands from PreJslamic Tines to the First

Yorld War（Cambridge：Cambridge University Press，1970年）、355貢〕

こうしてハリーファの地位は、近代的意味において、国際的承認を得たことになる。そ

の後、この宗教的権威は英領インドのイスラーム教徒にも及んで、ハリーファはしばしば

カトリック教皇になぞらえられた。しかし、オスマン帝国の国力衰退に連れて、この称号

は殆ど実体を伴わなくなった。

3　改革派の軍人は〈統一・進歩委員会〉を権力基盤に内政面で一定の成果を挙げたが、

対外関係では失敗と後退を繰り返す。権力掌握から第一次世界大戦までの五年余の短期間

に、欧州のボールカン半島の領土をほとんど喪失し、北アフリカのリビアをイクリに奪わ

れた。それだけにアラブ人の動向に注目し、鉄の枠で締め上げた。

4　トルコの官憲は金貨で決済するのを禁じて紙幣を押し付けたり、砂漠の生活に欠か

せない略紀を没収したりするなど、戦時強権を発動する。当初、アラブ人は長年の従属関

係からトルコの戦争努力に協力したが、壮丁の徴兵と物資の徴発、性急なトルコ化の強要

に、やがて民族的反撥を強めた。〔Y． T．Toni and Suleiman XotlSa，Jordan：Land and

辿（宜inistry of Culture andInformation，Government of the‡ashemite Kingdom
ofJordan）、25貢〕

5　この考古学者の秘密工作員は後に〈アラビアのロランス〉として知られ、英国内で

活躍ぶりを大々的に喧伝される。当時、欧州の戦況は手詰まり状態に陥っていたので、英

軍部は戦意高揚のために英雄を必要とした。彼のようにアラブの軍勢と行動を共にした工

作員は他にもいたが、宣伝材料に取り上げられなかった。その結果、ロランスが徒手空拳

でアラブの蜂起を指揮し、ついには勝利に導いた一一という神話まで生まれる。〔Peter

Xansfield，The Arabs（Ⅱarnondsworth：Penguin Books，1978年）、198貢〕

戦後、ロランスは回顧録を執筆し、列車襲撃やアカバ攻略などを活劇風に措写した。こ

のSeven Pillars of Wisdomは、現在も版を重ねている。

ー102－



6　英国の戦史家は、アラブの叛乱がトルコ軍の兵力を分散させ、英軍の戦力を消耗さ

せることなく、戦局の挽回に責献した一一と述べ、ファイサル指揮下のゲリラ部隊の役割

を高く評価している。〔B．E．Liddell Eart，Eistory of the First World War（London：

Pan Books，1982年）、212貢〕

7　英国は親トルコのアラブ部族に対抗させるために、ハーシム家と敵対関係にあるサ

ウード家にも武器や軍資金を供与した。〔David Eolden and

of Saud（London：Pan Books， 1983年）、63～65貢〕

RichardJohns，TheⅡouse

8　ファイサルは平和会議に出席するためパリに出かけた際、ロランスの強い勧めでヴァ

イツマンに会う。両者が署名した1919年1月3目付の合意文書は、パルフア宣言を認め、パ

レスチナにユダヤ教徒の大量移住、開墾の促進をうたいあげた。この文書がユダヤ国家と

か民族的故地などの刺激的表現を慎重に避けたので、ファイサルは独立アラブの経済的基

礎の確立にユダヤ教徒の協力を当て込み、シオン主義者との取り引きに応じた。しかし、

念鯨の独立が実現しない場合、この合意は無効になると、ファイサルは文書の末尾に手書

きで留保条件を書き足した。〔Yalter Laqueur and Barry Rubin（Eds。），前掲の資料集、

18～20貢〕

9　国際連盟は世界平和維持機構として、ウィルスン米国大統領の提唱により、ヴェル

サイユ条約と表裏一体をなす形で発足した。しかし、米国上院は批准を否決して孤立主義

の伝統を守り、ウィルスンは失意のうちに間もなく世を去った。〔Frederick L．Schuman，

Ⅰnternational Politics：The Western State System and the World Com皿unity（New

York：XcGraw－Eill，Reprinted by Eogakusha：Tokyo，1958年）、94貢、211～214頁〕

10　バーザル宣言の引用箇所は、次の資料集の英訳によった。〔Walter Laqueur and

Barry Rubin（Eds．），前掲書、11頁〕

111921年8月27日、ファイサルは、英国の委任統治の枠内で新たに創設されたイラー

ク王国の元首として、正式に即位する。その前に英国の裏工作で、国会は満場一致で彼を

国王に推戴した。続いて実施された国民投票で、新国王は96㌫の支持を獲得する。しかし、

この政治劇の舞台裏で、英国はファイサルの権威に挑戦しかねない有力族長のクーリブ・

アル＝ナキープの勢力を取り除き、この実力者を国民投票の前に英領のセイロン島に送り

出す。〔Phebe Xarr，The Xodern Eistory ofIraq（Bot11der：Yestview Press，1985年）、

36頁〕

12　アブダッラーはヨルダン川の両岸にまたがるアラブ国家の創設を要求したが、チャ

ーチルはパルフア宣言でシオン主義者に与えた約束の手前、この要求を会談の論議の対象

外として蹴った。〔Y．T．Toni and Suleiman Xousa，前掲書、35貢〕

13　フセインは英仏両国の委任統治の押し付けに憤り、ヴェルサイユ平和条約の批准を

拒否して、国際連盟に加盟する道を自ら閉ざす。その結果、隣国ネジドの支配者サウード

家から侵略されても、国際社会から同情を集め得なかった。〔George Lenczowski，The
Ⅱiddle East in Yorld Affairs，Fourth edition （Ithaca：Cornell University Press，

1982年）、575～576頁〕

14　フセインは1924年10月に退位し、長男のアリーに王冠を譲った。新しいヒジャーズ

国王も翌年暮れにサウード家の軍勢の攻撃で領土の大半を喪失し、イラーク国王の弟ファ

イサルの許に身を寄せる。これでハーシム本家は完全に投落した。老残のフセインはキサ
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イプラス島で晩年を過ごすが、1931年、次男アブグッラーを頼ってアマーンへ行き、そこ

で客死する。

ヒジャーズ王国は滅亡する前に、北部地方のアカバ、マアン周辺一帯の領土を同じハー

シム家のトランスヨルダン首長国に割譲した。〔Y．T．Toni and Suleinan麗ousa，前掲

書、40貢〕

1932年8月、アブダル＝アジーズ・イブン＝サウードは〈ネジド王国ならびに服属諸国〉

を、1925年にフセインから奪ったヒジャーズ王国と統合して〈サウード家アラビア王国〉を

樹立した。サウディ・アラビアとはサウード王家の支配するアラビアの意味である。こう

して二重政体は解消されて、単一王権が確立された。〔I）avid E01den and RichardJohns，

前掲書、78貢〕

15　英国では閣議決定の六日後の1917年11月　8日、有力各紙が報じた。この報道はすぐ

に米露両国に伝わり、ユダヤ社会に熱狂を巻き起こす。〔Yalter Laqueur，

Zionism（New York：Schocken Books，1976年）、198～199頁〕

AⅡistory of

エルサレムの陥落後、連合国側はパルフア宣言の内容を宣伝ビラに印刷して前線でばら

まき、独壌陣営のユダヤ系兵士の動揺を狙った。〔Fancis R． Nicosia，The Third Eeich

and the Palestine Question（Austin，University of Texas Press，1985年）、4～5頁〕

当時の報道機関の発達状況や戦時下の言論統制から、パレスチナの一般住民がパルフア

宣言を知らずにいても不思議ではない。

16　キングは米国のオウバーリン大学の学長。クレインは実業家でウィルスン大統領の

有力支持者、政治任命の公使として北京に駐在した経験を持つ。ファイサルはウィルスン

大統領の提唱した民族自決権を根拠にアラブの独立実現をめざし、住民の意思を探るため

にシリア（パレスチナを含む）に調査団の派遣を求めた。ウィルスンは米英仏伊の四カ国

で構成の調査団を提案したが、英仏両国の参加を得られず、キングとクレインの二人だけ

が現地調査に向かう。〔Peter班ansfield，前掲書、210～211亘〕

17　ローマ帝国の支配下、この地域はシリア・パレスチナと呼ばれた。オスマン帝国統

治下の東アラブで、シリアの地名は現代のシリア・アラブ共和国、レバノン共和国、ヨル

ダン王国、イスラエル国のすべてを包含した。

18　キング・クレイン調査団の報告書は率直にアラブの立場を支持し、シオン主義運動

の意図を非難したので、後に歴史家の問でも賛否両論を巻き起こす。支持派は二人の現地

調査を高く評価し、（報告書が公刊されたならば）アメリカ人だけでなく全世界の自由主義

者の「大いなる満足」となっただろうと惜しんでいる。批判派は報告書を親アラブ、反シ

オン主義的と弾劾し、調査団が中東で活動中のアメリカ新教徒の伝道団体の影響下にあっ

たと非難した。〔George Lenczowski，前掲書、92貢〕

19　サミュアルの高等弁務官任命に関して、ヴァイツマンは次の通り語って、人事に関

与した事実を公然と認めた。「サー・ハーバト・サミュアルは、われわれの友人だ。彼は

われわれの頼みを聞き入れて、この困難な役目を引き受けてくれた」。〔JosephJeffries，

Palestine：The Reality，234～235貢。この発言は、次の資料集に引用されている。！皇旦＿

ABC of the Palestine Problens：PartI，1896－1949（Beirut：The Arab Yomen’sIn－

formation Committee）、13頁〕

20“State皿ent Of British Policyin Palestineissued by Xr．ChurchillinJune，
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1922”から引用。〔Yalter Laqueur and Barry Rubin（Eds．），前掲の資料集、46貢〕

21ヴァイツマンは民族的故地の実現のために支持基盤の拡大を必須と考えたが、急進

派はシオン主義イデオロギーの衰弱を招くのを恐れて、必ずしも乗り気でなかった。

方、英国の主要ユダヤ団体はシオン主義運動に協力を拒否した。だが、米国のユダヤ団体

が参加したことは、この機構の財政的基盤を固めるのに貢献した。〔Yalter Laqueur，前

掲書、462～463頁、467～468貢〕

22　キブツ（複数形はキプチム）はヘブライ語の小集団を意味する単語に由来し、集団

農業を営んで、自給自足的共同生活体を形成した。構成員は家庭、個人財産を持たず、炊

事、育児、教育などすべてを共同化する。最初のキブツは、1909年、東欧から移住した青

年男女にまって設立され、シオン主義と社会主義を結び合わせて、理想境の新社会建設を

めざした。〔Bernard Reich，Israel：Land of Tradition and Conflict（Boulder：Yest－

View Press，1985年）、9～10貢〕

231921年の暴動は、ユダヤ移民同士の小競り合いが発火点となった。ロシアから移住

したポルシェヴィキ派が別の左翼集団と対立し、5月1日の労働祭の行進中に衝突する。ア

ラブ人の目撃者が仰天して「ポルシェヴィキ」と叫ぶと、イスラーム教の礼拝堂が無神論

者の外国人に襲撃されたと町中に伝わり、たちまち暴動に発展した。〔JolmE．Cooley，

Green Xarch， Black Septenber： The Story of the Palestinian Arabs（London：Frank

Cass，1973年）、36頁〕

24　第一次世界大戦の戦前、戦中、戦後を通じて、パレスチナの農村経済は弱体だった

ので、シオン主義者側からの土地買収攻勢にひとたまりもなかった。〔Kenneth Y．Stein，

The Land Questionin Palestine， 191ト1939（Chapel Eill：ThelJniversity of North

Carolina Press，1987年）、212頁〕

オスマン時代のパレスチナは農業に基礎を置く村落社会だったが、ユダヤ人口の増加は

必然的に近代化、都市化を促し、宗教心、風俗習慣にも影響を及ぼす。女性が黒い被衣に

包まれ、男女の隔離が当然視される社会で、ユダヤ移民一一とりわけキブツの若い男女た

ち一一の開放的服装、態度、行動が旧習墨守のアラブ人の不快感をそそったことは、容易

に推察できる。

251922年と1936年の統計数字を比較すると、パレスチナの地価は十五年間に四倍弱も

跳ね上がった。さらに、1936年から1942年までの間には、地価は二倍強に上昇している。

〔Baruch Kinmerling，Zionism and Economy（Cambridge：Schenknan Publishing Company，

1983年）、24頁〕

奇妙なことに土地をユダヤ側に売り渡すアラブ人の地主の間には、反シオン主義を唱え

る民族主義者が少なくなかった。彼らは村の有力者で、土地の売却と政治的立場に何の矛

盾も感じなかった。〔Ylana N．滋iller，Govermlent and Societyin Eural Palestine

1920－1948（Austin：University of Texas Press，1985年）、8貢〕

26　モウシャ・ダーヤーンはロシア移民の子としてキプツに生まれ、後にイスラエル国

防軍幕僚長、国防相、外相を歴任した。彼は自叙伝で少年時代を回想し、十代の子供たち

が騎馬隊を編成して、開墾地の中に入りこんでくるアラブ遊牧民を追い払ったと記してい

る。〔loshe Dayan，Story of Ⅱy Life（London： Spere Books，1978年）、32貢〕
27　これは調査団長のウオーク・ショーにちなんで『ショー報告書』と呼ばれ、まず流血
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の責任をアラブ側に求めた。それと同時に移民の流入と土地買収の結果、アラブ人が生計

手段を奪われ、やがてユダヤ移住者の支配下に組み込まれるのを恐れていると指摘し、さ

らにアラブ側にユダヤ機構のような組織がないため、英政庁と意思の疎通を欠くとも述べ

ている。〔Walter Laqueur，前掲書、490～491頁〕

28　これは調査団長のジョン・ホープ・シンブスン（インド政庁に勤務した退職官吏）

にちなんで『シンブスン報告書』と呼ばれるが、その内容はシオン主義者側にとって薮蛇

の結果となった。パレスチナの土地不足を指摘し、工業化の見込みに懐疑的な結論を下し

たからである。〔Yalter Laqueur，前掲書、491～492貢〕

29　ヒトラル政権が成立してから僅か三カ月後、ユダヤ系の医師、弁護士、商店の集団

排斥運動が公に推進されて、教育機関からユダヤ学生、生徒を締め出す要求が高まった。

1935年9月、国家社会主義ドイツ労働党は全国大会をニュルンベルクで開催し、ヒトラル

の権威を内外に誇示する。続いて帝国議会の特別会が同じ都市に招集され、反セム主義の

法案を採択した。これらの人種主義的立法は悪名高いニュルンベルク法として知られ、ユ

ダヤの血を引く者からドイツ市民権を剥奪した。さらにユダヤ教徒との通婚を禁止し、ユ

ダヤ教徒によるドイツ人の家事使用人の雇用を禁じた。1936年、ベルリーンで五輪競技大

会が開催されたため、しばらくの間、反セム主義の宣伝は下火になった。〔Alan Bullock，

Eitler， A Studyin Tyranny （ぬrmondsworth：Penguin Books，1984年）、339貢〕

〔Eichard Grunberger，A Social Eistory of the Third Reich（‡arnondsworth：Penguin

Books，1974年）、587貢〕〔Lucy S．I）awidwicz，The Yar against theJevs，1933－45，

Tenth anniversary edition（EarmOndsvorth：Pengllin Books，1987年）、50～77亘〕

301929年の大暴動後、英政庁は1930年から2000年に至る期間のパレスチナの人口増加

をアラブ、ユダヤ社会ごとに予測した。その見積もりによると、ユダヤ側の年間移民数が

二万五千人なら1948年に、一万五千人なら1956年に、一万人なら1969年に、双方の人口が

同じとなり、その後はユダヤ側が多数となる。〔lartin Gilbert，The Arab」sraeli Con－

flict： ItslIistory inⅡaps，Third edition（London：Yeidenfeld and NicoIson，1979

年）、18貢〕

それだけに1930年代のユダヤ移民の急増は、アラブ側の深刻な危機感を深めた。

31　ヒトラルの反セム主義政策の激化に対抗して、欧米諸国はナチ・ドイツに経済制裁

を課したが、かえって第三帝国内のユダヤ教徒を一層の苦境に追い込んだ。国外の非シオ

ン主義者のユダヤ団体は経済制裁でドイツに圧力を加えれば、ナチ支配下の同胞の奪われ

た諸権利を回復できると考える。

この時、一部のパレスチナ在住のシオン主義者は将来を見通し、同胞の国外脱出一一パ

レスチナへの移住こそ現実的解決策と判断して、ドイツ外務省の当局者と交渉を進めた。

その結果、移民が受け入れ先の重荷とならぬために、出国に際して財産の携帯をドイツ側

に認めさせる。世界大恐慌の後、ドイツは国外に資本の持ち出しを禁止していたので、対

独交渉に当たっては、この制限の撤廃を求めねばならなかった。

このシオン主義者とナチ・ドイツの協定は、1933年の締結から第二次世界大戦の始まっ

た1939年の年末まで、足掛け七年にわたって機能する。この間、ユダヤ移民の資産はドイ

ツ製品の形でパレスチナへ輸出されて、反独ボイコットを骨抜きにした。〔Francis E．

Nicosia，前掲書、41～49貢〕
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32　この時、ヴァイツマンがパレスチナ情勢を〈砂漠の勢力、破壊の勢力〉　と　く文明の

勢力、建設の勢力〉の問の闘争と定義づけたので、アラブ側の敵対心をかきたて、事態を

悪化させた。〔Ritchie Ovendale，The Origins of the Arab－Israeli甘ars（London：

Longman，1984年）、66頁〕

33　換金農産物の柑橘類の収穫期を目前に控え、アラブ側は農民に及ぼす影響を考慮し

て、長引いた同盟罷業の収束に踏み切った。アラブ高等委員会の事務局長はトランスヨル

ダンのアブグッラー首長と会い、面子を失わずに事態を収拾する方策について相談する。

その結果、アブダッラーが音頭を取り、イラークとサウディ・アラビア国王と共同で同盟

罷業の中止を呼び掛けた。〔Nicholas Bethell，The Palestine Triangle：The Struggle

betWeen the British，theJews and the Arabs，1935～48（Tel Aviv：Stei皿atZky’S

Agency，1979年）、27頁〕

これ以来、近隣アラブ諸国はパレスチナをめぐる対英交渉に参加できる権利を「集団的

に」獲得した。（Barry Eubin，The Arab States and the Palestine Conflict（Syracuse：

Syracuse University Press，1982年）、78貢〕

34　強硬派のヴラジミイル・ジープ・ヤボディンスキはヨルダン川の両岸にまたがるユ

ダヤ国家の建国を提唱し、委任統治の条件の改訂を要求した。彼はヴァイツマンらの主流

派と決別して、別派の〈新シオン主義機構〉を結成し、今日のイスラエルの右翼政党のイ

デオロギー的基礎を形成する。1925年、この急進派は〈改訂覚〉を旗揚げして大イスラエ

ル主義を唱え、ユダヤ移民の制限、パレスチナの分割に強く反対した。〔Bernard Reich，

前掲書、55亘〕

35　この軍事指導者は1920年代にフランス統治下のシリアで抵抗活動を組織し、仏当局

から有罪判決を宣告された。〔JolmE．Cooley，前掲書、37頁〕

ダーヤーンも回想録の中でカーシムの地下組織に言及し、彼のアラブ人の知己が、この

武闘集団を称賛していたと記録している。〔HosheI）ayan、前掲書、33貢〕

361933年、フセイ二はエルサレム駐在のドイツ総領事に会い、ヒトラルの首相就任を

歓迎した。そして、第三帝国の反ユダヤ政策を支持し、ドイツからユダヤ教徒のパレスチ

ナ移住に反対を申し入れた。〔Francis E。Nicosia，前掲書、85～86貢〕

翌年、ムソリーニ支配下のイクリがイーシオウピアを征服すると、アラブ世界に動揺を

引き起こす。とりわけ、紅海の対岸のサウディ・アラビアは、枢軸国側の勢力拡大に微妙

に反応した。　第二次世界大戦の開始後、フセイ二はドイツに赴き、ヒトラル総統、リッ

ペントロツプ外相らのナチ指導部と何度も会い、第三帝国の助力を得てアラブの解放を実

現しようと試みた。

37　マクドナルドの植民地相任命を聞いて、パルフアの姪で親シオン主義者として高名

なブラ｝ンチ・ダグデイルは、日記に「ユダヤの観点から、これは最良の人事」と書いた。

〔Nicholas Bethell，前掲書、38貢〕

38　当初、マクドナルドは今後十年間のユダヤ移民の受け入れ限度数を四十五万人と胸

算用したが、アラブ側の穏健派と交渉するに際し、自ら三十万人に切り下げる。ところが、

この数字が予想外に強く拒否されたため、十五万人に目標を下げた。その後、彼はアラブ

の合意を得られる数字を五万から十万（ただし、期間を五年間に短縮）と見積もる。首相

のチェインバリンは米国に対する外交的配慮から、できるだけ多い数字の十万を望んだ。
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結局のところ舞台裏の交渉で、サウディ・アラビア、エジプト、イラークのアラブ諸国は

七万五千に合意し、この線でパレスチナ代表団を説得することに落ち着いた。〔Nicholas

Bethell，前掲書、63～64頁〕〔Ritchie Ovendale，前掲書、69頁〕

39　マクドナルド白書の内容は、次の資料集による。〔Walter Laqueur and Barry Rubin

（Eds．），前掲書、β4～75貢〕

40　ユダヤ機構の声明は、同じ資料集による。〔Yalter Laqueur and Barry Eubin（Eds．），

前掲書、76～77頁〕
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第四部

ユダヤ国家の創建をめぐる米国の役割



三　アノ∴丈を憲二モモ萱やこ

ノヾ　ル　プ　ア　第二次世界大戦もたけなわの1942年5月11日、米国

宣言を否貢巨　のシオン主義者たちはニューヨークで開催した緊急

大会で、次の内容の決議を採択した。

この大会は、次の諸点を強く要求する。すなわち、パレスチナの門

戸は開放されること。そして、ユダヤ機構はパレスチナ移住の許可権

を有し、さらに国土開発に必要な権限を付与されること。また、パレ

スチナはユダヤ共和国（コモンウェルス）として創設され、新しい民

主的世界機構の中に組み入れられること。……その時には、かつ、そ

の時にのみ、ユダヤの民に対する積年の不当な仕打ちが、是正される

だろう。1

これは会場のホテルにちなんでビルトモア宣言と呼ばれ、ユダヤ故国再興運

動の大きな転換点となり、やがて英国のパレスチナ委任統治を根底から揺り動

かした。

この大会決議は八項目の要点を掲げ、その六番目でパルプア宣言とパレスチ

ナ委任統治の　〈本来の目的〉の履行を要求した。その主張に従えば、この目的

とは、ユダヤ国家の樹立に他ならない。さらに同じ項目は、マクドナルド白書

の拒否を再確認する。とくに白書の課した移民制限に対しては、ナチ・ドイツ

の迫害から逃れたユダヤ亡命者を締め出すものとして、最大限の非難の言糞を

浴びせかけた。

しかし、ビルトモア宣言は神の約束の地に現世の共和国の樹立を声高に要求

する一方で、その主張に都合の悪い箇所一一パレスチナに現存する非ユダヤ共

同体の諸権利擁護一一を無視している。そして、本来の目的の履行を要求しな

がら、その根拠のバルブア宣言自体と国際連盟の協約を否定する自己矛盾に陥っ

ている。ともあれ、ここで国際シオン主義運動は従来の曖味な態度をかなぐり

捨て、公然とユダヤ国家の建国を目標に掲げるに至った。

前世紀の終わり近くヘルツルが故国の再興運動を始めて以来、ユダヤ国家の

樹立はシオン主義者の変わらぬ念願であった。しかし、バルブア宣言を獲得す

るためには、英国政府の意向を体して独立主権国家の要求を切り下げ、民族的

故地という不明瞭な表現に甘んじなければならなかった。初代高等弁務官のサ
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ミュアルでさえ、その朝シオン主義的信念にもかかわらず、この宣言にユダヤ

国家の約束は含まれていないと主張した。高名なシオン主義者の問にも、ユダ

ヤ国家を否定する者は少なくなかった。

正式の運　大戦中の特殊事情から世界シオン主義会議は正規の大会

動方針をこ　を招集できないため、ビルトモア宣言は少人数の常任委

員会で検討される。アメリカ風に理想を性急に追い、換言すれば戦時下の国際

情勢や同盟関係を顧慮しない決議に対して、このシオン主義者の世界機構の内

部では慎重論もあった。だが、半年後の1942年11月、パレスチナの門戸開放、

ユダヤ国家の創設は、エルサレムで開催の執行委員会で承認され、正式にシオ

ン主義の運動方針となる。

1937年にピール調査団がパレスチナの分割を勧告して以来、ヴァイツマンは

公然たるユダヤ国家の創設論者となった。いまやバルブア宣言の民族的故地を

超え、独立国家そのものを要求しても、英国政府の不興を買うことはない。た

とえ新生国家の領域が狭くとも、それはとトラル政権に迫害された同信者の避

難所になり得る一一と判断したからである。

だが、聖地の分割によるユダヤ国家の実現は、当時の険悪な情勢から頓挫し

た。しかも、ラングンはアラブの意に添うよう対パレスチナ政策を変更する。

ヴァイツマンは対英協調を第一と心掛けてきただけに、1939年のマークドナルド

白書で煮え湯を飲まされる思いだった。それから三年後、ビルトモア宣言はヴァ

イソマンの側近の手で起草され、年来の要求を明文化する。

ユダヤ機構の最高幹部ベン＝グリオンはパレスチナの分割による小国家の樹

立に乗り気でなく、ピール調査団の公聴会でもユダヤ国家の構想を明確に否定

した。ところが、欧州戦争の勃発後、このシオン主義者はヒトラルの散北と英

国の弱体化を見通し、従来の立場から一変して熱烈な建国論者に転向する。彼

はビルトモア宣言の採択された会議に出席し、さらに六年後の1948年、イスラ

エルの独立宣言を朗読する役回りとなった。2

ポウラ　ン　ド　の　マクドナルド白書からビルトモア宣言に至る

藷戎亡　と　分苦り　までの激動の三年間、戦争の嵐はまず欧州で

荒れ狂い、やがて全世界を覆い尽くす。1939年9月17日、ソ連の赤軍はドイツ

軍の猛攻で崩壊寸前のポウランドに背後から襲いかかり、その国土の東半分を

占領した。8月23日に締結されたばかりの独ソ不可侵条約の秘密条項によって、

ソ連は労せずに大きな分け前を得る。

もともとポウランドの大半は帝政ロシア時代の指定居留地で、ヤハウェの信

徒が人口の少なからぬ割合を占めた。ヒトラルの全権掌握後、隣国の同信者た

ちがたどった運命は、ここでもよく知れ渡っている。開戦後、ユダヤ系住民は
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あまりにも急速な独軍の進撃に逃げ惑うばかりで、やがてドイツ占領軍の強権

支配体制の下で恐るべき境遇に投げ込まれる。一方、ポウランド東部の住民、

あるいは東へ逃れた者は、ほどなく赤軍の占領下に組み入れられた。

ポウランドが二つの軍事強国の挟撃で滅亡する前に、少数のユダヤ教徒は北

隣のリスーエイニアへ亡命できた。そのうちの幸運な者はシベリア鉄道で極東

の港町へ向かい、そこから日本経由で米国へたどり着く。だが、この隠れ家は

長続きせず、やがてソ連に併呑されてしまう。3リスーエイニアはラトウィァ、

エスタウニアのバルト海の沿岸諸国と並んで、昔から多数のユダヤ人口を擁し、

第一次世界大戦後に独立を達成したものの、強大な隣国の威嚇には、あまりに

も無力な存在だった。

チャ　ーチル1940年5月、ヒトラルの軍勢は矛先を東から西へ転

首木目の登場　じ、短期間の作戦でデンマーク、ノーウェイを征服

する。さらにホランドとベルジアムを席巻して、7月にはフランスを屈服させ

た。連合国側の敗北は英国の政局に大波紋を投じ、ノーウェイの失陥後間もな

く政変を招いた。チェインバリン首相は引責辞職し、後任の内閣首班にチャー

チル海相が就任する。

この非常時宰相は以前からシオン主義の理解者として知られ、1920年代の初

めに植民地柏としてトランスヨルダンの建国に手腕を振るった。そしてハーシ

ム家の要求を巧みに封じ、パルフア宣言の対ユダヤ約束の実現に尽力しただけ

に、マクドナルド白書に厳しい批判を加える。対独開戦後、チェインバリンの

戦時内閣に迎えられたが、パレスチナについて年来の持論を変えようとはしな

かった。4

対独強硬論者チャーチルの登場に、シオン主義運動の首脳部は大きな期待を

抱く。前任者チェインバリンの宥和政策はチェカスロウヴァーキアの解体を黙

認し、ついでポウランド侵略の道を拓いた。開戦後間もなく、ヴァイツマンは

当時まだ海相のチャーチルに会い、ユダヤ国家の構想に賛同を得る。その人物

がいまや政権を担い、ヒトラルと最後まで戦う決意を内外に示している。シオ

ン主義者にとって、願ってもない機会が巡って来た。

しかし、欧州大戦の緒戦の形勢は圧倒的に第三帝国に有利だった。ユダヤ国

家の樹立は、まず何よりも対独戦の勝利が前提となる。1940年の後半、英国は

独空軍の激しい空襲にさらされたが、不捷不屈のチャーチルの戦争指導の下、

甚大な損害に耐えながら本土上空の航空決戦に勝ち抜く。ヒトラルは制空権を

確保できずに、英本国への上陸作戦を断念せねばならなかった。

空襲が激化する最中、ヴァイツマンはチャーチルに会い、パレスチナのユダ

ヤ住民だけで部隊を編成するよう申し入れた。この提案に英国首相は全面的に
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同意するが、彼の一存だけで決定できず、陸軍参謀総長と相談する。軍部はさ

まざまな口実を設けて、その実現を引き延ばした。外務省、植民地省は、何よ

りもアラブの反応を懸念する。英国がユダヤ国家を樹立するため、シオン主義

者を武装している一一と。5

政界コ二作　欧州動乱の開始後、政治的シオン主義運動は活動の重心

を　推　進　を英国から米国に移す。マクドナルド白書の発表以後、

もはやラングンは頼るべき相手ではなくなった。親ユダヤのチャーチルが首相

に就任しても、大英帝国の存亡を賭けた戦争に忙殺されて、シオン主義者の要

求だけを特別に考慮する訳には行かない。合衆国のユダヤ社会は一億三千万の

総人口のうち四百五十万程度の少数派にすぎなかったが、政治、経済、言論の

分野に固い基盤を築き上げ、ユダヤ国家の樹立に共感を示していた。

ヴァイツマン、ベン＝グリオンはそれぞれ別々に二度も渡米し、長期間の滞

荏中に精力的に世論の支持を求める。米国内のシオン主義運動は卓抜した組織

力と宣伝力を持ち、ナチ支配下の同胞の窮状を大々的に訴えた。その結果、各

地に親シオン主義団体が幾つも結成され、ユダヤ教徒以外の米国民の関心をか

きたてる。

なかでも1941年に設立の〈米国パレスチナ委員会〉　はとくに強力で、ローマ・

カトリック教徒の上院議員ロバト・ワグナを会長に据え、約七十人の上院議員、

二百人の下院議員を擁した。彼は労働組合結成の自由、団体交渉権の保証を定

めた法律の制定に尽力したので、その人脈から労働界の有力指導者も抱き込ん

だ。この団体は〈シオン主義非常事態協議会〉　と提携し、影響力の大きい政治

的圧力団体として活動する。

米国のシオン主義者と同調者たちは選挙時の投票を切り札に政界工作を推進

し、まず議会内に支持勢力を固める。そして数の威力を背景にして、ウォシン

グタンからラングンに外交的圧力をかけようとたくらんだ。当時の米国はロウ

ザヴァルト大統領のもとで英国に軍事援助を惜しまなかったが、表向きは欧州

の戦乱に中立の立場を守っていた。それだけにシオン主義者の活発な運動は米

国を戦争に引きずり込みかねないと、伝統的な孤立主義者の批判を浴びる。

1941年12月、日本の海軍が米太平洋艦隊の根拠地ハワイを攻撃すると、ナチ・

ドイツも米国に宣戦を布告した。ウォシングタンとベルリーンが敵対関係に入っ

てから、米国内のシオン主義運動は障害を取り払われる。ビルトモア宣言が環

訳されたのは、その半年後のことである。同じ年の暮れ、シオン主義団体はユ

ダヤ部隊の創設を求める宣伝活動を大々的に展開し、多数の著名人や政治家が

賛成の署名に応じた。ホワイトハウスに趣意書と署名簿が届けられ、大統領に

圧力をかける。6
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三　≡三を吉三二Jて

反英感一情　欧州戦乱の開始から半年過ぎた1940年2月、土地所有権

の高ま　り　の移転規制令がマクドナルド白書に基いて布告され、パ

レスチナのユダヤ社会を強く刺激する。エルサレムを始めとする各地で抗議の

示威行進が組織され、警官隊と衝突の末に死者まで出した。それまで英政庁は

白書で明確化した新政策をよそに、九カ月も土地売買の禁止を実行に移さず、

聖地のアラブ人はもとより近隣諸国からも不信を買う。その間も、国際シオン

主義運動は国際的基金の財源で、土地の買収をやめなかった。

同じ頃、ユダヤ側は不法移民の取り締まりに強く反覆した。すでに開戦前の

1939年7月、マクドナルドは密入国者の急増を理由に、同年10月から翌年3月

まで、移民の一時停止を指示する。シオン主義者はパレスチナで二十四時間の

同盟罷業を決行し、この措置に反対の気勢を上げた。しかし、英国政府にとっ

て、土地売買の規制と移民枠の厳守は白書の根幹をなし、アラブ側の信頼を得

るかどうかの試金石である。この二点に関して、ユダヤ側に譲歩することは絶

対にできない。

独軍の勝利の結果、欧州大陸はヒトラルの支配下に組み込まれる。占領地や

従属国は反セム主義の怒涛に洗われた末に、ユダヤ難民の群れを絶えず外部世

界に排出した。7　赤錆びた老朽船が、船室はもとより上甲板まで文字通り立錐

の余地がないほど難民を詰め込み、木の葉のように荒波にもてあそばれながら

パレスチナの岸辺をめざす。彼らは全財産を失ったばかりか、法外な船賃を払

わねばならなかった。

密航船は悲惨な状態の難民を荷物のように満載し、英海軍の哨戒の目をかす

めて地中海を航行する。だが、パレスチナは約束の地ではなかった。どうにか

たどり着いても、すぐに密入国者としてつかまって・しまう。英政庁は不法移民

の激増に手を焼き、難民をサイプラス島の収容所に送りこむ。後にはインド洋

の火山島モーリシャスも、ユダヤ密入国者の流刑地となった。

1940年の暮れ、英政庁は不法移民のパレスチナ定住を認めず、汽船パトリア

号でハイプァからサイプラスに送り出す手筈を整える。この不運な船はドイツ

に降伏のフランスから没収した戦利品で、すっかり老朽化していた。海外追放

の強硬措置は同胞の問に大きな反響を呼び、反英感情を一層かきたてる。シオ

ン主義者の抵抗組織は難民の移送を阻止するため、出港前に船底に爆薬を仕掛

けた。この破壊工作の目的は船を沈めるのではなく、航海できぬ程度に船体を
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損傷させることだった。しかし、爆発の威力は予想以上に強烈で、多数の難民

が転覆した船から脱出できぬまま溺死する。8

反英武装闘争　シオン主義急進派から見れば、いまや英国もナ

古こ　踏　み　切　る　チ・ドイツと同罪になった。マクドナルドはヒ

トラルに擬せられ、土地売買規制令はニュルンベルク法にたとえられる。ナチ

政権が悪名高い一連の反セム主義的立法で、ユダヤ教徒の土地所有を禁じたか

らである。一部の尖鋭分子は英国のパレスチナ委任統治にいかなる幻想も抱か

ず、反英武装闘争の決意を固めるに至った。

対英協力機関のユダヤ機構は傘下に秘密の軍事組織ハーガナーを擁し、第二

次世界大戦前の三年に及ぶ騒乱の時期に自衛態勢を強化する。1935年、右派の

改訂覚が世界シオン主義機構から脱退後、その支持者は別個の武装集団〈ハー

ガナーB〉　を桔成した。これは　〈イルグーン・ツヴァーイ・レーユーミー〉（民

族軍軍組織＝略称・イルグーン、あるいはI ZL）と称し、1930年代後半の騒

乱期に対アラブ報復活動に乗り出した。この実力行使はユダヤ機構とハーガナ

ーの基本方針の〈自制〉　に対する挑戦行為だけに、主流の穏健派から厳しく非

難される。9

ナチ・ドイツがポウランドに侵攻して以来、シオン主義運動の各派は反ヒト

ラルの戦いのために対英協力を誓う。イルグーンも対アラブのテロ活動に休戦

を宣言したので、パレスチナのユダヤ自衛組織に再統一の機運が生じた。しか

し、一部の過激派は独白の組織〈ロハメイ・へルート・イスラエル〉（イスラ

エル自由戦士団＝略称・レヒ）を旗揚げし、対英武力抵抗を呼号する。この分

派は指導者の名前にちなんで、シュテルン暴力団とも呼ばれた。10　このテロリ

スト集団はアラブ人を殺害したばかりか、同胞にも銃口を向け、活動資金調達

のために銀行強盗まで働く。

アラブ世界1940年代の初頭、中東の政治・軍事情勢は英国に不

の　　動　　揺　利に展開し、ラングンの戦争指導部を深刻な危機感

に追い込む。前マフティのフセイ二は英官憲の追及から逃れてイラークの首都

バグダードに移り、ドイツ側と連絡をとりながら反英闘争を継続した。1941年

5月、イラークは政変で大きく揺れた末に、正規軍が決起して英軍基地を攻撃

する。この時、英軍は迅速に軍事行動を起こし、どうにか非常事態を乗り切っ

た。ヒトラルはソ連に戦争を仕掛ける直前だったので、みすみす介入の好機を

逃してしまう。11

1941年6月22日、ドイツ第三帝国は友邦のはずのソ連に奇襲攻撃を加え、短

時日でポウランド東部を席巻すると、ロシア固有の領土内に深く攻め入る。ヒ

トラルにとって、真の敵は共産主義国で、もともと英国との戦争は不本意だっ
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た。しかし、チャーチルは断固として妥協を排し、あくまでもとトラル打倒の

闘争を続行する。ソ連の最高指導者のヨーゼフ・スクリインはチャーチルから

ヒトラルの意図について事前に通報を受けたが、なかなか信用しようとしなかっ

た。赤軍は戦備不足のまま不意打ちを食い、手痛い敗北を喫する。

英ソ両国は政治・経済体制の相違にもかかわらず、いまや共通の敵に対して

共同戦線を結成した。ヒトラルは自ら始めた二正面戦争のため、やがて墓穴を

掘ることになる。しかし、緒戦の戦果はめざましく、占領地を東方へ拡大し、

首都マスクヴァまで脅かす。チャーチルはスクリインを思いがけず味方に引き

入れて、究極の勝利を確信するに至ったとはいえ、その後も四年間にわたって

苦しい戦いを続けなければならない。

赤軍の敗北が伝えられる一方で、独軍の戦車部隊は北アフリカに渡り、リビ

アからエジプトに迫った。カーヒラの支配層は先行きを見越して、親枢軸、反

連合国の感情を高める。この時も英国は軍事力の誇示で内政干渉に成功し、強

引に反英傾向を押さえこんだ。1942年1月、戦車部隊が王宮を包囲する一方で、

英大使と軍司令官は国王に首相の更迭を要求する。親英派首相の任命か、それ

とも退位か嶋一二者択一を迫られ、まだ若い国王のファルーク一世は屈服する

しかなかった。12

連合国側が悪戦苦闘を続けている最中、パレスチナは英国人の心に茨のよう

に突き刺さる。とりわけ現地で治安維持の任に当たる警察官、やがて戦場に赴

く将兵の問には、一種の反セム感情が醸成された。ヒトラル打倒の戦争に生命

を賭けているのに、その努力が報いられるどころか、ユダヤ住民から絶えず不

平ばかり聞かされる。ユダヤ機構は表向きテロ行為を非難しても、内心で反英

活動に喝采を送っているのではないか一一と。

ユダヤ側にも、それなり・の言い分があった。パルプア宣言の約束はどうなっ

たのか。英国の委任統治は、パレスチナに対するユダヤの権利を認めたではな

いか。マクドナルド白書はアラブに気兼し、過去の誓約を一片の反古にしてし

まった。イラークやエジプトの例が明らかにした通り、アラブは張り子の虎に

過ぎない。英国が決然と実力を行使すれば、その抵抗などたちまち腰砕けとなっ

てしまう一一と。

難　民　を1941年2月の内閣改造で、植民地柏のマクドナルドは白

見栄蔓しろこ　治領カナダの高等弁務官に転出し、後任にウォールタ・

モインが就任した。この人事異動はユダヤ社会で歓呼の声で迎えられ、新任の

大臣に期待感が高まる。マクドナルドは親アラブ・反ユダヤ政策推進の張本人

であり、バルブア宣言を完全に骨抜きにして、ユダヤ移民の受け入れと土地の

売買に厳しい制限を課した。十年後のパレスチナ独立を約束したものの、それ
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はユダヤ国家ではない。アラブとユダヤの両住民で構成の単一国家で、ユダヤ

の数的劣勢を永久に固定化する。モインはチャーチルの親しい友であり、親シ

オン主義者の首相の意を休して、前任者マクドナルドのアラブ寄り、路線を変更

し、行く行くはユダヤ国家の創建を支持してくれるだろう一一と。

新植民地相は就任早々、四十数人のハーガナー幹部を釈放し、名声を博する。

これら地下の軍隊の将兵は武器不法携帯の理由で懲役十年の刑を宣告され、そ

れまでに一年余り服役していた。13　しかし、間もなくモインの人気は、地に墜

ちる。パレスチナ行政の最高責任者として、ルーメイニアの難民船の受け入れ

を強硬に拒否したからである。

1941年12月、難民船のシュトルーマ号は黒海の港コンスタンツァからユダヤ

亡命者を満載して出港し、パレスチナの岸辺へ向かう。だが、機関の故障で漂

流同然となり、ようやくトルコの領海に入った。悲劇の船はイスタンブール港

まで曳航されたものの、厄介な外交問題を引き起こす。この船が果たして難破

せずに外洋を航海できるか危ぶまれたばかりか、船内の衛生状態は極度に悪化

していた。

英政庁はユダヤ難民の密入国に神経を尖らせ、取り締まりを強化していた。

ところが、トルコ外務省の照会に答えて、アンカラ駐在の英大使は、この難民

船がパレスチナへ無事にたどりついた場合、亡命者の人道的処遇をほのめかす。

モインは現地情勢を顧慮せぬ軽率な発言に怒り、大使苑てに詰問の書簡を送っ

た。密入国者は満員の収容所から溢れるばかりで、モーリシャス島送りの順番

を待っている。安易に不法入国を認めれば、親独陣営のボールカン諸国はユダ

ヤ難民の大群を続々と送り出すだろう。その中にはスパイが紛れこんでいるか

も知れない一一と。

1941年初頭、プキュレシュティがベルリーンの要求に屈して独軍の駐留を認

めたので、ラングンは外交関係を断絶する。それ以来、ルーメイニアは英国と

正式の戦争状態にないまでも、事実上の敵国視された。従って、同国籍のユダ

ヤ教徒は英委任統治領のパレスチナに亡命を図っても、敵性国民であることに

変わりはない。

難民船はイスタンブールに二カ月以上も停泊する。その間、さまざまな救済

策が試みられるが、いずれも結実しなかった。トルコ政府は困惑した末に、出

港地までシュトルーマ号を送り返すよう決定する。1942年2月24日、不運な船

は黒海のトルコ領海外まで曳航され、そこから自力航行を始めた。そして間も

なく謎の爆発を起こして沈没し、七百六十余人が死亡する。生存者は男女一人

ずつの僅か二人に過ぎなかった。

この惨事はシオン主義運動にとって大きな衝撃であり、同時に絶好の反英宣
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伝材料として利用される。シュトルーマ号の悲劇を契機に、シオン主義者はユ

ダヤ国家の必要性を以前にも増して確信するに至った。それから三カ月とたた

ぬぬうちに、ニューヨークでビルトモア宣言が採択される。

荒れ狂う　同じ頃、ヒトラルと側近はユダヤ教徒の組織的抹殺を決

テロの嵐　足し、やがて占領下のポウランド各地に強制収容所が建

設された。＝不運な人々は家畜の群れのように鉄条網で囲いこまれ、やがて悲

惨な最期を遂げる。毒ガス室と死体焼却場の地獄絵図（ホラコースト）は極秘

にされ、実情が外界に漏れて来ない。それでも大量虐殺の情報が、断片的なが

ら連合国側に届く。だが、当時の戦況では、英軍は手をこまねくばかりで、効

果的手段が取れない。ユダヤ強硬派はいらだちを暮らせ、多数の同信者がみす

みす見殺しにされたと信じこむ。とりわけ血気にはやる過激分子から、英国は

ナチ・ドイツと同一視された。

1944年2月1日、イルグーンの最高幹部メナヘム・ベギンは英国に宣戦を布

告し、四年余の休戦を破棄した。このポウランド出身の戦闘的指導者の指揮下、

反英武装集団は次々に委任統治体制の象徴一一移民局、税務署、警察署を爆破

した。15未来のイスラエル首相は宣言する。パレスチナはトランスヨルダンの

一部を含めて、世界のユダヤの民すべての土地である。ここを支配する権利は、

多数派住民のアラブ人ではなく、ユダヤ教徒が保有している。この権利のため

に、イルグーンは英国とアラブを敵に回して戦い抜く一一と。

レヒもイルーグンに遅れを取らず、テロ行為に訴える。この過激派の前衛は

二年前に首領のシュテルンを英官憲に射殺されたが、地下組織としてしぶとく

生き延びた。その銃口はかっての植民地相で、いまやカーヒラ駐在の中東担当

相モインに向けられる。

彼は難民船の爆沈事件で憎まれ、議会の答弁で揚げ足を取られた。パレスチ

ナへの大量移住を実行不能の夢と述べたからである。さらに「百万人らのユダ

ヤ難民をどうしたら良いのだ？」と伝えられた発言で、反セム主義の権化のよ

うに非難された。その後、この政治家は唐罪の羊に仕立てられる。英国が在欧

ユダヤ囚人の救出努力を怠り、みすみす見殺しにしたという一方的非難の責任

を一身に担わされて一一。

1944年11月　6日の白昼、モインはカーヒラの公邸前で、自動車から降りたと

ころ二人の暗殺者に襲われた。犯人はすぐにつかまって、のちに二人とも処刑

される。四十年後、ベギンの後を襲ってイスラエル首相となるイツハク・シャ

ミルは、襲撃の実行計画を立案した過激派団体レヒの幹部だった。

皮肉なことに暗殺される少し前、モインはユダヤ国家に賛成の立場を明らか

にする。チャーチルはシオン主義者の宥和のために閣内に関係閣僚懇談会を設
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置し、その一員に中東担当相も加えた。ここでピール調査団の勧告が手直しさ

れ、新しい分割案としてよみがえる。だが、過激派のテロ活動は、すべてをぶ

ち壊してしまった。このユダヤ国家案は正式に閣議に提出されず、葬り去られ

てしまう。チャーチルは非業の死を遂げた親友を心から悼み、それ以後はシオ

ン主義に背を向けた。16
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二二　三：芋二三三と二て

米英陣営の1942年の終わりから1943年の初頭にかけて、東西の

不　協手口音　戦線で戦争の潮は逆転し、連合国側に有利となり始

める。西では米英軍はマロコウとアルジアリアに上陸し、北アフリカを反攻の

足掛かりとした。東ではソ連の赤軍はヴォルガ河畔のスクリイングラトで、半

年に及ぶ激戦の末に独軍の精鋭部隊を撃ち破る。しかし、連合国側がヒトラル

を最終的に打倒するまで、なお二年半の歳月を要した。

この間、米英の陣営ではパレスチナをめぐって、不協和音が高まる。シオン

主義者の強引な政界工作はラングンとウォシングタンの関係に摩擦を生じ、西

側同盟の結束を乱しかねなかった。ロウザヴァルト大統領は老練な政治家とし

て国内のユダヤ勢力をないがしろにしなかったが、同時に大国の戦時指導者と

してシオン主義者の一方的見解に簡単に同調しなかった。とくにアラビア半島

の石油利権を考慮すれば、ユダヤ国家に創建について軽々しく言質を取られて

はならない。

ロウザヴァルトの消極的姿勢は、国務省の考えを反映していた。中東政策の

立案者たちは、サウディ・アラビア国王のイブン＝サウードをアラブ世界の中

心人物として評価する。対独戦争の勝利を確実にするには、この地域の情勢を

波立たせてはならない。1943年5月、米国大統領はアラビア砂漠の覇者に約束

した。パレスチナの基本体制は、アラブとユダヤの双方と協議なしには、変更

されることはない一一と。17

そこでシオン主義運動の活動家たちは議会を動かして、ロウザヴァルトに揺

さぶりをかけた。1944年早々、米国パレスチナ委員会の工作で上下両院に別個

に決議案が提出され、ビルトモア宣言の履行を求める。ラングンはウォシング

タンの情勢を憂慮するが、表立って決議案の阻止に回れば、内政干渉の非難を

免れない。米国務長官コーデル・ハルは英外相ロバト・アンタ二・イードンの

意を受け、米国陸軍参謀総長ジョージ・マーシャルの助力を求める。

この職業軍人はただの武弁ではなく、後に国務長官、国防長官を歴任するだ

けのことはあって、軍事情勢を外交・政治と関連づけて上院外交関係委員会に

説明する。米国の立法府がユダヤ国家の建国を後押しするなら、イスラーム世

界の緊張を激化させることになろう。中東地域だけでなく、北アフリカ、さら

にはインドまで、騒乱の渦に巻き込まれかねない。そのような事態を招けば、

米英連合軍の地上部隊はナチ・ドイツと戦うどころか、治安維持のために貴重
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な兵力を釘付けされよう。また中東の石油供給に支障を生じ、海空軍の作戦に

も甚大な影響を及ぼすだろう一一と。結局のところ、軍部の厳しい警告の前に、

二つの決議案は日の目を見なかった。

大統領選挙　米国パレスチナ委員会が性急に要求の実現を焦った

を　　奉り　　用　ため、米議会でビルトモア宣言の支持を取り付けよ

うとする狙いは、ひとまず失敗に終わる。しかし、この程度の挫折で諦めるこ

となく、シオン主義者は次の機会を狙う。1944年11月には、四年ごとの大統領

選挙の時期がめぐってきた。ロウザヴァルトはすでに三期も務めていたが、も

う一度の野心を燃やす。

二年前の中間選挙の結果は、与党の民主党と野党の共和党の勢力がほぼ伯仲

した。ユダヤ票を当て込んで、パレスチナ問題は選挙の争点となる。1944年7

月、共和党は選挙綱領にユダヤ移民と土地所有の制限撤廃を掲げた。そしてビ

ルトモア宣言と同様に、パレスチナにユダヤ共和国の実現を提唱する。

この点で民主党は遅れを取り、ユダヤ票の向背が懸念された。とくにユダヤ

人口の多いニューヨーク州を制することは、大統領選挙に勝ち抜くための必須

条件である。18　ロウザヴァルトはシオン主義者の圧力に屈し、一札を入れねば

ならなかった。1944年10月15日、折りから開催中の米国シオン主義会議の大会

に書簡を送り、当選の暁にはユダヤ共和国の創建に尽力する一一と約束する。

それまで大統領は政治家として挨拶を送っても、ユダヤ国家の支持と解釈され

る言い回しを慎重に避け、バルブア宣言の用語通り　〈民族的故地〉　としか表現

しなかった。

米国の選挙の季節は、パレスチナでは暴力の季節だった。ユダヤ住民の土地

買収の制限、密入国の取り締まりに対する直接行動として、土地登記所や警察

署が爆破される。ついには中東担当相のモインが暗殺された。この死はニュー

ヨークやウォシングタンにも直ちに伝わったが、ロウザヴァルトの四選で沸き

返る米国で大した関心も同情を集めなかった。親シオン主義団体の刊行物は非

業の死を遂げた盟邦の高官に弔意を表するどころか、相変わらずラングンを非

難する。ある下院議員はユダヤ迫害に関してヒトラルのドイツも英国も同罪と

論難し、最大の同盟国の政府機関一一植民地省を〈鬼畜ナチ〉の実質的共犯者

とまで決め付けた。

前代未聞1945年1月、ロウザヴァルトは大統領として前人未踏の

の　暴　挙　四期目に入り、シオン主義者から選挙戦の約束履行を迫

られる。その要求は膨れ上がった。ユダヤ共和国は版図を英国の委任統治領に

限定されず、〈未縮小、未分割のパレスチナ〉に樹立さるべきだ一一と。つま

り新生国家の領土はエレツ・イスラエル（ダヴィデ、ソロモン王時代の領域）
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を復活し、トランスヨルダンのかなりの部分を併呑することになる。

またもやパレスチナをめぐる決議案が、米議会に提出された。まだモイン暗

殺の衝撃が生々しい時期だけに、英国政府は神経を逆撫でされる。その頃、ヒ

トラル打倒の戦争は最終段階に入った。米英ソ連合国側の軍勢は広大な占領地

を解放し、東と西からドイツ本国に迫る。もはや第三帝国の敗北が疑いないと

しても、米英両国は一層の結束を固めなければならない。資本主義、共産主義

体制の大国は共通の敵を相手に戦時同盟を結んだが、早くも戦後の対立が予見

されたからである。19

1945年2月、ロウザヴァルト、チャーチル、スクリインの三巨頭はクリミア

半島の保養地で黒海の港町ヤルタに集まり、戦後処理について話し合った。そ

の帰路、米国大統領の乗艦はスエズ運河に停泊し、アラブの賓客を迎える場所

となる。この会談でサウディ・アラビア国王のイブン＝サウードはロウザヴァ

ルトに向かって断言する。アラブはユダヤに聖地を明け渡すよりも、むしろ死

を選ぶだろう一一と。

大統領は国王の激しい言葉に驚き、気まずい空気を取り繕うために如才なく

調子を合わせた。アラブにとって不都合になるようなことを何一つするつもり

はない。米国政府はアラブとユダヤの双方と事前にすべてを相談しなければ、

パレスチナの基本政策について変更を加えることはない一一と。20

ロウザヴァルトはアラブ世界を訪れて、シオン主義運動に一方的に肩入れす

る危険性を悟る。だが、帰国後は民主党内からも選挙公約違反として激しい非

難にさらされた。大統領に当選できたのは、ユダヤ票のお陰で大票田のニュー

ヨークを確保できたからだ。それ以外の大都市圏でも、シオン主義者の奮闘が

なければ、共和党に票が流れたはずだ一一と。

米国内の大合唱を懸念して、イブン＝サウードはロウザヴァルト苑てに親書

を送った。アラブ諸国が対独戦争で連合国側の大義に協力しているのに、その

真只中にシオン主義国家の樹立をたくらむのは遺憾である。しかも、門戸開放

の美名の下にパレスチナへ大量の移民を送り込んで、アラブ住民を追い立てよ

うとするのは、人類史上でも前代未聞の暴挙ではないか一一と。サウディ・ア

ラビアの国王は、アラブ世界の不安と不信を代弁した。

ロウザヴァルトは強硬な申し入れに当惑し、1945年4月5日付の返書で、アラ

ブの意に反することはしないと保証した。だが、その一週間後の4月12日、大

統領は四期日の任期を僅か三カ月余り務めただけで急死する。憲法の規定によ

り、副大統領（上院議長）のハリ・トルーマンが後を襲った。合衆国の新元首

は議会内の調整工作に長けたが、外交の分野では全くの素人で、何の経偏も持

ち合わせていない。
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圧ブコ団体の　この予期せぬ国家指導者の交替は、シオン主義運動

陳一情攻　勢　にとって、またとない巻き返しの好機となる。欧州

の戦乱が大詰めに近付くにつれて、ナチ・ドイツの残虐行為の数々が明るみに

出て、米国内で親シオン主義の世論を盛り上げた。新大統領は国務省の専門家

からアラブ重視の必要性を説かれる一方で、シオン主義運動の圧力団体から陳

情攻勢にさらされる。

トルーマンが大統領に就任してから一カ月とたたない1945年5月7日、ナチ・

ドイツは連合国に無条件で降伏した。すでに4月末に、ヒトラルは赤軍包囲下

の総統官邸で自殺を遂げている。ついに欧州の戦争は終わった。しかし、アジ

ア・太平洋地域で、対日戦争はまだ続く。7月下旬、米英ソ中四カ国の首脳は

ベルリーン近郊のポツダムで会談し、日本に最後通牒を芙き付ける。

パレスチナの門戸開放、ユダヤ国家創建の要求は、対独戦の勝利で一層はず

みがついた。トルーマンはポツダムでチャーチルに向かい、出発前に親シオン

主義団体から陳情された通り、マクドナルド白書によるユダヤ移民制限の撤廃

を求める。しかし、英国首相は友人のモインを暗殺されてから、はっきりとシ

オン主義運動を見限った。しかも首脳会談の中途で、突然、チャーチルは交渉

の当事者能力を失ってしまう。折りから挙行された英国の総選挙で、労働党が

大勝したからである。

労働党単独政権の登場は、パレスチナと米国内のシオン主義者から歓迎され

る。この政党はかねてからユダヤ故国再興運動の社会主義的性格に好感を寄せ、

指導部にシオン主義の支持者が少なくなかった。その前年暮れの党大会で採択

された決議は、ユダヤ国家を支持し、移民受け入れのためアラブ住民の強制立

ち退き（ただし十分な補償を支払うとの条件付きで）まで定めている。

新首相のクレマント・リチャド・アトリは国内政策で産業国有化などの社会

主義政策を実行に移すが、チャーチル戦時挙国内閣の副首相を務めただけに、

外交面では前任者の基本路線を踏襲する。ただし、予想に反してに外相の要職

には親シオン主義傾向の強い人物を退け、挙国内閣の労相ア一二スト・ベヴィ

ンを起用した。労働党は政権を手中に収めたものの、パレスチナの今後につい

て、直ちに大会決議を実行に移す訳には行かない。ベヴィンはトルーマンの要

求に対して、すぐに態度表明を控えた。
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三一二三ノ三′二三二≡≡∴き三二

トルーマ　ン　大戦の終了後、米国は世界の最強国にのしあがった。

夕も交の本音　伝統的盟邦の英国は五年有余の戦乱で、すっかり国

力を消耗している。戦時下の同盟国・ソ連はナチ・ドイツに勝ち抜いたものの、

膨大な犠牲に耐えねばならなかった。ただ合衆国だけが国土を戦火で荒らされ

ることなく、戦争景気で物質的繁栄を享受できた。この有利な国際環境を背景

に、トルーマンは巨頭の一人としてポツダムに赴き、チャーチル、スクリイン

ら個性の強い戦時指導者とやりあう。

1945年8月16日、つまり日本降伏の翌日、トルーマンは記者会見でポツダム

会談の成果を誇らし気に語った。国際政治の桧舞台を踏んでから、もはや彼は

外交に疎い大統領ではない。

この自信を深めながら、トルーマンは豪語した。ユダヤ移民の制限撤廃につ

いて、米国民の要望を英国首相に十分に伝えた一一と。この時の発言はまだ慎

重で、問題をまず英国とアラブとの問の交渉に委ねると語り、そこでつい本音

を漏らした。治安維持のために米軍兵士を五十万人もパレスチナへ派兵したく

ない一一と。

大統領の発言に関連して国務省が問い合わせたの七、戦争省は必要な兵員を

試算した。パレスチナの門戸が開放されて、ユダヤ移民が無制限に流入すれば、

パレスチナは騒乱状態に陥るだろう。大戦前の三年に及んだ内乱の時期と同じ

ように、アラブ側は武力に訴えても抵抗するに違いない。そのような事態に至

れば、少なくとも四十万台の兵力を必要とし、半分を英軍部隊で充当するにし

ても、情勢次第ではドイツと日本の占領に支障を生ずるかも知れない。米軍兵

士の復員に大幅に遅れるだろう一一と。

対独戦の終結の翌月、トルーマンはペンシルヴェイニア大学法学部長のアー

ル・ハリスンを米国政府代表の資格で戦火で荒廃した欧州に派遣し、難民問題

の調査に当たらせる。連合国側は勝者の避けがたい義務として、多数の戦時流

民を救済して定住させねばならない。虐殺を免れた五十万の在欧ユダヤ教徒は

ナチ・ドイツの圧政と戦乱ですべてを失い、ようやく死の淵から引き戻された

ものの、帰るべき場所も生計の手段も持たない。

ユダヤ難民　数週間に及ぶ現地調査後、ハリスンは大統領に報告

の聖地移住　書を提出し、ユダヤ難民十万人のパレスチナ移住を

勧告する。1920年代の立法措置で、合衆国は人種ごとに移民の枠を割り当てた。
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これは何よりもまずアジア人の締め出しを意図したが、同時に離散の民の末裔

にも厳しい制限を課す。

米国民の問にユダヤ難民の窮状に同情が高まっていながら、この民主主義国

家は英国の委任統治領と同様に、事実上、ヤハウェの信徒に門戸を閉ざしてい

た。21ハリスンは報告書の中で米国も「適正な人数」を引き取るよう勧告した

が、議会が直ちに移民関係の法律改正に動く兆しはなかった。

1945年8月31日、トルーマンはアトリに書簡を送り、十万人のユダヤ難民を

パレスチナに受け入れるよう要請した。僅か半月前、記者会見の席で示した慎

重な態度とは大きな変わりようである。その親書は折りから外相会議で訪英中

の国務長官ジェイムズ・バーンズを通じてベヴィンに手渡され、ラングンのダ

ウニング街十番地の首相官邸に届けられた。

十万人！英国の首相も外相も仰天する。パレスチナが直接の戦禍を免れ、連

合国側の後方基地として戦時下の繁栄を享受できたとはいえ、これだけの難民

を一度に吸収する能力はとうていない。何よりもまずアラブの反応が問題であ

る。第二次世界大戦前、アラブ側はユダヤ移民の停止を要求し、三年間も武力

抵抗を続けたではないか。

1945年9月の半ば、バーンズはベヴィンに知らせた。十万のユダヤ難民の行

き先について、間もなく大統領が声明を発表する一一と。盟邦の困難な立場を

無視した遣り口に、英外相は憤然とした口調で言い返す。米国が十万の難民を

パレスチナに押し付けるなら、治安維持のため米陸軍から四個師団の派兵を求

める一一と。国務長官は困惑して国際電話で大統領を呼び出し、一方的発表を

思いとどまらせた。

アトリは電報と書簡をトルーマンに送り、妥協策としてパレスチナ以外の土

地に三万五千人の引き取りを示唆する。大戦の終結後、北アフリカ各地の軍事

基地は無用の長物と化した。そこに分散して受け入れれば、当座の解決策とな

るだろう。さらに英国首相は米国大統領の注意を喚起した。二人の前任者一一

チャーチルとロウザヴァルトはアラブ側に対して、パレスチナ問題について事

前協議を約束している。この厳粛な誓約を反古にするならば、文字通り「中東

の全域を燃え立たせる」ことになるだろう一一と。

無視できぬ　トルーマンはアトリの立場と主張を了承し、しばら

ユダヤ人口　くの間、鳴りを静める。だが、折りLもニューヨー

ク市長の選挙が近付いてきた。これはロウザヴァルトの急死でホワイトハウス

入りしてから最初の大きな試練であり、その勝敗に民主党の領袖としての威信

が懸かっている。シオン主義団体は市長選を利用して大統領に圧力をかけ、難

民十万人のパレスチナ即時移住を要求した。この大都会のユダヤ人口は二百五
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十万を数え、有権者の三分の一を占める。その向背次第で、当落に決定的影響

を及ぼすだろう。

そこでホワイトハウスは大票田の威力を無視できず、ダウニング街に事前に

通告することなく、トルーマン書簡の内容を公表する。しかも、ご丁寧なこと

に、大統領の手紙に対して、英国の首相から何の返事も届いていないと解説を

加えた。この背信行為と事実誤認に対して、ラングンは怒り狂う。

国務省は戦後の世界秩序の中で中東地域の重要性を認識しているだけに、大

統領と側近の独走を憂慮する。米英間に火花が散ったのは、同省の専門家が現

地情勢を分析し、国務長官に意見書を出した矢先のことだった。アラブ側は十

万人のユダヤ難民をどう解釈するか。パレスチナをシオン主義国家に転換する

企てと受けとめるに違いない。そうなれば騒乱は必至で、派兵を必要とする事

態に至るかも知れない。従って当分の問、合衆国としてはパレスチナへの大規

模移住について慎重に対処すべきだ一一と。

さらに国務省は中東各地から公使、総領事を本国に招集し、ウォシングタン

で外交公館長会議を開催する。出席者はユダヤ難民十万のパレスチナ移住案に

強い危機感を抱き、それぞれ口々に現地の緊迫した反応を伝えた。合衆国がア

ラブを無視してシオン主義に一方的に肩入れすれば、国益を損なう重大な結果

を招きかねない。現にソ連が虎視眈々として、この地域に食い込もうとしてい

る一一と。

しかし、大統領の関心は国内政治に向けられ、国際関係よりも地方選挙を優

先的に配慮する。トルーマンは並み居る外交官に向かって挨拶した際、本音を

遠慮なく言い放った。紳士諸君、皆さんの要望に沿えなくて残念だが、私はシ

オン主義の成功を切望する数十万、数百万の人々の願いに応えなければならな

い。これだけの数のアラブ人は、わが選挙民の中にいないのだ一一と。22

米英合同調　十万人のユダヤ難民をめぐって、米英両国の関係は

査団の設置　極めて気まずいものとなった。ベヴィンは両国間の

亀裂を修復するため、米英合同調査団の設置を提案する。ソ連が中東地域に浸

透の素振りを見せている際、米国も難民救済やパレスチナ問題の責任の一半を

担えば、少しは無責任な言動を慎むだろう。ウォシングタンはラングンに同意

したが、調査の内零や目的について、あれこれ注文をつけた。合同調査の機会

を利用して、ユダヤ難民十万人のパレスチナ移住を公式に裏書きしたかったか

らである。

この調査団は双方から六人ずっ、合計十二人の委員で構成された。極め付き

の親シオン主義者もいれば、厳しい批判派、それに中立派も入っている。合同

調査団は真先に欧州の難民収容所を訪れ、ついでパレスチナに回った。三カ月
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にわたる現地視察と公聴会の末に、一行はスイスで報告書をまとめる作業に取

りかかる。勧告は全会一致で決定し、留保条項や少数意見を付けないと、委員

の問に了解ができた。1946年5月1日、報告書が米英両国の首都で同時に正式

発表される。

その内容は米国と英国の主張を折衷したもので、最大の論点となったユダヤ

難民のパレスチナ移住について、十万人分の許可証を即時発行するよう求めて

いる。しかし、将来の政体については、アラブでもユダヤでもないパレスチナ

国家の創建を勧告した。さらに土地売買の自由を提唱し、事実上、マクドナル

ド白書を骨抜きにする。両国政府は公式発表に先立つ十日前に報告書を入手し、

それぞれの立場から内容を詳細に検討した。

またもやトルーマンはアトリを出し抜き、発表前日の4月30日、十万人分の

移住許可証の発給について賛成の態度を一方的に表明する。彼はシオン主義団

体に入れ知恵されて（あるいは圧力に屈して）、報告書の中から都合の良い項

目だけを拾いあげた。勧告の内容を短期的見地からすぐ実行に移すものと、長

期的見地から考慮（実際は棚上げ）するものとの二種類に分ける。難民十万人

のパレスチナ行きは前者に属するから推進し、パレスチナ国家案は後者に属す

るから等閑に付した。

正式発表日の5月1日、アトリは議会で演説し、英国政府の見解を明らかに

した。調査報告書については、すべての項目の関連を明確にした上で、全体を

検討してみる一一と。この回りくどい発言は、勧告に満足できない旨の間接的

表現だった。さらに英首相は続ける。パレスチナの現状は十万人もの難民を短

期間にとうてい吸収できない。何よりもまず不法移民を援助し、テロ活動を事

とするユダヤ過激派団体の解散と武装解除が先決である一一と。つい五日前、

過激派のレヒは武器を奪うため英軍の宿営地を襲撃し、六人の英兵を殺したば

かりだった。

絶　好　の　ベヴィンは米英合同調査団の生みの親だったが、その勧

才巨難材料　告に深く失望する。もしユダヤ難民十万の即時受け入れ

を強行すれば、アラブ側は必ず武力で抵抗するに違いない。パレスチナの騒乱

状態は、大戦で疲弊した英国に軍事的、財政的重荷を背負わせるばかりか、中

東に築き上げた基盤を掘り崩すことになろう。ただ報告書がユダヤ国家の樹立

を認めず、二国民一国家案を提唱した点は、英国の年来の方針とベヴィンの主

張に一致したが、大した慰めにならなかった。それは将来の課題に過ぎず、当

面の緊急事はあくまでも難民問題だからである。

米英合同調査団の努力は全くの徒労に終わった。発足当時、それは諮問に応

じて答申を作成する機関ではなく、両国政府の問で合意に至らぬ問題の決定権
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を握る筈だった。ベヴィン自身、全会一致の勧告を尊重すると述べたが、どう

しても難民十万の即時受け入れを受諾できない。ラングンとウォシングタンは

調査報告書を承認も却下もせず、新たに委員会を設置して勧告実施の方策を検

討させることにした。その後もユダヤ難民の問題は、両国政府の問にしこりと

なって残る。

ベヴィンは米国の偽善的態度に立腹する。難民救済の人道問題が国内政治の

地方選挙にからんで、シオン主義団体の横車で本来の目的を見失ってしまった。

ユダヤ難民の問題は第一に欧州で解決をはかり、パレスチナから切り離すべき

である。まず出身国に再定住を促進し、全く寄る辺のない者は連合国や中立国

に分散受け入れを考慮すればよい。1946年6月に開催の労働党大会で、英外相

は苦々しく言い放った。米国はニューヨークに十万のユダヤ難民を引き取りた

くないので、英国に圧力を加えるのだ一一と。23

ベヴィンは別の機会にも本音を吐いた。ユダヤ教徒は長い行列の先頭に陣取

り、特別待遇を要求している一一と。ナチ・ドイツの狂信的人種理論の犠牲者

はユダヤ教徒だけではなく、放浪民のジプシも多数が虐殺された。東欧のスラ

ヴ系諸国民も劣等祝され、強制労働に狩り出された末に、死の淵へ追いやられ

た。赤軍の捕虜も大量殺害の対象となった。ヒトラルの戦争の惨禍を被ったの

は、ユダヤ教徒だけにとどまらなかった。しかし、英外相の発言は反セム主義

思想の吐露として、シオン主義者の絶好の攻撃目標となる。
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塾国　選ダヤ抵抗運動⑳激柁

労働党政権　第二次世界大戦の終結後、パレスチナ在住のユダヤ

の中東政策　活動家の問に幻滅感がひろがった。ヒトラルはつい

に打倒されたものの、念願の独立国家は実現の見通しが立ちそうもない。戦争

中にチャーチルはヴァイツマン構想に同意したが、すでに首相の座を去ってい

る。しかも親友モインの暗殺後は、シオン主義運動を見限ってしまった。アト

リ内閣は労働党の親シオン主義的路線にもかかわらず、マクドナルド白書に固

執して公約を実行に移そうとはしない。いや、ベヴィン外相は戦後の困難な時

代に英国の将来像を描けば、パレスチナ問題についてますます慎重にならざる

を得なかった。

1940年代の目まぐるしく変化する国際環境の中で、昨日までの味方は今日の

仮想敵国となった。戦後間もなく米英両国は　〈大西洋同盟〉を形成して、ソ連

の勢力拡大に対抗する。トルコ、ギリシャ、イランが両陣営の力の接点となる

と、中東は大戦中に増して一層の戦略的重要性を帯びるに至った。1945年の秋

にベヴィンが練り上げた新政策は、この地域に従来通り英国の影響力保持を想

定する。

しかし、戦後の新時代の買囲気を反映して、ラングンはアラブ諸国との外交

関係を洗い直さねばならない。それまで英国は各地の専制的統治者と不平等条

約を締結し、アラブ世界の大部分を支配下に置く。そして、イラークとエジプ

トの実例が示す通り、第二次世界大戦中には英国の強大な軍事力を誇示して内

政に干渉できた。1945年3月、中東の七カ国は　〈アラブ連盟〉を結成し、ラン

グンと新たな関係を集団的に結ぶ。24

労働党政権の外交政策は、過去の帝国主義的方策を排した。スルターン、シェ

イク、パシャなどアラブ世界の伝統的支配者よりも、アラブ人民と友好関係を

樹立しなければならない。ベヴィンは社会主義者として、対アラブ外交方針に

自己流の理想を盛り込んだ。時代錯誤の権力者の忠誠をつなぎとめる補助金に

かわって、社会改革や経済開発に役立つ援助を供与すべきである。これはソ連

の勢力浸透を阻止するのに責献するだろう一一と。

中東地域は欧亜をつなぐ空陸海の連絡拠点として、第二次世界大戦後も戦略

的価値を減ずることはない。しかも地下資源の石油は、軍事的にも経済的にも

一層の重要性を増している。折りからラングンはカーヒラと条約改訂の交渉を

始めた。もし英軍がエジプトから撤退することになれば、パレスチナは軍用基
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地の移転先として最適候補地に挙げられよう。この観点から英軍部はベヴィン

構想の骨子一一中東地域の保持一一に賛成する。

ユダヤ武装集団　パレスチナのユダヤ過激派は大戦中に対英

の　戦　線　統　一　武力闘争を続け、戦後もテロ活動をやめな

かった。英兵の問に戦後の戦死者が増加すれば、駐屯軍の士気を阻喪させるだ

ろう。英国政府は治安維持のため大軍の釘づげを余儀なくされ、復員が大幅に

遅れよう。そのうちに世論の批判と巨額の財政負担に耐えられず、最後には委

任統治の放棄に追い込まれるだろう一一。これが抵抗活動の狙いだった。

しかし、ユダヤ武装集団は相互に不信感を抱き、対英闘争の足並みを揃えら

れない。それには理由があった。戦争中一一とりわけカーヒラでモインが暗殺

されてからは、ユダヤ機構と翼下の自衛組織ハーガナーはテロ分子を捕らえ、

英官憲に引き渡す。この同胞相克の時期は、のちにく狩猟の季節〉　と呼ばれた。

戦後、ハーガナーの穏健方針は内部から離反を招き、少なからぬ人数が脱退し

て過激派に加わる。そこで、この対英協力機関の非公然軍事部門は、組織防衛

のためにも武闘路線の採用を迫られた。

ベン＝グリオンは英労働党政権にはっきり見切りをつけ、武力闘争の決意を

固めた。ユダヤ難民十万人の移住を勝ち取るために、尋常な手段では英国政府

の態度変更を期待できない。いまやハーガナーは他の過激派武装集団と同様に、

積極的な軍事活動を始める。だが、もともとがアラブの襲撃に対抗する自衛団

だけに、防御を得意としても攻勢に不向きだった。そこで傘下の強襲部隊〈パ

ルマッハ〉が、遊撃戦の主役を務める。これは戦時中に英軍の黙認の下に編成

され、連合国側の戦争努力に協力した。25

ユダヤ機構の実力者ベン＝グリオンは合法・非合法の二面を使い分け、一方

でエルサレム執行部の最高責任者として高等弁務官と折衝しながら、他方で地

下の軍隊の司令官として軍事作戦を指揮する。彼はラングン執行部の会議に出

席した帰路、ヴァイツマンにも決して明かすことのできない任務を帯びてパリ

に立ち寄った。ハーガナーは秘密司令部をフランスの首都に設置し、そこから

軍事活動の指令を発していたのであるd

1945年10月、パルマッハは不法移民の収容所を急襲し、約二百人の密入国者

の逃走を助けた。またレバノンとの国境に近い場所で、ユダヤ亡命者の越境を

手引きして、英軍兵士と銃撃戦を演ずる。その頃、武装集団の大同団結が具体

化したが、過去の対立と憎悪を一挙に解消できない。イルグーンもレヒも組織

を解散せず、独自性を維持しながら連合戦線の戦列に参加する。だが、共同作

戦の戦果は、予想以上に大きかった。

10月31日の深夜から11月1日の未明にかけて、ユダヤ武装集団の各派は役割
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を分担し合い、百五十カ所以上で同時多発的に破壊活動を展開した。パルマッ

ハは鉄道を寸断したばかりか、密入国取り締まり船を泊地で沈める。イルグー

ンは操車場で貨物列車と蒸気機関車を爆破し、英兵一人とアラブ人二人を殺し

た。レヒは石油精製工場の設備に損害を与え、三人のアラブ人を殺害した。

武装睦走萱　ベヴィンは激怒してヴァイツマンを呼び付け、厳重な警

の背後古こ　告を発した。いまや対英翼賛機関が過激派と組んで、公

然と委任統治体制に刃を向けている。パレスナのユダヤ社会は、英国に宣戦を

布告するつもりか？　これまで英国政府は問題の全面的解決を図ろうとして尽

力してきたが、その努力を今後は放棄せねばならない。暴力の脅迫の下で、と

うてい交渉はできないからである一一と。　英諜報機関は暗号解読によって、

武装蜂起の背後にユダヤ機構の影をはっきりと見出していた。

国際シオン主義運動の長老は抗弁する。もともと暴力の支持派は一握りに過

ぎなかったが、英国の政策のせいで急増してしまった。ユダヤ機構のラングン

執行部は、昨夜、暴力非難の声明を発表したばかりだ。しかし、同胞に自制を

訴えようにも、英国の方針がユダヤ教徒の将来を破滅に陥れると受け取られて

いる現状では、とうてい無理である。ユダヤ難民はパレスチナ行きを認められ

ぬまま、いまも欧州の収容所で死につつある一一と。

当時の高等弁務官アラン・カニンガムは側近の進言を斥けて、ユダヤ機構が

破壊活動に関与した証拠をつかみながら、エルサレム執行部の幹部逮捕など強

硬措置を控えた。この生粋の職業軍人は武力を背景に性急な対抗手段に訴えて

も、パレスチナのユダヤ社会全体を敵に回すだけと判断したからである。ナチ・

ドイツは占領地でパルチザン活動を抑止するため、住民に対して残虐な報復を

辞さなかった。だが、英軍はユダヤ過激派のテロ活動を封ずるのに、独軍ほど

の強硬策を取れない。26

パレスチナの治安を回復するために、英本国から第六空挺師団が急派される。

ほんの一年前、この部隊は連合軍のノルマンディ上陸作戦で尖兵を務め、さら

に欧州各地に転戦してヒトラルの軍勢と戦った。だが、歴戦の勇士にとって、

今度の任務は勝手が違う。テラヴィヴの街頭で敵意に充ちたユダヤ群衆の罵声

を浴びながら、投石の雨にじっと耐えなければならない。

続発する　反英連合戦線の大枠内で、各武装集団は戦果を競った。

電支壊活動1945年11月の末近く、ハーガナーは沿岸警備隊の基地を

襲撃し、密入国船の見張り所を爆破した。犯人は警官隊に追跡され、近くの開

拓農園に逃げ込む。農民たちは武闘派をかくまい、警官の立ち入りを拒否した。

軍隊が派遣されて農園を包囲すると、ユダヤ側から銃弾の洗礼を浴びる。ハー

ガナーはもはやアラブ人と戦う自衛組織でなく、かっての保護者に公然と銃口
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を向けた。一昔前、英軍兵士は哨戒任務で開拓地に立ち寄ると、住民から歓待

されたものだった。

1945年の暮れ、イルグーンはエルサレムとハイプァで警察署を攻撃し、十人

の警官と兵士を殺害する。翌年の2月、レヒは軍資金調達のため銀行を襲撃し、

二人の同胞の生命を奪った。さらに警察高官の暗殺を試みたが、失敗に終わる。

パルマッハは不法移民船の取り締まりを妨害するため、聖書ゆかりのカルメル

山の海軍電波探知基地を破壊した。勢いに乗って三カ所で警察署を襲ったが、

逆に反撃されて四人の死者を出す。27イルグーンも負けずに三カ所の英空軍基

地に潜入して爆薬を仕掛け、英軍兵士の人命には損害を与えなかったものの、

二十二機の軍用飛行機を破壊した。

1946年3月、米英合同調査団がパレスチナを訪れ、ベン＝グリオンやゴルダ。

マイアスン（のちにメイアルと改姓、1969年～1974年の首相）らユダヤ機構エ

ルサレム執行部の面々から事情を聴取する。いずれも臆面もなく対英協力機関

と破壊活動の関連を否定した。調査団の滞在期間中、テロ活動は下火となる。

しかし、1946年5月1日、公式報告書が発表されると、破壊活動はまたもや燃

え上がった。その勧告が十万人の即時移住を勧告する一方で、ユダヤ国家の樹

立を明確に斥けたからである。

報告書の発表から十数日、各地で破壊活動が続発し、テロの連鎖反応を起こ

す。まず、ハーガナーは十カ所で鉄道橋を爆破した。このためパレスチナとシ

リア、トランスヨルダンを結ぶ鉄道輸送は停止し、経済活動に深刻な影響を招

く。続いてレヒはハイプァの鉄道工場を襲撃し、機関車などを破壊した。イル

グーンは目標を施設に定めず、直接に英将兵を狙った。エルサレムとテラヴィ

ヴで、十一人の将校を捕らえる。英軍の捕虜たちは人質として、獄中の同志の

奪還に役立っ。

イルグーンの新戦術は、折りから訪英中のベン＝グリオンを苦しい立場に追

い込む。この戦闘的指導者は一方でハーガナーの破壊活動を指揮しながらも、

他方では対英世論工作から英兵の生命に可能な限り危害を加えぬよう指示して

いた。彼は植民地相のジョージ・ホールと会った際、ユダヤ機構とテロリズム

のつながりを否定する。そして、パレスチナに電報を打って、この種の暴力行

為を公式に非難し、人質の釈放を訴えると約束せねばならなかった。

大量適才南と　カニンガム高等弁務官は抵抗運動の鎮圧に慎重だっ

家宅捜査　たが、破壊活動の続発で堪忍袋の緒が切れた。1946

年6月29日の早朝、ユダヤ教の安息日を狙って、ユダヤ機構事務所の家宅捜査

と幹部の一斉逮捕に踏み切る。英委任統治の翼賛団体は抵抗運動の聖域と化し

ていたが、警官と兵士の土足に踏みにじられた。暁の急襲でパレスチナ全土で
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約三千人が拘束され、寝室から獄窓へ連行された。この強権発動は〈アガサ作

戦〉　の暗号名で呼ばれる。

折りLもヴァイツマンはエルサレムに滞在中だったが、官憲は対英協調路線

の大御所に敬意を払う。マイアスンも拘禁されずに済んだ。この高名な女性闘

士の行動は他の幹部同様に知れ渡っていたが、その名前が逮捕予定の危険人物

名簿から漏れていた。ベン＝グリオンはパリにいたので、難を免れた。過激派

指導者のベギンは危ういところで虎口を脱し、地下に潜入して次の作戦を準備

する。

カニンガムの強硬策で、ユダヤ抵抗運動は一時的に打撃をこうむる。しかし、

英治安当局はユダヤ機構の家宅捜査で入手した押収書類から、武器の隠し場所

や兵力の配置をつかめなかった。多数の公的指導者、テロ活動の容疑者を逮捕

したにもかかわらず、非公然の活動家を網の目から逃していた。英政庁は間も

なくアガサ作戦の失敗を思い知らされる。

エルサレム旧市街のヤップオ門の近くに、ダヴィデの塔がそびえ立っ。それ

と谷を隔てて向かい合う場所に、ダヴィデ王ホテルが建っている。この重厚な

石造建築は新市街の一角に偉容を誇り、英委任統治当局の権威を象徴していた。

それは支配層の社交の場、賓客の宿泊所だけではなく、南側の一翼に英政庁、

軍司令部、諜報機関が事務所を構えていたからである。暁の大作戦からまだ一

カ月とたたぬ7月22日の白昼、ベギンの率いるイルグーンはホテルの爆破に成

功し、英国の面目を失わせた。

テロ分子はアラブ人に変装してホテルの内部に入りこむと、銃を突き付けて

従業員を地階の厨房に押し込む。そして牛乳缶に隠した高性能爆薬を政庁の事

務所の真下にある喫茶店に運びこんだ。続いて起きた強烈な大爆発で、さしも

堅固な建物も根底から揺らぐ。ホテルの南西の一翼は、一階から六階まで跡形

もなく崩れ落ちた。死者の数は、アラブ人が四十一人、英国人が二十八人、ユ

ダヤ教徒が十七人、その他が五人で、合計九十一人に達する。この容赦ないな

テロ活動は、多数の罪なき人々を巻き込み、同胞まで犠牲に供するのを辞さな

かった。28
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＜第四吉日の註と参考文献＞

1この引用箇所は若干の語句を省略してある。ビルトモア宣言は、次の資料集による。

Yalter Laqueur and Barry Eubin（Eds．），The ArabIsrael Eeader：AI）Ocumentay‡is－

tory of the某iddle East Conflict， Revised and updated edition（Earmondsworth：

Penguin Books，1984年）、79頁〕

2　ヴァイツマンはビルトモア宣言の全面支持を表明したが、その内容がすぐに実現で

きると考えず、むしろ最大限の要求表明と受け止めた。一方、ベン＝グリオンはビルトモ

ア宣言をシオン主義運動の新しい綱領として重要視した。この評価の違いからも、二人の

対立は急速に深まり、後者はユダヤ国家再興運動の指導部から前者の追い落としを図る。

〔Yalter Laqueur，A：istory of Zionism（New York：Schocken Books，1976年）、547貢〕

3　ポウランドの崩壊後、運命の手は一人のシオン主義活動家をパレスチナへ導く。そ

の人物一一一一メナヘム・ベギンは英委任統治領で地下の武装集団を指揮し、ついにはイスラ

エルの首相になった。

ドイツ軍のポウランド侵攻後、ベギンは隣国リスーエイニアの首都ヴィルナへ逃亡した。

1940年、バルト三国がソ連に併合されると、NKVD（ソ連の秘密警察）に逮捕され、強

制労働に服する。独ソ戦争の勃発後、ポウランド系囚人は釈放されて、ドイツ軍と戦うこ

とになった。彼はロシアで編成された亡命ポウランド人部隊に加わる。その後、司令官の

ヴラジスロウ・アンダス将軍が赤軍と確執を起こしたので、部隊は英国の仲介によってソ

連を去り、イラン、イラーク、トランスヨルダン経由でパレスチナに移動した。こうして

熱烈なシオン主義活動家は、1942年、神の約束の地にたどり着く。〔Eric Silver，Begin：

A Biography （London：Yeidenfeld and NichoIson，1974年）、21～39亘〕

41939年5月、チャーチルは下院でマクドナルド白書を批判し、「パルプア宣言を侵害、

かつ否認するもの」と述べた。この発言はシオン主義者に絶好の宣伝材料として利用され、

ビルトモア宣言の第六項にそっくり引用され七いる。〔甘alterLaqueurandBarryRubin

（Eds．），前掲の資料集、78～79頁〕

51940年5月、チャーチルの戦時内閣はパレスチナで六箇中隊のユダヤ部隊を認可し

た。だが、その実現はずるずると延期され、ついに立ち消えとなる。独ソ戦の開始後、英

国は新しい味方に軍事援助を与えるのに精一杯で、ユダヤ部隊に必要な装備にも事欠いた。

〔Nicholas Bethell，The Palestine Triangle‥The Struggle between the British，the

Jews and the Arabs， 1935－48（Tel Avib： Steimatzky’s Agency，1979年）、90頁、109頁〕

ようやく大戦の末期、将校百五十人、兵士三千五百人から成るユダヤ旅団が編成されて

イクリで戦ったが、卓の存在は「シオン主義外交の最大の政治的成果」と解釈された。

〔Yalter Laqueur，前掲書、540～541貢〕

6　米国内の活動家は連邦議会の議員に働きかける前に、多数の州議会で、親シオン主

義的決議の採択に成功した。〔George Lenczowski，The Hiddle Eastin Yorld Affairs，

Fourth edition（Ithaca：Cornell University Press，1982年）、400貢〕

7　英国に対する配慮から、ユダヤ機構と世界シオン主義会議は、それぞれパレスチナ
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への密入国に反対した。1930年代の後半、在欧のシオン主義者は〈非合法移民委員会〉（略

称・モサド）を設立し、ドイツ第三帝国の治安警察（SD）と秘密警察（Gestapo）の協

力を得て、ユーゴウスラーヴィア、ギリシャ、ルーメイニア、パルゲアリアの港から同胞

を英委任統治領に送り出す。〔Francis R． Nicosia，The Third Reich and the Palestine

Question（Austin：University of Texas Press，1985年）、159～163頁〕

欧州動乱の開始後、ボールカン半島に成立した親独ファシスト政権は本質的に反セム主

義的であり、自国内のユダヤ系市民を厄介者祝して国外脱出をむしろ奨励した。

第二次世界大戦に先立っ五年間に、シオン主義者の支援団体は密航船を調達し、約二万

人（別の推計では三万から四万人）に達する移住者を欧州からパレスチナの海岸まで運ん

だ。その一般の〈タイガ・ヒル〉号は千四百人以上の難民を乗せてルーメイニアの港から

船出し、地中海の洋上で別の船から数百人の難民を移乗させた。同号は目的地の近くで英

海軍の哨戒艇から砲撃され、難民の二人が死亡した。だが、どうにか追っ手の追跡を逃れ

て、1939年9月1日、すなわちドイツのポウランド侵攻の当日、テラヴィヴの浜辺の浅瀬に

乗り上げる。難民たちは待ち受けていた地元の救援団体の助けで、砂浜にたどり着いた。

〔Ⅱordechai Naor，‡aapala：ClandestineImmigration（Tel Aviv：Ⅱinistry of Defense

Publication Eouse andIDF Huseum，1987年）、29～30頁〕

8　パトリア号の惨事から五十年を経過した1990年、イスラエルの新聞は次のような生

存者の回想談を掲載した。

1940年3月、ドイツ第三帝国の親衛隊将校ア一ドルフ・アイヒマン（第二次世界大戦後、

南米に逃亡したが、イスラエルの特務機関に発見され、身柄をイスラエルに移された。裁

判の結果、戦時中の残虐行為の責任を問われて死刑となる）は、ドイツ当局者と在欧ユダ

ヤ社会の代表者との会談を斡旋し、これがユダヤ亡命希望者にとって国外脱出の最後の機

会になると強調した。

在欧シオン主義団体はギリシャで三隻の船を借り上げ、ルーメイこアの港へ回航させる。

ユダヤ難民は幾つかの集合地からドイツ当局者の監視の下で、パルゲアリアとハンガリの

国境を越えて、ようやく乗船地にたどり着く。難民船は英委任統治下のパレスチナのハイ

プァ港に接近したところで、英海軍の巡視艇に停船を命じられた。そして、難民たちは囚

人船のパトリア号に移乗させられ、インド洋のモーリシャス島に送られることになった。

囚われの船客は行き先を知って抗議の集団断食を実行し、陸上の同胞は同情の同盟罷業を

決行した。

ハーガナーの工作員はパトリア号の出港を阻止するため、船底に爆薬を仕掛けた。難民

たちは爆発の予定時刻に船室から出て、上甲板に集まる。だが、爆発の威力は予想以上に

強烈で船体に大穴をあけ、大量の浸水を招いた。浮かぶ牢獄は急速に傾き、間もなく沈没

した。パトリア号は戦利品としてフランスから英国の手に渡ると、一年近く無人のまま係

留され、錆のため船体の腐食が進行していた。

死者の数は二百六十人にのばったが、遺体が回収されたのは二百九人にとどまった。千

五百人の生存者は「英国王陛下の政府の例外的仁慈」によってモーリシャス島に配流され

ることなく、パレスチナの密入国者収容所に入れられた。 〔TheJerusalem Post，Inter－

national edition，1990年12月　8日付、9頁〕

9　ハーガナーのAとBは再統一に向けて交渉を続け、1937年の春、Bの上級指導者た
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ちは復帰を望んだ。しかし、若手の強硬派はBの独立性を維持するよう主張し、内部抗争

が激化する。総勢三千人のうち約八百人がAに帰参したが、残りは民族軍事組織の新名称

の下に結集した。〔Samuel Katz，I）ays of Fire： The Secret Story of theⅡaking of

垣堕（Tel Aviv：Steinatzky’s Agency，1968年）、15～16貢〕

10　アブラハム「シュテルンはポウランド出身で、熱烈な反英闘士であり、同時に詩人

でもあった。彼は英国と協力してはユダヤ独立を達成できぬと信じ、ヒトラルとの提携す

ら夢想した。そのため密使をシリアに派遣し、枢軸側のスパイと接触を試みたが、この奇

想天外な企ては失敗に終わった。〔Samuel Eatz，前掲書、55～56頁〕

シュテルンは1942年2月、テラヴィヴの隠れ家に潜伏中、英官憲に逮捕された。連行さ

れる際、彼が窓に向かって突進したので、その場で射殺される。起爆装置に身を投げかけ

て自爆するのではないかと、警官隊は思いこんだからである。〔Nicholas Bethell，前掲

書、128貢〕

111940年、イクリが参戦すると、英国はイラ←クにイクリとの外交関係を断絶するよ

う要求した。その頃、バグダードに亡命中のフセイ二がイクリ大使館に出入りし、ドイツ

と連絡を取っていたからである。当時の首相は民族主義者のラシード・アリーでフセイこ

の行動を黙認したばかりか、英国の内政干渉を排除するためにも、欧州戦争に局外中立を

保つよう試みる。軍部の中では親独派の勢力が強く、イクリとの断交の見返りとしてパレ

スチナ問題をアラブ側に有利に解決するよう迫った。その後の政局の混乱の中で、王室が

英国の保護を求めて首都から逃亡したので、イラーク軍は英空軍基地を包囲する。そこに

は英国人婦女子が引き揚げのために集結していた。英軍は迅速に行動を起こし、空から攻

撃を加えると共に、トランスヨルダンから増援部隊を派遣する。イラーク王室のハーシム

家は英軍に守られて王宮に復帰したが、国土は大戦の終了まで事実上の占領下に置かれた。

前マフティのフセイ二はイランに逃れて、日本大使館にかくまわれる。〔Phebe Xarr，！垣

XodernIIistory ofIraq（Boulder：Yestview Press，1985年）、82～86貢〕

12　大戦中のエジプトは、連合国側の巨大な後方補給基地となった。しかし、国民感情

は一般に親独的で、カーヒラの街頭で反英示威行進が独軍の勝利を叫ぶ。この情勢から民

意の動向を察知して、国王も大臣も英国に押し付けられた不平等条約を尊重する気になれ

ず、英国の危機感をかきたてた。〔Arthur Goldsclmidt，Jr。

Xiddle East，

A ConciseⅡistory of the

Second edition，reVised and updated（Boulder：Yestview Press，1983

年）、222貢〕

13　釈放された囚人の中に、後のイスラエル国防軍幕僚長、国防相、外相のダーヤーン

がいた。彼はハーガナーの一員で、幹部養成の研修中に逮捕された。〔Xoshe Dayan，迦

Of址y Life （London：Sphere Books，1978年）、49～63頁〕

141940年1月、ナチ・ドイツの政府、軍の高官はベルリーン郊外の行楽地で会議を開

き、ユダヤ囚人の大量虐殺を能率よく遂行するために、毒ガス室付きの絶滅収容所の建設

を決定した。こうしてユダヤ問題の〈最終的解決〉策が推進される。〔J．A．S．Grenville，

A Yorld History of the Twentieth Century：VolumeI，Yestern Dominance，1900一

辺旦亘（Ⅱanover：University Press of Nev England，1984年）、514～515頁〕

15　ベギンの伝記作者は、後のイスラエル首相に浴びせかけられる非難一一前テロリス

ト一一をかわすため、ベギンの青年闘士時代の言動を弁護している。
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その記述に従えば、ベギン指揮下の武装集団イルグーンの闘いは、軍事的手段による政

治的闘争であった。政治家としてのベギンは武装闘争路線に自ら制限を課し、彼の地下の

軍隊が大英帝国を敵に回しているのではないと考える。彼は他の反英武装闘争集団の代表

と統一をめぐって会談した際、宣伝文書に「英帝国主義」の表現を使わぬよう主張した、

相手（その一人のイツハク・シャミルは、後にイスラエル首相となる）が反問すると、ベ

ギンは「圧政」がよいと答えた。ベギンの主張によれば、エルサレムの英委任統治当局が

英国の反シオン主義政策の責任を第一義的に負うべきであり、抵抗闘争の標的はラングン

の英国政府ではない。本国政府はユダヤの大義にもっと同情的な方向へ政策を転換できる

筈だ一一と。ただし、この議論は相手の納得を得られなかった。

1944年10月、ベギンがハーガナーの司令官（学生時代からの知り合いだった）と五時間

にわたって秘密会談を開いた際にも、旧友に持論を繰り返した。イルグーンは英国に対し

てではなく、圧政に宣戦を布告したのだ。英国は我々の敵ではない一一と。〔Eric Silver，

前掲書、43～44頁〕

16　チャーチルは回顧録の中で、ユダヤ過激派のテロ活動を「忘恩の憎むべき行為」と

非難している。〔Yinston S．Churchill，The Second Yorld War and an Epilogue on the

Years1945to1957（London：Cassell，1959年）、972貢〕

17　第一次世界大戦後、ヴァイツマンはファイサルと協定を締結し、パレスチナに関す

るユダヤとアラブの合意達成を可能と信じた。東アラブの独立が実現せず、両者の合意が

立ち消えになった後でも、ヴァイツマンはこの考えを捨て切れず、金銭で問題の解決を思

い付く。その時、彼の許に、耳寄りな話が伝わる。石油開発が始まる前、イブン＝サウー

ドは財政的に不如意だった。ユダヤ側が二千万英ポンドを提供すれば、砂漠の王はパレス

チナ在住のアラブ人を広大なアラビア半島に引き取り、聖地をシオン主義者に引き渡すだ

ろう一一と。この夢のような話は、ある英国人が火元だった。彼は冒険家、探検家、山師

で、サウード家に深く食い込む。その話が回り回って、チャーチルからロウザヴァルトに

伝わった。大統領はヴァイツマンに頼まれてわざわざ特使を派遣し、パレスチナの金銭取

り引きの可能性を打診する。イブン＝サウードが怒りを爆発させたので、この構想は沙汰

やみとなった。そこでロウザヴァルトはパレスチナの将来について、事前協議を約束する。

〔I）avid‡01den and RichardJohns，The House of Saud（London：Pan Books，1983年）、

133～134貢〕

18　この時の共和党の対抗馬はニューヨーク州知事のトマス・デューイだったので、ロ

ウザヴァルト陣営は苦戦を覚悟した。選挙結果は民主党の大統領候補が三十六州で四百三

十二人の選挙人を獲得したのに対し、共和党の候補者は十二州で九十九選挙人を得たに過

ぎない。しかし、一般投票の差はもっと接近し、ロウザヴァルトの得票数二千五百万に対

して、デューイのそれは二千二百万に迫り、大接戦だった。〔Oscar Theodore Barck，Jr．

and NelsonⅡanfred Blake，Since1900‥　A‡istory of The United Statesin Our Time

（New York：Ⅱacnillan，1950年）、731～735頁〕

191945年4月、米国の駐ソ大使エイヴァラル・ハラマンは大戦末期の情勢を分析し、

やがて合衆国がファシズムあるいはナチズムと同様に危険な相手（ソ連の共産主義）とイデ

オロギー戦争に直面するだろうと預言した。海軍長官ジェイムズ・フォリスタルはソ連の

平和的意図を信頼せず、合衆国がすぐに防備を解かないで、戦後も大軍を維持するよう提
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唱した。元駐日大使で国務長官代行のジョウジフ・グルーは自著で悲観的見解を展開し、

世界大戦の結末がドイツと日本から全体主義的独裁と権力をソ連の手に移すだけなら、こ

の戦時中の味方が合衆国にとって将来は枢軸国と同様に重大な脅威となるだろうと警告を

発した。〔Foster Rhea Dulles， America，s Rise to Yorld Power，1898－1954（Nev York：

Ⅱarper＆Brothers，1954年）、219～220貢〕

20　大統領と国王は会談の成果に満足して別れたが、両者の問に基本的な誤解を残す。

ロウザヴァルトが個人的見解を語ったのに対して、サウード家の当主は米国の名誉を賭け

た発言と解釈したからである。この食い違いは大統領の死後になって、ようやく明らかに

なった。〔David‡01den and RichardJohns，前掲書、138貢〕

211933年、ヒトラルが政権を掌握してからナチ支配の崩壊に至る十二年間に、米国は

二十七万五千人のドイツ人亡命者を受け入れ、そのうちの十八万人がユダヤ教徒だった。

同じ期間、英国は三十万人を迎え入れ、そのうち七万人がユダヤ教徒だった。米国は対独

戦争の終結後、ユダヤ移住者の入国規制を強化し、ドイツ降伏の1945年5月から翌年9月ま

での一年四カ月間に、僅か五千七百十八人を受け入れたに過ぎない。〔Ritchie Ovendale，

The Origins of the Arablsraeli Wars（London：Longman，1985年）、95頁〕

22　この発言は国務省の公式記録にとどめられてなく、ウィリアム・エディ陸軍大佐の

著書に引用されているだけである。当時、エディは国務省に勤務していたが、1947年の暮

れに辞職してから間もなく、アラビア砂漠で操業の米国石油会社に迎えられ、反シオン主

義の立場からウオシングタンで政界工作に従事した。律ichaelJ． Cohen，Palestine and

the Great Powers（Princeton：Princeton University Press，1982年）、51貢〕

23　この発言をとらえて、米国のシオン主義団体は上院で審議中の対英借款を阻止しよ

うと工作した。〔Ritchie Ovendale，前掲書、94貢〕

241941年、イードン英外相はアラブの統合に賛意を表明し、関係諸国から歓迎される。

もともとアラブ連盟の構想は、緩い国家連合の形成によってアラブ民族主義を手なづける

意図をこめており、イラークやエジプトの対英不平等条約の改訂運動の鎮静化を狙った。

〔Peter Partner，A Short Political Guide to the Arab Yorld（London：Pall宜all

Press，1960年）、49頁〕

しかし、シオン主義者はアラブ連盟を将来のユダヤ国家に対する脅威と受け止める。

25　独軍がギリシャを占領したばかりか、地中海のクリート島まで手中に収めると、パ

レスチナの英軍に危機意識が高まった。シリアとレバノンに駐屯のフランス軍はナチ・ド

イツに協力のヴィシ政権に忠誠を誓っているので、状況次第では中東の一角にに独軍を迎

え入れると危惧された。パルマッハの挺身隊は英軍に協力して、レバノン北部の港町トリ

ポリの精油所を攻撃するため、小船でハイプァ港から出発したが、そのまま消息を絶った。

〔Nicholas Bethell，前掲書、103～104貢〕

ダーヤーンは独眼の将軍として知られ、いっも片目に黒い眼帯をかけていた。1941年、

パルマッハの一員として連合軍の案内役を務め、レバノンでフランス軍と戦った際に目に

負傷したからである。〔losheI）ayam，前掲書、64～74貢〕

26　英帝国参謀総長のバーナド・モントゴメリ元帥はパレスチナ情勢悪化の原因を高等

弁務官の弱腰に求め、軍部を代表してアトリ内閣に強硬措置を講ずるよう迫ったが、同意

を得られなかった。ユダヤ過激派のテロリストが死刑を宣告されても、実際に処刑される
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のは稀だった。この武人はかつてカーヒラで英第八軍を指揮し、独軍戦車部隊のエジプト

侵攻を撃退しただけに、中東情勢に精通していた。彼は死刑執行こそ英国から優柔不断の

印象を拭う最良の方策と考え、駐留軍の士気を高めるためにも武断策の採用を強く主張し

た。〔Nicholas Bethell，前掲書、290貢〕

27　パレスチナのユダヤ社会は四人のテロリストの死を深ぐ悼み、国家名士なみの葬儀

を営んだので「高等弁務官を始め英政庁当局者の神経を逆撫でする。約五万人のユダヤ住
民が葬列の通過する道路沿いに並び、ユダヤ兵士や警官まで行列に加わった。〔Nicholas

Bethell，前掲書、227頁〕

29　イルグーンは爆発前に電話でホテルに警告したが、英側が面子から避難命令を出さ

なかったと、大惨事の責任を英国側に転嫁する。ハーガナーの放送は、次の噂話を伝えた。

英政庁の高官はホテルの支配人から警報を知らされた際、「ユダヤ教徒に命令を発するこ

とはあっても、逆に命令されることはあり得ない」と述べて適切な措置を怠った一一と。

〔Sanuel Katz，前掲書、94貢〕
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第五部

国際連合主導のパレスチナ分割



工　≡ 連合⑳判断

ラ　ングン会議1947年2月19日、アトリ内閣はパレスチナ問題

の　　　決　　　裂　の自主解決を断念し、国際連合の判断に委ねる

と下院で発表した。労働党政権は過去一年半にわたって、十万人のユダヤ難民

問題で明け暮れる。前年の夏からアラブ諸国、シオン主義団体の代表をラング

ンに招き、断続的に個別会談を開いた。ベヴィン外相は最終案を提示し、両者

の歩み寄りを求める。だが、双方から拒否されて、もはや万策尽きた。

英国の提案がまとまるまで、外務省と植民地省の見解対立で、内容は二転三

転した。最終提案はそれまでに浮かんでは消えた諸案の最大公約数を取り、特

に目新しいものではない。それは次の二点に要約される。すなわち、二年間で

十万人のユダヤ難民がパレスチナに受け入れられ、その後の移民枠は両者の合

意で決めて、不調の場合には国際連合の仲裁を求める。五年の移行期間中、パ

レスチナは信託統治下に置かれ、その後はアラブでもユダヤでもない単一国家

として独立する一一と。

アラブ側としては、この案をとうてい受諾できない。第二次世界大戦中にユ

ダヤ教徒のこうむった災厄は同情に値するとしても、なぜ欧州のキリスト教社

会が犯した罪を、中東のイスラーム社会が慣わねばならぬのか。十万の難民の

パレスチナ入りを認めれば、やがて百万の移民が後に続くだろう。シオン主義

者側も頭からベヴィン案に反対する。当面は十万人が移住できても、二年後の

保証が全くない。それに単一国家の独立は、政治的シオン主義の究極目的一一

ユダヤ国家の創設一一とは根本から相容れないからである。英国政府は当事者

能力の喪失を自ら認め、第三者の判断を仰ぐ。1

国際連合は1945年の春に発足したばかりで、前身の国際連盟の厄介な遺産を

背負いこむ。英国の委任統治は連盟規約と密接に関連しているので、統治権の

放棄や変更には国際的合意を必要とした。1947年5月、新しい国際機構は米国

のニューヨーク州に招集した特別会で英国政府の要請を受け入れ、十一カ国で

構成のパレスチナ問題特別委員会を設置した。

ノヾレスチナ分害Uで　バルブア宣言の発表から三十年、委任

ユ　ダ　ヤ　国　家　を　統治の公式開始から四半世紀、この時

期に至って英国政府は自ら蒔いた紛争の種の収穫を刈り取らねばならない。米

英合同調査団がパレスチナを訪れた前後には、英国の支配態勢は完全に末期的

症状を呈する。テロ活動の続発に耐えかねて、3月1日、英治安当局は戒厳令を
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布告したものの、政治、外交的配慮から半月後に解除せねばならない。パレス

チナ駐屯の英軍兵士は当局の優柔不断な態度に怒り、軍紀に公然と逆らって街

頭で通りすがりのユダヤ住民を袋だたきにし、商店を打ち壊す。

その前年、ユダヤ機構は幹部逮捕と家宅捜査の打撃から立ち直るため、ベン

＝グリオンの提唱で未逮捕者をパリに集め、ラングンとエルサレム両執行部の

合同会議を開く。ヴァイツマンは眼の手術を理由に出席を断った。二人の対立

はまだ修復可能の余地を残していたが、この高齢の対英協調主義者は指導性を

喪失し、最後には実権のない名目的地位に祭りあげられる。2

このパリ会議で、ユダヤ機構は独自の分割案を作成し、ビルトモア宣言以来

の路線を変更する。それまで国際シオン主義運動はパレスチナ全土のユダヤ国

家化をめざすだけでなく、その領土的野心を英委任統治領の境界内に限定しな

かった。トランスヨルダンのアブグッラー首長は第一次世界大戦中から不平等

条約の改訂を要求していたが、1946年3月、アマーンとラングンとの問に新た

な関係が樹立される。その結果、ヨルダン川の東岸では英国の委任統治が廃止

され、砂漠の首長国は完全主権の独立国となった。シオン主義者はエレツ・イ

スラエルにユダヤ国家の創建を主張していただけに、声を大にして新条約の締

幕吉を非難する。

ユダヤ機構の分割案は二年後に実現したイスラエル国家の領域とほぼ一致す

るが、エルサレムまでは要求していなかった。この青写真は米国に伝えられ、

トルーマンの了承を取り付ける。さらに、同じ年の暮れ、スイスのバーザルで

開催された第二次世界大戦後初の世界シオン主義会議でも採択され、ユダヤ側

の正式案になった。3

1946年9月、英国政府は手詰まり状態を打関するため、ユダヤ機構とアラブ

諸国にラングン円卓会議へ参加を求める。ユダヤ側は出席に応じなかった。議

題を独自の分割案に限定するよう迫り、英国に拒否されたからである。アラブ

側は従来通り態度を変えず、マクドナルド白書の完全履行を求めた。円卓会議

はユダヤ側の不在のまま、ひとまず開会したものの、英国とアラブ諸国の内部

調整の必要から、しばらく延会となる。

トルーマ　ン1946年は米国の中間選挙の年に当たり、またもやト

の支持声明　ルーマン大統領に強い政治的圧力が加えられる。非

ユダヤ教徒の親シオン主義団体は合併で〈米国キリスト教徒パレスチナ委員会〉

と名乗り、政界に影響力を増大した。またウオシングタン駐在の英大使が交替

したのは、英国の態度軟化と解釈された。新任のアーチ・クラーク・カーは、

親シオン主義的心情の持ち主として知られていたからである。

その年の10月　5日は、ユダヤ暦でヨーム・キップール（大腰罪の日）に当たっ
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た。この聖祝日を前に、民主党のニューヨーク州知事候補と上院議員候補の二

人はホワイトハウスに駆け込み、大統領にシオン主義支持の態度表明を迫る。

共和党の対抗馬が大票田のユダヤ有権者に向けて、罪滅ぼしの日にふさわしい

行動を起こしそうな気配だったからである。選挙の結末を心配して、トルーマ

ンは圧力に屈した。ユダヤ教徒の政治献金が民主党の財政に大きく寄与してい

るだけに、圧力団体の意向に逆らえない。

そこで前日の10月　4日、共和党を出し抜いて、大統領声明が出される。パレ

スチナ分割によるユダヤ国家の創建、難民十万の即時移住一一シオン主義者の

作成した筋書き通りだった。トルーマンの一方的言動はアトリを怒らせ、両国

間の信頼関係に亀裂をもたらす。英首相はラングン円卓会議に及ぼす悪影響を

恐れ、米大統領に声明の発表延期を求めたが、すっかり無視された。

英国政府はアラブ側の提案を検討するため、10月初めに円卓会議を休会にす

る。ベヴィンはヴァイツマンらのユダヤ代表団と非公式ながら会談し、アラブ

側が円卓会議に復帰する前に、ユダヤ側と実質的交渉に入ることも考慮してい

た。そして、善意の証として拘禁中のユダヤ機構幹部の釈放を検討する。とこ

ろが、米国大統領の声明は円卓会議を決裂と断じ、全く事実関係を誤認してい

た。トルーマンとシオン主義者の画策にもかかわらず、民主党は選挙で敗北を

喫する。

不法移民　英国政府がパレスチナ問題の解決を国際連合の判断に妻

の　急　増　ねてから、現地の情勢は急速に悪化の一途をたどった。

ユダヤ過激派は英国の統治能力喪失を印象づけるために、テロ活動をますます

強化する。乳と蜜の流れる地に、犠牲者の血が絶えることなく流れた。英国人

の政庁、軍関係者は家族を本国に帰し、鉄条網の内側に立てこもる。前年の秋、

ユダヤ機構の幹部が釈放されて以来、ハーガナーとイルグーン、レヒの関係は

緊張した。英国政府は釈放の条件として、テロ分子との絶縁を強く要求する。

再びパレスチナに〈狩猟の季節〉が訪れた。

そこでハーガナーは活動の重点を武装闘争から不法移住の推進に転換し、難

民の密入国を組織化する。〈鉄のカーテン〉　4が戦後の欧州を東西に分断して

からも、その東側から米英仏三国の占領地に向かって、ユダヤ難民の行列が引

きも切らず続いた。ポウランドやルーメイニアに成立したばかりの共産主義政

権は、新体制に忠誠の定かでない少数派信仰集団を意図的に西側へ追い出す。

その結果、ドイツとオーストリアに急造の収容所は超満員となり、十万人の即

時移住論に拍車をかけた。5

ユダヤ難民は欠乏と抑圧を体験してきただけに、大半が大西洋の彼方の自由

の天地に憧れる。しかし、移民法改正の動きが出始めたものの、合衆国の門戸
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は半ば閉ざれて狭い。ハーガナーの要員は難民収容所の内部で宣伝活動を活発

化し、現地訪問の国際連合パレスチナ問題特別委員会の聴き取り調査に対して、

難民の行く先はシオンの地以外にないと回答させる。ユダヤ国家の実現を図る

ために、難民の大群を希望地の米国に向かわせてはならなかった。

またもや英海軍の艦艇は、ユダヤ難民船の取り締まりに忙殺される。戦時中

とは異なり、航海の自由の原則から、他国の船籍の難民船を公海で臨検や捕獲

できず、それが沿岸三海里の領海内に入るまで得たねばならない。英国政府は

戦後にアラブ側の反対を押し切り、マクドナルド白書で認めた移民枠の未消化

分として、月に千五百人の移住を認めたが、不法移民の数はそれを上回る勢い

だった。難民といいながらも、この時期の入国者には生活力のない老齢者や婦

女子ではなく、屈強の若者が目立った。ハーガナーは将来の軍事対決に備えて、

特別に戦闘要員を選抜したからである。

二十世素己の1947年7月、パルマッハ出身の船長の指揮下、四千

出エジプ　ト　五百人のポウランド系ユダヤ難民を満載した船が、

フランスの小港からパレスチナの岸辺をめざす。この船はもともとアメリカの

チェサピーク湾の渡し舟で、『旧約聖書』の「出エジプト記」にちなんで〈エ

クサダス1947年〉号と命名された。やがて密航船は、哨戒中の英海軍艦船に発

見される。瞥区逐艦が強行接舷で水兵の一隊を移乗させると、難民は激しく抵抗

して多数の負傷者と死者まで出す。

二十世紀のエクサダス号は喫水の浅い平底船なので、駆逐艦の航行できぬ浅

海に入り込み、浜辺に乗り上げて難民を逃がす予定だった。船長はテラヴィヴ

近くの海岸に船を実っこんで数百人を逃亡させるよりも、敢えて英国海軍に捕

獲される方を選ぶ。6　丁度その時、国際連合パレスチナ問題特別委員会の代表

は、現地視察に来ていた。ユダヤ難民船の運命は絶好の宣伝材料として、世界

の同情を集めることができるだろう。その目論見は外れることなく、予想以上

の効果を上げた。

英当局はエクサダス号の密航者をひとまずハイプァ港で下ろし、すぐに別々

の囚人船に分乗させる。その目的地はサイプラス島でもモーリシャス島でもな

く、出発地のフランスの港だった。難民は下船を拒否して、船内に立てこもる。

この抵抗は大々的に報じられ、英国に不利な国際世論を形成した。最終的にユ

ダヤ難民は、説得に応じてフランスに定住した一部の者を除き、ドイツのハン

ブルク港に移送された。これだけの人数を一度に収容できる施設は、英国内に

なかったからである。しかし、ヒトラルの迫害の生き残りを虐殺者の国に送り

込むとは一一と、この密航船事件はシオン主義者に絶好の非難材料を提供する

結果となった。7
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国際連合のパレスチナ問題特別委員会がどのような勧告をまとめるか、容易

に予断を許さなかった。しかし、エクサダス号の事件が人道問題として喧伝さ

れたために、シオン主義者と同調者が主張するように、パレスチナの分割とユ

ダヤ国家の樹立こそ難民問題の最上の解決策として、国際世論に強く印象づけ

られる。アメリカ国内の親シオン主義団体は声高に正義と人道を叫んだが、無

税の寄付金がパレスチナで流血のテロ活動を助け、アラブ人の民族自決権を奪っ

ている事実に、少しも良心の痛みを感じなかった。8
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雛　国際連合特別委盛会⑳観霊薬

委任統治1947年8月31日、国際連合のパレスチナ問題特別委員会

の終結へ　は勧告案を提出した。この特別委員会は米国やソ連の両

大国を排除し、十一の中立諸国で構成されている。同じ年の5月15日に発足し

て以来、その代表団は三カ月半の短時日で報告書を作成しなければならなかっ

た。まずパレスチナの現地に五週間滞在してアラブとユダヤの双方から意見を

聴取し、さらに欧州に飛んでドイツとオーストリア各地の難民収容所を訪れた

後、スイスのジュネーヴで会合を重ねて、ようやく期限切れ間際に報告書をま

とめ上げる。

英委任統治の終結やパレスチナの早期独立などの十一項目について、特別委

員会は満場一致で勧告案を採択した。ところが、最も重要な将来の政体に関し

て、意見が大きく分かれる。多数派（カナダ、チェカスロウヴァーキア、グワ

ークマーう、ホランド、パルー、スウィードン、エルグアイ）の七カ国は、パ

レスチナの分割による問題解決を主張した。

この多数派案によれば、パレスチナはアラブ国家とユダヤ国家に分割され、

聖都エルサレムはどちらにも属さず、国際連合の信託統治下に置かれる。両国

は経済連合で結ばれ、二年間の移行期間後に独立する。独立の達成まで国際連

合の承認の下で、英国が引き続いて統治する。その期間中、一定人数のユダヤ

移民の受け入れを認める一一と。9

一方、少数派（インド、イラン、ユーゴウスラーヴィア）の三カ国は、パレ

ズチナに連邦の樹立を提唱した。これはアラブとユダヤの二つの国家から成り、

エルサレムを連邦の首都とする。新国家は三年以内の移行期問を経てから創設

され、その間の統治と独立準備の責務は国連総会で決めた機関に委ねる。連邦

政府は国防、外交、通貨などの分野に全面的権限を有し、アラブとユダヤの両

国家はそれぞれの領域で、完全な地方自治権を行使する一一と。

国際社会の関心は、多数派の分割案に集中した。その作成に米ソの両大国が

直接に関与しなかったものの、欧米諸国主導の提案は当時の世界の大勢に合致

していたからである。第二次世界大戦後の新国際秩序において、旧植民地や被

占領地の新興国家が大きな発言権と影響力を発揮するまでには、なお十数年の

時日を要する。パレスチナの将来が国際連合の判断に委ねられた際、アラブ諸

国は委任統治の終結と即時独立の決議案で対抗したが、二十四対十四（棄権十）

の大差で放れた。
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不公正プ：£　英国の委任統治下、ユダヤ側の買収地はパレスチナの地

多聖女派案　図をまだらに染めあげる。しかし、第二次世界大戦の終

了時に、その面積はまだ全土の一割にも達していなかった。ユダヤ住民は英国

支配下の二十五年間にかなり増加したとはいえ、やっと総人口の三分の一程度

に過ぎない。ユダヤ入植地の小島がアラブの大海に点在しているので、分割の

線引きは極めて難しかった。原案がシオン主義国家の領域に可能な限りユダヤ

居住地を取り入れようと苦心したので、国境線は地形を無視して不自然に曲が

りくねる。

このため国土面積は現地の実情を無視して、はなはだしく均衡を欠いた。ユ

ダヤ国家は五千八百平方マイルの土地を割り当てられるのに、アラブ国家は四

千五百平方マイルの土地を与えられるだけである。シオン主義国家は四十九万

八千のユダヤ人口を擁しながら、同時にほぼ同数の四十九万七千のアラブ人を

〈少数民族〉　として抱え込む。それに引き替え、アラブ国家は八十五万を超え

る人口のうち、ユダヤ住民の数は一万にも達しない。10

この多数派案は、かって英国の作成した二つの分割試案よりも、ずっとユダ

ヤ側に有利だった。1937年7月、ピール調査団の作成した原案は、北部のレバ

ナン国境寄りの全域を含んでいたとはいえ、南部の広大なネゲヴ砂漠を除外し

ていた。1944年11月、チャーチル内閣の関係閣僚懇議会はパレスチナの分割で

合意に達したが、カーヒラ駐在中東担当相のモインがユダヤ過激派に暗殺され

たため、その企てを放棄する。幻の分割案はピール調査団の原案に準じたもの

だったが、北辺のガリラヤ地方をユダヤ国家の領域から除外していた。

アラブ側としては1930年代から一貫してパレスチナの分割に反対を唱えてき

ただけに、このような不公正な勧告を絶対に受け入れられない。アラブ連盟は

加盟各国の代表を急いでベイルートに招集し、多数派の分割案がパレスチナ人

の本来の権利を侵害するばかりか、近隣アラブ諸国の安全を脅かす一一と主張

した。カニンガム高等弁務官は現地の不穏な空気を読み取り、エルサレムから

本国政府に警報を発する。分割を押し付けようとするいかなる試みも、大戦前

の騒乱を繰り返すことになろう一一と。

国際連合パレスチナ問題特別委員会の報告について、世界シオン主義会議は

スイスのチューリヒで大会を開催し、表決の結果、五十一対十六の大差で分割

案支持の決議を採択した。特別委員会が勧告案をまとめる前、ベン＝グリオン

はユダヤ機構を代表して公聴会で陳述した際に、まず高飛車に要求を吊り上げ

る。パレスチナを分割せずに、その全土にユダヤ国家を樹立すべきだ一一と。

しかし、この最大限の要求を三日後には切り下げて、分割による解決を示唆し

た。ユダヤ機構が前年夏に独白の分割案を機関決定していたからである。
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英　国　の　英国政府はパレスチナ問題を国際連合に持ち込んだ際に

早某日撤退　何の条件も付けず、その判断を尊重する筈だった。しか

し、外相のベヴィンは自力で問題の解決を諦めながらも、分割案をどうしても

容認できない。もし、多数派の勧告に同調すれば、立ちどころにアラブ諸国の

信用を失ってしまうからである。しかも、さらに二年間も委任統治を続け、分

割実行の責任を担わされることになれば、治安維持のために駐屯軍を増強せね

ばならない。軍部の試算によれば、新たに一箇師団の兵力を必要とした。

世界大戦の終結から満二年を経ながらも、当時の英国は戦争の痛手から回復

していなかった。労働党政権は国民に厳しい耐乏生活を押し付け、食肉の配給

削減にまで追い込まれる。国家財政は破産に瀕し、米国からの借款でどうにか

息をつぐ有様だった。その一方でパレスチナの乾いた荒野は戦後すでに一億英

ポンドの巨費を吸いこみ、その後もどれだけの軍費を必要とするか、全く見当

もつかない。11

特別委員会の報告が発表された三週間後の1947年9月20日、英国政府はパレ

スチナから全面的に手を引くよう閣議で決定した。すでに国際社会は委任統治

の終結について、意見の一致を見ており、ラングンとしても重荷を早く下ろし

たい。しかしながら、多数派の分割案がベヴィンの断言通り「明白にアラブ側

に不公正」であるだけに、英国は軽々に承服Lがたく、まして分割を監視する

責務まで担わされることになれば、否応なく武力衝突に巻き込まれるだろう。

情勢がここに至っては、後は野となれ山となれ、ともかく撤退するのが先決だ

一一これが英当局者の偽りない真情だった。

その前月、インドとパーキスターンが分離・独立した際に、英国はヒンズー、

イスラーム両教徒の対立に何の解決をもたらさず、後に流血の大混乱を残した

まま、南アジアの亜大陸から撤兵した。パレスチナでも同じ事態が繰り返され

ようとしている。アラブとユダヤの双方が将来の政体をめぐって合意に至らな

くとも（両者の不一致は決定的だった）、高等弁務官と属僚、軍司令官と将兵は

早い時期に本国へ引き揚げる。英国は三十年に及ぶ統治の終わりに、敢えて火

中の栗を拾おうとしなかった。

パレスチナの放棄は、大戦後の英国で、帝国の権威失墜と見倣されなかった。

実際、労働党政権の方針は広汎な世論の支持を得て、保守党の議員や新聞から

も歓迎される。もう若者を無駄な死の危険にさらさずに済む。当時、二人の下

士官がイルグーンに捕われて無惨な最後を遂げただけに、早期撤兵は何よりも

国民の念願に叶った。12軍隊の引き揚げは非生産的な支出を削減でき、アトリ

政権がめざす生活水準向上の原資に振り向けられよう。折りLも国際連合の安

全保障理事会が英軍基地に関するエジプトの提訴を部下したので、英国は引き
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続いてスエズ運河沿いに軍事施設を維持でき、パレスチナに急いで基地を移転

することもなくなった。

国際司法裁半リ所1947年9月、国際連合は特別委員会の報告

の半、り断を求めて　を検討するため、新たにパレスチナ問題臨

時委員会を設置する。英植民地相のアーサ・クリーチ＝ジョウンズはみずから

米国に赴き、総会の議場で態度を表明した。英国政府としてはアラブとユダヤ

の問で合意に達した計画の実現を保証するが、そうでない場合には計画の履行

を無理と考えざるを得ない一一と。つまり、多数派の分割案の責任を負えぬと、

あらかじめ釘を刺す。さらに植民地相は確言した。たとえ問題の解決に至らな

くとも、英国はパレスチナから引き揚げる一一と。

新設の臨時委員会は加盟国を網羅する大組織で、内部に三つの小委員会が置

かれた。第一小委員会は分割案をまとめた国々に米ソ両大国などを加え、多数

派の勧告を検討する。第二小委員会は連邦国家案を作成した三国とアラブ六カ

国から成り、少数派の勧告を審議する。第三小委員会は相反する両案の接点を

探る筈だったが、ほとんど活動しなかった。。

第一小委員会が多数の威力で分割を推進しようとする動きに対抗し、第二小

委員会は国際法や国連憲章に照らして疑問を投げかけ、国際司法裁判所の判断

を求めるよう提案した。13　その提起した問題点は全部で八項目に及び、まず現

地住民の固有の権利について述べ、さらに第一次世界大戦中からの経緯を論じ、

最後に国際連合の権限を鋭く衝く。以下に列挙したのは、各項目の要旨である。

a　現地の（アラブ）住民はパレスチナの地に本源的な権利を有し、その

将来の国家形態や政体の決定に当たって同様の権利を持っているので

はないか。

b　英国が第一次世界大戦中にアラブ側に与えた独立の誓約と保証は、パ

レスチナには適用されないのか。

C　現地住民の同意なく発せられたパルフア宣言は、いったい有効か、どう

か。かっパレスチナの住民を拘束するか、どうか。また、前述の誓約と

保証に背馳しないか。

d　パレスチナ委任統治に関する国際連盟の協約はユダヤ教徒の民族的故地

の樹立を定めているが、アラブ人の自治の振興、その権利と地位の保全

に関する条項と矛盾なく両立できるか、どうか。

e　パレスチナ委任統治の法的根拠は、国際連盟の解散で消滅したのではな

いか。委任統治国の英国は、パレスチナの住民を正当に代表する政府に

権力を引き渡すことこそ、義務ではないか。
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f　パレスチナの分割構想は住民の大多数の同意を得ておらず、国際連盟の

規約と委任統治の協約に違反しないか。

最後の二項目は、平和維持機構そのものに向けられた。

g　パレスチナの住民の大多数の合意なくして、国際連合は分割などの解

決案を勧告する資格を持っのか。

h　国際連合、あるいは、その加盟国は、パレスチナの将来の政体に関して、

とりわけ住民の願望に反し、かつ住民の同意なく採択された提案を押し

付けたり、勧告したりできるのか、どうか。

多聖女決で　第二小委員会は前述の八項目を決議案に盛り込み、第三

押し切る　者機関に公正な法的判断を求める。だが、国際社会の大

勢は国際司法裁判所の関与を嫌い、上述の疑問点を数の威力で押し切った。11

月24日、臨時委員会は二十五対十八（棄権十一）の表決で、ことごとく葬り去

る。だが、最後の項目だけは、二十一対二十（棄権十三）のきわどい票差で可

決された。14

そこで第二小委員会はユダヤ難民について決議案を提出する。新たに特別委

員会を設置し、国連加盟国に難民の受け入れ人数を割り当て、あるいは難民を

元の居住国に送還するよう提案した。この案は十六対十六（棄権二十六）の賛

否同数で否決された。第二小委員会の最後の決議案一一パレスチナに連邦国家

を樹立一一は、二十九対十二（棄権十四）の大差で否決される。

パレスチナ問題臨時委員会は多数派の分割案を審議し、国境線の一部を手直

しする。この修正で港町のヤップオはアラブ側の飛び地となり、ユダヤ国家に

取り込まれるアラブ人口が七万五千人ほど減った。11月25日、臨時委員会は第

一小委員会の修正報告を二十五対十三（棄権十七）で可決する。だが、パレス

チナの分割勧告は総会決議として、改めて採択されねばならない。

多数派の勧告は少数派よりも倍近い賛成票を得たが、その一方で棄権票もき

わめて多かった。英国は問題を国際連合に持ち込んだ当事者の立場から、すべ

ての採決で意志を表示しなかった。国連憲章第十八条の規定によると、重要事

項は三分の二の特別多数決で決定される。臨時委員会の表決結果は、必要な票

数より一票少ない。この日からシオン主義者は総会決議の成立のため、なりふ

り構わぬ票集めに狂奔する。執拗な政界工作でトルーマンを動かし、中小国に

露骨な圧力をかけた。
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調　命運決替る≡東園⑳動陶

米ソ両大国カヾ　パレスチナの難問題はラングンに解決できない

分苦り　古こ　至賛成　まま、国際連合に持ち込まれた。聖地の命運は

最後にマスクヴァとウォシングタンで決まる。1947年10月11日には米国が、二

日後にはソ連が、それぞれ別々の思惑から、臨時委員会で分割案に賛成の態度

を表明した。

第二次世界大戦後の二大強国の支持を得て、多数意見のパレスチナ分割勧告

に弾みがっく。両国とも友好国や従属国に強い影響力を行使し、国際連合総会

の投票で聖地の分割案が三分の二の特別多数を制するのに責献した。

英国政府がユダヤ側の武装抵抗で統治能力を喪失した末に、この世界機構に

判断を仰いだ理由の一つは、パレスチナ問題の手っ取り早い解決策一一分割を

自らの手で実行したくなかったからである。実際、植民地省、現地の政庁、軍

部の一部には、分割論が根強くはびこっていた。だが、アラブに対する外交的、

戦略的配慮から、ベヴィン外相は分割支持論者を押さえ込む。15

政治的シオン主義運動はパレスチナ問題の国際連合持ち込みをめぐり、英国

の意図に強い疑念を抱く。これは一種の脅迫であり、策略に違いない。ラング

ンは国際世論を形ばかり尊重するだけで、委任統治の返上を本気で考えていな

い。この世界平和維持機構は効果的な解決策を見出せぬまま、パレスチナの難

問を元に差し戻すだろう。そこで、英国はパレスチナ統治の白紙委任状を得て、

民族的故地の樹立の義務から免れ、さらには従来の形式的な国際監視の枠さえ

外されて、直轄植民地のように好き勝手に支配するだろう一一と。

ベン＝グリオンらユダヤ機構の執行部は、パレスチナ問題の国際化を警戒し、

むしろ英委任統治の存続を願った。ベヴィンがラングン円卓会議でユダヤ側の

分割案を拒否しただけに、当面、ユダヤ国家の実現は望み薄である。それなら

性急に独立を求めるよりも、しばらくの間、英国の保護を享受する方が有利だ

ろう一一と。

ただし、ユダヤ側としては、次の基本線を譲ることはできない。英国政府は

1939年のマクドナルド白書を破棄し、土地売買の規制、移民の制限を解除しな

ければならない。つまり、パルプア宣言とパレスチナ委任統治の協約を厳正に

履行し、民族的故地の樹立に向けて尽力すべきである。白書に盛り込まれたパ

レスチナ単一国家の構想は、アラブの優位、ユダヤの劣勢を固定化するだけに

論外である一一と。
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ソ　連　の1947年5月14日（奇しくもイスラエル独立の一年前）、ソ

態度豹変　連の国連代表アンドリェイ・グロムイコは特別総会で演

説し、パレスチナの分割支持をほのめかす。この爆弾発言は、英国とアラブ諸

国だけでなく、全世界を驚かせた。ラングンが国際連合にパレスチナ問題を持

ち込んだのは、マスクヴァの反対を見越してのことだったからである。まだ特

別委員会が正式に発足する前で、公然たる分割論は各国代表の口の端に上って

いなかった。

ロシアのユダヤ社会から多数の革命家が輩出したが、1917年のポルシェヴィ

キ革命後、ソ連政府は国際シオン主義運動を英帝国主義の下僕として警戒して

きた。つい半月ほど前まで、ソ連の宣伝機関はアラブ諸国に迎合し、ユダヤ国

家再興に非難の声を浴びせ掛けたばかりだった。パレスチナにシオン主義国家

を樹立する陰謀は、ユダヤ・ブルジョワの見果てぬ夢に過ぎない一一と。16

この時のグロムイコは三段構えの論法で、パレスチナの分割に間接的賛意を

表明した。第二次世界大戦中にユダヤ教徒がこうむった災厄を考えれば、建国

の権利を否定するのは不当であろう。ユダヤもアラブも同等の権利を有する単

一国家の樹立は、問題解決の一つの方策として留意に値する。しかし、国際連

合の内部に新設の特別委員会が単一国家案を実現不可能と決定するなら、次善

の策としてパレスチナの分割による二つの独立自治国家案を検討するのにやぶ

さかでない～－と。

ソ連の態度豹変に、アラブ世界は驚倒した。ラングン円卓会議が決裂した際、

アラブ側はパレスチナ問題の国際連合持ち込みに好意的反応を示す。当時の国

際情勢では、分割による解決策が多数国の支持を得るとは、とうてい考えられ

なかったからである。ベヴィン外交の胸算用も、あらかじめソ連の分割反対を

織り込んでいた。だが、グロムイコ発言は国際世論の底流を変え、ユダヤ国家

の建国に大きく寄与する。

アラブ世界の新聞はグロムイコ演説に怒り狂い、真っ向から悪罵の声を浴び

せかけた。ソ連は（革命的）諸原則を安値でたたき売り、まるで帝国主義の代

表のような口を利く一一と。クレムリンは従来の方針を全面転換して、ことも

あろうにシオン主義の肩を持った。アラブの知識層は国際共産主義の宗家に期

待を寄せていただけに、その権謀術数に深く失望する。

ソ連の意図は英国の覇権に揺さぶりをかけ、中東地域に楔を打ち込むことか

も知れない。だが、アラブ世界の一般大衆はもとより、専制的支配者さえ強硬

に反対しているユダヤ国家の創設に、ソ連がなぜ旗振り役を買って出たのか。

グロムイコの言動は意表を衝き、アラブ諸国はもとより、米英両国とも真意を

計りかねた。17
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米　国　の　ユダヤ難民十万の受け入れ問題は大西洋同盟の結束に亀

二元夕も交　裂を生じ、その後も両国の首脳部に感情的しこりを残す。

米国は難題の国連持ち込みに乗り気でなく、マーシャル国務長官はベヴィン外

相の遣り口に遺憾の意を表明した。パレスチナ紛争が当事者の問で決着を見ず

に、どうして国際政治の場で解決できようか。マーシャルは大戦中に陸軍参謀

総長としてシオン主義者の無理押しに歯止めをかけたが、今度は外交の総責任

者として再びユダヤ問題に関与せねばならない。

国務省は大手石油会社の利益代弁者としばしば非難された通り、アラビア半

島の石油権益を考慮して、シオン主義者の横車に批判的だった。国務省の専門

家は英外務省の同僚と同じく、国際連合での論議に楽観的見通しを抱く。仮に

分割案か提出されても、十分な支持を得られないで立ち消えとなるだろう一一

と。ところが、ソ連が態度を急変して以来、形勢は怪しくなった。

だが、米国の外交方針は、国務省の一存だけでは決まらない。ホワイトハウ

スには、政治任命の親シオン主義的補佐官が控えている。トルーマンはユダヤ

国家再興運動を全面的に支持した訳ではないが、選挙がらみの政治的配慮から

側近の進言に従い、難民十万人の即時移住とユダヤ国家の創建を提唱せねばな

らなかった。パレスチナ問題が国際連合の議場で論ぜられるようになると、国

務省の活動は大統領の過去の発言に束縛される。

1947年9月17日、国連総会が新たにパレスチナ問題臨時委員会の設置を決め

た際、マーシャルは特別委員会の報告書について、米国の態度を公式に表明し

た。しかし、その歯切れは至って良くない。米国政府としては全会一致の勧告

（英委任統治の終結、パレスチナの早期独立）を尊重するだけでなく、多数派

の勧告（分割によるユダヤとアラブの二国家案）にも重きを置く一一と。

つまり、ウォシングタンは国際社会の大勢に従って、敢えて異論を唱えない。

ただし、それは精神的支援にとどまる。実際、米国が分割を積極的に支持して

いると受け取られぬよう、マーシャルは細心の注意を払う。もし、先頭に立っ

て旗振り役を務めれば、とんだ重荷一一治安維持のための米軍派遣一一を背負

わされかねないからである。

その後、国際連合の米国代表団は分割案の採択を他国に強要せぬよう、国務

省から訓令を受けた。多数派の勧告はあまりにもアラブに不利なだけに手直し

を必要とし、原案のままでは国連総会で三分の二の支持を集められるか、当時

の票読みでは疑わしかった。その場合、米国としては大国の責任から、代案を

考慮しなければならない。成立の不確実な解決策にあまり深入りしないのが、

得策というべきだろう。

米国のシオン主義者は国務官僚の消極的態度に不満をたぎらせ、トルーマン
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に圧力を加える。多数の上院議員が動員されてホワイトハウスに書簡攻勢をか

け、パレスチナの分割に賛同するよう申し入れた。一年後に大統領選挙を控え、

トルーマンはユダヤ票の向背に気を遣う。彼はロウザヴァルトの急死で思いが

けず合衆国の最高の地位に昇っただけに、二期目は国民の信託を得て国家元首

の地位に就きたい。

トルーマンはシオン主義者の意を迎えて、米国代表団の一員に親ユダヤ傾向

で知られる人物を送り込み、ホワイトハウスと緊密に連絡を取る特別任務に従

事させた。この人事でトルーマンは国務省を経由せず、国際連合からじかに報

告を受けることができる。その後、大統領はパレスチナ分割の実現に向けて、

自ら積極的に行動を起こす。10月11日、トルーマンから直々の指示を受けて、

米国代表団はマーシャル発言よりも踏み込んで、公式に分割推進の立場を宣言

せねばならなかった。

大詰めが近付くにつれて、トルーマンはシオン主義者の圧力に屈し、交渉の

過程で〈個人的に〉　口をはさむ。米国代表団はホワイトハウスと国務省から相

矛盾する訓令を受けて途方に暮れ、時には会議の席で面目を失う。代表団は分

割論議の円滑な進展をめざし、アラブに一方的に不利な分割の線引きを手直し

するよう努力したが、大統領の直接介入で水泡に帰した。18

強　弓I　な　1947年11月25日、パレスチナの分割案は一部修正されて、

集票工作　ひとまず臨時委員会で可決された。賛成票は反対票を大

きく引き離したものの、予想以上に棄権票が多い。この採決結果に、シオン主

義者は恐慌状態に陥る。総会の特別多数決に必要な数に、僅か一票だけ足りな

かったからである。翌26日、分割案は正式に総会に提出された。

この議題が本会議ですぐに討論、採決に付されたら、結末は前日の投票結果

を反映したことだろう。分割案は葬り去られ、ユダヤ国家再興運動に大打撃と

なったに違いない。総会の買囲気も将来を見越して、微妙に変わり始める。棄

権国の中にはどっちつかずの態度を改め、はっきりと反対に回ろうとする動き

さえ出てきた。シオン主義者は賛成国の一部に頼み込み、議事引き延ばしのた

め討論演説で長広舌を振るってもらう。

本会議は時間切れで延会となり、採決を後日に持ち越す。翌27日は感謝祭の

休日で、この世界機構も所在地の習慣に従った。シオン主義者は貴重な時間を

得て、集票活動に全力を挙げる。トルーマンは自ら国務省に指示を発し、外交

的圧力を行使して、必要な支持数の確保を厳命した。米国の政治家、実業家も

戦列に参加し、露骨な脅迫と利益誘導で票集めに貞献する。

切り崩しの対象には、フイリピーンズ、ギリシャ、ライビアリア、ヘイティ、

イーシオウピア、中国の六カ国が選定された。とりわけ最初の二カ国は米国と
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歴史的に深い因縁を持っか、あるいは軍事的、財政的に依存度を高めているだ

けに、国務省もシオン主義者も外交的圧力をかけやすい。

フイリピーンズ代表は臨時委員会を欠溝して採決に加わらなかったが、本会

議の初日に出席して格調高い演説で感銘を与えた。パレスチナの解体は国連憲

章の基本原理に反するだけに、いかなる分割案も支持できない一一と。ギリシャ

代表は臨時委員会で棄権したが、次の理由から本会議で反対を表明する。パレ

スチナの分割を実行すれば、何の決定を下さぬよりも、はるかに大きな騒乱を

引き起こすだろう一一と。

ブイリピーンズは十九世紀の末に米国の植民地となり、第二次世界大戦中に

日本に占領されて名目的独立を与えられる。戦後、改めて独立したが、相変わ

らず旧宗主国の強い影響下にあった。

米国連邦最高裁判所のフランク・マーフイとフェリックス・フランクファタ

の両判事はフイリピーンズの駐米大使と面談し、態度変更を強硬に迫る。さら

にカルロ・ロハス大統領に電報を打ち、強い語調で警告した。いっまでも分割

反対に固執するなら、フイリピーンズは数百万のアメリカの友人を孤立させる

ことになるだろう一一と。十人の上院議員も二人の判事にならって、同じ趣旨

の電報を送った。マニラは旧宗主国の強い圧力に屈服し、代表団に分割支持の

訓令を発する。

ギリシャは英軍によって独軍から解放されたのも束の間、やがて左翼ゲリラ

の武装蜂起で内戦状態に陥った。大戦の終結後、英国は政府軍を支援したが、

パレスチナの出費に耐えかねて、米国に軍事援助を肩代わりしてもらう。ウォ

シングタンはトルーマン教書を発表して、ソ連の勢力拡大に実力で対抗の決意

を明らかにした。それだけにアテーナイは簡単に説得に応じると思われた。シ

オン主義者はギリシャ系の有力実業家に依頼して工作を進め、援助の削減や打

ち切りをほのめかす。ところが、ギリシャ代表は節を曲げずに、本会議で分割

案に反対票を投じた。

他の中小国には、もっと露骨な圧力が加えられる。西アフリカのライビアリ

アは1847年に米国の支援の下で解放奴隷によって建国され、経済的にゴム農園

に依存していた。シオン主義者は元国務長官のエドワド・ステッティニアスを

通じ、同国で操業中の米国籍ゴム会社に唯一の産物の不買を暗示する。会社の

経営者は黒人国の大統領に急を告げ、分割賛成に態度を変更するよう申し入れ

た。もしも要求が聞き入れられねば、同社はゴム園の拡張計画を再考せざるを

得ないだろう一一と。ライビアリアは経済的締め上げを恐れ、米国の言いなり

となる。
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分苦り決議　感謝祭の翌日の11月28日、国連総会の本会議が再開され

の　採　択　たが、この目も採決までには至らなかった。パレスチナ

の命運を決する表決は、29日に持ち越される。しかし、この二日間の舞台裏工

作で米国は賛成国の数を増やし、一方ではソ連も東欧の票田を一括して固める。

アラブ、イスラーム諸国の代表は次々に議場で発言し、大国の横暴ぶりを代わ

る代わる非難した。米国の外交的圧力は、議場内にすっかり知れ渡っていた。

1947年11月29日の午後、国連総会の本会議は歴史的投票を始める。傍聴席に

はシオン主義者が詰め掛け、分割の賛成演説に拍手喝采を送った。アラブ諸国

の代表団が発言すると、聴衆から野次を飛ばされる。三十三対十三、棄権十。

分割決議は有効票の三分の二を制し、ついに採択された。投票結果は議場から

ラジオで全世界に放送され、直ちにパレスチナに伝わった。19

アラブ諸国の代表団はこぞって総会決議の有効性を否認し、行動の自由を留

保すると宣言してから一斉に退場する。パレスチナの分割はもはや特別委員会

の多数派の勧告でなく、この時から米国の計画そのものと見徹された。この瞬

間からアメリカはユダヤ国家と運命共同体を形成する。

ほんの数日前の臨時委員会で棄権した十七カ国のうち、ライビアリア、へイ

ティ、ベルジアム、フランス、リュクサーンブール、ホランド、ニュージーラ

ンドの七カ国が賛成に態度を変更した。イーシオウピアや中国は、切り崩し工

作の優先対象だったにもかかわらず、前回と同様に棄権した。チリは臨時委員

会で分割に賛成票を投じたが、総会の表決では棄権に回る。さらにアラブは貴

重な一票を失った。サイアム（現在のタイランド）は臨時委員会で分割に反対

したが、折りLも起きた革命のために、国連代表は新政権から資格を否認され

てしまう。

国連総会はシオン主義者の、そしてトルーマンの大勝利で幕を閉じ、パレス

チナにユダヤ国家の創設を承認する。だが、分割決議はパレスチナ問題に真の

解決をもたらすどころか、中東の一角を長い年月にわたって戦乱状態に陥れる。

決議案可決の実況放送を聴いて、エルサレムで、テラヴィヴで、そして各地の

開拓農園で、ユダヤ住民は喜びのあまり戸外に飛び出して踊り狂う。だが、流

血の武力衝突は、目前に迫っていた。
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三三　二■一二三 状態臆

予其目された　アラブ対ユダヤの武力対決は分割決議の採択された

武ブコ　衝突　翌日から始まり、たちまちパレスチナ全土を内戦状

態に陥れる。まだ前夜の興奮さめやらぬ11月30日、旧約時代の古い歴史を秘め

たロッドの町近くで、アラブ武装集団にユダヤ住民を乗せたバスが襲撃されて、

七人の死者を出した。12月　2日、アラブ暴徒はエルサレムのユダヤ商店街に焼

き打ちをかけ、商品を略奪する。いまや聖地の二つの社会は、互いに仇敵同士

として睨み合う。

数日後、ユダヤ側が攻勢に出た。北部の港湾工業郡市ハイプァで、アラブ側

のバスが爆弾を投げこまれ、六人の死者と三十人の負傷者を出す。さらに郊外

の海辺の村が襲われ、十二人のアラブ人が殺された。これらの惨事はほんの序

曲に過ぎず、武力衝突がパレスチナ全土で続発した。双方とも血の報復を呼号

して、無差別の暴力行為に訴える。市場の雑踏の真只中で、喫茶店の混み合う

露台で、突然、爆弾が作裂して罪のない人々の生命を奪った。狙撃者が物陰に

隠れて、通行人を標的にする。

パレスチナが流血の闘技場と化すのは、事前に容易に予想できた。現地住民

の大多数が反対しているのに、国際連合はみずから設立した司法機関の意見を

求める手間さえ惜しんで、当事者の一方にだけ有利な方策を多数決で強要する。

アラブ諸国は分割の合法性を否定し、総会決議に拘束されぬと宣言した。パレ

スチナのアラブ人が祖先伝来の地を奪われまいと、実力で分割の阻止に立ち上

がれば、ユダヤ住民は千載一連の好機を逃がさず、祖国再興の悲願達成をめざ

して武力で対抗する。

国際連合はパレスチナ問題の解決どころか、紛争の原因を作り出しただけで、

戦乱の防止に全く無力だった。米国はシオン主義者の策動で強引な集票工作に

成功したが、みずから分割実現の責任を担おうとしなかった。トルーマンはユ

ダヤ国家の樹立のために、紛糾の地へ米軍の派遣まで考えなかった。しかも英

国が監視役を引き受けなかったので、分割の難事業は仲裁役を欠いたまま敵対

者同士に委ねられる。もはや両者の武力対決は避けられなかった。

12月11日、英国政府は撤退の日程を発表する。国連総会の決議は英委任統治

の終了と英軍部隊の撤兵の最終期限を1948年8月1日までと定めていたが、ア

トリ政権はパレスチナから可能な限り早く手を引くため予定を大幅に繰り上げ、

委任統治の終結を5月15日と決めた。英軍の将兵は両者の衝突に巻き込まれる
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ことなく、無事に本国へ引き揚げる順番を待ちわびる。

統一を欠く　　アラブ側の宗教的指導者で前マフティのフセイ二は、

アラブ陣営　この機会にパレスチナの地から外来ユダヤ教徒の一

掃を狙う。しかし、亡命の身だけに英委任統治下の故郷に戻ることができず、

北隣のレバノシに陣取る。彼の従兄弟のアブグルカデル・アル＝フセイ二がエ

ルサレムの付近でゲリラ活動を始め、高名なアラブ民族主義の闘士に代わって

武力闘争の実際の指揮を執った。

北部のガリラヤ地方では、別の武装団体が〈アラブ解放軍〉　と称して、独自

の武力闘争を始める。その指導者のファウジ・アル＝カウクジは大戦前の反英

闘争の古強者で、アラブ連盟の支援を受けた。兵士の主力はパレスチナ人では

なく、シリア出身者で占められる。南部のガザ地方でも、ゲリラ組織がエジプ

トの　〈イスラーム教徒同胞団〉　の影響を受けてうごめき出す。

この他にも数多くの武装集団が生まれ、それぞれ反シオン主義の武力活動を

開始する。ところが、アラブ側の諸勢力は相互の連絡を欠き、パレスチナの分

割とユダヤ国家の創建に反対の統一戦線を結成できなかった。この非常時にも

フセイニ家とナシャシビ家の古い反目が再発し、両派は協同作戦どころか武力

衝突さえ引き起こす。闘争の主導権をめぐり、フセイ二はアラブ連盟と対立を

深める。

当時のアラブ側は大戦前の反英武装闘争の痛手からまだ回復せず、有能な指

導的人材を欠いた。1936年から1939年にかけて、実に千数百人が戦闘の犠牲者

となり、約五十人が処刑される。さらに多数の幹部級闘士が海外追放の身とな

り、委任統治の終結まで釈放されなかった。この間、英治安当局が騒乱の再発

防止のため武器の押収に努めた結果、アラブ側は室弱な装備しかなかった。

それに比較すれば、シオン主義者はユダヤ機構の下に結集し、地下の軍隊ハ

ーガナーが相当な自衛力を保有していた。大戦前、英当局はアラブの武装蜂起

を鎮圧するため、ユダヤ側に武器を与えて補助兵力として利用する。こうして

〈ユダヤ開拓地警察〉が誕生し、農園の武装を固めた。その後、イルグーンや

レヒの過激派が対英武力闘争を始めると、英駐屯軍は逆に武器狩りを実施せね

ばならない。大量の銃火器を没収したものの、ユダヤ側を全面的に武装解除で

きなかった。

連絡路　実際、パレスチナのシオン主義者たちは良く組織され、綿密

を確保　な計画を立案し、そして明確な展望を抱いていた。国際連合

が分割決議を採択すると、すぐにユダヤ側は当面の軍事方針を決定する。これ

は〈C計画〉　と呼ばれ、まず交通網の確保をめざす。ユダヤ居住地は、都会で

あれ、開拓地であれ、孤立化させてはならない。
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アラブ側は道路に障害物を設け、近くの山谷に潜んで待ち伏せする。そして

通りがかりのユダヤ側の車輌に銃弾を浴びせかけ、積み荷を略奪した。20辺地

の開拓農園は補給線を断たれ、包囲の重圧感に耐えながら、援軍の到来を待ち

わびる。純軍事的見地に立てば、僻地の農園から撤収した方が賢明に違いない。

貴重な戦力を分散せずに済み、補給の問題もなくなるからである。しかし、こ

の軍事方針は連絡路を守り抜き、開拓農民の士気を高めたばかりか、ユダヤ社

会全体の愛国的感情を鼓舞する。

国際連合の総会決議による分割案では、ほとんどの農園がユダヤ国家の領域

内に取り込まれるが、それでも三十五の開拓地がアラブ側の領域に残された。

ユダヤ側は　〈C計画〉　に基いて一つも放棄しようとせず、連絡路を確保して補

給の維持に努める。開拓農園はシオン主義を象徴する出城であり、また防御や

出撃の拠点として戦略的にも有用だった。

この計画は受け身の防御に徹することなく、積極的な反撃も想定する。これ

で自衛組織のハーガナーは伝統的な〈自制〉の方針を改め、それ以後は〈積極

的防衛〉　に乗り出す。ゲリラの攻撃を受ければ直ちに反撃するばかりか、その

根拠地まで追撃をかける。こうして〈報復〉の概念は、ユダヤ側の軍事思想の

中核を形成し、今日に至っている。

武力衝突が姶まってから一カ月を経過した1947年12月末、ハーガナーとパル

マッハの大部隊は港湾工業郡市ハイプァ郊外の村落を攻撃し、六十人以上のア

ラブ住民を殺害する。犠牲者の中には、多くの女性と子供がいた。この無差別

虐殺は、港近くの石油精製工場で働くユダヤ労働者が攻撃された事件の報復と

して、遂行された。多数のアラブ住民が恐慌状態に陥って、この雑居郡市から

避難し始める。

当初、アラブ側が時と場所を選んで攻撃を仕掛けたが、やがてユダヤ側は効

果的な反撃に成功する。無理な地図の色分けの結果、ユダヤ国家は四十数万人

のアラブ人を抱えこむはずだった。それだけにシオン主義者の強硬派は人口構

成の〈純化〉をねらい、アラブ人を可能な限り新国家の外に追い出そうとたく

らむ。その目的を達成するには、テロ活動が最も有効な手段だった。

1948年4月　9日の夜から10日にかけて、イルグーンとレヒはエルサレム近郊

のアラブ村落ディール・ヤーシーンを占領し、二百五十四人の住民を虐殺する。

この村はハーガナーと不可侵協定を結び、アラブ武装集団の立ち入りを拒否し

ていた。しかし、ユダヤ過激派は村に攻撃を加えて占領し、生き残りの住民を

見せしめのためにエルサレムの町で引き回す。そして村に戻ると、婦女子も容

赦せずに片端から射殺した。21

この血の惨劇はアラブ住民に甚大な心理的影響を及ぼし、ユダヤ新国家に居
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残る場合の運命を予期させる。多数のアラブ人が恐怖心、に駆られ、土地も財産

も捨ててユダヤ領域の外に避難を始めた。パレスチナ難民問題の起源は、この

時にさかのぼる。

新　し　しヽ　その少し前の1948年4月1日、ユダヤ機構とハーガナー

軍事戦一時　は新たな軍事方針の〈D計画〉を策定した。これは〈C

計画〉　よりさらに進んで、国際連合総会のパレスチナ分割決議でユダヤ国家に

割り当てられた領域の確保だけでなく、その外側の地域一一つまり、アラブ領

域の内側一一で占領した土地の支配も意図する。新方針の下でユダヤ側は〈ナッ

クション作戦〉を発動し、テラヴィヴとエルサレム問の街道を保持しようと試

みた。22

当時、エルサレム旧市街のユダヤ居住区はアラブの武装集団に包囲され、連

絡路を絶たれて孤立していた。パレスチナ分割案では、聖郡はアラブとユダヤ

国家のどちらにも属さず、国際連合の管轄下の都市国家になるはずだった。し

かし、ユダヤ側は血の代償を払っても、ダヴィデの郡の占領をめざす。ユダヤ

国家の再興には、やはりシオンの丘を確保せねばならない。

ユダヤ側が〈D計画〉　に従ってエルサレムに通ずる回廊を支配すれば、アラ

ブ国家の領域は真二つに分断されよう。前マフティの従兄弟でゲリラ隊長のア

ブグルカデルは武装集団を率いて街道沿いの村に立てこもり、ハーガナーの進

撃を阻む。ディール・ヤーシーン村の虐殺は、この作戦の過程で派生した。ユ

ダヤ機構は過激派の行為を厳しく非難し、この惨劇への関与を否定した。

イルグーンの最高指導者ベギンは、公然と大虐殺を正当化する。ディール・

ヤーシーンの勝利がなければ、ユダヤ国家は誕生しなかっただろう一一と。こ

の惨劇に加えて、このゲリラ隊長が流れ弾で戦死を遂げると、アラブ側の士気

は急速に衰えた。〈ナックション作戦〉　は推定十万のアラブ人を追い立て、予

想外の成果を挙げる。

英軍の　一方、アラブ側も血の報復を果した。4月13日、エルサレム

撤　　退　旧市街の城壁外でユダヤ側のバスに待ち伏せ攻撃を加え、八

十数人を殺す。犠牲者の大半は医師と看護婦で、郊外の展望山の病院に向かう

途中だった。イエスが昇天したと伝えられる概横山から尾根伝いに北へ行けば、

やがて展望山に至る。その名の通り、この高地から眼下に聖都を一目で見渡す

ことができる。この地区にヘブライ大学と病院があった。

周辺の交通は、英軍の警備下に置かれていた。ユダヤの輸送隊はアラブの武

装集団に急襲されると、すぐ近くの英軍哨所に救いを求める。だが、英兵は襲

撃を傍観するだけで、敢えて衝突に介入しなかった。二台のバスは火炎に包ま

れ、乗客は射殺か焼死かの運命に見舞われる。23
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英軍は撤兵を間近に控え、板ばさみの苦しい立場に追い込まれた。何をして

も、しなくても、アラブとユダヤの双方から非難される。一方から虐殺に手を

貸すのかと罠倒されれば、他方からは不公正な分割を支援するのか一一という

具合に。英軍の現地指揮官は部下の安全を気遣って、局地的衝突に巻き込まれ

ないよう心を砕く。だが、急速な治安の悪化のため、時にはやむを得ず出動し

なければならなかった。

1947年の暮れから、英軍部隊は段階的に撤退を開始する。二つの敵対勢力は

虎視眈々と、時期の到来を窺った。旧駐屯地を確保すれば、軍事的に有利な場

所を押えるばかりか、後に残された大量の軍需物資まで手中にできる。各部隊

は撤退の日取りを秘密にしていたが、ユダヤ側の諜報活動、あるいは買収行為

で、しばしば極秘の日程が漏れた。

1948年4月21日、港町のハイプァに駐屯の第六空挺師団が撤兵を始める。こ

の英軍部隊はユダヤとアラブ区域の中間に陣取って両勢力を引き離していたが、

引き揚げのために港近くに集結した。アラブ側は当日の朝になって突然の撤退

を通告されたが、ユダヤ側は事前に部隊の移動を知って英軍陣地を占拠する。

そして、この獲得したばかりの要衝から、アラブ区域に対して波状攻撃を仕掛

けた。

アラブ側は不意を衝かれ、たちまち不利な形勢に追い込まれる。援軍が近隣

地区から駆け付けようとしたが、撤兵中の英軍に道路を封鎖されて町までたど

り着けない。英軍部隊は武力衝突を見守るだけで、ここでも直接介入を控えた。

数日間の市街戦の後、英軍司令官が休戦交渉を斡旋すると、ユダヤ側は相手に

降伏と武器の引き渡しを要求する。

ディール・ヤーシーンの惨劇は、ほんの二週間前の出来事だった。勝者の言

いなりになれば、どんな運命が待ち受けていることか。アラブ住民は恐怖にお

ののき、一斉に避難を始める。だが、三方をユダヤの軍勢に囲まれて、海路で

脱出するしかない。五日間の休戦期間に、英国船が約十万人のアラブ難民を運

んだ。24

ユダヤt艮リ　委任統治の最後の日が近付くにつれて、ユダヤ側の優勢

の　勝　弄り　はだれの目にも明らかになった。地下の軍隊ハーガナー

は事実上の新国軍として、旅団規模で軍事行動を展開する。イルグーンは時に

は別個に、時にはハーガナーと共同で、アラブの町や村に攻撃を加えた。ユダ

ヤ側は　〈D計画〉で想定した通り、パレスチナ分割案のユダヤ領域を支配下に

収めたばかりか、アラブ領域まで蚕食する。

古い港町ヤップオは周囲をユダヤ領域に取り囲まれ、アラブ国家の飛び地と

なるはずだった。隣接のテラヴィヴはユダヤ商工業の中心地として発展してき
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ただけに、すぐ近くのアラブ人口集中地に脅威を感ずる。実際、このアラブの

拠点から、しばしば銃弾や迫撃砲弾が東欧風の大都会に撃ち込まれた。

この刺を抜き取ろうとして、ハーガナーとイルグーンがヤップオに攻撃を仕

掛けた。この時ばかりは英軍が中に割って入り、ユダヤ側に戦闘停止を要求し

て戦車と大砲で威嚇する。この介入で停戦が成立したものの、半月後に英国の

委任統治は終わった。アラブの町は頼るべき保護者を失って開城するしかなく、

住民の大半が南方のガザ地帯に逃亡する。ここでもディール・ヤーシーンの心

理的効果は絶大だった。

ユダヤ側の士気は、相次ぐ勝利で高まる。大都市のほとんどを占領したばか

りか、多数のアラブ住民をユダヤ領域から放逐した。しかし、近隣のアラブ諸

国は英委任統治の終了後、ただちに軍事介入に踏み切ると宣言している。新た

な敵はゲリラとは異なって相当に手強いと覚悟せねばならず、最悪の場合には

戦況の逆転も予想される。ユダヤ側は第一段階で有利に事をすすめても、決し

て安心できなかった。

米国務省はパレスチナ情勢を憂慮し、武力衝突が激化して間もない1947年12

月　5日、中東へ武器の輸出を禁止する。同省の政策立案者たちはシオン主義と

同調者たちの強引な遣り口やホワイトハウスの弱腰に憤慨しただけに、巻き返

しを図った。分割の矢数は火を見るより明らかで、無理押しすれば、米国の国

益を損なうだろう。流血の事態を何とか打開するため、ともかく新しい手を打

たねばならない一一と。

米国の要請で国際連合の特別総会が招集され、パレスチナ情勢の対策を模索

する。英委任統治の暫定存続、分割に代わる信託統治など、ぎりぎりの土壇場

になって、さまざま廟決策が飛び出す。しかし、トルーマンは国務官僚の反対

を押し切って、既定方針を変えなかった。25パレスチナは混沌とした情勢のま

ま、1948年5月14日、運命の日を迎える。
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1985年）、100貢〕

2　実際にヴァイツマンは入院しなければならなかっが、彼の欠席は事実上の失脚を招

いた。それまでヴァイツマンが苦心しながら英国政府と進めていた交渉の責任を負えない

一一一一と、ベン＝グリオンは会議に出席の執行部の面々に断言したからである。〔麗ichael

J．Cohen，Palestine and the Great Powers，1945－1948（Princeton：Princeton Uni－

VerSity Press，1982年）、141貢〕

ユダヤ国家のイスラエルが実現した際、このシオン主義運動の長老は飾り物の大統領に

祭り上げられた。

3　この大会の参加者は、半数近くがアメリカ代表団で占められた。開会演説でヴァイ

ツマンが暴力行為を強く批判したので、米国代表たちの反撥を買い、その親英的傾向を攻

撃される。彼は役員選挙で会長に再選されず、苦い敗北感に浸った。ヴァイツマンの長年

の功績を称えて、会長の地位は空席のままとなったが、失意の彼には何の慰めにもならな

かった。〔Walter Laqueur，AⅡistory of Zionism（Nev York：Schocken Books，1976年）、

574～576頁〕

41945年5月、チャーチルはトルーマン苑ての電報〈鉄のカーテン〉の表現を初めて

用いた。大戦後、チャーチルは米国を訪問し、1946年3月、ミズーリ州のウェストミンス

ク大学で演説し、この表現を繰り返す。〔Winston S．Churchill，The Second Yorld

Yar and an Epilogue on the Years1945to1957（London‥　Cassell，1959年）、931～932

貢、954～955頁〕

5　歴史に仮定は無意味であるが、多数のイスラエル人が次の見解に同意している。も

し英国が米英合同調査団の勧告を尊重し、十万人の全部でなくとも、ある程度まとまった

人数をパレスチナに引き取れば、米国も移民法を改正してユダヤ難民に門戸を開放しただ

ろう。そうなれば、シオン主義運動の内部で穏健派が勢力を回復して、テロ活動は影を潜

めたかも知れない－－－－と。〔Nicholas Bethell，The Palestine Triangle：The Struggle

betWeen the British， theJews and the Arabs，1935－1948（Tel Aviv：Stei皿atZky’S

Agency，1979年）、237頁〕

61947年7月18日の夜、難民船がパレスチナの岸辺に近付くと、ハーガナーの地下放

送「イスラエルの声」は船上から陸上の聴取者に直接に呼びかけ、団長の声に続いて亡命

者たちの歌声を流した。このラジオ局は次に難民船の到着を知らせ、翌朝の放送再開時刻

を聴取者に予告する。だが、その時刻になっても、放送は沈黙したままだった。難民船が

英海軍の駆逐艦隊に追跡された末に舎捕さ’れたからである。〔班ordechai Naor，Ⅱaapala：
Clandestine ion（Tel Aviv：Ⅱinistry of Defense Publishing Eouse andIDF

Ⅱuseu恥1987年）、77～78貢〕
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7　フランス共産党機関紙の『リュマこテ』は、この難民送還船を「浮かぶアウシュヴィ

ッツ強制収容所」と報じた。lNicholas Bethell，前掲書、336頁〕

この難民船の物語は後に映画化され、多数の観客を動員する。日本では『栄光への脱出』

の題名で、1960年代に上映された。

8　ハーガナーは米国の親シオン主義団体の献金で、ユダヤ難民のパレスチナ密入国を

促進する。難民船の大半は米国の港から出発し、乗組員も米国市民が多かった。アトリ首

相はトルーマン大統領に強い語調の書簡を送り、無税の寄付金で購入された武器がパレス

チナで英兵を撃っのに用いられている事実を指摘した。これに対して、米国政府は可能な

対策を検討中と答えるだけで、余剰兵器の買いあさりに禁止措置を取らなかった。さらに

寄付金の免税廃止は厄介な法律問題を引き起こすとの理由から手をこまねくばかりで、米

国船が不法移民の輸送に使用されるとしても、その売却や出港を阻止できないと回答した。

〔Rithchie Ovendale，前掲書、101貢〕

9　報告書が完成した段階で、オーストラリアは多数派の提案に署名しなかったが、後

に態度を翻して分割案に同調した。この勧告自体は二年間の移行期間中に、パレスチナへ

受け入れるユダヤ移民の人数を明示していない。だが、その総数を十五万人とすることで、

提案国の問で了解がっいた。パレスチナ問題特別委員会の報告書は、次の資料集による。

〔Yalter Laqueur and Barry Rubin（Eds．），The Arab」srael Reader：AI）ocumentary

‡istory of the某iddle East Conflict， Revised and updated edition（‡arnondsworth：

Penguin Books，1984年）、108～112貢〕

10　ユダヤ国家に組み入れられる四十九万八千人のアラブ人口のうち、九万人はパレス

チナ南部のネゲヴ砂漠に居住の遊牧民だった。〔宜ichaelJ．Cohen，前掲書、273頁〕

第二次世界大戦が終結する前年の1944年の統計によると、ユダヤ側の所有地はパレスチ

ナ全土の6．5㌫に過ぎなかった。〔The ABC of the Palestine Problen，Partl，1896－1949

（Beirut：The Arab Yomen’sInformation Committee）、41貢〕

大戦後も土地売買は原則として禁止されていたので、パレスチナ分割決議の採択当時で

も、この比率はほとんど変化していない。それどころかユダヤ側の土地は英政庁からの借

地も含んでいたので、実際の所有面積はもっと少なかった。

パレスチナ問題特別委員会の分割案は、概して肥沃な土地をユダヤ側に、不毛の地をア

ラブ側に割り当てた。しかも換金作物として貴重な柑橘類の果樹園は、ほとんどがユダヤ

国家の領域に編入されることになったが、その面積の半分はアラブ人の地主の所有だった。

〔Nicholas Bethell，前掲書、1979年、344～346貢〕

11蔵相のヒュ一・ドールタンは財政窮迫を理由に、パレスチナの放棄と早期撤兵を閣

議で提唱する。同時に現地情勢の悪化に伴って、反セム主義の風潮が英本国にひろまるの

を憂慮した。〔耳ichaelJ．Cohen，前掲書、268頁、276頁〕

この労働党の政治家は親シオン主義者として知られ、1944年の党大会がユダヤ入植者の

ためアラブ人の立ち退きを決議に盛り込んだ際、その原案作成に尽力した。さらに対独戦

勝利後の総選挙では、戦後の復興や社会改革の国内問題よりも、もっぱらユダヤ国家の樹

立ばかり論じた。〔Rithie Ovendale，前掲書、1984年）、83頁〕

チャーチルの退陣でアトリ政権が成立した際、ドールタンは日頃の言動から外相に起用

されると予想されたが、国王の強い意向で当時の最重要課題のパレスチナ問題を直接に担
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当する閣僚から外され、その代わりに要職の蔵相に任命された。〔Nicholas Bethell，前

掲書、201～202頁〕だが、ドールタンは念額の外相の椅子を逃したために、かえって年来

の親シオン主義的信念を実現できた。

121947年5月　4日、イルグーンは大胆不敵にもアッコー監獄の厚い壁を爆破し、囚わ

れの同志を奪還する。米国のシオン主義者にとって、その宣伝効果は絶大で、ニューヨー

ク発行の各紙には脱獄を称賛する全面広告が掲載されるほどだった。英外務省はラングン

駐在の米国大使に対して、この広告が英国、アラブ、ユダヤのいずれを問わず、連日のよ

うに人命の損失をもたらすテロ活動を支持し、かつ資金集めを呼び掛けていると厳重に警

告した。さらに、この種の広告が友好国の新聞に公然と掲載されるのは黙視できないと述

べ、米国政府が広告差し止めのために〈効果的な措置〉を取るよう要求した。〔Ⅳicholas

Bethell，前掲書、308～309貢〕

この脱獄作戦は綿密に計画され、外部と呼応して実行に移された。ユダヤ側は逃亡要員

をあらかじめ指名し、選ばれれた囚人だけが獄外に脱走する。しかし、収容中のアラブ囚

人が混乱に乗じて二百人以上も逃亡したのは、この作戦の予期せぬ副産物だった。脱獄は

報道機関によって大々的に報じられたが、実際には退路を英軍に封鎖されて、ユダヤ脱獄

囚のうち九人が射殺され、八人が逮捕された。主犯の三人は英軍事法廷で死刑を宣告され、

1947年7月29日、絞首台に送られる。

イルグーンは英国に〈宣戦布告〉を発していただけに、三人の死刑囚を戦争捕虜として

処遇するよう要求したが、もちろん聴き入れられない。そこで人質として英軍諜報部隊の

下士官二人を捕らえる。同志が処刑された後、ユダヤ過激派は二人の英兵を監禁先の隠れ

家で殺し、近くの林に遺体を吊り下げ、その下に地雷を仕掛けた。英軍の捜索隊が死体収

容のために綱を切断したところ、遺体が地雷の上に落下して爆発を引き起こす。捜索隊は

死者こそ出さなかったが、隊長が負傷した。

この惨事は英本国の世論に大きな衝撃を及ぼし、パレスチナ放棄の機運を促進する。英

議会は夏休みで休会中にもかかわらず招集され、与野党を問わず早期撤兵で一致した。イ

ルグーンのテロ活動は目的を達成したが、パレスチナと英本国で激烈な反応を呼び起こす。

テラヴィヴで英国人の警官と兵士が暴れ回り、ユダヤ住民の通行人を袋だたきにしたり、

商店を打ち壊したりした。ラングン、マンチスタ、リヴァプールなどの大都市でも、反セ

ム主義の示威行進が暴動に転化し、ユダヤ系商店や教会堂を襲う。〔XichaelJ．Cohen，

前掲書、245～246貢〕

13　第二小委員会の勧告は、次の書物に掲載のテクストによる。〔‡enry Cattan，坦＝
estine andInternational Law： The Legal Aspects of the Arab－Israeli Conflict

（London：Longman，1973年）、47～49亘〕

14　エルサレム生まれの法学者へンリ・カッタンは国際司法裁判所の助言を求めようと

せぬことについて、国際法の忌避は正義を否定するものであり、パレスチナ分割決議から

法的価値を奪っている～－と厳しい批判を加えている。〔‡enry Cattan，前掲書、49頁〕

15　例えば、クリーチ＝ジョウンズは1946年秋に植民地相に任命された当時、親シオン

主義者として知られ、実際にドールタン蔵相と語らって、分割こそ唯一の解決策と主張す

る覚書を閣議に提出したことさえあった。しかし、ベン＝グリオンらの高すぎる要求（百

二十万人のユダヤ移民受け入れ！）は、植民地相の立場を困難に陥れ、ついには彼をベヴィ
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ン外相の意見に同調させるに至った。間もなくクリーチ＝ジョウンズはチャーチルと同じ

ように、シオン主義から遠ざかる。〔Nicholas Bethell，前掲書、293～296貢〕

16　革命後、労農政府はユダヤ問題担当人民委員（閣僚）を任命し、社会主義国家の内

部に第二のパレスチナを創設するよう試みる。実際に1920年代の末頃、ソ連領北アジアの

ビロビジャンに特別居住区が設けられ、ソ連内のユダヤ文化の中心地、行く行くはユダヤ

共和国になると想定された。しかし、数千人のユダヤ教徒が現地に来たものの、間もなく

失望して去ってしまう。その失敗の原因はソ連当局の杜撰な計画に帰せられるが、最大の

理由はロシアのユダヤ教徒が第二のシオンをアムア河畔に築きたくなかったからである。

〔Yalter Laqueur，前掲書、427～428頁〕

1958年、ソ連のニキク・フルシチョフ首相はビロビジャンのユダヤ人口が目標の三十万

人に遠く及ばない事実を認め、失敗の原因として「ユダヤ個人主義」を非難した。1985年、

ここのユダヤ人口は一万二千に過ぎない。〔Xartin Gilbert，Jew－ishIIistory Atlas，

Third edition（London：Yeidenfeld and NicoIson，1985年、92貢〕

マスクヴァはシオン主義に一貫して敵意を示し続けたが、それは対アラブ関係を顧慮し

たのではなく、パレスチナへ数百万のユダヤ人の移住を許可すれば、ソ連の民族政策の破

綻を認めるのも同然だからである。〔Yalter Laquetlr，前掲書、432貢〕

ソ連が崩壊する前、政治的シオン主義は「ユダヤ・ブルジョワ民族主義の最も反動的な

形態」と規定された。〔V．Benevolensky了Pseudosocialist Variety of Zionism”，Asia

and Africa Today， 撼ay－June，1987（Xoscow：The USSR Academy of Sciences，1987年）、

93貢〕

17　反シオン主義の急先鋒のソ連が態度を急変したことについて、英外務省はマスクヴァ

の立場に基本的変化はないと判断した。ソ連はひとまず分割に賛成しておいて、その後の

情勢次第で外交方針を急転換するだろう。つまり、パレスチナが分割されずに英国の単独

委任統治から数カ国の共同統治下に置かれる事態にでもなれば、ソ連は中東の英国勢力圏

内に公然と割り込みを要求するだろう一一と。米国務長官のマーシャルはグロムイコの演

説にもかかわらず、究極的にソ連は分割提案に反対票を投ずるだろうと信じた。ともあれ、

グロムイコの態度表明はパレスチナ分割の里程標となり、ラングンの最後の期待を打ち砕

く。ソ連の反対で分割が不可能となれば、国際連合は問題を英国に差し戻し、パレスチナ

統治の白紙委任状を与える一一と、ベヴィンら外務省の当局者は、内心で期待していた。

〔ⅡichelJ．Cohen，前掲書、261～262頁〕

18　米国務省はユダヤ側に一方的に有利なパレスチナ問題特別委員会の分割勧告案を手

直しするため、ネゲヴ砂漠をアラブ側に帰属させるよう試みる。ユダヤ機構も米国の強硬

姿勢に押されて、この点で妥協を考慮した。第一小委員会が開催された日、国務次官補は

米国の代表団に対して、たとえ表決に放れようとも、ネゲヴ問題で筋を通すよう訓令を発

した。ところが、トルーマン大統領はみずから電話をかけ、ネゲヴの帰属について特別委

員会の原案に賛成するよう　〈個人的に〉指示する。米代表団は別々の指令を国家元首と直

属上司から受け、議場でどっちつかずの態度を取るしかなかった。トルーマンは折りから

滞米中のヴァイツマンとひそかに会った際、ネゲヴ砂漠の重要性を説明されて、その主張

に簡単に同調する。この荒野はユダヤ国家の将来の発展を託す空閑地であり、エジプトが

新国家の船舶のスエズ運河航行を拒否する場合、アジアとアフリカに通ずる海への出口と
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なる一一と。〔ⅡichelJ．Cohen，前掲書、289～290頁〕

19　国際法学者のへンリ・カッタンは、この表決について次の通り非難している。パレ

スチナ分割決議は本質的に政治的決定であり、法、正義、民主主義の原理に反し、シオン

主義者とその盟友の無理押しと圧力を通じて構想され、策略をめぐらされ、かつ採択され

たものである－－と。lEenry Cattan，前掲書、56貢〕

20　現在もなおテラヴィヴからエルサレムへ通ずる街道には、ユダヤ側の車輌の残骸が

保存されて、当時の激戦をしのばせる。輸送隊の車輌は手造りの装甲を施していたが、ア

ラブ側の銃火に対してほとんど無力だった。しかし、聖都に食糧や水を補給するため、ユ

ダヤ側は大きな犠牲に耐え忍びながら、護送部隊を送り込んだ。

21ユダヤ機構とハーガナー司令部は虐殺に遺憾の意を表し、同時に惨事の責任を否定

した。しかし、アラブ側は事件の意味を次の通り受け取る。この残虐行為はベン＝グリオ

ンとハーガナー上級幹部の承認を得て、アラブ住民を恐怖に陥れ、居住地から追い立てる

ために遂行された一一と。未来のイスラエル首相ベギンは後に部下の行為を“英雄的”と称

え、多数のアラブ住民がユダヤ国家の領域から逃亡した原因を、この血の惨劇に見出した。

〔Ritchie Ovendale，前掲書、120～121貢〕

兵士らに告げよ、汝らはイスラエルの歴史をつくった。その攻撃と征服とで。

勝利の日まで、かく続けよ。ディール・ヤーシーンと同じように至る所で、我ら

は攻撃をかけ、敵を打ちのめすだろう。神よ、神は我らを征服のために選びたも

うた。

エルサレム近郊の“大勝利”の報に接して、ベギンはイルグーンの司令部に上記の賞詞を

与え、かっベン＝グリオンを「狭量な偽善者」と批判した。その後、三十年を経ても、ベ

ギンは主張する。これは通常の軍事作戦で、部下の兵士は勇敢に正々堂々と戦い、かつ非

戦闘員の損害を最小限に止めるべく努力した一一と。〔Eric Silver，Begin‥A Biography

（London：Yeidenfeld、and NicoIson，1984年）、88貢〕

1983年にイスラエル大統領に選出されたハイム・ヘルツオーグ（イスラエル国防軍諜報

部長、国際連合駐在大使を歴任）は自著の中で、この村の名がアラブ側の残虐行為を正当

化するために繰り返し利用された－－と述べている。〔Chaim‡erzog， The ArabJ sraeli

Yars：War and Peacein theⅡiddle East from the甘ar ofIndeDendence to Lebanon

（London：Arms and Armour Press，1984年）、31貢〕

この虐殺の死者の総数は、論者によってまちまちである。ユダヤ側は公正な調査の妨害

を意図し、第一報の死者は一人に過ぎなかった。しかし、翌日になって国際赤十字は二百

五十四の遺体を発見した。〔Christopher Sykes，Cross Eoad toIsrael（London，1965年、

416～417貢〕この数字は、前掲のThe ABC of Palestine Problem，Partl，1896－1949

の46頁に引用されている。

ヘルツオーグは自著の中で、この惨劇に十三行を割き、戦闘の過程で二百人以上の村人

が殺されたと伝えられる一一とだけ簡単に述べている。〔Chain‡erzog，前掲書、31亘〕

ベギンの伝記作者は死者の真の数を不明としながらも、伝説が統計数字を膨らませたと

述べ、百十六人説を関係者の証言として紹介している。〔EricSilver，前掲書、95～96責〕
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惨劇の舞台となった村は、後に家屋が取り壊され、その跡地に精神病院が建てられた。

〔SabriJiryis，The ArabsinIsrael（Beirut：TheInstitute for Palestine Studies，

1969年）、91頁〕

22　イスラエルと米国の戦史家は、この〈D計画〉をハーガナ一にとって「革命的出発点」

と評価している。新戦略はアラブ村落の恒久的奪取と住民の追い出しを狙い、まさに「急

進的な新機軸」だった。新しい軍事計画に基くくナックション作戦〉で、ハーガナーは初め

て大規模な攻勢に出て、従来の防御一点張りの方針から脱却する。〔Edward Luttwak and

Dan‡orowitz，TheIsraeli Army（London：Allen Lane，1975年）、31頁〕

23　展望山はローマ、十字軍、トルコ、英国の支配時代から軍事的に重要視されたが、

現代では学術研究の場所として知られている。1925年、この山上にヘブライ大学が設立さ

れ、1939年には病院と看護学校が開設された。〔Sylviaぬnn，

‡erzlia：Palphot，1985年）、68頁〕

Our Visit toJerusalem，

現在、病院には新しい病棟が立ち並び、周辺の道路も整備されて、往時の面影をとどめ

ていない。だが、旧道をたどってアラブ村落を通り抜けると、道端に追悼の石碑を見出す。

その表面に犠牲者の名前がヘブライ文字で記されている。

24　ハイプァのユダヤ市長はアラブ住民に町にとどまるよう説得したが、無駄な努力に

終わった。前マフティのフセイことアラブ解放軍が退去を指示したからである。避難民は

携帯の荷物の中に武器を忍ばせていないか、英軍とハーガナーの兵士から点検され、ハイ

ファ湾の対岸のアッコ一に船で渡った。この十字軍以来の古い歴史の港町から、晴れた日

にはハイプァの灯火が望見できる。やがてアラブ諸国の正規軍が介入して勝利を収めれば、

彼らはすぐに帰宅できると信じていた。だが、四週間後には寄留先の町もユダヤ側に占領

されてしまう。〔ChaimIIerzog，前掲書、35貢。Samuel Eatz，Days of Fire：The Secret

Story of the Xaking ofIsrael（Jerusalem： Steimatzky’s Agency）、218頁〕

25　トルーマンはパレスチナ問題について大統領としての見識に欠け、国務官僚の専門

的提言よりも側近の政治的進言に容易に動かされて、選挙がらみの圧力にしばしば属した。

彼が外交方針をたびたび変更したことをめぐり、米国の政治学者は次の通り弁護する。

当時、ベルリーン封鎖やチェカスロウヴァーキアの政変などで、米国とソ連の関係は急

速に悪化した。パレスチナ情勢は、米国の世界戦略から見れば、副次的問題に過ぎず、大

統領の主要な関心事ではなかった。トルーマンが不得意の分野について多様な意見に耳を

傾けたので、政府の内外から活発な工作を招き、首尾一貫せぬ決定を下す結果になった。

〔Steven L Spiegel，The Other ArabLIsraeli Conflict：iaking America’SⅡiddle

East Pol icy，from Truman to Regan

1985年）、16～49貢〕

（Chicago：The University of Chicago Press，
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第六部

イスラエルの建国と中東動乱



三三　一＿′プ＿ラニノノニ≒±
幽⊆≡芸ユ

塵塾扇

本来的権奉り　西暦1948年5月14日（ユダヤ暦5708年イーヤール月

を　　強　　調　5日）の金曜日、内戦の真只中でユダヤ国家が誕生し

た。英国の委任統治が終結する当日の午後四時、国民評議会はテラヴィヴでイ

スラエルの独立を宣言する。古い国名が二十世紀の半ばによみがえった。この

時刻、パレスチナはまだ公式には英国の支配下にあったが、シオン主義者側に

は急がねばならぬ事情があった。

ユダヤ教の安息日は金曜日の日没に始まり、土曜日の日没まで続く。国家樹

立の大事業といえども、この神聖な日には慎まねばならない。さらに英国の権

威が消滅した翌15日になれば、アラブ諸国の軍勢は一斉に侵攻を始めるだろう。

とうてい建国式典を挙行する余裕はない。そこでユダヤ側は先手を打ち、委任

統治の終結まで八時間を残して独立宣言に踏み切った。

その前日、隣接のアラブ港湾郡市ヤップオが降伏して、ユダヤの大都会テラ

ヴィヴは軍事的脅威から解放される。この歴史的式典の会場には、ロスチャイ

ルド大通りの博物館が充てられた。大広間に参集した面々を前に、ベン＝グリ

オンは臨時政府の首相として、独立宣言を朗読する。イスラエルの地は、ユダ

ヤの民の発祥の地である。この土地から放逐されても、ユダヤの民は離散先の

国々で約束の地を信じっつ、いっの日にか故地へ帰って民族的自由を取り戻す

よう祈り、また願い続けた一一と。

この独立宣言は、ユダヤ教徒の〈権利〉を繰り返して強調する。1897年、ヘ

ルツルの招集した第一回世界シオン主義会議は、民族的再生の権利を宣言した。

この権利はやがてパルフア宣言で認められ、さらに国際連盟によって再確認さ

れた。その後、ユダヤ国家再興の必要性はとトラル・ドイツの大迫害で改めて

実証され、虐殺から生き残った者はたゆむことなく権利を主張し続けた。国際

連合は総会決議を採択し、ユダヤの民に独立国家創建の権利を承認している。

すべての国民と同様に、ユダヤの民が主権国家において独立の実在となるのは、

その本来的権利である一一と。

そこで独立宣言は、またもや権利を確認する。われわれ国民評議会の構成員

は、英委任統治の終了する本日、パレスチナに在住のユダヤの民と世界シオン

主義運動を代表して、この厳粛な会合に参集し、ユダヤの民の本来的・歴史的

権利と国際連合の総会決議に基いて、ここにユダヤ国家の樹立を宣言し、イス

ラエル国と称する一一と。1
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米国カヾ直　ベン＝グリオンの朗読は、十五分ほどで終わった。この

ちらこ承認　歴史的瞬間を記録した写真には、ヘルツルの肖像画が壁

に高く掲げられ、その下で臨時政府の首相が演説している。『ユダヤ国家論』

の刊行から半世紀、ついに政治的シオン主義は大目的を達成した。だが、もう

一人の功労者ヴァイツマンの姿は、式典の席に見当たらない。この長老は米国

に滞在中で、ユダヤ国家の実現に向けて最後の工作に尽力していた。翌々日、

彼は新国家の大統領に推戴される。ただし、名誉だけで実権を伴わず一一。

建国式典は滞りなく進行し、日没までに余裕を残して終わった。出席者が独

立宣言書に署名を済ませた十数分後、ウオシングタンから待ちに待った知らせ

が届く。トルーマンが政府郡内の根強い反対論を強引に押し切り、成立したば

かりのイスラエルに事実上の承認を与えた一丁と。戦後世界の最強国から直ち

に認証されたのは、シオン主義外交にとって最大の勝利だった。2

その前年の11月、トルーマンはシオン主義者の執拗な圧力に屈し、国際連合

でパレスチナの分割に必要な票集めを指示した。国務官僚は大統領の命令に表

立って反抗できず、胸中で苦い気持ちを噛みしめねばならない。無理押しの決

議が採択されたものの、問題の地は予想通りたちまち流血の戦場となる。しか

も、当初はアラブ側が優勢で、ユダヤ側を受け身に追い込む。

ウォシングタンの政策立案者の問では、慎重論が急速に台頭し始めた。聖地

の分割はアラブ諸国の怒りを買い、最悪の場合、西側が中東地域の石油資源を

失う事態もあり得る。パレスチナ分割決議の履行が軍事力の裏付けを要するな

ら、国際連合の加盟国は派兵の責任を分担せねばなるまい。そうなれば、ソ連

は国際協力の大義名分の下に、大手を振って中東に進軍できよう。米国がイラ

ン、トルコ、ギリシャでソ連の勢力拡大を抑制しようと苦心しているのに、そ

の努力は全く水泡に帰すだろう一一と。

パレスチナ情勢が急速に悪化したので、トルーマンも分割の強行に二の足を

踏む。諜報機関の中央情報局は報告書を提出し、分割の実現を不可能と断定的

に述べた。大統領の原則的了解を取り付けて、米国代表団は国際連合で方針転

換を模索する。英委任統治の終結まで二カ月足らずの1948年3月19日、米代表

は安全保障理事会で演説し、パレスチナ分割実施の一時棚上げと暫定信託統治

の導入を提案した。3

内苦汚不統一　しかし、シオン主義者側も強力な巻き返しに乗り出

を　　暴　　露　し、またもやトルーマンに政治的圧力をかける。そ

の年の2月、ニューヨーク州の補欠選挙で民主党の上院議員候補が大差で落選

した。前回に比べてユダヤ人口の多い地区で、得票が顕著に減少している。ト

ルーマンの側近は選挙結果を分析して、パレスチナへの武器禁輸出令を主要な
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敗因と見る。同じ年の11月の大統領選挙を想定すれば、是非ともユダヤ票をつ

なぎ止めねばならない。

過去数カ月の問、大統領はしつこい要求に手を焼き、シオン主義者との面会

を拒んでいた。だが、古い友人の強い頼みを断り切れず、渋々ながら滞米中の

ヴァイツマンとひそかにに会う。ユダヤ国家再興運動の長老は大統領に感銘を

与え、新国家の領土にネゲヴ砂漠を組み入れるよう要請し、トルーマンの好意

的反応を得た。その翌日、米国代表は秘密会談を全く知らされないまま、既定

方針に従ってパレスチナ分割の停止を安全保障理事会に提案する。

またもや米国の行政府は、内部の不統一をみずから暴露する。トルーマンは

責任を下僚に転嫁したが、二枚舌の非難を免れるために親シオン主義路線を推

進する他ない。ヴァイツマンとの会談の一週間後、大統領は圧力に屈して、記

者会見の席で分割支持を改めて表明する。国際連合の舞台裏折衝でも、米国代

表団は信用を失墜した。その提案がいっ上部の指示でひっくり返されるか、わ

かったものではないからである。

暫定信託統治が成功するには、ラングンの協力が不可欠である。しかし、英

国政府は冷淡な態度を示すだけで、どんな役割も果たそうとはしなかった。こ

の提案が実行に移されることになれば、国際連合は治安維持部隊をパレスチナ

に派遣しなければなるまい。米国はソ連を締め出して、米英仏の共同出兵をも

くろむ。しかし、英国の世論が早期全面撤兵を迫っているだけに、英軍部隊の

残留など論外だった。

立ち消えの1948年4月半ば、英委任統治の期限切れを一カ月後

信託統治案　に控えて、国際連合の特別総会が米国の要請で招集

された。大統領の強い意向でパレスチナの分割を覆さないまでも、米国として

は戦火を鎮めるために何らかの手を打たねばならない。そこで総会のパレスチ

ナ分割決議はそのまま触れずに置き、当面の平和実現を図る。この手順で国務

省は信託統治案の成立をめざす。

しかし、パレスチナの当事者は、双方とも机上の空論に反対した。アラブ連

盟は米国流の妙案を明確に拒否し、その理由の一つにアラブ対信託統治国の紛

争発生を挙げる。ユダヤ機構も米国案に乗らず、そのウオシングタン駐在部代

表のモウシャ・シャートク（後にシャレットと改姓、首相を務める）は国務長

官のマーシャルに向かって、信託統治を英委任統治の延長と酷評する。

国際連合の内部では、親米諸国でさえウオシングタンの方針転換に気乗り薄

だった。うっかり賛成して軍事義務を背負い込みたくないからである。実際、

米国の提案を実行するには、相当の軍事力を必要とした。米軍統合参謀本部の

見積もりでは、十万の地上部隊、駆逐艦隊、かなりの航空支援兵力を派遣せね
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ばならない。米軍だけではとうてい重荷を担い切れず、その一部を他国に肩代

わりしてもらわねばなるまい。

第二次世界大戦後、米国は日独両国に占領軍を駐屯させ、さらにソ連に対抗

するため海外に部隊を展開していたが、戦時中に築き上げた大軍に比べれば、

兵員数を大幅に減らしていた。パレスチナに急いで派兵するとなれば、本国の

予備兵力は底を衝いてしまう。大戦の勝利から三年と経たぬうちに、新たに部

分動員をかけねばならない。若者の血が遠い異郷で流れることになれば、世論

の抵抗は大きいだろう。

停戦実現　国務省は冷厳な事実、換言すれば、信託統治案の非現実

を　図　る　性を認めねばならなかった。この提案は正式に総会議題

として取り上げられぬまま、間もなく自然消滅の運命をたどる。そこで米国代

表団は不評の信託統治にかわって、パレスチナの停戦を提唱した。まず戦火を

消し止めるのが眼目で、例の分割決議を取り消さずに措く。そうすれば、分割

に賛成した諸国の賛同を得られよう。

この停戦案が成立すれば、パレスチナは分割前の状態に凍結される。国務省

の外交は前年から失敗続きだったが、停戦の実現で一定の政治的成果を収める

だろう。しかし、この名案もユダヤとアラブの双方から反撥を買った。前者は

移住制限の全廃、アラブ武装集団（内戦の開始以来、近隣諸国は義勇兵の名目

で兵員をパレスチナに送り込んでいた）の撤収、外部勢力の浸透防止の保証を

要求し、後者はユダヤ移民の即時停止、分割案の完全廃棄、アラブ勢力の追い

出し反対を唱えた。

この期に及んで、米国主導の停戦に応ずる気持ちは、ユダヤ側に全くなかっ

た。内戦の当初は不利だった戦況も、軍事作戦の〈D計画〉発動で、有利に展

開している。ハイファなどの大都市から、多数のアラブ人口を放逐し、分割決

議で定められたユダヤ国家の領域を確保したばかりか、アラブ国家の領域にも

支配地を拡大した。ここで武器を置くことはない。これがシオン主義者の偽り

ない真情である。

停戦問題を取り上げた安全保障理事会の席で、思いがけぬことに、ソ連だけ

がユダヤ側の立場に理解を示した。米国が停戦の前提条件として徴兵可能な年

齢層の移民停止と英軍の監視を提示したところ、ソ連代表のグロムイコはユダ

ヤ側に一方的に不利と批判する。それまで米英両国はソ連のパレスチナ分割支

持の態度を単なる策略と見倣していた。マスクヴァは好機をとらえてアラブ支

持に回り、西側の結束に揺さぶりをかけるだろう一一と。ソ連が安全保障理事

会の常任理事国として拒否権を持つだけに、その出方次第で新たな波紋を投ず

ることになるだろう。
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国務省は停戦の早期実現を図るため、ユダヤ機構の駐米代表で穏健派のシャ

ートクと交渉し、新しい提案の内容を説明した。5月15日、英委任統治が期限

切れとなっても、ユダヤ国家は独立宣言を延期する。同じようにアラブ側も独

立を宣言しない。安全保障理事会は停戦委員会を設置して、両者の仲裁に当た

らせる。一カ月あたり四千人のユダヤ移民を認めるかわりに、不法移住を取り

締まる一一と。

シャートクは国務省案の内容をテラヴィヴに伝達し、ベン＝グリオンら最高

幹部の判断を仰ぐ。彼はウォシングタンの険悪な情勢から受諾するよう進言し、

拒否した場合には、国務省の報復措置や米国ユダヤ社会の献金停止もあり得る

と付け加えた。しかし、返事はなかなか来ない。

その間にも、大詰めは近付く。ウォシングタンはラングンに十日間の停戦と

十日間の英委任統治の延長を提案したが、ベヴィン外相に素気なく断わられた。

5月15日の最終期限があってこそ、アラブとユダヤに歩み寄りを強いることが

できる。この十日間に急転直下、平和が実現する保証はない。それに英国議会

はパレスチナからの撤収について、すでに関係法律を制定済みだった。

ベン＝グリオンは回答を引き延ばし、その間に軍事面で有利な既成事実を作

ろうとした。ようやくテラヴィヴから届いた訓令は、米国案の拒否を指示する。

さらにユダヤ機構の実力者はシャートクに電報を送り、最高会議に出席するた

め直ちにパレスチナへ飛ぶよう求めた。

国務長官のマーシャルは出発間際のシャートクを呼び付け、新国家の独立宣

言を断念するよう勧告した。彼は軍人としての専門的立場から忠告する。アラ

ブ諸国が参戦したら、ユダヤ国家にとうてい勝ち目はない一一と。国務次官の

ラバト・ラベットは脅迫めいた警告を発する。ユダヤ側が停戦に応じず、あく

まで独立宣言に固執するなら、米国の援助を期待できない一一と。シャートク

は米側に態度軟化の印象を残し、テラヴィヴに向けて出発した。4

裏コ二作‾ご　米国のシオン主義者たちは、例によって例の如く、政界

早某日承認　の裏工作でユダヤ国家の早期承認を取り付けようと画策

する。トルーマンは国務官僚の停戦努力をよそに、側近の進言にぐらついた。

大票田のニューヨーク州のユダヤ人口に迎合すれば、大統領選挙を有利に運ぶ

ことができよう。それにソ連を出し抜くこともできる。マスクヴァが国際連合

でしきりにユダヤ側の肩を持っているだけに、新国家を真先に承認するかも知

れない。そうなれば、米国内の政治的圧力は、トルーマンに耐えがたいほど高

まるだろう。

マーシャルもラベットも、トルーマンのイスラエル早期承認論に驚く。いま

米国代表団は独立の延期と停戦の実現に向け、国際連合で全力を挙げている。
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その一方で、大統領が紛争の当事者の片側だけを支持し、国家として承認を与

えるとは……。英委任統治の終了後、どんなユダヤ国家が誕生するのか、果た

して戦火をくぐり抜けて存続できるのか、この段階で承認を急ぐことはない。

国務長官は憤然として大統領に迫った。もしユダヤ国家を承認するなら、次の

選挙で民主党に投票しない一一と。

トルーマンは正論に反駁できず、ひとまず引き下がる。しかし、親シオン主

義の側近に口説かれ、またもや決心、を翻した。ただし、米国が積極的に承認す

るのでなく、ユダヤ国家の要請に応えた形を取り繕う。5月14日午後、ユダヤ

機構は文書を用意し、特使をホワイトハウスの前に待機させた。大統領の最終

決定はあまりに唐突で、同盟国と事前に協議したり、あるいは通告したりする

時間的余裕さえなかった。いや、国際連合の議場で悪戦苦闘する米国代表団も

知らされなかった。

その前々日、シャートクはテラヴィヴに到着すると、すぐにベン＝グリオン

の自宅で開催中の会議に加わった。彼はウォシングタンの空港で旅客機に乗り

込もうとしたところ、駆け付けたヴァイツマンに呼びとめられ、米国の承認確

実との情報を得る。この朗報を会議の席で披露しながら、同時に国務省の厳し

い態度を伝えた。彼は穏健派にふさわしく、米国主導の停戦受諾、独立宣言の

延期を主張した。

会議は延々と長引き、慎重論と強硬論が伯仲した。しかし、ベン＝グリオン

派が僅かに優勢で、六対四の表決で停戦を拒否する。それはユダヤ国家の建国

を意味した。もしも十日間の停戦を受け入れれば、国家再興の千載一遇の好機

は二度と巡って来ないだろう。さらに、会議は新国家の名称をイスラエルに決

定した。

5月14日、ウォシングタンでは国務省の高官と大統領の側近との問で、大激

論が交わされる。だが、行政権の総覧者の権威と意志は絶対で、国務官僚のだ

れも侵犯できない。同じ頃、ニューヨーク郊外の国際連合の議場では、米国代

表団が停戦の実現に最後の努力を続け、停戦と独立延期の米国案に過半数の支

持獲得の見通しをつけた。

総会の最中、米国代表はウォシングタンからの電話で呼びだされ、ユダヤ国

家の承認を知らされる。彼は憤慨のあまり議場に戻らず、建物の外へ飛び出し

た。残された同僚は何も知らずに、すっかり面目を失う。通信社の電信印刷機

が米国のイスラエル承諾の速報を伝え、その紙片が議場内で回覧されたからで

ある。米国代表E郵まお人好しぶりを嘲られ、真筆な努力の二重性を疑われた。5
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三三　アラブ 三二≡ 了∵∴

三方カーら　1948年5月14日の朝、最後のパレスチナ高等弁務官カニ

総　攻　撃　ンガムはエルサレムの政庁前で閲兵を済ませた後、自動

車と飛行機を乗り継いで港町のハイプァに向かった。同じ日の夕刻、ベン＝グ

リオンはテラヴィヴでユダヤ国家の独立を宣言し、ダヴィデの星のイスラエル

国旗が聖地の空に翻る。その夜遅く、英海軍の巡洋艦はカニンガムらの高官を

乗せて出港し、午後十二時頃に新国家の領海外へ出た。かくして四半世紀に及

ぶ英委任統治は、紛糾の地に政治的・軍事的混乱を残したまま、名実ともに終

わりを告げる。

翌日の5月15日の未明、近隣のアラブ諸国は一斉に軍事行動を開始し、パレ

スチナに向かって進撃した。エジプト軍は南からガザ地方とネゲヴ砂漠に兵を

進め、トランスヨルダン軍は東からエルサレムに迫る。シリア軍はガリラヤ湖

付近の開拓農園に攻撃を加え、レバノン軍は北から旧委任統治領との境界を越

えた。イラークとサウディ・アラビアはイスラエルと直接に境界を接していな

いが、それぞれ遠征軍を派遣する。

新生ユダヤ国家は三方を敵意に充ちた諸国に包囲され、その命運は風前の灯

だった。だが、アラブ側は共通の敵を前にしながら、団結どころか内部抗争に

明け暮れる。トランスヨルダンのアブグッラー国王が名目的な総司令官の地位

に就任したものの、アラブ諸国の軍勢は相互の連絡を欠いて、イスラエル打倒

の勇ましい掛け声をよそに、共同作戦に乗り出せなかった。

実際、双方の戦闘能力には、質的な差があった。イスラエル兵士のほとんど

は、自警団のハーガナーや他の過激派軍事組織で訓練されていた。さらに第二

次世界大戦中に英軍に志願して、実戦の経験を積んだ者も少なくない。中東に

ナチ・ドイツ軍が迫った際にも、英国はエジプトなどの従属国を心底で信頼せ

ず、新鋭装備を供与しなかった。6　大戦後、フランスがシリアとレバノンから

撤退して以来、両国の軍隊は警察力の域を超えない。

ただトランスヨルダンの　〈アラブ軍団〉　だけが、中東諸国で唯一の実戦経験

を持っ。この精鋭軍団は英国人の司令官と将校の指揮下に置かれ、ハーシム家

に忠誠を誓う砂漠の遊牧部族から兵員を徴募した。大戦中にはイラーク軍の反

英蜂起を鎮圧するのに一役買い、またシリアのヴィシ政権派の仏軍と戦う。英

国の委任統治の末期には、英軍の一部としてパレスチナで治安維持の任務に当

たった。7
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アブグッ　ラー　アラブ連盟は1945年に発足して以来、共通の課

の　　　野　　　望　題としてパレスチナ問題を優先的に取り上げる。

米英合同調査団が報告書をまとめた際に、さらには国際連合のパレスチナ問題

特別委員会が聖地分割の原案を作成した後に、加盟国はたびたび会議を招集し

て対応策を協議した。各国ともユダヤ国家の樹立に反対する点では原則的に合

意しながら、それぞれの思惑が複雑に食い違って足並みを揃えられない。

1946年5月、シリアのブルダンでアラブ連盟の理事会が開催され、シオン主

義の脅威に軍事行動と経済制裁で対抗することで合意に達した。だが、この種

の強硬策が中東における西側の利益に反してはならぬと、出席国の代表は決定

事項を秘密にする。それほど当時のアラブ世界の支配層は米英両国に気兼ねし、

重大な危機に臨んで言行が必ずしも一致しなかった。

だが、国際連合の情勢は予断を許さなくなった。まずソ連がパレスチナ分割

に賛成し、米国も遅ればせながら追随する。いよいよユダヤ国家が成立しそう

な気配となって、1947年10月、アラブ連盟はシリアのアレイに招集の軍事委員

会で加盟国の軍隊を国境周辺に集結し、パレスチナのアラブ住民に物心両面の

援助を与えるよう決定した。

この会議の終幕近く、反英・反シオン主義の旗手で、英治安当局の手から逃

れたフセイ二が駆け付けて、パレスチナ臨時政府の樹立と自らの首班就任を要

求する。ところが、前のマフティでパレスチナ独立運動の有力指導者は意外に

もアラブ諸国の軍事介入に反対し、サウディ・アラビアとエジプトの賛同を得

た。国際連合のパレスチナ問題特別委員会の分割案でアラブに割り当てられた

領域に、トランスヨルダンのアブグッラー国王が強い領土的野望を抱き、その

併合をもくろんでいるのに対して、フセイ二は強く反撥したからである。

1920年代の初頭、英国の対アラブ懐柔策でハーシム家の次男が砂漠の人工国

家の首長に任ぜられてから、アブグッラーはヨルダン川の東岸に限定された領

土に満足できなかった。第二次世界大戦後、中東からフランス勢力が∵掃され

たのを機会に、被ば　く大シリア構想〉　を打ち出して、旧仏委任統治領の併合を

夢想する。8　だが、シリアもレバノンも独立を達成したばかりで、しかも旧支

配国から共和政体を取り入れただけに、遊牧部族主体の専制国に併呑されるの

には絶対反対だった。

折りも折り、国際連合はパレスチナ問題の解決策として、長年にわたる紛糾

の地の分割を画策する。かってハーシム家は当時の英植民地相チャーチルにヨ

ルダン川のこちら側（シスヨルダン）も要求して、素気なく拒否された。そこ

はバルブア宣言で約束の民族的故地となるべき土地で、委任統治の下でユダヤ

移住者に保留せねばならなかったからである。だが、三十年近い歳月の流れは、
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聖地の状況を大きく変えた。この機会を逃さずにシオン主義者と取り引きする

なら、トランスヨルダンの支配者は年来の悲願を叶えられよう。

アブグッラーは表向きはシオン主義国家の建国に反対を唱え、アラブ連盟傘

下の諸国と歩調を合わせた。しかし、その一方でユダヤ機構と極秘の交渉を始

め、1947年11月、国際連合の総会でパレスチナ分割決議が採択される直前、特

使のゴルダ・マイアスンとヨルダン渓谷の小さな町でひそかに会う。

秘密会談の席でトランスヨルダンの国王はパレスチナの分割を畠記し、彼の

真の意図を明らかにした。分割案のアラブ領域を自国領に併合するが、ユダヤ

領域には手出しせぬ一一と。さらにフセィ．ニこそ共通の敵という認識で、両者

は意見の一致を見た。

パレスチナ分割決議が難航の末に可決されると、たちまちユダヤ対アラブの

流血事件が続発する。ハーガナーや他の武装集団はアラブ領域を武力で蚕食し、

無差別虐殺の恐怖をかきたてる心理作戦で、多数の住民を居住地から放逐した。

避難民はヨルダン川を西から東へ渡り、王郡アマーンにまで逃げてくる。アブ

グッラーは周囲の強い圧力から、次第に武力行使に傾いた。

だが、彼の真の意図はユダヤ国家の実現阻止よりも、アラブ領域の併合に他

ならない。4月26日、トランスヨルダン議会は国王の意向に添い、アラブ軍団

の派兵を承認した。同じ冒、アブグッラーは記者会見の席で決意を表明する。

平和的解決に向けた努力は、ことごとく矢数に終わった。残された道は戦争し

かない。我が身にパレスチナを救う名誉が課せられた一一と。

この戦争宣言の後、未来のイスラエル首相はもう一度、トランスヨルダン国

王と会い、先の会談で了解に達した事項の再確認を求める。英委任統治が終結

する数日前、彼女はアラブ女性に変装してアマーンを訪れ、取り引きの柏手に

強い警告を発した。アブグッラーの軍勢がアラブ領域にとどまる限り、ユダヤ

側は彼の立場を尊重するが、そうでない場合は、総力を挙げて対決するだろう

一一と。アブグッラーはイスラエル独立の一年延期を提案したが、即座にはね

つけられた。9

エ　ジィ　プ　ト　当初、エジプト政府は軍首脳部の勧告を受け入れて、

出兵の思惑　パレスチナへの軍事介入に消極的姿勢を示す。とこ

ろが、ファルーク国王じきじきの強い指示で、戦争準備もそこそこに急いで出

兵に踏み切る。取り敢えず九箇大隊の派遣軍が編成され、シナイ半島の地中海

沿岸部を北上してパレスチナをめざした。

エジプトはアラブ世界の盟主として、ユダヤ国家の樹立を黙視できない。す

でに多数のイスラーム教徒同胞団の若者がフセイこの陣営に加わり、パレスチ

ナ南部でゲリラ活動を始めた。さらに一部の将兵は正規軍の制服を脱いで、白
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発的に反シオン主義の戦列に参加している。政府と軍部が出兵に二の足を踏め

ば、内外の批判を免れないだろう。

ファルーク国王は権力を維持するためにも、対外戦争の輝かしい勝利を必要

とした。当時、カーヒラとラングンとの問の条約改訂交渉が進展せず、英軍は

依然としてエジプトに駐留を継続し、国民の反英民族感情をかきたてる。さら

に王室の浪費と側近の不正は民心を離反させ、革命的風潮が社会の底辺にみな

ぎっていた。この民衆の不満を発散させるためにも、隣接のパレスチナで大勝

利を収めなければならない。

それよりもパレスチナの半分がハーシム家に併呑されるのは、ファルークの

自尊心を傷っける。遊牧部族の後進国トランスヨルダンが地中海岸まで領土を

拡張すれば、アブグッラーは例の大シリア構想に弾みをつけて、ゆくゆくは中

東に覇権を唱えるだろう。国際連合の分割案では、パレスチナ南西部のガザ周

辺はアラブ領域になっている。そこがエジプト固有の領土のシナイ半島に接す

るだけに、アブグッラーの手中に落ちるのを座視できない。

サウディ・アラビアの国王イブン＝サウードも、エジプト国王と同じような

考えを抱く。10　サウド王家は伝統的にハーシム王家と敵対関係にあり、1920年

代の半ば、アブグッラーの父フセインをイスラーム教の聖地メッカから追い立

て、ヒジャーズ王国を瓦解させた。しかし、トランスヨルダンが領土を拡大し、

かっシオン主義国家と提携するようになれば、アラビア半島の大国といえども

脅威を感ずる。

王室同士の対抗意識や妬みの感情が、アラブの連帯意識よりも軍事介入の動

機となった。サウディ・アラビアはパレスチナと直接には境界を接していない

ので、ひとまずエジプトに小兵力の部隊を派遣した。さらにイブン＝サウード

はファルークと歩調を合わせてアブグッラーを牽制するため、フセイ二を分割

案の想定するアラブ国家の元首に擬した。

イ　ラー　ク　アマーンがテラヴィヴと妥協を図り、カーヒラが出兵を

の弓垂硬論　ためらう一方で、独りバグダードだけが強硬論を提唱す

る。1947年9月16日、レバノンのソファールにアラブ連盟の緊急会議が招集さ

れた際、イラーク代表団はブルダン会議の秘密決定事項一一軍事介入と経済制

裁一一を実行に移すよう迫った。イラークもトランスヨルダンと同様にハーシ

ム家に統治されていたが、バグダードの政府は反英、反シオン主義の国民感情

を無視できない。

これに対してサウディ・アラビア代表は異論を唱え、むしろ秘密協定の廃棄

を提案する。アラブ世界が実力を顧みずパレスチナに派兵したり、先進国を経

済的に締め上げようと試みたりしても必ずや失敗に終わり、かえって世界の芙
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い物になるだろう一一と。その頃、アラビア半島の石油資源は、米国の会社に

よって開発がようやく軌道に乗ったばかりである。軽々しく制裁に踏み切って、

石油利権の取り消しなどの措置に踏み切れば、制裁の対象となる欧米諸国より

も産油国白身に打撃を与え、ひいてはアラブ連盟にも大きな影響を及ぼすこと

になりかねない。

この穏健論に対して、イラークは強硬手段に訴えてこそ、事態を有利に導く

と主張する。大国がアラブ諸国の反対を無視してシオン主義に肩入れすれば、

手痛い報復をこうむるだろう。そのような事態に至れば、米国も中東の石油利

権を危うくしかねないと悟って、パレスチナの分割をためらうか、あるいは反

対に回るかも知れない一一と。

ところが、この議論は当時の国際政治の現実を踏まえず、単なる希望的見通

しに過ぎなかった。その翌日、米国のマーシャル国務長官は遠回しの表現なが

ら、パレスチナの分割支持を表明する。アラブ諸国はそれぞれ国務省に抗議す

るが、軍事介入の可能性に触れなかった。ただ、イラークだけが公然と武力行

使をほのめかす。

1947年11月末、パレスチナ分割決議が国際連合で採択された後、イラーク政

府は強硬態度を一段と固める。新情勢に対処するためアラブ煙盟の理事会がカ

ーヒラで開催された際、イラークはまたもやブルダン秘密協定の実行と軍事介

入を提唱した。これに対してサウディ・アラビアはアラブ諸国の出兵どころか、

パレスチナ人への武器供与にさえ消極的だった。エジプト代轟も正規軍の派遣

に反対したが、義勇兵の出陣に異議をはさまなかった。

バグダードはアラブ連盟の軍事委員会に陸軍の将官を議長として送り込んで、

強硬論の主導権を握る。このカーヒラ会議でアラブ諸国はようやく　〈間接的〉

軍事介入で合意に達し、シリアで訓練中の義勇兵三千の派遣とパレスチナ人に

小銃一万丁の供与を決めた。

だが、これには厳しい条件が付く。義勇兵はイラーク軍の指揮下に置かれ、

武器はアラブ連盟の承認したパレスチナ人のゲリラ組織にだけ配分される。そ

の狙いは、親フセイニ勢力の排除だった。

イラークが強硬姿勢を示し続けたのは、実は国内の政治危機の反映に他なら

なかった。この国はパレスチナと直接には境界を接していないが、政権維持の

ために反シオン主義の大義名分を掲げねばならない。当時、イiグダードの情勢

はラングンとの条約改訂をめぐって大揺れに揺れ、1948年1月28日、首相のサ

ーリ・ジャブルは暗殺を恐れて辞任し、トランスヨルダンへ逃亡した。11それ

以来、イラークは軍事介入の立て役者でなくなった。　　　■

英委任統治の大詰め近く、アラブ連盟はアマーンで会議を陶き、緊急対策を
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協議する。情勢は悪化する一方だった。ユダヤ側はパレスチナの各地で積極攻

勢に出て、アラブ住民を追い立てている。エジプトだけが決断を渋ったものの、

大勢の現状認識は一致した。事態がここまで追い込まれれば、もはや残された

方策はアラブ諸国の軍事介入以外にない一一と。

よ　うや　く　　しかし、トランスヨルダンもエジプトも英国との特殊関

共同出兵　係を考慮すれば、委任統治の終了以前に正規軍を投入で

きない。その間にもユダヤ側は武力で勢力範囲を拡大し、戦術的に有利な地歩

を固めるだろう。そこでシリア、レバノン、イラークの三国が戦闘部隊を義勇

兵の名目で派遣し、分割案のアラブ領域に布陣する。ただし、英軍との接触や

ユダヤ武装集団との交戦は、可能な限り避けることにした。

さらにアラブ連盟は政治委員会をディマシュクに招集し、最終日の5月14日、

米英共同提案の休戦案を拒否する。前年の11月末に国際連合の総会でパレスチ

ナ分割決議が採択されて以来、流血の衝突はすでに半年に及んだ。同日夕刻の

イスラエル独立宣言、続いて英委任統治の終了と同時に、パレスチナの内戦は

国際紛争に発展する。

土壇場でファルークはエジプトの参戦を決め、アブグッラーもシオン主義勢

力との妥協を断念する。アラブ諸国は曲がりなりにも団結を守り、パレスチナ

共同出兵に踏み切った。ところが、現実には各国の支配者は歴史的因縁と個人

的反目から互いに信頼せず、その軍勢は個別の軍事行動を展開するだけだった。

アブグッラーは名目上の最高総司令官だったが、統合司令部の設置されぬまま、

他国の軍隊の指揮権を持たない。アラブ連盟の事務局は実際には何の権限もな

く、不仲の加盟国の対立を調整するのに忙殺された。

アラブ側の最大の弱点は、パレスチナの未来図を描けないことだった。パレ

スチナ分割の否認と単一アラブ国家の樹立は、究極の理想である。しかし、そ

の政体について、何の具体的な合意に達していない。まず軍事介入で確保のア

ラブ領域をどうするか、トランスヨルダンと他のアラブ連盟加盟国の思惑は大

きく食い違った。
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調　閲戦から第』次停

武器調達　アラブ諸国の参戦で、パレスチナの或況は新たな局面を

をこ　を王　奔　迎える。それまでユダヤ武装集団は重火器を保有しなく

とも、軽装備のアラブ遊撃隊を制圧し、支配地を拡大できた喜。しかし、近隣諸

国の正規軍が介入すれば、イスラエルは苦戦を免れまい。アラブ諸国は軍事力

の水準で欧米各国に遠く及ばないが、最新型でないまでも覇甲車、戦車、航空

機を保有している。それに比べれば、ユダヤ国家の軍勢は増下の軍隊から新国

軍に衣替えしただけで、近代戦の遂行能力で格段に見劣りし直。12

第二次世界大戦も終わり近い1945年7月、すでにドイツ魂三帝国は連合国の

軍門に降り、日本だけが空しい最後の抵抗を続けていた。折りから米国に滞在

中のベン＝グリオンは将来を見越し、親シオン主義傾向のユダヤ系資産家たち

と懇談して、新国家支援組織の結成を要請する。その結果、農業機械と医療機

器の会社が設立されたが、内実はやがてイスラエル国防軍の≒中核となるハーガ

ナー向けの武器調達機関に他ならなかった。　　　　　　：

大戦の終結と共に、米国の戦時景気は、うたかたのように潤え去った。多数
L

の軍需工場が閉鎖され、もはや買い手のない余剰軍用物資の仙を残す。この仮

装会社は安値で武器、弾薬、軍用車輌、さらには艦船から飛行機まで買い漁っ

た。だが、米国政府が中東地域に武器輸出を禁止していたので、これらの軍需

物資はパレスチナに合法的に発送できない。

一方、ユダヤ機構は欧州にも買い付け要員を派遣し、ひそかに武器を購入す

る。地中海の対岸の大陸はつい先頃まで戦火で覆われていた担げに、いまやイ

スラエルにとって恰好の武器供給源となった。とりわけチェ坤スロウヴァーキ

アは武器の輸出に理解を示し、ユダヤ側の戦力増強に責献すとる。13委任統治の

末期、英支配体制の弱体化に連れて、武器の密輸船が監視の胞をかいくぐり、

パレスチナの岸辺で禁制品をこっそりと陸揚げした。あるいは、国籍不明の輸

送機が砂漠の滑走路に着陸し、貴重な積み荷を運びこむ。

5月15日、アラブ諸国は旧英委任統治領に兵を進め、建国直後のイスラエル

と全面戦争に突入する。ユダヤ国家が独立を宣言したからには、もはや平和的

手段で政治的シオン主義に対抗できない。それまでの度重な庵協議にもかかわ

らず、アラブ連盟はパレスチナに政治統合体を樹立できなか毒った。つまり、国

際連合の総会決議に基いて設立されるユダヤ国家とアラブ国医のうち、前者が

独立を宣言したのに、後者はついに実現しなかった。
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エジプトはトランスヨルダンの領土的野心に反撥し、パレスチナへ出兵して

アラブ領域のうち自国に隣接した土地の占領（あわよくば併合）を狙う。ファ

ルーク国王は遠征軍の出陣を称えて、記念切手の発行を命じた。

開拓農園　エジプト軍の地上部隊は二手に分かれ、シナイ半島から

の攻防戦　パレスチナ南西部に進撃する。一つの先鋒は地中海岸沿

いに北上し、まず旧約聖書に登場する大力無双の土師サムソンゆかりのガザを

めざす。ファルークの軍勢の最終目的地は、さらに北方のユダヤ商工業都市テ

ラヴィヴだった。この政治的シオン主義の牙城が陥落するなら、新生イスラエ

ルは中枢を喪失し、ペリシテ人の神殿のようにたちまち瓦解するだろう。

もう一つの攻撃の矢は、内陸部のベェルシェバに向けられる。ここはネゲヴ

砂漠北部の中心地で、エルサレムに通ずる街道の要衝である。はるかな昔、族

長アブラハムは生命の水を求め、この地に井戸を掘ったという。シオン主義者

の農民はネゲヴの乾いた大地を耕し、荒れ地を緑の農園に変えた。このオアシ

ス町を占領すれば、聖郡への交通路を確保するばかりか、北ネゲヴ一円の開拓

地を押さえられよう。

だが、エジプト遠征軍はユダヤ開拓農民の強い抵抗に遭遇し、思いがけぬ苦

戦を強いられた。地中海岸の道路は入植地の近くを通り、テラヴィヴに至る。

最前線への補給路が切断されるのを未然に防ぐため、まずエジプト軍は沿道の

ユダヤ農園に攻撃を仕掛けた。僅かな人数の農民は貧弱な武器で戦い、正規軍

の大部隊の攻勢によく耐え、逆に大きな壬員害を与える。14

やがてエジプト軍は副次的目標にこだわり過ぎる愚を悟り、一部の兵力で開

拓地を包囲するにとどめた。抵抗拠点が封じ込められる問に、本隊は本来の目

的地に向かって進撃する。しかし、開拓農民の果敢な行動はユダヤ側の士気を

高めただけでなく、テラヴィヴの防衛のために貴重な時間を稼いだ。その間に

防御陣地が構築され、海外から徴兵適齢層の新規移民、それに待ちに待った重

火器が到着する。エジプトの遠征軍が中途で手間取っているうちに、イスラエ

ルの戦力は短期間にいちじるしく強化された。

開戦以来、キジプト軍は航空戦力を投入し、空からの攻撃に無防備状態の郡

市や開拓農園に銃爆撃を加える。ところが、思いがけずイスラエル軍の飛行機

が戦場の空に出現し、アラブ側の地上部隊を空襲した。15　チェカスロウヴァー

キアが旧独軍のメッサーシュミット戦闘機を分解したまま供与し、イスラエル

は空輸で届いた梱包を開いて、機体を大急ぎで組み立てたからである。それま

でエジプトは制空権を一方的に握っていたが、もはや空中の戦闘でも優勢を保

てなくなった。

エジプト軍の先鋒部隊はテラヴィヴの南方約四十男、ユダヤ国家の領土に少
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し食い込んだ地点で停止する。イスラエル軍が橋を爆破して蓮車輌の進撃を食

い止め、さらに空から攻撃を加えたからである。遠征軍の補細線は、すでに危

険なまでに伸びきった。この地点でエジプト軍は聖壕を掘り」防御態勢に転じ

た0ファルーク国王の目算－⊥パレスチナ随一の商工業都市匝占領し、独立し
たばかりのユダヤ国家を屈服させる一一は、すっかり外れて；しまった。

エジプト軍は地中海沿岸部で戦略目標を達成できなカ丁った≡…ものの、内陸部の

戦闘で一定の戦果を収めた。その別動隊はイスラーム教徒同胞団の義勇兵と共

にベェルシェバを陥れ、海岸寄りの友軍と連絡を付ける。こ甲軍事的成功はネ

ゲヴ地方北部の広大な地域をユダヤ国家から切り離し、砂漠1に点在する開拓農

園を半年間も孤立状態に追い込む。この間、両国の軍勢は地中海から砂漠に通

ずる道路の支配権をめぐって、激しい戦闘を繰り返した。

エルサレム　国際連合のパレスチナ分割決議はアラブとユダヤ両

の　　陥　落　国家の独立を認め、エルサレムにらいては〈特別国

際体制〉を想定する。アブグッラーとマイアスンが談合した際、両者は聖都の

国際管理に反対する点で、奇妙にも意見の一致を見た。だが」いまや聖郡の帰

属をめぐって、トランスヨルダンとイスラエルの軍勢は激突する。アラブ軍団

は装甲車を繰り出し、古い歴史の城塞郡市に攻撃を仕掛けたム

十九世紀の中葉以来、エルサレムの人口は、ユダヤ教徒がイスラーム教徒を

しのぐ。そのほとんどが厳格な正統派教徒で、欧州から伝わLってきた政治的シ

オン主義に反対だった。神の約束の地に世俗の国家を樹立するのは、冒涜行為

に他ならぬと信じたからである。だが、イスラエルの建国と無に、過酷な運命

がヤハウェの信徒を見舞う。

当初、防御側は攻撃側に手痛い損害を与える。アラブ軍団は近接戦で装甲車

を破壊され、先陣に死傷者が続出した。しかし、態勢を立て直して城壁の内部

に突入し、聖郡のユダヤ居住区を完全に包囲する。ハーガナナとイルグーンの

混成部隊は狭い路地から路地へ、家から家への市街戦で善軌し、優勢な正規軍

の猛攻を支えた。しかし、ユダヤ側は間断ない砲撃にさらされ、食糧も飲料水

も不足し、負傷者の治療もままならない。小兵力の援軍が夜陰に紛れて城内に

潜入したが、不利な戦況をとうてい挽回できなかった。

二週間後、正統派教徒の強い要請で、守備側は攻撃側と停戦交渉を始める。

5月28日、聖郡のユダヤ教徒居住区は降伏した。僅かに生き残った戦闘員は捕

虜となり、約千二百人の老人と婦女子はシオン門から城外に退去する。重傷者

はアラブ軍団の兵士の手で、担架に乗せられて運び出された416アブグッラ匝

国王は預言者ムハンマドの血統に連なるハーシム家の当主にふさわしく、メッ

カとメディーナに次ぐイスラーム教の聖地の奪取に成功するム
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ラ　トルン　エルサレムの旧市街の西方に、欧州風の町並が拡がって

の攻防戦　いる。この新市街は二十世紀に入ってから建設が進めら

れ、テラヴィヴと同様に発展を遂げた。ここにユダヤ機構の本部が置かれ、シ

オン主義運動の本拠となる。

イスラエルはダヴィデの郡の旧市街を喪失したものの、この新市街を確保し

た。しかし、西エルサレムは補給路を切断されて、すっかり陸の孤島と化す。

アラブ軍団の砲兵は射撃目標を旧市街のユダヤ居住区からこちらに移し、包囲

下の近代郡市に猛砲撃を加える。

英委任統治の終了前、ユダヤ側の武装輸送隊はエルサレムに生活必需品を運

搬する途中、しばしばアラブ側に襲撃された。アラブ遊撃隊はラトルンの要衝

を確保し、聖郡への交通を遮断する。この村はテラヴィヴとエルサレムのほぼ

中間に位置し、二大都市間の幹線道路から脇街道が分岐する戦略上の重要地点

だった。

アブグッラーは分割後のパレスチナに領土的野心を抱き、自己の勢力圏内で

活動するゲリラ組織を疎んずる。このアラブ遊撃隊はトランスヨルダンと対立

し、開戦後間もなくラトルンから自発的に撤収した。この時、ユダヤ側がすぐ

に占領すれば、聖都は封鎖の脅威から解放されたに違いない。しかし、イスラ

エルの戦争指導部は他の戦線に心を奪われ、みすみす絶好の機会を逃す。アラ

ブ軍団はすかさず進出して、交通の要衝を手中に収めた。

ベン＝グリオンは新国家の首相と国防相を兼ね、政治と戦争の両面で陣頭指

揮に立っだけに、エルサレムの危機を深く憂慮する。双子都市の聖郡が新旧両

市街とも奪われる事態に至れば、シオン主義国家は精神的支柱を喪失するだろ

う。そうなれば、建国後間もないイスラエルは根底から揺らぎかねない。彼は

国防軍に対して厳命を発した。いかなる犠牲を払っても、エルサレム・テラヴィ

ヴ回廊を確保せよ一一と。

エルサレム旧市街が陥落する前後の時期に、シオン主義の軍勢は数度にわたっ

てラトルンを攻撃する。1930年代の後半、アラブの武力蜂起でパレスチナ全土

が血みどろの戦場と化して以来、英治安当局は要所の警察署を堅固な砦に変え

た。いまやアラブ軍団は英委任統治時代の遺産一一警察砦に立てこもり、ユダ

ヤ側のすべての強襲を撃退する。攻撃側はゲリラ相手の戦闘と勝手が違い、攻

城戦に不慣れな指揮官と兵士に多数の犠牲者を出した。17

イスラエルは兵員不足を補うため、独立宣言後に上陸したばかりの移民に僅

か数日間の軍事訓練を施すだけで、すぐに最前線に派遣しなければならなかっ

た。欧州のユダヤ難民はとトラルの大虐殺から辛うじて生き延び、ようやく神

の約束の地にたどり着いたものの、ただちに死の淵に投げ込まれる。聖地の過

－182－



酷な気候の下、未熟な兵士は咽喉の渇きに苦しみ、容易に銃弾の餌食となって

荒野に倒れた。

エルサレムの新市街は砲撃に絶え間なくさらされ、ほとんど死の町と化した。

死者は墓地に運ばれずに、裏庭や道端に埋葬される。停電と断水は近代郡市の

機能を奪い、住民を最低限の生活状態に追い込む。封鎖が長引くにつれ、食糧

の備蓄は底を衝きかけた。放送局は沈黙し、生き地獄の窮状を外界に広く訴え

ることもできない。

だが、イスラエルは奇想天外な手段を用いて、封鎖の解除に成功する。ラト

ランの激戦地から尾根を隔てた向こう側に、間道を新しく建設したからである。

この急造の道路は深い谷底までくだり、ついで急な斜面を這いのぼる。普通の

トラックは無理でも、四輪駆動のジープなら九十九折りの急坂を通行できた。

この一筋の細い補給路から、食糧、飲料水、医薬品、そして武器弾薬が運びこ

まれ、包囲下のエルサレム新市街を救う。18

激闘の末らこ　国際連合がパレスチナの分割に向かって動いた時期、

危機を脱す　イラークは軍事介入論の急先鋒で、英委任統治の終

結前から多数の義勇兵を聖地に送り込む。その後、対英条約改訂をめぐる政変

で、強硬論者の首相、外相が共に罷免されたが、開戦後は従来の主張通り正規

軍を派遣した。5月15日、その先陣はガリラヤ湖の南部でヨルダン川を渡ろう

と試み、もろくも撃退された。対岸は新生ユダヤ国家の領土で、イスラエル側

は防御を固めていたからである。

イラーク軍はいったん引き下がり、ヨルダン川の下流の安全な渡河地点から

旧委任統治領に進撃する。そこはパレスチナ分割決議によってアラブ側に割り

当てられた領域で、何の妨害もなかった。遠征軍はサマリヤ地方の中心地ナプ

ルスに到着すると、敵地に向かって積極的攻勢に出ず、ただ増援軍の到来を待

ち受ける。

エルサレムの攻防戦が最高潮に達した時期になって、イラーク軍はようやく

進撃を開始した。その機甲部隊はサマリヤの山地から海岸平野に出て、地中海

岸のナタニヤに向かって前進する。イスラエルは国土を真二つに分断されそう

になって、深刻な危機に陥った。イラーク軍の先鋒が浜辺から僅か十顎の地点

にまで迫ると、イスラエル軍は必死になって側面を衝き、どうにか進撃を食い

止めた。

中部戦線の戦局に、イスラエルの興廃が懸かった。イラーク軍の南では、ト

ランスヨルダンのアラブ軍団が新国家の領土を削り取り、次第にテラヴィヴを

脅かす。しかし、堅忍不抜のベン＝グリオンが全軍の指揮を執り、ユダヤ国家

はどうにか難局を乗り切った。
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パレスチナ北辺のガリラヤ地方では、レバノン国境の南側にアラブ領域が逆

三角形を成し、その先端部にイエスの生誕地ナザレの町が位置している。英委

任統治の末期、ユダヤ側は港町のアッコーなど地中海岸寄りの土地を奪った。

5月15日、レバノン軍は国境を越え、イスラエル領の村を占領する。緒戦の勝

利はアラブ解放軍を大いに勇気づけた。この非正規部隊はレバノンとシリア出

身の義勇兵で組織され、すでにアラブ領域内で活動していた。

シリアはアラブ領域に接していないので、開戦と同時にガリラヤ湖畔のイス

ラエル領を直接に攻める。これは　〈ガリラヤの海〉　とも呼ばれ、中東の乾燥地

帯では珍しい淡水湖で、ヨルダン川の源泉となっている。十九世紀の末頃、そ

の周辺にロシアから宗教的シオン主義者が入植し、開拓農園を築き上げた。さ

らに第一次世界大戦後、若者たちが新社会建設の理想に燃えて、私有財産否定

の農業共同体（キブツ）を建設する。シリア軍はまず湖岸のユダヤ農園を目標

に定め、攻撃を開始した。

機甲部隊と歩兵は砲兵の掩護射撃の下、開拓地に攻撃を掛ける。ガザ地方の

戦闘と同様に、ここでも武装農民は優勢な正規軍を相手に回し、文字通り死に

物狂いで戦った。戦車と装甲車は防御陣地に突入したものの、火炎瓶の肉薄攻

撃で炎上する。歩兵は機甲部隊と密接な協同行動を欠き、鋼鉄の大盾を失って

射すくめられた。最後にイスラエル国防軍の増援部隊が到着し、シリア軍を退

部に追い込む。19

ガリラヤ湖畔の激戦でシリア軍はもろくも敗退したが、その十数日後、ささ

やかながら復讐を果たす。湖の北方に位置する古いユダヤ農園を占領し、イス

ラエル領内に足掛かりを残したからである。しかし、兵員と装備の損害を考え

合わせれば、その代価は極めて高い。

国連調停官　前年の秋、世界平和維持機構は聖地の分割を決めた

の　　活　　動　際、同時に国連パレスチナ監視団を設立して決議の

実行に当たらせた。だが、英国がアラブ諸国に対する気兼ねから、終始、非協

力に徹したので、この機関は何の成果も上げられなかった。その間にアラブ・

ユダヤの武力衝突が続発し、パレスチナは分割の前に流血の騒乱状態に陥る。

米英仏など主要国のエルサレム駐在領事が和平の斡旋を試みたが、その努力は

実を結ばなかった。

英委任統治の終了日が近づくと、国際連合は臨時総会を招集し、和平達成の

ために最後の努力を傾ける。時間切れの直前まで、米国代表団は休戦決議の支

持票を取りまとめるのに大童だったが、トルーマン大統領がシオン主義国家に

肩入れして事実上の承認を与え、その苦心は水泡に帰した。総会は散会する前、

この監視団を廃止し、新たに〈調停官〉　の役職を創設した。
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初代調停官には、スウィードン赤十字総裁のフォルク・ベルナドットが任命

された。彼は貴族の出身で北欧の王室の血筋を引き、中立国の要人として困難

な任務の適任者だった。当初、この人事はイスラエルから、そして米ソ両大国

からも歓迎される。20　しかし、彼の真筆な努力は報いられることなく、その解

決案は敵対陣営の双方から拒否された。最後に和平の調停者は、ユダヤ過激派

の凶弾に倒れる。

安全保障理事会はパレスチナの戦火を消し止めようと、再三にわたって休戦

を呼び掛けたが、その度に当事者の双方から無視された。どちらも戦場で有利

な地歩を固めたいからである。5月29日、開戦からすでに半月を経て、エルサ

レム旧市街の命運は決まった。この日、安全保障理事会は英国提案の和平決議

案を可決し、強い制裁措置をほのめかす。双方とも戦力を消耗し尽くし、よう

やく交渉に応じた。

しかし、休戦条件をめぐって和平会談は難航し、なかなか折り合いがっかな

い。戦闘はさらに十日以上も続く。この和平決議は、休戦期間中、戦闘員、軍

需物資の移動禁止を定めた。イスラエルは引き続いて新規移民の受け入れを認

められるが、兵役適齢者の教練や動員をしてはならない。この条件にアラブ側

は不満で、まず休戦の前提として、移民の全面停止を要求した。

ユダヤ国家は独立を宣言すると、真先に委任統治の遺物一一移民規制令を廃

棄する。サイプラス島の収容所から、欧州の難民収苓所から、移住者が続々と

パレスチナの岸辺に上陸した。アラブ側は無制限の移民に対して、強い懸念を

示す。このままの状態では、休戦がイスラエルの国力増強に寄与するだけでは

ないか一一と。

しかし、イスラエル側の主張に従えば、神の約束の地への移住は本来的、か

つ歴史的権利に基き、ユダヤ国家が独立を宣言したからには、主権にかかわる

問題で、他国の苓壕を許さない。21

この難問をめぐり、和平交渉は暗礁に乗り上げる。ベルナドットは局面打開

のために、安全保障理事会に移民問題の裁定を要求した。しかし、和平決議の

文言は全会一致の賛同を得るため、慎重な言い回しとなっている。明確な定毒

づけは、決議そのものを根底からぶち壊しかねない。そこで安全保障理事会は

争点の解釈権を現地の調停官に委ね、その政治的手腕に期待した。

ベルナドットは敵対陣営の説得に尽力し、ようやく難問を解決に導く。調停

の内零は、次の通り双方の立場を取り入れた。休戦の期間中も、新規移民のイ

スラエル入国は引き続き認められる。ただし、戦闘員と兵役適齢期の男子は国

際連合の監視下の収容所に入り、軍事教練を受けてはならない一一と。アラブ

側も、この調停条件を受け入れた。
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四週間の　6月11日、ようやく休戦が発効する。ひとまず戦火は収

の　休　戦　まったが、その期間は僅か四週間に過ぎない。アラブ諸

国が優勢な火力で猛攻を加えたにもかかわらず、新生イスラエルは火の試練に

耐え抜いた。その急造の国防軍は近隣諸国の正規軍と互角に戦い、武装農民は

開拓地を死守する。ユダヤ国家は瓦解することなく、どうにか生き延びた。

実際、イスラエル国民は建国の意気に燃え、文字通り死に物狂いで戦った。

彼らは欧州の迫害と大虐殺から逃れ、やっとの思いで約束の地にたどり着く。

そこで壁を背に追い詰められながら、家族のために、新国家のために、必死で

挺身する。アラブ側の兵士はシオン主義国家打倒の信念を抱いても、故郷から

遠く離れた戦場で苦戦を強いられ、士気も低下しがちだった。

前年の秋、国際連合の総会はパレスチナ分割決議を採択し、みずから戦争の

原因を創り出した。この平和維持機構が仲裁に乗り出し、敵同士はいったん鉾

を収める。いまや調停官の任務は敵対陣営を説得し、戦闘停止に持ち込むだけ

で終わらない。ベルナドットは四週間の暫定休戦を延長し、流血の地に恒久平

和の樹立をめざす。そのためには不公正なパレスチナ分割決議の内容を吟味し、

その大幅な変更を検討した。

ベルナドットは戦況を考慮に入れ、ガリラヤとネゲヴの交換を提案する。パ

レスチナの北辺では、アラブ領域がレバナン国境から逆三角形をなし、アラブ

解放軍の活動舞台になっていた。この楔は地中海沿岸のユダヤ領域と内陸のガ

リラヤ湖周辺の開拓農園を分断でき、イスラエルに潜在的脅威を及ぼす。北部

戦線の力関係は、全体的にユダヤ側に有利だった。シリア軍は湖畔のキブツ争

奪戦で敗退し、レバナン軍も大した戦果を挙げていない。

一方、南部戦線のネゲヴ砂漠では、戦況はアラブ側に有利に展開している。

エジプト軍は高価な代償を払ったとはいえ、要衝のベェルシェバを手中に収め、

北ネゲヴに点在する開拓地を包囲した。もともと砂漠の全体がユダヤ側に割り

当てられたのは、合理的な分割案とは言い難い。この地方の遊牧民をユダヤ国

家に組み入れたばかりか、西アジアと北アフリカのアラブ世界を結ぶ陸路を完

全に断ち切ったからである。

さらにベルナドットは聖地保護の特別措置を条件に、エルサレムをアラブ側

に編入するよう提案した。すでにダヴィデの都はアラブ軍団の攻撃で陥落し、

アブグッラーの支配下に置かれている。聖都の喪失はイスラエル側に心情的に

受け入れ難くとも、戦局を反映した現実的提案に違いない。調停官は国際連合

から託された権限を最大限に行使し、パレスチナ分割決議そのものの大胆な変

更を試みた。

イスラエル側はベルナドット提案について、アラブ側の誤れる期待感を助長
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し、ユダヤ側の感情を傷つけるもの一一と酷評する。その主張に従えば、国際

連合のパレスチナ分割決議はユダヤ領域を最小限度まで縮小した。それだけに

境界線の変更は必要である。ただし、それはイスラエルの安全を保障するもの

でなければならない。だからアラブの侵略を撃退して確保した土地は、寸土と

いえども譲ることはできない一一と。

調停官の提案は複雑な思惑を引き起こし、もともと緩いアラブ陣営の結束を

乱した。ベルナドットの腹案によれば、ネゲヴ砂漠と地中海岸のガザ地方はア

ラブ領域に編入される。だが、その支配者にはファルークでなく、アブグッラ

ーが想定された。つまり、エジプトは相当な出血の末に獲得した占領地を保持

できず、みすみすトランスヨルダンに横取りされてしまうことになる。22結局

のところ、ベルナドットの調停案は現実的妙案のようでありながら、イスラエ

ルとアラブの双方から賛同を得られなかった。
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了　イスラ二二ノこき三三苦手－＿

休戦中古こ　アラブ諸国もイスラエルも一カ月近い激闘ですっかり戦

戦ブコ土曽弓重　力を消耗した。四週間の休戦は両陣営に一一とりわけ新

生ユダヤ国家にとって、またとない息継ぎの機会となる。この期問にイスラエ

ルは陣容を立て直し、休戦の条件に公然と遵反して戦力の増強に努めた。開戦

前に発注した武器弾薬が続々と到着し、戦闘能力を飛躍的に向上させる。国際

連合の監視は名ばかりで、実際はないも同然だった。23

アブグッラーは最高総司令官の肩書でアラブ諸国の首都を歴訪し、休戦期間

満了後の戦闘再開に慎重論を唱える。イスラエルの抗戦能力は予想以上に高く、

アラブ側に出血を強いた。武力でユダヤ国家を打倒するには、高い代価を覚悟

せねばなるまい。各国とも経済的、軍事的負担に耐えられるだろうか一一と。

トランスヨルダンはベルナドット提案の最大の受益者であり、シオン主義国家

との早期妥協を望んだからである。

ファルークは北ネゲヴとガザ地帯の放棄を受諾できないが、休戦期間の延長

には異論なかった。エジプトの遠征軍は一定の戦果を収めたものの、あまりに

も損害が大きい。だが、競争柏手のハーシム家が和戦の両面で主導権を握るの

は、とうてい容認しがたい。アブグッラーが総司令官の資格でエジプト軍の前

線視察を申し入れると、ファルークは素気なく拒否した。

アラブ連盟はベルナドットの和平構想をめぐり、協議を重ねる。強硬な主戦

論者はシリアとレバナンで、それにサウディ・アラビアが同調した。とりわけ

北部のアラブ領域の全体をイスラエルに引き渡すのには、ベイルートとディマ

シュクが強く反対する。パレスチナ南部の荒野と引き換えに、血で購ったガリ

ラヤの肥沃な土地を手放すことができようか一一と。サウド王家はハーシム王

家のように目先の利害を持たないので、中途半端な妥協を排し、反シオン主義

の立場を貫く。

休戦期間の延長にアラブ側が同意しなかったため、パレスチナの戦火は再燃

する。イスラエルは和戦両様の構えを示すが、その間にも着々と軍備を拡張し

た。開戦前、新国軍は満足な重火器もなかったのに、いまや砲兵、機甲部隊、

航空隊を擁し、火力でアラブ参戦諸国の正規軍を圧倒する。新到来の移民は上

陸地点から訓練所に直行し、休戦条件に連反して軍事教練を受けた。欧米諸国

から第二次世界大戦の歴戦の将兵が加わり、飛行機や戦車を操縦する。武器だ

けでなく兵員でも、イスラエルはアラブ陣営を凌駕した。24
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イスラエル　戦争の第二段階で、アラブ側は守勢に回る。今度は

の　大攻勢　イスラエルが攻撃の時と場所を選ぶ番で、戦局の主

導権を握った。四週間の休戦は、1948年7月　9日の金曜日に期限切れとなる。

その日の夕暮れ、ユダヤ教の安息日が始まった時、まず北部戦線でシオン主義

国家の軍勢はガリラヤ湖北方のシリア軍に攻撃を加えた。この橋頭壁は上ヨル

ダン川の西岸にあり、ユダヤ領域に食い込んでいる。

イスラエル軍はシリア領に浸透して、この刺を背後から抜き取ろうと試みた。

しかし、包囲作戦の意図は察知され、強い反撃に直面する。一部の部隊は敵地

に踏みとどまって戦いを続けたが、ついに退却を余儀なくされた。その後も戦

況は一進一退を繰り返した末に、最後に振り出しに戻る。攻撃側の狙いは挫折

したものの、防御側もすっかり戦力を消耗した。

しかし、イスラエルの軍勢はイエス・キリストゆかりの町ナザレを奪い、ガ

リラヤ地方のアラブ領域を大きく削り取る。レバナン政府が休戦の延長に反対

し、主戦論を唱えたにもかかわらず、その正規軍は戦場の主役になり得なかっ

た。イスラエル国防軍の真の相手は張り子の虎のレバナン軍ではなく、重火器

の牙を持つゲリラ組織のアラブ解放軍に他ならない。まず戦闘は小さな村落で

火蓋を切る。

ここはガリラヤ地方の中心に位置し、主要街道が地中海岸の港アッコーから

ガリラヤ湖畔の町テベリヤへ通ずる。この交通の要衝をイスラエル側は急襲し、

占領したばかりの村を堅固な防衛陣地に変えた。その戦略的重要性を悟ってア

ラブの義勇兵部隊は装甲車まで繰り出し、イラーク軍航空機の支援の下に何度

も奪回を試みた。だが、イスラエル軍は、度重なる猛攻に耐え抜く。

一方、イスラエル軍の別の部隊が、アッコーからナザレをめざす。アラブ解

放軍は背後を脅かされて、急いで攻撃目標を変更せねばならない。ここでもイ

スラエル側はアラブの反撃をくじき、ついに退却に追い込む。7月16日、ナザ

レの町は降伏した。アラブ解放軍は支配地を大幅に縮小し、レバナン国境寄り

に兵を引く。

中部戦線でもイスラエル国防軍は大攻勢に出て、トランスヨルダンの精鋭部

隊・アラブ軍団に手痛い打撃を加えた。その結果、最前線が東へ大きく移動し、

ユダヤ商工業の中心地テラヴィヴは危機を免れる。もはやアラブ側の砲弾は、

ここまで届かない。しかし、勢いに乗ったシオン主義国家の軍勢も、エルサレ

ム封鎖の解除にまたもや失敗した。五度目の正面攻撃にもかかわらず、ラトル

ンの堅塁をどうしても抜けない。

この攻勢でイスラエル国防軍の攻撃の矢は、まずラムレとロッドに向けられ

た。二つの都市はともに旧約聖書時代からの古い歴史を秘め、地中海の沿岸平
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野を南北に貫く鉄道と主要道路が通っている。前者はテラヴィヴの南東二十顎

に、後者はその北隣に位置する。ロッド郊外の飛行場は、欧州諸国と直接に航

路で結ばれた空の要所だった。パレスチナ分割の線引きでは、いずれの町もア

ラブ領域に入っている。

休戦の期限切れと共に、イスラエル軍は従来の歩兵部隊に加えて、新編成の

機甲旅団と機動突撃隊を投入し、三日間の戦闘で二つの町を陥れた。アラブ側

の反撃は、ことごとく撃退される。これで作戦の第一段階は成功裏に終わった。

もはやテラヴィヴはアラブ側の直接攻撃、あるいは長距離砲撃の危険にさらさ

れることはない。

第二段階でイスラエルは要衝ラトルンを攻撃し、エルサレムに向かって強行

突破を試みた。だが、アラブ軍団は兵力をラムレとロッドの救援に分散せず、

むしろラトルンに集中して守りを固める。この戦場でイスラエルの機甲部隊は

守備側の対戦車砲で打ちのめされ、随伴の歩兵は攻撃を続行できずに退却した。

一方、小兵力の特別攻撃隊がエルサレム旧市街の城門に迫ったが、ここでも撃

退される。

南部戦線でも他の戦場と同様に、いや、それ以上の激しさで、イスラエル国

防軍とエジプト遠征軍が激突した。前者がネゲヴ砂漠の開拓農園を孤立状態か

ら救おうとすれば、後者は地中海岸のガザと内陸部の占領地ベェルシェバを結

ぶ連絡路を切断されまいと反撃する。．シオン主義国家の正規軍は積極的攻勢に

出て、ベルナドット調停案一一ネゲヴ砂漠のアラブ帰属一一の実現阻止に懸命

となった。

十日間に及ぶ激戦の末に、イスラエルの軍勢はエジプト遠征軍の支配地を中

央突破し、北ネゲヴ地方に一筋の連絡路を開く。しかし、後者はエルサレム攻

防戦の前例にならい、急いで迂回路を建設して前者の意図を出し抜いた。南部

戦線の戦況は痛み分けに終わり、どちらも決定的に優勢な地歩を固め得なかっ

た。だが、損害の大きいエジプト軍は心理的に劣勢となり、受け身の防御態勢

に転ずる。

国際連合は再び戦火を消し止めるために仲裁に入り、7月18日に第二次休戦が

成立する。旬日の激突は戦争の様相を一変し、イスラエルの軍事的優勢を立証

した。とくに航空戦力は目覚ましく強化され、カナダ、アメリカ、南アフリカ

国籍のユダヤ教徒の復員軍人が義勇兵として戦闘機や爆撃機に搭乗し、第二次

世界大戦の空中戦で鍛えた技量を活用する。開戦時、イスラエルの航空機は連

絡用の単発機だけだったが、いまや四発の垂爆撃機がカーヒラ、ディマシュク、

アマーンなどアラブ諸国の首都に爆弾を投下するに至った。エジプトは報復爆

撃を恐れて、テラヴィヴ空襲の停止に追い込まれる。25
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ベルナドットは新しい軍事局面を勘案しながら、再び和平の樹立を模索する。

迂回路の建設で西エルサレムが命脈を保っているからには、聖都をアラブ側に

引き渡す最初の案を改め、新旧市街を共に国際管理下に置く。イスラエルが奪

取したラムレとロッドはアラブ側に返還されるが、ロッドは空の連絡路の重要

拠点として国際連合の手に委ねられる一一と。ただし、ネゲヴとガリラヤの交

換は、以前の構想と変わらなかった。

ベン＝グリオンは強硬姿勢を示し、ベルナドットの和平提案に強く反対する。

西エルサレムはイスラエルと不可分であり、国際連合にも支配を任せられない。

中郡戦線で獲得した土地は、テラヴィヴの安全保障に不可欠で、アラブへの返

還など論外である。

またイスラエルとしては、ネゲヴを手放すことは絶対にできない。現在のと

ころ、ここは乾いた荒野でも、ゆくゆくは潅漑によって緑の沃野に転じ、新規

移住者の定住に必要な空閑地である。その南部はアカバ湾から紅海へ、さらに

インド洋に通ずる海の玄関口として、ぜひとも確保しなければならない。この

砂漠の帰属をめぐって、ヴァイツマンがトルーマンを説き伏せた経緯があるだ

けに、ベン＝グリオンは高飛車な態度に出た。

イスラエル国内では、反ベルナドット感情が急速に高まる。国際連合の調停

官はアラブ寄りで、英国の手先に他ならない。もともとパレスチナの分割に反

対で、いまや不当な和平案を無理やり押し付ける一一と。外務省の高官は調停

官を介在させず、アラブ側との直接交渉を企む。新聞は政府の意向を代弁して、

ベルナドットの任務を解除せよと主張する。和平の仲裁役はアラブとユダヤの

双方を円卓会議に招き、さらに大国の了承を取り付けるために東奔西走したが、

ついに努力が実ることはなかった。

ベルナ　ドッ　トを1948年9月17日、ベルナドットはエルサレ

ユダヤ偵uカヾ暗莱蔓　ムでユダヤ過激派に襲撃され、同行のフラ

ンス人の職員と共に射殺される。三人の犯人は旧英政庁の国連現地事務所近く

で調停官の一行を待ち受け、乗ってきたジープで道をふさぐと、ベルナドット

の乗用車に銃弾を浴びせ掛けた。目的の達成後、刺客たちは直ちに現場から逃

亡し、一人も逮捕されなかった。

この暗殺事件は国際社会に強い衝撃を与え、イスラエルの立場を窮地に陥れ

る。だが、この機会にベン＝グリオンは過激派の武装集団に対して最終的に解

散令を発し、国防軍に武器を引き渡すよう命じた。粛清の嵐は新国家の全土を

吹き荒れ、過激派レヒの幹部と構成員の約二百人が拘留される。その結果、臨

時政府は国防軍の基盤を固め、文民支配の強化に成功した。26
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エジプ　ト　安全保障理事会の第一次休戦決議は四週間の期限付きだっ

軍の月女ヨヒ　たので、満期と同時に戦闘が再開される。その苦い教訓

から第二次休戦は期限を切らず、双方に「パレスチナにおける将来の情勢の平

和的調停が達成されるまで」鉾を収めるよう求めた。しかし、戦争でも平和で

もない休戦状態が長引けば長引くほど、イスラエルは苦境に立たされる。少な

い人口も、乏しい資源も、すべて戦争のために動員されたので、やがて経済は

破綻するだろう。

さらに第一次休戦の条件一一兵役適齢期の移民の処遇、武器の輸入禁止一一

は引き続き有効で、やがてイスラエルの優勢を覆しかねない。ベン＝グリオン

は短期決戦の決意を固めた。ネゲヴ砂漠の帰属は和平会談でなく戦場で決する

一一と。シオン主義国家の軍勢は着々と戦闘準備を整え、南部戦線に兵力を集

中した。後は攻撃の機会を窺うだけである。

第二次休戦が成立してから、国際連合は人道的配慮から北ネゲヴのユダヤ開

拓地に一定の補給を認めた。それは生活必需品に限り、武器弾薬を除くことは

いうまでもない。しかし、イスラエル側は国連監視員の配置を妨げたばかりか、

休戦に基く交通の自由を主張して、ひそかに軍需品を孤立状態の武装農園に運

びこむ。エジプト軍は敵陣の防備強化に我慢ならず、イスラエルの輸送隊に射

撃を加える。

これこそ待ちに待った事態で、ベン＝グリオンは絶好の口実を得た。イスラ

エル軍は戦闘再開の用意万端を整えていただけに、海陸空の三方から総力を挙

げてエジプト軍に襲いかかる。10月15日から22日までの八日間に、ネゲブ地方

の軍事地図は大きく塗り変えられた。攻撃側は開拓地の包囲網を破ったばかり

か、逆にエジプト軍の一箇旅団を孤立させる。27砂漠の要衝ベエルシェバもイ

スラエル軍の手に落ち、エルサレムは南からの脅威を免れた。

またもや安全保障理事会は交戦国に停戦を命じ、イスラエルに攻撃開始以前

の最前線まで撤兵するよう要求する。だが、ベン＝グリオンは勝者の立場から、

この決議に耳を傾けようとしなかった。それどころか、エジプトを決定的放北

に追い込むため、次の作戦準備を命令する。軍事的勝利こそ、ネゲヴの命運を

決するだろう。十月攻勢の成果は、まだまだ不十分だった。

12月22日、イスラエルはエジプトに対して最大かつ最後の作戦を発動し、目

覚ましい大勝利を収める。もはやシオン主義国家の国防軍は戦場を旧英委任統

治領の内部だけに限定することなく、エジプト固有の領土のシナイ半島に深く

侵攻し、敵軍の背後を衝く。カーヒラはパレスチナ遠征軍を包囲増減の危機か

ら救うために、ついにテラヴィヴに和を乞わねばならなかった．。

まず攻撃の矢はイスラエルの手中に落ちたベェルシェバから放たれ、途中の
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抵抗拠点を無力化しながら敵地を大きく迂回し、エジプト軍の後方基地に迫っ

た。次の攻撃の矢は解放されたばかりの北ネゲヴ砂漠の開拓地から射られ、地

中海岸沿いにテラヴィヴへ向かう交通路の切断を狙う。

作戦の意図は的中した。イスラエル軍の先鋒部隊はシナイ半島の最大の町エ

ル＝アリシュに迫り、包囲網の口を閉じようとした。パレスチナのエジプト遠

征軍は補給も増援も絶たれ、総崩れの危機に直面しかねない。安全保障理事会

は即時停戦とイスラエル軍の撤兵を決議したが、この和平の呼び掛けは勝ち誇

る軍勢の耳に届かなかった。

だが、思いがけぬ方面から横槍が入り、対エジプト作戦は終了する。1949年

の元旦、駐イスラエル米国大使はシオン主義国家を未承認の英国政府に代わり、

ラングンの最後通牒を伝達した。イスラエルがシナイ半島から撤退しなければ、

英国は1936年に締結の条約に基いて、エジプトを救援せねばならない一一と。

ベン＝グリオンは外交上の配慮から、渋々ながらエル＝アリシュ攻略戦の中止

と越境中の全軍の引き揚げを命令した。28

国連章等旋の　ベルナドット調停官の提案したガリラヤとネゲヴの

停戦　会談　交換は、もはや和平論議の対象となり得ない。イス

ラエルはエジプトに止どめを刺す前に、このパレスチナ北辺のアラブ領域を自

力で奪取したからである。イスラエル軍の攻撃で7月にイエスゆかりのナザレ

が陥落した後も、ゲリラ組織のアラブ解放軍はレバナン国境の南側に支配地を

保持していた。10月28日夜、イスラエル国防軍は東と西からアラブ領域に侵攻

し、このゲリラ部隊を包囲の袋に閉じ込めようとする。

北部戦線で戦火が再燃したのは、イスラエルがエジプトに攻撃をかけた一週

間後のことだけに、シリアとレバナンの両国を驚かせた。シリア軍が救援に向

かったところ、待ち伏せの罠に掛かって大損害を出す。アラブ解放軍は包囲か

ら逃れるため重火器を放棄して敗走し、ゲリラ組織として完全に壊滅した。小

兵力のレバナン軍ではイスラエル軍の猛攻を支え切れず、自国の領土内に退却

するしかない。

イスラエル軍はアラブ領域を征服した後、勢いに乗ってレバナンへ越境攻撃

を加え、リタ二川以南の国境線沿い地帯を占領した。将来、これは停戦協定の

取り引き材料となる。イスラエルは北部戦線の戦闘を三日間で片付けたが、シ

リア軍の橋頭璧だけ手つかずのまま残る。

シオン主義国家との力関係が不利になる一方で、アラブ陣営は支配領域の前

途について内部対立を深める。10月1日、アラブ連盟に加盟の親エジプト諸国

の後押しで、フセイこの支持者たちはガザの町に集まり、〈全パレスチナ政府〉

の樹立を宣言した。この動きに対抗して、二カ月後の12月1日、反フセイニ家
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の地方名士は死海近くのエリコで会議を開く。そしてパレスチナのアラブ領域

をトランスヨルダンに併合するよう決議し、さらにアブグッラーを統一国家の

元首に推戴した。

同じ日、トランスヨルダンとイスラエルとの問の二国間の休戦が発効し、事

実上、アブグッラーはシオン主義国家打倒の戦争から手を引く。これでイスラ

エルは後顧の憂いなく兵力を南部戦線に集結でき、12月下旬の大攻勢でエジプ

トに最後の一撃を加える。ファルークの軍勢は孤軍奮闘したが、もう盟邦のど

こにも援軍を頼めない。

ベルナドットの暗殺後、補佐役のラルフ・パンチが調停官代行となる。彼の

斡旋により、エジプトとイスラエルの問の停戦交渉は、1949年1月13日に地中

海のロウダス島で始まり、2月24日、調印に漕ぎつけた。イスラエルは戦況を

反映して北ネゲヴ地方を手中に収め、エジプトは地中海沿岸部に長さ五十弔、

幅六～九男の細長い土地を確保できた。アブグッラーの意に反して、このガザ

地帯はハーシム家の王国の領域に含まれず、エジプトの軍政下に置かれる。

ベン＝グリオンはファルークの軍勢を打ち破っただけで満足せず、次にネゲ

ヴ全域の併合をめざす。その頃、アマーンはテラヴィヴと和平交渉を始めてい

たが、南ネゲヴの領有を主張した。相手がアラブ諸国の中で最もシオン主義国

家に協調的とはいえ、その要求はイスラエルに受け零れられない。ベン＝グリ

オンは交渉対象地の武力による実効支配を意図し、国防軍に三箇旅団の派遣を

命令する。

アブグッラーの軍勢は砂漠のあちこちの哨所に兵員を配置していたが、戦争

の大勢がすでに決しただけに、無益な流血を回避して撤収する。イスラエルの

遠征軍は抵抗らしい抵抗をうけることなく、荒野、岩山、宿れ川を越えて進軍

し、1949年3月10日、ついにアカバ湾に到達した。ここに人工港のエイラトが

建設され、アジアとアフリカに海の門戸を開く。29

第一次中東戦争は、アラブ側の惨敗に終わった。イスラエルは交戦国と個別

に交渉をすすめ、別々に停戦協定を締結する。エジプトに続いて、3月23日に

レバナンが、4月　3日にはトランスヨルダンが、そして最後に7月20日にシリア

が調印した。イラークだけは協定を結ばずに、同じハーシム家の統治下のトラ

ンスヨルダンに後事を託してパレスチナから兵を引く。

レバナンが早期調印を望んだにもかかわらず、停戦会談は予想以上に難航し

た。イスラエルが越境中の部隊を引き揚げる見返りに、レバナン国内からシリ

ア軍の撤退とユダヤ領域内のシリア軍陣地の撤去をからめたからである。しか

し、パンチの政治力は交渉を妥結に導き、ようやく調印の運びとなった。両国

間の国境は従来通りの境界線とし、両側に非武装地帯を設けた。
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トランスヨルダンは停戦協定の調印に際し、パレスチナ分割決議によるアラ

ブ領域（ガリラヤ地方とガザ地帯を除いたヨルダン川の西岸全域）の併合につ

いて、イスラエルから暗黙の了解を得る。ただし、両国間の境界線の調整用地

として、イラーク軍の撤退する地域の一部をイスラエルに譲らねばならなかっ

た。聖都エルサレムの旧市街は引き続いてアブグッラーの支配下に置かれ、新

市街とは無人地帯で隔てられる。

シリアは停戦成立の条件として、イスラエル領内の陣地を維持したかった。

その正規軍がガリラヤ湖畔の戦闘で一敗地に塗れただけに、何とか敵地内に足

掛かりを残して、体面を保ちたかったからである。だが、最後にパンチの調停

を受け入れ、それを含めた国境沿いの土地を非武装地帯とすることで、交渉に

決着をつける。二十年後、そこは新たな紛争の発火点となるだろう。

イスラエルは第一次中東戦争に勝ち抜き、神の約束の地にユダヤ国家の基盤

を固めた。アラブ諸国との個別的停戦協定は、やがて包括的平和条約の締結に

至るだろう一一と、当のイスラエルはもとより、欧米諸国も楽観論を抱く。し

かし、アラブ陣営は内部に矛盾をはらみながら、シオン主義国家を決して認め

ようとしない。

この戦争で多数のパレスチナ住民が離散の民と化し、先祖伝来の地から追い

立てられた。アラブ諸国はパレスチナの大義を実現できぬまま、同胞の窮状を

無視して、イスラエルと講和することができようか。この難民問題は次の戦乱

を呼び起こし、さらに新しい難民を生み出す悪循環に陥る。
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＜第六書仔の註と参考文南犬＞

1パレスチナ坦身の国際法学者へンリ・カッタンは次の理由から、イスラエル独立の

法的根拠に疑義を投げかけている。独立宣言は、「在パレスチナのユダヤの民と世界シオ

ン主義会議を代表する」国民評議会の構成員によって発せられた。しかし、古くからパレ

スチナに在住の正統派ユダヤ教徒は、政治的シオン主義国家の樹立に反対だった。英国の

委任統治時代に不法移民が激増した結果、1948年に正規のパレスチナ市民権を保持する者

は、ユダヤ人口の三分の一を占めるに過ぎない。在パレスチナのユダヤ教徒の大半は聖地

に流入したドイツ、ポウランド、ルーメイニア、チェカスロウヴァーキアの国民で、市民

権はもとより政治的権利を持たず、まして独立を宣言する権限も権威もない。さらに世界

シオン主義会議のごとき外国の団体は、パレスチナに国家を創建する法的能力も資格も有

しない。したがってイスラエル独立の当事者は、国際法の下でパレスチナに関して何の支

配力もなく、その宣言自体が無効である一一と。〔‡enry Cattan，Palestine andInter－

national Law：The Legal Aspects of the ArabqIsraeli Conflict（London：Longman，

1973年）、87～87頁〕

1988年4月20日付の英字紙『エルサレム・ポスト』は、建国四十周年の記念付録にイス

ラエル独立宣言の英訳を掲載した。ところが、その文面は1948年5月16日付の『パレスチ

ナ・ポスト』（同紙の前身）に掲載された記事の表現とはかなり異なっている。ベン＝グリ

オンが朗読した独立宣言の中の「パレスチナ」の代わりに「エレツ・イスラエル」を用い、

「アラブ国家」や「二つの国家」の語句が消えている。〔平山健太郎「改変されたイスラ

エル建国宣言」『中東研究』1988年12月号、19貢、23頁〕

イスラエルの建国を報じた『パレスチナ・ポスト』の紙面はプラスチック製の盆に印刷

され、イスラエル国内や占領下の西岸で観光土産として売られている。ベン＝グリオンが

読み上げた独立宣言の主要箇所は、記事の中で次の通り引用されている。

1947年11月29日、国際連合はパレスチナにユダヤ国家とアラブ国家の樹立を決定し、

この国土の住民に二つの国家の建国に必要なあらゆる措置を取るよう求めた。

国際連合総会のパレスチナ分割決議によって、ユダヤ国家のイスラエルは建国されたが、

アラブ国家はついに誕生しなかった。だが、『エルサレム・ポスト』の英訳を読む限り、

国際連合はユダヤ国家の建国だけを認めたかのように誤解される。また、パレスチナとは

旧英委任統治領を指すが、エレツ・イスラエルはダヴィデとソロモン時代の版図を意味し、

現代の近隣アラブ諸国に食い込む。

2　イスラエルは米国から法的承認を得るには、1949年1月の第一回総選挙まで得たね

ばならなかった。独立後間もなくユダヤ国家は一億ドルの経済援助を米国に要請したが、

国務官僚は法的承認を与えるまで借款の供与を保留した。〔Steven L．Spiegel，The Other

Arab－Israeli Conflict‥　ⅡakingAmerica s宜iddle East Policy，fron Truman to Eegan

（Chicago：The University of Chicago Press，1985年）、38頁、40頁〕

－196－



3　米国務省が分割に代わって信託統治を提案したのは、一つにはソ連の介入の排除を

狙ったからである。ソ連は信託統治理事会に所属していないので、この案が実現するなら

ば、パレスチナ問題の討議から締め出される。さらに信託統治はユダヤ国家の樹立を阻止
し、その結果、米国とアラブとの仲違い、ひいては中東の戦乱を回避できるだろう一一一一と。

このような筋書を、国務省の官僚は作成した。〔Steven L．Spiegel，前掲書、35貢〕

4　もしもユダヤ機構が米国務省の圧力に屈して、イスラエル独立宣言の発表を延期す

る事態に至れば、イルグーンは独力でも独自の政府樹立の決意を固めた。〔Samuel Katz，
I）ays of Fire：The Secret Story of theⅡaking ofIsrael（JeruSalem：SteimatZky’S

Agency，1968年）、225貢〕

5　イスラエル承認の噂が国際連合の議場に伝わった際、米国代表団は何も知らされず

にいたので、この情報を一笑に付す。ところが、通信社の速報が届いたので、キューバ代

表は「ポウランドやソ連政府の方がウオシングタンの出来事を良く知っている」と述べて、

米国代表団を嘲った。この島国の代表は米国の二枚舌外交に憤慨のあまり、国際連合から

脱退すると息巻き、米国代表団に腕尽くで取り押さえられ、昇壇できなかった。この一騒

動の後、米国代表は壇上でトルーマン大統領の決定を読み上げる。それはホワイトハウス

から正式に届いた文書ではなく、事務総長が紙屑寵に捨てた通信社の電信印刷機の巻取り

紙の切れ端だった。米国代表団が大統領に対する抗議の意志表示として集団辞職するので

はないかと、マーシャル国務長官は真剣に憂え、一時は慰留工作のために国務省の高宮を

国際連合の議場に急派しようかと本気で考慮するほどだった。〔XichaelJ．Cohen，E吐－
estine and the Great Powers，1945－1948 （Princeton：Princeton University Press，

1982年）、386～387貢〕

6　第二次世界大戦中の1941～1942年、独伊軍の戦車部隊がリビアからエジプトに向かっ

て進撃すると、一般国民だけでなく職業軍人の問にも親独反英感情が高まった。前陸軍幕

僚長の退役将官がドイツ側に逃亡を試みたとの容疑で、軍法会議にかけられる。のちに大

統領となるアンワル・エッ＝サダートは若手の将校で、ひそかにドイツ軍と連絡を取ろう

と企てたが、失敗に終わった。エジプト政府はファルーク国王の賛同を得て、枢軸側との

衝突を避けるため軍隊を国境地帯から撤収する（当時、カーヒラはまだベルリーンとロー

マに宣戦を布告せず、エジプトは法的には中立国だった）。英国はスエズ運河防衛のため

に大童だっただけに、この事態を看過できず、ファルールク国王に最後通牒を突き付けて、

反英的首相の更迭と親英派の首魂任命を迫った。〔RaphaelIsrael，Xan of Defiance‥A

Political Biography ofAmwar Sadat（London：Yeidenfeld and NichoIson，1985年）、

16～17頁〕

なお、エジプトが正式に連合国側に立ってドイツと日本に宣戦布告するのは、大戦も終

わり近い1945年2月のことで、それも国際連合への参加資格を得るためだった。

71921年、ヨルダン川の東岸の砂漠に、アブグッラーの権威の下にトランスヨルダン

首長国が成立する。しかし、各地の部族は首都アマーンの威令に必ずしも従わず、しばし

ば叛乱を起こした。そのため英国が財政援助を与え、治安部隊を創設する。当時のパレス

チナ高等弁務官の強い主張により、英国人の将校が指揮を執ることになった。当初、その

将兵は七百五十人にすぎなかったが、第二次世界大戦の末期には八千の兵力を擁するまで

に拡大する。第二代司令官のジョン・バゲット・グラブはパシャの称号を与えられ、砂漠
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の部隊を国内の治安維持から連合国側の補給線の後衛に、さらには国外に派兵されるほど

の戦闘能力を持つ精強軍団に仕立て上げた。東はテアラーン、西はカーヒラまでの広い地

域で、アラブ軍団は橋、港、鉄道、軍需物資集積所、石油輸送管の警備を任務とし、イラ

ークとシリアでは親独派を相手に戦う。〔Y．T．Toni and SuleimanⅡousa，Jordan：Land

and People（Amman：Hinistry of Culture andInformation，The Government ofJordan，

1973年）、37貢、44頁、46頁〕

8　アブグッラーはシリアとレバノンをトランスヨルダンの支配下に置く前段階として、

パレスチナの分割に乗じて国連決議の定めたアラブ領域の併呑をもくろむ。そして、ゆく

ゆくは同じハーシム家のイラークを含めた国家連合を形成して、肥沃な三日月地帯の統一

を夢想した。〔George Lenczowski，The Xiddle Eastin World Affairs，Fourth edition

（Ithaca：Cornell University Press，1982年）、475貢〕

9　アブグッラー提案の骨子は、次の通りである。イスラエルが独立の宣言を延期する

問、パレスチナは統一状態に置かれ、ユダヤ側は自治権を行使できる。一年後、旧英委任

統治領はトランスヨルダンと連合し、「ユダヤ・アラブ王国」となる。そこでは国会議員

と閣僚の半数は、ユダヤ側に割り当てられる一一と。マイアスンはアブグッラーの提案を

にべもなく拒否し、代わりに平和条約の締結を提案した後、トランスヨルダンによるアラ

ブ領域の併合を認めた。〔址ichaelJ．Cohen，前掲書、334頁〕

10サウード家の当主はシオン主義に対する敵意とハーシム家への対抗意識から、（パレ

スチナで）ユダヤ側が勝利を収め、アブグッラーがトランスヨルダンの領土を拡大するぐ

らいなら、むしろ英委任統治の継続を望む一一と主張した。〔DavidⅡ01den and Richard

Johns，The‡ouse of Saud（London：Pan Books，1983年）、143貢〕

111930年に締結された英・イラーク条約は1957年まで有効で、長期にわたって両国間

の関係を規定する。この条約はイラーク政界に分裂をもたらし、常に紛争の根源となった。

1947年、バグダードは期限満了まで十年の歳月を残しながら、ラングンと改訂交渉を始め

る。その意図は条約の片務性を除去することにより、国内の反対勢力の批判をかわすこと

だった。やがて交渉は進展し、英軍の撤退、英空軍基地の管轄権などの懸案事項で合意に

達した。政府は使節団を英国に派遣し、1948年1月、ポーツマスで正式に調印する。とこ

ろが、野党陣営は条約交渉に際して事前の相談にあずからなかったので、改訂論議を国民

の前に公開するよう要求した。知識層や一般大衆は単なる改訂でなく、不平等条約そのも

のの破棄を要求し、広範な反対運動を起こす。これには当時のパレスチナ情勢が深くから

み、国民の反英感情を募らせた。外相がラングンでイラークと英国の関係について発言し

た際、パレスチナに言及しなかったため、大学生は抗議行動に乗り出す。条約反対運動は

反政府暴動に発展し、警察と群衆の衝突で多数の死者を出す。事態収拾のため幼い国王に

代わって摂政が調印されたばかりの改訂条約を否認したので、首相は辞任に追い込まれた。

〔Phebe Xarr，The Xodern‡istory ofIraq（Boulder：Yestview Press，1985年）、101～

106貢〕

12　当時の写真によると、アラブ側のゲリラ戦士は弾帯を肩から脇腹にかけて棒状に懸

けている。これから明らかなように、その主力兵器は旧式の単発銃だった。ただし、ファ

ウジ・アル＝カワクジの率いるゲリラ組織は数門の野砲を保有し、アラブ諸国の正規軍が

軍事介入する前の武力衝突で、ユダヤ農園を砲撃した。
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その一隊はエルサレム近くに現れ、旧市街のユダヤ居住区に標準を定めたところで、英

委任統治当局の強い圧力のために兵を引く。高等弁務官や軍司令官が英空軍機を出動させ、

砲座に爆撃を加えると警告したからである。〔ⅡichaelJ．Cohen，前掲書、338貢〕

建国当時、イスラエル軍は九箇旅団を擁したが、その武器は不揃いで、実質的には砲兵

も機甲部隊もなく、最大の火力は口径三インチの迫撃砲に過ぎなかった。〔Chaim Eerzog，

The Arab－Israeli Yars：腎ar and Peacein theⅡiddle East from the War ofInde－

pendence to Lebanon（London：Arms and ArnOur Press，1984年）、48貢〕

13　西欧諸国は米国とソ連にならって新生ユダヤ国家を承認しても、国際連合の武器禁

輸決議を尊重して、イスラエルに兵器の売却を控える。ただ東欧のチェカスロウヴァーキ

ア（1948年の政変でソ連の衛星国となる）だけが、公然と政府間協定に基いて武器を供給し

た。また同国はイスラエルの操縦士、落下傘部隊に訓練場を提供した。〔Edward Luttwak

and DanIorowitz，TheIsraeli Army（London：Allen Lane，1975年）、65頁〕

14　エジプト軍はテラヴィヴに進撃する途中、ガザ北方の開拓地ヤド・モルデハイを攻

撃した。この農業共同生活体は、1943年、シオン主義左派のポウランド出身者の入植に始

まり、大戦後は大虐殺から生き残った不法移民を迎え入れた。その名はワルシャワ・ゲッ

トウの蜂起で死んだ二十二歳の同志にちなむ。百数十人の住民から婦人と子供を除けば、

戦闘要員は十四歳の少年を含めても約八十人に過ぎず、その武器は数十挺の小銃と三千発

の弾丸、二軽の機関銃、四百個の手摺弾、口径二インチの迫撃砲二門と五十発の砲弾、そ

れに火炎瓶だけだった。激しい砲撃と爆撃の後、エジプト軍の歩兵は戦車と装甲車の支援

の下で農園に突入を図り、そのたびに撃退されて大損害をこうむる。守備側も大半が死傷

したが、六日間にわたってエジプト軍の一箇旅団（その指揮官の一人モハメド・ネギブは

やがて軍事革命で首相、そして大統領になる）の前進を食い止めた。最後に開拓農民は入

植地を放棄したが、この戦闘は軍事的にも政治的にも大きな成果をもたらす。エジプト軍

はテラヴィヴに到達できず、ユダヤ国家は崩壊しなかったからである。〔AmOS Elon，！垣
Israelis：Founders and Sons（EarnOndsworth：Penguin Books，1984年）、193～194頁〕

〔Hargaret Larkin，The Six Days of YadⅡordechai（Yad Hordechai Huseum，1986年）〕

イスラエルの建国から四十年の歳月が過ぎた1988年5月、筆者はヤド・モルデハイ農場

を訪れ、古戦場にたたずんだ。丘の上の聖壕には銃が据えられ、眼下の野原に散開するエ

ジプト兵の人形に照準を定めている。農場の一隅には英国製の戦闘機と装甲車の残骸が展

示され、往時の激戦をしのばせる。別の丘の上にはコンクリート製の貯水塔が弾痕をとど

めて倒壊したまま保存され、その近くにワルシャワ蜂起の英雄モルデハイ・アナルヴィッ

ツの巨大な像が建っている。

15　この空襲は爆弾の不発や機銃の故障のため、実際には大した戦果を挙げなかった。

だが、イスラエルが航空戦力を保有しているとは予期されなかっただけに、エジプト遠征

軍に絶大な心理的効果を及ぼす。この時の操縦士の一人エゼル・ヴァイツマンはシオン主

義運動の長老、そして初代大統領の甥で、のちに航空隊総司令官、さらにベギン政権の国

防相となった。〔Chaim Eerzog，前掲書、72～73貢〕

その後、ヴァイツマンはシャミル政権の無任所相を経て、大統領に就任した。

16　攻城戦の始まる前、エルサレム旧市街のユダヤ居住区には、三百人のハーガナ一、

イルグーン兵士と千五百人の民間人がいた。降伏時、戦闘配置に付ける兵士は三十六人に
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まで減少し、残った弾薬は三百発しかなかった。龍城に耐え抜いた民間人の千百九十人は

長い列をつくり、律法の巻物を捧げ持っラビ（ユダヤ教の律法学者）に従ってシオンの丘

の斜面を下る。アラブ人の群衆は無人の居住区になだれこんで、略奪と焼き打ちを働い

た。その結果、五十八のユダヤ教会堂が破壊された。〔ChaimIerzog，前掲書、62頁〕

降伏後、住民は身の回りの品を包みにまとめ、退去口のシオン門に急ぐ。旧市街の狭い

街路は避難民の群れでごったがえし、赤ん坊が押し潰されないために頭上に高く持ち上げ

ねばならぬほどだった。道すがらアラブ人の群衆は同胞虐殺の流言飛語にいきりたち、聖

都から追い立てられるユダヤ難民を脅かす。警備のトランスヨルダン兵は退去中のユダヤ

住民の保護どころか、彼らの手から包みを奪い取った。〔Leah Abramowitz，“The Other

Refugees”，TheJeruSalem Post，International edition，1987年10月17日付〕

この文章は、次の本の書評である。〔Puah Shteiner，ForeverlyJerusale皿（Jerusa－

1em：Feldheim Publishers）〕

17　ベン＝グリオンは高級幕僚の反対を押し切り、ラトルンの警察砦に対する正面攻撃

を主張した。五回にわたる反復攻撃にもかかわらず、イスラエル側はこの要衝を奪取でき

ず、七百人以上の戦死者を出す。その数は第三次中東戦争（1967年の六日戦争）の犠牲者

に匹敵した。〔Edward Luttwak and DanⅡorowitz，前掲書、64貢〕

1988年5月、筆者はラトルンを訪れ、四十年前の決戦に想いを馳せた。5月の半ば、こ

こでは既に真夏の暑さで、熱風がそよぐと、緩やかな傾斜地の麦畑は黄金色の波のように

揺れ動く。この地は古い修道院の所在地として知られ、一筋の街道が丘の裾を巡って、エ

ルサレムに通じている。この牧歌的な田園が血脛い戦場だったとは、現在の静かなたたず

まいから信じられない。警察砦の廃屋は丘の上にあり、コンクリート造りの堅固な建物は、

ところどころに砲弾の直撃で大穴をあけられ、外壁に無数の弾痕をとどめている。その屋

上に高く、ダヴィデの星のイスラエル国旗が翻る。砦から眺めると、蝿の中に数台の戦車

が放置されている。アラブ軍団はここに立て寵り、イスラエル軍の装甲部隊と歩兵の突撃

を撃退した。その時以来、戦車は激戦を後世に伝える証拠として、摺座した場所から動く

ことはない。

イスラエル軍が甚大な損害にもかかわらず警察砦に反復攻撃を加えたのは、アラブ軍団

によって遮断された街道の交通を確保するためだった。当時、この幹線道路は西エルサレ

ムの生命線だったが、現在は行き交う車の数が大幅に減ってしまった。高速道路が激戦地

の丘の向こうに建設され、地中海岸の大都会テラヴィヴと内陸の聖都エルサレムを結ぶよ

うになったからである。

現在、警察砦の庭は野外の戦争博物館になっており、さまざまな種類のソ連製戦車を展

示している。過去の中東諸戦争でアラブ側から捕獲した戦利品で、イスラエルの勝利を誇

示する。庭の一角、コンクリート製の高い台座の上に、一台の旧式戦車が載っている。ラ

トルン攻防戦の記念塔である。そこに野鳩が巣を作り、戦いの空しさを訴えるかのように、

しきりに鳴いていた。〔大石悠二「麦秋の古戦場　ラトルンの激戦から四十年」『ヴァン

ガード』1988年9月号〕

18　第二次世界大戦中、連合国側は中国に軍事援助を送るために、日本海軍の沿岸封鎖

を出し抜き、パーマから補給用の道路を建設する。この迂回路は遠いアジアの先例にちな

んで〈パーマ公路〉と呼ばれ、第一次休戦の直前に完成した。この休戦は現状維持を目的と
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し、成立後は物資の輸送ができない（包囲下の西エルサレム住民に向けて、国際連合の監

視下、生活必需品の輸送が認められたが、中身はラトルンでアラブ軍団に点検された）。

しかし、イスラエルは突貫工事で建設されたばかりの間道経由で、民間用の補給物資だ

けでなく、軍需品や増援部隊を送り込んだ。〔ChaimⅡerzog，前掲書、67～68貢、74貢〕

19　激戦地のデゲニアはガリラヤ湖からヨルダン川が流れ出す辺りに位置し、最初のキ

ブツが建設された場所である。後のイスラエル国防軍幕僚長、国防相のダーヤーンは、こ

の地に生まれ、この地で戦う。開拓農園はシリア軍の戦車の攻撃で防衛線を突破されかかっ

たが、土壇場で危機を打開する。増援部隊が湖畔の戦場に大砲を運びこみ、砲撃でシリア

軍の兵士を驚かせて、ついに退却に追い込んだからである。lHoshe Dayan，Story ofly

昼食（London：Sphere Books，1978年）、19貢、91～96貢〕

20　ソ連はベルナドットの出身国の中立主義を評価し、その政府と同じ路線の堅持を新

任の調停官に期待した。米英両国は彼個人の反共姿勢に好感を持ち、ソ連に対する抑止的

役割を当て込む。イスラエルは別の理由から、新任の調停官に幻想を抱く。第二次世界大

戦の末期、彼がナチ・ドイツと交渉してユダヤ教徒の捕虜釈放に尽力したので、シオン主

義国家に同情を寄せてくれるだろう－－と。〔Saadia Touval，The Peace Brokers：恥d仁
ators in the Arab－Israeli Conflict， 1948－1979（Princeton：Princeton University

Press，1982年）、26貢〕

1945年4月、ドイツ第三帝国の敗北が目前に迫った時、ベルナドットは訪独し、秘密警

察長官のハインリヒ・ヒムラルに会う。スウィードンと同じスカンディネイヴィア国家の

デンマークとノーウェイは、大戦中、ドイツに占領されていた。彼が両国出身の捕虜（ユ

ダヤ教徒も含む）の釈放を交渉すると、ヒムラルは西部戦線で米英軍に降伏、東部戦線で

ソ連と戦争継続の単独和平案を切り出した。〔Alan Bullock，Eitler：A Studyin Tyrany

（Iarmonds甘Orth：Penguin Books，1984年）、790～791貢〕

この経歴からも、ベルナドットは調停官として戦時交渉能力を期待された。

21ヤハウェの信徒のパレスチナ移住は、シオン主義の立場から、単なる移民にとどま

らず、神の約束の地への〈帰還〉に他ならない。1950年、イスラエル国会（クネセト）は

満場一致で「帰還法」を可決し、第一条で現在の国籍を問わず、「すべてのユダヤ教徒は

イスラエルへ移住する権利を有する」と宣言した。

22　国際連合のパレスチナ分割決議は、英委任統治領に独立のアラブ、ユダヤ国家の樹

立を想定し、さらに両国で経済連合を形成するよう定めた。ベルナドットは和平達成の基

礎として、次の通り国連決議の変更を提案する。すなわち、広義のパレスチナ（トランス

ヨルダンが分離する前の状態）にアラブ・ユダヤ連邦を樹立し、共通の経済利益の推進、

公共諸事業（電報、郵便など）の運営、外交と国防の調整を委ねる。だが、二つの構成単

位は、それぞれの分野で完全な支配権を行使できる一一と。換言すれば、アラブ領域はア

ブグッラーの王国に併合されてから、ユダヤ国家と連邦を形成する。さらに移民問題に関

しては、当初の二年間は双方の専管事項とし、その後は両者の合意による。意見の相違が

ある場合、問題は信託統治理事会に提出され、その決定は拘束力を持つ。このベルナドッ

ト構想をめぐり、アラブ連盟の大勢はトランスヨルダンだけに有利との理由から、イスラ

エルは移民問題に関する国家主権の観点から、それぞれ反対を唱えた。〔Saadia Touval，

前掲書、31～32貢〕
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23　第一次休戦の成立した時、イスラエル側の武器と弾薬の不足は深刻化しただけでな

く、一部の兵士は軍服もなければ軍靴もなく、パジャマ姿に裸足の有り様だった。6月15

日、最初の船がイスラエルの港に到着し、貴重な軍需物資をもたらす。その積み荷の内訳

は、口径七十五ミ掃元の大砲が十門、六十五口径砲が十九門、フランス製の旧式戦車が十台、

高射砲が四門、砲弾が四万五千発だった。その後も、大砲、機関銃、自動小銃の武器のほ

か、ジープ、トラック、ハーフトラック（装甲兵員輸送車で、後輪部分が無限軌道）の車

輪、爆撃照準器、爆薬の原料、対戦車ロケット砲を製作する工作機械など、あらゆる軍用

物資と資材が続々と運びこまれる。当時のイスラエルの港には重量物陸揚げ用の起重機が

なかったので、それも大至急で調達された。〔Larry Collins andI）ominique Lapierre，

OJerusalem！ （London：Crafton Books，1986年）、545～546貢〕

24　アラブ側は総人口ではイスラエルを圧倒したが、戦場に投入できる将兵は二万一千

五百人に過ぎなかった。これに比べると、イスラエルの動員兵力は四万から六万人の間と

推定された。〔Peter Xansfield，The Arabs（‡armondsworth：Penguin Books，1979年）、

280貢〕

ベン＝グリオンの日記によると、開戦日の　5月15日、自警団のハーガナーだけでも二万

九千六百七十七人の兵員を擁した。第一次休戟の成立した　7月19日には、イスラエル国防

軍の兵力は六万を超えた。〔Edward Luttwak and Dan‡orowitz，前掲書、34貢、42頁〕

25　イスラエルは米空軍払い下げのボーイングB－17爆撃機を闇市場で入手し、チェカ

スロウヴァーキア経由で回送する。これは〈空飛ぶ要塞〉　とも呼ばれ、第二次世界大戦中

にドイツの郡市爆撃に猛威を振るった。この大型飛行機は爆弾をシオン主義国家まで運ぶ

はずだったが、直前に予定を変更してカーヒラまで遠回りし、二トン半の積み荷を投棄し

た。実際の被害は軽微だったが、エジプトに心理的動揺を引き起こす。〔Edward Luttwak

and DanIIorowitz，前掲書、66～67亘〕

26　イスラエルの建国後、イルグーンの指導者ベギンはベン＝グリオンの臨時政府と国

防軍の権威を認めた。しかし、この過激派武装集団は国防軍の中核となったハーガナーと

は英委任統治時代に対立関係にあり、新国家の正規軍に吸収されても簡単に融和できない。

第一次休戦の最中、旧米海軍の上陸用舟艇がフランスからパレスチナの浜辺に到着する。

この船は米国の親イルグーン団体が寄付し、フランス政府贈与の武器弾薬を満載していた。

臨時政府は積み荷の引き渡しを要求し、ハーガナーと武力対決も辞さない。国防軍はベン

＝グリオンの命令で輸送船を砲撃し、数千のテラヴィヴ住民の面前で大破・炎上させた。

この危機の最中、臨時政府は国防軍以外の武装勢力を禁止し、全戦闘員に新国家へ忠誠を

誓うよう命じた。しかし、エルサレムはアラブ軍団の攻撃で孤立状態に陥っていたので、

イルグーンなどの武闘集団は解散せずに組織を維持する。ベルナドットの暗殺後、臨時政

府はイルグーンに最後通牒を突き付け、組織の解体、武器の没収、全員の国防軍編入を要

求した。ベギンはベン＝グリオンの強硬姿勢に屈し、内戦を回避する。〔Samuel Eatz，

前掲書、232～238貢、272～280貢〕〔Eric Silver，Begin‥　A Biography（London‥　Yeiden－

feld＆NicoIson，1984年）、97～109貢〕

27　イスラエル軍はファルルージャでエジプト軍の部隊を包囲し、武器を置くよう勧告

した。やがてエジプト大統領、そしてアラブ民族主義の旗手となるジャマル・アブダルナ

ースイル中佐は敵の軍使と応対し、降伏の要求をきっぱりと断った。〔Robert Stephens，
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Nasser：A Political Biography（‡arnondsworth：Penguin Books，1973年）、81頁〕

28　当時、カーヒラが1936年に締結の英国・エジプト条約の改訂を要求してラングンと

対立を深めていただけに、条約そのものは破棄されたも同然だった。しかしながら、条約

の文言に従えば、エジプトが攻撃された場合、英国は救援の義務を負う。英空軍がシナイ

半島の上空にスピットファイヤ戦闘機を送ると、哨戒中のイスラエル機がその四機を撃墜

する。（将来のイスラエル航空隊総司令官、国防相、そして大統領のヴァイツマンは、こ

の空中戦に参加した。）さらに英空軍は対空砲火で一機を失ったばかりか、行方不明の僚

機を捜索中の飛行機まで射ち落とされた。この武力衝突をめぐる英国の反応が激烈だった

ので、イスラエルは停戦に応ずる他なかった。〔ChaimⅡerzog，前掲書、101～104貢〕

29　前年の1948年12月1日からトランスヨルダンはイスラエルと事実上の休戦状態に入

り、さらに正式の停戦交渉を継続中だったので、この海岸に駐屯中のアラブ軍団の小部隊

は戦わずに哨所を引き払う。その撤退の二時間後、イスラエル軍の部隊が到着し、シオン

主義国家の支配確立を示すために、ダヴィデの星の国旗を掲げた。〔Chaim Herzog，前掲

書、104貢〕

海岸線の長さは約十男で、付近にソロモン時代の鉱山の遺跡があり、旧約聖書の時代、

シーバの女王はエルサレム訪問の際、ここに上陸したと伝えられる。現代のエイラトは常

夏の保養地で、同時に石油の輸入港として重要な役割を果たしている。その高層ホテルや

巨大な石油貯蔵槽は、．ヨルダン側のアカバから望見できる。

この人工港に通ずるティラーン海峡は、その封鎖をめぐって、二度もアラブ。イスラエ

ル戦争の原因となった。

－203－



第七部

アラブ民族主義の盛衰



調　申粟政治抱囲⑳変貌

二十世素己の　第一次中東戦争の敗北でアラブ諸国は苦い屈辱感を

十字軍国家　味い、国民の問に強い反欧米感情が高まった。当時

の国際社会は国際連合の権威を楯にパレスチナの分割を強要し、現地住民の希

望を、そして近隣諸国の同胞の声を無視した。かつて英仏の西欧帝国主義列強

は密約でオスマン・トルコ帝国の領土を解体し、シリアの南部地方の聖地にシ

オン主義者の大量移住を認めた。今度は新興の超大国一一米国とソ連が別々の

思惑からユダヤ国家の独立に賛同し、アラブの軍事攻勢を挫くために物心両面

の支援を惜しまない一一と。

シオン主義運動がユダヤ国家再興の念願を達成した時期は、第二次世界大戦

中にヒトラルとドイツ国家社会主義の犯した虐殺の大罪が明るみに出た直後の

ことだった。欧州のキリスト教社会は積極的にイスラエルの建国を支持するこ

とにより、千年にわたる反セム主義の歴史の免罪符を買おうとする。この時代

風潮の中で、ユダヤ国家に批判めいた言動をとれば、たちまちナチズムの支持

者と同一視されかねない。

欧州諸国の少数派信仰集団は昔から差別の対象となってきたが、ここで従来

の圧迫者側からにわかに同情を集める。各国の復員兵士の問には青春期を兵営

と戦場で過ごした結果、戦後の生活に適応できぬ者も少なくなかった。ある者

は純粋な同情心から、別の者は冒険の機会を求めて、さまざまな動機から義勇

兵や傭兵としてシオン主義の陣営に馳せ参じる。政府や武器商人は中東の一角

に恰好の市場を見付け、平和の到来で不要になった大量の中古兵器を売り込ん

だ。新生イスラエルは欧米諸国から物心両面の援助を得て、独立戦争に勝利を

収めた。

アラブの立場から見れば、イスラエルは現代の十字軍国家になぞえられよう。

十一世紀の末、欧州からの侵略者はエルサレムを占領し、アラブの地の一隅に

神権国家を樹立した。二十世紀のそれは西欧の植民地主義から派生し、聖地に

帝国主義の飛び地を築く。十九世紀以降、西アジア、北アフリカは欧州のクリ

スチャン列強に徐々に蚕食され、その強大な軍事力の前に従属を強いられた。

この不利な力関係の下で、欧州のキリスト教社会は積年の反セム主義の過ちを

償うために、そして第二次世界大戦中にナチ・ドイツによるユダヤ教徒の大量

虐殺の阻止に有効な手段を取らなかった心理的負い目の埋め合わせのためにも、

中東のイスラーム社会に一方的な犠牲を強要している一一と。
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再興ユダヤ国家のイスラエルは、人口の大半が欧州からの移住者、その子孫

ゼ構成された。周囲とは異質の人種、言語、文化から成る国が、突如として中

東の地に出現する。彼らアシュキナジムの価値観、生活様式はロシア、ドイツ、

オーストリアの旧帝国の領土内で培われ、パレスチナ在住の正統派ユダヤ教徒

セファーディムとも、アラブ人とも全く異なる。このシオン主義国家は欧米諸

国の強引な後押しで実現しただけに、その存在自体が排外感情の源泉となり、

やがてアラブ民族主義をかきたてる。

アラブ支配　反シオン主義陣営の敗北は戦場だけでなく銃後でも

体籍Uの動揺　明白で、アラブ世界の弱点を如実に露呈した。王室

同士の妬みと反目は、共通の敵に対して連合戦線を樹立できない。この非常時

にも支配層は私腹を肥やすのに汲々とし、相変わらず政争に明け暮れる。各国

の政府と軍部は戦争指導の能力に欠け、最前線の将兵に必要な補給も満足にで

きなかった。1イスラエルが欧米流の効率的な組織と綿密な計画性を備えていた

のに比較すれば、アラブ諸国は出たとこ勝負に終始するばかりで、戦術と戦略

の両面で圧倒される。シオン主義の勝利一一イスラエルの建国は、アラブ参戦

国の支配体制を内外から揺さぶる。

第二次世界大戦中にシリアはレバノンと共にフランスから名目的な独立を獲

得し、戦後ようやく仏軍の全面撤退を実現した。両国ともアラブ世界で最初の

共和制を採用する。国民は外国め支配から解放されたが、パレスチナ分割の国

連決議で、つい三十年前の歴史的記憶を新たにした。あの時、英仏両国の秘密

取り引きで、不可分の国土の南部地方が切り離され、ユダヤ移民の民族的故地

としてに留保された。そこがシオン主義国家に転換するのを、どうして無視で

きようか。

シリアは開戦前からレバノンと共にゲリラを送りこんで、アラブ領域の確保

をねらった。英委任統治の終了から三日後、正規軍がガリラヤ地方に進撃し、

建国後間もないイスラエルの打倒をめざす。ところが、その軍事介入はユダヤ

開拓農民の強い抵抗に直面し、大きな期待に反して不首尾に終わった。国民は

思いがけぬ散北の恥辱に怒り狂い、停戦協定の調印前に反政府運動の嵐を巻き

起こす。1949年4月、軍部は暴動の鎮圧に出動すると、そのまま実力で政権を

奪取した。それ以来、この国では軍事政変が続発し、ディマシュクの政府は目

まぐるしく交替する。2

レバノンはアラブ世界で例外的に高い人口比率のキリスト教徒を抱え、複雑

な宗教構成を政治体制に反映して、クリスチャンとイスラーム教徒が権力を分

かち合う。前者の中には後者に対抗するため、シオン主義に好意的な勢力も存

荏した。だが、寄り合い世帯の政府はアラブ世界の一員としての立場から、近
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隣諸国と協調して反イスラエル戦争に参加を決めた。小兵力の正規軍は国境を

越えてアラブ領域に兵を進め、ゲリラ部隊のアラブ解放軍と共にパレスチナの

北辺を確保する。

ところが、レバノンはイスラエルの反撃で敗北を喫したばかりか、逆に固有

の領土に攻め込まれ、国境地帯を広い範囲にわたって占領される。ベイルート

の政府は停戦交渉の結果、どうにか失地を回復したものの、国民感情に敗戦の

しこりが残った。この小国ではシリアのように軍事政変こそ起きなかったが、

国内に不穏な動きが目立っ。これを抑圧するため政府は強圧的手段に訴えねば

ならず、もともと国家的統一性に欠ける社会に亀裂をもたらす。

トランスヨルダンはパレスチナ分割の受益国で、停戦協定の成立後、イスラ

エルの暗黙の了解の下にヨルダン川の西岸に領土を拡大する。1948年12月1日、

アブグッラーは占領下のアラブ領域を併合し、やがて国名を〈ハーシム家ヨル

ダン王国〉　と改称した。遊牧民の国家はもはやヨルダン川の向こう側（トラン

ス）の辺境の地でなく、こちら側（シス）の肥沃な地まで支配下に収める。3

その結果、砂漠の君主国は新たに対岸の郡市と農村から多数の人口を（それに

戦争難民も）抱えこんだ。新しい臣民は相対的に高い民度を誇るだけに、遊牧

諸部族の王に忠誠を誓う者ばかりとは限らない。

しかもアブグッラーが早々に仇敵と平和条約の締結を意図すると、国を挙げ

て一一とりわけ新しい国民から一一強い反対に直面する。彼は長年の念願を成

就すると、今度は地中海に出口を求めた。イスラエルとの秘密交渉で、講和の

見返りに港町のハイプァに通ずる回廊の割譲を要求する。反対勢力は極秘の交

渉内容を暴露し、国王の裏切りを糾弾した。1951年7月20日、ヨルダン国王は

パレスチナ人の暗殺者に襲われ、エルサレム旧市街のアル＝アクサ礼拝堂で非

業の死を遂げる。

イラークはイスラエルとの停戦協定に調印せず、トランスヨルダンに後事を

託してパレスチナから撤兵した。その派遣軍は中部戦線で戦い、一時はシオン

主義国家に重大な脅威をもたらす。先鋒部隊がナタニヤ付近で地中海の海岸に

迫り、イスラエルの国土を二つに分断しかかったからである。ところが、イラ

ーク軍が支配した地域から約四百平方男の土地は、停戦交渉の結果、軍事境界

線の調整用地としてイスラエルに引き渡される。将兵は遠い戦地で苦戦しただ

けに、帰国後に停戦協定の内容を知って大いに不満だった。

この国では民衆の反英感情がパレスチナ問題をめぐって増幅され、すでに開

戦の半年前に対英条約改訂の機会に爆発していた。その結果、同じハーシム家

の王室は事態収拾のために新条約の批准を否認し、交渉の責任者の首相と外相

の罷免に追いこまれる。さらに派兵は国家財政の窮迫を促し、帰還兵士の怠洒
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と相侯って、またもや政治危機が再発しそうな気配だった。だが、実力者のヌ

ーリー・エッ＝サイードが首相に復帰すると、強硬手段で反対勢力を押さえ込

む。この強権政治家は親英路線を推進するが、将来、みずから血の代償を支払

わねばならない。4

エジプトは停戦協定でガザ地帯を確保し、どうにかに面目を保ったものの、

戦後の政情は極めて不安定だった。この軍事的敗北の恥辱に加えて、英駐留軍

の存在は絶えず民族感情をかきたてる。保守支配層の政府は左右両翼から突き

上げられ、1936年に締結のエジプト・英国条約を一方的に破棄した。この条約

はカーヒラに名目的な独立を与えたものの、実際にはラングンへの従属関係を

強化していた。反英闘争はスエズ運河地帯ではゲリラ戦に、大都市では暴動に

発展した。

第二次世界大戦中、青年将校の一部は軍の内部に秘密結社の　〈自由将校団〉

を結成し、祖国の完全独立めざして時期の到来を窺う。その指導者のジャマー

ル・アブダルナースイル（以下、ナースイルと表記）中佐はパレスチナで第一

線の指揮官として、また負傷して野戦病院に入院の体験から、エジプト支配層

の腐敗を実感し、王制転覆を決意した。1952年6月、決起部隊は首都の要所を

占領し、無血軍事政変に成功する。5　ファルーク国王は退位し、イクリに去っ

た。軍事革命の成功後、自由将校団は政治の表舞台に出ずに、パレスチナ遠征

軍の司令官の一人で、国民的信望の高いモハメド・ネギブを担ぐ。

建　国　後　の　シオン主義国家は独立戦争の試練に耐え抜き、つい

イスラエル　に勝利の日を迎えた。国際連合の分割決議は英委任

統治領パレスチナの面積の57㌫をユダヤ国家に割り当てたが、イスラエルは軍

事征服で領土を拡張した結果、その80㌫を支配下に収める。もはや英国もアラ

ブ諸国も、ユダヤ教徒のパレスチナ移住を阻止できない。ベン＝グリオンの臨

時政府は独立を宣言すると、何よりもまず英委任統治時代の遺物の移民制限枠

を撤廃した。欧州から神の約束の地をめざして、ユダヤ難民の群れが奔流のよ

うに殺到する。

真先にナチ・ドイツの虐殺から免れた強制収容所の生き残りが七万人。次に

ソ連の勢力圏に組み入れられた東欧諸国から三十万人。とくに後者はユダヤ教

徒の伝統的職業の仲買人や小商人が中心で、新しい社会経済体制になじめなかっ

た。これら人民民主主義の国々はなお反セム主義の気風を遺し、国内の異端分

子を排除するためにも、ある時期までユダヤ系国民のイスラエル移住に積極的

に手を貸す。

ところが、シオン主義者の期待に大きく反して、西欧諸国と米国からイスラ

エルに移住する者はごく少なかった。西欧のユダヤ教徒はそれぞれの社会に同
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化し、現在の安穏な生活を捨てて過酷な風土の戦乱の地へ行こうとしない。米

国のヤハウェの信徒もユダヤ国家再興運動に同情を惜しまず、多額の献金に応

じても、世界最高の豊かな生活を放棄してまで、万事不便な新国家に移住しよ

うとは思わなかった。

その一方で予期せぬ移民の津波が、イスラエルに押し寄せる。シオン主義国

家の出現は、アラブ社会に荏住のユダヤ教徒に大災厄をもたらした。彼らは西

アジア、北アフリカの各地で、干数百閏年も少数派の信仰集団としてイスラー

ム教徒の支配者から保護され、欧州の同信者のように迫害されることは少なく、

アラブ人のクリスチャンと同様に多数派のイスラーム教徒と共存していた。

しかし、シオン主義の宣伝機関がアラブ世界のユダヤ教徒に神の約束の地に

移住を呼び掛けると、古くからの隣人は疑惑に駆られる。イスラエルの勝利は

アラブの心を深く傷つけ、イラーク、イエマン、リビア、マロコウなどの各地

で、反ユダヤ暴動の連鎖反応を引き起こす。1948年から1951年にかけて、ヤハ

ウェの信徒が約三十万人もアラブ諸国からイスラエルに移住した。6

第一次中東戦争は、聖地の人口分布に大変動をもたらす。国際連合のパレス

チナ分割決議によると、ユダヤ国家の総人口は約百万人で、アラブ人が半数の

五十万人を占めていた。決議の採択後の武力衝突から停戦協定の成立までの問

に、多数のアラブ住民が戦火から逃れ、あるいはユダヤ過激派武装集団の襲撃

を恐れて、先祖伝来の居住地から立ち退く。やがて平和がよみがえれば、じき

に住み慣れた場所に戻ると信じて一一。

しかし、その一方で戦後も約十六万のアラブ人がイスラエルの領域に残留し、

ユダヤ国家の少数派国民となる運命を敢えて選んだ。イスラエルの独立宣言が

宗教、人種を問わぬ社会的、政治的平等を宣言したにもかかわらず、実際にア

ラブ系イスラエル人は潜在的敵性分子、あるいは二級市民として数々の差別待

遇を忍ばねばない。7

アラブ難民の　停戦協定の締結後、イスラエルは早い時期に交

帰還　を　f巨否　戦国と戦争状態を終結し、アラブ世界から承認

を得ようとする。だが、アラブ諸国はユダヤ国家の存在を認めず、平和条約の

締結に応じなかった。講和の最大の障害となったのは、パレスチナ難民の帰還

問題である。ベン＝グリオンはたとえ一時的でもイスラエルの領域外に逃れた

難民の帰還を拒否し、軍事征服の成果を断じて手放そうとしなかった。難民が

舞い戻らないように、イスラエル国防軍の工兵隊はアラブ村落で無人の家屋を

爆破する。

ユダヤ国家が近隣諸国と平和的共存を願うなら、双方の満足できる国境線を

確定せねばならない。イスラエルは停戦協定による軍事境界線を、アラブ側は
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パレスチナ分割決議による境界線を国境とするよう、それぞれの立場から主張

した。換言すれば、前者は戦争で獲得した占領地を領土に編入することにより、

実質的にアラブ難民の帰還を拒否し、後者はかって否認したパレスチナの分割

を事実上追記することにより、イスラエル軍の撤退と難民の帰郷の実現を意図

する。

もともとベン＝グリオンはシオン主義国家の版図を国際連合総会のパレスチ

ナ分割決議の枠内に限定せず、対アラブ戦争による領土拡大を想定していた。

米国が独立宣言で領土の限界を明示せずに、やがて広大な新大陸の辺境まで主

権下に組み入れたのと同様に、イスラエルの独立宣言も、新国家の支配領域を

限定しない。ベン＝グリオンの見解は明快だった。ユダヤ国家の純粋性を保持

し、しかも新規移民の吸収を考慮すれば、軍事的征服地を絶対に放棄できず、

ましてアラブ難民の引き取りなど論外である一一と。

パレスチナの戦火がまだ燃え続けた1948年12月11日、国際連合の総会はベル

ナドットの遺志を受け継いで、アラブ難民の帰還（希望せぬ者には補償金の支

払い）を決議したが、イスラエルに無視される。翌年5月11日、シオン主義国

家は欧米の大国などから　〈平和愛好国〉　と認定され、この世界平和維持機構に

加盟を認められた。その際、イスラエル代表はパレスチナ分割、アラブ難民の

帰還に関する諸決議の履行を表明したが、単なる口約束に終わった。8

戦後、イスラエルとアラブ交戦諸国は正式の国境を画定しなかったので、や

がて暫定的な軍事境界線がそのまま固定化する。これは停戦時の最前線で、住

民の生活圏を分断した。その結果、さまざまな不都合が生ずる。たとえば、農

家は耕地から、放牧地は家畜の水飲み場から、切り離された。アラブ農民が野

良に出ようとして、遊牧民が羊の群れを追っているうちに、境界線の侵犯者と

してイスラエル側から銃弾を浴びる。

この不合理な暫定境界線をはさんで、古くからの住民と新しい支配者の問に

紛争が続発した。難民はもとの居住地に戻ることができないまま、イスラエル

の官憲に土地や家屋を没収される。やがて抵抗運動が家と財産を失った者の問

に組織され、境界線沿いに衝突事件を引き起こす。アラブ側の襲撃はユダヤ側

の過剰報復を招き、早期講和の可能性はすっかり遠のいてしまった。イスラエ

ルは近隣諸国の敵意に囲まれ、中東の国際社会で孤立を続ける。

イ　ス　フ　エ　ル1949年1月、イスラエルは最初の総選挙を

西t則陣営をこ参カロ　実施し、ベン＝グリオンの率いるマパイ覚

（労働党）が第一党となった。この覚は労働総同盟を母体とし、第二インタナ

ショナルの系列に連なる。建国の功労者は国民の信託を得て引き続いて最高指

導者の地位にとどまり、中東地域で最初の社会主義政党主導の政権を樹立する。
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だが、その政策は混合経済体制を採用し、外国企業の投資を積極的に促した。

イスラエルは米ソ超大国の積極的支持で誕生したが、間もなく冷戦の激化で

外交路線の選択を迫られる。初代外相のモウシャ・シャレット（旧名シャート

ク、ユダヤ機構の前駐米代表）は中立外交路線を採用し、東西両陣営のどちら

にも興しなかった。左派の中には思想信条から、もしくは、かつて見捨てたロ

シアの大地への郷愁から、ソ連との友好推進を望む論者も少なくない。9

だが、イスラエルが経済建設の困難な事業を進めるには、建国の際と同様に

米国の支持を是非とも必要とした。その強力なユダヤ圧力団体が政治面で影響

力を行使し、財政面で支援してくれなければ、中東のシオン主義国家はアラブ

諸国の敵意に囲まれながら生き延びられまい。イスラエルの多党制、自由選挙、

議会制民主主義、言論の自由は、米国の価値観に合致したが、ソ連のそれとは

相容れない。

やがてクレムリンの態度は急変し、公然と反シオン主義の宣伝を強化する。

ソ連がパレスチナの分割を支持したのは、中東における英国の覇権に楔を打ち

込む権謀術数からだった。もともとソ連支配下のコミンテルン（第三インタナ

ショナル）は第二インタナショナルと対立関係にあり、シオン主義に反対を唱

えていた。それがユダヤ労働者を資本主義打倒の闘争から逸脱させている一一

との理由からである。間もなくソ連と東欧諸国はユダヤ教徒に出国の扉を閉ざ

し、事実上、イスラエルへの移住を禁止した。10

マパイ党政権は急速に西側陣営に傾き、アラブ側から帝国主義の橋頭壁と非

難される。エジプトやイラークが外国の軍事基地をめぐって反西側感情を高め

ている時期、ベン＝グリオンは暫定国境の安全保障を条件として、米国に基地

提供を申し入れた。米国務省はソ連の脅威を説いていたが、アラブ世界の反響

を恐れてせっかくの申し出を断る。米国がイスラエルと軍事同盟を締結すれば、

中東地域の武力紛争に自動的に巻き込まれかねないからである。
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三；・アラブ吾妻≡蓑二宣

軍事境界線1950年5月25日、米英仏の西側諸国は三国宣言を発

の」恒亘　久　イヒ　し、アラブ諸国とイスラエルへの武器供与に制限を

課した。この措置は仇敵同士の軍備拡大競争を抑え、中東地域の緊張緩和をめ

ざす。同時に三国は軍事境界線の侵犯に対して共同行動を取るよう約束し、イ

スラエルの軍事征服の成果を追記した。つまり、西側陣営は停戦時の境界を事

実上の国境と見徹し、仮に中東の戦火が再燃した場合、シオン主義国家の支援

を保証する。

時代は朝鮮戦争の前夜だった。一カ月後、米ソ両超大国の対立は、遠い東ア

ジアの半島で火を噴く。それより前、西側陣営は西アジアでソ連の浸透を恐れ、

中東情勢の鎮静化を意図した。そのために最も手っ取り早い方法は、ユダヤ国

家の勝利を既成事実として承認し、アラブ対イスラエルの力関係の現状維持を

図ることである。そのうちに親西側のアラブ権力者は態度を軟化させ、シオン

主義者と妥協するだろう一一と。

ところが、この目論見は三国の希望的観測に過ぎず、中東地域の実情からほ

ずれていた。敗戦の屈辱感は民衆の心理に復讐心を植え付け、イスラエル支持

の西側諸国に対する反感と相侯って、アラブ民族主義をかきたてる。王室も政

治家も自己の身の安全を思えば、反シオン主義の世論を無視できない。第一次

世界大戦後、東アラブが西欧列強に従属を余儀なくされた現代史の文脈から、

この三国宣言は切り離して考えられなかった。

シオン主義国家の脅威に対抗するには、何よりもアラブ陣営の団結が必要で

ある。これはパレスチナ戦争の敗北から得た苦い教訓で、だれも異論を唱える

ことができない。アラブ世界は共通の言語、文化を持ち、イスラーム教徒が人

口の大多数を占める。その国境線は十九世紀以降、西欧帝国主義列強の手で引

かれた人工境界に他ならない。かってのウマイヤ、アッパース王朝が築いたイ

スラーム大帝国のように、現代のアラブ世界が統一を果たせば、ユダヤ国家の

下風に立っことはない一一と。

しかし、西欧帝国主義の遺産とはいえ、それぞれの国家が成立してから数十

年の歳月を経ており、各国の権力者の利害と野望は錯綜している。いかにアラ

ブ統合の必要性が説かれても、国家の統治権や長い間に培われた特権を簡単に

放棄することはない。各国の支配者は相変わらず反冒し合い、結束してイスラ

エルに対抗できなかった。だが、アラブ民族主義、汎アラブ主義の理想は、や
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がてナイル河畔出身の一人の人物に具現される。彼は西側陣営の大国を相手に

一歩も譲らず、シオン主義国家と真正面から対決する。

ナースイ　ル1952年7月、エジプト陸軍の自由将校団が軍事政変

の権ブコ奪取　に成功した際、立役者のナースイル中佐は国内的に

も国際的にも無名の軍人に過ぎなかった。当面の首班に青年将校が担ぎ出した

ネギプ中将は五十代半ばの円熟期に達し、その温厚な性格から国民の信望を集

める。この将軍はパレスチナ遠征軍の指揮官として、イスラエルにも欧米諸国

にも名前をよく知られていた。二年後、革命の真の指導者は上官を仮の権力の

座から追い落とし、みずから政治、軍事、外交の実権を握る。

革命当時、自由将校団は政界の浄化や軍部の粛正を主張するだけで、明確な

政治・経済理論も具体的な社会改革案もなかった。しかし、外国軍隊の駐留に

よる半独立状態、敗戦の責任を回避する軍部、派閥抗争に明け暮れる政界、腐

敗した王室と陰謀渦巻く宮廷、極端な賓富の格差、富裕な不在地主と室しい小

作農民一一など祖国の実情に憤り、若手軍人は素朴な正義感から体制打倒に立

ち上がる。

しばらくの問、政治に未経験の軍人は旧勢力の協力を必要とし、国王の友人

で前首相のアリー・マヒールに文民政権を担当させた。しかし、この保守政治

家は在任一カ月ほどで解任される。革命派が試みた最初の改革の農地解放に反

対したからである。その後はネギブが首相に就任して政令を発し、土地所有の

限度を二百フェッダン（約八十ヘクタール）と定めた。

革命から半年を経た1953年1月、全政党の解散令が布告されて、代議制を否

定する。国民の声は〈解放大集会〉　の場で政治に反映されることになった。こ

の大衆動員組織の事務局長に、ナースイルは就任する。同じ年の6月、王制が

正式に廃止されると共に、ネギブ首相は共和国大統領を兼任した。この時、ナ

ースイルは副首相兼内相として入閣し、先輩の陰で着々と足場を固める。

ほどなく政治路線をめぐって、二人の違いは表面化した。ネギブは権力保持

のため旧勢力と妥協を図り、議会民主制に復帰を考慮する。さらに彼個人の支

持基盤を拡大するため、右翼のイスラーム教徒同胞団を取り込もうとした。軍

事革命がみすみす骨抜きされるのを、ナースイルと革新将校は断じて苓認でき

ない。．激しい権力闘争の末に、1954年11月、ネギブは失脚した。11

アラブ世界の中枢部に起きた軍事革命に対し、当初、欧米諸国は好感を寄せ

る。西側陣営はソ連の影響波及を阻止するのに懸命で、この観点からナースイ

ルを評価した。エジプトの軍事政権の性格は民族主義的で、腐放した旧勢力ば

かりでなく、左右両翼にも厳しい。とりわけ共産党員は厳しく弾圧され、処刑

や投獄の憂き目に遭っている。その手段が西欧型民主主義の価値基準に反して
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も、自由将校団の基本方針が反共である限り、欧米諸国にとって大した問題で

なかった。

イスラエルも別の観点から、エジプトの軍事政権に期待感を抱く。第一次中

東戦争の終結から数年を経たのに、国王と既成政治家は大衆の熱狂的排外主義、

盲目的強硬論を恐れて、イスラエルと平和条約の締結を切り出すどころではな

い。しかし、軍事政権なら彼我の実力を認識して、外交面で現実的路線を採用

するだろう一一と。実際、両国は非公式の接触を始めた。

不死身の　ナースイルは民族主義者として何よりも外国軍隊の撤退

英　雄　古こ　を急務と考え、英国と条約改訂交渉を再開する。ラング

ンはカーヒラに譲歩した。ソ連の浸透に対抗するため、これ以上、エジプトの

反英感情を悪化させてはならない。それに1936年に締結の条約（1951年、ウオ

フト覚政権が一方的に破棄）は、間もなく二十年の有効期限が満了する。英国

政府と軍部は一部の国会議員の強い反対論を押し切り、エジプトから撤兵に踏

み切った。

1954年10月、ネギブが大統領の地位から追われる少し前、ナースイルは軍事

政権を代表して英・エジプト協定に調印する。これで旧条約は公式に撤廃され

た。英駐屯軍は協定に従って、スエズ運河地帯の基地から二十カ月以内に撤退

する。1882年、英国が内乱に乗じて占領して以来、実に七十数年ぶりにエジプ

トは英軍の存在から解放されることになった。

まだ無名の青年将校の時代から、ナースイルは折りに触れて持論を繰り返す。

外国軍隊が駐留する限り、その国の主権はないも同然だ一一と。これでエジプ

トは名実ともに独立国家の体裁を整え、国民の民族的誇りを満足させる。ナー

スイルの名はアラブ民族主義の旗手としてエジプト一国にとどまらず、イラー

クやヨルダンなど他のアラブ諸国でもよく知られるに至った。これらの国々で

は、王家と側近の権力者は英国と深く結び付き、その軍事基地の存在を容認し

て、国民の不満を買っていたからである。

英軍の撤退はアラブ民族主義の勝利と称賛される一方で、エジプト国内でイ

スラーム教徒同胞団と共産党の双方から批判された。この協定はエジプトを西

側の対ソ防衛陣に引き留め、旧条約の焼き直しに過ぎない一一と。実際、新条

約ではアラブ連盟の加盟国やトルコが攻撃された場合、英軍はスエズ運河地帯

の軍事基地を〈再活性化〉できる。それに備えて正規軍の将兵に代わり、英民

間人の保安要員が基地の管理に当たるよう取り決められた。

1954年10月26日、エジプトの軍事政権は英軍の撤退を祝い、大衆を新協定の

支持に動員するため、ナイル河口の港湾郡市・アル＝イスカンデリーヤ（英語

名・アリグザーンドリア）で大集会を開催する。この時、イスラーム教徒の過
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激派はナースィルの暗殺を試みたが、間一髪のところで失敗に終わった。この

軍事革命の立役者は生命を狙われながら豪胆かづ沈着に振る舞い、恐慌状態に

陥った大群衆に深い感銘を与える。それ以来、ナースイルは不死身の英雄視さ

れ、11月14日、ネギブを追放して最高指導者の地位に昇った。12

軍事向盟　その後のナースイルの行動範囲はエジプトだけに限定さ

らこ　反　対　れず、広くアラブ世界に、そして第三世界にまで及ぶ。

彼はネギブとの権力闘争に忙しい時代から、早くも視界を国境の外側に拡大し

ていた。ナースイル独白の世界観は、小冊子『革命の哲学』にまとめられた。

その歴史的・地理的条件から、エジプトはアラブ圏、アフリカ圏、イスラーム

圏の重なる場所に位置している。これらの地域でエジプトは最大の人口を擁し、

イスラーム神学研究の中心地であり、文化の中枢であるだけに、本来的にアラ

ブ世界の盟主の役割を果す一一と。

この見解は革命の輸出を理論づけるものとして、英仏両国から警戒された。

もはや大英帝国の夢を追う時代ではなくなったが、ラングンはアフリカの植民

地、東アラブの親英諸国に築き上げた利権を掌中から失いたくない。パリもア

フリカに植民地を保有しており、地中海の南岸でアラブ人の抵抗運動に直面す

る。1954年11月1日、アルジアリアの民族解放戦線は独立をめざして、フラン

スに対して武装闘争に踏み切った。

1955年2月、ナースイルはユーゴウスラーヴィア大統領のプロウザヴィッチ・

ティートウと会談し、さらにインド首相のジャワーハラール・ネイルーと親交

を結んで、国際的視野をひろげる。エジプトの軍人政治家は二人の老練な先輩

から多くの知恵を学んだ。それぞれはソ連のスクリイン主義、英国の植民地主

義と闘った経験から、東西両陣営の対立に巻き込まれる愚かしさを説き、ナー

スイルに深い影響を与える。

1955年4月、ナースィルはインドウニーシアのバーンドゥングで開催された

アジア・アフリカ会議に出席して、世界情勢の認識を一段と深めた。この会議

には第二次世界大戦後に西欧の植民地支配から脱した二十四カ国が参加し、反

帝国主義、反軍事同盟の決議を採択する。この機会をとらえて、エジプトはパ

レスチナ情勢について出席国の理解を得、新興国の問にイスラエル非難の国際

世論を形成するのに成功した。

いまやナースイルは第三世界の有力な指導者の一人として、非同盟・中立主

義を積極的に推進する。ラングンとカーヒラが英軍の撤退協定に調印した時期

を頂点として、両国間の関係は急速に疎遠となった。英国は中東地域に対ソ防

衛陣を構築するには、ナースイル以外の人物を籠絡する必要に迫られる。それ

に打ってつけの親英政治家がいた。イラークの実力者サイードである。
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第二次世界大戦後、反ヒトラルの共同戦線はナチ・ドイツ打倒の目標を達成

すると、東西両陣営に分裂した。西側諸国はソ連を封じ込めるために、北大西

洋条約機構（NATO）と東南アジア条約機構（SEATO）の軍事同盟を結

成する。このように対ソ包囲網は東と西に形成されたが、まだ南が空いていた。

アラブ民族主義がイスラエルの建国とパレスチナ戦争の敗北で強く刺激された

にもかかわらず、英国は中東地域を相変わらず勢力圏と見徹し、ここに軍事同

盟の設立を意図する。

折りLも、トルコ（1952年にNATOへ加盟）は北方からの脅威に備えて、

1954年4月、パーキスターンと協定を締結し、新しい軍事条約機構の礎石を置

いた。翌1955年2月、今度はイラークがトルコと防衛条約を締結する。これを

基盤として、3月には英国が、半年後の9月にはパーキスターンが、続いてイラ

ンが加わった。米国は正式に加盟せず、オブザーヴァの資格で参加する。この

軍事同盟はイラークの首都にちなんで、バグダード条約機構と命名され、西側

陣営の積極的支援を受けて、冷戦構造の上に成立した。

西アジアにおける反共軍事同盟の形成に、徹頭徹尾、ナースイルは強硬な反

対を唱えた。汎アラブ主義の立場から、これを他国の問題と黙視する訳には行

かない。ましてイラークが近隣のアラブ国家に加盟を勧誘するとあっては、な

おさらである。アラブ諸国が欧米主導の軍事同盟に加入し、対立する陣営の一

方に加担して、どうして帝国主義の呪縛から脱することができようか。エジプ

トはカーヒラで開催のアラブ連盟の会議の席で、さらにバグダードに特使を派

遣して翻意を促したが、サイードは聴き入れなかった。

バグダード条約体制の発足を阻止できなかったものの、ナースイルの努力は

無駄でなかった。イラークが同じハーシム王家のヨルダンに加盟を求めると、

国内の批判勢力は猛反対に立ち上がる。若い国王のフセインは政情不安を乗り

切るため、この軍事条約に参加を断念したばかりか、アラブ軍団の英国人総司

令官グラブ・パシャを解任した。いっまでもヨルダンが英国の従属国に甘んじ

ていないと、内外に印象づけようとしたからである。13

イスラエル　その間にアラブ対イスラエルの関係は、薄日が差し

と対立激イヒ　た短い期間を除いて、再び険悪化の一途をたどる。

敗戦の屈辱感は歳月の経過で風化せず、むしろ新たに増幅された。軍事境界線

で頻発する小競り合いに、ユダヤ国家は常に無差別報復の強硬手段で対抗し、

アラブ側に甚大な損害を加えたからである。ベン＝グリオンは確信した。優勢

な武力の誇示と行使によってのみ仇敵に実力闘争を断念させ、そして平和条約

の交渉の場に引き出せる一一と。しかし、イスラエルの過剰報復はしばしば国

際的非難を招き、時にはナチ・ドイツの残虐行為になぞらえられた。13
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1954年1月、建国の功労者ベン＝グリオンは首相兼国防相を辞任し、ネゲヴ

砂漠のキブツに隠退した。後継首相には外相のシャレットが選任され、前任者

とは異なって報復作戦を控え、柔軟な外交方針を推進する。停戦協定の調印か

らすでに五年近い歳月が流れて、ナースイルも関係改善に積極的な意欲を抱く。

双方は秘密交渉を開始し、歩み寄り可能な妥協点をさぐった。

もちろん、アラブ側は国内世論に対する配慮から、急に掌を翻してイスラエ

ルの承認に踏み切る訳には行かない。だが、ユダヤ国家に事実上の承認を与え

てから、国際連合の斡旋で講和条約の交渉に入ることも可能だった。歴史に仮

定は無意味であるが、双方の合意で軍事境界線が手直しされて正式の国境とし

て確定し、アラブ難民が故郷に戻ることになったら、中東和平は実現したに違

いない。

しかし、イスラエルの政治家と軍部の確執は、和平成立の可能性を根底から

覆す。ナースィルが英国政府を相手に交渉を進めていた頃、イスラエルの諜報

機関は英軍の撤退を阻止するため、エジプト国内で破壊工作を実行した。現地

のユダヤ社会から協力者が雇われ、米国の文化施設に放火する。その目的はエ

ジプト軍事政権の不安定ぶりを内外に印象づげ、カーヒラとラングンの交渉を

中断に追い込むことだった。

イスラエルの軍部はエジプトの脅威を過大に評価し、その軍事力に足棚をは

めようと試みる。英軍が今後もスエズ地帯の基地に駐屯し続ければ、その存在

は緩衝的役割を果たすだけでなく、想定されるエジプトの攻撃を抑止するだろ

う一一と。そのためには手段を選ばず、建国の恩人ともいうべき超大国の在外

広報機関を標的にする。

エジプトの治安当局はスパイ網を摘発し、イスラエルの仕組んだ陰謀の全貌

を暴露した。公開裁判の結果、主犯は死刑を宣告される。欧米諸国で助命運動

が起き、シャレット白身も減刑を訴えたので、ナースイルも一時は特赦を考慮

した。しかし、彼の命を狙ったイスラーム教徒同胞団のテロリストが、少し前

に処刑されたばかりである。この嘆願運動は実を結ばず、イスラエル国内で反

エジプト感情を煽りたてた。

シャレット首相の和平努力は、この事件で失敗に終わる。国防相のピンハス・

ラヴォンが引責辞職し、イスラエルの政界は大揺れに揺れた。この政治危機を

収拾するため、1955年2月、ベン＝グリオンが農耕生活から政界に復帰し、空

席の国防相に就任した。15

イスラエル建国の父の老政治家は古巣に戻ると、直ちに強硬政策を復活して、

ガザ地帯のエジプト軍基地の攻撃を命令する。国防軍の士気を高揚し、アラブ

諸国を威圧するために一一。
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ソ連製武器　第一次中東戦争の手痛い散北にもかかわらず、エジ

を大量購入　プトは停戦協定でパレスチナ南西部の地中海に面し

たガザ地帯を確保して軍政下に置く。この細長い半砂漠の地域は、もともとの

住民に加えて多数の難民の流入で、人口密集地と化した。ユダヤ国家の支配は

ここまで及ばなかったものの、新旧両住民は苦難の日々を過ごす。難民は仮住

まいの収容所で、帰還の日を無為に待ちわびる。

難民の若者はまともな働き場所もないまま、今日の生活に絶望し、明日への

希望を武器に託す。エジプト軍から小火器を供与され、軍事教練を受けた。彼

らはフイダイーン（フイダイの複数形、アラビア語で「自己犠牲の戦士」を意

味する）と呼ばれ、復讐の機会を窺って、軍事境界線の向こうの故郷に潜入す

る。ベン＝グリオンは過剰報復の方針を復活し、ゲリラの掃討よりも背後の黒

幕を一挙にたたく。

1955年2月28日、イスラエル軍はガザ市近くのエジプト軍駐屯地を急襲し、

死者二十八人の大損害を加える。攻撃側も無傷ではなく、八人の戦死者を出し

た。この大規模な正規軍同士の衝突は、停戦協定の成立後、初めてのことだっ

た。いまやイスラエル軍の報復作戦はアラブ村落や難民収容所に向けられるの

ではなく、エジプト軍の基地や哨所そのものを狙う。

ガザ事件の勃発以来、ナースィルは軍備充実の緊急性を痛感する。エジプト

軍はパレスチナ遠征で虎の子の重装備を失い、武器弾薬を大量に消耗した。弾

薬の備蓄はほとんどなくなり、数時間の戦闘で撃ち尽くすだろう。作戦行動に

耐える航空機は、僅か六機に減ってしまった。イスラエルの脅威に対抗するた

めに、軍需物資の補充と兵器の近代化を急がねばならない。

エジプトはまず西側から武器の調達を図ったが、米英両国は1950年の三国宣

言を口実に体よく断った。ナースィルは改めて思い知らされる。イスラエルは

西側の秘蔵っ子であり、中東地域における戦略拠点に他ならない。エジプトが

反ソ十字軍のバグダード条約機構に反対したばかりに、ここで見事に仕返しさ

れた一一と。

そこでナースイルは武器の供給源を東側に求めて、アジア・アフリカ会議に

出席した折りに、中華人民共和国国務院総理の周恩来にクレムリンへの橋渡し

を依頼する。ソ連は冷戦体制下の国際政治の権謀術数から、反共軍事政権の武

器購入の申し入れに応じた。1955年9月、エジプトは西側の過敏な反応を顧慮

した上で、ソ連との直接取り引きを避け、チェカスロウヴァーキアと協定を締

結した。やがてナイル特産の綿と交換に、大量のソ連製兵器がイスカンデリー

ヤ港で陸揚げされる。16
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一角虫艮口発　イスラエルはエジプトの急速な軍備強化を脅威と受け止

の　危　機　めて、フランスから大量の武器を購入した。カーヒラと

プラハが武器協定を締結する前から、イスラエル国防省高官のシモン・ペレス

（後に首相）はフランス国防省と内務省（アルジアリア問題を所管）と折衝を

重ねて、ジェット機や戦車を買い付ける。フランス外務省は三国宣言の武器禁

輸の手前、この商談に乗り気でなかった。しかし、武器売却は軍需産業に大き

な利益をもたらし、同時にアラブ民族主義を牽制するのに役立つ。

一方、シャレットの努力は、期待に反して実を結ばなかった。両国の関係改

善の試金石として、1954年9月、イスラエル貨物船がスエズ運河の通過を試み、

エジプト海軍に捕獲される。軍事革命以前から歴代のエジプト政府はダヴィデ

の星の国旗を掲げた船はもとより、第三国の船舶でもイスラエルの港に立ち寄

る限り、スエズ運河の通行を拒否した。

その頃、ナースイルが英軍の撤兵交渉を進め、西側陣営と友好関係を維持し

ていたので、シャレットは相手の柔軟な出方を待ち、スエズ運河の無害航行に

賭ける。しかし、エジプトの態度は相変わらず固く、イスラエルの期待を打ち

砕いた。それどころか、1955年9月、ナースイルがティラーン海峡を封鎖し、

イスラエル船舶はアカバ湾の最奥部のエイラト港に出入りできなくなった。

この海峡はシナイ半島の南端とアラビア半島の問の狭い水路で、そこを通過

する船は必ずエジプトかサウディ・アラビアの領海に立ち入らなければならな

い。エジプト軍はシナイ半島の先端、アカバ湾口を押えるシャルムエッシェイ

クに砲台を築き、ティラーン海峡を射程内に収めた。このためイスラエルの南

の門戸エイラトはアジア、アフリカ諸国との貿易航路だけでなく、ベルシア湾

からの石油の輸入路を断ち切られてしまう。

1955年秋、イスラエルで第三回総選挙が挙行され、マパイ党は引き続いて第

一党となった。しかし、現有勢力から五議席も減ったのは、対エジプト宥和政

策への批判と解釈される。在任二年足らずで穏健派のシャレットは退陣し、強

硬派のベン＝グリオンが首相に返り咲いて国防相を兼任した。17彼は権力の座

に復帰する前の国防相時代、ダーヤーン幕僚長に指示を出して、エジプト攻撃

の作戦計画を立案させる。

ベン＝グリオンは首相に就任すると、この計画を閣議に直ちに提出した。宿

敵がソ連製の武器で戦力を増強する前にたたき、ティラーン海峡を武力で解放

する一一と。だが、閣僚の大多数が即時開戦案を時期尚早と斥けたので、この

時は戦端を開くに至らなかった。一方、ベン＝グリオン得意の報復作戦はエジ

プトだけでなく、ヨルダン、シリアを対象に荒れ狂う。イスラエル対アラブ関

係は、一触即発の危機をはらむようになった。
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ナイル河の　エジプトの軍事政権は社会改革に乗り出し、まず土

土t夏堤　言十　画　地解放の実施により、賓しい小作農民に救いの手を

差し延べる。しかし、郡市住民を含めた国民の支持をつなぎとめるには、生活

水準の全体的向上を図らねばならない。エジプトは経済的目立を達成してこそ、

帝国主義から真の独立を獲得できよう。それには天恵の資源一一ナイルの水を

利用するのが、もっとも手っ取り早い方策である。このアフリカ随一の大河は、

苗代からエジプト文明を育んできた。

二十世紀の初頭、英国人の土木技師は中流の景勝地アスワーンに堰堤を建設

し、ナイルの水の近代的利用を始めた。それから半世紀、軍事政権は旧堰の上

流に大規模な高ダムの建設を構想する。二十世紀のピラミッドは、高さは約百

十㍍、幅は四千㍍の巨大な岩石積み上げ方式の堰堤である。そこから得られる

潅漑用水は四十万平方㍍の砂漠を耕地に変え、同時に水力発電はエジプトの工

業化を促進するだろう。

その気宇壮大な計画の成否に、ナースイルは軍事革命政権の未来を賭ける。

ところが、エジプトは慢性的な財政危機に苦しみ、とうてい自力で巨額の建設

費を賄えず、外国の援助を当て込むしかない。堰堤建設の技術的困難や完成後

の経済的効用について、専門家の問で疑問がなかった訳ではない。米国はテナ

シー渓谷開発の実績を持っだけにナセルの構想に乗り気だったが、一方、英国

はナイル治水の長い経験から慎重に構える。

当時の西側陣営は躍起になって、エジプトの軍事政権を反ソ防衛陣に取り込

もうとしているところだった。マスクヴァが武器売却に続いて堰堤建設に援助

をほのめかしたので、ウォシングタンもラングンもカーヒラの歓心を買うため、

アスワーン計画に資材や資金面で協力を約束する。巨大な堰堤の建設は二期に

分かれ、完成まで少なくとも十年の歳月を要するだろう。工費の見積もりは膨

れあがり、約十三億米ドルと積算された。

この大規模な開発計画の第一期分として、国際復興開発銀行（世界銀行）が

二億ドルを融資する。ただし、それには米国と英国の借款供与が前提条件だっ

た。前者は五千六百万ドル、後者は千四百万ドルの分担を申し出る。エジプト

は巨額の融資を受ける代償として、債権者から経済面でさまざまな制約を課せ

られることになろう。アスワーンの堰堤建設計画は財政の自主性を奪い、反ソ

親米英路線の確認を迫る踏み絵となった。18

西伐りカヾ倍蓋欠　エジプト軍事革命の半年後、米国では共和党が民主

供与を撤回　覚に代わって政権を担当する。軍人出身のドワイト・

デイヴィド・アイザンハウアが大統領に就任し、ジョン・フオスタ・グリスを

国務長官に任命した。米国外交の新しい最高責任者は強い反共の信念の持ち主
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で、彼独特の性癖として物事を白と黒とに明確に分ける。世界は敵と味方に二

分され、第三の陣営を認めない。グリス自身の表現を借りれば、中立主義など

は　く非道徳的〉　に他ならなかった。

ナースイルは全権の掌握後、ウォシンブタンから反共民族主義者として評価

される。ところが、米国の立場から見れば、この軍人出身の政治家は親米英の

外交路線から逸脱し、反ソ軍事同盟のバグダード条約に反対した。そればかり

か、アジア・アフリカ会議に出席して、非同盟・中立主義を唱える。エジプト

の反西側宣伝は電波に乗ってアラブ世界を惑わせ、とうとうヨルダンはバグダ

ード条約に参加を見合わせてしまった……。

グリスに我慢ならなかったのは、ナースイルがこともあろうにソ連製の武器

を大量に買い付け、中東とアフリカの門戸をクレムリンに開放したことである。

そればかりか、1956年5月16日、カーヒラは北京の共産党政権の承認に踏み切

り、ウォシングタンの神経を逆撫でする。19　ナイル河の堰堤建設をめぐっても、

エジプトは米英両国から一層有利な条件を引き出すために、ソ連の申し出に気

のある素振りを示す。西側陣営としては、交渉相手に手厳しい教訓を与えねば

ならない。

ナースイルは大事業の実現をはかるために、ここで大幅な譲歩を決意する。

1956年7月19日、ウォシングタン駐在のエジプト大使はグリスに会い、米英両

国の提示した融資条件の受け入れを伝える予定だった。ナースイルは大局的見

地から妥協し、西側の課した条件をすべて呑む。ところが、米国務長官はアス

ワーンの大堰堤建設に協力の態度を翻し、大使に借款供与の撤回を通告する。

この一方的措置に、英国政府もすぐに追随した。

この時、ナースイルはユーゴウスラーヴィアに滞在中で、ティートウとネイ

ルーと会談していた。米国の急激な方針変更は、エジプトがナイル河の利水に

ついて上流のスーダーンと合意に至っていないこと、その弱体な経済力では大

事業の遂行に無理を生ずることなど一一を口実に挙げる。しかし、グリスの性

急な措置はエジプト一国を対象にした経済制裁でなく、非同盟・中立主義に対

する挑戦と解釈された。

スエズ運河　この明々白々な侮辱にナセルは激怒し、建設費の白

の　国有イヒ　カ調達を決意する。西側の協力がなくとも、アスワ

ーンの国家的事業は何としてもやり遂げねばならない。エジプトは対抗策を練

り、ひそかに準備を進める。

ウォシングタンの屈辱から一週間過ぎた7月26日、ファルーク国王追放四周

年の記念集会がエジプト第一の港湾郡市・イスカンデリーヤで開催された。こ

の機会にナースイルは広場を埋め尽くした大群衆を前に長広舌を振るい、スエ
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ズ運河の国有化を発表する。その通行料を堰堤の建設費に充当すれば、もう外

国に頭を下げる必要はない一一と。

ナースイルの大胆な決定はエジプト国民の溜飲を一挙に下げ、同時にアラブ

世界に熱狂の嵐を巻き起こす。スエズ運河こそ英仏帝国主義の象徴であり、植

民地主義の生きた見本に他ならない。その国有化はアラブ民族主義の勝利と受

け止められ、それまで欧米の大国に抱き続けた劣等感を吹き払う。その一方で

ナースイルは慎重に事を進め、国有化に伴って適正な補償を約束する。

1869年、建設に約十年の歳月を費やして、スエズ運河は開通した。この国際

水路は欧亜を結ぶ連絡路だけに、当初から西欧帝国主義列強の思惑が絡む。ま

ずフランスの外交官フェルディナン・マリ・ド＝レセップスはエジプト都督の

サイードと交渉し、1854年、地中海と紅海とを結ぶ運河の掘削権を獲得した。

英国は運河の開削に反対で、エジプトの宗主国オスマン・トルコに圧力をかけ

る。帝国最大の植民地インドに通ずる近道が建設され、しかも欧州の対抗国フ

ランスの影響下に置かれるのに不安を抱いたからである。20

ド＝レセップスは外交上はもとより、財務、技術上の難問に直面するが、そ

の一つ一つを辛抱強く克服した。1858年、〈万国スエズ運河航行会社〉が設立

され、砂漠の掘削工事と完成後の運営に当たる。その株式は公募され、個人の

出資者にはフランス人が多かった。エジプト王室は建設事業を認可しただけに、

資本金の半分近くを負担する。サイードの後継者イスマーイールは資金調達の

ため外国から借金を重ね、彼個人の浪費と相侯って国家財政を破産状態に追い

込んだ。

1875年、エジプト王室が金に窮して欧州の株式市場で持ち株を売りに出すと、

英国首相のベンジャミン・ディズレイリは議会に諮ることなくユダヤ系の銀行

家ロスチャイルドから一億フランを借り入れ、イスマーイールの持ち分をすべ

て買い取る。この時から英国政府は筆頭株主として、スエズ運河会社の支配権

を掌握した。

渠成って水至る。ところが、この水路はエジプトに繁栄どころか、災厄の大

波をもたらす。農民は強制労働に駆り」立てられ、多数が建設工事の人柱となっ

た。英仏両国は破綻した財政の管理を口実に内政に公然と干渉し、あたかも宗

主国のように振る舞う。さらに1882年に英軍は内戦に介入し、エジプト全土を

占領下に置く。この軍事行動は、スエズ運河の確保が目的だった。

それ以来、この国際水路は大英帝国の生命線と冒され、その防衛のために運

河地帯に軍事基地が建設される。1947年のインドの独立後、東洋と西洋をつな

ぐ海の大動脈は性格を変えた。今度はベルシア湾から欧州大陸に通ずる石油の

補給路となり、その重要性を少しも減ずることはない。1956年、英軍はエジプ
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トから撤兵を完了したが、有事の際には基地に戻る権利を保留し、あくまでス

エズ運河に執念を残す。

ナースイルは主張した。運河会社の年間収入は一億ドルに達するが、エジプ

トの取り分は僅か三百万ドルに過ぎない。筆頭株主の英国は巨額の配当金をエ

ジプト国外に持ち出し、会社自体も収益を海外投資に振り向けている。このよ

うに運河の通行料が外国に搾取されなければ、米英両国の借款に頼らなくとも、

アスワーン大堰堤の建設費を十分に賄うことができよう一一と。

英　仏　の　ウオシングタンは借款供与の撤回で中東危機の原因を作

戦争準備　り出したが、スエズ運河の国有化に冷静に対応した。そ

の商船隊は欧州諸国ほど砂漠の水路を利用せず、また石油の輸入に何の障害も

生じないからである。それに約百日後の1956年11月　6日に大統領選挙を控え、

アイザンハウアは再選を確実にするためにも、ナースイルに強硬策で対抗した

くなかった。米国籍の船舶は星条旗を掲げて平穏に運河を通過し、新設のスエ

ズ運河公社に通行料を払いこむ。

パリはカーヒラの遣り口に激烈に反応した。ギ・モレ首相の社会党主導連立

政権は社会主義の基本原則と裏腹に、他国の国有化政策に断固として反対を唱

える。その意図はフランス人に多い個人株主の権利を擁護するためでなく、北

アフリカの反仏武力闘争を抑圧するためだった。ナースイルの冒険を黙って見

過ごせば、アラブ民族主義の勝利と受け止められ、アルジアリアの民族解放闘

争を煽り立てるだろう。地中海の対岸の武装蜂起はすでに一年半過ぎたが、火

の手は一向に収まりそうもなかった。21

ナースイルの『革命の哲学』がフランス語に翻訳されると、この小冊子はヒ

トラルの『我が闘争』になぞらえられる。エジプトの革命指導者はスエズ運河

の国有化で英仏両国の首相から敵役を割り振られ、ナチ・ドイツの独裁者と同

一視された。

この単純な類比に英国首相のイードンは飛び付き、ナースイルを〈ナイル河

畔のとトラル〉と呼ぶ。第二次世界大戦の前夜、英国のチェンイバリン首相は

とトラルの脅迫に屈し、チェカスロウヴァーキアを犠牲にした。だが、この宥

和政策は独裁者の野望を膨らますだけで、結局のところ失敗に終わる。この時、

イードンは外相だったが、首相の方針に反対して閣外に去った。

歴史は繰り返す。イードンは現代史の教訓を信じた。ナイルの独裁者を決し

て宥和してはならず、武力に訴えても打倒しなければならない一一と。英国政

府がナースィルの国有化に唯々諾々と従えば、やがて英国籍の船舶は法外な通

行料を徴収されたり、イスラエル船の前例のように通過を拒否されたりするだ

ろう。大英帝国はかって七っの海を支配したが、いまや欧州の一小国に転落し
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かねない。

この最悪の事態を仮定する以前に、イードンにはナースイルを毛嫌いする十

分な理由があった。あの軍人出身のエジプト大統領はバグダード条約に反対し、

アラブ世界の親英的支配者の足元を揺るがしている。東側から大量の武器を買

い入れ、中東地域にソ連を引き入れた。カーヒラ放送はアラブ諸国だけでなく、

キーニヤなどアフリカの植民地にも反西側感情を伝播し、各地の武力闘争を激

励している一一と。

英仏両国首脳の情勢判断は、図らずも一致した。とにかく非常手段を用いて

も、ナースイルを権力の座から引きずり降ろし、エジプトに穏健な政権を樹立

せねばならない。1951年3月、イランの上下両院は石油産業の国有化法を制定

し、英国のアングロ・イラこアン石油会社を接収した。しかし、米国の中央諜

報局（CIA）の策動で、テアラーンの民族主義的急進派政権は崩壊する。こ

の先例は参考になろう。

英仏両国の軍部は合同会議を開き、エジプト侵攻の軍事作戦を立案する。運

河の即時奪取には、降下部隊の奇襲攻撃が効果的である。しかし、危険が大き

過ぎるので、この案は見送られた。双方は作戦の開始時期を8月15日にひとま

ず設定する。だが、予備役の召集、艦隊の集結に時間を要し、準備が整わない。

そこで予定日を9月26日に、さらに11月5日にまで延期した。

グリスはイードンやモレと異なり、武力の行使に反対だった。彼は急いで英

国政府と協議し、8月16日にラングンで国際会議を開催するよう提案する。ナ

ースィルは招請に応じて出席の意志を表示したが、イードンが個人攻撃を加え

たので、間際になってラングン行きをとりやめた。この会議には二十二カ国が

参加し、その十八カ国の合意でスエズ運河の〈国際化〉を決める。

実際、スエズ運河の国有化問題は、法律論で英仏側に分が悪かった。運河会

社がエジプトの法人なので、英仏両国の権限は及ばない。英軍の撤兵を取り決

めた1954年の協定も、スエズ運河がエジプトの主権下にあることを改めて確認

している。

しかも、ナースイルは株主に補償を約束したので、私有財産の侵害にならな

い。そこで西側の会議参加国はエジプトの主権を認め、十分な見返りを約束し

た上で、運河の国際管理を提唱した。だが、この十八カ国宣言は英仏の軍事力

を後ろ楯にした脅迫と受け取られ、ナースイルに拒否される。

ラングンとパリは英仏国籍の水先案内人に引き揚げを指示し、船船の運河航

行を混乱に陥れようとした。スエズ運河公社はソ連など第三国から水先案内人

を雇い入れ、狭い水路内の交通を混乱なくさばく。英仏の主張とは正反対に、

国有化は自由航行の障害にならぬ事実が逆に立証される。
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イスラエル　エジプトがスエズ運河の国有化を断行した際、イス

の果す投書リ　ラエルはあまり反応を示さなかった。ユダヤ国家の

建国以来、この国際水路はダヴィデの星の旗を締め出してきたからである。ベ

ン＝グリオンの関心はスエズ運河よりもティラーン海峡に向けられ、フランス

からの武器購入で着々と軍備増強に努める。六年前の1950年、米英仏の西側三

国は武器輸出の制限で、中東の軍事均衡を図った。エジプトとイスラエルの軍

拡競争で、三国の共同宣言はすっかり空文となる。

イスラエル軍の首脳は武器取り引きを通じてフランス軍部と親交を深め、ひ

そかに対エジプト共同作戦の可能性を探る。スエズ危機は大国の支援を期待で

き、対エジプト予防戦争のまたとない好機となった。フランス側もイスラエル

側の意図を察して、対英軍事交渉の内答を伝達する。ベン＝グリオン首相は内

閣改造で和平派のシャレット外相を更迭し、対外折衝の要職にメイアル（旧姓

マイアスン、初代駐ソ公使、労相を歴任）を起用した。

彼女は国防軍幕僚長のダーヤーンと共に訪仏し、戦車、装甲車、対戦車ロケッ

トなど砂漠の戦争に欠かせぬ兵器について、相手側から大量供与の約束を取り

付ける。イスラエル軍部は装備の拡充で勝利の確信を待、ベン＝グリオン首相

兼国防相の指示に従って作戦計画を立案した。もはや戦争目的はティラーン海

峡の封鎖を解除するにとどまらず、シナイ半島を制圧してスエズ運河に迫ると

ころまで拡大される。

英仏両国は軍事遠征の意図を隠蔽するため、米国の消極的態度にもかかわら

ず安全保障理事会にスエズ問題を持ち出した。グリスは武力行使にあくまでも

反対を唱える。フランスとイスラエルの密約に、ここで英国も参加した。10月

22日、ベン＝グリオンみずから訪仏し、パリ近郊のセーヴルでモレと会談する。

この席にラングンから外相のセルウィン・ロイドが加わった。22

その三日後、三国は陰謀の合意に達する。戦争の筋書きは、次の通り配役を

割り振った。まず、イスラエルがエジプトを攻め、次に英仏が調停者として振

る舞う。エジプトは両国の干渉を拒絶するだろう。そこで英仏連合軍はかねて

の計画通り上陸作戦を開始し、スエズ運河地帯を占領する一一と。23　開戦日は

セーヴル会談の終了の四日後、10月29日の夕刻と決定した。ベン＝グリオンは

閣議の多数決で戦争計画の承認を取り付け、予備役将兵の動員を命ずる。
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工　萎壬享＿ 停者㌔防衛者

シナイ半島1956年10月29日の夕方、イスラエル軍の落下傘部隊

をこ侵攻関女告　はシナイ半島のミトラ峠の東方に降下し、約四百の

兵力でエジプト領土の奥深い場所に陣を固めた。この要衝はスエズ運河から約

七十男離れ、エジプト軍の反撃を食い止めるのに絶好の場所である。この侵攻

作戦の目的はセーヴル秘密協定で取り決めた通り、英仏両国に軍事介入の口実

を作らせることだった。

当初、エジプト軍の首脳部はイスラエルだけでなく英仏両国までを相手に回

す大戦争の序曲とは思いもよらず、これを大規模な限定攻撃と判断した。その

頃、イスラエル軍は陽動作戦としてヨルダンに対して越境攻撃をしきりに繰り

返していたので、落下傘部隊の奇襲も対フイダイーン報復行動の一環と考えら

れたからである。24

ところが、この空挺作戦に引き続いて、イスラエル軍の主力は矛先を東のヨ

ルダンから転じ、反対方向のシナイ半島に向けた。その機甲部隊は国境付近の

エジプト軍の哨所を踏みにじって砂漠を横断し、二昼夜後にミトラ峠の落下傘

部隊と合流する。ユダヤ国家の軍勢は同時多発的にガザ地帯やシナイ半島北部

の地中海の沿岸部の軍事拠点を襲い、さらにアカバ湾の沿岸地方でも攻勢に出

る。もはやイスラエルの軍事的意図に、疑う余地はなかった。

10月30日、英仏両国はセーヴルの密約に従って、交戦中の二国に対して厳し

い文面の最後通牒を発する。エジプトとイスラエルの軍勢がスエズ運河からそ

れぞれ十六男ずっ撤退しなければ、英仏両国は武力に訴えても運河の安全を確

保するだろう一一と。つまり、西欧の二国は交戦国の兵力引き離しを口実に設

けて、三カ月前に国有化されたばかりの国際水路を軍事力で奪還しようと試み

たのである。

ラングンとパリの意図は、あまりにも見え透いていた。エジプトはスエズ運

河の東岸、自国領のシナイ半島のあちこちに哨所や駐屯地を設け、正規軍や国

境警備隊を配備している。一部の部隊は運河から約二百男も離れた地点に位置

し、係争中の水路の安全航行問題とは全く無縁だった。一方、イスラエル軍の

先鋒部隊はミトラ峠の近くにに布陣したが、なお運河から遠く離れている。シ

ナイ砂漠の各地で激戦が展開されても、この水路は戦火の脅威に直接さらされ

ていない。

だが、英仏両国は真の意図を隠して調停者を装い、侵略者にも防衛者にも等
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しく撤退を要求した。換言すれば、この最後通牒はイスラエル軍にはスエズ運

河近くまで進撃を保証し、エジプト軍には固有の領土を放棄して運河の西岸に

兵を引くよう強要するのに他ならない。この理不尽な要求をナースイルは英仏

の意図通り拒否し、ベン＝グリオンは筋書き通り受諾する。

英仏両国の　最後通牒の期限が切れた10月31日、英仏両軍の爆撃

軍事　介入　機はサイプラス、モールタ両島、それに地中海上の

航空母艦から出撃し、エジプト各地の空軍基地に波状攻撃を加えた。両国の直

接介入でエジプトは多数の軍用機を地上で破壊され、航空戦力のほとんどを喪

失する。生き残った飛行機はスーダーンやサウディ・アラビアなど近隣のアラ

ブ諸国に逃れ、辛うじて全滅を免れた。

しかし、連合軍の空爆開始は予定よりずっと遅れ、イスラエルの不信を買う。

最後通牒は10月29日の夕刻に発せられ、三十六時間の期限は10月31日の早朝に

切れた。ところが、実際の爆撃が開始されたのは、同じ日の夕方になってから

だった。戦火の拡大を見越して、米国はエジプト在住の自国民をカーヒラ郊外

の空港に集めた。その引き揚げが完了するまで、英仏軍は爆撃を廷期せねばな

らなかった。

空の援軍の到来が遅いのにいらだち、とりわけミトラ峠の先遣隊の孤立を恐

れて、ベン＝グリオンは最後通牒の受諾を一時撤回したほどだった。ようやく

宿敵の空軍が壊滅したので、イスラエルは前線も銃後も空襲の脅威から解放さ

れ、シナイ半島の地上戦に総力を傾注できた。新手の敵の出現で砂漠で苦戦中

のエジプト軍が背後を衝かれるのを恐れ、ナースイルは各地の部隊にスエズ運

河の西岸まで退印を命令する。25

英仏の参戦と同時にナースイルは捨て身の反撃に出て、スエズ運河の閉鎖を

命じた。数十隻の船が砂漠の水路に沈められ、運河の航行を完全に遮断する。

イードンとモレは向こう見ずの軍事冒険に東り出し、最も恐れていた事態を自

ら招く。もはや油槽船はベルシア湾から西欧の港に最短路を取れず、アフリカ

最南端の喜望岬を大きく迂回せねばならない。西欧の先進工業諸国が中東地域

の地下資源にいかに依存しているか、この機会に図らずも例証される。

シリアはエジプトとの相互防衛条約に基く義務の発動を申し入れたが、ナー

スィルの要請で直接参戦を思いとどまった。しかし、自国領内で送油管の中継

所を爆破し、兄弟国の抵抗に側面支援を惜しまない。この原油の大動脈はイラ

ークの油田と地中海岸の積み出し港を結び、シリア国内を横断している。一方、

アラブの連帯感からアラビア半島の専制王国もナイル河畔の革命共和国に声援

を送り、しばらくの問、英仏両国に原油の輸出を禁止した。その年の冬、西欧

諸国は燃料不足で震えあがる。
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国際社会　もともとスエズ運河の国有化は、米国の対エジプト借款

の対応苛臣　撤回に起因する。だが、ウォシングタンにとって、ラン

グンとパリの軍事介入は寝耳に水であった。アイザンハウアもグリスもナースイ

ルに対して、イードンやモレと共通の認識を抱く。しかし、戦争開始の時期が、

あまりにも悪過ぎた。米国では大統領選挙がまさに始まろうとし、アイザンハ

ウアは再選を狙っていたからである。26

ホワイトハウスは中東の戦火に迅速に反応する。早くも10月31日、米国は安

全保障理事会に緊急の決議案を提案した。それはまずイスラエル軍の即時撤退、

ついで国際連合の加盟国による武力行使や威嚇の自制、そしてイスラエルへの

援助停止を呼び掛ける。英仏両国は軍事介入に対する米国の反対をあらかじめ

見越して、安全保障理事会が開催される直前まで、西側陣営の最大の盟邦にも

最後通牒を隠していた。

この提案は安全保障理事会で多数の支持を得ながら、英仏両常任理事国の拒

否権で葬り去られる。ソ連も米国と同じ趣旨の提案を試みたが、同様の憂き目

に遭った。国際連合は創設時の理想をよそに、平和維持機構としての機能を失

いかける。思いがけぬ西側陣営の内部対立のため、大国中心の安全保障理事会

が身動きできなくなったからである。

スエズ危機の深層には、中東地域における米国とソ連の角逐が横たわる。し

かし、両超大国は別々の動機から軍事的紛争の収束に向けて、期せずして足並

みを揃えた。アイザンハウアは軍人出身の政治家だけに、スエズ・シナイ軍事

衝突の危機を深く認識する。この局地戦が中東地域に限定されず、やがて超大

国を巻き込んだ世界大戦に拡大しないか一一と。実際、ソ連はエジプト攻撃の

三国に対して警告を発し、核ロケットの使用をほのめかす。

国際連合ではアラブ世界、アジア・アフリカの新興諸国はもとより、カナダ

などの英連邦諸国まで一致して、英・仏・イスラエルの軍事行動を厳しく非難

した。設立からすでに十年以上を経過し、国際連合の構成国はパレスチナの分

割を決議した時代に比べて、大きな変化を遂げていた。安全保障理事会の手詰

まり状態を打開するため、緊急総会がユーゴウスラーヴィアの提唱で招集され、

六十四対玉の圧倒的多数で大国の横暴を封ずる。27

1956年11月1日、国際連合の総会は中東情勢の討議を始め、翌11月　2日の暁

の会議で即時停戦と三国軍の撤退を決議した。さらに総会はカナダの提案に基

き、国連緊急部隊を編成してスエズ運河地帯とシナイ半島に派遣するよう決め

る。しかし、この間も英仏両国の航空機はナイル河畔の軍事目標に爆弾を投下

し、イスラエル軍の戦車は退却中のエジプト軍を追撃し、あるいは孤立した陣

地に猛攻を加えた。
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国際連合が安全保障理事会と総会で中東の戦火を消し止めるのに躍起になっ

ている一方で、巨大な戦争機械はひとたび回りはじめたら、もはや止めること

ができない。作戦計画は英仏の両国間で綿密に練り上げられているだけに、発

動後の取り消しは不可能だった。すでに英仏海軍の艦隊と護送船団は地中海を

東に向かって航行中で、空挺部隊はサイプラス島で待機していた。ところが、

国際社会の圧力があまりにも高まったために、11月　5日、落下傘部隊は作戦の

日程を繰り上げて運河地帯に降下する。

翌6日、ようやくナイル河三角洲の沖合に、大艦隊が姿を現す。軍艦は船脚

の遅い輸送船に速度を合わせたので、停泊地のモールタ島やアルジェ港を出て

から到着まで一遇間近く要し、ほとんど戦機を逸しかけていた。ただちに地中

海の浜辺で、英仏軍の敵前上陸が始まる。

エジプト側は民間人にも武器を与えて抵抗したが、艦砲射撃と空爆の圧倒的

火力に‾制圧された。運河北端の港町ポートサイードとポートファハドは、それ

ぞれ英仏上陸部隊の攻撃で陥落する。防御側は大きな損害をこうむり、将兵だ

けでなく住民の問にも死傷者が続出した。

国際世論は日増しに侵攻側に不利となった。両国とも急いでスエズ運河奪還

の既成事実を作らねばならない。英仏軍の戦車を始めとして種々の軍用車輌は

水路沿いの狭い道路をひしめきあいながら、南の方角へ向かって進撃する。め

ざすは運河南端の港町スエズで、そこを占領しなければ軍事介入の目的は達成

できない。もはや首都カーヒラの攻略、ナースイルの打倒、そして親西欧政権

の樹立など論外だった。

イスラエルは西欧の二国に先んじて、停戦決議の受け入れを表明する。英仏

軍の上陸が始まる以前に、エジプト軍の総退却でイスラエル軍はシナイ半島の

全域を占領した。あの最後通牒が口実にした兵力の引き離しは、とうに意味を

失っている。これ以上、国際社会を敵に回すのは、戦後処理の問題を考慮すれ

ば決して得策でないからである。

イー　ドニノ　侵攻軍が海岸から運河沿いに約四十男ほど進撃したとこ

の　誤　算　ろで、突然、英軍部隊はラングンから作戦中止の指示を

受けた。イードンは国際世論の圧力と国内の反対に抗し切れず、同盟国にも軍

部にも諮ることなく国連総会決議の受諾を決める。停戦は11月　7日の午前零時

に発効し、英軍の軍事介入に一週間で終止符を打つ。モレは盟邦の一方的戦線

離脱に激怒し、イードンに戦争の継続を強く迫った。

しかし、連合軍の陣営に足並みの乱れが生じたからには、いまや共同作戦の

遂行は画餅と帰している。仏軍は独力で戦い抜くことはできず、渋々ながら英

軍に追随する他ない。スエズ遠征の軍事冒険が竜頭蛇尾に終わった結果、両国
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の国際的威信は文字通り地に墜ちる。二十世紀も後半に入って、西欧の旧大国

が軍事力を背景に、勝手に振る舞える時代ではなくなっていた。

イードンがナースイル打倒とスエズ運河奪回の戦争に乗り出した際、英国内

の世論は真相を知らされぬまま、彼の大胆な（そして無謀な）決断に歓呼の声

を上げる。多くの新聞は首相の決断を称賛し、議会は二百七十対二百十八票で

軍事行動を支持した。28　しかし、彼の国際情勢の判断には、大きな誤算があっ

た。アイザンハウアは再選をめざす選挙戦に忙殺され、遠いスエズの問題に口

出しすることはあるまい。フルシチョフは折りから突発したハンガリ動乱に心

を奪われ、中東地域に干渉する余裕はないだろう一一と。

ところが、米国は戦火の消し止めに強硬手段を用い、大西洋の対岸の同盟国

に厳しい対抗措置を課した。ポンドが米国の外国為替市場で大量に売りに出さ

れたため、戦いの最中、英国は深刻な通貨危機に直面する。しかも、原油の流

れが中東地域から途絶したので、別の供給源を手当しなければならない。英国

は石油の緊急輸入に米国からの借款を緊急に必要としたが、ウォシングタンは

ラングンの要請に応ずる前提条件として停戦の実現を強く迫った。イードンは

拐め手からの締め上げに音をあげ、国連総会決議に応ずるしかない。

ソ連は西側から干渉されぬ問にハンガリに戦車部隊を送り込み、反ソ蜂起を

武力の誇示で強引に抑えこむ。続いて中東の動乱に目を転じ、ラングンとパリ、

そしてテラヴィヴに核攻撃の可能性を示唆した。29　その一方で、米国に事態収

拾のため共同出兵を提案する。この申し入れをウオシングタンがさすがに断る

と、マスクヴァは東側陣営から義勇兵の派遣をほのめかした。

1950年代の半ば、ラングンとウォシングタンはソ連の進出を封ずるため、苦

心の末に中東地域に反共の防壁を築き上げる。しかし、イードンの短慮が最大

の盟邦から強い不信を買い、一時的とはいえ、米ソ協調の奇妙な事態を招いた。

スエズ・シナイ戦争の不名誉な失敗の結果、英国は第一次世界大戦以来、アラ

ブ世界に営々として築き上げた影響力を失う。それはバグダード条約の反対運

動、スエズ運河の国有化など一連の動きにもかかわらず、この英首相（皮肉な

ことに、アラブ連盟の生みの親だった）がアラブ民族主義に基本的理解を欠い

た当然の結末に他ならない。

イスラエル　英・仏・イスラエルの三国は対エジプト戦争で共同

の戦争目的　謀議をめぐらせたが、それぞれ別々の戦争目的を抱

く。英国はスエズ運河を武力で奪還するために、仏国はアルジアリアの抵抗運

動を封ずるために一一。

一方、イスラエルは全く別個の狙いを秘めていた。英仏両国が参戦の口実に

したスエズ運河の安全航行について、もともとユダヤ国家は大した関心を寄せ
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なかった。建国以来、この国際水路はイスラエル船舶の通過を拒否し続けてき

たからである。

かねてからベン＝グリオンは対エジプト予防戦争論者で、ひそかに開戦の時

期を窺っていた。隣国がソ連製の武器で強大になる前に攻撃を仕掛け、自国の

脅威にならぬまでにたたきのめす。そのためには、まずシナイ半島の哨所や陣

地などエジプト軍の施設を破壊し、次にガザ地帯を占領してゲリラ活動の根拠

地を壊滅させねばならない一一と。しかし、最大の目的はティラーン海峡の封

鎖解除で、アカバ湾の自由航行を実現することだった。

開戦後、シナイ半島の戦線は中部の砂漠にとどまらず、北部の地中海沿岸部

に拡大した。イスラエル軍の猛攻の前に、各地でエジプト軍は大損害をこうむ

る。ナセルの退即命令で西へ撤収する部隊に、イスラエル軍は空から容赦ない

打撃を加えた。機甲部隊の急追で多数の敗残兵が捕虜となり、あるいは砂漠を

さまよった末に飢えと乾きで死んだ。ガザ地帯は包囲されて孤立し、もはや援

軍の望みを絶たれる。ここのエジプト駐屯軍は多数のパレスチナ人を徴募して

いただけに最後まで戦ったが、優勢な敵軍に陣地を踏みにじられる。

ミトラ峠の落下傘部隊は増援部隊と合流したのち、大きな損害を出しながら

エジプト軍を要衝から駆逐した。30　その後は運河に向かって進撃せず、攻撃方

向を転じてスエズ湾沿いに南下を続け、一路、シナイ半島先端のシャルムエッ

シェイクをめざした。一方、別の部隊はエイラト付近でエジプト領に侵攻する

と、アカバ湾沿いの難路を同じ目的地に向けて行軍する。

ここの守備隊は二方面から敵を迎え、孤塁に立て籠って絶望的な抵抗を続け

た。だが、散北は時間の問題だった。11月　5日朝、エジプト軍最後の拠点シャ

ルムエッシェイクが陥落し、シナイ半島の戦闘は終わる。英仏連合軍が地中海

の海岸に上陸する前日のことだった。これでティラーン海峡は封鎖を解除され、

船舶の自由航行が復活する。イスラエルは英仏両国とは異なり、戦争目的をひ

とまず達成した。

ナースィ　ルの　この戦争でエジプトは軍事的敗北を喫する。シ

タ≠交　的勝奉り　ナイ半島の全域をイスラエル軍に占領されたば

かりか、スエズ運河の四分の一を英仏軍に制圧された。虎の子の空軍は連合軍

の空襲で撃滅され、陸軍は退却の途中に大量の重火器を失う。装備の損害だけ

でなく、人命の損失も多大だった。僅か一週間の戦闘で、死者の数は民間人も

含めて推定三千に達する。イスラエル軍も約二百人の戦死者を出したが、英軍

のそれは十六人、仏軍はただの十人に過ぎない。31

しかし、ナースィルは軍事的敗北を外交的勝利に変えた。侵攻側は世界世論

の猛烈な非難を浴び、国際社会で完全に孤立する。エジプトは西側陣営の内部
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対立に乗じて、巧みに米国を取り込んだ。クレムリンの対三国核ロケット警告、

米ソ共同出兵案の反響を利用しながら、カーヒラはマスクヴァに一定の距離を

置き、ウオシングタンを味方に付ける。さらに停戦の実現に向けて、大多数の

国連加盟国の支持を獲得した。

ナースイルの人気は、エジプト国内はもとよりアラブ世界の全域で、計り知

れないほど高まった。このアラブ民族主義の旗手は、英雄サラーハッディーン

（サラディン）の再来に他ならず、二十世紀の十字軍、すなわち西欧植民地主

義と帝国主義、それにシオン主義の軍勢を見事に撃ち破った一一と。ナースイ

ルが自ら調印した対英条約は破棄され、運河地帯の英軍基地は莫大な軍事物資

と共にエジプトの手中に移る。無謀な戦争の結果、英国の残存勢力はナイル河

畔から完全に払拭された。

英仏両国はスエズ運河地帯に居座りを画策し、国連緊急部隊に侵攻軍の編入

を試みる。しかし、英連邦のカナダ、インドの強い反対に直面し、この意図を

実現できなかった。両国とも年末までにエジプトから撤兵を完了する。西欧の

二国のスエズ遠征は何を得ることもなく、散々な不首尾に終わった。

イスラエルは勝利の果実を手放そうとせず、なかなか撤兵に応じないばかり

か、ガザ地帯の併合さえ企んだ。しかし、国際連合の圧力、米国の経済制裁の

可能性の前に、1956年12月から翌年1月にかけて、渋々ながらシナイ半島から

撤退を開始する。その過程で焦土作戦を実行し、建物、道路、鉄道を爆破した。

さらにフイダイーンのゲリラ活動根絶の保証を要求して、それから一カ月あま

りガザ地帯に居残る。

1957年3月　7日、イスラエル軍の最後の部隊はようやくガザ地帯から撤退し、

代わって国連緊急部隊が進駐した。住民は平和維持の混成部隊に敵意を示し、

親エジプトの示威行進で手荒く歓迎する。異国の軍隊は催涙弾だけでなく、実

弾を空へ発射して、秩序を回復せねばならなかった。翌日の3月　8日、シャル

ムエッシェイクの要衝は停戦監視と平和維持の軍勢／に明け渡され、イスラエル

はエジプトの領土から一兵残らず引き揚げる。
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工　ナーフ∴イ言≡蓑こき≡±峯子

アラブ民族∃三義　スエズ・シナイ戦争の外交的勝利の結果、

の　旗手　と　して　ナースイルの威信と声望はアラブ世界で絶

頂に達する。あの手痛い軍事的敗北は、少しも問題にならなかった。イスラエ

ルと戦っている真最中に、西欧の二大強国に背後から攻撃された一一と説明で

きるからである。

すでにスエズ運河の国有化以来、彼の人気は熱狂的な高まりを示していたが、

これで大衆の問に揺るぎない支持基盤を固める。もはやナースイルはエジプト

の大統領にとどまらず、北アフリカ、西アジアのイスラーム圏において、国際

的指導者の地位を確立した。

この軍人出身の権力者はもともと強固な反共主義者で、その信念をのちのち

まで持ち続ける。しかしながら、同時に変わり身の速い現実主義者で、西側を

牽制するために必要とあらば、東側から武器の大量購入も辞さなかった。彼は

東西両陣営の対立の狭間で独白の政治観を情勢に即して発展させ、やがて独特

の〈アラブ社会主義〉体制をナイル河畔に樹立する。

彼の思想と行動は一般に〈ナースイル主義〉の名で概括され、その一端を小

冊子の『革命の哲学』で知ることができる。戦争の結果、英仏植民地主義の残

樺が一掃されて以来、アラブ民衆の問で過大なまでの期待感が、この立役者に

寄せられた。実際、ナースイル主義は体系的な政治・経済変革の理論ではなかっ

たが、大衆の心に根深い反西欧感情を代弁していた。

いまやナースィルはアラブ民族主義の旗手として、革命的、進歩的、そして

反封建闘争の先頭に立っ。西欧帝国主義からの完全独立、因襲と賓困からの脱

去臣…‥。大衆の期待感は、まます高まった。この指導者の下にアラブ世界が大

同団結すれば、対イスラエル雪辱戦の勝利は疑いない一一と。各国の反体制勢

力はエジプト大統領の言動を自己に都合よく解釈し、それぞれが〈ナースイル

主義者〉　と自称した。

この風潮は各国の伝統的支配層に脅威をもたらし、ナースイルの名前を冠し

た急進派の活動に強い警戒心を呼び起こす。第一次世界大戦でオスマン・トル

コ帝国の支配が崩壊して以来、各国の権力者は西欧勢力と結び付いて地位と特

権を維持してきた。アラブ民族主義運動の新たなうねりを前にして、親西側諸

国一一とりわけイラークやレバノンは従来の英仏両国に替わって、米国に保護

者の役割を求める。
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西伐り陣営の　米国は戦争の火消し役を務め、英仏両国を抑えこん

巻　き　返　し　だ。しかし、血は水よりも濃い。ウォシングタンは

マスクヴァの出方を注視し、間もなくラングン、パリと関係を修復する。戦前

から米国はエジプト中立主義をソ連共産主義の別動隊として危険視したが、戦

後はナースイル主義の急速な台頭で改めて危機感に取りつかれる。英仏両国の

退場で中東地域に生じた政治的・外交的・軍事的真空状態を、ソ連が満たすの

ではないか一一と。

戦争の終結から僅か二カ月後の1957年1月　5日、アイザンハウアは年頭教書

で中東地域に年間二億ドルの経済援助の支出を求め、さらに大統領に米軍派遣

の権限を付与するよう議会に要求した。その目的について、米国大統領は断言

する。国際共産主義に支配されたいかなる国からの明白な武力侵略に対抗する

ため、援助を希望し、かっ要請する国家の領土保全と政治的独立の保障と保護

のため一一と。32

この外交方針はアイザンハウア・ドクトリンと呼ばれ、バグダード条約の場

合と同様に、アラブ世界を東西両陣営の対決に巻き込む。当初、この米国の新

中東政策に対して、ナースイルは批判を控え目にとどめた。まだイスラエル軍

がガザ地帯とシナイ半島の先端に居座り、その全面撤退の実現までに米国の外

交的、経済的圧力を必要としたからである。1957年3月、ベン＝グリオンが占

領地から総引き揚げを命令したので、ナースイルに遠慮は無用となった。

ナースィルの立場から見れば、アイザンハウアの政策表明は、エジプトの孤

立化をめざす陰謀に他ならない。英仏両国はアラブ民族主義の高まりを全く理

解せず、武力でナースイルをアラブの指導的地位から追い落とそうとした。手

段は異なるようでも、米国の新政策も同様なことを意図している－～と。カー

ヒラの宣伝放送〈アラブの声〉　は強力な電波で、各地のナースイル主義者たち

に直接に訴えかけて、アラブ世界の隅々にまで米国の中東政策に反対の見解を

流布した。

実際、アイザンハウアもグリスもアラブ世界の実情に疎く、共産主義と急進

的民族主義を混同し、折りから上げ潮のナースイル主義を敵視する。一方、伝

統的支配層は国内の反体制運動に直面しているだけに、反共の立場を鮮明にし

て米国の経済援助と軍事的支援を当て込んだ。

アラブ諸国　アイザンハウアの中東政策は一種の踏み絵として、

の　　動　　揺　国際共産主義（この間接的表現は、言うまでもなく

ソ連を指す）に対する態度表明を迫り、アラブ世界を紛糾の渦中に投げ込む。

イラークはバグダード条約機構の主要な柱で、ソ連のすぐ南に位置するだけに、

米国の新方針に異存のあろうはずがない。だが、スエズ動乱の後、学生運動が
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街頭で荒れ狂って、同盟罷業も続発する。サイード首相は事態収拾のため、一

時的に政権の座から降り、態度表明どころではなかった。

隣国のヨルダンでも、青年国王のフセインは困難な立場に追い込まれる。ほ

んの一年前、彼は権力維持のためにアラブ民族主義を利用し、軍隊から英国人

の指揮官を追放した。だが、将兵の一部にはナースイル主義の熱心な同調者が

おり、半ば公然と王制の転覆を狙う。さらにスエズ・シナイ戦争直前の総選挙

で成立した内閣は、ナースイルの非同盟・積極的中立路線を評価し、ソ連と外

交関係の樹立を画策した。

結局のところ、フセインは王室に忠誠な遊牧部族の力で軍部を粛清し、つい

で1957年4月には中立主義指向の内閣を解任する。33　その間、米海軍の第六艦

隊は東地中海で軍事力を誇示し、必要ならば直接介入の構えを見せた。フセイ

ンはアイザンハウア・ドクトリンを公式に受け入れなかったが、米国から武力

による保護と経済援助を引き出す。ヨルダンの危機は、ナースイル主義の最初

の挫折と解釈された。

レバナンは米国の中東政策を受け入れた唯一の国で、1957年3月、協定調印

に漕ぎつける。この地中海岸の小国はアラブ世界で例外的に、キリスト教徒が

イスラーム教徒よりも多かった。トルコの支配下、クリスチャンは自治権を享

受し、西欧諸国と特殊関係を結んで、その庇護下に入る。第一次世界大戦後、

仏委任統治の下でレバナンはシリアから分離され、キリスト教徒が人口の過半

数を制した。

第二次世界大戦中の反仏独立運動の過程で、キリスト、イスラーム両教徒の

代表は協約を結び、当時の人口統計に見合う形で政治権力を宗派ごとに分配し

た。その結果、大統領は最大勢力のキリスト教マロン派に、首相はイスラーム

教スンナ派に割り振られ、その他の要職も勢力比に応じて占められる。独立後

のレバノンはアラブ世界の一員でありながら、キリスト教を通じて親西欧の色

彩を濃く帯びていた。

憲法の規定によれば、国家元首の任期は一期（六年）限りだった。ところが

大統領のカミュ・シャムウーンは再選を狙い、任期満了の一年前の1957年に憲

法改訂を画策する。政治権力の微妙な均衡が崩れるのを恐れ、他の宗派は反対

運動に要り出した。シャムウーンは再選阻止の活動をナースイル主義者の策略

に違いないと疑い、その背後に〈国際共産主義〉の黒い影を見出す。レバナン

国内の政争は、アイザンハウアの新中東政策にからんで、にわかに国際問題に

発展した。

この国の正規軍は弱体で、各宗派が私兵を抱える。大統領再選問題は武装集

団の衝突となって火を噴き、もともと統一性に欠けるレバノンを内乱状態に陥
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れた。シャムウーンがアイザンハウアに出兵を要請したので、1958年7月15日、

米国人の生命保護の名目で、米海兵隊の第一陣約三千六百人が首都ベイルート

の浜辺に上陸し、その後、増援部隊が到着する。だが、米軍部隊は内戦に介入

することなく、海岸と空港付近に布陣するだけだった。

シャムウーンは米国の意向に従って再選断念を公式に表明し、7月31日に正

規軍の最高司令官ファド・シェハブが次期大統領に選出された。34　これでレバ

ナンの内戦は収束に向かい、米軍も10月に撤退を完了する。しかし、アイザン

ハウア・ドクトリンの発表から約二年、米国は中東地域を西側の勢力圏に収め

ようとして、ソ連に軍事力を見せ付けた。それは同時にナースイル主義の伝播

を阻止するために、アイザンハウアが仕組んだ挑戦だった。

エ　ジ　プ　ト　と　1958年2月1日、シリアとエジプトは合邦を宣

シリ　アの合要膚　し、新しい国名を　〈統合アラブ共和国〉　と称し

た。35　これは両国の諸制度を残したままの緩い国家連合でなく、軍事、行政、

立法面で一体化した完全統合である。ナースイルは新国家の大統領に就任し、

アラブの統一に向けて大きく前進する。

ナースイル主義の新共和国は三千万（北部地域＝旧シリアが五百万、南部地

域＝旧エジプトが二千五百万）の人口を擁し、見掛けは堂々たる大国である。

その出現はイラーク、ヨルダン、レバナンの親西側諸国を深刻な危機感の淵に

陥れた。イスラエルも脅威を感ずる。地図を見れば明らかな通り、シオン主義

国家は北と南の両面から挟み撃ちされかねない。それに急進国家の統合はパレ

スチナ人を鼓舞し、反シオン主義の実力行使に駆り立てるだろう

しかしながら、エジプトとシリアの国家統合は、もともと矛盾をはらんでい

た。その樹立はアラブの統一という高邁な理想からではなく、シリア政界の権

力闘争一一共産党とバース党（アラブ復興覚）との角逐に始まる。後者は前者

の勢力伸長を抑え込むために、ナースイルの大衆的人気を利用した。しかも奇

妙なことに、両政党とも民衆の支持を得るために、互いに声高にアラブの統一

を叫ぶ。

シリアはナイル河とチグリス・ユーフラテス両大河の流域に発達した二つの

文明圏の中間に位置し、苗代からエジプトとメソポタミアの二大勢力に翻弄さ

れる。時代が二十世紀の中萱となっても、この国の政治家は親エジプトと親イ

ラークの両派に大別された。シリアの内政は絶えずアラブ世界内部の外交関係

に規定され、常に二者択一を迫られる。また軍部は政治に深く関与し、武力で

歴代の政権の命運を握る。

シリアは高い文化水準を誇り、アラブ民族主義の揺藍だった。仏委任統治下、

若い留学生はパリで西欧の近代政治思想の洗礼を受け、帰国後に政治団体を結
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成して反仏解放闘争の戦列に加わる。そして、西欧帝国主義列強によって引か

れた人工国境を否定し、汎アラブ主義を主張した。この政党はシリア国内にと

どまらず、イラーク、ヨルダン、レバナンにも根を張り、のちに社会主義政党

と合同して支持基盤を拡大する。36

1954年2月、シリアの軍部独裁政権は、またもや軍事政変で打倒された。久

しぶりに立憲政治が復活すると、多数の政党は活動の自由を取り戻す。その合

従連衡の中から、やがて親エジプト派が親イラーク派を押え込んで、政界の実

権を握った。ディマシュクはバグダード条約、スエズ運河の国有化をめぐって、

常にカーヒラに支援を惜しまない。スエズ・シナイ戦争後のアラブ民族主義の

高まりと共に、シリアのナースイル主義者はますます勢いづいた。

三一二）巴の　1957年、アイザンハウアの中東政策によって、シリアは

権力闘争　アラブ世界で孤立感を深める。隣接のイラーク、ヨルダ

ン、レバナンはいずれも米国に傾いた。親西側諸国の圧力に対抗して、ディマ

シュクはカーヒラとマスクヴァの支持を当て込む。その結果、シリアの中立主

義的連立政権は、真っ二つに割れた。親エジプト派はバース党と古くからの民

族主義的政党、親ソ派は共産党一一この対立に軍部がからむ。

この複雑な内部情勢は、米国に早まった判断をもたらす。37　シリアがいます

ぐにもソ連の衛星国になるのではないか一一と。アイザンハウアは周辺諸国を

唆し、武力でシリア政府の転覆さえ検討した。バース党も別の理由から、米国

と同様の結論に達する。共産党が強くなり過ぎて政治の主導権を奪い、ディマ

シュクはマスクヴァの下僕になるのではあるまいか一一と。

そこでバース党はナースイルに接近し、共産党の勢力を抑制するために、シ

リアとエジプトの合邦を求めた。共産党も競争相手を出し抜くために、両国の

統合を主張する。その真の意図は表向き理想論を唱えて、実現を不可能にする

ことだった。同志が兄弟国でどのように弾圧されているか、良く知っているか

らである。それぞれの独自性を残した国家連合ならともかく、全面統合はナー

スイルが拒否するに違いない一一と。

ここで軍部も合邦論議に一枚加わり、軍首脳郡がカーヒラを訪れてナースイ

ルに会う。バース党出身の外相も後を追い、会談に出席した。ディマシュクの

文民政府は軍の政治関与の歴史を知り過ぎているだけに、事態がここまで進展

すると、性急な合邦に慎重な閣僚も口を閉ざすしかない。

アラブの大同団結は、ナースイル年来の悲願である。しかし、現実に照らし

合わせると、あまりにも困難が大きい。近隣のアラブ諸国はシリア国内の抑圧

された親西側勢力と結び、軍事介入に踏み切りはしないか。米国はアイザハウ

ア・ドクトリンを振りかざして、どのように反応するだろうか。ナースイルは
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何度もためらった末に、友邦の申し出に絶対的条件を課した。両国の合併は緩

い連邦や国家連合ではなく、行政機構も国連代表権も完全に一体化した全面統

合でなければならない一一と。

もはや両国の合邦は、停められない形勢となった。バース党はナースイルの

要求一一全政党の解散さえ受諾する。革命後のエジプトでは、政党活動はすっ

かり息の根を止められた。政治結社は翼賛団体の〈国民同盟〉（後に　〈アラブ

社会主義者同盟〉　と改称）だけとなっている。バース党はナースィルの力で共

産党を押さえ込めば、その後は自由に振る舞えると信じた。共産党は危険を悟

り、地下に潜行する。

1958年1月末、軍部の圧力でシリア政府の閣僚はカーヒラに赴き、エジプト

側との合同閣議で正式に国家統合を決定した。半月後、この歴史的合邦は国民

投票に付され、両国で99．9㌫の賛成票を獲得した。ナースイルが新発足の統合

アラブ共和国の大統領としてシリアを訪れると、行く先々で民衆の熱狂的歓迎

を受ける。

ナースイル主義の国家がアラブの広汎な統合をめざせば、近隣諸国を引き込

まずには済まない。親西側のイラークはアラブ急進勢力の結集を脅威と受け止

め、シリアとエジプトの合邦から僅か二週間後、同じハーシム王家のヨルダン

と　〈アラブ国家連合〉を形成した。

一方、シリアとエジプトの合邦は、思いもよらぬ方角から反響を呼び起こす。

アラビア半島の一隅から、専制首長国のイエマンがナースイル主義の共和国に

提携を申し入れた。この小国は険しい山岳地帯に位置し、イマーム（イスラー

ム教の指導者で首長を兼ねる）のアハメドが、長い年月にわたって神権体制を

維持していた。この中世的宗教国家と進歩的共和国は緩い連合体を結成し、もっ

ともらしく　〈統合アラブ国家〉　と称する。

イ　ラー　ク　1958年7月14日、イラークの王制と政権は、突然の軍事

軍事革命　革命で崩壊した。ヨルダンとの“王様連合’’は結成から

半年と経たぬうちに脆くも瓦解し、バグダード条約機構の主要な柱はあっけな

く倒壊する。幼王のファイサルを始め王族は皆殺しの憂き目に遭い、首相のサ

イードも女装して逃亡中に殺された。

統合アラブ共和国が成立してから五カ月余り、イラークはナースイル主義の

拡大に不安を抱く。親欧米派のサイード首相は軍部に対して、二箇旅団をヨル

ダンの北部に移動するよう命じた。その目的はまず国内の治安を固め、次にレ

バノンのシャムウーン大統領を支援することである。ところが、レバナンへ出

兵するにはシリアを通過せねばならず、ナースィル主義の統合アラブ共和国と

一戦は避けられない。
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王室と政府の伝統的な親西側路線と裏腹に、軍の内部ではナースイル主義者

がひそかに地歩を固めていた。アブグルカーリム・カーシム准将とアブダルサ

ラーム・アーリフ大佐の部隊は命令に反して目的地に向かわず、方角を変更し

てバグダードへ進撃する。王制廃止と共和国樹立の宣言後、二人の軍人は首相

兼国防相、副首相にそれぞれ就任して権力を分かち合った。38

イラークの軍事革命はアイザンハウア・ドクトリンに痛烈な打撃を加え、ア

ラブ世界の隅々までナースイル主義の勝利を印象づける。西側陣営はソ連の進

出を抑制するという口実の下に、アラブ民族主義を国際共産主義の亜流と見徹

し、中東地域を米国の軍事的秩序に従属させようと試みた。だが、イラークの

親欧米体制の転覆で、その目論見は見事に外れてしまう。

ヨルダンとレバナンは、イラークの新情勢で共に窮地に陥った。両国でナー

スイル主義者は勢いづき、反政府運動の火の手が盛んとなる。フセインの要請

を受けて、英国はヨルダンへ兵員を緊急空輸した。こともあろうに、輸送機の

編隊はイスラエルの許可を得て、その領空を飛行する。一方、米国はシャムウ

ーンからの救援の求めに応じ、ベイルートの浜辺に海兵隊を上陸させる。

アラブの大同団結は、イラーク革命の成功で、すっかり条件が整うかに見え

た。当初、カーシムは統合アラブ共和国への参加を匂わせ、民衆の期待に答え

る素振りを示す。だが、カーヒラ、ディマシュク、バグダードの三部は、容易

にアラブ民族主義の太い鎖で結ばれなかった。アリーフは熱心なナースイル主

義者だけに、革命の同志のカーシムに早期合邦を迫る。やがて両者の対立が表

面化し、後者は副首相の地位を追われて失脚した。

王制時代、イラークの共産党はたびたび弾圧を受けて地下に潜行したが、革

命後は公然と政治活動を始める。カーシムほ自己の権力を維持するため、その

組織力と行動力を利用し、ついでソ連と関係を改善する。一方、ナイル河畔と

チグリス・ユーフラテス流域の対立は、王政打倒後も再燃した。1959年3月、

親ナースイル派の将兵はイラク北部のモウサルで決起したが、逆にカーシムの

軍勢に鎮圧される。

革命後、ナースイルはカーシムに軍事援助を惜しまなかったが、いまや一転

して容共的態度を非難する。両者の対立は、もはや抜き差しならない。その年

の始めから、ナースィルはシリアとエジプトで共産党員と同調者の大量逮捕に

踏み切った。彼は断言する。共産主義者はイラークの共産化を図るため、ぞく

ぞくとバグダードへ押し寄せている。アラブ諸国はイラークから赤化し、やが

て肥沃な三日月地帯が共産主義に支配されるだろう一一と。このナースイルの

言動は、エジプトとソ連との関係を悪化させた。39
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統合共石口国1961年9月28日、統合アラブ共和国の北部地域（シ

の　　分　　角等　リア）で陸軍の一部が決起し、ディマシュク市内の

放送局や軍司令部を占領する。そして副大統領のアブダルハーキム・アーミル

元帥、第一軍団司令官のジャマル・ファイサル将軍などエジプト出身の高官を

人質として捕らえた。当初、軍事政変の首謀者は体制の内部改革を提唱し、ア

ーミルとの交渉を求める。だが、その真の狙いはシリアの独立を回復し、エジ

プトの支配から脱することだった。

エジプトはシリアの脱退を阻止しようと、武力行使を準備する。40　だが、覆

水は盆に返らない。一週間後、ナースイル主義の共和国は分解を遂げた。ディ

マシュクの人質は釈放され、無事にカーヒラに戻る。アラブ民族主義の旗手と

して、ナースイルの威信は地に墜ちた。アラブの統一の大理想がこともあろう

に、お膝元から不信を突き付けられたからである。統合アラブ共和国は片翼を

失ったが、そのままエジプトの国名として存続した。

アラブの統一の夢は、なぜ三年半で破れてしまったのか。シリア側から見れ

ば、理想と現実の落差があまりにもに大きかった。エジプト出身の高級軍人と

官僚は統合共和国の北部地域を属領と見なし、あたかも征服者のように振る舞

う。バース党の思惑はすっかり外れた。ナースィルの力で共産党を押さえ込ん

だ後には、自分たちの天下が到来すると期待していたからである。

シリアの経済界は反エジプトの決起を支持する。合邦後の蜜月時代、実業家

は左翼勢力の弾圧を歓迎した。また、ナースイルが政略から北部地域の農工業

開発に投資を惜しまなかったので、大盤振る舞いの分け前を得る。だが、1960

年代に入ると、シリアの有産階級はエジプト流の社会主義路線の押し付け一一

農地改革と企業の国有化一一に強く反撥した。将兵の一部は軍のエジプト化に

不満を抱き、ひそかに蜂起の時機を窺う。41

アラブの統一の理想を掲げながら、両国の問には基本的な見解の相違があっ

た。もともとシリアは一枚岩の国家でなく、主要都市を中心に地域割拠の傾向

が強い。トルコやフランスの統治下、民族主義者が汎アラブ主義の声を挙げた

のは、外国支配に対する抵抗の表れであり、地域ごとの独自性を否定するもの

ではなかった。一方、古い苦からエジプトはナイル河の流域と河口の三角洲に

中央集権国家を形成し、その伝統は現代も生きている。したがって、アラブの

統合とは、エジプト主導下の大同団幕吉を意味した。

統合共和国からの脱退をめぐり、シリアのバース党は内部で意見が分かれる。

しかし、主流派は分離を強く主張し、アラブ統合の破産を裏書する文書に署名

した。この友党の裏切りと変節に、ナースイルは怒り、そして悲しむ。その日

から将来にわたって、この屈辱を決して忘れることはないだろう。
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エ　ジ　プ　ト　の　アラブ世界の指導者として、ナースイルはまさ

イエマ　ン出兵　に四面楚歌の状態に陥った。サウード家やハー

シム家の〈反動的〉　な君主だけでなく、イラークに加えてシリアの〈革命的〉

な軍人と政治家までが敵に回る。この窮状に追い討ちを掛けるように、間もな

くイエマンは統合共和国（いまやエジプトの別名となった）との国家連合を解

消した。神権的統治者のアハメドがアラブ社会主義批判の諷刺詩を発表し、ナ

ースイルを当てこすったからである。

ナースイルは孤立感を深めたばかりか、汎アラブ主義の旗手としての声望を

失墜した。広大なアラブ世界でエジプト支持するのは、アルジアリア一国に過

ぎない。だが、思いがけないことに、ナースイルに復讐の機会がめぐってくる。

老齢のアハメドの死後、1962年9月26日、イエマン軍の若手将校は暴君的専制

支配の打倒に決起し、君主制の廃止と共和国の樹立を宣言する。

当初、この軍事革命は成功と思われ、王宮警備隊長のアブグッラー・サッラ

ル准将が全権を掌握した。決起部隊の砲撃で、首都サーナ一の宮殿は崩壊する。

ところが、アハメドの後継者で新首長のモハメドは奇跡的に生き延び、山岳地

帯へ脱出した。そして、新イマームに忠誠な部族の支持を得て、革命体制に巻

き返しの戦いを挑む。それから五年間、かつてローマ人が〈幸福のアラビア〉

と呼んだイエマンの地に、血生臭い内戦が荒れ狂う。

イエマンの革命政権は、エジプトに救援を求めた。サッラルが非同盟と積極

的中立主義に共鳴しているだけに、ナースイルとしては助力を惜しむ理由がな

い。武器や軍需物資の供与だけでなく、エジプト軍が紅海を越えてアラビア半

島の南端の地まで派兵された。42やがて王党派は陸続きのサウディ・アラビア

から援助を受け、反革命の抵抗を長期持久戦に持ち込む。

戦況は一進一退で、双方に甚大な出血を強いる。米国や国際連合の仲介で和

平達成の機会は何度かあったが、相互不信から実を結ばなかった。エジプトの

イエマン軍事介入はナースイルの大きな外交的失策で、巨額の戦費支出に苦し

むだけでなく、僻遠の地に精鋭部隊を釘づけされる。エジプト軍総司令官のア

ーミル元帥は勝利の幻想にとらわれて一層の増派をナースイルに要求し、イス

ラエル向けの戦力をいたずらに消耗するばかりだった。

その頃、ナースイルはくアラブ革命〉　と　くアラブの連帯〉の緊急度を比較す

れば、前者を第一義的に、後者を副次的と考える。つまり、シオン主義国家と

の決戦よりも、アラブ〈反動勢力〉の打倒が優先する一一と。ところが、イエ

マン国民は長引く戦乱に疲れ果てて、革命派の内部にもエジプト批判勢力が台

頭した。サッラル体制を擁護するために、ナースイルは腕尽くの内政干渉を強

行しなければならなかった。
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1964年9月と1965年8月に、エジプトとサウディ・アラビアは首脳会談で停

戦の合意に達しながら、肝腎の当事者同士が妥協しないために、結局のところ、

和平実現に至らなかった。エジプト軍の大規模な平定作戦は戦果を挙げ得ず、

無差別の砲爆撃に巻き込まれた民衆に憎悪の念を植え付ける。ナースイルのア

ラブ革命優先理論は破綻し、イエマンの王党派を最後まで放北に追い込めなかっ

た。エジプトが不名誉な干渉戦争から足を洗ったのは、1967年の対イスラエル

戦争に敗北を喫した後のことである。

再こ下統合　イラークとの反目、シリアの離反、イエマン出兵の失敗

を模索へ　など、1960年代の最初の数年問、ナースイルは汎アラブ

主義の理想を掲げる一方で、逆に挫折と後退を重ねる。だが、アラブ陣営の急

進派が国内で権力闘争を繰り返した結果、国際関係の潮流は再び彼に有利な回

り合わせとなった。

1963年2月　8日、イラーク軍の一部はバグダードで市街戦の末にカーシム政

権を打倒し、軍人出身の独裁政治家を処刑する。軍事政変の首謀者アーリフは

五年前の革命の際、カーシムの盟友だったが、その親ナースイル主義的傾向の

ために副首相の地位を追われた。その後、死刑囚として長い獄中生活を過ごす。

政権奪取に成功後、アーリブは陸軍元帥に昇進し、革命指導国民評議会の議長

に就任した。

アラブ世界の国際的政党として、バース党はイラークでも勢力を伸ばし、数

千の武装民兵を擁するほどだった。新政権はナースイル主義者のアーリフを担

ぎながら、バース党が主導権を握る。彼らはシリアの分離主義的同志とは異な

り、汎アラブ主義の立党精神に忠実だった。新体制の下で粛清が始まり、カー

シム派や共産党員は片端から逮捕され、容赦なく処刑される。43

イラークの新情勢は、間もなく隣国に波及した。同じ年の3月、シリアでも

バース党は軍の力を借りて政権奪取に成功する。両国のバース党はエジプトに

対して、過去の失敗にこだわらず、新たなアラブの連帯を求めた。三国の代表

団はカーヒラで一望に会し、政治的統合の可能性を模索する。

しかし、ナースイルは内心でバース党に深い不信感を抱き、性急な再統合に

慎重な態度を示す。五年前、アラブ世界の大同団結は、エジプトとシリアの合

邦で歴史的第一歩を踏み出した。イラークも軍事革命の成功後、これに加わる

素振りを見せる。ところが、三国の統一は成らず、しかもシリアが統合共和国

から脱退した。その苦い教訓と屈辱を、ナースイルは心に抱き続ける。

ナースィルは当時の国際情勢に照らして、三国の統合の得失を冷静に計算す

る。エジプト、シリア、イラークのアラブ急進派が一体化すれば、各国の民衆

は熱狂的に歓迎するだろう。彼はアラブの大同団結の立役者として、再び歓呼
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の声を浴びるに違いない。しかし、東西両陣営から厳しい反応があることは、

あらかじめ覚悟せねばならない。とりわけイラークは難題を抱えている。

統合が実現すれば、植民地主義の残樺は一掃せねばならない。そこで外国石

油会社の利権に手を付ければ、西側の強い反撥は必至である。それだけではな

い。ソ連はイラークの共産党弾圧に不快感を表明してきた。また三国が軍事的

にまとまれば、イスラエルは脅威と受け止めよう。新統合国家の圧力で、仮に

ヨルダンの王制が崩壊すれば、なおさらのことである。さらにトルコとイラン

も隣接の新国家に敵意を示すだろう。

1963年4月17日、三国の代表団は会議の決裂を回避するため、一種の妥協案

を作成した。エジプト、シリア、イラークは連邦を形成し、五カ月以内に国民

投票で大統領を選出し、同時に憲法と統合憲章を採択する。それから二十カ月

以内に上下両院の選挙を実施する一一と。ところが、この共同宣言が発表され

て間もなく、三国の底流は急速に変わり始めた。44

とくにシリアとイラークでは、バース党内部の左右両派、′親ナースイル派の

統合論者が三つ巴となり、権力闘争に明け暮れる。シリアのバース党急進派は

エジプトを排除し、シリアとイラークの統合実現を画策した。1963年7月、バ

ース党員の軍人アミン・エル＝ハフィズが政権を握り、党内の穏健分子を追放

する。新たな軍事政変の試みは失敗に終わり、対エジプト協調派は二十七人の

大量処刑で血の代償を払わねばならなかった。

ナースイルは三国統合の将来に見切りを付け、真正面からバース党を非難す

る。イラークの国家元首のアーリブ元帥はカーヒラとディマシュクを訪問し、

シリアとエジプトの関係修復を試みる。だが、この和解仲介の旅は、結局のと

ころ無駄な努力に過ぎなかった。それよりも、バース党と軍部の対立で、イラ

ーク自体が騒乱状態に陥る。

イラークのバース党はシリアの兄弟覚とは異なり、軍の内部に支持基盤がな

かった。党の強硬派は軍部に全幅の信頼を置かず、代わりに自前の武装民兵を

訓練する。やがてバース党の私兵は政敵の共産党員を粛清し、首都のバグダー

ドを恐怖のどん底に陥れた。アーリブの実弟で陸軍准将のアブダルラハマーン⑳

アーリフは兄を窮地から救うため、バース党の政府を打倒し、私兵団をたたき

のめす。

1963年、アラブ世界の急進派陣営は、統合の大きな期待をよそに、不信と憎

悪で混沌状態に陥った。ナースイル主義は得意の絶頂から転げ落ち、かつての

影響力を喪失する。汎アラブ主義の掛け声は空しく響き渡るだけで、実際には

分裂と抗争をもたらすだけだった。この間、イスラエルはアラブの軍事的包囲

を免れ、建国十五年を迎えて、中東の一角に着々と地歩を固める。
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＜第七吉日の註と参考文南犬＞

1後にエジプト革命を担った二人の軍人一一一一ネギブとナースイルは回想録で、パレス

チナ戦争当時の準備不足と混乱を描写している。ネギブは部隊を率いてガザ地帯の鉄道終

点まで来ると、それから先の兵員輸送に地元民から貨物自動車を借り上げねばならず、牽

引用のトラクタを見付けられなかったので、六ポンド砲を置き去りにして前線に向かった。

英国製の火器は弾薬不足に悩み、戦車も予備部品を欠いた。第一次休戦中、エジプトも

イスラエルと同様に国際連合の禁令を犯して武器を闇市場で調達したが、欠陥製品をつか

まされた。イタリ製の手楷弾は投げる前に爆発し、スペイン製の野砲は砲弾をまともに発

射できなかった。最前線の兵士は不信の念を抱く。国王や政府高官が欠陥兵器甲取り引き

で、不当利得を得ているのではあるまいか一一と。

ナースイルがガザにたどり着いた際、調理設備がないため、部下に温かい食事を食べさ

せられなかった。彼は千エジプト・ポンドを与えられただけで、兵士の給食用にチーズや

オリヴの実を買わねばならなかった。前線の指揮官はカーヒラから相矛盾する命令を受け、

途方に暮れる。戦争の初期、無謀な攻撃命令が、現地の実情を知らぬまま、後方からしば

しば届いた。機甲部隊の掩護や事前の偵察もないのに、守りの固いイスラエル軍陣地の正

面攻撃に歩兵を投入せよ一一と。カーヒラの宣伝放送は大勝利を伝えるばかりで、戦況の

真実を隠蔽した。〔Robert Stephens，Nasser：A Political Biography（IarmOndsworth：

Penguin Books，1973年）、77～78頁〕

2　シリアの政権はフランスの支配に抵抗した民族主義者で構成され、パレスチナ軍事

介入の失敗がなければ、もっと長い期間にわたって存続できる筈だった。ところが、完全

独立の達成後、反仏闘争の担い手たちは権力維持に汲々として、時代の変化に適切に対応

できない。国民は敗北の屈辱に憤って反政府暴動を起こし、首相を辞任に追い込む。だが、

政界の主流派は非難をそらすため、軍部に責任を転嫁した。1949年3月末、陸軍幕僚長の

フス二・ザイム（ガリラヤ湖畔の戦闘でシリア軍を指揮）は無血軍事政変に成功し、有力

政治家の逮捕、憲法の停止、議会の解散などの強硬手段で全権を掌握する。だが、この軍

事政権は半年と続かず、8月半ば、別の軍事政変で、ザイムは失脚の末に処刑された。こ

の時は軍人が政治の表舞台に出ず、文民政権が誕生する。四カ月後の12月中旬、アディブ・

シシャクリ中佐が決起し、実に一年間に三度目の軍事政変を起こす。当初、彼も政党政治

家を首相に任命して、背後から政界を操った。だが、この軍人はやがて自ら国家元首に就

任するなど権力を一身に集中して、独裁化の道を歩んだ。その専制政治に対する反撥が高

まり、1954年2月末の軍事政変で、シシャクリは国外に逃亡を余儀なくされた。〔George

Lenczowski，The Xiddle Eastin Yorld Affairs，Fourth edition（Ithaca：Cornell

University Press，1982年）、327～335貢〕

3　アブグッラー国王はアラブ軍団の占領地から地方有力者を集め、その要望に応える

形で、ヨルダン川の両岸の統合を画策する。1949年の暮れまでに三回の集会を開き、併合

の機運を盛り上げた。さらに選挙法の改正で議会は議席の定数を倍増し、王国の新領土に

も同数の議席が割り当てられた。議会は選挙後に招集された初会合で、ヨルダン川西岸の
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アラブ領域（ガザ地帯を除く）の併合を満場一致で承認する。〔Y．T．Toni and Suleiman

Ⅱousa，The‡ashenite Eingdon of Jordan：Land and People（Amman：Hinistry of Cuト

ture andInformation，The Government ofJordan）、53～54貢〕

エジプトのファルーク国王などはアブグッラーの領土拡大に反対で、ヨルダンはアラブ

連盟から除名されかねないほどだった。同じハーシム家のイラークも不快感を抱き、一時

は両国間の関係に緊張をもたらす。

4　パレスチナ問題は、部族、宗派、思想的対立の激しいイラークで、国民的一致を取

り付ける唯一の材料だった。イラーク軍の撤退にからんで、共産党主導の同盟罷業と政治

的示威行進が続発すると、サイード首相はすでに服役中の共産主義者を獄中から引き出し、

改めて軍事裁判にかけた。1949年2月、再審の被告たちが死刑を執行されると、さしもの

反政府運動も沈黙する。一方、この強権政治家は国民の不満をなだめるために、経済の立

て直しに乗り出した。英国から三百万ポンドの借款、国内で操業中の外国石油会社から無

利子の借金を得て、経済危機の回避に成功する。〔Phebe Harr， TheⅡodern History of

麺（Boulder：Yestview Press，1985年）、107～108貢〕

5　パレスチナ出兵の軍費は、エジプトの国庫を危機に陥れた。政府は赤字財政克服の

ために税制改革を持ち出したが、議会に拒否される。増税案が富裕階級出身の議員の利益

に反するからである。特権的政治家の腐敗が反体制運動に拍車を掛ける一方で、治安当局

の弾圧も厳しさを増した。ファルーク国王が首相を次々に更迭するうちに、1950年春に成

立のウオフト覚政権は、国民の不満を外に向けるために、英国と条約改訂交渉を始める。

その交渉が実りないまま一年半にわたって長引いた後で、1951年10月、エジプト政府は一

方的に条約を廃棄した。それ以来、左翼の学生と労働者、右翼のイスラーム教徒同胞団の

活動家は英軍の駐屯を非合法と見徹し、反英運動を強化する。スエズ運河地帯でエジプト

人の基地労働者は英軍のために働くのを拒否し、出入りの商人も物資の供給を停止した。

鉄道員、港湾労働者も同調し、英軍の軍需品や兵員の輸送を故意に遅らせた。反英運動の

激化は、同時に政府と王室に対する不信の表明を意味する。1952年1月、運河沿いの町イ

スマーイーリアで、英駐屯軍の指揮官はゲリラを掃討するついでに、エジプト警察と治安

部隊の武装解除を要求した。双方の対決は銃撃戦に発展し、エジプト側に五十人以上の死

者を出す。その翌日の1月26日、カーヒラで報復の大暴動が発生し、英国系の会社、商店、

映画館、ホテルなどが焼き打ちされ、英国人など約三十人の外国人が殺された。〔P．J．

Vatikiotis：The‡istory of Egypt：From址uhamad Ali to Sadat，Second edition

（Baltinore：TheJohns Eopkins University Press，1980年）、366～371頁〕

警官隊が同僚の死を悼んで暴動鎮圧に動かなかったので、事態は軍の出動で収拾された。

この事件は王室と支配層の信用失墜を内外に印象づけ、半年後の軍事革命の伏線となる。

6　アラビア半島の南端のイエマンに、ユダヤ教徒はソロモン王の時代に商人として移

住し、さらにローマ軍団によるエルサレムの神殿破壊の後、多数の者が逃れて来た。長い

年月、彼らは釜窮状態にあったが、アラブ人から迫害されることは殆どなかった。しかし、

イスラエルの建国とアラブ諸国の参戦後、ユダヤ共同体は古い隣人から暴行と略奪の憂き

目に遭う。彼らは住み慣れた土地を捨て、徒歩で英国の直轄植民地エイドンに向かった。

イスラエルの救援団体はイエマンのアラブ支配者と英植民地当局と交渉し、ユダヤ難民の

出国に合意を取り付ける。アラブ側は出国料の現金支払いと財産の接収に満足し、この住
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民の大量脱出に異存なかった。1949年5月から1950年9月までの問に、イエマンのユダヤ

教徒のほぼ全員の四万七千人が空路でイスラエルに移住し、これに三千人がエイドンから

加わった。

バビロンの虜囚以後、ユダヤ教徒はメソポタミアに深く根をおろし、時々の迫害にさら

されながらも、イラークに繁栄した共同体を維持し続ける。ここでもイスラエルの建国は

アラブ人の敵意をかきたて、ヤハウェの信徒を投獄、失職、入学拒否の非運に突き落とす。

国外移住は死刑の重罪となったが、少数の者はイラン経由でシオンの地をめざした。1950

年3月、突然、イラーク政府は出国禁止を解除し、3月9日までに所定の手続きを完了すれ

ば、国外移住を許可すると発表した。そのかわり、イラーク国籍を放棄し、財産を処分し

なければならない。その代金は、後日、支払われる筈だった。ところが、出国希望者が手

続きを済ませた翌日の3月10日、イラーク政府は態度を翻して、ユダヤ教徒の全財産と銀

行預金を補償なしで没収した。その後、ユダヤ難民はサイプラス島まで飛行機で運ばれ、

そこから海路、あるいは空路でイスラエルに向かう。この経路で1951年12月までに十一万

三千人がシオンの地に移住し、この他にイラン経由で八千人がユダヤ国家に入国した。こ

の迫害にもかかわらず、イラークには四千人のユダヤ教徒が残留した。

マロコウ政府はユダヤ教徒の出国に関して首尾一貫した方針を持たなかったので、移住

には波があった。それでも、1951年12月までに十二万人がイスラエルに移住した。同じ北

アフリカのリビアからは、三万人が出国してユダヤ国家にたどり着いた。〔Chaim Raphael，

The Road from Babyron： The Story of Sephardi and OrientalJews（London：Weiden－

feld and NicoIson，1985年）、232～238貢〕

7　イスラエルは軍事境界線沿いの地域を軍政下に置き、アラブ系イスラエル市民に英

委任統治時代の治安維持法規を適用して、さまざまな差別と圧迫を加える。これらの法規

は、つい先頃までユダヤ過激派の武装闘争を取り締まるための手段だった。ユダヤ国家の

少数派市民は人権を侵害され、市民的自由を奪われた。令状なしの逮捕、拘禁、追放、家

屋の取り壊し、土地の没収は、ごく当たり前のことになった。最高裁判所に救済を求めて

も、国家保安上の理由で却下された。〔SabriJiryis，The ArabsinIsrael，1948－1966

（Beirut：TheInstitute for Palestine Studies，1969年）、1～54貢〕

8　ベルナドットの暗殺から約三週間後の1948年年12月11日、国際連合は調停官の職を

廃止し、かわってパレスチナ和解委員会を設置した。翌1949年4月末、同委員会はジュネ

ーヴ近郊のロザンヌにアラブ諸国とイスラエルの代表を招き、1949年5月12日（イスラエ

ルが国連連合に加盟した翌日）、交渉の基礎となる条件について双方から同意を取り付け

る。この時に調印された議定書は、国際連合総会の難民帰還に関する決議やパレスチナの

分割決議を織り込んでいた。しかし、その後のイスラエルの頑なな態度のため、交渉は一

向に進展を見ないまま暗礁に乗り上げる。〔Eenry Cattan，Palestine andInternational

Law：The Legal Aspects of the Arab－Israeli Conflict（London‥　Long皿an，1973年）、

108～110頁〕

9　建国後のイスラエルは東西どちらの陣営に属するのも好まず、外交面で中立路線を

採用した。だが、後に〈中立〉の用語は〈独立〉の慎重な表現に言い換えられる。イスラ

エルは毛沢東の共産党政権を承認し、1950年にはフランコ体制下のスペインとの外交関係

について、大使から領事に格下げの措置を取り消した国際連合総会の決議に対して、ソ連
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と共に反対票を投じた。朝鮮戦争の勃発に際して、イスラエルは北側の侵略を非難し、国

際連合の旗の下の軍事介入に賛成して医療面で協力する。ところが、西側陣営の戦略的利

害が、どの程度までイスラエルの存在と調和できるのか、当時は疑わしかった。〔George

Lenczowski、前掲書、418頁〕

10　ソ連は建国後間もないイスラエルに法的承認を与え、新生ユダヤ国家と外交関係を

樹立する。初代公鹿にゴルダ・メイアル（マイアスンから改姓、後に労相、首相を歴任）

が任命され、マスクヴァに赴任した。高名なユダヤ系作家イリヤ・エレンブルグはソ連共

産党機関紙『プラヴダ』に寄稿し、ひとまずユダヤ国家を称賛しながらも、イスラエルの

国民とソ連のユダヤ系市民との問には何の関係もないと強調した。しかし、ユダヤ暦の新

年に、彼女がマスクヴァのユダヤ教会堂に出掛けると、約五万人の同信者に出迎えられて

熱狂的な歓迎を受ける。〔Gold麗eir，恥Life（London：Futura Publications，1984年）、

204～207貢〕

スクリインは英国の中東支配に揺さぶりをかけるため、アラブ諸国の共産党を犠牲にし

てパレスチナの分割を支持した。だが、この自然発生的な歓迎に衝撃を受け、ユダヤ系ソ

連人が赤旗よりもダヴィデの星に忠誠心を抱いていると疑う。〈社会主義国〉イスラエル

と国際共産主義の総本山との蜜月はすぐに終わりを告げた。クレムリンはユダヤ文化の否

定、逮捕と流刑などの強権手段を発動する。ソ連の反シオン主義は反ユダヤ主義に転じ、

これに東欧圏の諸国も追随した。〔ぬⅩime Rodinson， Israel and the Arabs（Earmonds－

WOrth：Penguin Books，1973年）、64頁〕

11ネギブの失脚に至るまでの道程は長かった。1954年2月24日、ナースイルは上官を

共和国大統領、革命評議会議長の要職から追い落とし、自ら首相と議長に就任する。国家

元首は空位となった。しかし、軍の一部が将軍を強く支持し、さらに親ネギブ派の大衆が

留任要求の示威行進を組織したので、九日後にネギブは大統領に返り咲く。ナースイル派

は時を稼ぐため、しばらく譲歩を余儀なくされた。3月5日、革命評議会は制憲議会の選挙

を7月に実施し、その一カ月前に戒厳令を解除するよう決定した。ついでネギブは首相と

議長の地位を取り戻し、政党解散令を撤回したばかりか、さらには革命指導評議会の廃止

（制憲議会の選挙の当日に予定）まで決めた。

ナースイルは巻き返しに転じ、まず、革命防衛のために軍の内部を固め、次に〈解放大

集会〉を利用して学生と労働者の動員に成功する。3月29日、革命指導評議会は先の決定

を取り消した。4月19日、ナースイルは再び首相になり、主要閣僚を自由将校団で固めた。

それから七カ月、ネギブは大統領の地位に引き続きとどまったが、もはや実権を奪われて

しまった。〔P．J．Vatikiotis，前掲書、381～383貢〕

121954年10月26日、ナースイルがイスカンデリーヤの広場で大群衆に向かって演説中、

イスラーム教徒同胞団の一員が近くから拳銃を発射した。数発の弾丸はナースイルの身体

をかすめ、頭上の電球を粉砕する。この革命指導者は奇跡的に暗殺を免れると、側近が逃

げ惑うのとは対照的に、壇上から聴衆に呼びかけた。我が身に何が起きようとも、革命は

前進し続ける。もし、自分が殺されたら、諸君の一人一人がナースイルになるのだ一㌦一一と。

この暗殺未遂事件は、彼の個人的威信を計り知れぬほど高める。翌日、ナースイルは生

命の危険を顧みず、イスカンデリーヤの市内で、さらには汽車でカーヒラに帰る途中の停

車駅で、熱狂的な群衆の前に姿を現した。首都では二十万人が不死身の英雄を出迎え、そ
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の帰還を歓迎した。この事件を契機に、エジプトの軍事政権はイスラーム教徒過激派の徹

底的弾圧に乗り出す。暗殺未遂犯人の六人が死刑を執行され、数千人が投獄された。イス

ラーム教徒同胞団はパレスチナ戦争と反英闘争に大きな役割を果したが、もはや自由将校

団とは共存できない。治安当局は革命政権転覆の陰謀を追及し、背後にネギブの影を見出

す。1954年11月14日、この将軍政治家は大統領の地位から追放され、自宅に監禁された。

〔Robert Stephens，前掲書、135～136頁〕〔Derek Eopwood，Egypt： Politics and Society，

1945－1984，Second edition（腎inchester：Allen and Unwin，1985年）、42責〕

13　アブグッラーの暗殺後、皇太子のタラールが国王に即位した。しかし、1952年8月、

精神障害のため在位一年で退位し、まだ十七歳の少年フセインが父の跡目を継ぐ。1955年

12月、英国は参謀総長のジェラルド・テンプラ将軍をアマーンに派遣し、英国・ヨルダン

条約の改訂、イスラエルの脅威に対抗できる軍備強化の問題とからめて、バグダード条約

に参加を誘いかけた。その頃、ヨルダンはイスラエルの報復攻撃にさらされていただけに、

この軍事同盟に加入を考慮したところ、国内の強力な反対に直面する。この交渉で英国は

三国宣言の手前、フセインの軍事援助の増額要請に応じなかった。そこで、1956年3月1日、

二十歳そこそこの国王は軍のアラブ化を断行し、総司令官のグラブと英国人将校を解任す

る。〔Y．T．Tony and Sulei皿an貰ousa，前掲書、55～59頁〕

グラブの率いるアラブ軍団は、ヨルダンの左翼陣営から　〈進歩派に対する抑圧の道具〉

とかく東アラブにおける英国石油利権の番犬〉　などの悪罵を投げ付けられていた。〔Dilip

‡iro，Ⅰnside theⅡiddle East（London： 丑outledge＆Eegan Paul，1985年）、160貢〕

141953年10月14日の夜から15日の未明にかけて、イスラエル軍の特殊部隊はベン＝グ

リオンの命令で、ヨルダン領のキビヤ村を急襲した。この作戦はロッド空港の近くで殺さ

れたイスラエル人の母子三人に対する報復で、六十六人のアラブ人を殺害し、四十五戸の

家屋を爆破する。犠牲者の大多数は、崩れ落ちた建物の下敷きになった。いっもはユダヤ

国家に同情的な米国の新聞も、この時ばかりはイスラエル批判の筆陣を張り、第二次世界

大戦中にチェカスロウヴァーキアで起きた独軍の虐殺になぞらえる。この時、一人の総統

親衛隊指揮官が暗殺された仕返しに、ナチ・ドイツの軍勢は百八十五人の村民を殺害した。

〔Ritchie Ovendale，The Origins of Arab－Israerli Wars（London：Longman，1984年）、

133頁〕

この特殊部隊は対ゲリラ作戦用に特別に編成され、第百一部隊と名付けられた。その指

揮官は予備役将校のアリエル・シャロンで、ヘブライ大学東洋語学科の学生だった。この

部隊は落下傘部隊と合併して第二百二降下大隊と改称し、1950年代の半ばに数々の報復作

戦に出動する。〔Edward Luttwak andI）an：orowitz，TheIsraeli Army（London：Allen

Lane，1975年）、109～113貢〕

その後のシャロンは野戦司令官として勇名を馳せ、退役後に政界入りしてから国防相を

務める。1982年にはPLO根絶のためレバノン戦争を仕掛けたが、パレスチナ人難民収容

所の虐殺事件の政治的責任を問われ、国防相の要職から無任所相に降格された。

15　ベン＝グリオンは首相を辞任する前日、職業軍人の最高位の国防軍幕僚長にダーヤ

ーンを任命し、また兼任していた国防相の職務をピンハス・ラヴォンに託した。シャレッ

ト内閣が発足して間もなく、ラヴォンとダーヤーンの二人は権限争いを始める。国防相は

文民支配の原則の完全確立を要求し、幕僚長は軍事面に政治家の介入排除を主張したから
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である。国防軍諜報部がエジプト国内で破壊工作に失敗した際、両者の対立は抜き差しな

らなくなった。ラヴォンは諜報部長のベンジャミン・ギプリからスパイ作戦について何も

知らされなかったと主張し、諜報部長は幕僚長を飛び越えて国防相から直接の命令を受け

たと反論する。この権力闘争は検閲のため報道されぬまま舞台裏で進行し、最後にベン＝

グリオンがダーヤ丁ン派を支持して決着を付けた。1955年2月、ラヴォンはついに辞職に

追い込まれ、前首相のベン＝グリオンが国防相として政界に復帰した。〔Edward Luttwak

and DanⅡorowitz，前掲書、135～137貢〕

16　イスラエル側の数字では、ソ連はエジプトに二百三十台の戦車、二百台の装甲兵員

輸送車、百台の自走砲、五百門の大砲、二百機の航空機（戦闘機、爆撃機、輸送機）を引

き渡した。この他にも、駆逐艦、高速魚雷艇、潜水艦を供与する。〔Chain fkrzog，型と

Arab－Israeli Wars：腎ar and Peacein theⅡiddle East from the War ofIndependence

to Lebanon（London：Arms and Arnour Press，1984年）、112頁〕

エジプト革命で多数の共産主義者が投獄されたので、当初、マスクヴァはカーヒラの軍

事政権を敵視して〈ファシスト〉　と非難した。しかし、1955年3月、スクリインが死んで

から、クレムリンは態度を改め、ネギブやナースイルのくブルジョワ民族主義〉を公然と

支援した。ソ連政府はエジプト駐在大使に傑出した中東専門家を任命し、両国間の関係改

善に努力する。その結果、ソ連はエジプトやアラブ諸国を共産主義の影響下に引き入れよ

うとせず、西欧帝国主義から自立するのを手助けしている一一と印象づけるのに威勢した。

〔Peter Xansfield，The Arabs（Ⅱarmondsworth：Penguin Books，1979年）、296頁〕

17　シャレットは首相の座から降りたが、ベン＝グリオン内閣に外相として入閣した。

彼は古巣の外交畑に戻ったものの、首相に復帰したベン＝グリオンの強硬方針と相容れず、

一年と経たないうちに辞任に追い込まれた。〔Edward Luttwak andI）an Eorowitz，前掲書、

135～137貢〕

18　世界銀行総裁のユージーン・ブラックはナースイルと融資問題について会談し、エ

ジプトの国家予算や貿易収支に厳しい注文をつけた。この融資条件は、エジプト経済を外

部の監督下に置くことになる。ナースイルが世界銀行の中立性に疑念を示すと、ブラック

は次の通り反論した。この銀行は国際連合の機関で、融資条件はどの国にも等しく適用さ

れる一一と。だが、この国際公務員は、つい正直な本音を吐いた。米英両国は大出資国だ

けに、融資審査に強い影響力を及ぼす一一と。この時期、ヨルダンのバグダード条約機構

加盟問題がアラブ世界を揺さぶっていただけに、ナースイルは西側陣営に対して不信の念

を高めた。〔Robert Stephens，前掲書、172～173貢〕

19　米国はロシア革命後に誕生した共産主義政権を十六年間も承認しなかった。1949年

に中華人民共和国が成立し、東欧圏はもとよりインドなどのアジア諸国、北欧三国、西欧

の一部の国々から承認されても、米国は台湾の国民党政権を中国の正統政府として過した。

〔Fredrick L．Schuman，Ⅰnternational Politics：The Western State System and the

甘orld Con皿unity，Six edition （Tokyo：Eogakusha，1958年）、113頁〕

カーヒラが北京を承認したのは、武器の入手先を確保するためだった。当時、このよう

な噂が国際社会に流れた。もしも国際連合が中東地域に武器の禁輸を宣言すれば、ソ連は

西側との関係を改善するために、この宣言に同調するかも知れない一一一一と。その場合、ナ

ースイルは新中国から武器を買い入れるよう真剣に考慮した。
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20　当時のエジプトは事実上の独立国だったが、名目的にはトルコに服属していた。カ

ーヒラの都督が運河掘削の特許状を与えても、正式にはイスタンブールの皇帝の裁可を得

なければならない。フランスの勢力はエジプトの宮廷に根を張り、英国の影響を排除して

いた。しかし、トルコ本国では、形勢が逆転する。時はクリミア戦争の前夜で、トルコは

ロシアに対抗するをめ、英国の強力な支持を必要とした。英国政府がスエズ運河の建設計

画に難色を示したので、特許状の裁可は十年間も遅れる。ド＝レセップスはしびれを切ら

せて、正式の許可を待たずに工事に着手した。〔George Lenczowski，前掲書、708貢〕

21北アフリカの植民地の騒乱をめぐって、フランスのモレ政権はナースイルの役割を

実質以上に過大に評価した。アルジアリア独立運動指導者の一人アハメド・ベン＝ベッラ

はカーヒラに本拠を置いて活動し、エジプトの助力を取り付ける。カーヒラ放送は激烈な

口調でアラブの連帯を説き、ゲリラの戦闘ぶりを称賛した。しかし、エジプトが実際に供

与した武器弾薬は多くなく、アルジアリア側の不満と失望を買う。〔Alistair E0rne，む

Savage甘ar of Peace‥　Algeria1954－1962（Earmondsworth：Penguin Books，1979年）、

79、85、129貢〕

22　このセーヴル会談にベン＝グリオンはダーヤーンとペレスを伴って出席し、戦争の

口火を切るのに合意したが、委任統治時代からの対英不信をぬぐえず、最終段階でためら

いを見せた。〔Chain‡erzog，前掲書、114貢〕

英国側は親英アラブ諸国への気兼ねからも、イスラエルの一枚かんだ秘密会談に参加し

た事実をひた隠しに隠し、真実を閣僚や国会議員にも知らせなかった。だが、真実は間も

なく、フランスとイスラエル側から暴露される。

23　この混成軍は英軍の最高司令官の指揮下に置かれ、仏軍の将官が補佐役を務めた。

艦隊、航空戦力、上陸部隊も、それぞれ英軍人が責任を負い、仏軍人は介添え役を割り振

られた。これは両国の兵力の差を反映している。英軍の五万に対して、仏軍は三万に過ぎ

なかった。侵攻作戦の準備には、さまざまな困難が生じた。エジプトに近いサイプラス島

の港は狭くて出撃基地に使えず、両国の艦隊と輸送船団は、目的地まで六日の航海を要す

る遠いモールタ島に集結せねばならなかった。〔IIugh ThomaS，The Suez Affair（London：

Yeidenfeld and NicoIson，1986年、70～73貢〕

24　ナースイルの側近で後に情報相になるモハメド・へイカルは、当時、エジプト軍の

首脳部が情勢判断に迷った事実を記している。イスラエル軍機甲部隊越境の第一報は、落

下傘部隊のミトラ峠降下の報告よりも早く、ナースイルの許にもたらされた。しかし、イ

スラエルの航空隊は地上部隊の支援に出撃しないばかりか、エジプト空軍基地を攻撃する

兆候さえ見せない。幾っもの可能性を検討した結果、ナースイルは次の通り事態を解釈し

た。英仏両国がスエズ運河の国有化をめぐって間もなくエジプトと妥協点に達するだろう

と、イスラエルは信じ込んで単独で一戦を挑んだ一一と。この判断に基いてエジプト軍部

は英仏軍の侵攻に備えていた精鋭の第四装甲師団を出動させ、スエズ運河を渡ってシナイ

砂漠に投入する。

このようにナースイルが判断を誤ったのは、アイザンハウアが西側諸国の不介入を保証

したことと、近く開催予定のジュネーヴ会議で、合意達成の見通しがあったからである。

当初、ベン＝グリオンが航空隊の出撃を控えたのは、侵攻の真の意図を隠蔽して相手に報

復作戦と誤認させ、さらにはテラヴィヴなどの都市に対する報復爆撃を恐れたからだった。
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イスラエルの航空戦力は強力でなく、正面切ってエジプト空軍に対抗できなかった。ベン

＝グリオンは宿敵の空軍の撃滅を英仏両国に託し、連合軍の爆撃機の傘の下で、シナイ作

戦を遂行する。〔Xohamed軋．‡eikal，Cutting the Lioll’s Tail‥Suez Through Egyptian

迦些（London：Corgi Books，1988年）、193～194貢、199～200頁〕

25　エジプト陸軍総司令官ハーキム・アーミル元帥はナースイルの退却命令に強硬な反

対を唱え、あやうく解任されるところだった。彼は自由将校団の一員で、ナースイルとは

革命の盟友である。この武弁は陸軍士官学校を視察した際、撤退作戦の講義がおこなわれ

ているのを知って激怒し、授業中の教室に乗り込んで強い語調で申し渡した。今後、いか

なる軍事状況の下でも、撤退命令が出されることはない一一一と。総司令官の抵抗を押し切

るため、大統領は自ら電話で前線の部隊に退却を命令しなければならなかった。〔Hohamed

E．Eeikal，前掲書、197頁〕

26　アイザンハウアとダリスも、イードンやモレと同様に、ナースイルを第二のヒトラ

ルと見徹した。スエズ運河の国有化後、米国大統領と国務長官の発言は一貫性を欠き、相

矛盾することが多かったので、英仏両国の首相は都合の良い箇所を有利に解釈し、対エジ

プト武力行使が最後には米国に是認されると思い込む。〔Steven L．Spiegel，The Other

Arablsraeli Conflict‥　貰akingAmerlCa S Xiddle East Policy，from Truman tO Eegan

（Chicago：The University of Chicago Press，1985年）、71～72頁〕

27　この決議の採択で、国際連合に加盟の国々の大多数が〈平和のために結集〉　し、戦

火の消し止めと事態の収拾に積極的役割を果す。国際連合憲章の第十八条によると、国際

平和の維持に関する勧告など、重要問題は三分の二の特別多数決で決せられるが、表決は

停戦の実現と緊急部隊の派遣を圧倒的多数で支持した。

28　イードンは国内でも強い反対に直面し、野党はもとより与党からも批判される。ス

エズ運河が国有化された時、労働党首のヒュ一・ゲイツカルは議会でナースイルを非難し、

イードンに英国内のエジプト資産を差し押さえるよう要求したほどだった。しかし、軍事

冒険の実情が明るみに出るにつれて、親イスラエル派の多い労働党も、政府攻撃に立ち上

がった。ゲイツカルはイードンに面と向かって、首相辞任を迫る。イードンの犯した最大

の誤りは、スエズ出兵を正当化するために、実際の情勢を歪めて伝え、国民を意図的に騙

したことである。実際にはイスラエル軍の攻撃が遠く離れているにもかかわらず、いまに

もスエズ運河が危険にさらされるかのように誇張した。英国は消防士の役割を自任したが、

戦争の火に水のかわりに油を注いだ。〔Iugh Thomas，前掲書、39～40貢、178亘〕

2911月　5日、英仏軍の空挺部隊はポートサイードに降下し、エジプト軍の抵抗拠点に

大損害を与えする。現地のエジプト軍指揮官は不利な戦況から、侵攻軍と停戦交渉を始め

るのに同意した。この報せがランダンで開会中の下院に伝わると、保守党議員たちは歓呼

の声を上げた。ナースイルが降伏したかのように、誤って受け取られたからである。ポー

トサイードでは拡声器を積んだ自動車が市内を巡回し、宣伝放送で市民の士気を鼓舞した。

第三次世界大戦が勃発して、ラングン、パリは核攻撃を受けた一一一一と。その日、ソ連のブ

ルガニイン首相はイードン、モレ、ベン＝グリオンに覚書を送り、エジプト攻撃の三国を

「あらゆる種類の近代的破壊兵器の使用」で潰威させる準備ができていると脅迫した。と

りわけイスラエルに対して「国家としての存在に疑問符」が付けられると断じた。〔‡ugb

Thomas，前掲書、158貢〕

－251－



30　ミトラ峠に降下したのも、砂漠を横断して合流したのも、第二百二空挺部隊の将兵

だった。部隊の任務は峠の東側に陣取って、エジプト軍の増援を食い止めることで、峠そ

のものの占領ではなかった。緒戦の段階で峠の占領は戦略的にも戦術的にも不必要と考え

られたが、大隊長のシャロン大佐はイスラエル国防軍幕僚長のダーヤーン中将から峠に布

陣のエジプト軍と正面衝突を避けるとの条件付きで許可を取り、偵察の名目で小兵力の分

遣隊を出動させる。ところが、峠の近くで十字砲火を浴びたので、シャロンは総力を挙げ

て敵陣を攻撃した。激戦の末にイスラエル軍は峠を制圧して、この要衝からエジプト軍を

駆逐する。しかし、人的損害は極めて大きく、三十八人が戦死し、百二十人が負傷した。

シャロンの明白な命令違反にもかかわらず、ダーヤーンは何の懲戒処分も科さず、無謀な

攻撃を黙認した。その後、第二百二空挺部隊の生き残り兵士は矛先を転じ、シャルムエッ

シェイク攻略戦に参加する。〔ChaimⅡerzog，前掲書、117～123貢〕

31エジプト軍の損害の内訳は、次の通り見積もられている。まず約千人がシナイ半島

の戦闘で戦死し、さらに千人が退却の途中で命を失った。この大損害は主として空からの

攻撃によるもので、イスラエルの航空隊が英仏両空軍の支援でシナイ砂漠の上空の制空権

を確立した結果である。これ以外に、英仏連合軍の上陸地のポートサイードで約千人が死

亡し、その多くは民間人だった。これに加えて、四千人が負傷し、六千人が摘虜になった。

〔Paul Earper，The Suez Crisis（East Sussex： 腎ayland，1986年）、56～57頁〕

戦争犠牲者の数は、論者によって異なる。エジプト側の数字によると、死者の数はエジ

プトが九百二十一人、イスラエルが二百、英国が二十二、フランスが十人となっている。

〔ⅡohamedI．Eeikal，前掲書、9貢〕

32　アイザンハウアの新中東政策は、スエズ戦争中にウオシングタンが演じた役割に対

する批判とからんで、米国内で反響を呼び起こす。一部の論者は「国際共産主義の明白な

侵略」よりも、政情不安の地域で〈国内共産主義〉　の転覆活動を危険視した。別の論者は、

次のように指摘する。アイザンハウアの政策はアラブ対イスラエル紛争に対処していない

一一一一と。米国の石油業界はナースイル主義を脅威と見倣していただけに、大統領の決断を

歓迎した。その一方で、国務省や中央諜報局（CIA）の中東専門家は、その効果を疑問

視した。アイザンハウア・ドクトリンがナースイルと彼の支持者から強い反撥を招き、せっ

かく戦争中に米国がアラブ世界で獲得した評判を落とす結果となるからである。〔Steven

L．Spiegel，前掲書、84～85貢〕

33　スレイマン・ナブルシ首班の内閣は発足後間もなく英国と条約上の絆を断ち、サウ

ディ・アラビア、シリア、エジプトの三国とアラブ連帯協定を締結する。英駐屯軍はかっ

ての従属国から追い立てられ、1957年の夏までに撤兵を完了した。ヨルダン政府は英国の

補助金を失ったかわりに、近隣の友邦から財政援助を受ける。その結果、ハーシム王朝の

将来に悲観的見方がひろまり、ヨルダンは遠からず共和国になるとさえ予想された。しか

し、エジプトやシリアの急進派共和制国家も、フセイン国王の打倒を得策とは考えなかっ

た。ハーシム王家の転覆はヨルダン川の西岸にパレスチナ国家の樹立を招き、その阻止の

ため、イスラエルが武力介入するだろうと懸念されたからである。〔Peter耳ansfield，前

掲書、306～307頁〕

34　シェハブはキリスト教のマロン派に属したが、正規軍の総司令官として中立を保ち、

指揮下の軍隊が宗派闘争に巻き込まれぬよう尽力する。大統領に就任後は「勝者も敗者も
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なく」との合い言葉を掲げて、キリスト、イスラーム両教徒の問の微妙な均衡を取り、同

時に僅かながら親ナースイル主義的外交政策を採用して、レバノンの政治を巧妙に操った。

〔Itamar Rabinovich，The Yar for Lebanon，1970－1985，Revised edition（Ithaca：

Cornell University Press，1985年）、28～29頁〕

35　この国名について、日本の新聞・雑誌・放送は〈アラブ連合共和国〉の訳語を当て

たが、本論では新国家の性格から　〈統合アラブ共和国〉の訳語を用いる。

36　バース党は1930年代、キリスト教徒のミシェル・アプレクとイスラーム教徒のサラ

ハ・ビタールはパリに留学中、激動の欧州の政治情勢や社会主義思潮に触発され、フラン

ス支配下の故国シリアの現状と未来を憂える。そして、祖国の独立は民族性と固有文化に

訴えてこそ実現できると確信するに至った。彼らは主張する。シリアではさまざまな宗派

が入り乱れているだけに、民族主義運動が宗教を基盤にすれば、必ずや国民の分裂を招い

て、最後に失敗に終わる。従って、各宗派の宗教的エネルギーをアラブ人としての自覚に

向けるならば、やがて国家形成の目標を達成するだろう一一一一と。二人はパリからディマシュ

クに帰った後、間もなくベイルートに移り、そこの米国系大学で教鞭を取るかたわら、こ

の信念を学生に吹き込んだ。第二次世界大戦中、新しいアラブ民族主義運動は、この理念

に基いてアラブ各地に地下の組織網を張りめぐらせる。〔Tho皿aS Kiernan、The Arabs：

Their‡istory，Aims and Challenge to theIndustrialized Yorld（London：Sphere

Books，1984年）、356～361頁〕〔Patrick Seale，The Struggle for Syria：A Study＋Of

Post－War Arab Politics， 1945－1958（New Eaven：Yale Univrsity Press，1986年）、

148～158貢〕

37　アイザンハウアはグリスと共に〈将棋倒し理論〉を信奉し、自著の中で断言してい

る。シリアがすでに共産主義者の手中に落ちたからには、他のアラブ諸国も同じ運命をほ

とんど免れない一一と。米国はソ連との対立を念頭において、もはやアラブ世界の全体と

友好関係を樹立しようとするどころか、アラブ陣営の内部の問題にまで干渉するに至った。

〔Steven L．Spiegel，前掲書、86貢〕

38　当時、アーリフは第二十旅団の大隊長で、部隊内部の軍事政変反対派を制圧し、自

ら旅団を率いてバグダードに進撃した。7月14日の早朝、放送局を占領すると、革命成功

の第一声を電波に乗せる。カーシムは第十九旅団長で、部下と共にバグダードへ到着した

のは、昼頃のことだった。この遅延は、革命の同志の疑惑をかきたてる。カーシムは軍事

政変の首尾を危ぶんで、形勢を観望していたのではないか－－と。〔Phebe Harr，前掲書、

156～157貢〕

39　ナースイルはイラーク情勢を観察して、次の通り判断する。ここでもアラブ民族主

義とソ連支援の共産主義の対決が、合邦前のシリアと同様に繰り返されている一一一と。さ

らにソ連共産党の第二十一回大会でのフルシチョフ発言に対して、ナースイルは不快感を

隠さない。このソ連共産党第一書記が中東情勢に言及し、アラブの〈併合〉や〈民主的自

由の抑制〉を批判したからである。その頃、カーヒラがマスクヴァとアスワーン堰堤の建

設をめぐって、交渉の最終段階に入っていたので、ナースイルは反論を控え目にせねばな

らなかった。またフルシチョフはナースイルを酷評する。統合アラブ共和国の大統領は共

産主義や共産党について語る時、帝国主義者と同じ言葉で武装している一一と。〔Robert

Stephens，前掲書、295～297貢〕
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40　アレポウやラタキーアなどシリアの主要都市がまだ決起派の手中に落ちていないこ

とを知って、ナースイルは二千人の落下傘部隊と海軍に出動を命令した。だが、間もなく

両都市とも駐屯軍が決起側に寝返ったので、飛行機も艦船も中途から引き返す。百二十人

の先遣部隊はラタキーアに到着すると、一発も撃つことなくナースイルの命令で降伏した。

彼は断言する。アラブがアラブと戦うことができようか一一一一と。実際、シリア軍の大半が

統合アラブ共和国に忠実でない限り、北部地域の再征服は軍事的にも補給面からも困難だっ

た。〔Robert Stephens，前掲書、340頁〕

41ナースイルの経済政策の押し付けは、シリアの生活水準をエジプトなみに引き下げ

るばかりか、シリア経済を全面的にエジプトに従属させるものと受け止められた。さらに

シリアの軍人の間で、人事異動に不満が募る。ナースイルは軍の完全統合を図るため、シ

リア軍の将校とエジプト軍の将校の人事交流を断行した。前者が名目的に昇進しても実権

を与えられず、一方、後者は要職に任命される。エジプト出身の軍人はしばしばシリア人

の同僚や上官を無視し、頭越しにカーヒラと連絡を取る。彼らの多くは軍の諜報機関に属

し、職業軍人にしては贅沢な暮らしを享受した。また、両国軍の統合は、シリアの兵器庫

から高性能の武器や弾薬をエジプトに移すのが狙いではないか一一一一と取り沙汰され、シリ

ア人の疑惑をかきたてた。〔George Lenczowski，前掲書、545～549貢〕

42　エジプトのイエマン派遣部隊は最盛期に五万人に達したが、山岳地帯の戦争に不慣

れだった。ナースイルが弱体な共和派に挺入れすれば、否応なくイエマンの内政に巻き込

まれ、彼の政敵は　〈エジプト帝国主義〉非難の声をあげる。しかし、ナースイルは統合ア

ラブ共和国の分解で権威を失墜しただけに、イエマン革命を支援することにより、アラブ

世界の主導権を取り戻したかった。〔PeterⅡansfield，前掲書、324～325頁〕

43　カーシム政権は後に共産党を弾圧し、ソ連の新聞から非難される。だが、両国は外

交関係は断絶することなく、ソ連からイラークへ武器の供給が続いた。バース党は軍部の

アーリブ派と協力してカーシム政権を打倒すると、返す刀で多数の共産党員を血祭りにあ

げる。マスクヴァはバグダードの新体制をすぐに承認したが、思いがけぬ事態に驚き、イ

ラークの同志に対する　〈血の恐怖〉を強く非難した。〔Dilip‡iro，前掲書、277～278頁〕

44　エジプトとシリアの合邦が瓦解し、ナースイルは苦い屈辱をなめながら、なぜ三国

統合の交渉に応じたのか、その理由は必ずしも明確ではない。英国の中東現代史家は、次

の通り述べている。ナースイルはアラブ統合の一種の象徴となったため、たとえ（統合を

裏切った）シリアからでも再統一の申し入れを斥ける訳には行かなかった。ナースイルは

1950年代に造り上げられた彼自身の虚像から逃れられなかった一一一一と。〔Peter Xansfield，

前掲書、328貢〕
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第八部

六日戦争の破局



三　ノ■ノブ＿千十三三 動二子三≡

アラブ首丹還1964年1月、アラブ世界の国王、首長、大統領、首

会議の開催　相はナースイルの招請でカーヒラに参集し、第一回

アラブ首脳会議を開催する。西アジア、北アフリカの元首級要人たちが政治体

制の相違を問わず出席し、アラブ世界の直面する問題について意見を交換する

のは、前例のないことだった。会議は五日間の日程では合意に至らず、八カ月

後の1964年9月、海港のイスカンデリーヤに会場を移して再開された。

過去三年間、アラブ世界の急進派陣営は大揺れに揺れ、統合どころか分裂を

深め．る。ナースイルはバース党と対立を繰り返し、そのたびに威信を傷つけら

れた。今後も彼がアラブ世界の指導的地位を維持しようとするなら、急進派諸

国だけでなく、守旧派諸国とも友好関係を樹立せねばならない。〈革命的〉で

あれ、〈反動的〉であれ、すべての国々が結束できるのは、対イスラエル問題

である。

その頃、ヨルダン川の分水問題をめぐり、アラブ諸国に協調の機運が熟し始

めた。この聖なる川はシリア、ヨルダン、イスラエル領内の泉、小川の水をま

とめてガリラヤ湖にそそぎこみ、ここから再び流れ出して両岸の耕作地を潤し

ながら死海に至る。イスラエルはアラブ側の反対を無視して、この淡水湖から

取水用の工事を始めた。1963年、揚水機場、導水路が完工し、いよいよ水の汲

み上げを開始する。

1950年代の半ば、米国は利水専門家を派遣して、ヨルダン川の水資源の高度

利用の可能性を調査させた。その案は調査団長にちなんでジョンストン計画と

呼ばれ、アラブ・イスラエルの双方に一定の取水量を割り当てる。だが、アラ

ブ側は、計画そのものを拒否した。イスラエルの取水はヨルダン川の流量を低

下させるばかりか、水中の塩分濃度を上昇させて、沿岸の農耕地の潅漑に大き

な支障を生ずるだろう一一との理由からである。

国土の大半が砂漠のヨルダンでは、大規模農業が可能な場所は、この川沿い

の地域以外にない。そこは〈ヨルダンのパン寵〉　と呼ばれるほどの穀倉地帯で、

周辺の乾いた丘陵地と対照的に、緑の帯を形成している。潅漑用水さえ確保で

きれば、亜熱帯性気候の下で三毛作も可能である。穀物のほかに、野菜、果物

の栽培も盛んだった。

アラブ諸国がヨルダン水系の共同開発を拒否したのは、それがシオン主義国

家の承認につながるのを恐れたからである。イスラエルは単独で取水工事に着
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工し、既成事実を造りあげた。そこでアラブ側はイスラエルの意図を出し抜く

ため、応分の費用を分担しあい、ガリラヤ湖の上流の二地点で川筋変更の工事

に取り掛かった。

その土木工事はレバノンとシリア領内で上ヨルダン川の支流に堰を築き、川

の水がガリラヤ湖に達する前に潅漑用水路に流し込む。この分流計画が実現す

れば、天然の貯水池の水位は流入量の減少で大幅に低下するだろう。生命の水

はイスラエル側に奪われることなく、アラブ側の農地を潤すだろう。しかし、

イスラエル軍は建設の進捗状況を見守り、建設現場に砲爆撃を浴びせる。アラ

ブ諸国の意図は、これで頓挫してしまった。1

ノヾレスチナ　アラブ世界が対立と抗争を繰り返している問に、イ

角等放　機構　スラエルはガリラヤ湖から取水を始めた。その貴重

な真水はトンネルや導管を通じて地中海岸の平野まで送水され、農業だけでな

く、工業用水、飲料水として利用される。ヴァイツマンもベン＝グリオンもシ

オン主義国家の未来を南部のネゲヴ砂漠に託し、その緑化を夢想した。ヨルダ

ン川とガリラヤ湖の水で不毛の乾燥地を農地に変えれば、全世界からユダヤ移

民を吸収できる一一と。

アラブ三国の統合計画がご破算となって以来、カーヒラはディマシュクの強

硬路線に手を焼く。バース党は軍部と提携して、尖鋭化の一途をたどった。も

しシリアがヨルダン川の水争いでイスラエルと衝突を引き起こせば、エジプト

としては看過できない。だが、イエマンに精鋭部隊を派遣している現状で、ど

うしてシリアへ援軍を送ることができようか。ナースイルはシナイ・スエズ戦

争の教訓から、イスラエル国防軍の実力をよく認識していた。

アラブ首脳会議はイスラエルの軍事的脅威に対抗するため、統合司令部の設

立を決定した。エジプト軍の将官が総司令官に就任し、非常時に各国の軍隊の

指揮を執る。第一次中東戦争の際、アラブ諸国の軍勢は相互に協力しないまま、

イスラエル軍に各個撃破されてしまった。この過去の失敗は、再び繰り返され

てはなるまい。だが、この軍事協力態勢の真の意図は、シリアのバース党と軍

部の跳ね上がりを抑制することだった。

実際、アラブ首脳会議は、ナースイルの戦争回避の意思を確認する場となっ

た。だが、エジプトがアラブ世界の指導国を自任すれば、イスラエルの軍事力

に怖じけづいたと誤解されてはならない。そこでナースイルはパレスチナ問題

を取り上げ、内外の批判を巧みにそらす。シオン主義国家の建国で故地から追

われた同胞を見捨てることなく、その代表団体をアラブの兄弟国全体で支援し

よう一一と。2

この構想にヨルダンは強い難色を示す。フセイン国王の祖父アブグッラーは
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国際連合の決議に基くアラブ領域の大半を併合し、その地のパレスチナ人にヨ

ルダンの市民権を与えた。その結果、国王の新臣民はヨルダン国民の半数以上

を占め、砂漠の遊牧部族の人口を上回るに至った。代表団体の設立はパレスチ

ナ系住民を別個の政治的存在として認めることになり、ハーシム家の王冠に対

する忠誠を危うくするだろう。

そこでナースイルはフセインを説得し、彼の懸念を解くのに苦労する。新設

のパレスチナ人団体は亡命政権ではなく、国内の活動に一定の制限を課す一一

と。ヨルダン国王は首脳会議の大勢に逆らえず、渋々ながら応ずるしかなかっ

た。だが、この保証が当てにならぬことを、間もなく思い知るだろう。

1964年の5月から6月にかけて、パレスチナ人の代表者はヨルダン統治下の東

エルサレムに参集し、〈ムナッザマト・アル＝タハリール・アル＝ブイラスチ

ニイヤ〉（パレスチナ解放機構＝英文略称・PLO）の結成を宣言した。ナー

スィルの強い推挙で、法曹家のアハメド・エッ＝シュケイリーが総裁に就任す

る。3　この団体はアラブ連盟に正式の一員として迎えられ、その財政支援を受

けることになった。

ノヾLノスチナ　1948年の第一次中東戦争で、シオン主義者は念願の

難民の窮状　独立国家を樹立する。だが、イスラエルの建国は新

たな離散の民を生み出し、聖地に祝福どころか怨恨と憎悪を招く。パレスチナ

難民は戦火を逃れて一時的に故郷を離れ、我が家へ帰る目を待ちわびつつ、そ

のまま十数年も収容所で暮らす。ユダヤ国家は国際連合の諸決議を無視し、難

民の帰郷を認めなかった。

難民は安全な場所を求めて、ハーシム王家支配下のヨルダン川の西岸地域や

エジプト統治下のガザ地帯、レバノン、シリアにたどりつく。近隣諸国は突然

の人口移動に驚き、同胞の受け入れに大童となった。町外れの荒れ地に急造の

収苓所は満足な設備もなく、当初、難民は天幕や洞穴で雨露と砂塵をしのがね

ばならなかった。やがて流浪の民は木箱やトタン板の廃品を寄せ集め、小さな

掘っ立て小屋を造り上げる。

だが、これは人間の住む場所としては、あまりにも不十分だった。難民は落

ち着きを取り戻すと、もう少しましな住居の建築に取り掛かった。その壁は石

の塊を泥で塗り固め、亜熱帯の暑熱を遮る。この建物は五～六㍍四方の一室だ

けで、小さな明かり取り窓が一つあるに過ぎない。そこに十人程度の大家族が

寝起きし、狭い部屋で重なり合うように暮らす。こうして難民収容所は自己増

殖を遂げて、巨大なスラム街に発展した。

1950年、国際連合は難民救済事業機関（英文略称・UNRWA）を設立し，

パレスチナに援助の手をさしのべる。生計の手段を失った家族に無料で食糧を
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配給し、子供たちに教育を施し、病人のために診療所を開設した。しかし、こ

の人道主義的機関は慢性的な資金不足に悩み、十分に活動できない。1967年の

前半までに、難民収苓所はヨルダン、シリア、レバノン、エジプト施政下のガ

ザ地帯に五十以上も散在し、その人口は五十三万三千人にのぼった。4

英国の委任統治時代、パレスチナのアラブ社会は農業に基礎を置いていた。

農民は戦乱のためにユダヤ国家の外側に放逐されてからも、故郷の土地を忘れ

ることなく、一日千秋の思いで村へ帰る日を待っ。しかし、その願いが叶うこ

とはなかった。その子弟はまともな職業に就く機会もないまま、難民収容所で

無為に日々を過ごす。

難民の中でも能力と幸運に恵まれた者は、収苓所の外に新しい人生を切り拓

き、主としてアラブ世界の石油産出国へ移住した。とりわけベルシア湾岸の新

興国は国家建設のために人材を必要としていたので、教育程度の比較的高いパ

レスチナ人を公務員、教師、技師、軍人として迎え入れる。また、商才に長け

て、新天地で実業家や商人として成功した者も少なくない。しかし、彼らは受

け入れ国で厚遇されても、失われた故地を決して忘れることなく、その出身地

に誇りを持ち続ける。

アラブ諸国はパレスチナの同胞の流入を拒みはしなかったが、一般国民から

難民を隔離し、その社会に同化させようとはしなかった。実際、近隣の各国と

も葺しく、何よりも経済的に吸収能力を欠いた。それぞれの国の支配者にとっ

て、難民の悲惨な生活は雄弁にシオン主義の脅威を語りかけ、国内の不満を外

部にそらすのに役立っ。

この窮状の中から、パレスチナ民族意識が次第に形成される。もともとパレ

スチナの地名は、シリアの南部地方を指す。そこの住民は大シリアの一員とし

ての意識を抱いても、独白の民族感情を育まなかった。第一次世界大戦後、東

アラブの地は戦時中の誓約に反して、英仏両国に分割される。シリア南部は英

国の委任統治下に入り、母なる地から切り離された。やがてユダヤ教徒の移住

に抵抗する過程で、パレスチナ独自の民族意識が住民の心に芽生える。イスラ

エルの建国以後、この意識は過酷な現実の中で、ますます強固になった。5

武装闘争　パレスチナ解放機構（PLO）はナースイルの提唱で設

を許さず　立され、アラブ連盟の庇護下に置かれた。その設立の目

的は四分五裂のアラブ世界全体の関心をイスラエルに向けて盛り上げ、折りか

ら上げ潮のパレスチナ民族意識を手なづけるよう意図していた。実際、汎アラ

ブ主義が声を大にして説かれる時代、パレスチナ独自の民族主義は反動視さノれ

かねない。PLOはナースイル主義の翼賛団体に過ぎなかった。

PLOは村落の伝統的支配者、名望家、医師・弁護士などの有力者をヨルダ
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ンとガザ地帯から集めたほか、外国居住のパレスチナ人をも傘下に収める。当

時、左派の諸団体がいくつか存在したが、エジプトの息のかかった団体の性格

に疑念を抱き、いずれも加盟を保留した。その一つのアル＝ファタハはPLO

に先んじて解放闘争の口火を切り、やがては組織自体を乗っ取る。

パレスチナ癖放機構は官製団体とはいえ、単なる親睦、情報交換、連絡の機

関ではなく、その名称の通りパレスチナの解放を目的に明確に掲げる。しかし、

ナースイルはシュケイリーの後見役として、武力解放闘争を許さなかった。ゲ

リラがエジプト統治下のガザ地帯から出撃すれば、イスラエルの報復を招くば

かりか、停戦監視の国連緊急部隊を困難な立場に陥れるからである。PLOは

難民収苓所から若者を義勇兵として徴募し、パレスチナ解放軍（英文略称・P

LA）を編成した。だが、この武装集団はアラブ諸国の軍隊に組み入れられ、

独白の作戦行動を認められなかった。

フ　ァ　タノーの1965年1月　2日、ファタハに所属の三人のフイダイ

軍事　孝二手動　－ンが夜の闇に紛れてヨルダン川の浅瀬を渡り、イ

スラエル領内に深く潜入する。ゲリラ戦士はイスラエル国営用水公社の導水路

に爆薬を仕掛け、国境警備隊の兵士の目をかいくぐって無事に出発点のヨルダ

ン領に戻った。だが、予想通りの爆発は起きず、ガリラヤ湖の水を無駄に地面

に流すことはなかった。公社の職員が水路に不審物を発見し、冨管を抜いたか

らである。

翌日、ベイルート発行の日刊新聞各紙は大見出しで水路の爆破を報じ、反イ

スラエルの地下秘密組織ファタハに脚光を浴びせた。その前夜、新聞社の郵便

受けに爆破成功の軍事公報第一号が入れてあり、各紙の編集者は事実を確認せ

ぬまま紙面に掲載したからである。この報道はアラブ世界にたちまち伝わり、

称賛と非難を引き起こす。とりわけエジプトとヨルダンは武装活動に批判を加

え、逆にシリアは喝采を送った。

ファタハは爆破（未遂）事件を　〈パレスチナ革命の号砲〉　と称したが、最初

の軍事行動の幕切れは悲劇に終わる。イスラエルの国境警備隊は侵入者の足跡

をたどり、ヨルダン川の岸辺まで来たところで追跡をあきらめた。ところが、

フイダイーンはヨルダンの警備兵に遭遇し、武器の引き渡しを拒んだため、そ

の一人が射殺される。こうして反イスラエル直接行動の戦士は、皮肉にもアラ

ブの同胞の手にかかって倒れた。6

第二次中東戦争（スエズ・シナイ戦役）の後、ガザ地帯で地下組織が若者の

問に結成され、〈ハラカート・アル＝タハリール・アル＝フィルスタニ〉（パ

レスチナ解放運動）と称した。この秘密結社の名称をローマ字で表記し、その

頭文字のHATAFをアラビア語風に右から左へ読めば、ファタハとなる。そ
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れは偶然にも、アラビア語で勝利を意味した。その組織員はもはやアラブ諸国

に期待も幻想も抱かず、武力による故地の自力解放をめざす。7

指導者のヤーシル・アラファートは1929年の生まれ、カーヒラで大学教育を

受け、パレスチナ留学生連盟の会長を務めるなど、学生時代から組織力に秀で

ていた。やがてクウェイトに移住し、土木技師として水道局に雇われる。その

後、みずから建設会社を設立し、経営者としても成功した。しかし、彼は産油

国で一応の経済的満足を得ても、解放闘争を断念することなく、ファタハの組

織強化を図る。

パレスチナ人は亡国の非運に苦しみながら、かつての欧州のユダヤ教徒と同

じように教育投資を惜しまなかった。アラブ世界の高等教育機関はもとより欧

州各国の大学に、多数の能力のある青年が学ぶ。アラブァートは西独に留学中

の学生に接触し、地下組織に参加を勧誘した。やがて留学生の中から、未来の

幹部級戦士を獲得する。ファタハは自力解放を叫びながら、実際にはシリアと

エジプトの対立を利用し、ディマシュクの助力を得た。

PLOの設立から半年後、いよいよファタハは独白の軍事行動を決行する。

あの水路爆破が矢数に終わった後も、イスラエル領内で破壊活動を繰り返した。

1965年中にファタハは三十五の破壊活動を決行し、民間の目標に多少の損害を

与える。そのたびに例の軍事公報は大戦果を発表するが、実際以上に成果を誇

張していた。ブイダイーンは根拠地をシリアに置き、多くの場合、ヨルダンを

経由してイスラエルに潜入する。

ファタハの目的はイスラエルを挑発することにより、その大規模な報復行動

を引き出すことだった。そうなれば、親西側のヨルダンも反撃に立ち上がり、

慎重派のエジプトも黙視できず、やがてアラブ世界の全体が対イスラエル戦争

に参加するだろう。シオン主義国家がアラブの総攻撃にさらされれば、必ずや

敗北を喫し、パレスチナの解放は実現するに違いない一一と。

しかし、ファタハの戦略はエジプトを始めとするアラブ諸国から不評を買い、

とりわけレバノンとヨルダンで厳しい取り締まりを招く。その結果、フイダイ

ーンの出撃回数は減少を余儀なくされた。この武装集団はパレスチナ革命を呼

号したが、ヨルダン国内の同胞はもとよりイスラエルのアラブ系住民からも支

持を得られなかった。人民革命による民衆の蜂起一一という図式は、夢想に過

ぎなかった。

だが、アラブァート指導の武装闘争はPLOを出し抜き、忘れられかけたパ

レスチナ問題を世界の世論に訴えかける契機となった。1966年5月、イスラエ

ルはファタハの撹乱戦術を安全保障理事会に提訴する。この武装集団はアラブ

諸国から厄介者扱いされながら、いまや国際社会に存在を知られるに至った。
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三三　三三三三毒蔓豆・互生≡三言／一

大夫貝模な1960年代の半ば、ディマシュクのバース党政権はますま

幸臣復攻撃　す尖鋭化し、基本的に反共的姿勢を維持しながら、軍事

面でマスクヴァに大きく傾いた。かってエジプトがソ連製の武器で軍備を固め

たように、シリアも同じ装備で戦力を増強し、イスラエルに脅威感を与える。

ブイダイーン集団のファタハは自力闘争を主張していたが、いまや公然とディ

マシュクの庇護下に入り、ソ連製の近代兵器でゲリラ活動に挺身した。

パレスチナ抵抗運動の激化はシオン主義国家を揺さぶり、とりわけ人里離れ

た開拓地の人心に不安感を醸成する。イスラエルは大規模な報復に乗り出し、

しばしばヨルダンに越境攻撃を加えた。フイダイーンはシリアの根拠地から出

撃すると、ヨルダン領経由で潜入したからである。1966年11月、イスラエル国

防軍のゲリラ討伐作戦は、へブロン近郊の村落サムーでヨルダン王国軍の反撃

を招き、双方とも戦車と航空機を繰り出す本格的戦闘に発展した。8

このサムーの激戦はヨルダン側にに甚大な損害を出し、同時にハーシム家支

配下のパレスチナ住民の問に憤激町嵐を巻き起こす。反イスラエルの示威行進

は反政府暴動となって各地に拡大し、フセイン国王の威信を失墜させた。ヨル

ダン政府は武力抵抗派に弾圧を加え、ファタハの活動家だけでなく、PLOの

構成員も片端から逮捕する。ついにアマーンとディマシュクは、外交関係を断

絶するに至った。

シリアの首脳部は、強硬発言を繰り返す。人民解放戦争は無制限の戦いであ

り、シオン主義の基地を破壊するだろう。我々は平和を求めず、受け入れもし

ない。望むところは、戦争であり、奪われた土地の回復である。我々は侵略者

を永久に追い出し、海にたたきこむために、この地を我が血で濡らすよう決意

を固めた。イスラエル、帝国主義、人民のあらゆる敵に対して、解放戦争を戦

い抜かねばならない一一と。9

しかし、ナースィルは盟友の勇ましい主戦論に耳を貸そうとせず、施政下の

ガザ地帯でパレスチナ人に武器を与えて訓練しながら、決してゲリラ活動を許

さなかった。エジプトはイエマンに大軍を派遣し、イスラエルと戦う余裕は到

底ない。それにスエズ戦争から十年間も、国連緊急部隊がガザ地帯とシナイ半

島に駐屯し、仇敵同士の兵力引き離しに責献してきた。シリア流の人民戦争論

に同調すれば、真先に平和維持の多国籍部隊を紛争に巻き込むことになろう。

そのような事態は、国際社会の世論形成に不利となるに違いない。
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ファタハなど抵抗組織の狙いは、ブイダイーン活動の激化でイスラエルの攻

撃を誘発することだった。大規模な報復作戦が続発すれば、慎重派のエジプト

も事態を黙視できず、やがて武力行使に追い込まれよう。ひとたび対イスラエ

ル戦争が始まれば、アラブ諸国は否応なしに戦列に参加せざるを得まい。新た

な全面戦争は、’アラブ側の大勝利に終わるだろう。ついでにヨルダンやサウディ

ジ・アラビアの〈アラブ反動派〉　は、人民戦争の勝利の暁にはシオン主義国家

と同様に瓦解するに違いない一一と。

イスラエル首丹遠1967年春、パレスチナ北辺のガリラヤ湖周

の　強　硬　発　言　辺で、にわかに緊張が高まった。シリアの

正規軍はゴラン高原に布陣し、眼下にイスラエル側の農地を見下ろして、そこ

に砲弾を撃ち込む。10

ここは1948年の休戦協定で非武装の無人地帯となっていたが、ユダヤ開拓農

民は畑を境界線に達するまで耕作した。さらにシリア軍の砲兵隊は長射程砲を

導入し、遠距離から国境越しに砲撃を繰り返す。

ゲリラ活動の激化に対して、イスラエルは軍事力の弱体なヨルダン（時には

レバナン）に厳しい報復攻撃を加えたが、フイダイーンの黒幕のシリアに反撃

しなかった。イスラエルとヨルダンとの境界は、約五百き馴こも達する。川幅の

狭いヨルダン川以外に、天然の障害がない地形だけに、イスラエル側は好きな

場所を選んで敵地に容易に侵攻できた。

しかし、イスラエルとシリアとの国境線は、たかだか数十男に過ぎない。湖

畔の低地から高原上の柏手を攻めるのは、地形上はなはだ不利だった。しかも、

ディマシュクがマスクヴァを後ろ楯としているだけに、その軍事力はあなどり

がたい。もし、衝突が発生したら、国際的波紋は大きいだろう。シリアはイス

ラエルの慎重姿勢を、相手の弱さの現れと解釈した。

1967年4月　7日、イスラエル国防軍は度重なる砲撃をもはや黙視できず、フ

ランス製のミステール戦闘爆撃機を発進させ、空からシリア軍の砲兵陣地を急

襲する。シリア空軍はソ連製のミグ戦闘機で遊撃し、激しい空中戦がゴラン高

原の上空で展開された。その結果、シリア側は六機を撃墜される。イスラエル

側は一機の損失もなく、ついでにディマシュクの上空を飛行し、大勝利を誇示

した。

この軍事衝突は両国間の緊張を一挙に高めた。やがて中東地域は全面戦争の

破局に向かって、急な坂道を転がり落ちる。1967年5月中旬、イスラエル首相

のレーヴィ一・エシュコルは一連の発言で、シリアに警告を発した。いかなる

国家もイスラエル領土内で破壊活動を援助、教唆するならば、報復を免れない

だろう。いかなる国境もアラブ側が平穏ならば、イスラエル側も平穏だろう。
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イスラエルはシリアに対して、4月7日の衝突以上の手酷い教訓を与えることに

なるかも知れない一一と。

イスラエル国防軍幕僚長のイツハク・ラビン（後に首相）も記者会見の席で、

強硬姿勢を示す。シリアの現体制が政権の座にある限り、ファタハのゲリラ活

動は続くだろう。イスラエルは軍事挑発に受け身でなく、エジプトの軍事介入

の危険を冒しても、シリアの首都ディマシュクに侵攻して敵対政権の転覆も辞

さない一一と。イスラエル首脳の発言は欧米の通信社・新聞社を経由して大き

く増幅され、戦争不可避の印象を与えた。11

国連緊急部隊　この緊迫した情勢をめぐり、エジプト軍の諜報

の撤lI又を要求　機関はナースイルに報告する。イスラエル軍が

ガリラヤ湖近くの北部国境付近に大軍を集結中で、その兵力は十一から十三箇

旅団に達する一一と。シリアの国防相もエジプトの同役に類似の情報を伝達し、

攻撃開始日を5月16日か17日と想定した。同じ頃、エジプト国会議員団がマス

クヴァを訪問した際、ソ連当局者から同じ内容の話を伝えられる。

イスラエルは兵力集中の噂を真向から否定した。その地域の兵力は、せいぜ

い数箇中隊に過ぎない。エシュコルは実情視察のためイスラエル駐在のソ連大

使に現地招待を申し入れたが、相手から素気なく拒否される。国連休戦監視団

は調査隊をガリラヤ地方に送り、大軍集結の情報を否定した。12

しかし、真偽の疑わしい情報はアラブ世界の世論を沸騰させ、もはや引っ込

みがつかない。ここでエジプトが立ち上がらなければ、ナースイルは臆病者の

烙印を押されるだろう。1964年のアラブ首脳会議はナースイルの提唱でPLO

の設立を認めたが、同時にエジプトの不戦の意思を確認する場となった。エジ

プトはPLO傘下のパレスチナ人の武装に手を貸したが、ガザ地帯からゲリラ

の出撃を厳しく規制し、無用の挑発を避ける。

実際、エジプトの慎重な態度は、アラブ世界の〈急進派〉からよりも、むし

ろ　〈反動派〉から強く批判された。ヨルダンは国内でゲリラ活動を取り締まっ

ているのに、いっもイスラエルの報復攻撃にさらされる。ファタハなどの武装

集団はシリアを根拠地としながら、ヨルダン領を経由してイスラエルに潜入し

たからである。しかし、仇敵の報復作戦が他国の領土に向けられている限り、

エジプトはただ傍観するばかりで動こうとはしない一一と。

この損な役割にいらだち、ヨルダンの対外宣伝放送は、ナースイルの痛い所

を衝く。エジプトは臆病風に吹かれて、国連緊急部隊の背後に隠れている。し

かもイスラエル船はダヴィデの星の国旗を掲げ、白昼堂々とティラーン海峡を

通過している。それでもエジプトはアラブ世界の盟主を自任するつもりなので

あろうか一一と。
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シリアの危機に直面し、ついにナースイルも決断に踏み切った。1967年5月

14日、エジプト軍はスエズ運河を渡ってナイ半島に進軍し、翌々日、イスラエ

ル国境沿いの国連緊急部隊に哨所から撤収を迫る。この唐突な通告を現地指揮

官は拒否し、国際連合本部の命令にのみ従うと回答した。13　この時、カーヒラ

の要求は国境線沿いの哨所を対象とし、ガザ地帯やティラーン海峡の監視所に

言及していない。

国連緊急部隊はスエズ・シナイ戦争の終結から十年以上も古戦場に駐留し、

エジプト、イスラエルの兵力を引き離していた。イスラエルが勝者の立場から

自国領に外国軍隊の立ち入りを拒否したので、緊急部隊はエジプト領内だけに

進駐し、国境付近で平和維持の監視業務に就く。エジプト側はスエズ・シナイ

戦争の停戦とイスラエル側の撤兵の経緯から、シナイ砂漠には小兵力を配置す

るにとどめていた。

交渉の場所は、シナイ半島の現地から国際連合本部の所在地ニューヨークへ

移る。事務総長のり・タントは平和維持部隊の部分的撤退を認めず、全面撤収

か否かに論点を絞った。国際連合はエジプトとの合意により、その主権を制限

する形で多国籍部隊を駐屯させている。いまやカーヒラは固有の領土内に国連

緊急部隊の存続を望んでいない。従って、ナースイルが撤兵を要求するなら、

全部隊を対象にすべきである一一と。

ウ・タントはイスラエルや西側諸国の反対を無視し、軍隊の派遣国でもカナ

ダとスウィードンの反対を押し切って、国連緊急部隊の総引き揚げを命令する。

国際連合の総会も安全保障理事会も、この問題を討議するために招集されなかっ

た。14事務総長の早まった決断は、後々まで批判を引き起こす。間もなくシナ

イ半島のエジプト軍は八万の大兵力となり、イスラエルの南の国境を脅かすに

至った。

ティ　ラー　ン1967年5月21日、ナースイルはティラーン海峡の封

海峡の封鎖　鎖を発表する。国連緊急部隊の撤収をめぐる事態収

拾のため、ウ・タントはカーヒラに向う途上、この重大決定をパリで聞いた。

エジプト軍の分遣隊はシナイ半島南端のシャルムエッシェイクに進撃し、ティ

ラージ海峡に臨む哨所を接収する。イスラエルはエジプトの措置を国家存亡の

危機と受け止め、予備役将兵の全面動員を命令した。歴史は繰り返す。1956年、

ベン＝グリオンが開戦の意志を固めたのは、スエズ運河のためではなく、ティ

ラーン海峡の封鎖解除を意図したからであった。

またもやナースイルは大喝采を浴び、アラブ世界の英雄になる。シナイ半島

のエジプト軍はガリラヤ湖周辺のイスラエル軍を牽制し、そのシリア侵攻作戦

を断念させるだろう。それどころかティラーン海峡の封鎖で、イスラエルは経
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済的に首筋を絞め上げられ、すっかり弱体化するに違いない。いまこそシオン

主義国家撃滅の好機である一一と。

1967年5月26日、エジプトの有力紙『アル＝アハラム』は長文の社説を掲げ、

戦争不可避論を唱えた。統合アラブ共和国とイスラエルは、武力衝突以外に方

策はない。この衝突は、いっ、どこででも、起こり得る。両国軍が対時するシ

ナイ砂漠の国境線沿いで、北はガザ地帯から南はアカバ湾（ティラーン海峡）

に至る地域の海陸空で一一と。筆者のモハメド・ハッサネイン・ヘイカルがナ

ースィルの代弁者として知られているだけに、その論調はエジプト大統領の決

意を反映するものと解釈された。15

もはやシリアの危機は、雲散霧消してしまう。第一次中東戦争の敗北から足

掛け二十年、スエズ・シナイ戦争から十年余、思いがけず復讐の機会が、エジ

プトにめぐってきた。今度の戦争こそ宿敵イスラエルを打倒し、過去の屈辱感

を拭い去るだろう。アラブ世界は反シオン主義の聖戦に立ち上がり、その団結

力が立証されるに違いない一一と。

1967年5月29日、ナースイルは国会で演説し、戦争目的を明確にする。準備

はすべて完了した。いっでもイスラエルと対決できる。当面の問題は、アカバ

湾でも、ティラーン海峡でも、そして国連緊急部隊の撤退でもなく、パレスチ

ナ人の権利である。1948年、イスラエルは米英両国と提携し、パレスチナを侵

略した。アラブ人はパレスチナから追い立てられ、権利を奪われ、財産を略奪

された。我々はパレスチナ人の権利の全面回復を要求する一一と。16

ヨルダンは情勢の変化を悟り、機敏に時流に乗った。5月30日、突然、フセ

イン国王はカーヒラへ飛び、ナースィルと和解する。両国の元首は統合軍事司

令部の設置に合意し、直ちに相互防衛条約に調印した。もし対イスラエル戦争

が勃発すれば、ヨルダン軍はエジプト軍の将官の指揮下に置かれる。これでカ

ーヒラ、アマーン、それにディマシュクは軍事条約の太い秤で結ばれ、アラブ

三国のイスラエル包囲網ができあがった。

同じ日の夕刻、フセインはカーヒラからアマーンに帰る。その際、ナースィ

ルとの関係修復の生き証人として、PLO総裁のシュケイリーが同行した。ア

ラブ陣営の内部に、劇的な変化が起きる。それまでの反目を忘れて、急進派も

守旧派も大同団結した。イラーク、クウェイト、スーダーン、アルジアリアな

ど、イスラエルと国境を接しない国々も、反イスラエル戦争に部隊の派遣を約

束する。

イスラエルは孤立感を一段と深めた。いまや三方を敵意に満ちた国々に取り

囲まれ、ひしひしと包囲の重圧を感じる。カーヒラ、ディマシュク、バグダー

ド、アマーンの宣伝放送は激烈な口調で、好戦的気風を煽り立てた。「必ずや
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イスラエル人を載威し、婦女子も容赦はしない」「ユダヤ教徒を一人残らず、

地中海にたたきこむ」「シオン主義国家は、地図から抹殺されよう」。不吉な

預言が電波に乗って、中東全域に伝えられた。

イスラエル　当初、イスラエル政府と軍部はナースイルの意図を

の戦車態勢　付度し、単に力の誇示にとどまると判断した。しか

し、事態がティラーン海峡の封鎖にまで発展したので、エジプトの脅威を真剣

に受け止める。彼我の軍事力を比較すれば、数量的にはアラブ側が有利だった。

このまま空しく時を過ごせば、情勢はますます不利になるだろう。国防軍は短

期決戦をめざし、戦闘準備を固める。しかし、先制攻撃は政治的判断から取り

やめになった。

当時、エシュコル首相は労働党主導の連立政権を率い、同時に国防相を兼務

していた。彼はロシアの出身で第一次世界大戦の直前にパレスチナへ渡り、開

拓農民としてキブツで働く。政界入りしてからは農相や蔵相を経験したが、軍

事には全くの素人だった。その政治的態度は協調を重んじたが、平時の国家指

導者としては適任でも、非常時には決断に欠ぐ憾みがあった。

ティラーン海峡の封鎖宣言後、イスラエル軍部は即戦態勢を固めた。予備役

の部分動員は全面動員に切り替えられ、市民兵は職場や大学から兵営にぞくぞ

くと集合する。しかし、直ちに戦端は開かれなかった。エシュコルが危機の打

開をすぐ武力に訴えずに、まず外交努力に全力を傾注したからである’。外相の

アッバ・エバンが特使としてパリ、ラングン、ウオシングタンを歴訪し、イス

ラエルの立場を説明して西側諸国の支持を求める。

しかし、スエズ・シナイ戦争から十年以上の歳月を経て、一昔前の同盟国は

すっかり様変わりしていた。かつてフランスはイスラエルに気前よく大量の武

器を供給したが、今度は代金支払い済みの兵器まで引き渡しを停止する。大統

領のシャルル・ド＝ゴールはアルジアリアの独立を認め、長年の戦争に終始符

を打った。この軍人出身の政治家はイスラエルの自制を強く求め、少なくとも

最初の一発を撃たぬよう勧告する。

英国首相のハラルド・ウィルスンはド＝ゴールよりも好意的態度でイスラエ

ルの外相を迎え、ナースイルの措置を非難する。しかし、ティラーン海峡の無

害航行権については英国だけでは解決できず、米国の協力取り付けを必要とし

た。すでにラングンはウォシングタンと協議を始めていたが、具体策が実るの

はまだ先のことだった。

エシュコルの特使は欧州で確約を得られぬまま、最後にに米国大統領のリン

ダン・ペインズ・ジャンスンを訪ねる。米国は海運諸国の合意で商船隊を軍の

護衛下に置き、ティラーン海峡の強行通過を検討した。この案に英国、ホラン
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ド、オーストラリアの三カ国が賛意を表しただけで、大多数の国々は乗り気で

なかった。ジャンスンは遠来の客に口先ではイスラエル支持を繰り返して表明

したものの、決して言質を取られぬよう発言を慎む。その頃、米国はヴィエト

ナム戦争に深入りし、新たな軍事介入の余裕は到底なかったからである。

1967年5月25日、開戦間近の虚報が国際社会を電撃のように走り抜け、米ソ

両国は別々の思惑から危機の回避に歩調を合わせた。エジプトがイスラエル攻

撃に踏み切るとの情報にうろたえて、二超大国の首脳はナースイルに強く自制

を求める。カーヒラ駐在のソ連大使は本国からの緊急指示で、早朝にもかかわ

らずナースイルに面会し、クレムリンの意を尽くす。少なくともアラブ側が戦

争の口火を切らぬように一一と。ナースイルは腹心の副大統領ザカリア・モヒ

エディンを米国に特使として派遣し、戦争回避に誠意を示した。

米ソ両国ともイスラエルに外交的圧力をかけ、事態の平和的解決を要求した。

エシュコル政権の閣議で、非戦論と主戦論をめぐって、激論が交わされる。戦

争か平和か、閣僚の意見は九対九に二分された。首相自身は開戦不可避論に傾

くが、決断に踏み切れず、事態を静観するばかりだった。5月28日、エシュコ

ル自ら放送を通じて、国民に情勢を説明する。だが、それは彼の優柔不断を印

象づけるだけだった。17

この間、エシュコル首相に対して、軍部も国民も不満を急速に募らせる。イ

スラエルが西側陣営の支持取り付けに空しく時間を過ごすうちに、エジプトは

確実に軍事力を増強している。国家指導態勢をもっと強化しなければ、この危

機を乗り切れまい一一と。エシュコル個人の支持者でさえ批判に回り、内閣改

造による挙国一致政権を提唱した。

6月1日の夜、エシュコルほ反対陣営から二人の実力者を入閣させ、政権の

基盤を拡大した。首相は国防相の兼任をやめ、ラフイ覚から前国防軍幕僚長の

ダーヤーンを迎え、軍事面の全権を委ねた。さらに右翼で強硬派の論客ベギン

が無任所相に起用される。これで定数百二十の国会議員のうち、百十二人が与

党に組み入れられた。

ダーヤーンの任命は国民に熱狂を巻き起こし、将兵の士気を一気に高めた。

この独眼龍の将軍は1956年のスエズ・シナイ戦争を勝利に導き、今度の危機に

際して衆望を一身に集める。新国防相は議会から投票で正式の信任を受ける暇

もないまま、閣議で詳細な作戦計画を説明した。6月　4日、挙国一致政権は暁

の閣議で開戦を決定し、その時期について首相と国防相に全権を委任する。ダ

ーヤーンは無駄に時を過ごさず、直ちに全軍に総攻撃を命令した。18
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三二　ノ∴二三二ノノ・ニ≡≡

奇墓室攻撃1967年6月　5日、イスラエルとアラブ三国は運命の朝を

の　戦　果　迎え、宣戦布告のないまま、戦争状態に突入する。カー

ヒラ時間の午前七時四十五分、イスラエルの航空隊は宿敵に先制攻撃を仕掛け

た。爆撃機、戦闘機の大群は電波探知を避けるため超低空で飛行し、攻撃目標

のエジプト空軍基地に殺到する。ダーヤーンの奇襲攻撃は見事に成功し、完全

にナースィルの虚を衝いた。第三次中東戦争は、このようにして始まる。

イスラエル機の反復集中攻撃で、エジプト機は飛び上がって反撃する間もな

く、大半が地上で破壊されてしまう。戦端の開始から数時間で、アラブ世界最

大の空軍はもろくも壊滅した。これでエルサレムやテラヴィヴなどイスラエル

の諸都市は、エジプト機の空襲の脅威からすっかり解放された。19

宿敵の厳戒態勢にもかかわらず、先制攻撃が成功したのは、イスラエル得意

の諜報活動の賜物である。第一波の銃爆撃が始まった時、エジプト空軍の偵察

機は早朝の哨戒任務を終え、地上で巽を休めていた。空軍基地の幹部将校は自

宅から出勤の途上にあり、防御と反撃の指揮を執ることができない。イスラエ

ルの攻撃は警戒の緩んだ短い時間帯を狙い、奇襲の成果を最大限に挙げる。

航空隊の出撃から半時間後、地上部隊も作戦を開始し、ガザ地帯とシナイ半

島に侵攻した。エジプト軍の陣地は地富原と鉄条網で守りを固め、敵軍の来襲

に備える。だが、イスラエル軍の戦車は正面攻撃を避け、側面の通過不可能と

思われた砂丘を乗り越えて敵陣の背後に回った。エジプト側は堅固な防御線を

各地で寸断され、援軍の反撃も阻止される。イスラエルの機甲部隊は最前線を

突破すると、一路西へ西へとスエズ運河をめざす。20

車旨揮系統　エジプト軍の敗因は、何よりも指拝系統の混乱に求めら

の　混　舌L　れる。その朝、最高司令官のアーミル元帥は前線の視察

に出かけ、空軍司令官や参謀将校を引き連れて、カーヒラからシナイ半島の現

地に向かう途中だった。このためアーミルの重機が飛行中、各地の高射砲陣地

は射撃を厳禁される。駐屯地の部隊長は出迎えのため任地を離れ、飛行場に集

まっていた。留守役の下級将校は不意の敵襲にうろたえ、ほとんどなす術を知

らない。

緒戦の一時間半、戦局の帰趨を決する大事な時期に、エジプト三軍の総司令

官は連絡を断っ。アーミルー行の重機は銃爆撃下の目的地に着陸できず、戦場

の上空をさまよった末に、やっとカーヒラまで引き返した。この間、総司令部
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は適切な反撃命令を出せぬまま、貴重な時間が空しく失われる。陸軍は防衛陣

地を強襲され、空軍はソ連製の新鋭軍用機の数々を地上で粉砕された。とりわ

け制空権の喪失は、やがて地上戦の勝敗を決定する。

元師がやっと指揮所に戻った後、エジプト軍は陣零を建て直すどころか、統

帥の混乱に拍車をかけた。アーミルは最前線の司令官を信頼せず、後方から直

接命令を発する。このためシナイ半島の部隊は現地情勢に即応できず、みすみ

す戦機を失ったばかりか、甚大な損害を出した。

エジプト軍部は実際の戦況を隠蔽し、戦意昂揚のため誇大な戦果を発表する。

カーヒラ放送は敵機を五十機も撃墜したと報じ、エジプト国民だけでなく大統

領まで惑わせた。ナースイルが惨敗の実情を知らされたのは、夕方になってか

らのことだった。アーミルが早まってシナイ半島の全軍に退去口命令を発すると、

ナースイルは逆に徹底抗戦を指示する。全面撤退か戦闘続行か、最前線の指揮

官は相矛盾する命令を受けて途方に暮れた。21

やがてシナイ半島のエジプト軍は総崩れとなり、スエズ運河に向かって敗走

を始める。イスラエル軍の機甲部隊は追撃の手を緩めず、同時に航空隊は空か

ら容赦ない打撃を見舞った。十万の精鋭部隊は退印の途上、重火器も車輌も失っ

て、ただの烏合の衆と化す。散残兵は武器を捨て、酷熱の砂漠を徒歩で西へ向

かった。多数の兵士が荒野をさすらい、やがて飢えと渇きで倒れる。

一方、危機の焦点・ティラーン海峡の封鎖を解除するため、イスラエル軍部

は海陸両面の作戦を発動した。6月7日、水冨艇の戦隊はアカバ湾を南下し、輸

送機は落下傘部隊を搭載して、目的地のシャルムエッシェイクに向かう。だが、

エジプト軍の守備隊が事前に撤退を完了していたので、この要衝はもぬけの殻

となっていた。イスラエル軍は一発も撃つことなく、一滴の血を流すこともな

く、今度の戦争の発火点を占領する。

同じ日、イスラエル軍の先鋒はスエズ運河に到達し、東岸にダヴィデの星の

イスラエル国旗が翻る。1956年の第二次中東戦争の際と同じように、この砂漠

の水路は閉鎖された。やがてシナイ半島の全域が、イスラエルの手中に落ちるQ

一方、ガザ地帯のエジプト軍は完全に包囲され、脱出の望みを失った。その配

下のパレスチナ人部隊は故郷の地で奮戦し、難民収苓所の住民も武器を手に抵

抗するが、間もなく優勢なイスラエル軍に圧倒される。

ヨルダン・アラブ三国の包囲陣の中で、ヨルダンは最も弱い環だっ

の　参　戦　た。イスラエルはヨルダンの局外中立を期待し、軍事的

に刺激せぬよう配慮する。実際、緒戦の段階で精鋭部隊をシナイ半島の戦場に

投入したので、第二戦線に十分な兵力を回す余裕はない。エシュコル首相は国

際連合の休戦監視団を通じて、フセイン国王に軍事行動を控えるよう勧告した。
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そちらが積極的攻勢に出ない限り、こちらも攻撃を控えるだろう一一と。

しかし、フセインはナースィルとの約束を守り、締結したばかりの相互防衛

条約に従って、エシュコルの申し入れに砲爆撃で回答する。ヨルダンはエジプ

トの誇大な戦果発表を鵜呑みにして信じこみ、シオン主義国家打倒の戦列に参

加した。もしフセインがここで参戦をためらったなら、国民と将兵から強い反

撥を買って、ハーシム王家の支配体制は揺らいだことだろう。

6月　5日の午後、イスラエルの航空隊はエジプトから矛先をヨルダンに転じ、

その室弱な空軍を一撃で粉砕した。頭上に乱舞する敵機の数から察して、フセ

インは本気で思い込む。ついに米英両国がイスラエル支援のため軍事介入に踏

み切った～－と。盟邦の大統領の言を信ずれば、イスラエル航空隊はエジプト

攻撃の際に甚大な損害をこうむり、ヨルダン攻撃の余力がない筈である。

1956年のスエズ・シナイ戦争に際して、英仏両国はイスラエルのエジプト攻

撃に加担し、優勢な空軍力で制空権を握る。その傘の下で、イスラエル軍はシ

ナイ半島を席巻できた。フセインはアラブの一員として、その歴史を忘れない。

ヨルダンは介入の事実を確認せぬまま、英国と外交関係を断絶する。アラブ世

界の多数の国々も西側の軍事介入を非難し、米英両国と断交に踏み切った。

イスラエル国防軍とヨルダンのアラブ軍団は、1948年の第一次中東戦争から

二十年ぶりに激突した。サマリア地方の丘陵地で、ガリラヤ湖の南部で、戦車

同士の激戦が展開される。イスラエルの機甲部隊は強力な反撃に直面し、一時

は苦戦に陥った。しかし、空爆の支援で窮地から救われる。フセインの軍勢は

空からの掩護のないまま敗退し、ヨルダン川を渡って、その東岸に退去口した。

イスラエルはヨルダンと戦端を開いた機会をとらえ、エルサレムの完全占領

をめざす。あの独立戦争の際、聖都のユダヤ教徒は十数日の龍城の末に降伏し、

生存者の全員が旧市街から放逐された。今度の戦争では、開戦から二日目の朝、

イスラエル軍は轍憤山の高地を確保し、眼下にエルサレムを見渡す。二千年近

い昔、ここにローマ軍団は陣取り、将軍ティトスの指揮下、ダヴィデの郡を攻

め落とした。

いまやユダヤの軍勢が聖都を攻撃する番で、激戦の末に城門の一つのステパ

ノ門に迫る。ヨルダン軍は市街戦を避けて、抵抗拠点を放棄して撤収した。イ

スラエル軍の先鋒は城内に突入すると、何よりもまずく嘆きの壁〉　に向かう。

足掛け二十年に及ぶヨルダンの支配下、この高い石壁の前でユダヤ教徒は祈り

を捧げることができなかった。これはソロモン王の築いた神殿の遺構の一部で、

唯一神信仰の聖所となっていた。

エルサレムの陥落後もイスラエル軍は追撃の手を緩めず、ヨルダン川の西岸

一帯を制圧し、ついに天然の境界の川辺に達する。それ以上は深追いせず、破
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竹の急進撃を停止した。22　フセインの王国は祖父アブグッラーの時代と同じく、

ヨルダン川の向こう岸（トランスヨルダン）に支配地を縮小する。シオン主義

国家は宿敵エジプトの大軍を打ちのめしたのに続いて、ハーシム家の軍勢にも

大勝利を収めた。こうして旧英委任統治領パレスチナの全域が、イスラエルに

征服される。

停戦決議　中東の戦火が燃え上がった時、ニューヨークはまだ夜明

の　採　択　け前だった。午前三時過ぎ、イスラエルの国連代表は安

全保障理事会議長のデンマーク外交官ハンス・タボルをたたき起こし、戦争の

勃発を通報する。エジプト軍が空陸で攻撃を始め、イスラエル軍はこれを撃退

中一一と。23続いて十数分後、エジプト代表も開戦を議長に知らせる。ただし、

攻撃の方向は正反対だった。イスラエルが「裏切り的、計画的侵略」を仕掛け

てきた一一と。

安全保障理事会は、すぐに緊急会議を招集した。ソ連はアジア・アフリカの

新興国の支持を取り付け、停戦決議案を提出する。その内容はイスラエルを厳

しく非難し、その軍勢を開戦前の位置まで引き下げるよう要求した。戦争を始

めたのはイスラエルであり、占領地から撤収しなければ、侵略が容認されるこ

とになる一一と。

一方、米英両国はソ連の提案に対して、即時無条件停戦を主張する。米国代

表は反論した。開戦前の原状回復を要求するなら、それは6月5日でなく、5月

16日以前の状態に戻すべきである。すなわち国連緊急部隊をシナイ半島とガザ

地帯に呼び返し、さらにアカバ湾の封鎖も解除しなければならない。イスラエ

ルが先に攻撃を仕掛けたかどうかは問題でなく、危機の根源はナースイルの行

動にあるのだ一一と。

当初、ナースィルは無条件であれ、条件付きであれ、大国主導の停戦決議案

に同意せず、継戦の決意を固めた。空軍が奇襲攻撃で大損害をこうむったとは

いえ、陸軍はまだシナイ半島の各地で奮戦している。簡単に鉾を収めることは

できない。一方、イスラエルも期待以上の戦果を挙げたからには、戦争目的の

完全達成まで停戦に応じようとはしなかった。

世界平和維持機構の討議は東西両陣営の思惑をからめ、すぐには実を結ばな

かった。しかし、エジプトもヨルダンも戦争を続行すればするほど、ますます

多くの将兵と装備、それに領土を失う。6月6日、ソ連は軍事情勢の急速な悪化

を懸念し、停戦の条件からイスラエル軍の撤退を取り下げた。ここに東西両陣

営の妥協が成立して、安全保障理事会は即時停戦とすべての軍事行動の停止を

満場一致で可決する。

しかし、戦火はすぐに消えない。イスラエルはひとまず停戦決議を受諾した
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ものの、同時にアラブ側の決議受け入れを条件とした。ヨルダンは停戦を受諾

し、エジプトは回答せず、シリアは拒否する。これでイスラエルは絶好の口実

を得、停戦の実施を数日先まで持ち越す。この短い期間を利用して、勝ち戦の

戦利品を最大限に掌中に収める。

翌6月7日、イスラエルは国際社会の圧力をよそに、停戦前の大攻勢に出た。

ヨルダン川の西岸を席巻し、聖郡エルサレムの旧市街を占領した。シナイ半島

では要衝のミトラ峠を抑え、エジプト軍の退路を断つ。また、半島先端のシャ

ルムエッシェイクに無血入城し、ティラーン海峡の封鎖を解除した。そこで安

全保障理事会はソ連の強い主張を取り入れ、強硬な文言の停戦決議を改めて採

択する。

シナイ半島の失陥は、もはや時間の問題となった。6月8日、ついにナースイ

ルも停戦に応じ、国会で停戦決議の受諾を発表する。それまでエジプト政府と

軍部は不利な戦況を伝えず、大勝利の宣伝ばかり放送で流していた。それだけ

に大統領が敗北を公式に認めたのは、国民に大きな衝撃を与える。だが、戦争

はまだ終わらず、翌6月9日の早朝、イスラエル軍の機甲部隊はスエズ運河の東

岸に集結し、カーヒラを脅かす。24

シ　リ　ア軍　シリアの政府と軍部は対イスラエル強硬路線を採用して、

の　員女　ヨヒ　第三次中東戦争の原因を作り出した。まずファタハのゲ

リラ活動を援助し、さらに国境付近で砲撃を繰り返して、ついに大規模な軍事

報復を招く。さらにイスラエル軍の兵力集中説を流して、エジプトを戦争に引

き込んだ。ところが、みずから戦争の危機を造り出しながら、一向に戦場で戦

果を挙げなかった。

6月5日、盟邦エジプトが奇襲攻撃に打ちのめされた後、シリアも砲門を開い

て対イスラエル戦争の戦列に加わる。そして小兵力の部隊が国境近くの開拓農

に威力偵察を試みたものの、武装農民の抵抗で簡単に撃退された。一方、爆撃

機は地中海岸の工業港湾都市ハイプァの精油所を空襲する。その日の午後、イ

スラエル航空隊の出動で、シリアの空軍はヨルダンのそれと同じ運命をたどっ

て潰威した。

その後、シリア軍は積極的攻勢をあきらめ、ゴラン高原に立てこもる。ヨル

ダンがアラブ三国の相互防衛条約に基いて救援を求めても、シリアはイスラエ

ルに牽制行動を起こそうとはしなかった。しかし、相変わらず強硬姿勢を維持

して、安全保障理事会の停戦決議を拒否する。この間、フセインは早くも脱落

して停戦に応じ、やがてナースイルも追随せねばならなかった。

エジプトとヨルダンの両国が停戦決議を受諾したからには、イスラエルの敵

はシリアだけとなった。しかし、ダーヤーン国防相は慎重な姿勢を示し、シリ
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ア攻撃をためらう。ここで相手に決定的打撃を加えれば、ソ連の介入を招くか

も知れない。それに最後の決戦場・ゴラン高原は、ヨルダン川西岸の平坦地や

緩やかな丘陵地帯とは異なり、極めて攻めにくい地形で、その奪取には相当な

犠牲を覚悟せねばなるまい。

ゴラン高原はヘルモン山の麓からガリラヤ湖の東岸にかけて、北から南に延

びる広大な熔岩台地である。その西端は急斜面となって、上ヨルダン川沿いの

渓谷と天然の貯水地のガリラヤ湖になだれこむ。シリア軍は高原の各地に要塞

を築き、強固な防衛線を引いた。ここからの砲撃はイスラエル北辺の住民に脅

威を与え、開戦後はますます激しくなった。

6月9日の未明、さしも強硬なシリアも不利な情勢を悟り、停戦決議の受け入

れを表明した。だが、その朝、イスラエルはダーヤーンの決断で、ゴラン高原

に総攻撃を開始する。シリア軍の十字砲火の真只中、イスラエル軍の戦車と歩

兵は地富原を突破し、鉄条網を乗り越えて、敵陣に突入した。イスラエルの航

空隊は制空権を確保しているだけに、苓易に地上部隊を支援できた。

6月10日の朝、シリア軍の抵抗は不意にやんだ。ディマシュク放送が高原の

主要都市クネイトラの陥落を報じたからである。この放送でシリア軍は意気消

沈し、あちこちで陣地を放棄して退即した。だが、実際にイスラエル軍の尖兵

はまだクネイトラから遠く、その日の午後になってようやく目的地に到着し、

そこを無血占領する。停戦が発効した時には、イスラエル軍はディマシュクか

ら約六十男の地点にまで到達した。25

イスラエル　第三次中東戦争は僅か六日間読いただけで、アラブ

不員女のネ申請　側の大敗北に終わった。この戦争は日数にちなんで、

〈六日戦争〉　と呼ばれる。イスラエルは南、東、北部の戦線で目覚ましい勝利

を収め、いずれの方面でも有利な既成事実を作り上げてから鉾を収めた。その

結果、シオン主義国家はスエズ運河、ヨルダン川、ゴラン高原まで領域を押し

ひろげ、旧英委任統治領よりも支配地が大きくなる。

旧約聖書の記述によると、神の約束の地はユーフラテス河からエジプトの大

河にまで及ぶ。イスラエルは短時日の軍事的征服で、それに匹敵する領土を獲

得した。シオン主義国家は1947年11月29日のパレスチナ分割決議の枠内に版図

をとどめず、かってのアメリカ合衆国のように広大な辺境を想定する。また、

その独立宣言が「ユダヤの民の本来的、歴史的権利」を主張しているだけに、

建国当初から膨張主義的衝動を内部に秘めていた。26

アラブ側は思いもかけぬ大敗北に、ただ茫然自失するばかりだった。パレス

チナ奪回、ユダヤ国家打倒の夢は破れ、屈辱の奈落に落ち込む。戦争前、カー

ヒラやディマシュクの宣伝放送が激烈な口調で復讐の聖戦を呼び掛けただけに、
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アラブ諸国の民衆は勝利の幻想を抱いた。だが、敗戦の結果、新たに約五十万

人のアラブ難民が生み出され、ヨルダン川を西から東へ渡ったり、ゴラン高原

から追い立てられたりした。

六日戦争の後、イスラエル不敗の神話が創られる。少年ダヴィデがペリシテ

人の巨人ゴリテテをただの一撃で殺したように、ユダヤ国家はアラブ世界の盟

主エジプトを先制攻撃で打ちのめし、続いてヨルダンとシリアを破った。アラ

ブ世界は三度も戦争に敗れ、もはやシオン主義国家の敵ではない一一と。

実際、イスラエルの勝利の代償は、驚くほど安上がりに済んだ。三方面の戦

闘で戦死者は合計七百人足らず、負傷者は二千五百に過ぎない。一方、アラブ

三国の人的損害は約二十倍の一万五千、負傷者は十倍以上の二万七千と推定さ

れる。それに戦車、自走砲、大砲など、高価な重装備が戦利品として勝者の手

に渡った。

6月9日、ナースイルは敗北の全責任を背負い、放送を通じて大統領の辞任を

発表する。しかし、エジプト国民はナイル河畔の英雄を見捨てなかった。大群

衆がカーヒラの街頭を練り歩き、郊外の私邸まで切れ目のない行列を作る。数

十万人が各地から首都に流れ込み、ナースイルの名前を叫んで翻意を促した。

翌6月10日、大統領は国会演説で辞意を轍回し、国民の歓呼を浴びる。27

しかし、エジプト軍首脳は敗戦の責任を負わねばならず、アーミル元帥を始

めとして多数の司令官が解任され、あるいは軍法会議にかけられる。この粛軍

措置に、軍部は不満だった。大統領が最高司令官の主張に従い、イスラエルに

対して先制攻撃に踏み切れば、必ず勝ったのに一一と。ナースイルは反論する。

エジプトが最初の一発を撃てば、ソ連の支持を失うばかりか、米国の直接介入

を招いただろう一一と。

将校団の一部はアーミルの復帰と敗因追及の調査取りやめを策動して、ひそ

かにナースィルの失脚をたくらむ。だが、陰謀は露見し、前戦争相、内相、師

団長、諜報部長が逮捕された。首謀者は特別法廷で裁かれ、終身刑や長期の重

労働刑の判決を宣告された。敗軍の将は自宅に軟禁されていたが、裁判や投獄

の屈辱よりも、名誉ある自決を選んだ。ナースイルは革命の同志で、最も親し

い友人を失う。しかし、軍内部の反対勢力を一掃し、改めてエジプト民衆の問

に支持基盤を見出した。
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＜第ノ＼部の註と参考文南犬＞

1ティラーン海峡の封鎖と同様に、イスラエルはヨルダン川支流の流路変更を戦争行

為と宣言する。砲兵は遠距離からシリア領内の建設作業現場を砲撃し、戦車も出動して近

接距離から砲弾を撃ちこんだ。レバノン領内の工事現場は大砲の射程外にあったので、爆

撃機が空から攻撃を加えた。〔ChaimIerzog， The Arab－Israeli Wars：War and Peacein

the址iddle East from the War ofIndependence to Lebanon（London：Arns and Armour

Press，1984年）、147貢〕

2　反イスラエル陣営で、パレスチナ問題が全く等閑に付されていた訳ではない。カー

シムはナースイルとアラブ世界の主導権を争い、パレスチナ人の組織化を思いっく。彼は

イラーク在住者にパレスチナの旅券を交付し、義勇兵を募集した。この動きに対抗して、

ナースイルはカーヒラに〈パレスチナの声〉放送局を開設した。〔ぬⅩime Rodinson，王旦－

rael and the Arabs（ぬrmOndsworth：Penguin Books，1973年）、114貢〕

3　シュケイリーはパレスチナ北部の港町アッコーの出身で、扇動演説に長けた。一時、

彼はサウディ・アラビアの外務省に迎えられ、国連代表を務める。ところが、本国政府の

許可なく、西側陣営攻撃に長広舌を振るい過ぎて解任された。〔John Laffin，

The Arab－Israelil）ilenma（London：Cassell，1973年）、8頁〕

Fedayeen：

彼はPLO総裁に就任後も、ユダヤ教徒を残らず地中海にたたきこむなどと大言壮語し、

無用の誤解を招いた。

4　UNRWAの定義によると、難民とは1948年の戦争（第一次中東戦争）の勃発時に

少なくとも二年間パレスチナに住み、この戦争の結果、住居と生計手段を失った者をいう。

難民に認定された者は、一カ月に－人当たり次の食糧配給を受けた。小麦粉十簸、乾燥野

菜六百㌘、米五百㌘、砂糖六百㌘、脂肪三百七十五㌘。冬季には乾燥野菜三百㌘、小麦粉

四百㌘が、それぞれ追加された。だが、栄養不足は顕著で、とりわけ子供たちの体重は軽

かった。難民の分布は1967年に、ヨルダンに54㌫、ガザ地帯に23㌫、レバノンに12㌫、シ

リアに11㌫だった。ガザ地帯のラファハ難民収容所は最大の規模で、その人口は四万六千

人に達した。〔Gerard Chaliand，The Palestinian Resistance（EarnOndsworth‥　Penguin

Books，1972年）、36～37貢〕

5　パレスチナ系米国人の作家は、同胞の民族意識について、次の通り述べている。い

かなるパレスチナ人にとっても、その故国が独自性を有していることに、疑問の余地はな

い。確かにパレスチナは第一次世界大戦までオスマン・トルコ帝国の一部であり、独立し

ていなかった。だが、その住民は自らをパレスチナ人と思い、シリア、レバノン、トラン

スヨルダン人と自分たちとをはっきりと区別していた。パレスチナ人の自己確認は、1880

年代以降のユダヤ移民の流入に対抗する形で明確になった一一と。〔Edward W．Said，！垣

Question of Palestine（New York：Tines Books，1979年）、117貢〕

6　政治的宣伝は伝説や神話を創作し、この最初の武力行動には異説がある。まず六人

のフイダイーンがシリアで訓練を受け、レバノン経由でイスラエルに潜入する筈だった。

だが、最後の瞬間になって、そのうちの数人が怖じ気づき、レバノンの治安当局に自首す
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る。この結果、六人全員が逮捕され、決死隊の攻撃は幻となった。ところが、ベイルート

の新聞が爆破成功と大々的に報じたので、ファタハは全アラブの称賛を集める。レバノン

当局はアラブァートらの幹部を逮捕し、四十日間も拘留した。第一波の攻撃が内部からの

裏切りで失敗した翌日、ゲリラの第二波がヨルダンから出撃する。五人のフイダイーンの

うち二人が脱落したが、残りの三人はイスラエル潜入に成功し、水路に爆薬を仕掛けた。

帰路、国境警備隊に追跡されるが、なんとか振り切って、無事にヨルダン川を渡る。しか

し、爆発物は雷管を抜かれて、不発に終わった。ファタハが水路に損害を与えたのは、第

一波の失敗から二週間も過ぎてからのことである。この時、ゲリラの一人が、ヨルダンの

兵士に射殺された。〔Jilian Becker，The PLO：The Rise and Fall Of the Palestine

Liberation Organization（London：Yeidenfeld and NicoIson，1984年）、45頁〕

7　ファタハは軍事部門のアッシファ（嵐）の名で、対イスラエル破壊活動を実行に移

した。エジプトの統制下にあった新聞や放送は、次の誹誘中傷を伝える。アッシファは西

側諜報機関によって設立され、かっ資金を供与されている。それは西側諸国とイスラエル

に奉仕し、まだ準備不足のアラブ諸国を戦争に追い込んで、敗北に陥れようとたくらんで

いる。アッシファと手を組むのは、みな裏切り者ばかりだ一一と。

81950年代の報復攻撃は、特殊部隊が夜間に実施した。しかし、この越境作戦は白昼

に遂行され、フイダイーンの隠れ家と見倣された四十戸の家屋を爆破する。その際、アラ

ビア語を話す兵士の呼びかけで、住民は家の中から追い出され、安全な場所に集められた。

そこまでの作戦はあらかじめ綿密に練り上げられた手順に従い、無血で進行する。だが、

ヨルダン王国軍の歩兵部隊が軍用車輌に分乗して駆け付けたので、イスラエル国防軍の戦

車部隊は砲火を浴びせて、多大の人的損害を与えた。〔Edward Luttwak and DanⅡorowitz，

TheIsraeli Army（London：Allen Lane，1975年）、210貢〕

9　イスラエルはアラブ世界の政治指導者、軍人の発言内容、新聞・放送の論調を克明

に調べ上げ、エバン外相が国連総会の演説で引用しつつ、相手側の好戦的態度を非難する

論拠とした。この人民戦争論は、1966年5月22日、シリアのアル＝アタッシ大統領が国境

警備の将兵に呼びかけ、二日後、アッサド国防相が過激な言辞で補足したのを、一つの文

章にまとめた。（“Abba Eban’S speech at the Special Assembly of the United Nations，

June19，196r）〔Yalter Laqueur and Barry Rubin（Eds．），The Israel－Arab Eeader：

A Documentary Eistory of the Xiddle East Conflict（Ilarmondsworth：Penguin Books，

1984年）、210～211貢〕

101988年5月、筆者はイスラエル占領下のゴラン高原に入り、1967年の中東戦争の戦

跡をめぐった。シリア軍の砲座跡からは、上ガリラヤ地方の田園を眼下に一望に収める。

六日戦争勃発の二カ月前、この陣地はイスラエル機の空襲で破壊された。それから二十一

年を経過したのに、付近の野原は地雷の危険のため立ち入り禁止となっていた。

111967年5月12日、米国のUP通信社はエルサレム発の特電で、イスラエル高官の発

言を引用しながら、事態が戦争の瀬戸際にあると報じた。この記事は欧米諸国の新聞に掲

載され、反響を巻き起こす。イクリの『ウニタ』紙もエジプト政府権威筋の発言に基き、

危機を誇大に伝えた。イスラエルの目的は、シリアの社会主義政権の打倒だけでなく、エ

ジプト政府の転覆、さらにはサイプラスの軍事政変を企てるばかりか、イエマンの革命闘

争に対抗し、ギリシャのファシズムに挺入れすることにある一一と。奇妙なことに、ソ連
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の『プラヴダ』や『イズヴェスチヤ』の両紙は半年も前から、イスラエルの兵力集中とシリ

ア政権打倒の記事をたびたび掲載した。〔Walter Laqueur，The Road to Yar‥The Origin

and Aftermath of the Arab－Israeli Conflict1967／8（Earmondsworth‥　Pengtlin Books，

1970年）、86貢、88～89頁〕

12　国連事務総長のり・タントは現地の休戦監視団の調査結果に基き、安全保障理事会

に兵力集中の事実はないと報告した。英国の『オブザーヴァ』紙のカーヒラ特派員は、現

地の国連高官の発言を次のように伝えている。イスラエル軍は僅か数時間で国境地帯に部

隊を派遣できるので、兵力集結がないとの判断はイスラエルのシリアに対する意図（ディ

マシュク攻撃と政権転覆）を否定する決定的証拠とはならない。休戦監視団の報告内容に

ついては、現地の国連関係者のすべてが賛成した訳ではない一一と。〔Robert Stephens，
Nasser：A Political Biography（‡armondsworth： Penguin Books，1973年）、468～469頁〕

13　インド軍は国連緊急部隊の一翼を形成し、1957年3月、イスラエル軍の撤退の後を

追って、地雷を除去したり、道路を修復したりしながら、シナイ半島を横断し、国境付近

で平和維持の任務に就いた。派遣軍参謀長の回想記によると、国連緊急部隊は昼間は国境

から五男、夜間は二男のエジプト領内で、平和維持の責任を担った。ナースイルの要求通

りに撤収すれば、戦闘の発生は火を見るより明らかだった。実際、部隊の一部は引き揚げ

を待つ間に戦火に巻き込まれ、帰国を前に十三人の戦死者を出した。〔IndarJit Rikhye，

“United Nations Peacekeeping Operations andIndia，”Indian Quarterly（New Delhi：

Indian Council of Yorld Affairs，Vol．XLI，Nos．3＆4，July－I）ecember1985）、306頁〕

141967年6月27日、ウ・タント国連事務総長は国連緊急部隊の撤収について、長文の

報告書を提出した。その中で、撤退が軽率かっ性急で、ナースイルを驚かせるほどだった

一一一一との批判に、次の通り弁明している。

国連事務総長は、総会決議によって設立された〈国連緊急部隊に関する諮問委員会〉　と

協議の末、事務総長の権限において、撤退を決定した。委員会は問題の総会持ち込みを諮

らなかったし、その構成国の政府はいずれも、総会あるいは安全保障理事会の招集を要請

しなかった。定例総会の開催は、エジプトの緊急部隊撤収要求から四カ月先のことであり、

また特別総会を招集しても、このような論議の多い問題が三分の二以上の特別多数決で解

決できるか、どうか、はなはだ疑問であった。

安全保障理事会との協議について、事務総長は情勢報告を同理事会に提出した。その後、

安全保障理事会が開催されながら、何の措置も取られていない。このような情勢から、事

務総長としては、総会あるいは安全保障理事会を招集しても無益であり、その必要もない

と判断した0lUThant，“ReportontheWithdrawaloftheU中tedNationsEmergenCy
Force，”walter Laqueur，前掲書の付録I、327～362貢〕

15■へイカルはナースイルの青年将校時代から親交を深め、後に情報相として大統領の

公式スポークスマンとなる。それだけに、この社説はナースイルの事前了解の下に掲載さ

れたと、外交問題分析者に受け止められた。だが、この戦争不可避論はナースイルの意見

ではなかったと、へイカル自身、英国人の新聞記者に語っている。〔Robert StepherlS，前
掲書、481頁の脚註〕

16　この強硬な演説にもかかわらず、ナースイルは戦争勃発の可能性を低く見積もって

いた。彼自身の発言によると、エジプト軍のシナイ進軍の際に20㌫、テイラーン海峡の封
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鎖の際に50～80㌫で、100㌫と確信したのは、エシュコル内閣が改造で挙国一致政権に変

貌した1967年6月に入ってからである。〔Eobert Stephens，前掲書、477貢〕

17　放送の当日、エシュコル首相は軍の将官級の幹部を集めて懇談する。だが、その消

極的態度は、軍部の共感を得られなかった。指揮官たちはさまざまな不満を表明した。将

兵は砂漠の中で待機させられ、士気が急速に低下している。最前線の部隊は攻撃準備を完

了しているのに、最後の瞬間に命令が取り消される。落下傘部隊の兵士は輸送機に何度も

乗り降りさせられるうちに、すっかり嫌気が差して機内に居座ってしまった。このような

状態では、戦闘精神を高く維持できない。脱走の例も、いくつか出始めている一一一一と。こ

の心理的要因とは別に、軍事的見地から待ちの姿勢がいかに危険か、国防軍の首脳は首相

を説得しようと試みた。しかし、エシュコルが事態静観の態度を変えなかったので、軍人

たちは深く失望する。その結果、軍事政変の噂さえ流れるほどだった。〔Yalter Laqueur，

前掲書、166～167貢〕

18　ダーヤーンは自叙伝の中で、国防相に任命された経緯について、次の通り述べてい

る。1967年5月30日、フセインがナースイルと和解し、防衛条約を締結するに至って、つ

いにエシュコルは国防相の兼任をやめるよう決意した。首相は労働党書記長のゴルダ・メ

イアルの支持を得て、国防相にイーガル・アロン（1956年のスエズ・シナイ戦争の際、国

防軍幕僚長だったダーヤーンの下で、南部方面司令官を務める）を起用し、ダーヤーンを

副首相に任命する内閣改造案を提示した。ダーヤーンは実権のない顧問的地位を即座に断

り、逆に南部方面司令官としてエジプト軍と戦いたいと申し出た。労働党の内部では、首

相や書記長の意見に反して、ダーヤーンを国防相に推す声が高まった。エシュコルは党内

の大勢に従って、この元国防軍幕僚長を国防相の重職に推挙した。〔Hoshe Dayan，壬堕墜L

of Xy Life（London：Sphere Books，1978年）、335～337貢〕

19　この奇襲攻撃でエジプトは十九の空軍基地を爆撃され、行動可能な三百四十の軍用

機のうち実に三百九機を破壊された。この中にツポレフ16長距離爆撃機、イリューシンⅠ

中距離爆撃機など五十七機が含まれている。〔Chaim Eerzog，前掲書、152～153貢〕

20　エジプト陸軍はソ連流の軍事理論を採用し、イスラエル軍の来襲に備えていた。そ

れは〈盾と矛〉戦術と呼ばれ、まずく盾部隊〉が堅固な陣地を拠点に、大砲、迫撃砲、対

戦車砲の射撃と、地雷原、鉄条網の障害物で相手の襲来を阻止し、次に〈矛部隊〉の戦車

が反撃に乗り出して敵を駆逐する。この戦術は抽象論としてはもっともらしかったが、イ

スラエル軍の猛攻でエジプト軍は二十四時間以内に盾を破られ、矛を折られてしまった。

〔Edward Luttwak andI）an Eorowitz，前掲書、233～236頁〕

21当初、エジプト軍最高司令部は、イスラエルの奇襲で受けた損害の状況を把握でき

なかった。しかも、それが明らかになった段階でも、軍首脳は大統領に報告するのを怠っ

た。ナースイルは真実を知った後でも、イスラエル軍の進撃をシナイ半島で食い止め、ス

エズ運河を防衛できると信じた。開戦から二日目の午後六時、最高司令官のアーミル元帥

は命令を発した。シナイ半島の全域から、スエズ運河の西岸へ即時撤退せよ一一一一と。十一

年前、ナースイルは兵力を温存して英仏軍の上陸に備えるため、アーミルの反対を押し切

り、シナイ半島から退却を命令した。だが、この時にはナースイルはアーミルの即時全面

撤退命令を知ると、自ら最高司令部に乗り込み、この命令を取り消す。大統領からの直接

指示で、エジプト陸軍参謀長は段階的退却案を作成した。ところが、最高司令官は大統領
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の指示を無視し、即時全面撤退を再び命令した。〔Robert Stephans，前掲書、497貢〕

22　イスラエル軍の機甲部隊の→部はヨルダン川の東岸まで進出したが、ダーヤーン国

防相の命令で西岸に引き返した。米国大使がヨルダン政府の意を受け、アマーンに向かっ

て進撃しないよう緊急に要請したからである。ダーヤーンはヨルダン川に架かった橋の爆

破を命じ、西岸にとどまる意思表示を明確にした。〔Xoshe Dayan，前掲書、370頁〕

23　イスラエルのエバン外相は安全保障理事会で演説し、同じ話を繰り返す。そして、

国際連合憲章第五十一条に基く自衛権の発動と主張した。その後、イスラエルは態度を変

え、エジプトから先に攻撃されなかった事実を認める。だが、次のように強弁した。イス

ラエルは攻撃を受ける危険にさらされたからこそ、先制攻撃に踏み切った一一一一と。〔Ⅱenry

Cattan，Palestine andInternational Law： The Legal Aspects of the Arab－Israeli

Conflict（London： Longman，1973年）、128貢〕

24　ダーヤーン国防相はエシュコル首相や国防軍幕僚長と協議の末に、スエズ運河から

二十男の地点でイスラエル軍の進撃を停止するよう決定した。エジプト軍のシナイ半島再

進出を阻止し、同時にスエズ運河の船舶航行に支障を招かないためである。ところが、停

戦決議受諾後も、エジプト軍の一部の部隊が運河近くで抵抗を続け、また、米国が安全保

障理事会で交戦国の双方に運河から十男ずっ引き下がる内容の決議案を提出しそうな気配

だったので、イスラエル軍は運河の水際まで前進した。〔Hoshe Dayan，前掲書、367頁〕

ナースイルが戦争後の国会演説で認めた通り、エジプト軍の敗北でカーヒラへの道は開

かれ、もはや抵抗できない状況だった。正規軍の潰滅後、残るは民兵組織だけで、五千人

の市民が小銃で武装し、ポートサイードなど運河沿いの都市の防衛に当たった。〔Robert

Stephans，前掲書、502～503貢〕

25　ディマシュク放送の意図について、さまざまな説があるが、次の解釈はうなずける。

シリア政府は国際連合で大国主導の即時現状停戦を実現し、イスラエル軍の大攻勢を食い

止めるよう望んだから一一一一と。6月10日午後六時の停戦発効時に、イスラエル軍は政治的

配慮の限界近くの線まで、ディマシュクに向かって進撃した。それ以上の前進はソ連の警

告で論外であり、米国も暗黙のうちにソ連の立場を支持した。〔Edward Luttwak and Dan

IIorowitz，前掲書、281貢〕

26　六日戦争の結果、旧約聖書ゆかりのユデア地方とサマリア地方（ヨルダン川の西岸）

が、イスラエルの支配下に入ったので、狂信的ユダヤ教徒は〈神の約束の地〉に入植を強

行する。この措置は、やがて政府から追記される。その後、狂信派は労働党主導の連立内

閣にかわったリクード右翼政権さえも軟弱と非難し、対アラブ地下活動を始めた。そして、

アラブ人市長の暗殺まで実行し、最後にエルサレムのウマル礼拝堂を爆破する陰謀までめ

ぐらせた。〔Ehud Sprinzak，“Fundanentalism，Terrorism，and Democrcy：The Case of

Gush Emunin，”New Outlook， 1988年9／10月号、8～14貢〕

27　この示威行進はナースイル支持派によって組織されたといわれた（実際、反対派は

やめさせようと試みた）が、その規模といい、民衆感情の深さといい、官製の示威行動の

域を超えた。ナースイルはエジプトを敗北に導いたが、ナースイルのいないエジプトは考

えられなかった。〔DerekⅡopwood，星野pt：Politics and Society，1954－1984，Second

edition（Yinchester，1985年）、77貢〕
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第九部

停戦後の新たな戦争



三三責芸三二三

講　不口　の　僅か六日間の電撃戦で、イスラエルは勝利の美酒に酔い

前提条件　痴れる。東部戦線ではヨルダン川までのパレスチナ全土

が、南部戦線ではペリシテ人ゆかりのガザ地帯はもとよりシナイ半島の全域が、

いまやダヴィデの星の国旗の支配下に置かれた。アラブ軍団の堅陣はエリコの

城壁よりも脆く崩れ、パロ（ファラオ）の軍勢が紅海の大波に溺れたのと同じ

ように、ナースィルの軍隊は砂の海に滅びた。戦争の最終局面で、イスラエル

軍は強敵のシリア軍をゴラン高原から駆逐し、ディマシュクの城門に迫る。

開戦前のアラブ三国は、武器、兵員の両面で、シオン主義国家よりも遥かに

優勢だった。しかし、イスラエルは奇襲攻撃で劣勢を一挙に挽回し、その後は

優れた用兵で相手の精鋭部隊を敗走させる。この奇跡的勝利を眼のあたりにし

て、多数の国民は信じた。モーセの時代と同様に、大いなる神の手がイスラエ

ルの民の上に下された一一と。この信念は唯一神の信仰を一層固め、やがてイ

スラエル国内にユダヤ原理主義の台頭を招いた。

アラブ側は勝利の期待感を裏切られ、第一次中東戦争から数えて、これで三

度目の敗戦の屈辱感を噛みしめる。最初の対イスラエル戦争は、欧米諸国（ソ

連と、その衛星国まで含めて）の武器供給と義勇兵派遣がなければ、勝ったは

ずだ。二度目はエジプト一国が兄弟国の援軍を断って孤軍奮闘し、シオン主義

国家と英仏両大国を敵に回した。相手がイスラエルだけなら、戦局の帰趨は別

なものとなったに違いない。しかし、今度は弁解の余地なく、アラブ側の完敗

だった。エジプト、シリア、ヨルダンで強力なイスラエル包囲陣を形成し、軍

事的に絶対優勢と信じこんでいたからである。

イスラエルのエシュコル首相は決して戦争を望んだ訳ではないが、ダーヤー

ン国防相の采配の結果、勝利の果実を手にした。この穏健派の政治家は占領地

を取り引き材料に、和平の確立を考える。その前提条件として、まずアラブ諸

国はシオン主義国家を承認せねばならない。そして講和条約が締結されるなら

ば、国際連合総会のパレスチナ分割決議から二十年ぶりに、中東の地に平和が

よみがえるだろう－『と。

戦火の余儀がまだくすぶる1967年6月19日、エシュコルの挙国一致内閣は四

項目の和平条件を閣議決定する。三日後、その内零は米国政府に伝達されたが、

当時、公表されなかった。主要な内零は、次の通りである。イスラエルはシナ

イ半島から撤兵するかわりに、エジプトは同半島を非武装化しなければならな
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い。ティラーン海峡とスエズ運河の自由航行権は、イスラエル船舶に保証され

るべきである。またイスラエルはゴラン高原から撤収するが、そこはシナイと

同様に非武装化されねばならぬ一一と。

このようにエジプトとシリアについては、イスラエルは占領地を返還し、昔

から国際的に確立した国境まで兵を引く。ところが、ヨルダン川西岸とガザ地

帯については、難民問題とからめて別途に考慮し、その返還を明確にしなかっ

た。強硬派のベギン無任所相がエレツ・イスラエル（イスラエルの地＝旧約聖

書に記された神の約束の地）の保持を主張し、占領地の部分的返還にさえ絶対

反対の立場を堅持したからである。

他方、アラブ側は敗戦の屈辱感に浸り、早期講和を望まなかった。敗者の立

場からといえども、勝者の課す一方的条件を呑む訳には行かない。六日戦争の

停戦から二カ月後の1967年8月中旬、アラブ諸国はスーダーンの首都カーツー

ムで首脳会議を開催し、敗北後の善後策を協議した。そして、従来の強硬方針

を再確認し、さらに次の三原則を宣言する。まずイスラエルとの平和はあり得

ず、次にイスラエルを承認することなく、最後にパレスチナをめぐってイスラ

エルと交渉せず一一と。1

戦争は国家間の関係を根底から揺れ動かし、外交の手詰まり状態を打開する

好機ともなり得る。しかし、この時はイスラエルの閣内不一致とアラブ諸国の

〈三つの拒否〉で、中東和平の機運は急速に消え去った。六日戦争の敗者と勝

者が対等の立場で交渉できるまでには、両者の力関係を是正せねばならない。

そのためには、新たな局地的軍事衝突と全面戦争を必要とするだろう。

安　保　理決議1967年11月22日、国際連合の安全保障理事会は決

242号の採択　議242号を採択し、世界平和維持機構として六日

戦争の後始末をつけた。それ以来、この決議は中東和平の基本的条件を盛り込

む文書として重要視される。

この決議は第一に占領地からイスラエルの撤退を要求し、第二に「（中東）

地域のすべての国の主権、領土保全、政治的独立の尊重と容認、ならびに安全

かっ承認された境界の内側で平和裏に生存する権利」との慎重な表現で、イス

ラエルの生存権を認めた。つまり、アラブ側がこの決議を受け入れれば、シオ

ン主義国家に事実上の承認を与えることになる。

この決議は英国代表によって起草され、米ソ両大国の妥協の産物に他ならな

かった。その文言は玉虫色で、立場次第でどうにでも都合良く解釈できる。問

題のイスラエル軍の撤退にしても、決議文を素直に読むならば、六日戦争の征

服地の放棄と受け取れよう。しかし、英語の正文が不明瞭なために、イスラエ

ルは全面撤退を求められているのではないと強弁した。2
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さらにイスラエルは前段の撤退と後段の承認を切り離さず、決議を全体とし

て解釈する。とりわけ「安全かっ承認された国境」にこだわり、撤退実現の前

提条件と主張した。結局、イスラエルは決議の採択から四半世紀以上も、ヨル

ダン川の西岸、ガザ地帯、それにゴラン高原に居座った。（シナイ半島は兵力

段階的引き離しの後、平和条約の締結で、エジプトに全面返還された。）

アラブ諸国はイスラエルの撤退をかねてから求めてきただけに、この決議の

前段に異存はない。しかし、後段の「すべての国」という表現の中に、イスラ

エルが含まれる。したがって、この決議はイスラエルの存荏を暗黙のうちに裏

付け、かっ承認するものと解釈されるだけに、カーツーム首脳会議の決定に反

する。アラブ諸国としては、迂閥には賛成できない。しかも、当時の安全保障

理事会の非常任理事国にアラブ世界は一国も入ってなく、表現の細かな折衝に

全く関与していなかった。3

さらに重大なことに、この決議から肝腎な点が欠落していた。イスラエルの

建国によって、また今度の戦争のために居住地から追われた住民について、こ

の決議は「難民問題の公正な解決の実現」と述べるだけにとどまっている。積

年のアラブ・イスラエル対決の根本原因は、単なるパレスチナ難民の問題にす

りかえられてしまった。決議が国連憲章の理想をうたいあげ、「公正かつ永続

的平和の確立」などの美辞麗句を連ねているだけに、パレスチナ人の失望と怒

りをかきたてる。

六日戦争の結果、多数の難民が生み出され、ヨルダン川の西岸から東岸へ渡

る。その中には不運にも、一生に二度も難民になった者さえ少なくない。住民

の中には土地と財産を放棄できず、敢えて故郷に残留する者もいた。一方、シ

ナイ半島が短時日にイスラエル軍の手中に落ちたため、ガザ地帯の住民は遠い

エジプトまで逃れようもない。もとからの居住者も第一次中東戦争の難民も、

共に異国の軍勢の支配下に入った。さらにゴラン高原のシリア農民も、先祖伝

来の土地から追い立てられた。

難民の最大の受け入れ国は、ヨルダンだった。この砂漠の王国は聖都エルサ

レムやイエス生誕の地ベツレヘムなど西岸の観光資源を失ったばかりか、ヨル

ダン川沿いの潅漑農地を奪われる。この経済的打撃に加えて、またもや多数の

家なき民が押し寄せて来た。働き盛りの壮年も、元気溢れる若者も、急造の難

民収容所で、現在と未来に絶望して日々を過ごす。この挫折感は、やがてブイ

ダイーンの温床となった。

イスラエルは占領地の返還要求を封ずるために、ガザ地帯やヨルダン川の西

岸にに開拓農園や住宅地を次々に建設した。このように既成事実を造り上げて、

占領地の併合を狙う。（シナイ半島の農園は、返還に際して撤去された。）
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ゲリ　ラ活動　エジプト、シリア、ヨルダンの正規軍は潰滅状態に

の　　激　　イヒ　陥り、もはやイスラエルの敵ではなくなった。ここ

当分の問、武力で失地回復は望めない。だが、パレスチナ人のゲリラはアラブ

諸国の敗北にめげず、執拗にに遊撃戦を跳んだ。ファタハの戦士は夜陰に紛れ

て、ヨルダン川の浅瀬を渡り、占領地の道路に地富を埋設する。東岸から迫撃

砲やソ連製のカチューシャ・ロケットを撃ち込む。この武装集団は破壊活動を

通じて、故国の自力解放をめざす。しかし、実際にはシリアの支援に頼らざる

を得なかった。

その頃、アジア大陸の反対側のインドシナ半島では、ヴィエトナム戦争がた

けなわだった。南ヴィエトナム解放民族戦線の戦略・戦術は、中東の地でも参

考として取り入れられる。東南アジアの熱帯密林は、ゲリラ部隊が潜むのに好

都合だった。しかし、西アジアの荒れ野は樹木のない裸地で、ブイダイーン活

動を覆い隠さない。ゲリラはヘリコブタで空から容易に発見され、地上部隊に

狩り立てられた。さらにイスラエル軍はヨルダン川沿いに金網を張りめぐらせ、

それに並行して哨戒用の道路を建設する。ブイダイーンが首尾よく金網を突破

しても、路上に足跡を残して、たちまち追跡された。

ダーヤーン国防相は占領地を軍政下に置き、飴と鞭の政策を採用した。イス

ラエルの官憲は従来の支配体制を温存し、住民を間接的に統治する。そして、

反イスラエルでない限り、かなりの自由を認めた。ハーシム王家の専制支配に

比べれば、占領体制は一見したところ開明的、民主的な装いを凝らす。しかし、

その一方でゲリラ活動には仮借ない報復を加え、協力者を厳罰に処した。4

ヴィエトナムでゲリラは魚にたとえられ、人民の海を泳ぐ。だが、ここでは

英委任統治時代の法令が適用されて、フイダイーンを匿ったり、食糧を与えた

りした者の家屋は、懲罰のため占領軍に爆破された。イスラエルのスパイが地

下組織内に潜入し、その通報で活動家は一網打尽にされる。ファタハの努力に

もかかわらず、西岸の占領地で人民の支持の海は干上がり、ゲリラと同調者が

片端から捕らえられた。

しかし、数十万のパレスチナ難民が存在する限り、ゲリラ活動の根を絶つこ

とはできない。六日戦争の前後、ファタハ以外に幾っもの新組織が旗揚げし、

故地の武力解放をめざしながら、離合集散を繰り返す。ところが、これらの武

装集団は闘争方針や理論をめぐって、相互の反目と対立が激しく、共通の大目

的のために大同団結できなかった。だが、イスラエル占領体制の確立は、ゲリ

ラ組織の問に協力関係強化の機運を促す。

敗戦の半年後、三つの武装集団が合同して、パレスチナ解放人民戦線（英文

略称・PFLP）を結成する。先発のファタハが本質的に民族主義的で、イス
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ラーム教徒で構成されていたのに比べ、この新組織は無神論のマルクス主義に

立脚し、対イスラエル武力闘争だけでなく、アラブ世界の社会革命を提唱する。

さらに1968年4月、シリア政府は国内に在住のパレスチナ人の一部を組織化し、

武装集団のエッ＝サーイカ（冨唱）の結成に手を貸した。

やがてヨルダン川の東岸のあちこちに武装勢力が根拠地を設置し、対岸の占

領地に出撃したり、イスラエル軍と砲火を応酬したりする。ハーシム王家の臣

民は報復攻撃の巻き添えとなり、ついに家屋も農地も放棄して安全な奥地へ逃

亡した。ヨルダン渓谷はゲリラの解放区となり、王国政府の権威も及ばぬほど

になる。しかし、フセイン国王は敗戦で西岸を失ったからには、武装集団の活

動を黙認するしかない。

シリアとエジプトの大国はブイダイーンを訓練し、武器と資金を供与しても、

自国領土内からの出撃を許さなかった。そこでパレスチナ人の武装勢力は、ヨ

ルダン同様に小国のレバノンにも根拠地を築く。ヘルモン山麓の地方はイスラ

エルと境を接しているが、事実上、ファタハの領土になり、ベイルートの政府

の権威と施政が及ばなくなった。パレスチナ難民は収容所の防備を固め、他国

の領土内に事実上の独立国を樹立するに至った。

カラーメ　－　イスラエル軍はゲリラの動きを絶えず監視し、その

の　　激　　戦　戦力増強に神経を尖らせる。とりわけ夜間のロケッ

ト攻撃が激化すると、国境近くの住民は地下室で不安な夜を過ごさねばならな

かった。イスラエル側もゲリラの攻撃に即応し、砲爆撃の返報に忙しい。だが、

フイダイーンの破壊活動は、やむことなかった。イスラエル側は時機の到来を

窺い、大規模な討伐作戦に乗り出す。

1968年3月18日、通学バスが地冨に乗り上げて爆破された。二人の児童が死

に、約三十人が負傷する。その三日後の早朝、イスラエル軍は報復のため越境

作戦を発動し、東岸の町カラーメーを攻撃する。ここはヨルダン川の下流に位

置し、ファタハの軍事拠点となっていた。イスラエル軍の戦車、装甲車は二手

に分かれて渡河し、難民収容所を挟み撃ちする。さらにゲリラの退路を断つた

めに、ヘリコプターの空挺部隊が投入されて背後に回った。

しかし、イスラエル軍はフェダイーンの捨身の抵抗に直面し、さらにヨルダ

ンの正規軍とも衝突する。フセイン国王の軍勢はヨルダン川を見下ろす丘の上

に陣取り、六日戦争の仇敵に砲弾の雨を降らせた。激戦の末にイスラエル軍は

ファタハの軍事拠点を完全に破壊し、死者百五十～二百人の壬員害を加えてから

西岸へ兵を引く。だが、二台の潤座した・戦車を回収できず、戦場に放棄せねば

ならなかった。

もともとイスラエル軍は作戦目的をヨルダン川東岸のゲリラ拠点の粉砕に限
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定し、カラーメーの町自体の占領を意図してなかった。しかし、戦死者約三十、

負傷者約七十の損害を出したのは、討伐作戦としては大きな誤算で、後で国内

の強い批判を受ける。この人的損害は主として、ヨルダン正規軍と交戦した際

にこうむった。

イスラエル軍の引き揚げは予定の行動だったが、それはフイダイーンの眼に

敗走と映る。ファタハの宣伝機関は戦闘の結末をゲリラ側の大勝利と報じ、ア

ラブ世界に大々的に伝えた。勇敢なゲリラ戦士がイスラエル軍の大部隊と戦い、

敵に大損害を与えた末に、ついにヨルダン川の向こう岸へ撃退した一一と。こ

の報道はアラブ諸国に興奮の嵐を巻き起こし、六日戦争の惨敗以来の屈辱感を

一挙に吹き飛ばす。5

戦場に取り残されたイスラエル軍の戦車は、勝利の動かぬ証拠としてアマー

ンへ運ばれて、繁華街の広場に展示された。フセイン国王はゲリラに称賛の言

葉を贈り、「われわれのすべてが間もなくフイダイーンとなるだろう」と述べ

る。カラーメーの地名は難民収容所で無為の日々を過ごす若者の心をゆさぶり、

多数の青年がゲリラを志願してファタハの事務所前に長蛇の列を作った。いま

やフイダイーンは社会的に存在を認められ、若者たちにとって武装集団の一員

に迎えられるのは、大きな名誉となる。

P L（⊃　パレスチナ解放機構（PLO）は、ファタハを筆頭とするフイ

の改組　ダイーン勢力の急速な台頭に伴い、ゲリラ集団の連合体に変

貌した。六日戦争の敗北から半年後、PLO創立以来の最高指導者シュケイリ

ーは退陣に追い込まれる。彼はナースイルによって総裁の地位に据えられたが、

その大言壮語癖、非民主的運営、財政上の疑惑などで、すっかり信用を失墜し

ていた。

もともとPLOは構成員にシュケイリー好みの有力者や社会的名士を任命し

ただけに、武装集団の若い闘士とは無縁の存在だった。六日戦争の敗北後、フイ

ダイーンの活動がカーツームのアラブ首脳会議で評価されると、PLOは自己

の存在意義を証明するためにも武力闘争をめざす。しかし、傘下のパレスチナ

解放軍（PLA）はエジプト、シリア、イラークの正規軍に組み込まれ、その

行動を厳しく規制されていた。

カラーメーの激戦の五日前、ファタハと幾つかの組織はPLOに参加を求め

られたが、いずれも申し出を断る。各派とも加入の見返りとして最高議決機関

のパレスチナ国民評議会（英文略称・PNC）の議席の半分を割り当てられる

くらいで満足せず、解放機構の全面的主導権を欲したからである。

一時期、ファタハは他の武装集団に呼び掛け、PLOとは別個に新組織の結

成をもくろんだ。間もなくカラーメーの戦闘が勃発し、ファタハの威信は天を
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衝く勢いとなった。そこで武装集団は続々とPLOに加盟し、1968年6月にカ

ーヒラで開催のPNCに出席した。この時、安全保障理事会決議242号は、第

一の当事者たるパレスチナ人から明確に拒否される。翌1969年2月、ファタハ

の代表ヤシール・アラファートがPLO執行部の議長に選任された。フイダイ

ーン勢力の実纏掌握で、ナースィルの提唱で設立された団体は、名実共に解放

闘争の推進役となる。6

かってナースイルは統合アラブ共和国から脱退したシリアの庇護下のファタ

ハを快く思わず、その武力解放の主張がパレスチナ民族主義に偏向してアラブ

統一の足並みを乱す一一とさえ考えた。しかし、六日戦争に放れてからは、ゲ

リラの軍事力と政治力に高い評価を与える。

PLOは改組によって自立性を高め、同時に戦闘的になった。1968年7月に

採択のパレスチナ国民憲章は、イスラエルに占領された故地の武力解放を呼号

し、第九条で次の通り宣言する。

武装闘争はパレスチナ解放の唯一の方法である。したがって、それ

は全体的戦略であり、単なる戦術段階にとどまらない。パレスチナ・

アラブ人は国土の解放とその地への帰還をめざして武装闘争を継続し、

かっ武装人民革命に挺身する限りない覚悟と確固たる決意を確認する。

また、パレスチナ・アラブ人は次の権利を確認する。すなわち、パレ

スチナにおいて正常なる生活を送る権利、さらにパレスチナの国土に

おける民族自決権と主権を行使する権利を一一。

さらに憲章の第十条はブイダイーン活動を鼓舞し、「特別攻撃隊の行動はパ

レスチナの人民解放戦争の中核を構成する」と述べ、また第十五条は不吉な語

調で、次の通り武力解放の意義を説く。

アラブの視点から見れば、パレスチナの解放は民族的義務であり、

アラブ国土に対するシオン主義的、帝国主義的侵略の撃退をめざし、

かっパレスチナにおけるシオン主義の根絶を目的とする。この目的

に向けてパレスチナ人を前衛としつつ、アラブの人民と政府は全責

任を担う。

パレスチナ人武装集団の勢力伸長は、ヨルダン王国の官憲と摩擦を引き起こ

す。フイダイーンは難民収容所の内部だけでなく、王都アマーンの街路でも武

器を携帯し、我が物顔で行動する。また道路で検問を実施し、商人に資金調達
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のために献金を迫る。1968年年11月　2日、バルブア宣言の記念日に、アマーン

の米国大使館が群衆に襲撃された。治安出動のヨルダン軍とフイダイーン勢力

は、ついに武力衝突に至る。

この事件を契機に、ヨルダン政府・軍部とPLOの関係は急速に悪化した。

だが、この時にはフセインが妥協を図り、ナースイルに調停を依頼する。両者

の問に協定が締結され、ひとまず危機は回避された。7ブイダイーンは王国の

法令を遵旧し、難民収苓所の外で軍服の着用武器の携帯をせぬよう約束する。

しかし、この協定は難民収容所の治外法権を苓記し、王国の領域内でPLOを

別個の国家と認めたも同然だった。カラーメーの蜜月はとっくに終わり、やが

てフセインの軍勢とブイダイーン勢力は互いに血を流す。
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争風教防

占領地の　六日戦争の迅速な勝利で、イスラエル軍はスエズ運河の

武ブコ奪回　東岸に達した。エジプト軍は固有の国土のシナイ半島を

放棄した後、運河の西岸でようやく態勢を立て直す。安全保障理事会の介入で

停戦が成立したものの、敵対する軍勢は細い一筋の水路を挟んで睨み合う。戦

火がいったん消えてから僅か三週間後の1967年7月1日、両軍はスエズ運河越

しに激しい砲火を応酬する。この軍事衝突は停戦協定を反古にしただけでなく、

戦後の戦争の開始を告げる号砲となった。

この正規軍同士の対決は、後にナースイルによって〈消耗戦争〉　と名付けら

れ、実に三年以上も続く。前半は運河地帯で断続的衝突が繰り返され、後半は

イスラエル機の連続的空襲でエジプト全土が戦場になった。ナースイルは次の

通り想定する。軍事対決が長引いてイスラエルに絶えず出血を強いれば、人口

の少ないシオン主義国家は消耗の末に、最後に占領地を手放さざるを得ないだ

ろう一一と。このナースイルの戦略は、思惑違いに終わる。戦力の勝るイスラ

エルの逆襲で、エジプトは目的を達成できず、相手よりもずっと大きな損害を

こうむった。

運河の東方の国土が占領されたのは、エジプトにとって二度目の体験である。

1956年のスエズ危機の際、シオン主義国家は英仏両国の露払い役を務め、シナ

イ半島の全域を占領した。ところが、米国とソ連の超大国が図らずも歩調を揃

えた国際情勢の下で、戦場の敗者は軍事的敗北を外交的勝利に転換する。イス

ラエルは国際連合の圧力と米国の経済制裁の可能性の前に、渋々ながら撤退に

追い込まれる。

しかし、今度は事情がすっかり変化し、国際世論はエジプトに不利だった。

アラブ陣営の好戦的言辞と軍事的圧力の前に、シオン主義国家は国家存亡の危

機に瀕し、西側の同情を集める。イスラエルが追い詰められた末に、先制攻撃

の成功で一方的勝利を収めると、米国や西欧諸国の政策決定者は内心で快哉を

叫び、イスラエルに本気で占領地から撤退を求めようとはしなかった。

戦後間もなくエシュコル政権は和平案を閣議で決定し、シナイ半島の非武装

化、ティラーン海峡とスエズ運河の自由航行権の保証と引き替えに、エジプト

の国土から撤兵する方針を決めた。しかし、相手が歩み寄りを見せぬ以上、占

領地の返還を急ぐことはない。運河東岸の広大な砂漠が支配下に入った結果、

イスラエルは防衛線をずっと南に押し拡げ、安全保障を確立できた。将来、エ
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ジプトが復讐戦を仕掛ける事態に至っても、この緩衝地帯のお陰で十分に余裕

をもって反撃できよう。

イスラエル軍がスエズ運河の東岸に居座り続ける限り、この国際水路の再開

は不可能である。エジプトは国有化した運河を自由に運営できず、国家的威信

を失墜したばかりか、船舶通行料の外貨収入を失った。さらにシナイ半島の油

田も敵手に落ちたため、貴重な国産原油の供給量が激減した。イスラエルがシ

ナイ半島に腰を落ち着ければ、やがて国際社会は既成事実として認めてしまう

のではあるまいか一一。ナースイルは占領の恒久化を危惧した。

1967年9月、ナセルはカーツームのアラブ首脳会議から帰国すると、カーヒ

ラの国会前広場で大群衆を前に演説し、シナイ半島の武力奪回を誓う。そして、

首脳会議で採択された三つの拒否（イスラエルとの平和はあり得ず、イスラエ

ルを承認せず、イスラエルと交渉せず）に、もう一項目を付け加えた。パレス

チナ人民の正統な権利には、いかなる譲歩もあり得ない一一と。

砲爆撃　ナースィルは国土奪回のために、三段階の戦略を構想した。

の応酎刊　第一の段階は防御で、彼我の力関係から相手の攻撃を受け身

で阻止する。第二の段階は反撃で、時と場所を選んで攻勢に出る。そして最後

の段階は解放で、シナイ半島の占領地を奪還する一一と。この戦略でイスラエ

ル軍をエジプト固有の国土からすぐに撤退に追い込めなくとも、運河越しの砲

撃で対岸の敵を絶えず撹乱すれば、国際社会の関心を呼び起こすだろう。その

うちに占領地の返還が軍事力によらずとも、外交的、政治的手段で実現できる

かも知れない。

1967年7月11日、最初の砲撃戦から十日後、国際連合は運河の両岸に哨所を

設け、停戦の監視に当たった。イスラエルはエジプトの反応を試す。その解釈

によると、軍事境界線は国際水路の中央を走っている。だから運河の東岸寄り

に舟を浮かべても、停戦線の侵犯にならない一一と。エジプト側は相手の出方

を挑発と受け止め、イスラエルの舟艇に砲火を浴びせる。両軍の小競り合いは、

砲撃と空中戦に発展した。エジプト側は七機を撃墜される。

同じ年の9月、イスラエルの船舶がスエズ湾を航行中、エジプト支配下の島

から砲撃された。イスラエルは報復として、運河沿いのイスマーイーリア市と

運河南端のスエズ市を砲撃する。両軍の衝突は正規軍同士の戦闘に終わらず、

とうとう民間人を巻き込んだ。六日戦争の際、イスラエル軍が対岸に現れても、

両市の住民は住み慣れた町に踏み止どまったが、いまや家屋と土地を捨てて安

全な場所に疎開せねばならなくなった。

戦後の戦争はますます激化し、10月21日、イスラエル海軍の旗艦エイラト号

が撃沈される。エジプト海軍のミサイル発射艇はスエズ運河の北端のポートサ
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イード港に潜み、沖合を航行中の敵艦にソ連製の誘導弾を発射する。三発のミ

サイルに直撃されて、イスラエルの軍艦は沈没した。人的損害は極めて大きく、

乗組員の総数百九十九人のうち、死亡と行方不明者の合計は四十七人にのぼり、

負傷者も九十人に達した。8

エイラト号の爆沈から四日後、イスラエルは報復作戦を発動する。それを予

期して、エジプトは地中海岸の海軍基地の防御を固めた。しかし、仕返しの刃

はポートサイードでなく、運河の南端のスエズへ向けられる。エジプト最大の

精油所が激しい砲撃の標的となり、数日間にわたって燃え続けた。人的損害は

小さかったが、経済的な打撃は計り知れない。

その後も運河越しの砲撃戦、特別攻撃隊の渡河と待ち伏せ攻撃、地富の埋設

など、双方の小競り合いは続く。イスラエルはヨルダン渓谷のフイダイーンに

対処するのと同様に、エジプトの攻撃に常に数倍の報復攻撃で報いる。占領地

奪回戦略の第一段階は、ナースイルの構想通り受け身に回らねばならなかった。

しかし、相手を絶えず緊張状態に置き、同時に兵士と国民に国土奪還の決意を

植え付ける。

防荏打線　六日戦争の惨敗から早くも一年が過ぎ、その間にエジプトは

の築造　障零の立て直しを完了した。ソ連は中東の友邦を見捨てる訳

には行かず、種々の戦争機械一一戦車、航空機、対空兵器、大砲、弾薬を惜し

まずに供与する。エジプト軍は戦場で失った重火器を補充し、さらに新鋭兵器

で装備された。多数の軍事顧問団がナイル河畔に派遣され、エジプト兵に新型

兵器の操作を伝授する。

いよいよ対イスラエル戦略の第二段階一一反撃の時期が到来した。再生エジ

プト陸軍は運河沿いに十五万の大軍を展開し、東岸のイスラエル軍と対時する。

しかし、上陸用舟艇や架橋設備が揃わないので、大規模な渡河作戦の敢行を将

来に持ち越す。空軍もイスラエルの奇襲で破壊された航空機を補充したものの、

運河上空の制空権を奪われたまま取り戻していない。

エジプト軍部はソ連赤軍の戦術理論を実地に応用し、集中砲撃の威力を試す。

育男に及ぶ運河西岸の最前線には、千門以上の大砲が配置された。1968年9月

8日、エジプト軍は一斉に砲門を開き、東岸のイスラエル軍陣地に葺孟烈な砲撃

を浴びせかける。その半年前のカラーメーの激戦ほどではないまでも、久し振

りにエジプトの民衆は勝利の宣伝に沸き返った。その後もエジプト軍は砲撃を

繰り返し、同時に小兵力の部隊を対岸に潜入させる。

ところが、一時的勝利の代償は、またしても高く付く。10月31日の夜、イス

ラエル軍のヘリコブタは特殊部隊を乗せ、カーヒラの南約五百男の奥地を急襲

し、ナイル河に架かる橋を爆破したばかりか、さらに変電所も破壊した。
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それから数カ月の問、運河沿いのエジプト軍は砲撃を中止し、相手の報復攻

撃を誘発しないよう自制した。大砲が沈黙している小休止の問に、イスラエル

は急造の陣地を恒久的要塞に造り直す。シナイ半島の占領後、イスラエル軍の

最前線部隊は運河東岸の砂漠に溝を掘り、土塁を築いて、エジプト軍の渡河作

戦に備えた。しかし、この間に合わせの防御線は砲撃に脆く、兵員の休養施設

も十分でなかった。

エジプト軍の反攻に備えて、イスラエル軍部では二つの考えが対立した。一

つは機甲部隊の指揮官が提唱したもので、シナイ半島の占領軍はエジプト軍の

砲撃の射程外まで引き下がり、奥地の安全地帯に基地を設ける。そして、高度

の機動力と連絡道路網を整備して措く。もしエジプト軍が運河を渡って来襲す

るならば、機甲部隊が直ちに基地から出撃して、渡河地点に駆け付け、柏手を

水路に追い落とす一一と。

もう一つの考えは、従来通り部隊を運河の水際に配置する。対岸から砲撃に

さらされても、絶えず相手の動向を監視でき、渡河作戦に即座に対抗手段を取

ることができる。もしエジプト軍が奇襲で運河の東岸に足場を築くならば、す

ぐに国際連合の仲介を求めて停戦に持ち込むに違いない。そして、国際世論に

訴えて、外交圧力でイスラエル軍の撤退を求めるだろう。そのような事態を防

止するために、岸辺の固定的防衛の方が得策である一一と。

ダーヤーン国防相や国防軍幕僚長のハイム・バー＝レヴなどイスラエル軍首

脳部は、水際防衛案の採用を決定した。スエズ運河東岸の水辺に約十男の間隔

を置いて、要塞が鎖状に建設される。工兵隊は昼夜兼行で工事を進め、シナイ

半島の鉄道線路を撤去して地下陣地の支柱に転用した。こうして鋼鉄とコンク

リートの頑丈な拠点が完成する。かって仏独国境の要基線が発案者の陸相にち

なんでマジノ線と呼ばれたように、スエズ運河沿いの防御線はバー＝レヴ線と

呼ばれた。

エジプト軍は目と鼻の先で行われている土木工事の意味を悟らず、砲撃で積

極的に妨害しなかった。イスラエル側は水際に高い土の壁を築き、工事の進捗

状況を覆い隠す。1969年3月、エジプト軍の砲兵が運河越しの猛砲撃を加えた

が、イスラエル軍は堅固な要基に立て寵って大した損害をこうむらなかった。

それどころか、エジプト軍の最高司令官は最前線を視察中、イスラエル軍の砲

撃で幕僚と共に戦死を遂げる。

1969年5月1日、恒例の労働祭の演説で、ナースイルは宣言した。これまで

の砲撃戦で敵陣地の大半をたたきつぶし、いよいよ占領地奪還の第三段階、す

なわち解放の時期が到来した一一と。

エジプト軍首脳部は〈消耗戦争〉の成果を過大に評価した。もともとイスラ
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エル軍が機動攻撃を得意とするだけに、受け身の陣地戦は自ら罠にはまったも

同然である。人口の少ない国だけに、世論は兵員の損失に敏感だ。絶え間ない

砲撃で死傷者が続出すれば、兵士の士気は低下するだろう。予備役の兵士をい

つまでも最前線に釘付けにしておけば、経済活動にも影響が出てくるに違いな

い一一と。

ダーヤーンはナースイルの術策に陥ることなく、決戦場を別な場所に選ぶ。

イスラエル軍の特殊部隊は運河から遠く離れた地点を急襲し、アスワーン大堰

堤の発電所とカーヒラとを結ぶ高圧送電線の切断に成功した。同時にナイル河

の橋を破壊し、後方を撹乱する。9月9日、イスラエル軍の機甲部隊は上陸用舟

艇でスエズ湾の西岸に渡り、行く先々で電波探知基地や哨所を破壊した末に、

一人の戦死者を出すことなく、出撃地のシナイ半島に引き揚げた。

イスラエル軍の反撃で最大の戦果は、ソ連製の最新鋭の電波探知機器の機密

を入手したことである。まず特殊部隊が奇襲攻撃で、基地の守備兵を制圧する。

次に巨大な装置を取り外して重量物運搬用のヘリコブタで吊り上げ、占領地ま

で運び去る。こうして極秘の技術情報がイスラエルに（そして西側に）渡り、

対抗手段の開発に役立った。

全土石こ　六日戦争の勃発と同時に、エジプト空軍は飛び上がる間もな

大空蔓葺　く、大半が地上で粉砕された。悪夢のような敗北から一年余、

ナースイルの航空戦力はソ連の軍事援助で再建され、戦前の機数を上回る。エ

ジプトの戦闘機はスエズ運河上空に出撃し、爆撃機は対岸の敵陣に爆弾を投下

した。だが、イスラエル機に遊撃されて、激しい空中戦の結果、逆に甚大な損

害をこうむる。1969年の末までに、ナースイルは制空権の奪回を諦めた。

イスラエル機は運河の上空から敵機を駆逐すると、次に地上攻撃を強化した。

特殊部隊の大胆な奇襲攻撃で、相手の対空警戒網には大穴が空いている。戦闘

爆撃機はまず対空誘導弾発射基地と高射砲陣地を襲い、エジプトの防空能力を

無力化した。そして、今度は運河沿いの砲兵陣地に空から打撃を見舞う。その

結果、集中砲撃の威力は目に見えて減殺され、バー＝レヴ防御線の損害を最小

限にとどめた。9

1970年1月以降、エジプト全土で激しい空襲が荒れ狂う。米国供与の最新鋭

ファントム機は奥地まで深く侵攻し、運河地帯から遠く離れた訓練基地や物資

集積所をたたいた。この怪鳥は低空を超音速で飛来し、銃後を最前線と同様の

戦場に変える。首都のカーヒラや他の大都市の住民は、まざまざと戦争の恐怖

を実感した。イスラエルは攻撃対象を軍事目標に限定したが、工場の誤爆で民

間人に八十六人の死者を出す。この探縦爆撃は兵士の士気の低下と民心の離反

を狙い、究極的にナースイルの打倒を意図した。
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しかし、イスラエルの猛爆はかえってエジプト国民の結束を固め、政治的に

逆効果に終わる。ナースィルほ空襲の激化と共に極秘裏にマスクヴァを訪問し、

最新式の対空誘導弾と遊撃用戦闘機の供与を強く要求した。ソ連は米国との正

面衝突を恐れたが、中東地域に築き上げた足場を失わぬためには、盟邦の強い

要求に応ずる。’やがてミサイルや飛行機が送られただけでなく、その操作要員

と操縦士も派遣された。

防空態勢の強化は、やがて奏功する。1970年6月末には二機のファントムが

撃墜され、その後の約四十日間に三機が餌食となった。ソ連仕込みの対空砲火

網は低空用と高空用の誘導弾に高射機関砲を組み合わせた三段構えで、移動式

電波探知機の指示によってイスラエル機の来襲に立ち向かう。エジプトは首都

近郊から空の守りを固め、次第に運河地帯まで拡大しようと試みた。

防空楯が砲兵陣地を覆うようになれば、対岸の要塞は再び集中砲撃の標的に

なりかねない。イスラエルが制空権を失えば、やがてエジプトは第三段階の解

放一一渡河作戦を決行するだろう。スエズ運河地帯で、空対地の死闘が続いた。

イスラエルは地上の電波探知網を電子装置で撹乱しながら、エジプト軍の陣地

に爆弾の雨を降らせる。

1970年7月末、イスラエル機はソ連兵の操縦する戦闘機と遭遇し、空中戦で

五機も撃ち落とした。この直接的衝突は予期された事件とはいえ、中東地域の

緊張を一挙に高める。それまでエジプトの空は米ソ両超大国の新兵器の実験場

となっていたが、この屈辱にクレムリンとしては黙って引き下がる訳には行く

まい。もしソ連がイスラエルに対して積極的な報復行動に出れば、米国も対抗

措置を迫られるだろう。

米　国　の　国際社会は中東情勢の険悪化を憂慮し、和平工作に重り

奉口平努力　出した。1967年の秋、安全保障理事会の決議242号に基

いて、スウィードンの外交官グナル・ヤーリンクが国連事務総長の特別代表に

任命された。この前駐ソ大使はサイプラスに事務所を開設し、イスラエルとア

ラブ諸国を歴訪して仲裁に努める。

エジプトとイスラエルの武力対決が激化する問に、米国の大統領はジャンス

ンからニクスンに交替した。1969年12月、新しい政権の国務長官ウィリアム・

ラジャズは仲裁役を買って出て、交戦中の両国に和平案を提示する。だが、双

方とも米国の和平努力に応えようとしなかった。10

翌年春、イスラエルの爆撃が激化すると、ラジャズは改めて停戦を呼び掛け

る。米国の新提案は九十日間の休戦、安全保障理事会の決議242号（エジプト

のイスラエル間接承認、イスラエル軍の占領地からの撤退）の受け入れ、ヤー

リンクを通じた和平交渉の開始などを骨子としていた。
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ナースィルはカーツームのアラブ首脳会議で採択された〈三つの拒否〉の原

則にもかかわらず、意外にもラジャズ提案を受諾した。ヨルダンのフセイン国

王もすぐに追随する。シリア、イラーク、アルジアリアなどのアラブ強硬派諸

国、それにパレスチナ人の武装集団は、アラブの盟主国の変節を強く非難した。

ナースイルの側近でさえ事前の相談を受けず、この大胆な決定に驚く。

一方、イスラエル政府は閣内不統一のため、ラジャズ提案に難色を示した。

それより先の1969年2月26日、エシュコルは心不全のため現職のまま死去し、

労働党書記長のゴルダ・メイアルが首相に就任する。彼女はダーヤーン国防相

と共に対エジプト深縦爆撃を推進し、ラジャズの和平工作に抵抗して戦局を拡

大した。しかし、米国の強い圧力にいっまでも逆らえず、ソ連機の撃墜事件を

潮時に鉾を収める。11

ベギン無任所相はエシュコル政権時代に安全保障理事会の決議242号の受け

入れに賛成しながら、この時期に至って強硬に異議を唱える。イスラエルの挙

国一致政権は1967年の六日戦争の直前に成立し、その後の総選挙で右派閣僚の

入閣を増やしたが、ここで米国の和平案の受け入れをめぐって分裂した。右翼

政党は連立政権から脱退し、ベギンら六人の閣僚は辞任する。神の約束の地を

寸土もアラブに引き渡すな一一と。

1970年8月　7日、ようやく休戦が成立した。ヤーリンクの司会で、エジプト、

ヨルダン、イスラエルの和平会談がニューヨークで開催される。しかし、それ

は僅か一カ月後に決裂してしまう。イスラエルは主張する。エジプトは停戦協

定に違反して、運河地帯に対空誘導弾の発射台を導入した。それを撤去しない

限り、交渉には応じられないeエジプトも反論する。イスラエルは運河の東岸

に新たに要塞を建設しているではないか一一と。

ともかく、消耗戦争は終わりを告げた。六日戦争の終結から休戦成立までの

千百四十一日間に、イスラエル側は軍人の死者五百九十四人、負傷者千九百五

十九人の人的損害を出す。民間人の死者も百二十七人、負傷者は七百人に達し

た。人口の少ないシオン主義国家にとって、これは大きな犠牲に違いない。し

かし、イスラエルは三国和平交渉の決裂で、シナイ半島の占領地から撤収せず

に済んだ。

一方、エジプトの損害は明らかにされていないが、人的損害を惜しまぬ過去

の例から、十数倍の犠牲者を出したと推定される。さらに抱爆撃のため六十万

人が難民となり、運河地帯から逃亡した。戦後の戦争はイスラエルだけでなく、

エジプトにも多大の人的、物的消耗を強いたのである＄
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三了　三言タン二三≡

武装集団1970年8月7日、九十日間の休戦が発効した。スエズ運

の焦躁感　河地帯で、そしてナイル河の三角洲で、もはや砲爆撃の

轟音を聞くことはない。僅か三カ月の期限付きとはいえ、和平の到来はエジプ

トで歓迎される。六日戦争の敗北から三年以上も、戦後の戦争がずるずると続

き、国力は疲弊の極に達した。シナイ半島の武力奪還は実現できなかったが、

ひとまず民衆は深い安堵感にひたる。

しかし、パレスチナ解放機構（PLO）加盟のフイダイーン勢力は消耗戦争

の終結に不安を感じ、激しい焦燥感にとらわれた。カーツーム首脳会議の決定

に従い、ナースィルは厳粛に誓った筈ではないか。イスラエルとの平和はあり

得ず一一と。それなのに米国主導の和平案を受諾するとは、パレスチナ人の抵

抗運動を裏切るのでほあるまいか。パレスチナ解放人民戦線（PFLP）など

の強硬派は、彼の変節を強く非難した。

PLO最高指導者のアラファートは最大のゲリラ組織ファタハを率い、ラジャ

ズ米国務長官の和平提案に反対を表明したが、ナースイル個人に対しては批判

を慎む。エジプトの存在は、アラブ陣営であまりにも大きい。軽々しい発言で

彼の支持を失う事態に至れば、フイダイーン勢力はカーヒラに見捨てられるだ

けでなく、アラブ世界の孤児になりかねないからである。

六日戦争後、ブイダイーンの果敢な抵抗運動が評価され、PLOはエジプト

の首都に放送局の設置を認められた。その電波は民衆向けの宣伝だけでなく、

前線のゲリラに暗号で作戦命令を発する。しかし、PLOが停戦反対の声を流

すと、ナースイルはアラブァートに厳しい態度で臨んだ。エジプトの治安当局

は放送局の閉鎖を命じ、パレスチナ・ゲリラ勢力の口を封ずる。

同じ頃、PLOは不満の吐け口をヨルダンに見出し、フセイン国王と対立を

深める。フセインがナースイルに追随してラジャズ和平案に乗ると、フイダイ

ーン勢力は不信の念を決定的に固めた。ヨルダンはイスラエルと裏取り引きし、

和平の代償に国内のフイダイーン勢力を切り捨てるのではないか一一と。

ロジャズ和平提案に先立ち、1970年4月、米国務省高官のジョウジフ・シス

コが中東諸国を訪れ、イスラエルから陸路を取ってアマーンに来るはずだった。

PLOは数万人を動員し、ヨルダンの首都で示威行進を組織する。その大衆行

動はやがて暴動に発展し、米国大使館を襲撃した。この事件はフセインの権威

失墜を内外に印象づげ、シスコのアマーン訪問は取りやめとなる。
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ブイダイーン勢力がヨルダン川の西岸に攻撃を仕掛けるたびに、イスラエル

は大規模な報復を加える。それはゲリラの根拠地をたたくだけでなく、ヨルダ

ン国民を巻き添えにした。仕返しの砲爆撃は農民の家屋ばかりか、生命線の潅

漑施設まで破壊する。王国政府はブイダイーンの行動に規制を課したが、実効

を挙げずじまいだった。ゲリラ勢力と王国軍の対立は、何度も武力衝突を引き

起こす。

フセインはイスラエルに奪われたヨルダン川の西岸を取り戻すために、そし

てアラブ陣営から破門されぬために、しばらくの問、フイダイーンと共存を図

らねばならなかった。すでにパレスチナ系住民はヨルダンの人口の過半数に達

し、その支持なしではハーシム王家の支配を維持できない。しかし、米国主導

の和平実現で西岸の被占領地が返還されるなら、ゲリラの利用価値はなくなる

だろう。

過去三年間、ヨルダン政府・軍部がフイダイーンと対立を繰り返すたびに、

国王は内閣改造や軍首脳の更迭で相手を懐柔した。だが、ゲリラ勢力がパレス

チナ革命を呼号するまでに至って、その存在は根本的に王制と相零れない。い

まやPLOは大衆行動でフセインの権威を失墜させ、王国内に革命共和国を樹

立したも同然となった。現実政治家の国王は戦術的後退を余儀なくされたが、

巻き返しの機会をじっと窺う。

民間航空機の　エジプト、ヨルダンの両国が米国の仲介でイス

連続東一つ刃文り　ラエルと和平を達成すれば、パレスチナ難民の

窮状は国際社会から忘れ去られてしまうだろう。もはやアラブの大義の掛け声

そのものが雲散霧消しかねない。九十日間の休戦成立後、ニューヨークで三国

和平会談が開催されている最中、PFLPは西側諸国の民間航空機を同時多発

的に乗っ取って、全世界に衝撃を与えた。

1970年9月　6日、まずラングン発のイスラエル航空（エル・アル）の旅客機

がテラヴィヴに向かう途中、パレスチナ生まれの女性ライラ・ハリドはニカラ

グア系米国人の同志と乗っ取りを図る。だが、同乗の公安要員は機内で撃ち合

いの末に米国人を射殺し、彼女を取り押さえた。旅客機は出発地に引き返し、

二十四歳の女性東っ取り犯の身柄を英国官憲に引き渡す。

同じ冒、スイス航空とトランス＝ワールド航空の旅客機が襲われ、ヨルダン

の旧英空軍基地の滑走路に着陸を強要される。続いてパン・アメリカン航空の

ジャンボ旅客機も乗っ取られ、カーヒラ空港に緊急着陸した。三日後の9月9日、

今度は英国海外航空の旅客機が狙われ、ヨルダンに向けて針路を変えた。砂漠

の〈革命飛行場〉には、東っ取られた航空機が巽を並べる。

大型旅客機の連続乗っ取り事件は、全世界の耳目を集めた。灼熱の太陽の下
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で、数百人の乗客が人質として機内に閉じ込められ、狭苦しい座席に座って身

動きもできない。子供も女性も老人も生命を脅かされ、武装集団の取り引き材

料に利用されている……。西側の報道機関は改めてパレスチナ難民の窮状を取

り上げたが、同時に欧米社会に根強い反アラブ感情をかきたてた。12

PFLPは機中の欧米人を白由の身にするかわりに、欧州諸国やイスラエル

の獄中に囚われの同志の釈放を要求する。そればかりではなく、究極の目的は

エジプトとヨルダンの対イスラエル和平をぶち壊すことにあった。ロジャズ提

案の受諾により、パレスチナ問題がアラブ側からも等閑視されるのを恐れたか

らである。

ブイダイーン勢力が航空機の東っ取りという非常手段に訴えたのは、これが

初めてではない。過去にもPLOの急進派はアテネやヴィーンなど欧州各地で

エル・アルを標的に定め、その旅客機と営業所を襲撃した。この武力活動は一

部で成功したものの、多くは失敗に終わる。数十人のテロリストが各国の官憲

に逮捕され、裁判で有罪を宣告されて服役中だった。

イスラエルはテロリスト釈放の要求に対して、頭から取り引きを拒否した。

英国、西独、スイスの政府は自国民救出のため、国際赤十字やアラブ陣営の仲

介で、乗っ取り犯と交渉を始める。まず、空のゲリラはエジプトで人質の拘束

を解き、米国の大型旅客機を爆破する。PFLPのフイダイーンはヨルダンで

も乗客の大半を自由の身にした後、旅客機を爆薬で吹き飛ばした。だが、乗客

のユダヤ教徒など約四十人を秘密の隠れ家に連れ去る。

ブイ　ダイ　ー　ンと　この一連の事件は、フセイン国王の無力ぶ

∃三国軍との対決　りを改めて印象づけた。国王の軍勢は出動

したものの、ただ飛行場を遠巻きに包囲するだけで手出しできない。政府は閣

僚に親ブイダイーン派を抱えているので、強硬手段に訴えるのを回避した。ヨ

ルダン王国軍の主力部隊はハーシム王家に忠実な遊牧部族の出身者で構成され

ているだけに、国王の優柔不断と政府の弱腰にいらだっ。

しかし、フセインの忍耐にも限度があった。PFLPの旅客機の乗っ取りと

機体の爆破で、国王は面目を失う。しかし、西側の報道機関が一週間にわたる

人質の恐怖の日々を大々的に伝えたので、フセインはゲリラの実力排除に絶好

の口実を得た。アラブ諸国のほとんどが公式には乗っ取り事件を非難したので、

ヨルダンが武力で事態を収拾しても、孤立化することはあるまい。

ブイダイーン勢力は入質奪取作戦の成功に気を良くし、対イスラエル闘争よ

りもパレスチナ革命に突っ走る。旅客機爆破から三日後の9月15日、PFLP

はヨルダン北部の地方郡市イルビードに　く人民政府〉の樹立を宣言し、国王の

権威に真っ向から挑戦した。その夜、フセインは文民政府を解任し、全土を戒
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厳令下に置く。新たに任命された軍事内閣は王党派の軍人で固められたが、フ

セインの真の意図を隠すために、首班にパレスチナ人の将官が就任した。

翌日の早朝、ヨルダン軍は国王の命令を受けて、ブイダイーン勢力に対して

軍事行動を起こす。戦車、装甲車が難民収容所やパレスチナ人居住区に向かっ

て進撃し、砲兵隊は照準をフイダイーンの軍事拠点に合わせた。破局に至るま

での数カ月、フセインはハーシム王家に忠実な遊牧部族から信頼できる兵士を

集め、ひそかに対ゲリラ特別部隊を編成する。王党派の将兵はイスラエルより

もフイダイーンに敵意を抱き、時期の到来を待ちわびていた。

PLOの内部でアラブァートの率いる主流派ファタハは、中央の統制に服さ

ぬPFLPの冒険主義的行動に批判的だった。だが、旅客機連続東う取りの反

響が内外であまりにも大きかったので、アラブァートも正面切って非難できな

い。彼は武装集団の連合体のPLOを一つにまとめ、その最高指導者の地位を

椎持するために、PFLPの過激な手段も容認せざるを得なかった。

ブイダイーン勢力はイスラエルの報復空襲の激化につれてヨルダン川沿いの

解放区からアマーン周辺に移動し、難民収容所やパレスチナ人居住区を軍事拠

点に変えた。イスラエルの航空機が飛来しても、非戦闘員の人口密集地に無差

別爆撃を加えることはないと信じたからである。

しかし、ヨルダン王国軍の砲兵はゲリラの聖域にためらいなく射撃を浴びせ、

機甲部隊と歩兵は難民収容所に突入して抵抗拠点を掃討した。アマーンでも激

しい市街戦が展開され、ブイダイーンの立て龍もる家屋は徹底的に破壊された。

このアラブの同士討ちで、パレスチナ人に数千の死者を出す。

国際イヒ　ブイダイーン勢力と王国軍の戦闘は、やがて〈ヨルダンの内

の危機　戦〉　と呼ばれる。だが、この戦火は同時に国際化の危機をは

らんでいた。PLOがアラブ強硬派諸国の支持を得てハーシム王家の支配体制

を転覆しようものなら、米国とイスラエルはヨルダンに軍事介入を辞さない。

アマーンはアラブ世界で数少ないウォシングタンの友であり、米国の中東政策

に一定の理解を示してきたからである。もし非妥協的な〈革命共和国〉がヨル

ダン川の東岸に樹立されて、西岸の占領地の奪還とシオン主義国家の打倒をめ

ざせば、イスラエルは軍事的にも外交的にも大きな脅威と受けとめ、武力に訴

えるに違いない。

1968年、アラブ連盟はイスラエルの脅威に対抗するためヨルダンに合同司令

部を設置し、王国内に一万二千のイラーク軍と六千のシリア軍を駐留させた。

両国ともアラブ進歩陣営の旗手を自任しているだけに、フイダイーン勢力がア

ラブ反動派の軍隊に掃滅されるのを、決して黙視しないだろう。両国の派遣軍

がPLOに加担すれば、力関係はヨルダン王国軍に著しく不利となる。
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イラークとヨルダンの両国はかって英国の後押しでハーシム家の二兄弟一一

ファイサルとアブグッラーによって統治され、バグダードの王家が1958年の軍

事革命で転覆されてからも、深い因縁で結ばれていた。バグダード放送が常に

パレスチナの大義を訴えていただけに、そのヨルダン駐留部隊はPLOに味方

するのではないかと期待された。しかし、イラークの機甲部隊は内戦に中立を

保ち、フイダイーン勢力を見殺しにして本国に撤収する。

シリアのバース党左派政権はロジャズの和平提案に応じたナースイルとフセ

インを強く非難しただけに、アラブ進歩陣営の面目からもパレスチナ・ゲリラ

に声援を送った。9月20日、シリア陸軍の機甲部隊が出動し、ヨルダン北部に

侵攻する。この部隊はパレスチナ解放軍（PLA）に擬装し、名目上はシリア

軍そのものではなかった。PLAは紙の上ではPLOの正規軍だったが、アラ

ブ諸国の軍隊に組み込まれて、各国の指揮下に置かれていた。

この軍事介入はフイダイーン勢力の心強い援軍とならず、逆にディマシュク

の内部亀裂を露呈する。シリアとヨルダン両国の戦車部隊は国境近くで衝突し、

どちらも相手に優勢となり得なかった。シリア国防相のハフェズ・アル＝アッ

サド中将は空軍の出動を拒否し、敢えて戦機を逸する。この元空軍司令官の国

防相は、国際情勢の判断を誤らなかった。空爆による戦局の拡大が米国とイス

ラエルの直接介入を招く一一と。13

実際、米軍は本土から戦闘部隊をトルコに空輸し、いっでもヨルダンの内戦

に干渉できるよう派兵準備を整えた。米第六艦隊は東地中海に出動し、軍事力

の誇示を怠らない。一方、ウォシングタンはマスクヴァに外交的圧力をかけ、

ディマシュクに影響力の行使を求める。イスラエルはいっでもヨルダン川の東

岸に出兵する構えを見せ、さらにシリアと境を接する占領下のゴラン高原に大

軍を送り込んだ。

9月21日、フセインは航空隊に出動を命じ、空から反撃を開始する。ヨルダ

ンの航空兵力は六日戦争の際に、イスラエルの一撃で壊滅した。ようやく再建

された空軍は、アラブ陣営の同士討ちに大戦果を挙げる。シリア軍の戦車は味

方の戦闘機の支援のないまま、一方的に打ちのめされた。ヨルダン軍は貴重な

機甲部隊を消耗することなく、ゲリラ柏手の戦闘に振り向ける。

フセインは内憂外患に直面しながらも、内戦を契機に王権の確立を図る。王

国軍とブイダイーンとの戦闘で、イラーク軍は動かず、シリア軍は撃退された。

ナースイルはロジャズ和平案を受諾しただけに、フセインの立場を支持せねば

ならない。ブイダイーンは捨て身の抵抗を試みたが、なにしろ多勢に無勢で、

激戦の末に次々に拠点を奪われる。

ヨルダン王国軍の猛攻により、パレスチナ人の難民収容所では非戦闘員の老
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人、女性、子供の問に死傷者が続出し、食糧も飲料水も医薬品も不足した。こ

の兄弟殺しの悲劇は、やがて〈暗黒の九月〉　と呼ばれる。その不吉な響きは間

もなくテロ活動の激化に形を変え、中東地域だけでなく欧州諸国をも大きく揺

さぶった。14

ナ一二とイ　ル　エジプト大統領は苦しい立場に追い込まれる。ブイ

の　　急　　死　ダイーン勢力はロジャズ提案に反対し、九十日間の

休戦成立を妨害した。しかし、ナースイルはアラブ陣営の指導者としてパレス

チナの大義を叫んできただけに、この流血の惨事を黙視できない。それにヨル

ダンの内戦が激化すれば、イスラエルはロジャズ提案の受諾を取り消すかも知

れず、せっかくの和平努力は水泡と帰すだろう一一と。

カーヒラはアマーンに対し、戦闘中止を繰り返し呼び掛けた。さらにナースイ

ルは仲裁のため腹心の軍司令官をヨルダンに急派し、フセインとアラブァート

に和解を訴える。しかし、ヨルダンの軍首脳は一挙にゲリラ勢力の掃滅を図り、

停戦に応じようとはしなかった。これまでのような安易な妥協は問題を将来に

持ち越すだけで、根本的解決にならないと信じたからである。

アラブ連盟は四カ国の首相、国防相などから成る調査団をアマーンに派遣し、

戦火の消し止めに尽力する。ナースイルはアラブ諸国から国王、首長、大統領

をカーヒうに招き、和平実現のため首脳会議を開催した。その席にフセインも

アラファートも呼ばれて、出席の各国元首の面前で激論を交わす。その間にも

ヨルダン国内では戦闘が続き、おびただしい血が流れた。ようやく9月27日に

なって、ナースイルの仲裁で、双方は停戦の合意に漕ぎつける。

翌日、アラブ諸国の首脳は続々と帰国した。ナースイルは空港の見送りから

帰宅した直後、心臓発作で急死する。過去数年間、エジプト大統領は健康の悪

化に苦しんでいたが、アラブ陣営の同士討ちの仲裁に精魂尽き果て、ついに命

を縮めてしまった。PLOは時折り彼と対立したとはいえ、その発足以来の掛

け替えない保護者を失う。15

フセインとアラファートはアマーンに戻り、10月13日、カーヒラ合意に基い

て、改めて停戦協定を締結する。それはヨルダンの国土でフセインの権威を確

認し、ブイダイーンの行動に厳しい制約を課した。武装集団は各地の根拠地を

解体し、武器の携帯と制服の着用を禁止された。さらにヨルダンの法律の遵守

を求められる。

いまやフィダイーン勢力が組織の温存を図るならば、ヨルダンの王制を尊重

する他ない。そして、いたずらに王国軍との衝突に武力を消耗せず、イスラエ

ルとの対決に全力を挙げるべきで、これこそが生き延びるための唯一の道だっ

た。一方、フセインは和解の証左として捕虜を釈放し、旅客機東っ取りの首謀
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者に恩赦令を発する。しかし、双方の不信感が根深いだけに、平和共存の日々

は長続きしなかった。

ナースイルの死後、PLOは後ろ楯を失った。彼ほど強い影響力をフセイン

に行使できる人物は、他にだれもいない。それに王国軍とフイダイーン勢力の

力関係は、決定的に変化していた。停戦成立から二カ月後の1970年12月、仲裁

役のいないまま、早くも兄弟殺しの戦闘が再燃する。翌年の1971年早々、フセ

インの軍勢は積極的攻勢に出て、各地でブイダイーン勢力を攻撃した。

それから半年間、王国軍の容赦ないゲリラ狩り作戦で、多数のフイダイーン

が殺されるか、それとも捕虜になった。約二百人が討伐部隊に追われてヨルダ

ン川を渡り、宿敵イスラエルの官憲に投降する。こうして1971年7月末までに、

PLOはフセインの領土から一掃された。生き残った者はシリアを経由してレ

バノンに移り、この小さな共和国に新たな根拠地を築く。16

1970年の秋、建国から二十二年余を経過して、イスラエルは中東地域に軍事

的覇権を確立した。最大の強敵エジプトは六日戦争に続く消耗戦争でも敗北を

喫し、米国の調停を受け入れるしかなかった。ある時期までパレスチナ人の武

装集団は安全保障の撹乱要因となったが、ヨルダンの内戦で弱体化し、もはや

脅威となり得ない。アラブ陣営の同士討ちの結果、イスラエルは労せずして優

勢な立場を固める。かっての好戦的掛け声をよそに、シリアもイラークも慎重

に構えて動こうとはしない。

この新局面の下で、イスラエルは安全保障理事会の決議242号を無視し、占

領地に居座り続ける。アラブ陣営は自信を喪失し、戦争で失った国土を奪還す

る能力にも気力にも欠けた。だが、シオン主義国家が軍事力を過信した時に、

政治・外交上の傲りを生ずる。武力による平和は、1970年から僅か三年しか続

かなかった。1973年秋の新しい中東大動乱は、またもやイスラエルを存亡の危

機に陥れる。
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＜第九部の註と参考文献＞

1カーツームのアラブ首脳会議は拒否三原則を採択し、強硬姿勢を再確認したかに見

えるが、内実は穏健派の主張が通った。ナースイルもフセインも、非妥協的なアルジアリ

アと会議に欠席のシリアを除く全アラブ諸国から支持され、イスラエルの撤退を軍事的手

段よりも政治的手段で実現するのに合意した。

三つの拒否は、つぎのように柔軟に解釈できる。すなわち、イスラエルと正式の平和条

約を締結しないが、和平状態を否定するものではない。直接交渉こそしないが、第三国の

仲介まで否定するものではない。シオン主義国家を法的に承認しないが、国家としての存

在を否定するものではない一一一一と。

この三項目の枠内で、エジプト大統領もヨルダン国王も、以前より数歩踏み込んで、中

東紛争の解決に尽力する意向を明らかにした。具体的には、イスラエルとの戦争状態の終

結、イスラエル国家の存在の事実上の承認（ただし、その領土を六日戦争前の境界線内に

限定）、その安全保障をめぐる国際的保証の受け入れ一一一一などの諸条件が、政治的解決の

前提となった。〔liobert Stephans，Nasser：A Political Biography（IIarmOndsworth：

Penguin Books，1973年）、523貢〕

2　この決議の英語正文は“（i）甘ithdrawal ofIsraeli armed forces．from territo－

ries of recent conflict了　と表現し、territoriesの前に冠詞を欠いている。そこでイ

スラエルは強引な解釈を試み、この決議が占領地からの全面的撤退を求めているのではな

い一一一一と主張した。国際連合の公用語の一つの仏語の正文は、不定冠詞の複数形を用いて

いる。この点を仏代表団から指摘されると、イスラエル代表団はやり返した。受諾したの

は英語の正文で、仏語のそれではない－－…と。〔Conor Cruise O’Brien， The Siege：The

Saga ofIsrael and Zionism（London：Paladin Grafton Books，1984年）、418貢〕

イスラエル元首相のゴルダ・メイアルも回想録の中で、次の解釈を主張している。こ

の決議が、すべての占領地からイスラエル軍の撤兵を求めているのではない一一と。〔Gol

daⅡeir，韮y Life（London：Futuma，1984年）、311貢〕

イスラエルの解釈は奇弁を弄しているようでも、実は米国の支持を得ていた。安全保障

理事会が英国提出の決議案の文案を詰めた際、ソ連はアラブ陣営の意を休して、all the

territories　と表現するよう求めた。だが、米国の強い反対に直面したので、allを削り、

せめてtheを残すよう提案した。それでも米国の譲歩を引き出せず、英国案の原文に同

意するしかなかった。

3　六日戦争の戦後処理に関して、ソ連は安全保障理事会でアラブ側に有利な決議案の

採択を画策した。その草案はイスラエルに侵略者の熔印を押し、戦争責任を全面的にかぶ

せて、アラブ側の戦時損害を補償させるばかりか、シナイ半島、ヨルダン川の西岸、ガザ

地帯、ゴラン高原の全占領地からの即時無条件撤退を要求した。だが、このような内容の

決議案は、安全保障理事会で可決される見込みがなかった。

そこでソ連は作戦を変更し、問題を総会に持ち込んだ。アラブ寄りの決議案は安全保障

理事会で、親イスラエルの米国の反対、つまり拒否権の発動によって容易に否決される。
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しかし、総会で東欧圏、イスラーム諸国、第三世界の支持を結集できれば、三分の二の特

別多数決でアラブに有利な決議案の可決も可能である。

1967年6月から7月にかけて、国際連合の舞台裏ではさまざまな外交工作が展開された。

アラブ諸国はソ連に後押しされ、戦争責任の所在、賠償金の支払い、占領地からの全面撤

退に固執し、イスラエル支持の西側諸国の反対に直面した。この駆け引きと並行しながら、

米国とソ連は直接折衝を重ね、両国間だけの了解点に達した。米ソ合意の決議草案は、

アラブ側に向けて占領軍の「遅滞ない撤退」の条項を盛り込み、イスラエル向けに「独立

国民国家の存続」の文言を用意した。

ところが、米ソ両大国主導の決議案は総会に上程される前に、思いがけぬことに当のア

ラブ陣営から反対された。イスラエルはソ連とアラブ諸国の足並みの乱れに乗じ、国際社

会の合意が成立しないのを口実に、占領地に居座った。

ソ連は原則論にこだわり続ければ、逆にイスラエルの占領を恒久化させる結果になると

悟り、問題を総会から安全保障理事会に差し戻し、英国案に拒否権を発動することなく賛

成した。〔大石悠二「国際連合安全保障理事会決議242号と中東和平の展望」『広島平和

科学』十三号（広島大学平和科学研究センター、1990年3月〕

4　ダーヤーンは回想録の中で、イスラエル占領当局の善政を自賛している。軍政の施

行後、ダーヤーンはヨルダン川の西岸とガザ地帯の占領地で、アラブ住民の旅行制限を撤

廃した。治安当局者はゲリラの浸透を恐れて反対したが、国防相の方針を変更できなかっ

た。その結果、西岸で収穫された野菜と果物は、ヨルダン川を渡って遠くクウエイトやイ

ラークまで出荷される。また、ガザ地帯のアラブ住民はイスラエルに職を見つけて居住地

から出勤でき、従来よりずっと高い収入を得られるようになった。〔ⅩosheI）ayan，Story

Ofiy Life（London：Sphere Books， 1978年）、400～406貢〕

占領はそれから二十五年以上も続き、イスラエルの労働市場に二重構造をもたらした。

低賃金のアラブ労働者は建設現場に不可欠な存在だったが、景気や治安情勢によって、い

つでも解雇された。

5　カラーメーの激戟の五年後、第四次中東戦争の際に、筆者は現地を訪れた。家屋は

破壊されたままで、復興の気配は見られなかった。平らな廃墟の中に、イスラーム礼拝堂

の尖塔が立っている。その壁には無数の弾痕が残り、激しい戦闘をしのぼせた。

味方の士気を高揚させるために、敵の損害を誇張するのは、宣伝戦の常である。フイダ

イーン側は僅か三百の小兵力で一万二千のイスラエル軍と戦い、死傷者五百の大損害を与

えて敗走させた一一一一と、当時のファタハの機関紙は報じた。

イスラエルのヘルツオーグ前大統領は、六日戦争の後、ヨルダン川西岸の初代軍政長官

に任命された。この職業軍人出身の政治家は自著の中で、カラーメーの戦闘においてイス

ラエル軍の「いくらかの戦術的誤り」を認めているが、それにもかかわらず、作戦の目的

は達成されたと主張する。彼の記述によると、ヨルダン軍の戦死者は四十人、ゲリラの戦

死者は二百人、百五十人のフイダイーン容疑者がイスラエルに連行された。イスラエル軍

の損害は、戦死者が二十八人、負傷者が六十九人。四台の戦車と二台の装甲車が破壊され、

一機の航空機が撃墜された（搭乗員は救出）。〔Chaim Herzog，The Arablsraeli Yars：

War and Peacein the韮iddle East fron the War of Ⅰndependence to Lebanon（London：

ArmS and Armour Press，1984年）、204～205貢〕
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ヨルダン王国情報文化省の資料は、イスラエル軍の死傷者を二百、ヨルダン側は戦死二

十、負傷六十五の数字を挙げている。〔Y．T． Toni and Suleiman凛ousa，Jordan：Land

and People（Anman：TheⅡinistry of Culture andInformation，The‡ashemite EingT

do皿OfJordan）、65貢〕

反PLOの立場で知られる英国の女流作家は、ヨルダン軍の戦死百、負傷九十、フイダ

イーンの戦死百七十、捕虜二百と述べている。またカラーメー攻撃の牽制作戦として、イ

スラエル軍は同じ日に死海の南部のゲリラ訓練所を急襲し、一兵の損害を出さずに、四十

人のヨルダン兵、二十人のフイダイーンを殺害した。〔Jillian Becker，

Rise and Fall Of the Palestine Liberation Organizat

The P L O：The

ion（London：Weidenfeld and

NicoIson，1984年）、63貢〕

6　ブイダイーン勢力がPLOを内部から乗っ取ったことは、執行部の構成から明らか

である。十一人の執行委員の内訳は、ファタハが議長のアラブァートを含めて四人、サー

イカが二人で、過半数を占めた。残りの五人は無所属だったが、そのうちの三人が親ファ

タハ、一人が親サーイカの態度を示す。PNCの代議員は、定数百五人のうち、ファタハ

が三十三、サーイカが十二を占めた。PFLPもサーイカと同じ人数を割り当てられたが、

それに不満で大会に出席しなかった。〔Gerard Chaliand， The Palestinian Resistance

（Iarnondsworth：Penguin Books，1972年）、56～58頁〕

71968年2月、イスラエル軍が報復攻撃で潅漑施設を破壊した後、ヨルダン王国政府

は同年3月、6月、10月の三度にわたって、フイダイーンの活動に制限を課す。最後のそれ

は特に厳しく、ヨルダンの都市でブイダイーンの軍服着用と武器携帯の禁止、武装集団の

車輌の乗入れ禁止、王国軍による検問と捜索などを定めた。この措置にフイダイーン勢力

は強く反撥し、同年11月　2日のバルブア宣言記念日に、アマーンで大規模な街頭抗議行動

を繰りひろげ、米国大使館を襲撃する。王国軍は武力で暴動を鎮圧し、ファイダイーン側

に約三十人の死者を出した。この衝突後、フイダイーン勢力は一時的に妥協を図り、王国

政府と協定を締結した。この合意は、都市でゲリラ兵士の軍服着用と武器携帯、車輌の乗

り入れ禁止を再確認するなど、フセイン国王の立場を貫いている。同時に、この協定はゲ

リラ活動に対する王国軍の協力と援助を盛り込んだので、それからの一年間、フイダイー

ン勢力は対イスラエル破壊活動に専念し、王国軍と武力衝突をほとんど起こさなくなった。

〔Clinton Bailey，Jordan’s palestinian Challenge，1942－1983‥　A Political‡istory

（Boulder：Westvie甘Press，1984年）、38～42頁〕

8　この海戦は新時代の到来を告げた。エイラト号は第二次世界大戦中に就役した英海

軍の駆逐艦で、1956年、イスラエルに売却された。六日戦争後もシナイ半島の沖合の地中

海を哨戒し、エジプト海軍の水雷艇を撃沈する。この敗北に懲りて、エジプトのミサイル

艇は外洋に出撃せず、ポートサイード港に停泊したまま、約二十五男離れた海上の目標に

誘導弾を発射した。エイラト号は急いで回避行動を取ったが、続けざまに二発の直撃を受

ける。同艦は機関の破損と停電で航行不能に陥り、船体が大きく傾斜した。しかし、すぐ

には沈没せず、僚艦の救助を待つ。それから二時間後、三発目の誘導弾が命中して、この

駆逐艦は火災と爆発を起こして沈んだ。イスラエル海軍の旗艦は、ミサイルで撃沈された

史上初の軍艦となった。〔Chai皿‡erzog，前掲書、198貢〕

9　イスラエル機の爆撃はエジプト陸軍の砲兵に大損害を与え、味方の人的損害を著し
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く減少させる。空の大攻勢の始まる前の1969年7月、イスラエル群の地上部隊は運河地帯

で百六人の死傷者を出したのに、8月には六十五人、9月には四十七人、10月には五十六人、

11月には僅か三十九人、12月には三十人まで減少した。いまやイスラエル軍は戦局の主導

権を握って、エジプト軍に渡河作戦を断念させる。ナースイルの期待したように、イスラ

エル側が人命の消耗に耐えられず、運河地帯から撤兵に追い込まれるのは、夢物語になっ

た。〔Edward Luttwak and DanⅡorowitz，TheIsraeli Army（London：Allen Lane，1975

年）、322貢〕

10　ラジャズの最初の提案は、エジプトとイスラエルの双方から拒否される。この和平

案は従来の国境線を敵対国同士の境界とし、換言すれば、イスラエルにシナイ半島の放棄

を求めたので、エジプトにとっては決して不利な内容ではなかった。しかし、ナースイル

は次の三つの理由から、ラジャズの和平提案を斥ける。まず、同案がイスラエルに対して、

シナイ半島の南端のシャルムエッシェイクとガザ地帯からの撤退を明確に要求せず、将来

の交渉に委ねたこと。次に、この案が事実上の単独講和を提唱し、エジプトをアラブ諸国

から切り離そうと狙っていること。最後に、ラジャズ提案がヨルダン川の西岸からイスラ

エル軍の同時撤退を求めず、さらにパレスチナ難民問題の公正な解決を図ろうとしていな

いので、安全保障理事会の242号決議からも後退していること。

しかし、1970年に入ると、ナースイルの態度は軟化し、何よりも先にイスラエル軍の撤

退を一一という従来の主張を取り下げた。そして、ラジャズ提案が安全保障理事会の242

号決議に盛り込まれた内容を網羅し、かっ撤兵の段階的実行を確約するならば、エジプト

はシナイ半島からの撤兵開始以前に和平協定に調印するのにやぶさかでない。ただし、カ

ーツームのアラブ首脳会議の決定に従って、イスラエルと直接交渉をせず、二国間の平和

条約を締結せず、外交上の承認もしない。しかし、国際連合の仲裁者を通じた間接交渉に

は応ずる一一一一と。

一方、イスラエルはアラブ諸国との個別的直接交渉に固執し、講和条約の締結とイスラ

エルの法的承認を取り付けない限り、占領地からの撤退を拒否した。さらにスエズ運河と

ティラーン海峡の自由航行権は、イスラエル船舶に完全に保証されなければならない。争

点の難民問題は、パレスチナ人をイスラエルに送還するのではなく、アラブ諸国に定住さ

せることによって、解決されるべきである。イスラエルは六日戦争の勃発当時の境界線ま

で兵を引くことなく、安全保障理事会の決議242号が述べている通り、「安全を保障し、か

つ（国際的に）承認された国境」が撤兵以前に交渉で画定されるべきである一一一一と。〔Eobert

Stephans，前掲書、468～469貢〕

11メイアル首相は米ソ英仏の四カ国による中東和平会議の開催に強硬に反対し、提唱

者のラジャズ国務長官に向かって、四大国の仲裁がイスラエルの安全を保障しないと力説

した。彼女は回想録の中で外交辞令に包みながらも、同盟国の外交責任者を辛辣に批評し

ている。ラジャズがアラブ対イスラエル戦争の背景を全く理解していない一一と。〔Golda

耳eir，前掲書、320～321貢〕

1967年末、イスラエル国防軍幕僚長のイツハク・ラビンは退役し、ほどなくウオシング

タン駐在の大使に任命された。彼はダーヤーン国防相と共に六日戦争を勝利に導き、今度

は軍人出身の外交官として最大の同盟国と軍事関係を強化する。ラビンはメイアルに重用

されたので、しばしば直属上司の外相を無視して重要情報を首相に直接に報告した。この
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イスラエル大使は官僚機構の壁と外交儀礼を破り、当事者のラジャズ国務長官を飛び越え

て、大統領補佐官のヘンリ・キッシンジャを通じてこクスン大統領に連絡した。1969年秋、

メイアルがウオシングタンを訪問する前、ラビンはキッシンジャからの情報として、米国

から新鋭兵器の供与を引き出すためには、対エジプト軍事行動を抑制せずに、むしろ強化

するよう進言した。．さらに、この駐米大使は首相にエジプトの探縦爆撃を具申したので、

メイアルは空襲の目標拡大を米国大統領の示唆と受け取る。この二元外交は、両国間の正

常な関係を著しく阻害した。1970年春、国務省が停戦実現のためファントム戦闘爆撃機の

引き渡し停止を通告した際、大使館はホワイトハウスに直訴したが、何の返事も戻って来

なかった。米国の官僚機構は正常化し、国務省が外交問題に関して責任を担うようになっ

た。〔Corner Cruise O’Brien，前掲書、494～498貢〕

12　この民間機の連続乗っ取り事件まで、フイダイーンは英委任統治時代のユダヤ過激

派の戦術を踏襲した。後のイスラエル首相ベギンの率いるイルグーンがテロリズムの対象

を英国の官憲や将兵に絞ったのと同様に、ゲリラ活動の対象をイスラエル人やシオン主義

の同調者だけに限定した。ところが、ここで初めて第三者、つまり西側の市民まで巻き込

む。この新局面は人質の範囲を拡大し、パレスチナ難民問題の責任を欧米諸国に問いかけ

る。実際、アラブ人の立場から見れば、西側諸国はパレスチナ難民に対して道義的責任を

負うべきであるのに、ヒトラルの迫害をめぐる欧州諸国の罪の意識をつぐなうため、アラ

ブの土地を取り上げてイスラエルに引き渡したばかりか、この問題解決に国際連合憲章の

原則適用を渋っている一一と。〔Ritchie Ovendale，The Origins of The Arab－Israeli

塑土星（London：Longman，1984年）、188貢〕

13　六日戦争の敗北後も相変わらず、シリアのバース党政権は派閥抗争に明け暮れてい

た。ジェディード大統領派は労働組合、学生団体、報道機関の支持を取り付け、その一方

で、アッサド国防相派は軍部を握っていた。ヨルダンの内戦をめぐって、国防相の不介入

方針は、フイダイーン勢力を敗北に追い込む。フセイン国王がパレスチナ・ゲリラを制圧

した後、シリアのバース党は臨時党大会を開催して国防相の辞任を要求した。ところが、

1970年11月16日、アッサドは指揮下の部隊を動員し、無血軍事政変に成功した。〔Dilip

Eiro，Ⅰnside the班iddle East（London‥Routledge＆　Eegan Paul，1982年）、44頁〕

アッサドは首相とバース党書記長の地位を握り、後に大統領に就任する。それから四半

世紀にわたり、彼はシリアの最高権力者として、政治と軍事の全権を掌握している。

14　ヨルダンの内戦がブイダイーン勢力の敗北に終わってから一年二カ月後、ヨルダン

首相のワスフイ・テルはカーヒラで開催のアラブ諸国防衛会議に出席した。1971年11月28

日、四人のパレスチナ青年は〈暗黒の九月〉　と称する団体の名において、復讐のためにフ

セイン国王の名代を暗殺する。その後もファタハ内部の反アラファート戦闘的分子は〈パ

レスチナ革命の敵〉を襲撃し、ヨルダンの駐英大使を狙撃したり、ヨルダン航空の旅客機

の乗っ取ったりするなど、武力行動に訴えた。その後、このテロ組織はフイダイーン勢力

から分離し、PFLPやサーイカなどの武闘集団からも不満分子を吸収し、独自の軍事作

戦を敢行する。1972年には欧州で精油所や送油管の爆破、外国居住の王党派ヨルダン人の

暗殺などの破壊工作を実行した。1972年5月　9日、男女二人ずつのテロリストはベルジャ

ム航空の旅客機を乗っ取り、イスラエルの空港で約百人の乗客と乗員と引き換えに六百十

七人のパレスチナ囚人の釈放を要求する。イスラエル当局は取り引きに応ずる態度を示し
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ながら、実際は特殊部隊の兵士が空港の整備員に変装して食糧と飲料水の補給や機体の修

理に見せ掛けて、突然、機内に突入した。その場で乗っ取り犯の男性二人は射殺され、女

性二人も逮捕される。その年の9月、武闘集団の　〈暗黒の九月〉は報復作戦に乗り出し、折

りから西独のミュンヘンで開催中のオリンピック大会のイスラエル選手村を武力で占拠し

た。八人のアラブ人は機関銃と手相弾で武装し、イスラエルの選手と警備員の二人を射殺

した後、九人の人質と二百人の政治犯との交換を要求する。西独治安当局とテロリストた

ちの交渉は長引き、いくつかのアラブ諸国の仲介も不調に終わった。最後にゲリラたちは

エジプトへ出発することになり、人質のイスラエル人と一緒にへリコブタで空港まで運ば

れた。アラブ人たちが用意の旅客機を点検した直後、西独治安部隊の狙撃兵は発砲して二

人を倒す。その後の銃撃戦の混乱に続き、ヘリコブタは手相弾の爆発で炎に包まれ、人質

の全員が死亡した。ミュンヘンの惨劇の直後、イスラエル軍は大規模な報復攻撃を加え、

シリアとレバノンの難民収容所を空襲する。この爆撃で女性や子供を含め、約三百人のパ

レスチナ人が犠牲となった。さらにイスラエル軍はレバノン南部に地上攻撃を仕掛け、ゲ

リラの拠点を破壊した。この越境作戦に弱体なレバノン正規軍は太刀打ちできず、約五十

人の損害を出す。〔John K．Cooley，Greeniarch，Black September：The Story of the
Palestinian Arabs （London：Frank Cass，1973年）、123～129貢〕

15　アラブ世界の世論は市街戦の惨状に心を痛めた。アマーン市内の道路には犠牲者の

死体が埋葬されぬまま散乱している一一と報じられたからである。死者の数の見積もりは、

宣伝目的から誇張されて、当初、二万人に達すると伝えられた。1970年9月27日、アラブ

首脳会議がヨルダンの内戦収拾のためにカーヒラで開催されると、フイダイーン側は和平

成立の条件にフセインの退位を主張した。アラブァートは「血の海が両者（ヨルダン軍と

ゲリラ勢力）を隔てた」からには、以後、フセインとの協力関係の継続を不可能と断言す

る。ナースイルは不倶戴天の敵同士を宥めるのに心を砕き、長時間の会議と精神的緊張で

心身ともに消耗した。首脳会議が休憩に入っている問にも、ナースイルは舞台裏の調停工

作を続け、アラブ連盟の現地調査団が作成した休戦協定案に同意を与える。その時、アラ

ファートは仲裁者のエジプト大統領に緊急の情報を届けた。ヨルダン軍がアマーンの支配

権を奪取するために、一時停戦の約束を破って大攻勢を始めた一一と。ナースイルはアラ

ブァートを控室に招き、フイダイーン救出のためにエジプト軍の軍事介入を期待できぬこ

とを悟らせ、首脳会議再開の前に休戦協定案の受諾を迫った。こうなっては、PLOの最

高指導者もエジプトとアラブ世界全体の意向に逆らえず、ヨルダン国王との和解に応ずる

しかなかった。〔Robert Stephens，前掲書、553～555貢〕

16　ヨルダン軍はフイダイーンに対する攻撃を　〈実弾演習〉　と発表し、大砲と垂機関銃

の銃砲弾を浴びせた。フイダイーン側も迫撃砲で応戦したが、多勢に無勢で、次々に陣地

を奪われる。戦闘は短期間で終了したものの、おびただしい血が流れた。ブイダイーンは

二百人の戦死者を出し、二千三百人が捕虜になった。そのうち千五百五十人は武装解除後、

ヨルダン、シリア、イラークの難民収容所へ帰るのを許された。ほとんどがファタハに所

属の〈善玉フイダイーン〉で、二度とフセイン国王に銃を向けることはあるまいと判断さ

れたからである。残りの七百五十人はPFLPの構成員だけに、〈悪玉フイダイーン〉　と

見徹されて、投獄の憂き目に遭った。〔John Laffin，Fedayeen：The Arab－Israeli

Dilenma（London：Cassell，1973年）、67～68頁〕
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結 三五
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三‡　≡

イスラエルは1967年の六日戦争と、それに続く消耗戦争の勝利で、さらには

1970年のヨルダンの内戦によるアラブ世界の混乱で、中東地域に揺るぎない軍

事的覇権を確立した。いまやイスラエルは米国の代理の地位を脱し、最も信頼

できる軍事同盟国として、新しい中東国際秩序を形成する。冷戦体制の下で、

強大なユダヤ国家の存在は、親ソ的アラブ諸国を牽制し、米国の世界戦略に責

献した。

本論の記述はひとまず1970年で終わるが、その後の出来事を略述して、本論

の結語としたい。

アラブ1973年10月　6日、エジプトとシリアは呼応してイスラエルを

の反撃　南と北から挟撃し、第四次中東戦争（アラブ側はヒジュラ暦

の断食月にちなんでラマダン戦争、イスラエル側はユダヤ教の祝祭日からヨム・

キプール戦争と呼ぶ）が始まった。今度の戦争は過去の軍事対決とは様相をすっ

かり異にし、アラブ側が奇襲戦法で戦闘の主導権を奪う。

エジプト軍はスエズ運河を渡ってシナイ半島に、シリア軍はゴラン高原に突

入して、それぞれイスラエル占領下の国土奪還をめざす。ヨルダンは前回の敗

北の苦い経験に懲りて、直接参戦を控えた。アラブ側の緒戦の勝利はめざまし

く、イスラエル不敗の神話を打ち砕く。

だが、イスラエルは米国の緊急軍事援助で手痛い打撃から立ち直り、やがて

反撃に転じた。北部戦線ではシリア軍の戦車隊の猛攻を撃退し、開戦前よりも

占領地を拡大する。南部戦線ではスエズ運河を東から西へ渡り、カーヒラまで

わずか百男の地点に達して、シナイ半島に進出のエジプト軍の補給路を背後か

ら断っ。10月24日、安全保障理事会の調停で停戦が成立し、どちらも決定的勝

利を収めぬまま、戦火は消し止められた。

しかし、この第四次中東戦争でアラブ側は過去の屈辱を拭い去り、六日戦争

（第三次中東戦争）の惨散で失った自信を取り戻す。さらにアラブ世界の産油

国は石油を外交的武器として利用し、エジプトとシリアを側面から支援した。

まずイスラエル支持国には完全禁輸を実施し、次に立場の曖味な国には供給量

を削減する。同時に原油の大幅な生産制限と価格吊り上げに踏み切り、先進工

業諸国を恐慌状態に陥れた。西欧諸国や日本は従来の態度を改め、パレスチナ

の大義に共感する立場を表明しなければならなかった。

第四次中東戦争と石油危機の結果、アラブ陣営は国際社会で発言権を一挙に
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高め、それにつれてPLOの地位も向上する。翌1974年、国際連合の総会は独

立と主権に関するパレスチナ人の権利を認め、この抵抗組織をオブザーヴァと

して迎え入れた。アラブ諸国も首脳会議を開催し、PLOをパレスチナ人の唯

一・正統の代表と認める。さらに戦後処理の具体策として、イスラエル占領下

のガザ地帯とヨルダン川の西岸にパレスチナ独立国家を樹立することに合意し

た。ところが、イスラエルと米国はPLOをテロリスト集団として敵視し、こ

の構想を全く相手にしなかった。

エジプトの1979年3月、米国の仲介の下で、エジプトはイスラ

単独　講車口　と平和条約をホワイトハウスで締結し、ユダヤ国家

を承認する。アラブ陣営はこぞって盟邦の裏切りと変節を非難したが、この単

独講和を阻止できなかった。

六日戦争の敗北後、エジプトがシナイ半島の返還を条件にして、和平会談を

提案した際、イスラエルは勝者の立場から撥ねっける。そこでエジプトは相手

を交渉の席に引き出すには、軍事的に優位一一一一少なくとも対等の立場に立っ必

要性を悟り、1973年の秋に新たな戦争を挑んだ。その停戦から五年半の歳月が

流れ、アラブ世界の盟主国は中東和平の第一歩を踏み出す。

1970年、ナースイル大統領がヨルダンの内戦収拾に精根尽き果てて急死した

後、副大統領のアンワル・ニッ＝サダートが昇格して後継者となった。就任当

初、彼は前任者の路線の踏襲を誓ったが、実際には脱ナースイル化を図り、親

ソ派の政敵を粛清した。それだけではなく、エジプトからソ連の軍事顧問団を

追放して、イスラエルと米国の判断を迷わせる。

第四次中東戦争の停戦後、サダートのエジプトは米国に傾き、もはやソ連の

代理ではなくなった。マスクヴァはカーヒラに不信の念を抱いて、武器供与を

停止する。1977年11月、突如、サダートはエルサレムを訪問し、イスラエル国

会で和平を提唱して、アラブ世界から破門された。米国大統領のジミ・カータ

は中東和平実現の好機を逸さず、1978年9月、サダートとベギンをメアリラン

ド州の山荘に招き、この大統領別邸にちなんだキャンプ・デイヴィド協定を成

立させる。

事態は急進展した。半年後、この協定に基いて、サダートは対イスラエル講

和条約に調印する。アラブの盟主国は平和の代償を支払った。それは過去三十

年の軍事対決で大きな犠牲に耐え忍びながらも追求した戦争目的一一一一パレスチ

ナの大義を放棄したことである。サダートが和平交渉の前に明言した条件にも

かかわらず、パレスチナ独立国家は平和条約の文言から消え、民族自決の大原

則は単なる住民自治にすりかわった。一方、この単独講和の成立で、エジプト

はイスラエル占領下のシナイ半島を取り戻す。
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ところが、両国の和解は中東地域に平和をもたらすことなく、逆に次の戦争

の引き金となった。1982年4月、イスラエルはシナイ半島の段階的返還を完了

し、仇敵のエジプトを外交的に骨抜きにすると、すぐに軍事的冒険に乗り出し

た。同年6月、隣国のレバナンに侵攻して、パレスチナ抵抗運動の根絶をもく

ろむ。PLOは非力な小国の内部に解放区を築き、シオン主義国家に対して武

装闘争を継続していた。イスラエル軍はPLOの主力部隊を首都ベイルートに

追い込み、陸と空と海の三方から猛砲火を浴びせる。しかし、ブイダイーンは

八十八日間の包囲戦に耐え抜き、ようやく米国の調停によって、停戦と名誉あ

る撤兵を実現した。

この第五次中東戦争（レバナン戦争）の結果、PLOは軍事的に大打撃を受

け、抵抗闘争の本拠地を喪失する。レバナン駐屯のシリア軍はイスラエル軍と

衝突したが、米国製新鋭兵器の圧倒的な破壊力に対抗できなかった。他のアラ

ブ諸国は救援の手を差し延べず、もはやパレスチナの大義に口をつぐむ。イス

ラエルの軍事的覇権は、ここで改めて確認された。

騒　舌L　カー　ら　1987年11月、パレスチナ住民とイスラエル官憲との

独立宣言へ　問に、ガザ地帯で衝突事件が起きた。これが発火点

となって、抵抗運動が占領地で燃え上がる。この騒乱はインティファーダと呼

ばれ、アラビア語で蜂起を意味する。

六日戦争から二十年、住民は初めて占領体制に公然と反抗し、武器を持たぬ

まま投石で抵抗を続けた。イスラエルは警察力だけで鎮圧できず、正規軍が治

安維持に出動し、催涙弾やゴム弾にとどまらず、実弾射撃を群衆に浴びせかけ

る。さらに一般住民の外出禁止、指導者の予防拘禁や国外追放、家屋の爆破な

どの強硬手段まで用いた。だが、反イスラエルの民衆蜂起は六年にわたって継

続し、1993年秋までに約千二百人の犠牲者を出す。

この流血の騒乱は半恒久的占領に対する不満の爆発であり、長年の従属から

脱して独立を求める民族的抵抗に他ならない。インティファーダの開始から丸

一年を経過した1988年11月、PLOは最高決定機関のパレスチナ国民評議会を

友好国のアルジアリアで開催し、満場一致で独立宣言を採択した。しかし、新

生〈パレスチナ国〉の版図は現実にイスラエルの占領下にあり、国土と国民に

新国家の実効支配が及ばなかった。

特車糞終結と　1989年秋、東欧諸国を襲った政治的、経済的大変動

湾岸　戦争　に伴い、米ソ両超大国の首脳は地中海の小島モール

タで会談し、冷戦体制に終止符を打っ。米国とソ連の和解は世界平和に大きく

寄与したが、中東地域に自動的に和平をもたらすことなく、むしろ新たな緊張

を持ち込んだ。クレムリンは社会主義経済の行き詰まりに直面し、その立て直
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しのためにホワイトハウスの歓心を買おうとして、ソ連国内のユダヤ教徒にイ

スラエル移住を認めたからである。

それまでソ連からイスラエルへの移住が全くなかった訳ではないが、出国申

請から査証の取得まで長い期間を要した。出国希望者は反体制思想の持主だっ

たため、官憲め監視や圧迫に耐えなければならなかった。ところが、ソ連の解

体に伴う混乱に連れて、新しい移住者は政治的、宗教的信念からではなく、経

済的に破綻した社会（そこでは伝統的な反ユダヤ感情が復活しつつある）から

逃れることを第一の動機にしている。

旧ソ連系の移住希望者は百万人に達すると見積もられ、パレスチナのアラブ

住民に現実的脅威と受け止められた。まず、新移民の増大は、イスラエルで出

稼ぎ中のアラブ労働者に、深刻な失業問題をもたらす。そればかりではない。

イスラエル政府が新規移住者用の住宅を建設するために、占領地でパレスチナ

人の所有地をさらに取り上げるのではあるまいか一一と。

1990年8月、イラークのクウェイト侵攻はアラブ世界に大波瀾を巻き起こし、

パレスチナ人に束の間の希望を与えたものの、すぐに苦しい立場に追い込んだ。

イラークのサッダム・フセイン大統領はアラブ世界の民衆から支持を取り付け

ようと、対イスラエル戦争を呼号する。米国がクウェイトに関する安全保障理

事会の諸決議に基いて武力行使を正当化したのを逆手に取り、ヨルダン在住の

パレスチナ人は大集会を開き、安全保障理事会決議242号に盛り込まれたイス

ラエル軍の占領地撤退を要求して、イスラエルの決議無視に経済制裁や武力行

使の措置を取らない米国の〈二重規範〉　に強く反撥した。

湾岸戦争でイラークはイスラエルにミサイルを撃ち込んだものの、ユダヤ国

家を戦争に引きずり込むのに失敗した。米国がイスラエルに報復を思いとどま

らせ、アラブ諸国を反イラーク陣営につなぎとめたからである。かつてのマス

クヴァはバグダードの盟友だったが、冷戦終結後の新国際情勢下、ウォシング

タンに歩調を合わせてフセイン包囲陣に参加した。アラブ諸国も大半が米国を

筆頭とする西側諸国の強硬策に同調し、イラークを敵に回す。1991年2月、湾

岸戦争が多国籍軍の一方的勝利に終わると、PLOはイラークを支持したばか

りに国際社会ですっかり孤立した。

手口平会議　カー　ら　湾岸戦争は中東地域の軍事的、政治的、外

暫定自治合意へ　交的構図に劇的変化をもたらし、1991年10

月末から11月にかけて、スペインの首都マドリドで中東和平会議が開催された。

この国際会議は1991年7月の米ソ首脳会談で合意の結果、実現の運びとなった

もので、冷戦後の国際情勢を反映して両国の共同招請の体裁を繕ったが、実質

的には米国が切り回す。
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米国務長官のジェイムズ・ベイカはアラブ諸国とイスラエルを何度も歴訪し、

和平会議への参加を要請した。シリアは六日戦争で固有の領土のゴラン高原を

奪われ、レバナン戦争でも手痛い敗北を喫しただけに、対イスラエル強硬派の

筆頭だったが、冷戦後のソ連の力量低下を見て取り、意外にも米国の勧誘に応

じた。イスラエルは和平会議で占領地の返還を迫られたくなかったが、米国の

圧力に屈して渋々ながら出席せざるを得なかった。プッシュ大統領はシャミル

首相に対して、ソ連からの移住者向け住宅建設費用の債務保証を切り札に、会

議参加を取り付けたのである。

パレスチナ人はヨルダンと合同代表団を結成し、ようやく和平会議に出席で

きた。しかし、六日戦争後、アラブ諸国によってパレスチナ人の唯一・正統の

代表と承認されたPLOは会議の席から排除され、さらにイスラエルによって

一方的に併合された東エルサレムの出身者も代表団から締め出された。

中東和平会議は回を重ねたが、実質的にほとんど進展しなかった。シャミル

が後に公然と語った通り、イスラエル側の意図は会議の引き延ばしで占領地の

返還を無期限に将来に持ち越すことだった。だが、1992年7月の総選挙でシャ

ミル政権は退陣し、ラビン首相の率いる労働党主導の連立内閣が発足する。新

政権は選挙公約に従って和平の実現に積極的意欲を示したが、インティファー

ダに対して相変わらず強硬態度で臨む。

1993年秋、事態は急転直下した。和平会議自体は行き詰まり状態に陥ってい

たが、ノーウェイの秘密仲介でイスラエルとPLOは相互承認に踏み切り、ガ

ザ地帯とエリコ地区からイスラエル軍の撤退と占領地の暫定自治で合意に達す

る。9月13日、ラビンとアラファートは米国の首都に赴き、ホワイトハウスで

協定に調印した。

その合意文書によれば、まず占領地にはパレスチナ自治機関が設立され、次

に住民の選挙が実施される。そして、五年間の移行期間中の遅くとも三年以内

に、イスラエルとパレスチナの両者はガザ地帯とヨルダン川の西岸の「恒久的

地位」について交渉を始める。

仇敵同士の和解は歓迎すべきだが、中東和平の達成までに紆余曲折をたどら

ねばなるまい。イスラエルがガザ地帯を手放したのは、インティファーダの鎮

圧に手を焼いたからである。ここではイスラーム原理主義運動のハマスが勢力

を伸ばし、占領体制反対闘争の主役となった。イスラエルの治安当局は、一時、

この勢力をPLOに代わって手なづけようと試みる。だが、ハマスの活動家が

民族的抵抗に挺身すると、イスラエルはこれまで絶対に交渉相手と認めなかっ

た“テロリスト集団”のPLOと妥協の道を選んだ。

PLOは湾岸戦争でイラークを支持したため、アラブ産油諸国から援助を打
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ち切られて財政的に窮迫していた。アラファートは組織の危機を悟り、これま

で同胞に犠牲を強いた強硬策を放棄し、PLO指導部内の根強い反対論を押し

切って、暫定自治に同意した。パレスチナの大義は、他ならぬ当事者によって

反古にされたのである。

実際、この含意はパレスチナ人の民族自決権、つまり独立国家の樹立を明言

せず、問題を将来に持ち越す。アラファートの支持者たちは暫定自治の終了後、

独立の悲願を達成できるかのように、過大な幻想を抱いている。だが、ラビン

首相が断言したように、イスラエルはパレスチナに自治を与えても、独立を認

めていない。パレスチナ難民の帰還、占領地内部のユダヤ開拓地の将来、イス

ラエルに一方的に併合されたエルサレムなど、懸案事項はすべて今後の交渉に

ゆだねられ、紛争の火種を先送りするだけである。暫定自治が暫定平和に終わ

る可能性も排除できない。

イスラエルとPLOの歩み寄りは評価されるべきであるが、安全保障理事会

決議242号、その他の国連諸決議に謳われ、暫定自治協定にも記されているよ

うな「公正にして、かつ永続的、包括的平和」の実現までに厄、まだ時の検証

持たねばなるまい。

イスラエルとPLOが暫定自治協定に調印してから一年余、1994年10月26日、

ヨルダンとイスラエルは両国の国境地帯で平和条約を締結する。米国大統領の

ビル・クリントンが、エジプト・イスラエル講和条約の際のカータ大統領と同

様に、その調印に立ち会った。彼の出席が雄弁に物語るように、冷戦の終結と

ソ連の白壊後、米国は唯一の超大国として、ウォシングタン主導の平和を中東

地域に課すのに成功した。この和平の基礎固めは、既に四半世紀前の1970年、

イスラエルが軍事的覇権を確立した時期にまでさかのぼる。

＃　＃　＃　＃　＃
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